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国際情報ネットワークに関する調査研究報告書

昭 和52年5月

財団法人 日本 情報 処理 開発協 会



この報告 書は,日 本 自転車振 興会 か ら競輪 収益の一部であ

る機械工 業振 興 資金 の補 助 を受 けて昭和51年 度 に実施 した

「国際情報 ネ ッ トワー クに 関す る調査研 究」の一環 として と

りまとめた ものであ ります。
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近 年,コ ン ピュ ータ と通 信回 線 の結 合 に よって,国 際 的規 模の 情 報 ネ ッ トワ

ー クが著 しい 進展 をみせ,ト特 に米 国 お よ び欧 州 にお い ては,』各 種 ネ ッ トワー ク

の グロ ーバ ル化 あ るいは 共 同開 発 が進 んで お ります 。

我 国 にお い て も,社 会 経 済 の 国 際 化 に伴 い,国 際 情報 ネ ッ トワー ク形 成 に対

す る要請 が 高 ま って お り,・ま た,省 資 源型 の 輸 出産 業 と して の期 待 も大 ぎい も

の が あ ります。 一 方,昨 年4月 の 情報 処 理 等 の完 全 自由化以 後,米 国 業 者 を主

とした外 資 進 出が 予 想 され.国 内情報 処理 業 者 との 競 争 の条 件 整 備 も要 請 され

て お ります 。

この よ うな 情勢 の 中 で 当 財 団 では,今 後の 国 際 情報 ネ ッ トワー ク形 成 の 問 題

に関 す る調 査研 究,環 境 整 備 を 目的 に国 際 情報 ネ ッ トワー ク委 員会 を設 け,需

要,技 術,制 度 の 面か ら2ケ 年計 画 で 検 討 す ることと致 しま した。国 際 情報 ネ ッ

トワー ク形 成 に っい ては,種 々の 問題 が あ り,ま た 資料 デー タが不 足 して い る

こ と もあ って.第1年 度 は 問 題 点 の洗 出 しに 重点 をお き,具 体的 検 討 は第2年

度 に移 され ま した 。

本 書 は第1年 度 調査 の 成 果 を中 間報 告 として取 りま とめた もの で あ りま すが,

第2年 度 の調 査 を進 め るにあ た って,広 く各界 か らの 建設 的 有 益 な ご意 見 ま た

は ご教 示 を頂 きた くお願 い す る次第 で あ ります 。'

最 後 に.本 調 査 に ご指 導 ご協 力頂 い た猪 瀬 委員 長 をは じめ委 員 等 の 皆 様 に心

よ り感 謝 の意 を表 し ます 。

〔

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 植 村 甲 午 郎
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一
は じ め に

1調 査 の 背 景

わが 国 に お いて は,経 済 ・社 会 の 諸活 動 が多 様化 広 域 化す る に と もな い 国 際

的 な情 報 化の 需 要 が 高 ま っ て お り,国 際 貿 易 にお け る市場 調 査,海 外 の決 済 処

理,ま た海 外 の デ ー タベ ー ズ利 用,さ らに は需 要 が急 伸 してい る国 際 メ ッセ ー

ジ伝 送 等 に,そ の 例 を見 る こ とが で き る。一 方,通 信 回線 を利 用 した オ ン ラ イ

ン技 術 や コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク技 術 の著 しい進 歩 に よ り,海 外 諸 国 との

間の 国 際 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク を建 設 し,海 外 か ら日本 国 内の コ ン ピ ュ

ータ ・リソ ースの 活用 ,あ るい は海 外 に お け るデー タベ ース に対 す る照 会 等 が

可 能 とな り,そ の た めの 国際 ネ ッ トワー クの 実用 化 に期待 す る とこ ろが 大 きい 。

また,情 報 ネ ッ トワー クや デ ー タベ ー スな どの サ ー ビス に対 し,省 資 源型 の 輸

出産 業 と して,海 外 への 進 出,あ るい は 海 外へ の サ ー ビス等 の 可 能 性 が 高 く,

今後 の 戦 略 産 業 として と りあ げ 国際 的 に 推 進 す る必 要 が あ る と もい われ てい る。

しか し なが ら,国 際 的 な 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 には,国 内 ネ ッ トワー クを構

築 す る場 合 と異 な り,技 術 的 な 問題 を始 め と して,海 外 諸 国 に お け る政 策,通

信等 の 制 度 及 び コ ン ピ ュー タ需要,外 資,`国 内 情報処 理 産 業 の 海外 戦 略,建 設

資金 等 々の 環境 条 件 が 多様 で あ り,今 後 解 決 すべ き多 くの問題 が残 され てい る。

この よ うな情 勢の 中 で,米 国 業 者 を主 とし た国 際的 外 資本 な 情 報処 理 業 者 の 日

本進 出が な されっ つ あ るが,わ が 国 の商 用 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスは,ネ ッ ト

ワー ク規 模,サ ー ビス 内容 等 に お い て,米 国 業者 に比 し,相 当 の 立遅 れ を生 じ

てお り,国 内市場 が 混 乱 す る こ と も予 想 され,適 切 な る ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ

スの た めの 環 境 整 備が 要 請 され て い る。

この た め,わ が 国 に おけ る国 際 情報 ネ ッ トワー クの 発展 ・振 興 をね らい と し

て,需 要 の 顕在 化,ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス企 業力(経 営,技 術)の 強 化,制
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度 及 び標 準 化 問題,

とした。

ネ ッ トワー ク技 術の 開 発 研 究等 の 問題 を調査 研 究 す るこ と

2調 査事項

(1')情 報 化 の 進展 とネ ッ トワー ク需 要調 査

aフ ァ シ リテ ィ ・サ ー ビス(cpu,ソ フ トウエ ア,ネ ッ トワー ク等)及 び

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の需 要

対 象:産 業分 野(国 際 企 業)に お け る需 要

社 会 情 報 シス テ ム(貿 易,経 済 情報,医 学 情報,学 術,教 育 情報 等)

の 需 要

b

c

2

①

a

b

c

②

a

b

③

a

b

c

d

e

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスの期 待 と反 応

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスの国 内産 業へ の 影 響

ネ ッ トワー ク形 成,基 礎 的条 件 の 調査

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス企 業力 の 調 査

現 状 分 析(概 要,サ ー ビス内容 等)

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス の将 来 展望

今後 の 問題 点(経 営,財 務,技 術 等)

法 規,制 度 の 調 査

国 内法規 ・制 度 問 題

主要 国 法規 ・制度 問題

技 術調 査

ネ ッ トワー ク ・プ ロ トコル

網間 接続 に お け るGateway機 能

セ キ ュ リテ ィ機 能

無 線,衛 星 通 信

分 散 型 デ ー タベ ー ス
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3

a

b

c

4

なお,本 調 査 研 究 は,

度 は,

題 点 の 洗 出 し に作 業 の 重点 をお き,

法 お よ び 必要 な施策 の検 討 を行 うこ と とした。

商 用 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス に対 す る各国 の 施 策 調査

各 国 に お け る国 内産 業 の助 政 策

各 国 に お け る外 資 の 振興 策(規 制策 を含 む)

各 国 に お け る輸 出振 興策

ま とめ

国 際 情報 ネ ッ トワー クの将 来展 望

国 際 情報 ネ ッ トワー ク振 興 の た めに 必要 な 施策

昭 和51年 度 よ り2カ 年 計 画 で 行 うこ と とし,第1年

国際 情報 ネ ッ トワー ク形 成 に 関す る諸 情 報 が不 足 し てい る こ とか ら,問

第2年 度 にお い て,問 題点 の 整理 と解 決 方

3調 査方法

当財団 に,国 際 情報 ネ ッ トワー ク調査委員会 を設置 し,調 査 の基本的計画お

よび調査結果 の取 りま とめを行 った。なお,具 体的 な作業は,同 調査委員会の

下 に,需 要,技 術の各小委 員会 な らびに制度問題にっいては,オ ンライン利用

推進委員会 において担当 した。

(委 員会構成は別記)
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1.国 際 情 報 化へ の背 景

1-1社 会,経 済 の 国 際 化 に よ る 国 際 情 報 ネ ッ トワー ク 需 要 の

増 大

① 世界経済の同時性……昭和48年 秋の石 油危機 を契機 とす る 原油価格 の

高騰は,国 際 マネーフローを一転 させ、産油国の大幅黒字 と,先 進国お よび

非産油発展途上国の赤字 とい うパ ターンが出現 した。

このため購買力の極端 な偏在 が生 じ,石 油消費国は悪性 インフレと国際収

支の悪化 を抑制す るために,一 斉に強力 な総需要抑 制を採 り,世 界経済は同

時的 に戦後最大の不況に陥 った。第2次 大戦以降,世 界的に経済交流の活発

化が行なわれ,世 界各国の経済的相互依存関係 を強 めることによって,各 国

の経 済成長 を加速す るとい う拡大均衡の プロセ スを踏んで きたが,石 油危機

には じまる長期的不 況は,世 界各国の経済的相 互依存が非常 に深 く浸透 して

いた ことを示 した。

また,産 油国の原油価格引上げ,お よび発展途 上国の経済的要求 の高 ま り

などに見 られ る多極化の傾向は,世 界経済の同時性 と共 に,世 界経済の安定

成長 をはか るための新たな国際的秩序 づけ,協 調的運営の必要 を生 んだ。

この よ うな変化は,戦 後,貿 易立 国の もとに目覚 しい経済成長 を遂げ て き

たわが国の,工 業原材料 を中心 とす る一次産品の輸入 と,鉄 鋼,自 動車,造

船な ど重化学工業製品を中心 とす る輸出構造の変革 を迫 ってい る。 わが国の

ような貿易立国は資源 ・エネルギーの立地環境か らも必然的だが,新 たな国際協

調 の秩序 に基づ く貿易構造への発展,重 化学工業製品に偏った輸出か ら,知

識集約型,技 術集約型 の輸 出へ発展 するために,産 業 界の国際化,情 報化が

促進 される とみ られる。

② 情報 の世界的同時性 ……エ レク トロニクスを中心 とす る近年 の技 術の 目

覚 しい発展は,通 信衛星 を一 つの頂点 として,情 報処理お よび通信の世界 的

同時性 とい う,新 しい可能性 を もた らした。
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わ が 国 で も通 信衛 星 の 打 ち上 げ の予定 が伝 え られ て い るが,民 間用 に供 せ

られ る時期 は と もか く,い ず れ 通 信衛 星 を中継 とす る ネ ッ トワー ク形 成 も夢

で は な くな るわ けで あ る。

夢 の 話 は と もか く,世 界 経 済 の 相互 依 存 関係 の進 展 と,景 気 変 動 な どの 世

界 的 な同 時 性 の進 行 は,わ が 国 産 業界 の 国際 性 を深 め た。 国 内の 情 報 ネ ッ ト

ワー ク形 成 が 焦点 に なっ て い る一 方 で,併 行 し て海外 情報 の 問題 が 起 きて い

るわ け で あ る。

後 述 の よ うに,商 社で は 海外 店 の機 械 化 を早 くか ら着手 し,一 部 で.は地 域

の オ ンラ イ ン化 も実 施 してい る。 また,全 世 界 に拡 が る海外 拠 点 間 を結 ぶ メ

ーセ ッジ通 信 の オ ンラ イ ン化 を実 現 して い る商 社 もあれ ば,全 世 界 の拠 点 店

の 情報 処 理 ネ ッ トワー クづ く りを標榜 す る商 社 もあ る。

都市 銀 行 も海 外店,海 外 事務 所 の機 械 化 を着 々 と進 め てい る し,本 年5月

か らヨ ー ロ ッパ で ス ター トしたSWIFT(国 際銀 行 間決 済 シス テ ム)と 結 ぶ

計 画 も近 い将 来 に実現 の 見 通 しで あ る。 この ほか航 空 会 社の 座 席 お よび ホ テ

ルの 予 約 シス テ ム,海 運 会 社 の コ ン テ ナ船 お よ び コ ンテ ナ管 理 シス テ ム,証

券会 社 の 株 式市 況情 報 シ ステ ム な ど,国 際化 は 各 業界 で 進 ん で い る。

また,世 界 各 国の 経 済 情報,貿 易 情 報,企 業 情報,資 源 情 報 は もとよ り,

世 界 各地 の気 象 情 報,農 作 物 情報,技 術 情 報,特 許 情 報 な ど,わ が 国経 済 の

発 展,各 種 の予 測 な どに欠 かせ な い海 外 情 報 の 種類 は 多 い。

1-2外 資情 報 サー ビス業 の進 出 とわ が 国か らの海 外進 出

国 際 情報 ネ ッ トワー クの可 能 性 にっ い て 検討 す る に当 た って,考 え てお か ね

ば な らない 問題 の一 つは,外 資系 情報 産 業 の 日本へ の 上 陸の 問 題 で あ る。

言 い 換 えれ ば,わ が 国の 情 報産 業 が海 外 進 出 を企 図 し,相 手 側 の 国 々に受 け

入れ られ る こ とを望 む とす れ ば,こ ち らも先 方 か らの進 出 を 当然 なが ら受 け 入

れ ね ば な らな い とい う問題 で もあ る。航 空 路 線 と同様,一 方 か らの みの 乗 り入
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れ は あ り得 な い し,ま た,こ ち らが 出か け て行 か ぬか ら,そ ち ら も来 て呉 れ ぬ

な で も済 ま ない と も思 われ る。

しか しなが ら現 実は,こ ち らか らの進 出 よ りも前 に,す で に相 手 側 か らの 乗

り入 れ ば 始 ま って い る し,強 力 な 外 資系 業 者 の2番 手,3番 手 の 進 出計 画 も伝

え られ て い る。

外 資 系 の進 出が,わ が 国情 報 産 業 に 与 え てい る脅威 は,要 約 す れ ぱ その 資本

力 で あ り,技 術 力 で あ り,ま た予 想 され る様 々な サ ー ビスの 内 容 で あ り,さ ら

に は時 差 利用 に よ る安 い コ ン ピ ュー タ ・パ ワーの提 供 で あ る。

後 述 す る よ うに,外 資 系 業者 の 日本 へ の 進 出 にっ い て の,情 報 処 理 サ ー ビス

業 者 に対 す る調査 で も,そ の 多 くが 上記 の 点 を挙 げ,影 響 を憂 慮 し てい る。 し

か し,ど の み ち情報 ネ ッ トワー クの相 互 乗 り入れ が時 の 流 れ で あ る とす れ ば,

わが 国 か らの 海外 進 出の 問題 も含 めた対 策 が 必要 か と思 われ る。 後 章 に挙 げ る

よ うな,国 内 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス体 制の 強 化 と,そ の た めの通 信 制度 上 の優

遇 策,情 報 ネ ッ トワー クの 国際 化 へ の 刺戟 策 な どが それで あ る。

一 方 ,わ が 国か らの 海 外 進 出,わ が 国 か らの 国際 情 報 ネ ッ トワー ク につ い て

は,現 在 の と ころ民 間 情 報 サ ー ビス業 者 主導 型 の具 体 的 な計 画 は 見 当 た らない 。

当面,経 営 面,技 術 面,サ ー ビス 面 に おい て,国 内の 経営 基 盤 を 固 め る段 階 で

あ る と言 え よ う。

また,海 外 進 出 の動 機 づ けの 問 題 か ら見 て も,情 報 処 理 サ ー ビス業 者 が 単独

で,あ るい は率 先 して 進 出 す る とい うこ とは 困難 で あ るし,動 機 も稀 薄 で あ る

よ うに思 わ れ る。 情 報 産 業 の海 外 進 出は,ハ ー ドウエ アの 輸 出 に付 随 し て生 じ

る場 合 か,あ るいは 他 産 業 の海 外 事 業 に絡 らむ ニー ズか ら発 生 す るの で は ない

か と考 え られ る。

商社,銀 行,自 動 車 メ ー カー な どの海 外拠 点 におい て コ ン ピ ュー タ化 がは じ

まっ てい るが,こ れ らが 情 報産 業 の海 外 進 出の芽 生 え とな る こ とは充 分 考 え ら

れ る こ とで あ る。 ま た経 済 協 力型 の海 外 コ ン ビナー ト建 設 で,ス ケ ジ ュ ール管

理 な どに コン ピュー タが 使 用 され るな らば,プ ラ ン ト完 成 後 に は その 国,あ る
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いは その地 域 の 情 報処 理 サ ー ビスに有 効 に転 用 され る可 能 性 もあ る。 この よ う

に情 報産 業の 海 外 進 出 は,専 門 業 者 の 自発 的,単 独 型 で は な く,他 産 業 の ニー

ズを基 盤 に し て発 生 す る こ とに な ろ う。 また,こ れ らが成 長 し て,さ らに国 際

ネ ッ トワ ー ク化 に発 展 す るか 否 か も,情 報処 理 サ ー ビス業 者の レベル だ けの 問

題で は な い よ うに思 わ れ る。

情報 産 業 の 国際 的 な相互 乗 り入 れ ば,当 然 な が らわが 国 の通 信 回線 関係 法 規

と裏 腹 の 問題 で あ る。 こ ち らが 鎖 ざして,先 方 に 自由 を求 め る こ とは 難 しい の

で ・ この辺 の問 題 も十 分 に検 討す る必 要が あ ろ う と思 われ る。

1-3通 信 回 線 開 放,技 術 的 発 展 に 伴 な う ネ ッ トワー ク ・サ ー

ビ ス の 進 展

わが 国 に お け る 自営 オ ンラ イ ン ・システ ム は・ ここ数年 約49%の 伸 び率 で

増 え,52年3月 に は約2,100シ ステ ム に達 した もの と見 られ てい る。

近 年,ハ ー ドウエ アの著 しい 進歩 は,情 報 シス テ ムに お け る従 来 の ハ ー ドウ

エ ア,ソ フ トウエ ア,デ ー タ お よ び要 員な ど資 源共 有 に よ る コス ト低 減 を目的

に した 集 中処 理方 式 か ら,分 散処 理 あ るい は ネ ッ トワー ク型 の 発 展 を促 がす こ

とに な った。 即 ち,超 大型 計 算 機 の セ ン トラル ・マ シンか らア クセ スす る形 態

か ら,通 信 回線 利用 の 高度 化 に よ って,広 域e〈分散 配 置 され た 多数 の コ ン ピ ュ

ー タを結 合 す る方 式 が 注 目 され は じ めたの で あ る
。

統 計 に よれ ば,全 国 の 自営 オ ンラ イ ン ・シ ス テム にお け る業 種別 の順位 は,

製 造販 売 業,金 融 業,情 報処 理 サ ー ビス業,サ ー ビス業 の 順 に なっ て い る。 ま

た,適 用 業務 別 で は,預 金 為替 シス テ ム,販 売 在 庫管 理 シス テ ム,受 託 計算 サ

ー ビス ,メ ッセ ー ジ通 信 の 順 で あ る。 回 線の 利 用 形態 で は単 独 使用 が圧 倒 的 に

多 く,他 人 使用 が これ に次 ぎ,共 同 使用 は非 常 に少 い。 共 同 使 用 が 少 いの は,

現 在 の通 信 回 線 関係 法 規 の 制 限 か ら見 て当然 の こ とで あ ろ う。 情 報 ネ ッ トワー

クの 育成,発 展 の見 地 か らは,こ れ は一 つ の 問題 点 で あ る。
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コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの アー キ テ ク チ ュ アに っい ては 、 国 産,外 国 製

機 種 と もに昨 秋 か ら今 春 まで の間 に い っせ い に発 表 し,こ れが ネ ッ トワー ク時

代 来 るの感 を い っ そ う高 めて い る。次 に ユ ーザ ー側 か ら期待 され てい るの は,

異 機 種 間結 合 の 問 題 解 決 で あ る。

現在 稼 動 中 の コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの 主 な例 は,旭 化 成 のACT-ll,

近 畿 日本 ツ ー リス トの ツー リス ト ・オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 田,交 通 公 社のJTB

予約 オ ン ライ ン,中 央競 馬 会 の 全 国競 馬 オ ン ライ ン,ブ ルー シー&グ リン ラ ン

ド財 団 のB&Gプ ロ ジ ェク ト解 析 ネ ッ トワー ク,東 レの 東 レ ・オ ン ラ イ ンな ど

が あ る。

開発 由 な い し構 想 の 段 階 には,京 大、 東大,東 京 銀 行,花 王 石 鹸,文 部 省,

科学 技 術 庁,日 本 情報 処 理 開 発協 会,国 鉄 など,官 公庁,民 間 な ど様 々なもの が あ

る。 しか し,わ が国の コンピュー タ ・ネ ッ トワー クは緒 にっ い たば か りで,リ ソ ー

ス共 有 を 目的 と した ネ ッ トワー クは 未 だ 実現 し てい ない。

一 方 ,ア メ リカな ど海 外 で行 な われ て い る付 加価 値 通信 サ ー ビス(パ ケ ッ ト

交換 サ ー ビス)の 市 場 が あ る。 付 加 価値 通 信 業 者(VAC)と は,パ ケ ッ ト交

換 とい う技 術 を用 い て,異 機 種端 末 と コ ン ピュ ー タ間 を結 合 し,高 い信 頼 性 と,

低 い 誤 り率,低 廉 な コ ス ト,多 様 な付 加 サ ー ビスな どの 特 長 を持 つ 通 信 サ ー ビ

スを提 供 す る もの で,従 来 の コン ピ ュー タ ・リソー シスの サー ビス とは,や や

範 囲 が異 な る。 アメ リカに お け るVACの 発 生 は,ARPANETの パ ケ ッ ト交換

の技 術 を ベ ー ス とし,パ ケ ッ ト・コ ミュニケ ー シ ョン社(PCI)が1973年,

FCCに 認 可 申 請書 を提 出 し たの が 第1号 とい われ る。

わが 国 では 未 だ,パ ケ ッ ト通 信 網の 開 放 時期 お よ び その 形態 は 明 らか に され

てい な いが,情 報 ネ ッ トワー クは,コ ン ピュー タ ・リソー シスの 共 有 型 志 向 だ

けで な く,VANに 似 た サ ー ビスを加 えた混 合 型 の 出現 の 可 能 性 もあ ろ う。
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2.国 際 情 報 ネ ッ トワ ー クの 需 要

2-1国 際 情 報 ネ ッ トワー ク に 対 す る ユ ー ザー の 期 待

2,1.1商 社

a商 社 の コン ピ ュー タ リゼ ー シ ョンの現 況

a.1国 内店の 機 械 化

商 社 は,わ が 国の 高 度 経 済成 長 の 過程 で独 自の役 割 りを果 た しつ っ,目 覚

ま しい発 展 を遂 げ て き た。

流 通,金 融,在 庫 な ど多様 な 商社 機能 の 中 で も,「 情報 」は商 社 の 生 い 立

ちの 当初 か ら最 も得 意 とす る機 能 の 一 つ に 挙 げ られ るが,昭 和40年 中 期 に

は じま るわが 国経 済 の 高 度 工業 化 か ら脱 工 業化,な い しは 情報 化 社 会 へ の 移

行 に際 し,商 社は 新 しい 時代 に対 応 す るべ く,従 来 の早 耳 的 情報 に加 え,科

学 的 な高 度 の 情報 機 能 の 強化 を はか っ て きた 。

商 社の 機械 化 導 入 は,売 買取 引 の増 大 に伴 い大 量 に発 生 す る請 求 ・支 払 い

事 務 な ど会 計 業務 を迅 速 に処 理 す るこ と を 目的 に,昭 和30年 代 か ら着 手 さ

れ て い た が,40年 代 の中 期 以 降,各 商 社 と も全社 的 な 情報 シス テ ム化 を

目標 に,意 欲的 に コ ン ピュー タ投 資 を行 な い,急 速 に情 報化 が 進 捗 し た。 こ 、

れ まで の 商 社 の機 械 化 は,概 ね経 理 ・財 務 関係 業 務へ の導 入 には じま り,漸

次 シス テ ムの拡 充 お よび サ ブシ ス テムの 開 発 をは か りなが ら,全 取 扱 い 商 品

の成 約 → 受 渡 し→ 入 出金 に至 る一 貫処 理 シス テ ム完成 へ の道 を進 め てい る と

い え よ う。

しか しな が ら,商 社 が取 引 の 対 象 とす る業 種 は 非常 に幅 が 広 く,ま た業 界

ご とに商 内形 態 や,流 通 径 路 が 多 岐 多様 で あ るた めに,営 業 部 門 別,商 品 別

にサ ブ シス テ ムや 個別 の シス テ ムが 必要 とな り,全 社 的 に共 通 な シ ス テ ムの

構 築 を難 し くさせ てい る。

す で に各 商 社 と も40年 代 の 中期 か ら後期 にか け て,東 京 ・大 阪 間 を中 心
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に本 支 店 の オ ンラ イ ンを ス ター トさせ て い るが,適 用 対 象 業務 の性 質 に よっ

て リ アル タ イム方 式,リ モー トバ ッチ方 式,あ るい は デー タ ・エ ン トリー,

な ど内容 は様 々だ.ま た,商 品 の 在庫 ・出荷 管 理 に関 係 会 社,倉 庫な どと共 に

一 部 商社 で は オ ンラ イ ン化 を行 なっ てい る。

商 社の 機械 化 の特 徴 の一 つは,取 引 先 メー カー,需 要 家,銀 行 な どか らの

要 請 もあ り,ま た取 引 の 密接 度 を深 め る意 味 合 い か らも,取 引 先 企 業 間 とを

結 ぶ 企業 間 情 報 交換 シス テ ムの 開 発,構 築 に熱 心 な こ とで あ る。 現 状で は,

通 信 回 線の 法 規 の 関係 で 磁 気 テー プ交換 が 中 心 にな っ て い るが,関 係 法規 の

緩 和 が 商社 を軸 とす る情 報 ネ ッ トワー ク化 の 今 後 の 課題 で あ る。

a.2海 外店 の 機械 化

商 社 と国 際 情報 ネ ッ トワー クの 問題 を考 え るには,海 外 拠 点 の機 械 化 状 況

に っ い て、 や や詳 細 に触 れ る必 要 が あ ろ う。

機 械 化 導 入 は,ほ とん どの 商 社 が40年 代中 期 に着 手 してお り,各 商 社 と

も北 米地 域 で 実 施 し てい るのは 当然 の こ とだ が,最 近 で は ヨー ロ ッパ(イ ギ

リス.西 ドイ ツ),オ ース トラ リア,東 南 ア ジ ア(シ ンガ ポー ル,香 港)に

も及 ん で い る。 機械 化 は,コ ン ピ ュー タ を 自社 導 入 して い る例 が多 い が,一

部 商 社 で は地 域 に よ りIBMCALL370の よ うな外 部 セ ンタ ーの 利 用 も行

な っ てい る。

オ ンラ イ ン化 にっ い ては,三 井 物 産,三 菱商 事,伊 藤 忠 商事 な どが 北 米地

域 で オ ンライ ンを実 施 して い る。 中で も伊藤 忠 の 場 合 は,47年8月 ニ ュー

ヨー クを中 心 に全 米 各 支店 間の オ ン ライ ン化 を実 施 し,ニ ュー ヨー クの セ ン

ター 機 と,デ トロイ トのGM本 社 のIBM370-165を 結 ん で い るが,さ ら

に50年 か らは ロ ン ドンー ニ ュー ヨー ク間 オ ン ラ イ ン化 に よ り ロ ン ドン店 業

務 を ニ ュー ヨー クで一 貫 処理 を行 なっ て い る。

同 社 の特 徴 は,総 合機 械 化 シス テ ムCOSMICSを47年 よ り ス タ ー トさ

せ て い るが,こ れ を国 内は もと よ り海 外 店 を含 め た全 店統 一 シ ステ ム として

普 及 をは か っ てい る こ とで あ る。 すで に北 米地 域 の ほか,大 洋 州(シ ドニ ー)

一8一



東 南 アジ ア(香 港)に お い て も実 施 して い る。 このCOSMICSは,会 計 情

報,顧 客 情報 、 物 流 情 報,人 事 情報 、 営業 情 報の5っ の シス テ ムか らな り,

これ を全 世界 の拠 点 店 へ の 普 及拡 大 をは か りな が ら,併 せ て 設 備導 入 を行 な

い,情 報 処理 ネ ッ トワー クづ く りを進 め る計 画 を持 って い る。

この ほか,国 内 と海 外 店 との デ ー タ伝 送 にっ い て は三 菱 商 事,三 井 物 産,

丸 紅 な どが ニ ュ ー ヨー ク一 束 京 間 で 実 施 してお り,商 社 の 情 報 ネ ッ トワー ク

国際 化へ の動 きは もうは じま っ てい る と言 って もよか ろ う。

3メ ッセ ー ジ交換 の オ ン ライ ン化

相 場 の動 きな どの,い わ ゆ る 「早 耳 情報 」は もとよ り,全 世 界 の 動 き を時

々刻 々 に迅速 か つ 正 確 に伝 え るた めの 通 信網 は,商 社 に とっ て生 命 線 で あ る。

従 って通 信 網の 整 備 充 実 には 各 商社 と も熱心 で,メ ッセ ー ジ交換 を行 な って

い る地 域 は 全 世界 に及 ん で い る。

三 井物 産 を例 に とれ ば 下記 の 通 りだが,月 間 の メ ッセ ー ジ通 信量 は約150

万件,そ の 回 線 の 長 さは40万 キ ロ メー トル(地 球 の 約10周)と い う。

アジ ア諸 国(パ キ ス タ ンほ か30都 市)

中 近 東諸 国(イ ラ ンほ か10都 市)

北 アメ リカ,カ ナ ダ(ア メ リカほか15都 市)

中 央 お よび南 アメ リカ諸 国(パ ナマ ほか20都 市)

オ セ ア ニ ア諸 国(オ ー ス トラ リアほか10都 市)

西 ヨー ロ ッパ諸 国(ア イル ラ ン ドほか16都 市)

東 ヨー ロ ッパ 諸 国,ソ 連(オ ー ス トリアほ か8都 市)

ア フ リカ諸 国(ザ イー ル ほか15都 市)

上記 の世 界 各地 域 と国 内 とを結 ぶ情報 流 通の パ イ プ を確 立 す る た め に構 築

され た のが 「三 井 グ ロー バル ・オ ンライ ン ・シス テ ム 」で あ る。 この シ ス テ

ムは,国 内お よび 海 外 の 各 支 店 間 を結 ぶ通 信 回線 を本 店 のU--1.108を 介 し

て オ ン ラ イ ン化 した もの で,メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング ・シ ステ ム を中 核 機

能 として46年10月 か らス ター トしてい る。
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通信 回 線は,東 京 一 サ ン フラ ン シス コ,東 京 一 ロ ン ドン間 は 国 際 電 々㈱ の

回線 を利用 し,南 ・北 ア メ リカ大 陸 内はRCA社 のAIRCON自 動 交換 システ

ムに・ ヨー ロ ッパ,'ア フ リカ諸 国はCOLLINS社 の 自動 交換 シス テ ムに加

入 してい る ほか,東 南 アジ ア,オ ー ズ トラ リ アには 直接 に接 続 され て い る。

この三 井 グ ロー バ ル ・オ ンラ イ ン ・システ ムが で きた こ とに よ り,海 外 各地

との 情報 交 換 の サ イ クルが 大 幅 に短 縮 で き,地 域 に よっ て は1日 に 数 回の や

りと りが可 能 にな っ た こ と,ま た 情報 の地 域 格 差,情 報 の ギ ャ ップの 問題 が

減 った こ とな どの効 果 を挙 げ てい る。

シス テ ムは,3つ の サ ブ ・シス テ ムに分 か れ て い るが,そ の 中核 機 能 とい

うべ き もの が 「メ ッセ ー ジ ・スイ ッチ ン グ ・シ ス テ ム 」で あ る。 商 品,金 融,

輸送 な ど営 業 活動 に 必 要 な早 耳 情 報 をは じめ,あ らゆ る情報 をManyto

many方 式 で 世 界 中 に伝 送 で きる。全 ての 情報 は コ ン ピ ュー タに蓄 積 され,

必要 の 都度 引 き出せ る仕組 み とな って い る。

シ ステ ムの 狙 いの 第 一 は運 用 コス トの低 減 で あ り,第 二 は,情 報 交 換処 理

の ス ピー ド ・ア ップ に よ る営 業活 発 化 で あ る。 第 三 は,信 頼 性 の 向上,又 は

各 種 サ ー ビスの強 化 で あ る。 運用 コス ト低 減 の 要 因 として次 の 諸 点 が挙 げ ら

れ る。

。人 員削減 人 手 に よ る交 換 か ら機械 化 に よ り,運 用 要 員 が 大 巾 に削 減 で き

た。

。通信 回線 費用 の削 減 大 規 模 ネ ッ トワー ク とな る と通信 回線 費用 の 占 め る

比 率 が増 大 す る。 特 に 国際 回線 を主体 とす る本 シス テ ムでは,通 信 回線 費 用

が,セ ンタ ー運用 費 の2倍 以 上 とな っ てい る。 っ ま り,如 何 に 回線 コス トを

削減 す るかが 重 要 な課題 とな っ た。

その ため,で き る だ け高 速 回線 又 は広 帯 域 回 線 を使用 し,集 配信 お よび 中

継機 に よ り分割 使用 す る こ とに よ り,ロ ー ・コ ス ト化 を計 っ てい る。

その シス テム の 開発 を担 当 した 情報 処理 サ ー ビス業 者 は 「オ ン ライ ン ・シ

ス テム を開 発 面 か ら過去10年 間 をふ りか え っ て み る と,セ ン ター内部 処 理
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に お け る標 準化,体 系 化 を中心 とした歩 み を続 けて きた とい え る。

当 初 は,リ アル タ イム管理 プ ロ グラム(メ ッセ ー ジの一 時 蓄積 とその 待 行

列 管 理 等)の 一 部 を除い て,ほ とん ど汎用 ソ フ トウエ アが 準 備 され て なか っ

た 。 ま さに ソ フ ト"手 作 り"の 時代 で あ る。 その後,① リアル タ イ ム管 理 プ

ロ グ ラ ム(サ ポ ー ト ・プ ログ ラム も含 め)の 充 実,② デー タベ ースの 出 現,

が あ り,最 近 で は,COBOL等 ハイレベル ・ランゲ ー ジ に よ る適 用 業務 プ ロ グ

ラムの 開発 も可 能 となっ た。 これ らは,シ ス テ ム開発 コス トを大 巾 に短 縮 さ

せ た 。 当社 の経 験 で も,6～7年 前 に比 較 し,約 半 分 の ロ ー ドで 開 発 が 可能

とな っ てい る。」と言 って い る。

この よ うに 「グ ローバ ル ・シ ス テム 」は,メ リッ トが大 き く,開 発 期 間 も

短 縮 され て きて お り,そ の た め開 発 費用 も割 安 とな ってい る。 従 っ て,グ ロ

ーバ ル化 は ます ま す進 展 す る と考 え られ る。

b商 社 の 情 報 ネ ッ トワー ク国際 化 の展 望

b.1安 定 成 長下 の 商社 機能 の 変 化

48年 秋 の 石 油 危機 を契機 とす るわが 国経 済 の減 速 化 お よ び世 界 的 な不 況

の長 期 化 は,こ れ か らの 商 社 の あ り方 に問 題 を投 じた。 商社 は,30年 代後

半 の 「商 社斜 陽 論 」以来 の,試 練 期 に あ る とい わ れ る。

当 時,流 通 合 理 化 の 嵐の 中 で,コ ミ ッシ ョン ・マー チ ャ ン トとし ての 商 社

の 問 屋 機能 が流 通 過程 に お け る余 計 な存 在 と見 倣 され たの が,「 商 社 斜 陽論 」

の 背 景 だ った。 しか しなが ら,商 社 は商 社 本 来 の 売 買取 引 機能 に加 え て,金

融 機 能,情 報機 能 な ど を強 化 し,こ れ らを組 合 せ なが ら投 融 資活 動 を活 発 化

す る こ とに よ りメー カー との 結 合 を深 め,危 機 を乗 り越 えた 。

高度 工 業 化 の仕 上 げ 段 階 にお い ては,商 社は重化学工 業化 に対 応 して,積 極

的 に 巨大 コ ン ビナー ト形 成 の た め に関連 す る産 業の 組 織化 をは か った 。 さ ら

に は宇 宙,海 洋 開発 な ど未来 産 業 に対 す るわ が 国産 業界 の志 向,海 外 資 源確

保 の 問題 な ど にお い て,関 連 業 種 の 取 りま と め役 や海 外 情報 の 収 集 な どの 分

野 で活 躍 し,売 買取 引,金 融,情 報 の3っ の 機能 を核 に 商社 の オ ル ガ ナ イザ
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一機 能 が ク ロー ズ ・ア ップ され ,一 転 し て商 社 は わが 国産 業 界 の リー ダー に

も目 され るに 至 っ た一 一ー一の が,商 社 斜 陽論 以 後 の凡 その経 過 で あ る。

石 油危 機 以 降 の商 社 を と りま く環 境 の変 化 は,① 従 来,商 社 は原 材 料供 給

分 野 の 比重 が 大 きいが,減 速経済への移行 に伴 な う産業構造の変化 と世 界的不況の

長 期 化 に よ る産 業界 の投 資 意欲 の冷 え込 みに対 す る体 質 改 善 の 問題,② 一 次

産 品 の 輸 入環 境 の 変 化 と,新 しい 国際 分 業 の形 成 な どに よ り商 社 が得 意 とす

る輸 出入 貿易 の あ り方 が 変 っ た,③ 従来 の 重 化学 工業 中心 に替 わ る新 しい成

長産 業 は何 か が 未 だ 明確 で は ない が,高 度 加 工 品 な い しは知 識 集約 型 で あ る

とみ られ る こ と,④ さ らに は世 界 的 な食 糧不 安 の 問 題 な ど,枚 挙 に い とまが

ない 。

これ らは,景 気 変 化 の世 界 的 同 時 性 に 象徴 され る世 界 各 国の 経 済 的依 存 関

係 を背 景 に して,貿 易 立 国の 先 頭 に立 つ 商社 の 貿易 パ ター ンに変 革 を余 儀 な

くして い る。

それ には,新 しい 世界 通 商 の 新 しい秩 序 の下 で,一 次産 品 供 給 国 との 経 済

的相 互 繁 栄 をは か りなが ら,一 次 産 品 の長 期 安定 輸 入 を確 保 し,ま た発展 途

上 国の 工 業 化 進展 と矛 盾競 合 を避 け,わ が 国の 輸 出品 を よ り高 度 加 工 化 、知

識 集約 化 す るこ とが 必要 で あ る とい われ て い る。

具体 的 に は,今 後 の貿 易 パ ター ンの 中 核 は,

① 付 加 価 値率 お よび技 術 集 約 度 が 高 く,波 及 効 果 も大 きい と共 に,発 展途

上 国の ニ ー ズに も応 え るプ ラン ト輸 出。

② 上記 の方 向 に 沿 った経 済 協 力 型投 資 。

③ 発 展途 上 国の 工業 製 品 を含 め た三 国 間取 引 の増 大。

で あ る とい わ れ,こ れ ら新 しい貿 易 の パ ター ンは,商 社 の 国際 化 を益 々促 進

し,国 際 的 規 模の 情報 ネ ッ トワー クの 需要 を刺 戟 す る と考 え られ る。

b.2国 内,海 外 店間 の ネ ッ トワー ク化

前 章 で紹 介 し た よ うに商 社 の機 械 化 状 況 は,国 内 にお い て は.す で に ほ と

ん どの 商 社が な ん らかの オ ンラ イ ン化 を実 施 して い るほか,主 要 支 店 へ の コ
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ン ピ ュ一 夕導 入 も進 ん で きて い る。 また.一 部 の 商 社で は地 域 ご との バ ッチ・

シ ステ ムだ けで は な く,TSSあ るい は リモ ー ト ・バ ッチ もは じ ま って お り,

今後 ネ ッ トワー ク技 術 の導 入,習 熟 を進 め る こ とに よ り,国 内情 報 ネ ッ トワ

ー クが近 い将 来 に ス タ ー トす る こ とが 予想 され る。

海 外 にお い ては,主 要 海 外 支店 の 機械 化 導 入は 各 商社 と も行 な って お り,

北 米地 域 で は2,3の 商社 が オ ン ラ イン化 してお り,ま た ニ ュー ヨー ク一 口 ン

ドン間の オ ン ライ ン処 理 が 実現 してい る こ とは前 章で紹 介 し た通 りで あ る。

これ ら海 外 店 と国 内 との オ ン ラ イ ン化 は,2,3の 商社 の東 京 一 ニ ュー ヨー ク

間 デ ー タ伝送 の 実施,メ ッセ ー ジ交 換 シ ステ ムな どに見 られ るが 全世 界 を網

羅 す る三 井 グ ロ ーバ ル ・オ ン ライ ン ・シ ステ ムは その好 例 で あ る。

将 来の 計 画 にっ い ては,伊 藤 忠 がCOSMICSを 国内外 の 支店 へ 普 及 をは

か り,情 報処 理 ネ ッ トワー クづ く りを標 榜 をして い るほかは,具 体 的 な計 画

は 現 わ れ てい な い。

しか し,商 社 の 情報 ネ ッ トワ ー ク国際 化 は商 社 自身の 国 際化 の推 進,な か

んず く三 国間 貿 易 の拡 大,な らび に海 外 資源開 発,発 展途 上 国 の プ ラ ン ト建

設 協 力 な どの背 景 か ら急 速 に 展 開 され る可能 性 を含 んで い る。.

b.3重 化 学 工 業 な ど他 産 業 との 共 同 シス テム化

商 社 が メー カ ー,需 要 家,銀 行 な ど他 産 業 との 企 業間 情 報 シ ス テ ム に意欲

的 に取 り組 ん で い る こ とは,前 章 に述べ た。現 状 で は,受 発 注,出 荷 管理 お

よ び請求,支 払 い 業務 が中 心 で あ り,情 報 交換 形 態 は通 信 回 線 関 係 法 規 の 制

約 上,磁 気 テ ー プ ・ベ ースが 主体 に なっ てい る。

企 業 間 情報 交 換 にっ い ては,.と りわ け一 般経 済 情報,貿 易 情 報,企 業 情 報

な ど海 外 情報 の 提供 を商 社 に望 む声 が 多 い。 通信 回線 関係 法 規 が 緩 和 され る

こ とに よ り,従 来 磁 気 テ ープで 行 な って い た業務 の ほか,こ れ らの 情報 が 商

社 の デ ー タ ・バ ン クか らオ ンラ イ ンで 提供 され る こ とに なれ ば,企 業 間情 報

シス テ ムは格 段 の 発 展 を遂 げ る もの とみ られ る。

情報 ネ ッ トワー クの 国 際化 に 関連 す る もう一 つ の課題 は,海 外 資 源 開発 型
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プ ロ ジ ェ ク ト,あ るい は発 展 途 上 国の 重 化学 コ ン ビナ ー ト建設 協 力型 プ ロジ

ェ ク トな ど をサ ポ ー トす る シス テ ム化 で あ る。

これ らの プ ロ ジ ェ ク トは,建 設 投 資規 模 の 大 き さ もさ るこ となか ら,わ が

国 か らの 膨 大 な プ レハ ブ化 資材 の 輸送 と,そ の 輸送 距 離 の 問題,現 地 建 設要

員 の動 員 数 と熟 練要 員 確 保 の困 難 さ,お よび教 育 指導 な ど,問 題 点 は非 常 に

多い し,こ れ らの 管理 を誤 まれ ば,建 設 期 の遅 延,工 事 費 の高 騰 な どに もっ

なが り,プ ロ ジ ェ ク トの 成 否 に も響 きか ね ない。 商 社,エ ン ジニ ア リン グ会

社.メ ー カー,輸 送 業 者,工 事 業者 の シス テ ム化 の推 進,わ が 国 と現 地 を直

結 す る情報 ネ ッ トワー クが 必要 にな っ て こ よ う。

C国 際 情報 ネ ッ ト ・ワー クへ の期 待

C.1専 用型,共 用 型 へ の 選択

商社 の商 活 動 の た めの 情 報 収 集は"早 耳 情報"的 な ものか ら"科 学 的 経営"

の た めの 情報 収 集 へ と脱 皮 を図 って きてい る。

その 情 報収 集の た めの 情報 ネ ッ トワー クは,大 手 商 社 の メ ッセ ー ジ ・ス イ

ッチ ン グ ・シス テ ム に み られ る よ うに,各 商 社 が独 自に専 用 型 と して開発 し

て きた もの もあ る し,或 いは一 部 商 社 に み られ る よ うに 国際通 信業 者 の提 供

す る メ ッセ ー ジ交換 業務 を利用 して い る もの ま で,専 用型,共 用型 が 混 在 し

てい るの が現 状 で あ る。

商 社 が メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ ・シス テ ムに み られ る専 用 型 を開 発 して

きたの は,情 報 の 価値 を非 常 に重 要視 して お り,共 用 型 の場 合,企 業機 密 情

報 が守 れ るか ど うか 懸念 され るか らと考 え られ る。

一方 我 が 国 情報 処 理 サ ー ビス業 は,ま だ経営 基 盤 が 弱 体 で あ り,産 業 とし

て定 着 しっ つ あ るの が現 状 で あ る。

国 際 情報 ネ ッ トワー クに 関す る調 査 の結 果 を み る と,販 売 管 理,顧 客管 理

な どの 事 務処 理 情 報 につ い ては,国 内規 模 で は 専用 型 に ニ ー ズが あ り,国 際

規 模 で は 共 用型 に ニ ー ズが あ るの は,国 内規 模 で は 情報 の 企 業 機 密 性 と現在

の 情報 処 理 サ ー ビス業 が脆 弱で あ る こ とを反 映 してお り,国 際 規 模 で は費用
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面 が強 調 され て い る と考 え られ る。

商 社の 経 営 にっ い て も採 算 性 の 重視 は 他 産 業 と何 ら変 わ らず,情 報の 企 業

機 密 性 と費用 面 で 専用 型 よ り共 用 型 の方 が 格 安 とな って提供 され れ ば,共 用

型 ヘ ニー ズが 集中 す る と考 え られ る。

C.2情 報 ネ ッ トワー クの 国 際化 の推 進

商 社の 情 報 ネ ッ トワー クは 大手 商社 が 自社 の リス クで 開発 を進 め つ つ あ る。

その ネ ッ トワー クシス テ ムの 地域 は全 世 界 を グ ロー バルに 開発 す る もの か ら,

或 る地域(北 米,欧 州 な ど)を 対 象 に した もの,あ るいは 或 る都 市 か ら或 る

都 市 間(ニ ュ ー ヨー クー ロ ン ドン間)の もの まで 各社 まち ま ちで あ る。 ま た、

ア プ リケ ー シ ョン も,メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング ・シス テム を始 め,会 計 情

報 、顧 客 情 報,物 流 情報,人 事 情報 な どまで 経 営 の た めの 情報 シ ス テ ム を構

築 しつ つ あ る。

しか し,こ れ らの シ ステ ム開 発 を各 社 ま ち ま ちに進 めて い って よい もの だ

ろ うか 。 例 えば,各 社 ま ちま ちに独 自の シ ス テ ム開発 を進 めた場 合 の 重複 投

資 は膨 大 な もの とな るで あ ろ う。

また,低 経 済 成長 下 の 今 日,各 商社 と も投 資 に限 界が あ る と考 え られ,シ

ス テ ムの開 発 期 間 は長 期 に な る と考 え られ る。

そ こで,国 際 ネ ッ トワー ク ・システ ム を標 準化 し,各 社 共用.で き る シス テ

ム を開 発 し,各 社 使用 に応 じて費 用 負 担 をす る シス テムが 開 発 され る こ とが'

期 待 され て い るので は ない か 。
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2.1.2銀 行

a銀 行 オ ン ラ イ ン ・シ ステ ムの 現 況

a.1国 内規 模

① 同 一 行 内

都 市 銀 行 にお い て は,昭 和40年 に三 井銀 行 がIBMの 東 京 オ リン ヒ。ック

オ ン ラ イ ン ・シ ス テムの ノ ウハ ウを使 っ て.普 通 預 金 の オ ンラ イ ン ・シ ステ

ム を実 施 したの が,バ ンキ ン グ ・オ ンラ イ ンの は じま りとなっ て い る。 以 来

43年 頃迄 には,各 都 市銀 行 は 先 を争 っ て,オ ン ライ ンを導 入 し,正 に オ ン

ラ イ ン花 ざか りの 時 代で あ った.こ の 時 代 を第 一 次 オ ンライ ン時 代 と称 して

い るが,言 わば 営 業 店 の事 務 合理 化、・省 力 化 を 目指 し た業務 別 縦 割 の シス テ

ムで あ り,適 用 業 務 相 互間 の 有 機 的結 合 は考 え られ て い ない。 しか しな が ら,

全 国 に 散 在 す る100～200ケ 店 の 本 支 店 を数 百 の 専用 回線 で ネッ トワー ク

化 した システ ムは,世 界 に も例 を見 ない もの で あ り,世 界 の注 目を浴 び るこ

と とな っ た。

都 市銀 行 に続 い て地 方銀 行,相 互 銀行,信 用 金 庫 な どの 金 融 機 関 も相 次 い

で オ ン ライ ン化 して行 くこ と とな るが,都 市銀 行 で は,昭 和46年 頃 よ り早

く も次 の シス テム の計 画 と開発 が行 な われ る こ と とな った。 これ が所 謂 第 二

次 オ ン ラ イ ン ・シス テムで あ り,第 一 次 との 大 きな違 い は,規 模 の 大 きさ も

さ る こ となが ら,各 適用 業 務 間 の 相 互 関連 を重 視 し たCIFを 中 心 とす る 横

割 り的 な シス テ ムで あ り,営 業 店 の 事務 合 理 化 ・省 力 化 ξ・ベ ー ス に戦 略面 へ

の 活用,更 には 情 報 シス テ ム を 目指 した総 合 オ ン ラ イ ン ・ノステ ムで あ る と

こ ろ に特 徴 が あ る。 ネ ッ トワー クの 面 では 第 一 次 オ ン ライ ン と基 本 的 に変 わ

る とこ ろは ない もの の,回 線 数 の 増 加,高 速 回 線 の 使 用,更 には新 しい ネ ッ

トワー ク ア ーキ テ ク チ ャー を利 用 し た多 面的 な活 用 等一 段 とネ ッ トワー クの

拡 充 が 図 られ て い る。

従 っ て,同 一 行 内 に おけ るオ ン ライ ン ・シス テ ム につ い ては,現 在 殆 ん ど
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専 用 回 線 を利用 して お り,当 面 共 用線 利用 は考 え られ な いが,将 来48KBPS

の高 速 回線 網 が 発 展 す れ ば、 他 企 業 との デ ー タ伝 送(現 在 の 磁気 テ ープ交 換)

に利 用 の可 能 性 は あ る。

② 銀 行 間

。全 銀 為 替 シス テ ム

昭 和47年 に ス ター トし た本 シス テムは,電 々公 社の 直 営 で あ るが,都 銀,

地銀,特 殊 銀 行87行 が 加 盟 して お り,世 界 的 に もよ く知 られ た.シス テ ムで

あ る。 これ は,回 線 の 共用 とい うよ りも.全 銀 セ ン タ ー を経 由 し た シス テ ム

の共 同利 用 とい う意 味 で 画期 的 な もの と言 え る。・

現 在 デ ー タ量 の 増 加 もあっ て54年 春 を 目指 し て第 二次 の拡 大計 画 を進 め

て い るが,次 期 シス テ ムで は,現 在加 盟 の 金 融 機 関 だ けで な く,異 種 金 融機

関 と言 わ れ る,相 互銀 行(個 別 加盟 方式),信 用金 庫(ブ ロ ック毎 の セ ン タ

ー と して 加 盟す る方 式)も 参 加 す るこ と とな って お り,一 層 大 規 模 な シス テ

ム とな る予定 で あ る。

。日本 キ ャ ッシ ュ ・サ ー ビス(NCS)

これ は,昭 和50年 秋 に ス ター トを した キ ャ ッシ ュ ・デ ィ スペ ンサ ーの共

同会 社で あ り,や は り電 々公社 の 直営 に な る もので あ る。 現在 加 盟 行 は54

行(都 銀13,地 銀23,相 銀]8)で,デ ィスAOン サ ー台 数 は,200台 で

あ るが,国 鉄,私 鉄 の 各 駅,あ るいは,デ パ ー ト等 所 謂 パ ブ リック ・スペ ー

ス と言 わ れ る とこ ろ に設 置 され て お り,同 地 域 には 各行 独 自のCDは 設 置 し

ない 申 し合 わせ とな っ て い る。

本 シス テ ム も全 銀 為 替 と同 様,回 線 の共 用 とい うよ り もシ ステ ムの 共 同利

用 とい う面 で特 徴 が あ る。

。預金 受 払 提携

現在 都 銀 数行 と平和 相 互銀 行,あ るい は三 菱銀 行 と足 利 銀 行,富 士 銀 行 と

幸 福相 互 銀 行 とい った よ うに都 銀 と地 銀,ま た は相 互 銀 行 間 に オ ン ライ ン端

末 機 を介 在 し た預 金 受 払 業務 の提 携 が い くっ か 行 わ 、 い る。 現方 式 は端 末

一17一



機 を介 在 させ るた め一 件 の処 理 時 間が 長 い,人 手 がか か る とい うこ とで,こ

れ を オ ンラ イ ン提 携 に し よ うとい う動 きが あ る。 しか し なが らこれ には 種 々

政 治 的 な動 き もあ っ て監 督 官 庁 の認 可 が 未 だ に とれ な い とい う事 情 もあ り,

見通 しがつ い て い な い。 現 状 認 め られ るの は所 謂 水 平提 携 とい って,例 え ば

地 銀 同 志,相 銀 同 志 とい う形 態 な らば認 可 され るよ うで あ るが,こ の場 合 は

複 数行 が提 携 し ない と メ リ ッ トは なか ろ うし,且 つ 回線 の 他 人 使用 規定 に も

抵 触 す る恐れ が あ るの で 早急 な 実現 は 難 しい よ うで あ る。

a.2国 際規 模

① テ レ ックス,メ ー ル利 用

現 在 海外 支 店 との 送 金 ・通 信,あ るいは,海 外 支 店 か らの 稟 議,又 海 外 外

銀 との送金 は 一 部 銀行(後 記)を 除 い てす べ て テ レ ッ クス又 は メール を利 用

して お り,国 内 業務 の オ ン ラ イ ン化 に比べ る と国 際 間の ネ ッ トワー ク シ ス テ

ムは これか らの 感 が 深 い 。

② 電 通TSS利 用

しか しなが ら,一 部 の業 務 にっ い ては,海 外 情報 の 早期 把 握 の ニ ー ズが 強

くな り,偶 々GE(電 通)のTSS進 出 もあっ て,現 在 ユ ー ロ ・ダラ ー管 理

に4行,為 替 予 約 に1行,海 外 支 店の 情報 収 集 に1行 が これ を利用 してい る。

③ 専用 線利 用

A銀 行 の みは,外 国為 替 専 用 門銀 行 とい うこ と もあ っ て,海 外 に数 多 くの

支 店 を持 っ てい る関係 で 早 くか ら海 外支 店 との ネ ッ トワー ク ・シス テ ムを持

って い る。 ニ ュー ヨー ク,パ リな ど世界 の地 域 毎 に コ ン ピ ュー ター を設 置 し,

ブ ロ ック毎 に集 約 し た上 で,東 京 本 部 と専 用 回 線 で ネ ッ トワー ク を構 成 して

い る。

利用 範 囲 も,送 金 関係 や 海 外 支 店 内部 情 報 な ど,銀 行 業務 プ ロパ ーの もの

か ら一般 の デ ー タ収 集,情 報 検 索 な どか な り広 範 囲 に亘 って い るよ うで あ る。

④ 海 外拠 点 の 機械 化

銀行 に よっ て,ま た は 支 店 の規 模 に よって 機械 化 の 内容 は か な り異 るが,
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概 ね電 子会 計 機 ま たは,小 型 コ ン ピ ュー ター に よっ て拠 点 単位 で各 々機 械 化

を図 って い る。 従 っ て 日常 の 業 務処 理 を 日本 の 本部 の 大型 コ ン ピュ ータ ー と

オ ン ライ ン接 続 を して行 な っ てい る と ころは 見当 らない。A銀 行 で も,海 外

支店 独 自で処 理 した結 果,必 要 な情 報 の み を専 用 回 線で収 集 してい るの が 実

情で あ る。

た だ銀 行 に よっ て,本 部 に海 外 支 店 機械 化 の 専 任 チー ム を置 い て汎 用 プ ロ

グ ラ ム を作 り,同 一 の 機 種 で 機械 化 を図 っ て い る とこ ろ と,海 外 の 出先 機 関

で 各 々の企 画 で 機種 も不 統 一 の まま実 施 して い る と ころ と二 通 りあ る。 将 来

海 外 拠 点 との ネ ッ トワー ク ・シ ス テム を作 る場 合 は,前 者 の よ うに シス テ ム

も機 種 も統一 され て い る方 が や り易 い こ とは言 うまで もない 。

b今 後 の展 望 と必 要 性

b.1国 内規模

前 述 の よ うに,日 本 の銀 行 の場 合,自 行 内 シ ステ ムの オ ン ラ イ ン化 につ い

ては,世 界 で 最 も進ん だ シス テ ムが稼 動 し てい る と言 っ て もよい の で,ネ ッ

トワー ク ・システ ム も自行 内 の シ ステ ム にっ い て は,今 後 も専 用 回 線 が 主体

となろ う。 ただ 最 近 テ レ ック ス 回線 を利 用 した振 込 通知 シス テ ム,残 高 照 会

シス テ ムが 開発 され,銀 行 と取 引 先 企 業 との 間 に テ レ ック スの ネ ッ トワー ク

が拡 大 され つっ あ る。今 後 これ が どこ まで拡 大 す るか は,軽 々に予 測 は 出来

な い が,シ ステ ムの 外 延 的発 展 とい うの は,各 銀 行 共 次の シ ステ ムの 目玉 商

品 の一 つ と考 えてい る もの で あ り,色 々な 形 態 での ネ ッ トワー クが拡 大 して

行 く もの と思 わ れ る。

現 在 取引 先 企 業 の給 料 振 込,総 合振 込 あ る いは,各 種 口座 振 替(自 動 引 落)

は 磁 気 テ ープ交換 に よ る もの が 増 えて い るが,こ れ が益 々拡 大 す る と磁 気 テ

ー プ その ものの 受 渡 しの た め の労 力 と危 険 が大 きな問題 に発 展 し て来 るお そ

れ が あ る、、従 って 電 々公 社が 計 画 し てい る48KBPSの 高 速 回線 が 実現 す

れ ば,取 引 先企 業 とダ イ レ ク トに振 込 デ ー タ な どの伝送 が 廉 価 で 可能 とな り,

大 きな メ リ ッ トが 生 ず るの で は な い か と思 われ る。
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b.2国 際規 模

①SWIFT(SOCIETYFORWORLD－ 別IDEINTERBANK

FI]NANCIALTEI、ECOMMUNICATION)

ヨー ロ ッパ の銀 行 が 中 心 とな っ て、 ベ ル ギ ーの ブ ラ ッセル に本 部 を置 き,

世界 的規 模 の 送 金 シス テ ム を計 画 した 。 当初 の 予 定 を半年 以 上遅 れ て,本 年

5月 漸 く カ ッ トオ ーバ ー した が,未 だ 趣 く一 部 で あ り,欧 米全 土へ の 拡 大 も

今 暫 らく時 間が か か りそ うで あ る,し か し なが ら,日 本 の銀 行 もこれ に加 盟

す る こ とに決 定,既 に加 盟 費は 納 入済 で あ るの で,ス ケ ジ ュー ルの遅 れは あ

っ て もい つ れ は 日本 で も稼 動 す る こ と とな ろ う。 そ うな る と現 在 テ レ ックス

や メ ー ルで 行 な わ れ てい る送 金 関係 は,殆 ん どこれ に乗 る こ ととな り・ デ ー

タ量 と して最 も多 い ものが シ フ トす る こ と とな る。

② フ ァ ク シ ミリ

現在 テ レ ックス あ るい は メール で処 理 し てい る送金 関 係は・SWIFTが

完 成 す れ ば,殆 ん どそ ち らに シ フ トす る こ と とな ろ う。 そ うな る と一 般 通信

文 や海 外 支 店 か らの 稟 議 書 な どは,フ ァ ク シ ミリに移 行 す るこ とが 考 え られ

る。

③ 海 外 拠 点 の デ ー タ収 集の 必 要 性

前 述の 通 り,A銀 行 と他 の 都 市銀 行 とで は,そ の 性格 上海 外拠 点 の機 械 化

並 び に本 社 との ネ ッ トワー クにお い て か な りの 差 異 が 見 られ るが,早 晩 一般

の都 市銀 行 にお い て も,海 外拠 点 の 統一 的 な機 械 化 が 行 われ.且 つ 日本 本 社

との ネ ッ トワー クの 必要 に迫 られ よ う。

現 状 に おい て述べ た よ うに,B銀 行 は 既 にGE(電 通)のTSSを 利 用 し

て海 外 支店 の 情報 を収 集 してい るが,調 査 した 範 囲 で は近 々C銀 行 が 海 外 通

信 シ ス テム の開 発 に取 りか か る よ うで あ り,D銀 行 も本格 的 に海 外支 店 の 機

械 化 に本 部 と して も取 組 む様 子が 見 えて来 たの で,数 年後 に は国際 情報 ネ ッ

トワー クの 必 要 性 に迫 られ よ う。

④ 海 外情 報 の オ ン ライ ン収 集 の 必要 性(デ ー タ ・ベ ー ス)
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現 在 は,株 価 情 報,商 品市 況 情報,企 業 財 務 情 報,輸 出入 統計,経 済 統 計

な ど必要 性 は高 いが,コ ス トとの兼 合 い もあ って オ ン ライ ンで 収 集 す る程 の

ニー ズは な いが,今 後 益 々国 際化 が 進 展 す る につ れ て 上記 の よ うな 情報 の 早

期 収 集の ニー ズが 強 くな る もの と思 われ る。

c国 際 情 報 ネ ッ トワー クへ の期 待

c.1必 要 性

b項 で 述べ た通 り,銀 行 の 場 合 最 もデ ー タ量 の 多 い送金 関係 はSWIFT

に移 行 し,一 般 通信 文 もフ ァク シ ミ リに移行 す る可 能 性 が 強 い ので,仮 りに

国 際 情報 ネ ッ トワー クが 出来 て も量 的 に大 きな利 用 は考 え られ な いが,海 外

拠 点 の統 合 的 な 機械 化 は,今 後 の 問題 で あ り,そ れ らの 情 報 収 集 の た め,あ

るい は デ ー タ ・ベ ー ス関係 の 情報 収 集 には,強 い ニ ー ズが あ るの で,国 際 情

報 ネ ッ トワー クへ の期 待 は 大 きい もの が あ る。

c.2共 用 型 利 用 の 前 提 条件

① 価格 が安 い こ と

共 用 型 国際 情 報 ネ ッ トワー クへ の 期待 が大 きい とは言 っ て も,そ れ は,共

用 型 で あれ ば 当然 価 格 が 安 い で あ ろ うとい う暗 黙 の 期待 が あ るか らで あ っ て,

専 用 線 に比べ て安 い(当 然 で あ るが)ば か りで な く,現 在 実 施 され て い るG

E(電 通)のTSSよ り も安 い とい うこ とが 絶 対 条 件 で あ る。

前 述 の 通 り,B銀 行 は現 在 海 外 支 店の 情報 収 集の た め にGE(電 通)のT

SSを 利用 して い るが,価 格 が 高 い との 印 象 を持6て お り,も し それ よ り安

い ネ ッ トワー クが 出来 るな ら是 非 乗 り換 えた い との意 向 で あ る。

② セ キ ュ リテ ィに 心配 の ない こ と

一 般 的 な企 業 機 密 が保 持 され る こ とは 勿論 で あ るが ,銀 行 業務 の基 本 で あ

る取 引 先 の 取引 情 報 の機 密 は厳 に守 らなけ れ ば な らな い。 この辺 共 同型利 用

に つい ては一 般 的 に は不 安 を感 じてい る向 きが 多 い の は事 実 で あ り,本 ネ ッ

トワー クの技 術 面 並 び に運 用 面 で 大 きな配 慮 をすべ き事 項 と考 え る。

③ デ ー タの 新 鮮 さ と正 確 さ
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当然 の こ とで は あ るが,オ ン ライ ンで 情報 を収 集す る ニー ズが あ る以 上最

新 で 正確 な デ ータ が得 られ るの で な けれ ば意 味 が な い。 これ は理 論 上は 当然

で あ り,易 しい こ との よ うで あ るが,デ ー タの メ イ ン テ ナ ンス な ど運 用 上 仲

々難 しい 問題 で あ る。

④ 異 機 種 との イ ン ター フ ェー ス

これ につ い て は,現 在 の 技 術 で は理 論 一ヒ不 可能 とい う こ とは な い と思 うが,

異種 メ ー カー同 志,特 に外 国機 と国 産機 との イ ンタ ー フ ェー スが とれ るか ど

うか を心 配 す る向 き もあ る,こ れ につ い て も運用 上充 分 考慮 に入 れ て 進 め る

必要がある二
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2.1.3化 学 工 業

aは じめ に

化学 工業 は.多 様 な姿 を示 す 。 す な わ ち.製 品 別 に示 せ ば,石 油 化 学 製 品,

天 然 ガ ス製品.肥 料 、 ソ ー ダ,合 成 繊 維,グ ラステ ックス,合 成 ゴム な ど素

材 型 企業 か ら,医 薬 品.グ ラ ステ ックス加 工,合 成 ゴム加工,写 真感 光 材 料 、

化 粧 品,油 脂,合 成 洗 剤,塗 料,染 剤 な ど加 工型 企 業 にい た る。 この よ うに 、

ここ に属 す る企 業 の事 業 内容 は 多岐 にわ た る.し か も,大 部 分 が 専 業 メー カ

ーで あ る .し たが っ て,こ れ を一 括 して論 ず る こ とは 困難 で あ る。 しか し,

こ こで は,調 査 期 間 の 制約 か ら,調 査対 象 を数 社の 総 合化 学 メー カ ー に しぼ

らざ るを え なか った 。(こ れ ら総 合 メ ー カー とい え ど も,主 要 な兼 業 事 業 部

門 が,あ るい は アル ミ ・コ ー クス で あ り,あ るい は合 成 繊維 で あ り,と い う

こ とで大 き く異 った体 質 を もっ て い る。)し たが っ て,読 者 は,こ こに予 想

され うる偏 りを意 識 しっ つ,以 下 の 報 告 を読 み と』 て ほ しい 。

なお,国 際 化 とい う観 点 よ りす れ ば,企 業 を,日 本 の もの,日 本 と外 国 と

の 合 弁 の もの,外 資系 の もの,と 分類 し うる。 ここで は,し か し,調 査対 象

は 第 一 の ものに と どめ られ た。 他 の 二者 にっ い ては,時 間 の 制約 と,相 手 側

の 事 情 とに よ り,そ の調 査 を行 うこ とがで き なか った 。

b化 学 工 業 にお け る国際 化

日本 の 化学 工 業 は,石 油化 学 をは じ め とす る素材 型 分野 に お い て は,い ま

や,米 国,EEC諸 国 と と もに,世 界 にお け る3大 拠 点 の ひ とつ に成 長 し て

い る。 す な わ ち,生 産量,生 産 性,技 術 力の い ず れ に関 して も,日 本 の 企 業

は 欧米 の 企 業 に十分 の 競争 力 を もつ にい た っ てい る。

しか しなが ら,国 際 間 の 貿易 とい う観 点 よ りす れ ば,製 品 輸 出 比 率 は,肥

料,合 成 繊 維 の み にお い て高 く,他 のす べ て にっ い て き わ めて低 い 。 と くに,

合 弁企 業 に おい ては,一 般 に市 場 を 日本 また は極 東 に限 定 され て お り,製 品

輸 出 は ほ とん どない 。
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次 に,海 外 投 資 に関 して は,国 内 に お け るその 規 模 に対 して,か な り小 さ

い.そ の 進 出分 野 は,加 工 ま たは フ ァイ ン ・ケ ミカル系 の,主 として 開発 途

上 国 に対 す る もので あ る。 しか し なが ら,海 外投 資 にっ い ては,70年 代 末

まで に は,石 油 化学 系 の 大 型 プ ロジ ェク トが い くっ か,産 油 国 その 他 に対 し

て計 画 され てい る。

最 後 に,技 術 取 引 に 関 し ては,一 方 向 的 な もの は 減 少 し,ク ロス ・ラ イセ

ンス な どを要 求 され る場 合 が 多 くな って きた。

c化 学 工 業 にお け る情報 処 理

化学 工 業 に おい ては,対 象 を大 規模 の 企 業 に とれ ば,そ のEDP化 は一 応

は完 成 し てい る とい え よ う。

一 般 に ,シ ス テ ムの 型 は,そ の 立地 条 件 よ り,分 散型 で あ り,中 央 に事務

処 理 用 の大 型 汎用 材 を置 き,工 場 地 区 に 中小 型 の 汎 用 機 お よ び専用 の制 御材

を設 け,こ の 間 を通 信 回線 で 接続 す る よ うに な っ てい る。

中央 の汎 用 機 は,主 と して物流 管 理 の た めの全 国的 オ ンライ ン業務 を実 施

して お り,工 場 地 区 の 中小 型 機 は,柵 内の 生産 管 理 の た めの局 地 的 オ ン ライ

ンを行 って い る。

これ 以 外 に,工 場 お よ び研 究 所 には,ラ ボ ラ トリ ・オー トメー シ ョン用 の

小型 機 ま たは ミニ コ ンが 稼動 してい る。

な お,技 術 文 献検 索 につ いて は,多 くの 企 業 が高 い 要求 を もっ て お り,さ

ま ざま な型 で 運用 が 行 わ れ てい る。

サ ー ビス運 用 の 形 態 と しては,大 部 分 が 自社 専用 シス テ ムで あ り,現 時点

にお い て,外 部 共 用 シス テム利用 の例 は少 い 。

d情 報処 理 国際 化 へ の 要求

化学 工 業 に お い ては,情 報処 理 国 際 化 の要 求 は,か な らず し も高 くは ない。

その 理 由は,前 節 まで に示 した よ うに,第 一 に,国 際 的 活動 が 遅 れ て い るこ

と,第 二 に,自 社 専用 シス テム が高 度 に発達 して い るこ とに よる。 しか し,

正確 に い え ば,分 野 別 に,国 際化 へ の 要求 に は 高低 お よ び遅速 が あ る。
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d.1メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング

海 外拠 点 との メ ッセ ー ジの や りと りは少 い 。 これ らメ ッセー ジ送 受 は,主

と して,テ レ ックス,ま たは電 話 に よ って行 われ て い る。

d.2海 外 拠 点 に お け る情報処 理

この分 野 にお け る要 求 は,き わ め て低 い 。 す な わ ち,海 外拠 点 に お い ては,

情 報処 理 を必要 とす る規 模 に達 して い ない か,ま た は,そ の地 域 に情 報処 理

を可能 とす る風 土が 成 熟 して い ない か,そ の い ず れ かの 場 合 が 多い 。 した が

っ て,海 外 拠 点 に お け る情 報処 理 にっ い ては,こ れ を現 地 で 実 施 してい る例

も,ま た,日 本 に 集中 し て実 施 して い る例 も,こ れ を認 め る ことがで きない。

d.3既 存 の 情 報処 理 シス テ ム

利 用者 がす で に 自社 内 で活 用 して い る専 用 シス テム を国 際 ネ ッ トワー クで

置 換 し うる可 能 性 につ い て は,対 象 別 に さま ざま で あ る。

(イ)大 量 事務 処 理

この 分 野 で は,す で に各 企 業 が 自社 内の 専用 シ ス テ ム を高 い水 準 で運 用 し

て い る。 こ こに 国 際 ネ ッ トワー ク を利 用 して い る例 は ない。 今 後 もこれ を可

能 に す る よ うな条 件 は 見 出せ ない で あ ろ う。

そ の理 由の 第 一 は,運 用 コ ス トにか か わ る。 大 規 模の ファ イル処 理 に対 し

て,専 用 シ ステ ム よ り外 部 共用 シス テ ムの方 を低 価 格 にす る ζ ÷は,入 出 力

の通 信 費,デ ー タの 保 管 費 を考 慮 し た場 合,困 難 とい え よ う。

理 由の 第 二 は,ソ フ トウエ アの 互換 性 に関 す る。 事 務計 算 の 分 野 にお け る

ソ フ トウエ アは,一 般 に,多 量 で あ り複 雑 で あ る。 した が っ て,こ れ を外 部

依 託 に移 行 す る場 合 には,ソ フ トウエ アの変換 の な い こ とが,大 きな前提 と

な る。 す な わ ち,コ ン ピュー タ ・システ ム変 更 に対 す るソ フ トウエ アの 互 換

性 が 保 証 され ない か ぎ り,外 部 ユ ー テ ィ リテ ィへ の 移行 は困 難 で あ る。

回 ここで は,通 常 の ル ー チ ン化 され た 事務 処 理 と独 立 した分 野 にお い て,

国際 ネ ッ トワー ク利 用 の例 が わ ず か に認 め られ た。 す なわ ち,TSS利 用 型

の経 営 シス テ ム につ い て は,す で に外 資系 ネ ッ トワー ク を利 用 し てい る例 が
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あ る。 これは,自 営 のTSSを 装 備 す るほ ど使用 頻 度 が高 くな く・ したが っ

て外部TSS利 用 の方 が コス ト的 に引合 う場 合 で あ る。 この外 部 シ ステ ムが

外 資 系 で あ っ た理 由 は,第 一 に,ソ フ トウエ アが 自社 シ ス テム と互 換 性 を も

つ こ と,第 二 に,端 末 が汎 用 で 他 目的 と共 用 し えた こ とにあ っ た。

d.4技 術 計算

この 分 野 で は,国 際 ネ ッ トワー ク を利用 してい る例 は ない。 しか し,調 査

結 果 に よれ ば,そ の 潜 在 的 需要 は あ る。

これ が具 体 化 され る前 提 が 二点 あ る。 第 一 に コス ト上 の優 位 性 が 要求 され

る。 第 二 に,ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジの強 化 が 前提 とされ る。 これ は・ 数

値 計 算,統 計 解 析 の よ うな一 般 的 な もの に とど ま らず,化 学 工業 用 の パ ッケ

ー ジ にっ い て要 求 され る。 こ うし た特 定 パ ッケ ー ジの開 発 お よび利 用 は,化

学 工業 に おい て はか な らず し も一 般 的で は な い。 しか しなが ら,複 数 企 業 が

研 究組 合 を組成 し,プ ラ ン ト用 の汎 用 シ ミュレー タを開発 し た実 績 もあ り,

し たが って,パ ッケ ー ジ利 用 の 高度 化 にっ い て は,潜 在 的 な素 地 は あ る とい

え よ う。 もし,ネ ッ トワー ク側 が,こ うしたパ ッケ ー ジ を用 意 す る こ とが で

きれば,こ の分 野 にお け る利 用 者 に刺 戟 をあ た え る こ とが で き るで あ ろ う。

d.5情 報 提供 サ ー ビス

㈲ 経 済 情報

この 分野 にお い て は,現 在,そ の 大部 分 を印刷 され た 報告 書 の 形 式,す な

わ ち,伝 統 的 な方 式 に た よ っ てい る。 利用 者 は,こ こで は,必 要 とす る情 報

を,国 際 機 関,お よ び,各 国の 官 庁,業 界 団体,民 間調 査機 関 な どが 発 行 す

る諸 資料 よ り得 て い る。

これ ら資料 を情報 処理 用 デー タ ・バ ンク と して利 用 す るた め には,次 の よ

うに デ ー タの 規格 化 を必 要 とす る点 が あ る。

まず,デ ー タ出 所 に よ りデ ー タの 鮮度 が異 な る。 た とえば,月 次 統 計 な ど,

発 表 機 関 に よ り遅 れ がL5ケ 月 ない し3ケ 月か か る。

次 に,デ ータ 出所 に よ りデ ー タの 定 義 が異 な る。 す な わ ち,デ ー タの値 に
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偏 りが あ る。

最 後 に,利 用 者 が 必 要 とす るデ ー タは粗 デ ー タで は な く,そ の 業 界 の価 値

観 に もとず い て粗 デ ー タ を編 集加 工 した もので あ る。

す なわ ち,デ ータ ・バ ンク として 蓄積 され る情報 は,相 互 に 比較 し うる よ

うに,換 算 し加 工 され な けれ ば な らな い。 この よ うな デ ー タ値 の再 評 価 につ

い て,こ れ を利 用 者 自身 で な し うるの は,少 数の 大 企 業 に限 られ よ う。

したが って,共 用 ネ ッ トワー クは,多 数 利 用者 を対 象 とす る情 報 提 供 サ ー

ビス を行 お うとす る な らば,上 記 の 再 評価 作 業 を用 意 しな けれ ば な らない 。

こ こ まで の 期待 に答 え る こ とが で きれ ば,共 用 ネ ッ トワー クは この 分 野 にお

け る需要 を刺戟 し うるで あ ろ う。

なお,経 済 情報 にっ い て もっ と も不 備 な点 は,発 展 途 上 国 に お け るそれ で

あ る。 こ こでは 信頼 性の 高 い デ ー タ を得 る こ とが 困難 で あ る。 これ は,ま さ

に個 別 企 業 の能 力 をは るか に越 え る もので あ る。

(ロ)技 術 情 報

この分 野 にお いて は,国 際 ネ ッ トワー クの 利用 可 能 性が もっ と も高 い 。

第一 に,特 許 情 報 が あ る。 調 査 結 果 に よれ ば,テ レ ックス に よ りINP-

ADOCに ア クセ ス し てい る企 業 が すで に存在 してい る。

INPADOC(1皿ternationalPatentDocumenta-

ti・nCenter)は,WIPO(世 界 知 的所 有権 機 構)と オ ー ス トリア

政府 との協 定 に もとず き,ウ ィー ン に設置 され てい る非 営 利 の 特 許 情 報 機 関

で あ る。 この シス テム は,25ケ 国 の特 許 情 報 に関 し,各 種 の サ ー ビス を提

供 してい る。 日本 にお け るWIPOの 窓 口 は,JAPATIC(日 本 特 許 情

報 セ ンタ ー)が 当 って い る。 日 本の 利 用 者 はJAPATICを 経 由 し て,W

IPOに テ レ ックスで ア クセ ス し うる。 テ レ ックスで ア クセ ス し うるサ ー ビ

スは 選択 的 情 報提 供 と遡 及 検索 とに 関 す る もので あ る。 日 本 か ら照 会 す る場

合 の 応答 は,ほ ぼ翌 日 に得 る こ とが 可能 な状態 にな っ てい る。 た だ し,現 時

点 に おい て は,日 本 の 利 用 者 とJAPATICと の 間の 通 信 が オ フラ イ ン(
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電 話 ま た は 郵 便)と な っ て お り,こ の 面 に お け る オ ン ラ イ ン化 が 望 ま れ る。

第 二 に,技 術 文 献 検 索 が あ る。 こ こ で は,国 際 ネ ッ トワ ー ク に ア クセ ス し

て い る利 用 者 は な い が,し か し,海 外 で 発 売 さ れ て い る デ ー タ ・フ ァ イ ル を

購 入 し て 自 社 内 で 処 理 を 行 っ て い る 例 は 多 い,・ す な わ ち,こ の 領 域 に お い

て は 潜 在 的 需 要 が あ る とい え る。

こ の 種 の デ ー タ ・フ ァ イ ル の うち 典 型 的 な もの はCACondensatesで

あ る。 こ れ は,AssociationofAmericanChemicalSociety

の 下 部 機 構 で あ るChemicalAbstractService(CAS)社 か ら発

売 さ れ る もの で あ り,ChemicaIAbstractsと し て 知 られ て い る 抄 録 誌

を 磁 気 テ ー プ に 記 録 し た もの で あ る。 内 容 は100ケ 国 ・50種 に わ た る言 語

で 表 現 され た1,200誌 と,20ケ 国 以 上 の 特 許 明 細 書 か らな る。 磁 気 テ ー プ

は,CAS社 か ら毎 週1リ ー ル の 頻 度 で 利 用 者 に 空 輸 さ れ る。CAS社 か ら

は,こ れ 以 外 にChemicaITitIes,ChemicalBiologicalActi-

vities,PoIymerScienceandTechnoIogy,BasicJournaI

Abstractsな ど が 磁 気 テ ー プ の 形 態 で 販 売 され て い る。CAS以 外 に は,

英 国Derwent社 のPlasdocな ど の 利 用 度 が 高 い 。

先 進 的 な 利 用 者 は,個 々 に こ れ ら磁 気 テ ー プ を購 入 し,自 社 内 で バ ッチ 処

理 に よ る 選 択 的 情 報 提 供 サ ー ビ ス を 実 施 し て い る 。 こ う し た 方 式 は ・ 外 部 サ

ー ビス 機 関 利 用 の 場 合 に 比 較 し て,そ の コ ス トが 約1桁 低 い 。

こ の 種 の サ ー ビ ス 方 式 を と る 場 合,利 用 者 が 次 に 計 画 す る の は,磁 気 テ ー

プ の 共 同 利 用 で あ る。 こ の 点 に つ い て は,C.A.Condensatesの 共 同 利 用

化 を 日 本 化 学 会 を は じ め とす る化 学 系 学 会 が 検 討 中 で あ り・Plasd・cの 共

同 利 用 化 を 複 数 の 企 業 が 試 行 し た 実 績 が あ る。

こ の 磁 気 テ ー プ の 共 同 利 用 化 を さ らに 超 え る と,処 理 の 共 同 化 に到 達 す る

こ と に な る 。 こ こで,共 用 ネ ッ ト ワー ク利 用 の 可 能 性 が 生 じ る。 し か し・ こ

こ に は 上 述 の よ うな コ ス ト上 の 格 差 が,自 社 専 用 シ ス テ ム との 間 に 存 在 す る。

こ こで の 競 争 力 の 増 大 が 共 用 ネ ッ ト ワ ー ク に 課 せ られ る こ と と な ろ う。
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た だ し,サ ー ビス 面 にお い て は,共 用 ネ ッ トワー クに有 利 な面 が あ ろ う。

第 一 は,サ ー ビス の オ ン ライ ン化 で あ る。 第 二 は,遡 及 サ ー ビスの提 供 で あ

る。 い ず れ も,現 時点 で は個 別 企 業 の コス ト負 担 力 を超 え よ う。 この面 で,

規 模 の 効 果 を発 揮 し て,上 記 の コス ト格 差 を減 少 せ しめ るこ とは,可 能 で あ

ろ う。 なお,オ ン ライ ン ・サ ー ビス につ い ては,末 端利 用 者 は コ ス トとの ト

レー ドオ フで,か な らず し も歓 迎 し ない か もしれ ない。 今 後 の 検討 が 必 要 と

され る課題 で あ ろ う。

第 三 に,物 質 デ ー タの 検索 が あ る。 ここで も,各 種 の機 器 分 析用 の デ ー タ

・ファ イル ,す な わ ち,X線 解 析 用,NMR解 析用,赤 外 線 解 析用 な どが,

磁 気 テ ー プ と して,ASTMな どか ら販 売 され て い る。 現 在,大 部 分 の 企 業

は,こ れ を ラボ ラ トリ ・オ ー トメ ー シ ョンの 一 環 と して,個 別 に利 用 して い

る場 合 が 多 い。 す な わ ち,測 定 器 ご とに専 用 化 され た ミニ コ ン を配 して,こ

れ を行 っ て い る場 合 が 通例 で あ る。 したが って,こ の分 野 に大 規 模 な共用 ネ

ッ トワー クが進 出す るた め には,第 一 に応 答 時 間 に っ い て,第 二 に コス トに

つ い て,ミ ニ コン と競争 し うるサ ー ビス水 準 を示 す 必要 が あ る。

以 上の 情報 提 供 サ ー ビスは,デ ー タの 作 成,入 力,検 索 の すべ ての 局 面 で,

大規 模処 理 の 優 位 性 を示 し うる,た だ し,問 題 は,そ れ が 国 際 的 な規 模 と性

格 と を もつ 必 要 が あ るか否 か,と い う点 にあ る。

い ま,こ こに 要求 され てい る シス テ ムは,そ の対 象が経 済 情報 で あ る と技

術 情報 で あ る と を問 わ ず,国 際 的 な デ ー タ ・フ ァイ ル を もた な けれ ば な らな

い。 し か し,国 際 的 デー タ ・フ ァイ ル所 有の 要 請 は,か な らず し も,国 際 的

な ネ ッ トワー ク を要求 す る もの で は ない とい え よ う。 現 に,JAPATIC

(日 本 特 許 情報 セ ン ター)やJICST(日 本科 学 技 術情 報 セ ンタ ー)の よ う

な国 内の 機 関 が 国 際的 な デー タの サ ー ビスを 実 施 し てい る。 ま た,す で に 触

れ た よ うに,JAPATICは 国 際的 なINPADOCに 対 す る 日本 側 窓 口の 役

割 りを も果 して い る。 した が っ て,国 際 ネ ッ トワー ク成 立 の 前 提 は,国 内 の

諸 機 関 とどの よ うな補 完 関係 を もち うるか,そ うし た位 置 を確 保 し うるか 否

か に か か っ てい る とい え よ う。
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2.1.4海 運

a海 運 業 に おけ る国 際 情 報 ネ ッ トワー クの現 状

a.1概 要

海 運 業 の 国際 間 に わ た る物流 情 報 シス テ ムは,最 終 的 に は,コ ン テ ナ,鉄

鋼 原 料,鋼 材,.石 油,自 動 車,食 料 品等 々の 各物 資別の シス テ ム化 を 目指 し

て い る。

しか し,当 面の 重要 課 題 は,効 率 的 な コ ンテ ナ輸送 シ ステ ムの 確 立 にあ る。
1

その た め,オ ペ レー シ ョナル業 務 にお け る国際 情 報 ネ ッ トワー クの 形 成 が 必

要 で あ る。

1968年9月,日 本 郵 船 ・昭 和 海 運 グ ルー プが, .わが 国 初 の コ ンテ ナ専用

船 「箱 根 丸 」を太 平 洋航 路 に就 航 させ て以来,今 日では 世 界 の 主要 航 路 に,

内外 各 社の コンテ ナ船 が 続 々 と就 航 し,大 量 ・高 速 ・一 貫 輸 送 の コ ンテ ナ時

代 を迎 え るに至 っ た。

コ ン テナ輸 送 シス テ ム とは,国 際 一 貫 輸 送 で あ るた め,陸,海,空 の 各 種

の輸 送 機 関は もとよ り,倉 庫 、 港湾 な どの 業 者 を も含 めた,一 元 と した 形が

要請 され る。 そ こで,一 貫 コ ンテ ナ化 に よ る合理 化 効 果 をあ げ る には,中 央

に コン トロール 機 関 を設 け て,関 連 業 者 を含 め て,全 シ ステ ム を計 画 的 に動

か す こ とが最 も大 切 で あ る。 ○

この コ ン トロール機 関の もとで,流 通革 命 の 基本 で あ る物 と情報 と書 類 の

流 れ を一 本化 し,荷 物 を円滑 に さば くた め に不 可 欠 な もの が コ ン ピ ュー タ ・

シ ステ ムで あ る とい え よ う。

この よ うな物 流 情 報 シス テ ム を確 立 す るに あ たっ て,最 も問題 とな るの が

国 際 情報 ネ ッ トワー クで あ る。

海運 業 にお け る物 流 情報 シ ステ ムは,基 本的 には 「経 済 効 果 優 先 の型 」で

あ る。 その た め,コ ンテ ナ輸 送体 制 にお け る情報 シ ス テム作 りも,時 間 を か

けて一 歩 一 歩 積 み上 げ て行 く方 法 が と られ た。 と くに コ ンテ ナ輸 送 シ ステ ム
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は,現 在 の世 界 に お け る物 流 シ ステ ムの代 表 的 な シス テムの ひ とつ で あ り,

コン ピュ ー タの効 率 的 な 使用 が,直 接 的,間 接的 に コンテ ナ輸 送 の メ リ ッ ト

につ らな る もの で あ る。

計 画 に あ た って の 重要 ポ イ ン トは 次 の 事項 で あ っ た。

α)対 象 業務 の増 大(ス ケ ー ル ・メ リ ッ ト)

航 路 数 の増 加,取 扱 い 船 舶 の 増 加,取 扱 い コンテ ナ数の 増 加

(口)通 信 回線 費用 が安 くな るこ と(と くに 国際 間)

◎ コ ン ピュー タそ の他 事 務 機 器 が 性能 に 比 して安 価 にな る こ と。

⇔ 効 果 測定 の対 象 とな る人 件 費 の 高騰

困 コ ン ピ ュー タ利用 技 術の 進 歩

以 上 の5項 目で あ っ たが,現 在,(u)の 項 目を除 い ては,ほ ぼ満 足 す べ き状

態 に近 づ きつつ あ る。

a.2情 報 ネ ッ トワー クの 形 成

① フ レ ー ト ・コ ン トロー ル ・シ ス テ ム

コ ンテ ナ輸送 シス テ ムは,コ ン テ ナ とい う一 種 の箱 を使用 .して輸 送 す る こ

とか ら,こ れ に伴 う特 有 の 情報,書 類 が 必要 で あ り,当 然,コ ンテ ナ 輸送 に

適応 した方 法 で処 理 され な けれ ば な らな い 。

コ ンテ ナ輸送 が 円滑 に営 まれ る よ うに,必 要 な ドキ ュ メ ン トの 作 成 の た め

には,フ レー ト ・コ ン トロール と呼 ば れ る荷 物 輸送 管理 情報 シス テ ムの 確 立

が 必要 で あ る。 これ は,ブ ッキ ン グ され た荷 物 が,荷 主 か ら フ レー ト ・ス テ

ー シ ョン(荷 積 め ,荷 さば き所)な り,コ ンテ ナ ・ヤ ー ドに搬 入 され て き て

か ら,受 荷 主で あ る海 外 の 相 手 先 に届 くまでの 間 の馴荷 物 の 運 送 と管 理 に必

要 な 関係 書 類 を作 成 す る もの で,運 賃 明細 書,積 荷 目録,荷 渡 指 図 書 な どの

多数 の 書 類 が,一 貫 処 理 シス テ ムで コ ン ピ ュー タに よっ て迅 速 に作 成 され ね

ば な らない 。

この た め には,国 際 間 に わ た る各種 の 情報 を,迅 速,適 確 に収 集 ・処 理 す

る体 制 が 確 立 され てい な けれ ば な らな い。
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そ こで,各 種の デ ー タを収 集 し,コ ンピ ュー タ処理 す る場 合,そ の 業務 内

容 に応 じて,① デ ー タの 正確 性,お よび ② デ ー タの 早 期 入手 が ま ず前 提 と

な る。

大手 海 運 会 社 で あ るA社 で は,上 記2点 をベ ー ス に,次 の よ うな 国 際間 の

情 報 伝送 ネ ッ トワー ク を作 成 した 。

この シ ステ ムの 概 要 は,次 の 如 し。

i)荷 物 情報 の 収 集(イ ンプ ッ ト)

本 シス テ ムは,北 米 航 路 に就 航 す る コンテ ナ船 の復 航 にお け る荷 物 情 報 を,

同社 の ロス ア ンゼ ル ス代 理 店へ 一 括 収 集 し,船 名,積 地,揚 地 な どの項 目 を

一 部 コー デ ィン グし ,こ れ を同代 理 店 に設置 され たGE社 の 端末 機TN-300

よ り,ダ イ ヤル ア ップに よ り,オ ン ライ ンに てGE情 報 セ ンタ ー(オ ハ イ オ

州 ク リー ブラ ン ド)に イ ンプ ッ トす る。 なお,イ ンプ ッ トされ る デー タは,

船荷 証券,コ ン テ ナ種 付 情報,船 舶動 静 デ ー タで あ る。
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ii)船 積 書類 の ア ウ トプ ッ ト

前 項 に て イ ンプ ッ トされ た デ ー タ を,GE情 報 セ ンタ ーの デ ー タバ ン クに

ス トアして お き,必 要 に応 じて迅 速 に揚 地(A社 の 本 店,神 戸 お よ び大井 コ

ンテ ナ ・タ ー ミナル)に 設 置 された端 末 機TN-300に よ って,運 賃 明細 書,

積荷 目録,荷 渡 指 図 書 な ど を直 接 ア ウ トプ ッ トす る。(図 一1参 照)

本 シス テ ムの 特 徴 と問題 点 は 次の よ うな もの で あ る。

ω デ ー タの 正確 性 にっ い て

積 地 にて イ ン プ ッ トされ た もの を,直 接 揚 地側 に て イ ンク ワイヤ リイの う

え ア ウ トプ ッ トし,通 関,荷 物 デ リバ リィに使用 す るた め,そ の 内容 の 正確

性 は最 も重 要 で あ る。 この 点 をチ ェ ック訂 正 す る場 合 には,別 途 積 地 よ り,

船荷 証券,コ ンテ ナ横 付 情報 の コ ピイ,も し くは テ レ ッ クス にて オ リジ ナル

・デ ーータ を取 り寄 せ る必要 が あ る。

¢])デ ー タの早 期 入 手

コ ンテ ナ船一 隻 分 の デ ー タは膨 大 な量 とな るた め,イ ンプ ッ トを完 了 す る

た め には,本 船 が 積 地 側 最終 寄 港 地 を出帆 後,少 な くと も2～3日 を必要 と

す る。 した が っ て,デ ー タの早 期 入手 とい う こ とで は,未 だ 問題 点 が残 され

てい る。

次 に,B社 の シス テ ムは,た とえば 輸 出の 場 合,積 地 に て コン ピ ュー タは

すべ ての 必 要 書類 を作 成 し,た だ ちに本 店 お よび コ ンテ ナ ・タ ー ミナル,支

店,揚 地 な どへ 送 付 す る。 また,海 外 に対 して は,必 要 に応 じて磁 気 テー プ

をAirMail,ま たは衛 星 通 信 利用 に よ り送 付 す る方 法 を採 っ てい る。

本 シス テ ムの 特 徴 は,倉 受 証 の 内容 の た だ一 度 の イ ン プ ッ トに よ り,そ れ

以後 は,必 要 書類 が コ ン ピ ュー タに よっ て次 々 と作 成 され,緊 急 度,必 要 度

に応 じて,磁 気 テ ー プ を媒体 と して情報 が 伝達 され る。(図 一2参 照)

ただ 本 シ ステ ム も,A社 と同様 に,情 報 の早 期 入 手 とい う点 に お いて ,な

お多 くの 問題 が 残 され て い る。

② イ ンベ ン トリー ・コ ン トロール ・シ ステ ム
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コ ン テ ナ 輸 送 シ ス テ ム の 登 場 と と もに,コ ン テ ナ ・オ ペ レ ー シ ョン 業 務 の

一 分 野 と し て ,イ ンベ ン ト リ ー ・コ ン ト ロ ー ル と呼 ば れ る 業 務 が 発 生 して き

た 。

イ ンベ ン トリー ・コ ン トロ ール は,コ ンテ ナの 静 態的 な在 庫 管 理 よ り か

コ ン テナお よび 関連 機 器 の動 態的 な運 営 管理 の意 味 に用 い られ る。

型 式(使 用 目的),寸 法等,多 種 多様 にわ た る膨 大 な数 の コ ンテ ナ を,そ

れ ぞ れの 需 要 に適 合 す る よ うに,供 給 面 で の調 整 をはか り,コ ン テ ナの動 き

を動 的 に促 進 す る こ とが 最 大 の 目的 とな る。

'すな わ ち
,輸 送 す る荷 物量 に対 応 して,コ ンテ ナの不 稼動 期 間 の 最 小 化 を

は か り,コ ンテ ナ輸 送 に必 要 な機 器の 個 数,台 数 を最小 化 す る こ とに よ り,

収益 の よ り向 上 を 目的 とす る もの で,コ ン テナ 輸送 シス テ ムの 中 で 最 も重 要

な管 理 シス テム で あ る。 また,計 画 面 にお い て は,コ ンテ ナ貨 物 の 需 要 予 測

に もとずい て,長 期 的 な供給 計 画,配 置 計 画,整 備 計画 を立 案 す る。

次 に,オ ペ レー シ ョナル な面 に お い ては,日 々 に発 生 す る需要 に対 して,

供 給 を円滑 に実行 し,収 益 の よ り向上 を 目指 す と と もに,修 繕 費,保 管 料 等

諸費 用 の発 生 を,必 要 最 小 限 に と どめ るよ う効 率 的 な運用 を す る こ とが 大 切

で あ る。

この 目的 を達 成 す るた め には,個 々の コ ンテナ,機 器類 の 動 静 を把 握 す る

こ とが基 礎 とな るの で,運 営 規 模 に比 例 し て,コ ン ピュー ダの 役 割 は 増 大 す

る。

した が っ て,イ ン ベ ン トリー ・コ ン トロ ール に おけ る コ ン ピ ュー タで の 情

報 管理 は,個 々の コ ンテ ナの 移 動 に伴 っ て 発生 す る情報 を もとに,コ ン テ ナ

個 々の状 態 を把 握 し,運 用 に 関 す る資料 をオ ペ レー シ ・ン部 門 へ 提 供 す る と

と もに,移 動 記 録 を集 積 して,コ ンテ ナの稼 動 な らびに採 算 面 に関 す る分 析

資料 を作 成 して計 画 部 門 へ提 供 す る。

B社 が管理 す る コ ン テ ナは,現 在 約4万 個(20フ ィー ト)に お よ び,日 本

各地 は もち ろん 世界 全 域 に散 在 してい るが,こ れ らを1ヵ 所 で 集 中管 理 す る
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こ とは,実 務 上不 可能 で あ る。 .

したが って,世 界 全 域 を,

(1)日 本 及 び ア ジ ア全 域

(2)欧 州 地 域

1

(3)全 米/カ ナ ダ地 域

(4)豪 州 地 域

の4地 域 に 区分 して,(1)東 京,(2)ロ ン ドン,(3)ニ ュ ー ヨー ク,(4)メ ル ボ ル ン

に それ ぞれ セ ン トラル ・コ ン トロー ル ・セ ンタ ー(C.C.C.)を 設 置 し,管 轄

下 にあ る コ ンテ ナの コ ン トロール を実 施 し,更 に本 店 にお い て全体 を統 括 し

てい る。

その た め,情 報処 理 に 関 して も,世 界 全域 を1ヵ 所 で 集中 処 理 す る こ とは,

即 時 性,採 算 性 等 で種 々問題 が あ り,そ れ ぞれ のC.C.C.単 位 に処 理 され て

い る。

そ こで,(1)に っ い て は 本店 の コン ピ ュー タを,そ の 他 に っ い ては 代理 店の

コ ン ピュー タ を利用 して い るが,豪 州地 域 は コン テ ナの扱 い数 の 小 規 模 さ,

移動 形 態の 単 純 さな どか ら,未 だ コ ン ピ ュー タは導 入 され て い ない 。

なお・ この 麟 処批 関 して も・特定ρ データ}`肌 ては・すべ て本店に

送 付 され,コ ン ピュー タに投 入 され るので:本 店 にお い て は,常 時 世 界 各地

域 の コ ンテ ナ在 庫 状 況 を把 握 し てい る。

図3は,全 米/カ ナ ダ地 域 にお け る イ ンベ ン トリー ・コ ン トロー ル を中 心 と

し た シ ス テム で あ る。

この シ ステ ム は,本 店 で 開発 した 情 報 システ ム を,同 地 域 の 実状 に見 合 っ

た シ ス テ ムに改 善 し,代 理 店 の コ ン ピュー タを利 用 して、 情 報 ネ ッ トワー ク

を確 立 した もので あ る。

ま た、 本 店の コ ン ピュ ー タ と,米 国 内の コ ン ピ ュー タの 間 は,国 際デ ーテ

ル に よ るデ ー タの オ フ ライン転 送 を行 な って い る。

③ デ ー タ ・ トラ ンス ミッシ ・ン ・シ ステ ム(衛 星 通 信利 用)の 導 入 にっ いて
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本 シ ス テ ム は,1973年 よ り研 究 を 進 め て い た が,ま ず 北 米,カ ナ ダ地 域

の コ ン テ ナ.イ ン ベ ン ト リ ー コ ン ト・ 一 ・レ業 務 の シ ス テ ム 化 が1975年9

月 に 完 成 され た.

こ れ は,東 岸,中 西 部 お よ び ガ ル フ地 区 を カ バ ーす る オ ン ラ イ ン ・シ ス テ

ム と,西 岸 地 区 を カ バ ー す る オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム な らび にS・F・/PHI-

LADELPHIA間 の デ ー タ ・ トラ ン ス ミ ッ シ ・ ン ・シ ス テ ム の 三 つ か ら成

立 っ て い る。

まア・,eれ}・ 必要 とす る デ ー タは 聴 テー プ化 し・1976年3月 には・本

店(東 京)と 東岸(PHILADELPHIA),西 岸(S.F)の 各 代 理 店 の 間 を.

イ ンチ}レサ ッ ト利 用 の デ ー タ ・ トラ ンス ミ ッシ ョン方 式 に切 換 えた。

その理 由は 次 の 通 りで あ る。

ω 新 方 式採 用 に必 要 な デ ー タ ・コン バ ー タ 機 器 の 使用 料 が相 当程 度 低下

し,国 際 デ ーテ ル用 の 伝 送 用 モ デ ム,米 国側 の 諸 コ ス ト等 を集 計 した トー タ

ル ・コス トの 比較 に お い て、 これ まで のAIRFREIGHT方 式 と殆 ん ど変

らず,む しろ若 干安 くな った こ と。

回 情報 が 直接 且 っ 即 時 に先方 に伝 送 され るの で,配 達 遅 延 お よび誤 配 は 皆

無 とな り,ま た,AIRFREIGHTの カ ッ ト ・オ フ ・タイ ムの 制約 が外 さ

れ るた め,基 礎 デ ー タの訂 正 が十 分行 われ,そ の 精 度 が 高 め られ るこ と。

b今 後 の展 望

企 業 で収 集 しな けれ ば な らな い基 礎 的 な情報 は,企 業 内,国 内,国 際 情報

の3つ に分類 す る こ とが で きる。

と くに今後 は,海 運 業界 も前 述 した オペ レー シ ・ナル情 報 の み な らず,プ

ラ ンニ ン グ情報 の早 期 入 手 が 効率 的経 営 管理 を行 な うた めの き め手 とな る。

それ らの 情報 を,国 内 の 関係 機 関 よ り入 手 す る場 合 は,制 約 が あ るが 比 較

的 容易 に入 手可 能 な もの が 多 い。 しか し,海 外 よ り直接 入手 す る国 際 情報 は,

収 集が 他の 情報の 入手 状 況 に比 べ て 困難 で あ る。

と くに,主 要 先 進 国 以 外の 国 か らの 情報 は,プ ラ ンニ ング情報,オ ペ レー



シ ョナル 情 報 と もに,体 系 的 に集 め る こ とに 大 きな困 難が と もない,各 社 が

それ ぞれ に実 施 してい る現 状 で は,効 率 的 で は な く.そ の コス トも増 加 の 傾

向 にあ る。

その た め,今 後 は 先進 国 を含 め て,海 外 情 報 の早 期 入手 と効 率 的 な デ ー タ

・トラ ンス ミ ッシ ョン方 式 の確 立 の た め には,国 家 的規 模 で のNIS機 関 と

の密 接 な関係 が もて るよ うに な る こ とが 切 に望 まれ る。

現 在,大 手 海運 会 社 で は次 の よ うな方 向 で,情 報 の収 集処 理体 制 の 確 立 を

目指 して作 業 を進 めて お り,今 後 が 期待 され る。

す な わ ち,

④ 情報 の 組 織 的収 集(⇒ 情報 の加工 と再 生 産

(ロ)情 報 の 分 析 と評 価 困 情 報の 効率 的 な利用

内 情報 の 蓄 積 と フ ァイ リン グ

(図 一4参 照)

'以上 を総 括 す れ ば
,海 運 業界 の今 後 の 情 報処 理 の 体 制 として は,対 象業 務

の 性格 上.企 業 内部の 体 制 を強 化 しな が ら,国 際 情報 ネ ッ トワ ー クにつ い て

は,外 部機 関へ の 積極 的 依 存 を高 め る方 向 が,最 も良 策で あ る と考 え られ る。

NISの 確 立 の た め には,ナ シ ・ナル ・プ ロジ ェ ク ト的 な機 関 を設置 し,

効 率 的 な 情報 供 給 シス テ ムの 開発 促 進 が 必 要 で あ ろ う。

開 発 に 際 しては,政 府 機 関 が 中心 とな り,各 産 業界 との共 同 開発 方 式が よ

り効 率 的 な もの と思 われ る。

図 一4情 報 の 収 集 処 理 の 流 れ
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2.2ユ ー ザ ー 面 接 調 査 結 果

2.2.1調 査 の 前 提条 件

今 回の 調 査 で は,具 体 的 アプ リケ ー シ ョンにっ い ての 国 際規 模 ネ ッ トワー ク

の利 用 現 況 お よび将 来 の 需 要把 握 に力 点 を置 い た。 ネ ッ トワー クにつ い て は,

専 用型 と共 用 型 の2っ に分 類 し,前 者 を企 業 内 あ る いは特 定 グル ー プの ネ ッ ト

ワー ク,後 者 を サ ー ビス業 者 の ネ ッ トワー クと定 義 した 。

用 意 し た ア プ リケ ー シ ・ンは,付 録 資料 に見 られ る よ うに.① 事 務処 理 ②

科 学 技 術 計算 ③ デー タ ベ ース ・サ ー ビスの外,④ 銀行 業 務/保 険 証 券 業務 な

どい わ ゆ る固有 業 務 ⑤ その他 とし て デ ー タ収 集 メ ッセ ー ジ通 信 な どを取 り

あげ た 。

これ を15業 種40社 の大 手 企 業 にっ い て(外 資系15社 含 む),現 在 の利 用

状 況 お よび将 来 の 計画 を チェ ックし た。 将来 に っい て は,A:非 常 に需 要 の あ

る ものB:や や 需 要 の あ る も の の2段 階 に 分 けて 回 答 を得 た。 こ こで 将 来

とい うの は,4～5年 先 を意 味 して い る。

な お,今 回 の調 査 は いわ ゆ る タ リフ(料 金)抜 き に行 な った よ うな もの で あ

るた め,「 どの 程度 の値 段 なのか」or「 どの程 度 安 くな るのか 」とい っ た ユー

ザ ー側 の 反応 には 具 体 的 に応 じ られ なか った 。 今後 は国 際 情報 ネ ッ トワ ー クの

イ メー ジ ・モ デル をっ く り,料 金 面 も加 味 し て調 査 すれ ば,よ り具体 的 需要 を

把 握 で きる と思 わ れ る。

以下 は 面接 調 査 集計 結 果 か らま とめた 国 際 ネ ッ トの利用/需 要 パ ター ンで あ

る。 なお,国 際 ネ ッ トの 需要 に つ い て は,調 査 した企 業 の う ち29社(日 本 企

業20社:外 資9社)か ら有 効 回 答 が あ っ た。 以 下 の パ タ ー ン14こ の29社 か

らの 回答 を分 析 した もの で あ る。

2.2.2国 際 ネ ッ ト需 要 パ タ ー ン
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(1)形 態 別 パ タ ー ン

国 際規 模 ネ ッ トの利 用(or計 画)に っい て,処 理 型,デ ー タベ ー ス型,そ

の 他(固 有 業 務 含 む)の 形態 別 に ま とめ る と一

・伸 び率(ニ ー ズの 大 き さ)で は デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスが 最 大

・処 理 タ イ プで は,事 務 処 理 の み を や る とい う企 業 は多 い が,科 学 技 術 だ け

とい うの は 極端 に少 ない 。

・そ の他 アプ リケ ー シ ョンで は,デ ー タ収 集 とメ ッセー ジ通 信 が 特 に 多 い 。

全 企 業 数29社

現 在 将 来

処理

事 務 の み 5社 12社

科学技 術のみ 2 ]

事 務&科 学 3 10

計 10 23

デ ー タ ベ ー ス 3 10

そ の 他 11 24

全 体 16社 29社

注1)数 字 は チ ェ ックの あ った企 業 数 を示 す。

注2)将 来 ニ ー ズは,B(ニ ー ズや や あ る)も 含 めて あ る。.

注3)固 有 業 務 は その他 に含 めて あ る。

(2)ネ ッ トワー ク型 別/形 態 別 パ ター ン

国 際 ネ ッ トの利 用 にっ い て,事 務 処理,科 学技 術 計算,デ ー タ ベ ー ス を専

用型/共 用型 ど ち らの ネ ッ トで利 用 す るか ま とめ る と一

・事 務 処 理 にっ い て は,現 在/将 来 共,共 用 型/専 用型 両 タ イ プの ネ ッ トを

半 々 づっ 利用 す る傾 向 に あ る。

・科 学 技 術 計 算 の 場 合 は,現 在 ほ とん どが 共 用型 を利 用 して い る。 将 来 は 専

用 型 も増 大 す るが,共 用型 利 用 傾 向 は依 然 続 く。

・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス につ い ては,現 在 は 専用 型 が 多 い が,将 来 は共 用
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型利用が圧倒的 に増 大す る。
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現 在 将 来
ア プ リケ ー シ ョ ン

共用型 専用型 共用型 専用型

算 図 形 処 理 1 0 5 1

数 値 制 御 0 0 3 1

(13) (1) (35) (24)

固
銀 行 業 務 2 1 2 2

有
保 険 証 券 業 務 0 2 2 1

業
行 政 業 務

務
医 療 業 務

学 校 業 務

(2) (3) (4) (3)

デ ー タ 収 集 5 3 8 7

そ
文 類 ・ 編 集 1 2 2 2

の 情報検索(デ 丙タ'べ嘉ス) 1 3 2 4

他
教 育 ・訓 練(CAI) 0 1 1 2

メ ッ セ ー ジ 通 信 1 4 5 9

(8) (13) (18) (24)

株 価 情 報 1 0 4・ 1

情( 商 品 市 況 情 報 0 2 4 3
一 、

報丁
企 業 財 務 情 報 0 2 3 3

提ぞ
"

供↑

サ ス

輸 出 入 統 計 デ ー タ

経 済 統 計

0

0

1

1

4

4

2

2

・

|亨
不 動 産 情 報 0 0 0 0

ビ妄 求 職 情 報 0 0 0 0

)
ス 技 術 情 報(文 献含 む) 0 ] 3 ]

特 許 情 報 0 ] 4 1

一43一



ア プ リ ケ ー シ ョ ン

現 在 将 来

共用型 専用型 共用型 専用型

デ ー タ

(分 析,物 性,環 境 等) 0 0 3 1

(1) (8) (29) (14)

(3)ア プ リケ ー シ ョン別 パ タ ー ン

個 々 の アプ リケ ー シ ョンにっ い て,国 際 ネ ッ トで利 用 され てい る もの,あ

るい は利 用 可能 性 の大 きい もの を ま とめ る と一

・現 在 お よび将 来 と も,メ ッセ ージ通 信 お よび デ ー タ収 集 の利 用 が圧 倒 的 に

大 きい。

・メ ッセ ー ジ通信/デ ー タ収 集 に次 い で,現 在/将 来 共 に利用 度 の大 きい の

は,販 売 管 理,在 庫 管 理,経 営 計 画,シ ミュ レー シ ョン。

・現 在 の 利用 度 は 小 さいが,将 来 需要 の 大 きい ア プ リケ ー シ ・ンは,財 務 管

理,会 計 計算,統 計処 理 な ど。

・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスにっ い ては,何 れ の 情報 に 関 して も現 在 の利 用 は

少 ない が,将 来 は 商 品市 況 情報,企 業 財 務 情報,輸 出 入統 計 デ ー タ,経 済

統 計 情 報 な ど需 要 が 大 きい 。

・国 際/共 用型 ネ ッ ト利用 で,現 在 に比 し将 来 の 利用 度 が 特 に大 きい のは,

会 計 計算(+7)で,以 下 販 売 管 理,図 形 処 理,メ ッセ ー ジ通 信,商 品市

況 情 報,輸 出入 統 計 デ ータ,経 済 情報,特 許 情報 が(+4)と な っ てい る。

利用 度 の 大 きい アプ リケ ー シ ョン

現 在 将 来

デ ー タ 収 集8(5)

メ ッセ ージ通 信5(D

在 庫 管 理5(3)

デ ー タ 収 集15(8)

メ ッ セ ー ジ 通 信]4(5)

販 売 管 理12(6)
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☆輸出入統計データ

☆経 済 統 計
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☆図 形 処 理
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注Lか っ こ内 は 共用 型 利 用 社 数

注2.☆ 印 は現 在 の利 用 は小 さい が,将 来 需 要 の大 きい もの

(4)国 内/国 際/ネ ッ トワー ク型 別 パ ター ン

今 回の 調 査 で は,大 手 企 業 を中 心 に行 な った こ と もあ り,専 用 型 ネ ッ トを

張 っ てい る とこ ろが 多 か っ た。 特 に国 内で の オ ン ライ ン処 理 は,専 用 ネ ッ ト

で行 な って い る ア プ リケ ー シ ョンが圧 倒 的 に多 か っ たが,将 来 の国 際 規 模 需

要 とな る とや は り共用 型 の 占 め る比率 が 大 き くな っ て くる。

・事 務 処 理 にっ い て は,国 内 では 現在/将 来 共 に専 用 型 が圧 倒 的 に多 い 。 し

か し,国 際規 模 とな る と,現 在 は共 用 型 の方 が 多 く,将 来 も共 用/専 用 で
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そ う差 は ない。

・科 学 技 術計 算 にっ い て は,国 内 では現 在/将 来 共 に専用 型 が 多 い が,国 際

規模 で は 共用型 の 方 が 多 くな る。

・デー タベ ー ス ・サ ー ビス にっ い て は,国 内で は将 来/共 用/専 用 型 同 比率

だ が,国 際 では 共 用 型 が 圧倒 的 に増 大 す る。

国 内 国 際

現 在 将 来 現 在 将 来

事 務 処 理 197(11) 272(17) 32(]7) 93(42)

科学技術計算 ]20(26) 152(60) 14(13) 59(35)

デ ー タ ベ ー ス 26(1D 51(25) 9(1) 43(29)

固 有 業 務 8(3) 8(3) 5(2) 7(4)

そ の 他 54(4) 77(9) 21(8) 42(18)

注1.表 中の 数 字 は 個 々の アプ リケ ー シ ョンに っ い て チ ェ ックの あ った 合計

数 値 を示 す 。

注2.か っ こ内は 共 用 型 ネ ッ トの 数値

(5)ネ ッ トワー ク型/業 種 別 パ ター ン

・現 在/将 来共,専 用 型 の み を利用 す るの が7社 に対 し,共 用 型 の み11社 、

専 用/共 用 混 合11社 。

・専用型オンリーの傾 向 が 目立 っ 業 種 は,建 設,海 運,混 合型 は銀 行,証 券,

保 険,共 用型オンリーは全 業 種 が 顔 を出 して い る。

・現在 か ら将 来 にか け て,ネ ッ トワー クの タイ プ を変 更 し よ うと してい る所

は 多 くない。 た だ し証 券,保 険2社 が アプ リケ ー シ ョンの1部 につ いて 専

用型 か ら共用 型 へ,逆 に銀 行2社 が共 有 か ら専 用 へ の移 行 を計 画 してい る。

共用オン リー 専用 オンリー 混 合 (専 →共) (共 → 専)

企業数 11 7 11 (2) (2)

業 種

`

電気電子

建 設

海 運

電気電 子

銀 行

証券・保険

証券 保険 銀 行
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L

⑥ 海外 情報 に関す る需要パターン

海外の経済 情報お よび科学技術情報の 主な もの にっいて,文 献/資 料情報

の需要度お よびオ ンラインでの需要度 を,有 効回答社33社 にっいて まとめ

ると一
情 報 文献,資 料の 需要 オンラインの需要

一'般 経 済 事 情(人 「しGNP ,
16 5

国家予算,国 際収 支等)

経
一般貿易4]情(輸 出商品、対

】8 5
家国,輸 出人手続等)

済
国民生活(住 宅事情,福 祉,

5 1

教育制度,家 計等)

情
行政機関その他関係機関(閣

僚名.党 派、経 済官 庁等)

・8 1

報
企業情報(企 業数,生 産現況,

18 5

設備投資,財 務状況等)

その他(交 通,港 湾 事情,電
】3 1

力 事情、外 資導 入制度等)

科術
特許情報 15 4

学情 技 術情報(文 献含む) 19 5

技報
デ ー タ(物 性,分 析,環 境 等) 7 1

注)表 中 の 数 字は,A:非 常 に需 要 が あ る と回答 して きた企 業数 を示 す 。

(7)国 際 規 模/共 用 型利 用 の 条 件

・国 際規 模 の共 用 型 ネ ッ トワー クを利 用 す る条件 としては,以 下 の点 と コ メ

ン トが ま とめ られ る。

条 件 コ メ ン ト

①料 金 専用 型 と同程 度な ら自分 でや った方 が よい。

② セ キ ュ リ テ ィ た だ し,専 用/共 用の セ キ ュ リテ ィの優劣は い ちが い

には 言 えない 。

③ イ ン ター フェ イス 専用 か ら共 用 ネ ッ トへ の乗 りかえ時 お よ咋外 国機 器 と

の イ ン タ ー フ ェ イ ス

④ デ ー クの新 鮮 さ デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 利 用 の 決 め手
'

⑤ 地 域 東南 アな ど開 発途上 国 に 自分で ネ ッ トを張 るのは 困難,

政府 サポ ー トの 必 要性 大
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2.2.3業 種 別の 主 な コメ ン ト

今 回 の調 査 で は,既 に触 れ た よ うに,15業 種 か ら大手 企 業 を選 んで 調 査 を

実 施 した が,こ の うち主 な業 種 につ い て,国 際 情報 ネ ッ トワー ク に対 す る考 え

方 な どに関 す る コメ ン トを ま とめて み よ う。何 分 に も,1業 種 当 りの 面接 実 施

企 業が 少 ない た め,必 らず し も業 種 全体 の 見解 とは い え ない 面 もあ るが,一 応

の傾 向 は 出 てい る もの と思 わ れ る。

① 銀 行

・現 在 国 内/国 際 規 模相 方 で,専 用/共 用型 タイ プ を利用 。将 来 も専 用 型 拡

張 あ るい は共 用 型 利 用 な ど大 きな ニー ズ を有 す る。

・コ ス ト面 見あ えば,外 部 情報 は 共 用型(デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス),内 部

情 報 処理 は,セ キ ュ リテ ィの 点 か ら専用 型 を利 用 。

(た だ し,専 用/共 用型 の セ キ ュ リテ ィの 優劣 を論 じるの は難 しい ・コス ト

/セ キ ュ リテ ィ両 面OKな ら共 用型 がい い)

・海 外 施設 の合 理 化 は,コ ン ピ ュー ターの 導 入,サ ー ビス ビユ ロ ウ,TSS

合 社 な ど種 々の形 態 を とっ て い る。

② 建 設/エ ン ジニ ア リン グ

・他 の 業種 に比 し,一 刻 を争 う よ うな情 報 は少 ない 。

・各 支 店 が コ ン ピュ ー ター を導 入 して独 自に処 理 ・本 社 へ はMTで 送 付 。

・海 外 情 報で 将 来 オ ン ライ ン ・ニ ー ズ高 い もの

・技 術 情報

市 況 情 報(資 材 な ど)

・災害 統 計

・労 働 者 情 報

(特 に 東 南 ア ジ ア地 域 の 情 報 一現 在 は 文献 で入 手)

③ 造 船/重 工

・プ ラ ン ト/技 術情 報/機 械 類 な ど海 外事 業 活 発 化。 コス ト面/サ ー ビス面

で 見 あ えば,国 際/共 用型 も検 討 。
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・生 産管 理,資 料 管理,メ ッセ ー ジ通信 は専 用 型 で,ま た科 学 技 術 ア プ リケ

ー シ ョンの全 て にっ い て 、 コ ス ト下 が れば,国 際 規 模 で オ ン ライ ン化(共 用 、

専 用 両 タ イプ検 討)

・海 外 情 報 ニー ズは 非 常 に 高 いが,現 在 国 際 回線 料 金 が高 す ぎ る(料 金 面/

規 制 面の 問題 解 決 が 先 決)

・共 用 型 に移 行 す る第 一 条 件 は.専 用型 運営 コス トよ り,か な り安 くな る こ

と(司 程 度 な ら 自社 で や っ た方 が よい)

④ 鉄 鋼 ・重 工 ・プ ラ ン ト

・海 外 取 引 き及 び販 売 に関 して は,全 面的 に商 社 に依 存 して お り,自 社 で ネ

ッ トを持 つ こ とは 考 え てい ない。

・プ ラ ン ト関係 の うち,ス ケ ジ ュー リン グ管 理 ・機 器 及 び部 品の 管理 に つ い

ては.ま だ コン ピ ュー タ化 され てい な いが,今 後 の 問題 で あ る。

・技 術計 算 に つ い ては .日 本 の ソ フ トが進 んで い るの で外 部 を使用 す るニ ー

スは な い。

⑤ 自動 車

・現在,完 成 車 輸 出 に 関 し,オ ー ダエ ン トリ及 び試 験 デー タ を含 めた 船積 情

報 を,ま た補 修 部 品 に 関 して オ ー ダエ ン トリと船 積 情報 を米 国 との 間 で共 用

ネ ッ トを利 用 して い る。

・欧 州 にっ い ては ,物 流 の 時間 を要 す る こ と もあ っ て国際 ネ ッ ト利用 の ニ ー

ズは低 く,当 分 磁気 テー プ ベ ー スに な ろ う。

た だ,補 修 部 品 に つ い ては,欧 州各 国 の在 庫 部 品 の相 互 融通 を考 えて お り,

各 国 欧州 代 理 店 と ネ ッ ト化 の 問 題 を検 討 中で あ る。

・東南 アジ ア ・中南 米 は ノ ック ダ ウ ン輸 出 なの で,
,生 産 技 術 に関 す る デ ー タ

を磁気 テ ー プベ ー スで送 っ てい る。 今 の と ころ,、国 際 ネ ッ トの ニ ー ズは低 い 。

⑥ 海 運

・現 在 ,コ ンテ ナー につ い て,ス テ ー タ ス変 更 及 び,予 定 に対 す る警 告等 の

イ ンベ ン トリイ管 理 をDATELに よ り実 施。 平 均 .1,000～1,200仙/日,]
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個 当 りの ス ター チ ス情 報 最高250桁 。

・在庫 管理 な ど,企 業 の 機 密 に属 す る ア プ リケ ー シ ョンは,グ ル ー プ内 で処

理 した方 が よい し,コ ス ト面 で も安 くっ く。

・ネ ッ トワー クは,関 連 グル ー プが組 ん で 限定 した ア プ リケ ー シ ョンをね ら

った方 が よい(何 で もや ろ うとす るの は 意 外 とメ リ ッ トが少 ない)。

・東 南 ア ジ ア及 び 日本 を含 め た全 域 に ネ ッ トを張 りた い が,こ れ は 政府 の サ

ポ ー トが な い と無 理 。

⑦ 証 券

・現 在 ,専 用 線 を利 用。 そ の理 由は通 信 量 が 多い,同 文 の メッセ ー ジを毎 日

同時刻 に,同 方 向(各 国)に 送 信 す る ため。

・将 来 ,1企 業 が 時差 ・通 信 量 か らみ て24時 間 国 際 線 を専 用 す る必要 は な

い.国 際 資源 か らみ て も無 駄 で あ る→共 用 型利 用 可 能 性 。

・日本 と直 結 す るた め に は ,ハ ー ドの イ ンター フ ェイ スが 外 国の 機 器 で とれ

るか ど うか 問題 とな る。

・海 外 出先 機 関 の 機械 化 状 況

米 国:サ ー ビス会 社利 用

欧 州:手 作 業 に よ り処 理

日本 か らの伝 送:統 計 管理 資料 は 郵送 方 式 が 主,簡 単 な出 力結 果 は 専 用

線 を利 用 し てい る。

⑧ 外 資系企 業

外 資系企 業 につ い て 業 種 別 に製 造(電 機 電 子,コ ン ピ ュー タ等),石 油,

銀行,証 券,保 険,商 品 流 通業 等 約15社 につ い て面 接 調 査 を行 っ た。

外 資系 の中 で も主 と して 大規 模 企 業 を選 んだ こ と もあ って,そ の 多 くは,

国 内 の 主要都 市 に出 先機 関(事 業 所,支 店,販 売 店等)を 持 って お り,こ れ

らの機 関 との 国 内 ネ ッ トワ ー クを建 設 してい る所 も多 く見 られ た。

本社 との メ ッセ ー ジ交 換 は,面 接 対 象 の全 企 業 が テ レ ックス を利 用 し て お

り,フ ァク シ ミリの 利用 も,製 造,石 油 業等 数 社 にみ られ たが,こ の場 合,
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ほ と ん どが 国 内で の 利用 とな っ てい る。 な お,保 険 業 にお け るCOMの 利 用

も見 られ た。

海 外 情 報 に対 す る ニー ズ は.経 済 情 報 に 関 して は,文 献/資 料 情 報 につ い

て,か な り高 い ニ ーズが 見 られ た が,オ ンラ イ ンの ニー ズ にっ い て は,証

券 業 を除 き極 めて低 い。 一 方,科 学 技 術 情報 に関 しては,文 献/資 料 情 報 に

つ い て は,製 造 業 に おい て,非 常 に高 い ニ ー ズが 見 られ,オ ン ラ イ ンの ニ ー

ズに っ い て も特許 情報,技 術 情報 にっ い てか な り高 いニ ー ズが あ る と して い

る。

本 社 間 との デ ータ交換 は,MTの 送 付 等 メ イル に よって お り,ま た デ ー タ

処 理 は,GE,MARK皿 に よ る共 用 型 ネ ッ トワー クの利用,さ らには,製 造

業 等 にお け る 自社 専用 の ネ ッ トワー クの 建 設 も見 られ た。

将 来 の ニ ー ズ にっ い ては,緊 急 に デ ー タ とか処 理 が要求 され る。 製 造,商

品流 通,証 券 業等 にお い て,ネ ッ トワー クに対 す る極 めて 高 い ニ ー ズが 見 ら

れ るが,こ の場 合,共 用型 にす るか 専用 型 か は,利 用度 と コ ス トとの バ ラ ン

スが 問 題 で あ る として い る。 な お,銀 行,食 品業 等 に おい て は,共 用 型 ネット

ワー ク に対 す るセ キ ュ リ ィの 問題 を指摘 して い る。

国 際 ネ ッ トワー クに っ い ては,全 般 的 に程 度 の 差 こそあれ,将 来 に対 す る

ニ ー ズは か な りあ る と してい るが,こ の 場 合,回 線の コ ス トヂ 信 頼 性 ,ス ピ 、

一 ド,共 用 ネ ッ トワー クにお け る コ ス ト,セ キ ュ リテ ィ等 が 問 題 点 とし て指

摘 され て い る。
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3.情 報処理産業国際化の展望 と問題点

ろ.1は じ め に

わが 国 の情 報 処理 産 業 は,産 業 界 や行 政 機 関 に お け る コ ン ピュー タ利 用の進

展 過程 に おい て,様 々な情 報 化 レベ ル に対 し,先 導 的 あ るい は支 援的 な役 割 を

果 して きた。 そ して,わ が 国経 済 の 国 際化 時 代 に対 応 して,従 来 国 内 サ ー ビス

に主 力 が 注が れ てい た情 報 処理 産 業 に おい て も,国 際化 問 題 につい て具体 的な

方 策 を検 討 す る必 要が 生 じて きた 。

情 報処 理 産 業 が指 向 す る国際 的 サ ー ビス と して は,・ ソフ トウエ ア開 発,情 報

処 理 サ ー ビス等 の役 務 提供 や 資本進 出 に よる海 外 進 出の ケー ス,国 内商 用 オ ン

ラ イ ン ・サー ビス の延 長 と して国 際 ネ ッ トワー クを形 成 す るケ ー ス,他 社 の 国

際 ネ ッ トワー クを借 用 し,ソ フ トウエ アや デ ー タベ ース等 の リソー スを 海外 に

提供 す る ケー ス等 が考 え られ る。 そ し て,進 出 の対 象 とす る海外 諸 国 の ニー ズ

に よっ て これ ら の ケ ー スが 様 々な形 態 で サ ー ビスされ る こ とにな ろ う。,

ところ で,情 報 処 理産 業 の 国際化 に は,国 内 問題 とは異 な り,,資 金,技 術等

のほ か,現 地 の 制 度,労 働 問 題,一 般 社会 事 情 等 そ れ ぞれ の事情 に応 じた対応

が要 請 され る こ とは もち ろん の こどで ある。 また,日 本 に進 出 しつ つ あ る米 国

資本 に よ る情 報 処 理 産 業 との競 合 が,国 内 の みな らず海 外 にお い て展 開 され る

のは 明 白 な ところ で あ る。以 下 に,現 在 オ ン ライ ン処理 サ ー ビス を行 っ て い る

情 報処 理 産 業10社 を対 象 と した 面 接 結 果 か ら,国 際 化 の展 望 と問 題 点 を 考 察

す る。

3.2国 際 化 の 展 望

(1)国 際化 の ニー ズ

わ が 国情 報 処理 産 業 が国 際化 を推 進 す べ き ニー ズ と しては,顧 客 ニ ー ズ と
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経 営 ニー ズ に も とつ くもの と2つ の側 面 か ら考 え る こ とが で き る。

第1の 顧 客 か らの ニ ーズ に も とつ くもの で は,わ が国 情 報 処理 業 者 の大 手

の多 くが,銀 行,証 券,商 社,コ ン ピュ ー タ ・メー カ ー等 の 大 企業 を 関連 会

社 に もつ か,企 業 グ ル ー プに属 してお り,こ れ らの 関連 会 社 な り,グ ル ー プ

の海外 進 出 に伴 な って 情報 処 理 業 務 を担 う とい うの が,最 も実 現 性 の 高い 形

態 で あ る。 海 外 進 出 の場 合,多 額 の投 資 を要 す るた め,関 連 会 社 や グル ー プ

の援助 の も とに,ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア等 へ の 投資,要 員 の確保 を行

うとと もに,安 定 した 需 要 を期 待 す る もの であ り,親 会社 や グル ー プ側 か ら

見 て情 報 処理 の共 同利 用 に よ り,専 門技 術 者 の集 中化 と とも に投 資効果 を あ

げ る こ とが 考 え られ るか らで あ る。

ヒ ヤ リ ン グ結 果

(1)海 外進 出は,情 報処理業 者が 自発的に単独で進出す る場 合よりも,関 連会社の海外活動

の一環,企 業グル ープとしての進出 とい った形態 でとらえられ,特 に関連会社や主要顧 客の

サポー ト次第で国際情報の ネ ット化 が考 えられてい る。 これ には設備.マ ーク ッテ ィング,

要員確保等のため多額の海外投資が必要 とな り,費 用の分担 と安定 した顧客 を確保す るとい

う意味合が含 まれ てい る。(銀 行 ・証券系4社,商 社系3社,コ ンピュータメーカー系2社

その他1社)

② 海外進 出の対 象国 としては,東 南アジア,北 米,南 米(ブ ラジル),オ ース トラリアが

あげられてい る。

③ 顧客における海外の情報処理事情につい て,国 際情報 ネッ トワーク の 観 点 か.ら は明

確に把握 され てい ないようである。 したがって現在の ところ,顧 客のニーズからの海外進 出

とい うことは表面化 してこない。 ただ し関連会社がMARK－ 皿 を利用 してい るところが3

社 あ り,国 際化の ニーズが高 いことを認 めてい る。

(4)前 述 した ように,関 連会社のニ ーズから国際 情報 ネッ トワーク化 が芽生 え る要素がある。

例えば,商 社,銀 行,コ ンピュータ ・メーカ等の国際情報化指向にともなって,こ れをサポ

ートす る形 で,海 外進 出が考えられ るとの見解が,4社 よ り述べ られた。

第2の 経 営 ニ ーズか ら の国 際化 につ い ては,中 央 の ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タ

群 に通信 線 を介 して ア ク セ スす る端末 機 の数 が商 用 ネ ッ トワー クの投 下 資 本
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回 収 の鍵 とな っ てお り,国 際 ネ ッ トワー クは,国 内 ネ ッ トワ ーク の発 展 的 形

態,す なわ ち 規 模 の拡 大 と して必 然 的な 方 向 に あ る点 が 指摘 され る。 この 背

景 には,国 内市場 競 争 の激 化,米 国 資本 進 出 に よ る競 合 とい っ た問 題 もあ り

企業 経 営維 持 のた め に も と ら ざるを 得 ない 経 営 方策 の1つ と考 え られ る。 ま

た,商 用 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスお よび付 加 価 値 サ ー ビス は ・現 在の 情報 処

理 サー ビスの 中 で最 も先 進 的 な サ ー ビス形 態 で あ り情 報 処理 業者 に とっ て 不

可欠 な 商品 配 合 で あ る。

ヒヤ リング特 集'

⑤ 海外進出について,現 在のところ具体的な計画を持っている企業はない。 しか しながら

海外における経営活動に対 し,強 い関心を有し事情が許せば海外へ進出 したいとの意欲を持

っているところが,10社 中9社 である。

⑥ 海外進出が意欲の段階でとどまっている事情として,当 面は,国 内体制の整備強化があ

げられている。 これは オンライン・サービスを開始してまだ日が浅 く,ま た,外 資や電電公

社のデータ通信サービス等の競合もあり,ま ず経営的,技 術的に充実することを重点目標に

しているためである。

さ らに,産 業 構 造 審 議会 情 報 産 業 部 会 では,情 報 処 理 業 につ い て,わ が 国

が 高 学歴 社 会 を 形成 し,優 秀 な人 材 を もっ て,各 国 ニー ズに もとつ い た ソフ

トウ エア の開 発,高 度 な 情 報処 理 加工 技 術 を提 供 す る こ とが で き る,い わ ゆ

る省資源型 の輸 出産 業 として嫡 され ることカ・ら,国 策的山 際化を撰 す

べ き産 業 で あ る と答 申 し て い る。

② サ ー ビ ス 形 態

こ の よ う な 国 際 化 ニ ー ズ に も と つ く情 報 処 理 業 が,海 外 諸 国 に 提 供 で き る

サ ー ビス の 形 態 に つ い て み る と,海 外 進 出 は 第1に,シ ス テ ム 開 発 に お け る

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン,シ ス テ ム設 計,ソ フ トウ エ ア 開 発,ハ ー ドウ エ ア ・ シ

ス テ ムの 推 奨 等,専 門 技 術 者 に よ る 役 務 提 供 型 か ら着 手 さ れ,時 間 的 な 遅 れ

を もっ て,パ ッ チ 処 理 サ ー ビス,オ ン ラ イ ン処 理 サ ー ビ ス ・ネ ッ ト ワ ー ク'

サ ー ビス(NIS)等 の 情 報 処 理 サ ー ビス へ と 移 行 され る 。 ・(こ れ に つ い て
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は,関 連 会社 の 海 外 出先 機 関 の情 報 処理 サ ー ビスか ら着 手 され,そ の拡 大 と

して位置 づけ る見 方 もあ る。)

さら に,プ ログ ラ ムに よる メ ッセ ー ジ処理 等の付 加 価値 サ ー ビス(VAN)

に進 出す る 要望 も強 い 。 デ ー タベ ー ス等 の情 報 提供は,官 公庁 統 計 デ ー タ,

調査 会 社 に よ るll∫場 ・製品 デ ー タ等 の デ ー タを提 供す るほ か,特 許情 報 セ ン

ター,貿 易 情 報 セ ンター,文 献 情報 セ ン ター等 の情 報 セ ン ター とオ ン ラ イ ン

で 接続 し,顧 客 の 情報 活 用 に 応 じる こ と にな ろ う。

いず れ に して も,わ が因 業 者 の場 合,サ ー ビス形 態,サ ー ビス開 始 の順 序

等 の問 題は あ るが,米 国 の情 報 処理 業 の 場 合 と同様 に マル チサ ー ビス ・ベ ン

ダ(MSV)化 を計 り,利 用 者 ニー ズに 応 じた多 角的 な経 営 体制 を と る こ と

とな る もの と予 想 され るo

ヒ ヤ リ ン グ 結 果

(7)海 外 進 出の場 合,コ ンサルテーシ・ン,ソ フ トウエア開発を先行的 な業務 として,そ の

後情報処理サー ビスは時間的に遅れ るもの と考 えられてい る。既に,シ ステム開発,プ ログ

ラシングについ ては海外 との取 引きを実施 してい るところが,2社 あ り,相 手国は韓国,イ

ン ド,ア メ リカ,ソ 連等であ る。

(8)オ ン ライン ・サービス方式 としては,TSS,リ モ ー トバッチ・ リアル タイムの3方 式

を採用 してい るところが殆 どである。

(9)サ ー ビス ・メニューは10社 の うち,事 務計算主体が1社,技 術計算主体 が2社,残 り

は両方 をサー ビス している。事務計算のアプ リケーシ ・ン別では,販 売管理が最 も多 く,次

いで生産管理、以下材庫,原 価,購 買,資 材,財 務,照 会業務等が提供 されている。 技 術計

算 では,殆 どの アプ リケー シ。ンが サービスされている。 固有業務 では・銀行業務(4社)

行 政業務4社,学 校,保 険 証券 が各2社 とな ってtsり,医 療業務につい てはオン ラインでの

サービスは まだ行われ てい ない。

またp情 報検索 をサービス してい るところは3社 であ る。 データベースサー ビスでは,企

業財務情報3社,輸 出入デー タ2社,経 済統計2社,不 動産情報1社,分 析デ ータ1社 とな

ってい るo

圓 日本へ進出する米国 業者について,NISの み 問題 にされてい るが・彼 らは ソフ トウエ
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ア 開 発 か ら バ ッチ ・サ ー ビ ス,オ ン ライ ン ・サ ー ビ ス 等 を 行 う マ ル チ サ ー ビス'ベ ンダ ー

(MSV)で あ っ て,ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビス(NIS)の み な らず,全 般 的 な 影 響 を 受 け

る もの と考 え る必 要 が あ る。

(3)外 資関 係

と ころで,わ が 国 では,自 由化 以 後 米 国 情 報処 理 業者 の進 出が 問題 を提 起

して い るが,わ が 国 情報 処 理業 が海 外 に進 出 した場 合 に も,そ れ らの米 国業

者 が 競 争 相手 とな るほ か,現 地 に お い て は,現 地企 業 との 間 で競合 問題 が生

じる な ど様 々な イ ンパ ク トが予 想 され る。 現 在 外 資 問題 につ い て は,国 内 問

題 に対 す る影 響 を重 視 して お り,も し米 国業 者 を 中心 と した外 資 がわ が 国 に

進 出 し て きた 場 合,殆 ん どの企 業 が影 響 あ る もの と見て い る。 そ の受 け とめ

方 は,単 に価 格 上 の問題 と して把 え る見 方 と,サ ー ビス内 容 が豊 富 で ・日本

顧 客 向 け のサ ー ビスが 展 開 され る もの と して把 え価 格 競 争 の み で ない との見

方 を と る企 業 とが あ る。 価格 問 題 を と る立場 は,サ ー ビス内容 の うち,事 務

計 算 に つ いて は,① 日本 企 業 の業 務 処 理,商 慣 習制 度 等 の相 違 とい っ た特 質

か ら,彼 等 が もっ て くるパ ッケ ー ジを導 入 す るの は容 易 で な い,② サ ー ビス

方法 の きめ 細 さ につい て も国 内業 者 の努 力 が勝 る,と の見 方 を して い る。

しか しなが ら,共 通 性 の 高 い技 術 計算 に つい ては,① 国 際的 な ス ケー ル ・メ

リッ ト ②24時 間稼 動(と くに夜 間 サ ー ビス に よ る料金 割 引)③ 中古機 等

に よ る価 格競 争 が展 開 された 場 合 には 相 当 ダ メー ジを受 げ る もの と見 られ て

い るo

一方 ア プ リケー シ ョン ・パ ッケ ー ジの サー ビス 内容 競 合 を と る立 場 は,

① 豊 富 で き め細 か な ア プ リケー シ ョンを用 意 し,技 術 者 は 日本 企 業 向 きの シ

ス テ ム開発 を行 うだけ の=豊富 な ノ ウー ウを持 っ て い る。 ② 日本 の合 弁 企業 の

サ ボ_ト に よ り日本 企 業 の ニ ー ズ に応 じて サ ー ビスする こ とが 可能 で あ る。

③ この ため国 内業 者 との提 携,国 内技 術 者 の 確保,国 内 へ の投 資等 が行 われ

る と見 てい るo
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既 に,米 国 業 者 は,日 本 へ の進 出 のた め 国 内業 者 に 提携打 診 に きて お り,

今 回 ヒヤ リン グ対 象 と した業者10社 の うち9社 に何等 か の話 が持 ち こ まれ

て お り,彼 等 の 有 力な提 携 相手 と してみ な され て い る。 しか しな が ら,い ず

れ の企 業 も具 体 的 に計 画 を 推進 す る まで に は至 っ て な く,そ の理 由 と して 関

連 会社 や グ ル ー プ の方針 に よる,ロ イヤ リティが 高 い,先 方 は ノ ウハ ウ提 供 で

当方は 資 金 持 出 しの 形 態で あ る,等 が あげ られ て い る。今 後 の 方針 に つ い て

は,関 連会社等 の経営方針 上の問題 として態度が明確な ところ と条件次第 に

よる と述 べ て い る と ころが あ る。

ヒヤ リン グ結 果

⑪ 米国企業の進出による国内市場に対する影響

a.サ ー ビス価格 については影響がある2社,条 件次第7社,平 常 なら問題 ない1社 とい

う見解 をとってい る。

影響があると見 てい るところは,中 古機によるサービス,米 国 との時差活用 によるサ ー

ビス等いずれ も低廉 な価格に よるサービスを問題 にす るもので,条 件次第 とあげてい ると

ころはサー ビス内容 との関連で考 え,顧 客は価格だけ で米国業者に移 ることはないだろ う

と述べてい る。

また,価 格問題 は経 営戦略的 なものでs平 常ならそれほ ど脅威とは ならない との意見 も

ある。

b.サ ー ビス内容別 の影響

内
影 響 あ る 影 響 な い

技 術 計 算 10社
'0

事 務 計 算 3社 7社

データ ベ ース 4社 2社

全 般 2社 一

c.そ の他

・ 外資進 出は長期 的な問題 と して考 える必要がある。(3社)

・ 進出す る内容は 日本 で利益のあが るものから着手 される。

一57一



・ サー ビス内容 もさることながら,技 術者の引抜きを警戒す る必要 もある。

・ メッセージ通信のネッ トワーク施設 としての利用の可能性が高い。(2社)

働 外資からの提携に関する折 衝 ・打診

業 者 外資からの折衝 今後の対応

銀

行

証

券

系

A 無 不 明

B 有 親会社の方針による

C 有 条 件 次 第

D 有 同 上

商

社

系

A 有 条 件 次 第

B 有 不 明

C 有 条 件 次 第

コン ピュ ータ

メ ー カー 系

A 有 親会社の方針による

B 有 同 上

独 立 系 有 条 件 次 第

・ 自社の問題 とは別に,他 社が,ど この米国業者と提携するかに高い関心を持 って

い るo

・ 条件次第の中 には,政 府の情報処理産業育成策 と関連 して,も しそれが期待 でき

ない場合には,外 資 との提携 を考え ざるを得 なくなる場合 もある としてい る所 もあ

るo

ろ.3国 際 化 に お け る 問 題 点

情報 処理 産 業 が需 要 お よび経 営 の ニー ズか ら国 際化 が 要 請 され てい る こ とに

つい ては 前 述 したが,わ が 国 企 業 が 国 際活 動 を展 開 す るに は 多 くの 問題 が 予想

され るo

わが 国 の情報 処 理 産 業 は,コ ン ピュ ー タ ・メー カー系 を 始 め と して ・ユ ー ザ

系 の各 種産 業 界 の コ ン ピュ ー タ利用 部 門の 独 立形 態,商 業 団地 ・工 業 団 地 にお

け る共 同利用 セ ン ター等 のほ か,独 立 系 の情 報処 理 サー ビス業 等様 々な形 態 を
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とって い る。 また,サ ー ビス内容 も,全 国 的 な オ ン ライ ン ・サ ー ビス を展 開 し

て い る大 手 企 業 か ら,親 会 社 の業 務 を バ ッチで処 理 サ ー ビス して い る企 業 まで

各 種 あ る。 だが,既 に900社 以 上 に達 し,昭 和50年 度 の総 売 上 高 が2400

億 円 で あ り,1社 当 り平 均 売上 高2.7億 円 に と どま り,他 産 業 に比 較 して も経

営基 盤 が 軽 弱 で あ る。

このた め 国 際化 に当 っ て,第1に 国 内 に お け る経 営 基 盤の強 化 を 早 急 に行 う

こ とが 必 要 とされ て い る。 と くに商用 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス が 開始 され て 日が

浅 く,サ ー ビス対 象 や 内容 につ い て も,関 連 会 社や グ ル ープ内 の顧 客 が 多 く,

ア プ リケ ー シ ョ ンも専 用 の もの を もっ て実 施 してい るのが現 状 で あ る。 また,

米 国業 者 を主 とした外 資進 出 に つ い て も,サ ー ビス内 容 の質 的 レベ ル 向上 等 の

対 応策 を講 じる必 要 に せ ま られ て い る。

既述 の とお り,情 報 処理 産 業 は,産 業 界 や 行 政機 関 に おけ る コ ン ピュー タの

共 同利 用 の分 野 を担 い,わ が国 経 済 の知 識集 約化 に 当 っ て不 可 決 の産 業 に成 立

しつつ あ る。 した が って,新 規参 入 や 多 種 多 様な サ ー ビスを 展 開 す る ことは,

顧客 側 か ら見 て ニ ー ズに 応 じた選 択 余地 が 多 く存在 し,望 しい とす る意 見 もあ

ろ う。 しか しなが ら,情 報 処 理 産 業 の経 営 基盤 の 不安 定 や外 資 攻 勢 は,新 規 サ

ー ビスの た め の技 術 研 究
,サ ー ビス網 拡 大,技 術者 教 育等の投 資 が 減 少 または

投 資 意欲 の減 退 とい うこ とを 生 じるお それ が あ る。

以上 の よ うな 状況 のな か で,関 係 業 界 で は 国 内の 経 営基 盤 の整 備 強化 の ため

そ の対 応 策 を検 討,個 々企 業 に おい て の対 策 と ともに 国策 に 対す る要 望 が ま と

め られ てい る。 こ こでは 国 際 化 の観 点 か らの 問題 点 と対 策 を整 理 し ,今 後 の コ

ンセ ン サ ス作 りに 資す る

a.国 内 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス体 制 の 強 化

国 際情 報 ネ ッ トワー ク化 に当 っ て は,ま ず国 内 の オ ン ライ ン ・サ ー ビスの

経営 的 ・技 術 的体 制 の強 化 が 前提 とな る。 この た め,個 々の経 営 努 力 に よ り

サー ビス ・レベ ルの向 上 を 図 る必要 が あ る。 また ,同 業 者 に よ る協 業化,系

列 ネ ッ トワー クに よる協 業 化等 も重 要 で促 進 され るべ き問題 で あ る。
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b・ 国 内 オ ン ライ ン ・サ ー ビス産 業振 興策

前 項 の個別 企業 経 営者 の努 力を 支 援 す るため,国 とし て も,資 金 面 ・制 度

面 で現 状 施 策 に増 して積 極 的 な施 策 を 推進 す る ことが要 請 され る。 と くに ・

情報 処 理産 業 として の ビジ ョンを ま とめ る と ともδに そ の 育成 策 を講 じる こ と

が 要 望 され るo

例:

・ 情報 処 理 業者 向 ハ ー ドウエ アに 対 す る免税

・ 情 報 処 理 業 者 に 対す る通 信 料金 の割 引

・ 情 報 処理 業 者 の 通 信幹 線 の 共 同 利用 の認 可

・ 情 報 処 理 業 者 に よる付加 価 値 サ ー ビス(VAN)の 認 可

・ 情 報 処 理 業 者用 ソ フ トウエア 開発 に 対 す る補 助 また は長期 低利 融 資の

拡 大

c.国 際情 報 ネ ッ トワー ク化 の推 進

わ が 国 業者 に.よる国 際 情報 ネ ッ トワー クの建 設 の促 進 とそれ に と もな う国

の支 援 。

d.国 際情 報 ネ ッ トワー ク利 用 の促 進

わ が 国 の国 際 情 報 ネ ッ トワー クの利 用 を拡 大す る た め に,ユ ー ザに 対 し,

制度 的 な優遇 措 置 を講 じる こ と。

e.主 要 国 に お け る デ ー タ通 信 制度 問題

わが 国 の 国 際情 報 ネ ッ ドワー ク進 出 に とっ て,相 手 国 の 制度 等 の障 害 が発

生 す る こ とが 予 想 され るが,各 国 の デ ー タ通 信 制 度 等 の情 報 提 供 お よび問題

解 決 に 対 す る国 の サ ポ ー トが 必要 とな ろ う。
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4国 際情 報 ネ ットワーク形 成 の 動 向 と展望

国際 的 に コ ン ピ ュー タ を コ ミニ ュケ ー シ ョン ・ラ イ ンで結 ん だ もの と して,

国 際 情報 ネ ッ トワー クを考 え,諸 外 国の 動 向 や わ が 国 の 国際 情報 ネ ッ トワニ グ:

の 現状,諸 問題 お よ び将 来 に対 す る展 望 を検 討 して み る ことに す る。 ・ ・

た だ,現 在 の と ころ,'わ が 国の 企 業 や 公的 機 関 が ㌧ 自か ら国 際間 の ネ ヅ トワ

ー ク を形 成 し ,そ の シス テ ム を運 用 して い るケ ー スは 少 ない 。 しか も,大 規 模

な もの は,メ ッセージ の交 換 を主 た る適用 分野 とし てい る もの が 中 心 となってい るρ

しか し,わ が 国 の 産 業の 置 か れ てい る位 置 か ら,輸 出の依 存 度 は今 日非常 に.

大 き く,今 後 と も輸 出に頼 らざる を得 ない の で は な い か と考 え る6今 日国 際的

規 模で 活 動 して い る企 業 に お いて は,国 内の 情 報処 理 ネ ッ トワ.一クで得 られ る

デー タの み で は,も は や総 合 的経 営 情 報 シス テ ム と し て完 全 な 役割 をは た して

い'る とい えな くな っ てい る。

現在,多 くの 企 業 や機 関 で は、 近 い 将 来,何 らか の 手段 で 国 外 に ネ ッ、トワー

ク拡 大 をは か りた い希 望 と或 い はす で に計 画 や調 査 を実 施 し てい る。

しか し,国 際 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 には,い ろい ろ な解 決 し な けれ は な らな

い問 題 が 存 在 して い る。

今 日,国 際 間 の コ ン ピュー タ ・ネ ヅ トワー ク形 成 の 困難 ざにっ い て は,.技 術

上(D問 題 が 中 心 の 如 く思 われ 易 い。 勿 論 高 度 の異 機 種 間の コ ンゼ ユ一 夕 ・ネ ヅ

トワー クにつ いて の 技 術 的解 決 は,今 後 の課 題 で あ ろ う。 しか し,既 存 の ネ ッ

トワー クを 国際 に拡 大 す る とい った こ とでは,最 小 限技 術 的保 証 はす で に解 決

され て い る もの と思 われ る。 国際 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 に とって最 重 要 問 題 は

技 術 的 な もので な く制 度 的,経 済 的,社 会 的 問 題 で あ1ろ う。.

ネ ッ トワ ー ク形 成 の 動 向 をみ る こ とは,'と り もなお さず,上 述 の 問題 を解 決

しな け れ ば,将 来 とい え ど も,わ が 国 か らの 国際 情 報 ネ ッ トワー クが容 易 に形

成 され る こ とに な らな い。
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4.1各 国 の 通 信 法 規 制 と ネ ッ トワーク形 成

現 在 の よ うに急 速 な技 術 進 歩,特 に コ ン ピ ュー タや コ ミニ ュケ ー シ ョン技 術

の発 達 に よ って,従 来 想 像 し得 な か った よ うな新 しい分 野 が 次 々 と展 開 され て

来 て い る。 この ネ ッ トワー クには,コ ン ピュ ータ と通信 回 線 が結 合 され る こ と

にな るが,通 信 回線 の 使用 につ い ては,当 然 各 国 と も通 信 法 上 の規制 を設 け て

い る。 い か な る国 にお い て も,メ ッセ ー ジ交換 に 関す る規 制 を最 も重 視 して い

る。 しか し,新 しい技 術 は従 来 の メ ッセ ー ジ交換 の 解 釈 を複 雑 な もの に して き

て お り,単 純 かっ 明解 に これ は メ ッセ ージ交 換 で あ る とか,そ うで な い とか い

う判 定 が 困難 に なっ て来 て い る。

通 信 法 上の規 制 が,各 国 と も,少 しず つ異 な って い るた め,国 際 情 報 ネ ッ ト

ワー クを形 成 す る際,特 に異 企 業 や 異 な った 大学,研 究 所 とい っ た間 で ネ ッ ト

ワー ク形 成 した い際 には,相 当 ネ ッ トワー クの利 用 形態 にっ い て法 規 制 を研 究

して か か らない と計 画 が 実行 し得 な い こ とが 度 々生 じて い る。

北 米 大 陸 内で の 国際 ネ ッ トワー ク,即 ち アメ リカ とカ ナ ダや,イ ギ リス を含

む ヨー ロ ッパ大 陸 即 ち西 欧 諸 国 間 で ネ ッ トワー ク を形 成 す る際 にお け る法規 制

は,恐 ら くわ が 国 を中 心 とした場 合 よ りは簡 単 で あ る こ とに違 い ない 。

わが 国 へ の 国際 ネ ッ トワー クは,利 用形 態 に よ り法規 制 が 非常 に複 雑 で あ り,

諸外 国か らは 殆 ん ど理 解 が 困 難 とされ て い る。 アメ リカ,カ プ ダ と西 欧 諸 国 間

の ネ ッ トワー クは最 近,比 較 的 容 易 に形 成 可能 の よ うで,法 規 制 もた えず 前 向

きな態度 が と られ てお り,技 術進 歩 に遅 れ なが らも,受 け入 れ る方 法 が と られ

つ つ あ る。

アメ リカの遠 隔 情報 処理 サ ー ビス で も,最 悪 の場 合 附 加料 金 を支 払 うこ とに

よ り,ネ ッ トワー ク を手 軽 に ア メ リカ よ りヨー ロ ッパ に拡 大 して い る現 状 に あ

る。

最 近 ア メ リカの準 通 信 業者 が,国 際 間 に まで その サ ー ビス を認 め られ,イ ギ

リス をは じめ ヨー ロ ッパ の 国 で は米 国 国際 通 信 業者 を経 由 して,そ れ を受 け 人
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れ る形 態 の 新 しい業 務 が 開 拓 され つ っ あ る。 例 えばTELENETに は,約30～

40社 の 大学 あ るい は 小規 模の 遠 隔 情 報処 理 会 社 がの っか り,す で に一 部 の ア

メ リカのサ ー ビスが パ リや その他 の 数 ケ 国 か ら自由 に アクセ クが 可能 とな りっ

っ あ る。 わ が 国 は今 後 どの よ うに,こ の 問 題 に対処 して行 くの か は,わ が 国 の

国 際 情報 ネ ッ トワー ク形成 に 影響 す る こ とが 多い。

国際 間 の 情報 ネ ッ トワー ク を 自社 使 用 の み に設置 す るこ とは,相 当 の 経 済 負

担 で あ り,ど うし て も共用 使用 や 情報処 理 サ ー ビス等 の 利用 が 求 め られ る こ と

に な る。 わ が 国の 場 合,欧 米 の よ うな国 際 情報 ネ ッ トワー クの 発 展 や 利 用 を促

進 す る には,法 規 制 面 で の 緩和 が前 提 とな ろ う。

4.2大 陸 間 の 国 際 情 報 ネ ッ トワー ク 形 成 の 動 向

国 際 情報 ネ ッ トワー クの うち,北 米 大 陸 内や ヨーロ ッパ大 陸 内 での ネ ッ トワ

ー ク,あ るい は北 米大 陸 と ヨー ロ ッパ大 陸 間 の ネ ッ トワー クに 比 較 し,わ が 国

を中心 とし て それ ぞれ の 大 陸 と ネ ッ トワー ク を形 成 す るこ とで は条 件 が異 な り,

同一 に論 ず る こ とが困 難 な問 題 が い くつ か あ る。

例 え ば,

1.時 差 問題

2.国 際 回線 コス トと経 済 性

3.法 規 制 と新 しい利 用 形態 へ の 対 応 問題

4.国 際 情報 ネ ッ トワー クで 流 通 す る情報 資 源

とい った 問題 で あ る。

これ 以上 に も,問 題 点 を い くつ か あ げ られ るが,以 上の 各 項 につ い て 現 状 の

動 向 を み るこ とに した い。

① 時 差 問 題

地 球 上 には24の 時 間帯 が あ り,北 米 大 陸 とヨ ー ロ ッパ 大 陸 に は約6時 間,

わが 国 を中 心 とし た時,各 大 陸 間 に約9時 間至 乃11時 間の 時 差 が あ る。

しか も,北 米 と ヨー ロ ッパ 間 の時 差 の6時 間 は,日 中 勤務 時 間 に一 部 重 な り
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が あ る。 国 際 情 報 ネ ッ トワー クの 日常 運用 上,お た が い に僅 か なが ら,同 時

に勤務 してい る状 態 が あ るの で,国 際 間の連 絡 が と り易 い こ と もあ っ て・ ア

メ リカ よ りヨー ロ ッパへ の ネ ッ トワー ク拡 大,あ る いは その逆 のケ ー スで も,

国内 の 情 報 ネ ッ トの 拡 大 と言 っ た考 え方 で拡 大が 比較 的 ス ムー ズに可能 とな

っ て い る。

しか し,わ が 国 か らは,い ず れの 大 陸 に対 して も9時 間以 上 の 時差 が あ り,

通常 の 勤務 時 間帯 内 で,お たが い の大 陸 間 と連 絡 を取 り合 う こ とが 困難 とな

って い る。 た だ ヨ ー ロ ッパの 朝 の 出勤 時間 が,わ が 国で は 家路 につ く直前 と

い っ た こ とに な るの で,ヨ ー ロ ッパ と日本 で は,ご く僅 か の時 間お た がい に

勤務 時 間中 に作 業 が 可 能 とな る一 瞬 は あ る。 ζ(Dよ .う(8時 差 の 問題 は,各 大

陸 間の ネ ッ トワー ク運 用 上 に 大 きな問題 を投 げ か け て はい るが,コ ン ピ ュー

タ ・パ ワー や資 源 の有 効 な利 用 か ら考 え る と,時 差 が 非常 に メ リ ッ トとなっ

てい る。 ア メ リカの 情 報処 理 サ ー ビス業 者 が,ま ず ヨー ロ ッパ大 陸 に オ ンラ

イ ンで サ ー ビス を延 ば し,日 本 に対 して もサ ー ビス を 始 め る こ とを希 望 す る

の も,す べ て 時差 に よ るパ ワーの24時 間完 全利 用 に よ る経 済 性が,そ の 以

外 の コス ト増 大 よ り,は るか に利 潤 を もた らす か らで あ る。

一 方 ,わ が 国 を中 心 と した ときに は,同 時 に両 大 陸 と 結 ば ね ば メ リ ッ ト

が あが らな い とい っ た こ とが あ る。現 在,わ が 国 の企 業 で 国 際 ネ ッ トワー ク

を実 施 して い る とこ ろ,例 えば商 社 な どで も,北 米 大 陸 の み,あ るい は ヨー

ロ ッパの み とい っ た こ とは な く,両 大 陸 すべ て にわ た りネ ッ トワー クが 結 ば

れ て い る。

他方,比 較 的 時差 問 題 の ない 東 南 アジ アあ るいは オ ー ス トラ リヤ との 国際

情報 ネ ッ トワー クは,日 本 と同 一 時 間帯 で シ ス テム連 用 が 可能 な た め,日 本

の 国 内 システ ムの 延 長 が 運用 面 等 で は有 利 とな るが,東 南 ア ジアの各 国で は

通 信 回線 や その他 技 術的 あ るい は法 規 制等 の 問 題 た よっ て,国 際 情報 ネ ッ ト

ワー クは殆 ん ど実例 が な いの が 現状 で あ る。

時 差 と国際 情 報 ネ ッ トワー クは 運用 上不利 な 面 が あ る と同 時 に コ ン ビュー
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タ ・パ ワー な どの 資源 の 有 効利 用 度 を非常 に たか め る こ とに もな って い る。

② 国際 回 線 コ ス トの経 済 性

国 際間 の 情 報 ネ ッ トワー クが 大 陸間 で 結 ば れ る際,ど うし て も,そ の 運用

コ ス トに影 響 を与 え る もの に 国際 回 線 費が あ る。 ア メ リカ と ヨー ロ ッパ 間 は・

国 際 通 信 業 間で 激烈 な コス ト競 争 が あ り,そ れ に ヨー ロ ッパ 諸国 間 の 政策 も

加 わ り,大 西 洋 間 は航 空 運 賃 と同様 な 自由競 争 状 態 とい われ て い る。 しか し,

ア メ リカ国 内 の 国 内 回 線 費 に比 べ,相 当 コ ス トが か か るの で,大 企 業 の み が

自社 の ネ ッ トワー ク を ヨ ー ロ ッパ に延 長 して い るに す ぎない 。

勿 論,ア メ リカ と ヨー ロ ッパ間 の ネ ッ トワー ク数 は,わ が 国 とア ゾ!1力 問

の 回 線利 用 数 に較 べ 非 常 に 多 い。 アメ リカ と ヨー ロ ッパ間 の 回 線費用 が ネ ッ

トワー ク運 用 コス トに し め る割 合 が 高 い ので,当 然 回線の 共 同利 用 に よ る経

済 性 を求 め る こ とに な り,現 在 で は アメ リカの 情報 処理 サ ー ビス業 の ヨー ロ

ッパ 進 出 とな り,国 際間 の 企 業 情報 処 理 は この サ ー ビス を利 用 して い るケ ー

スが 次 第 に多 くな りっっ あ る,、この 場 合 で も各 国の 法 規 制 に よ り,メ ッセ ー

ジ交 換 を禁 じてい るの で,処 理 す る こ とが 条件 で その結 果 が 自社 の ネ ッ トに

送 られ て い る。

国 際 情報 処 理 サ ー ビス業の 利 用 は,単 な る デ ー タの送 受 が禁 じ られ て い る

の で,デ ー タ送 受 の み を経 済 的 に実 施 す る こ とを希 望 す る企 業 は,国 際 通 信

業 者 が提 供 す るサ ー ビス を利 用 す る方 法 しか なか っ たが,ご く最 近FCCが'

アメ リカ国内のVAN(付 加価値通信網)を.国 際 間 に 延長 す る こ とを認 可 す るこ

とに な り,早 速,TELENETな どが 米 国国 際 通 信 業者 を経 由 し て,ヨ ー ロ

ッパ に サ ー ビス を延 長 し始 めて い る。 これ を利 用 す れ ば,国 際通 信 業者 の 運

用 す るデ ー タ伝 送 の よ うにポイント・ツー・ポイ ントの伝 送 で な く,利 用 者 が 自営

の処 理 機 器 を これ に接 続 し,デ ー タ伝 送 を国 際 間 で実 施 で きる。 しか も,ア

メ リカ,ヨ ー ロ ッパ 間で1時 間 の 使用 が 十 数 ドル といっ た廉 価 な コ ス トで あ

る とい わ れ てい る。 現 在 の とこ ろ,こ の サ ー ビスは開 始 され て 日 が浅 い が利

用 度 は急 速 に たか ま りつつ あ る と され てい る。
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ア メ リカのVANサ ー ビスが 日本へ 延 長 され,現 在 の わ が 国で 活動 す る こ

とは 残 念 なが ら不 可 能 だ ろ う。 通 信業 の独 占 を実 施 して い るわが 国 で は,こ

のVANの 誕 生 は 実現 しな い か もしれ ない が,最 終 利用 者 に とって は 一 日 も

早 く経 済 的 な国 際 情報 ネ ッ トワー ク成 立 こそ希 望 され る こ とに違 いな い。

かつ て西独 な どで は,自 国 内 を通 過 して他 国 に接 続 され る回 線利 用 に っ い て,

マ ル チ プ レ クサ ーの 使用 を禁 じた り,そ れ に附加 料 金 を求 め る とい った 時期

もあ っ た。 それ 以 外 に も新 しい 技 術 の導 入 に よ り回 線利 用効 率 をたか め よ う

とす る際,ヨ ー ロ ッパ各 国 で は,そ の 解決 方 法 として,法 規 制 で禁 ず る とい

った 手段 を と るよ り,追 加 あ るい は附 加 料金 制度 で解 決 し よ うとす る傾 向 が

あ る。

大 西 洋間 の 国 際 ネ ッ トワー ク に,ア メ リカ国 内VANサ ー ビスが 参 入 して

く るこ とに よ り,今 まで 国 際 回 線 コス トが 問 題 とな って 国際 情報 ネ ッ トワー

クを形 成 した くて も,困 難 だ った 企 業 や大 学,研 究所 な どが,ネ ッ トワー ク

作 りを活発 化 す る こ とが 容 易 に考 え られ るよ うな動 向 で あ る。

③ 法 規 制 と新 しい利 用 形 態 へ の 対応 問題

コ ン ピ ュー タ と通 信 回線 の結 合 に よ り,い ろい ろ新 しい利 用 分 野 が 広 ま っ

てい る。 さ らに,新 しい技 術開 発 で 利用 形態 が 刻 々 と変 化 発 展 して来 てい る。

この よ うな技 術の 急 速 な変 化 に よ る新 しい利 用 分 野 に っい て,い ず れの 国 々

も,従 来 の通 信 回線 に適用 して い た法 規 制 を,た えず現 実 の 変 化 に応 じ,変

更 す る こ とは殆 ん ど不 可能 に近 い。

アメ リカの 情報 処 理 サ ー ビス業 が始 め て,ア メ リカ よ りイ ギ リス に国 際 回

線 を通 じサ ー ビス を延 長 し よ うと した とき,当 然,イ ギ リス郵 政 省 内 で は 大

議 論 が 行 な われ た と言 われ て い る。特 に,通 信 業者 の テ レ ックス使 用 等 の 収

入 減 を予想 し,反 対 も多 か っ た よ うだ。 しか し,新 し い技 術 進歩 を受 け入 れ

る事 に よ り,結 果 的 に は それ 以 上 の 回 線収 入 を得 る こ と とな った 。

西 独 の よ うに 自国 を通 過 す る 回線 にマ ル チ プ レク サ ー使 用 を禁 じた り,あ

るい は音 響結 合 の 使用 を禁 止 す るケ ー スな どが過 去 多 くみ られ た 。 しか し な
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が ら,そ の よ うな規 制 も比 較 的 短期 間 に撤 去 され て い るケ ー スが 多 い。

SWIFTな ど に対 して も,利 用 形 態 上規 制 す る とい っ た態度 は,ア メ リカを

始 め ヨー ロ ッパ で も見 当 らない 。 ヨ ー ロ ッパ は多 くの 国で,国 営 に よ り通 信

業務 が運 用 され て い るた め,利 用 形 態 に対 し規 制 を加 え る とい う方 向 よ り,

附 加 料金 を加 え る とい っ た こ とを求 め るケ ー スが 多 い。SWIFTに 対 して認

め るが,特 別 回 線料 金 を加 し た国 も出 て来 て い る。

す で に,ア メ リカの 新 しいVANサ ー ビスの こ とにっ い て述 べ た が,今 日の

と ころ まだVANサ ー ビスの 認 可 にっ い てはFCCも 慎重 な態 度 で あ る。 し

か し,従 来 のFCCの や り方 か らす れ ば,VANサ ー ビスの 認 可 も比較 的 オ

ー プ ンに な る もの と想 定 され ,現 に ア メ リカではVANサ ー ビスが一 般 化 さ

れ る傾 向 が あ る との ニ ュ ースが 伝 わ って来 てい る。

わが 国 の場 合 も,法 規 制が 一 体 どの よ うに技 術進 歩 に と もな う新 しい 要 望

に答 え,ま た応 じて行 くの か検 討 す る必要 が あ ろ う。

4.3国 際 情 報 ネ ッ トワーク を 流 通 す る 情 報 資 源 の 動 向

か っ て,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クを通 じ,必 要 な デ ー タあ るい は 情報 が 流

通 し,新 しい情報 化 社 会 が 到来 す る といわ れ,ア メ リカに も数 多 くの デ ー タ・バ

ン ク ・サ ー ビスが新 し い事 業 と して,企 業 化 され る こ とにな った。 しか し,そ

の 殆 ん どは 失敗 に終 り,事 業 が挫 折 したケ ース も多 くみ られ た 。最 近 に い た り,

コ ン ピ ュー タの ソ フ トウエ アの 進 歩 に と もな い,オ ン ライ ンで の 情 報検 索 も一

般 的技 術 とな った し,ま た外 部記 憶 装置 の コス トが 急速 に低 下 しっ っ あ る今 日,

再 び オ ン ライ ンでの 各 分 野 に わた る デ ータ・ベー スが 普及 し始 めて きた。

デ ー タ・ベ ー スの オ ンラ イ ンで の サ ー ビスは,専 用 シ ステ ムで サ ー ビス され る

ケ ー ス よ りも大学,研 究 所 あ るい は 政府 機 関 が コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー ク を

形 成 し,そ の ネ ッ トを通 じてや りと りをす る よ うに なっ て来 た.ARPAネ ッ ト

を通 じ,大 学,研 究 所 は お たが い に デー タの 交換 を実 施 出来 る よ うに な っ て い

る し,ま たTELENETやTYMNETな どのVANサ ー ビス を通 じ,こ れ ら大学,
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研 究所 の デ ー タは一般 に も公 開 され るにい た っ た。VANサ ー ビスの なか には・

ヨ_ロ ッパ まで サ ー ビスが 延 長 され てい る もの が 出現 し,ア メ リカの 大学 ・ 研

究 機 関の デ ー タの み な らず,ア メ リカの デー タ・バ ン ク ・サ ー ビスが経 済 情報 等

を ヨー ロ ッパ に供 給 す るサ ー ビスが 始 ま って い る。

ヨーvッ パで はEINやEURONETな どで,各 国が 科 学技 術分 野 の 情報 交 換

としての 情 報 ネ ッ トワー クの 建 設 をい そ いで い る。 ヨー ロ ッパ の場 合 は ・ アメ

リカの 場合 と違 って,各 国の 研 究 所,大 学 な どの 特 殊 機 関が 共 同 で,国 際 情報

ネ ッ トワー クの 形 成 が 進 め られ て い る。 ヨー ロ ッパ と アメ リカ間 にお い て近 い

将 来,こ れ等 の ネ ッ トワー クが お たが い に必 要 性 が生 じ次 第,結 合 され て ゆ く

発 展 過程 をた ど るに違 い ない 。 わ が 国の場 合,国 立 大学 の 計 算 セ ン ター間 で や

っ と コン ピュー タ結 合の 実験 が 終 了 した段 階 で あ り,ARPAやVANを 利 用 し

ての大 学 間 の結 びつ きの 段 階 に は まだ まだ 遠 い 道程 に あ る。 わ が 国の 大学 の セ

ンターで は,技 術 上の 開 発 が 中心 で あ り,そ れ 以 外の 分野 で の 検 討が 並行 的 に

進 め られ てい る こ とは 余 り聞 か な い。 ま して,こ れ等 大学 の サ ー ビスが 一般 企

業で 利用 可能 に な るた め に は,た び た び論 じて きた よ うに.ま ず わが 国の 法 規

制 問題 を解 決 しな けれ ば な らない 。

国際 情 報処 理 サ ー ビスで は,そ の ネ ッ トワー クを通 じ,各 国 の技 術、経 済 デ

ー タあ るいは 特殊 技 術分 野 で の応 用 プ ロ グ ラム を流 通 させ て い る。 わが 国 か ら

もMARK皿 を通 じ,ミ ク ロ経 済 デ ー タや,そ の 他,わ が 国 で 開 発 され た優 秀 な

技 術計 算 パ ッケ ー ジ等 が ア メ リカ,ヨ ー ロ ッパで,現 地 のMARK皿 サー ビス・ネ

ッ トを通 じ利用 され るよ うに な り,そ の 種類 と数 は 毎 月増 加 し てい る。

今 日 よ うや くオ ン ライ ンを通 じて,情 報 の蓄 積 され てい る場 所 に遠隔 地 よ り,

また国 外 か らもア クセ ス す る こ とが現 実 化 しか け て い る。 か つ て計 画 され・ 失

敗 した オ ン ライ ンで の デ ー タ・ベ ー ス ・サ ー ビスが,今 国際 スケ ールで 実 現 し実

用 化 が始 ま った 。
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4.4国 際 情 報 ネ ットワーク形 成 の 将 来 へ の 展 望

各 国 と も国 内に お け るデ ジ タル網 建 設 を今 日い そ い で い る と同 時 に,最 近 国

際 間 の デ ジ タル網 の 建 設計 画 も発表 され て い る。

KDDもVENUSと 称 す るデ ジ タル網 を発 表 し,昭 和54年 には サ ービ スを開 始

す る とい われ てい る。同 時 に電 々公 社 は国 内の デジ タ ル網 を同時 期 にサ ー ビス

開 始す る と発 表 して い る。 両 デ ジ タル 網 が 自由 に利 用 し得 て,ア メ リカや ヨー

ロ ッパ各 国の 同様 の サ ー ビスに結 合 され,し か も,そ の料金 が充 分 経 済 性 の あ

る もの で あ るな らば,あ らゆ る分野 に於 け る 国際 情報 ネ ッ トワー ク形 成 が想 像

以 上 の ス ピー ドで な され る こ とに違 い ない。 この よ うな 情勢 に対 し,わ が 国 の

通 信 法 が 前 向 きで なけ れ ば,せ っ か くネ ッ トワー ク形 成 をし よ うとす るす べ て

の 活動 は 他 国 に較 べ 非 常 に ス ロー ダ ウ ンす る こ とにな る。

ま た,コ ン ピュー タ と ネ ッ トワー クの新 しい アー キ テ クチ ャーが 発表 され,

再 び分 散 処理 の考 え方 が 再 登場 し て きた。 分 散処 理 地 点 にお い て も,情 報 を蓄

積 し,必 要 に応 じ ネ ッ トワー クを通 じ,中 央 に統 合 化 を した りあ るい は 情報 交

換 を行 う とい った機 能 が容 易 となれ ば,さ きの デ ジタ ル網利 用 に よ り国 際間 で

の 情報 ネ ッ トワー クは私 企 業 に お い て も,大 学,研 究所 等 の機 関 にお い て も,

大 きな投 資 を と もな わず に,ネ ッ トワー クを形 成 し得 るか もしれ ない 。

技 術 的 に あ るいは 経済 的 に 国際 情報 ネ ッ トワー クが形 成 し得 る よ うに なれ ば な

る程,他 の 問題 即 ちデ ー タの プ ライ バ シーや セ キ ュ リテ ィ問題 な どが大 き くク

ロー ズ ア ップ され た り,重 要 情報 の 国外 流 出,流 入 に対 す る対 策 とい っ た こ と

が重 要 問 題 と して登 場 す る もの と思 わ れ る。

国際 的 な情 報処 理 サ ー ビス におい て も技 術 上 あ るい は 経済 上の理 由 よ り,情 報

蓄積 場 所 と国 家 とい っ た こ とが強 く議 論 され る こ とが 容易 に想 像 され,す で に,

そ の き ざしが あ る。

い ずれ にせ よ,国 際 情報 ネ ッ トワー ク を形 成 す る諸 条 件 が 整 いつ つ あ る。

一69一





注1)各 ア プ リケー シ ョ ン欄 の うち 、上 段 は現 在 オ ン ラ イ ン で処 理 して い る もの 、 下 段 は 将 来 計 画 中の もの 。

注2)A,Bの 文 字 は 、Aは ニー ズ が非 常 に高 い もの 、Bは ニ ー ズ が やや あ る もの を示 す 。

付 録 注3)A,Bに ○印がついているものは専用型ネ。トワーク,○ 印の無いものは共用型ネ。 トワークを示す。

・一(1)ユーザー面接調査結果集計(国際)竃1鶴 舞 繋 ㌘しrぼ ㌫r職 婁類 ㌢lw－ プのネットワークと織
● ●

●

業 種 自動車 鉄鋼 電機 ・電子 造船 化 学 精機
光学
機械 建 設 総合商社 海運 ・空輸 銀 行 証 券 ・保 険 食品その他

企 業 コ ー ド ア イ ウ オ キ (ク) θ (コ) 間 (勃 セ ソ タ ツ ナ ヌ ノ ノ 、 ヒ フ へ ホ マ ミ ム メ モ ヤ 同 (ヨ} (ラ) 〔リ)

事

務

処

理

経 営 計 画 ④ ④ 窓 2 食 A ④ ④ B

A

生 産 管 理 食 ④ ⑨ 2 ④ ⑧

在 庫 管 理 貧 ④ ④ 食 ③ 食 ④ A ④ ⑨ ④

原 価 管 理 A ③ B ④ ④

販 売 管 理 2 ④ ⑧ ξ ・ ④ ③ B A A A ④ ③ ⑨ ⑧ B

顧 客 管 理 ④ 食 ヤ

A ④ ⑲ 2 ⑭

購 買 管 理 2 ④
.④④ 2 ④ 窓

資 材 管 理 A ③ ④ ⑧ ④

輸 送 管 理 2 ④ ③ A ㍑
財 務 管 理 ④ ④ 窓 2 A B A ④

A
⑭B ④

会 計 計 算 B ④ A 窓 A A B B ⑨ ④
7

B

人 事 管 理 ㍑ ④ ④
給 与 計 算

A B

徴 収 業 務
A ⑧

照 会 業 務 ③ ④ ⑧ ⑧

科
学
技
術
計
算

数 値 計 算
A ④A B A ⑧ 合

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
A ④A 2 ④A B A ⑪ ④ ③ ㊧ 2

予 測 ・ 解 析
A ④A B あ 2

設 計 計 算 食 A ④ ⑭A ④ ④ ⑧

構 造 解 析 A 2 ④A A ⑱

線 形 計 画
A ④A A ゐ

統 計 処 理
A ④A 2 ④A B A ⑱ 合 食

図 形 処 理 2 A B ④A B

数 値 制 御
A ④A B

個
有
業
務

銀 行 業 務
A

A

④A 2
④
④

保 険 証 券 業 務
A 費

④
④ A

行 政 業 務

医 療 業 務

学 校 業 務

そ

の

他

デ ー タ 収 集 ⑭ 2 B ④ 2 ③ A ⑧ ㍑ 会 ④
A
⑧A ξ ③ 費

分 類 ・ 編 集 2 ㍑ ④
④ B

情鞭 索(㌃ タ'べ三ス) ㍑ B ④ ④ ξ 窓 官
教 育 ・訓 練(CAI)

A Φ ㍑
メ ッ セ ー ジ 通 信 ⑨ ④

④
④ ④ ⑧ A B ③ ③ ③ ④

A
⑱A ㍑ A A

o

戴
提 ・

供↑
'サ

ス

1与
ビ1

ス ビ

ろ

株 価 情 報
A

A ⑧ A 会
商 品 市 況 情 報

A A 窓 A ⇔ A

A
④A

企 業 財 務 情 報
A 窓 A の A

④
●A

輸 出 入 統 計 デ ー タ
A A A ③ .A の A

経 済 統 計 A A A o∩ A

④
●A

不 動 産 情 報

求 職 情 報

技 術 情 報
A A ㍑ B A A

特 許 情 報
A A ● B B A

デー タ(分 析.物 性,環 境 等)
A A ④B



「

■



注1)各 ア プ リケー シ ョ ン欄 の う ち、 上段 は 現 在 オ ン ラ イ ン で処 理 して い る もの 、 下 段 は将 来 計 画 中 の もの 。

注2)A,Bの 文 字 は 、Aは ニ ー ズ が 非常 に 高 い もの 、Bは ニ ー ズが や や あ る もの を示 す 。

注3)A,Bに ○ 印が つ い て い る もの ぽ専 用 型 ネ ッ トワー ク 、○ 印 の無 い もの は 共 用 型 ネ ッ トワ ー ク を示 す 。

注4)共 用 型 は 業 者 が 提 供 して い るネ ッ ト、 専 用 型 は 企 業 あ る い は グ ルー プ の ネ ッ トワ ー ク と定 義 。

注5)企 業 コー ドの うち、()の つ い て い る もの は 外 資 系 を示 す 。

1-(2)ユ ー ザ ー 面 接調 査 結 果 集 計(国 内)
・ ●

口叩

食

働

④
⑧

⑧
④
④
④
④
④
④

⑧
④
⑧
④
⑱

●
④

④
④
●
④

険保
・

券証

同

A
A⑧④

⇔

A

A

A
A

④
④
④
④

④
④

ヤ

④
④

④
④

④
④
④

④
A

A

B

B

B

B

行銀

モ

④

④
④

④
④
④
④

④

④
④
A
④
A
④
A
④

A
④
A
④

④
④

④
④
④
④
④
④
④
④
A
A④④
A
A

A
A

A
A

A
A

A

A

メ

④
④

④
④
④
④

⑨
④
④
④
④

④
④
④
④
④
④
④
④

⑨

④
④
④
④

④
④

④
④
④
④
④
④

ム

④
④

④
④

A
A④④

④
④

A④④

。
④●

A

A

A

A

A

輸空
■

運海
こ
、

A

A

④
④

⑲

⑧

A

A

④
④

④
⑭

④
④

マホ

④
④

④
④
④

④

④

へ

④
④
④
④

④
④

④
④

④
④

④
④

④
④

社商合総

フ

④
④

④

④

④

⑧

④

④

A

A

④
④

④

④
④

A

A

A

A

ヒ

④
④

④
④
④
④
④
④

④
④

④
④
④

④

④
⑭
A
A④④

A
A④④

A
A④④

A
A④④

④
④

④
A
A④④

④
④

ハ

④

④

④
④
④

④
④

⑧

④

⑧

④

④

十諾讃建

ノ

④
④
④
④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
A
A④④

A
A④④

④
④
④
④

④
④
④
④
④
④

④
④

④
④

ネ

④

④

④

④

A
A④④

A
A④④

④

④

④

A

B

ヌ

④

④

④
④
④
④

④

④

④
④

④
④
④
④

④
④

④
④

④
④

④

④

④
④

械機
二

④
④

⑱

④
④
④

⑧

⑲
④

④
④

④
④
⑧
④

④
④

④
A

④

⑧

⑲

ナ

⑤
④
④
④
④

④

④

⑧

⑧
④
④

④

④

④

⑬
A
A

A
A

B

A
A

A
A④④

A
A

A

A

油石

旧

A
④

④

④

④

④

④
④

④

テ
A

A

A
A

④
④

④
⑧

④
④

A
A

A
A

A

A

A
A

A
A

A
A

継継雌
ツ

⑧
④
⑧
④
⑧
④

④
⑬
④
⑱
④
④
⑧
⑧
④
⑧
④
④
④
④

B

B

B

A
A

B

B

B

B

B

④
④

A

チ

④
④
④
④
④
④

④

⑲
④
④
④
④

④

④

`

④

④

④

学化

ソ

A

A

④
④
④
④

④
④

B④⑧

B④⑲

B④⑧

B④⑧

B④⑬

B④⑧

④
。④

⑬

A④④

B⑧

B

⑱

工重
.

船
吐旭

セ

④
④
④
④
④
④
④
④

④
④
④
④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④

④
A

④
A

④
A

④
A

④
A

宙
④
A

④
A

④
A

ス

④④

④④

④
④
④
④
④
④

④
④
④
④
④
④
④
④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④

④
④
④
④

④
⑭

④
④

子電
●

機電
.

θ

④

④

④

④

④

④

⑧

⑧

④

④

④

④

聞
A
A

A

A

A
A

B

B

④
A

④
④

A
A④

④
A

B

④
B

A

④

回

④
④
④④

④④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④

④
④
●
④
④
④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
A

④
A

④
④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④

④
④
④
④
④
④

④
④
④
④

θ

④

④

④

④

④

④

④

④

④

④

④

⑧

⑱

A④

A④

④

④

⑧

④

⑧

⑱

θ

④
④
④
④
④⑭

④
④
④
④
④
④
④
④

④
④

④
④
④
④

④
A

⑭
A

キ

④
④
④
④
④
④

④④

④
④
④
④
④
④
④
④

④
A

④
A

④
A

④
A
④
A

④
A

④
A

④
A

④
A

④
④

④
④

④
④

A

④
A

カ

④
④
④
④

④

④

A
A

④
④

オ

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④④

④
④
④
●
④
④
④
④
④
④
④
④
④ .
④

④
④
④④

④
④

④
④

④
⑭

④
④

工

④
④

④
⑧
④

④
④
④
④
④
④
④
④
④

④

④

④
④
④
④

④
④
④
④
④
④

④
④

⑧

④
④
④
⑭
④
④

④
④

④

④

④

④
⑧

④

鋼
ウ

④
④
⑥
④
④
④
④
④
⇔
④
●
④
⑧
④
⑧
④
⑧
④
④
④
④
④
⑧④

⑥
④

⑨
⑧④

⑧
④
⑧
④
●
④
④
④
④
④
⑧
④
④
④
⑧
④
●
④

車動自

イ
A

A

⑧
④
⑧
④
④
④
④
④

●
④
④
④
⑧
④

A
④

④
A
④

④

④

④

④

⑧
④

A

A

ア

⑧
④
⑧
④

⑧
④

●
④

⑧
④

⑱

④④

④④

●
④
⑧
④

④
④
⑧
④
⑧
④

㊨
④

四
④

④
⑧

A

A

⑧
⑧

種業

ド
ーコ業企

画計営経

理智産生

理智庫在

理智価原

煙管売販

理智客顧

理智買購

理管材資

理智送翰

理智務財

算計計会

理智事人

算計与給

務業収徴

務業会照

算計低級

ンヨシ一

.レユこ、シ

析解
,

測予

算計計設

折解遺構

画計形線

理処計統

理処
,

形図

御制値数

務業行銀

務業券証険保

務業政行

鋳巣療医

務業枚挙

集収タ
ー

デ

集編
.

類分

)
ス一
部ベター内デ(鯨欄

い"絢訓
.

育教

信通ジ
　

セツメ

報情価株

報情況市品商

報情群賊業企

タ
ー

デ計統入出輸

計統済経

報情震動不

報情願求

報情術技

報情許特

割醐怯鋤酬パト

事

務

処

理

科
学
技
術

計
算

個
有
業
務

そ
の

他

(

デ

ー

タ・

ベ

ー

ス
・

サ

ー

ビ

ス
)情報提供サービス





1

心

O
「1

付 録2 米 国 主 要 コ ン ピ ュー タ ・サー ビス/VAN業 者

.

コ ンピ ュータ 1'

会 社 名 所 在 地 代 表 者 サ ー ビス関連 最 新 決 算 状 況 サ ー ビ ス 内 容 ・ そ の 他 海 外 進 出状 況
要 員 数

1

APPLIEDDATA R「oute206ConterPrinc6一 JohnR.Benneしt 200 売 上:12.5001000ド ル ・コ ンピュー タ ・サー ビスの う ち カナダ,オ ー ス トラ リア

RESEARCH,hc・ tonNewJer8◎yO8540 (Pre8ident) (75年12月 決算) 80%が シス テ ム ・ソフ トウエア 仏,西 独

内 コン ピュー タ' ・主 な システ ム製品 伊,日 本

サ ー ビス －AUTOFLOW 英国,そ の他14カ 国

10,000,000Pレ －ROSCOE(リ モ ー ト会話 型OS)

－LIBRARIAN(人 事 ファイル)

AUTOMATICDATA 405Rout63 Fr8nkR. 6,500 売上:188.000,000ド ル ・独立 系 コン ピュー タ ・サ ー ビス最大 のベ ンダ ー ベ ル ギー(ブ ラッセル)

PROCESSING,Inc. C[i`ton,NewJer8ey Launtenberg (76年6月 推定) ・パ7チ ・サー ビス(85%)お よびNIS(15%) 英 国(ロ ン ドン)

07015 (Pre8iden川 ・処理サービスには給与計算,受 取勘定,支 払勘定,在 庫 オ ランダ(ハ ーグ,

管理,財 務サー ビス等多岐にわたる。 ロ ブテ ルダ ム)

・設置 コ ン ピュー タ(各 地 域の処 理 セ ンターに設 置) ス ウェー デン(ス トック

－IBM360む よび370
,55台(こ の うち370シ リー ホル ム)

1ズ は約10台) ス イス(チ ュー リプヒ)

－DECPDPIO
,12台,pDP8,90台 西独(ケ ルン,.

－Burr。ugh・4700 ,2台,H。n。yW611 フ ラン クフル ト)

2200,3台,UNIVAC418,3台

BOEINGCOMPUTER P.O.Box708 R,W,Th巳rringtor 3,500 売上=132,000.000ド ル ・・主 な製品 ● よびサ ー ビス 英国,日 本

SERVICES,In。. Dovor,NJO7801 (Pre・id⇔t) (75年12月 推定) －MAIN・STREAM:リ モ ー ト ・コン ビ邑一テ ィング ・ カナダ

サー ビス ・ネ7ト ワー ク

二REACT:デ ー タ ・マネー ジ メン ト ・ンス テ ム(MAIN

STREAMネ ッ トワー クを通 じて利 用可能)
、

料金71500ド ル

－SSDM:シ ス テム ・ソ フ ト.ウエア開 発 および メンテナンス

'

一その 他各 シス テ ム ・パ ヲケー ジ多 数

i・主 な設 置 コ ンピ ュー タ:IBM370/168'"3台 ・IBM

`370/165,IBM370/158…3台 他

|

CONTROLDATA 810034thAvonuoSouth W"IhmC. 121000 ・SDSMをCDCの 中に サ ービス 部門 と して設 け コ ンピ ュ カナ ダ

CORPORATION Minne8poli8,Minno■ot匹 Norri8 (コ ンピゴ タ・売 上:1,別6、 泌9,000ド ル
一 タ ・サー ビス を行 ってい るが

,こ のサ ー ビスの 中に
ベル ギー(フ'ラ ッセル)

55420 (Cb8i/mn息nd ツービス部門) (76年12月 決算) はCyb6r¶etむ よびSBCが 主 な もの であ るo 日 本

Pre8ident) ・CYBERNETサ ー ビス:CDCのCyb6r70,170, その他30カ 国

6000シ リーズ を用い た ネ,ト ワー ク ・サ ー ビス

・SBC二IBMと の 訴訟 に よる示談 の結 果得 た。'こ れ を通

じタイ ム シェア リング ・サ ー ビスか よび ソ フ トウ ェア・
,

サ ー ビス を行 って い る。

・極めて多くのCDCの]ン ピュータを世界各国に設置 し
.

て い るo
.L
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会 社 名 所 在 地 代 表 者

]ン ビュ一 夕

サ ー ビス関 連

要 員 数

最 新決算状況 サ ー ビ ス 内 容 ・ そ の 他 海 外 進 出 状 況

COMPUTER

SCIENCES

CORPORATION

s

一
650NorthSepulv6da

Bou16vordEISegundo,

C81if.90245

Wnい&mR.

9H
oover

(Ghairmana∩d

Pre8ident)

.

7,196 売上:219.910,000ト ル

(76年4月 決 算)

・米 国最大 の コン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ベ ンダ ー

・NIS(INFONET)(2296),フ ァシ リテ ィ ・マ ネー

ジ メン ト ・'サー ビス(20%),専 用 サ ー ビス(特 に ソフ

トウエア)(58の と多領域 サ ー ビスを カバー す るマwチ

・サ ー ビス ・べ!ダ ー

・政府関 係の プロジ ェク トが 多 く(63%),INFONETサ

ー ビス も行 ってい るが,1NFONETは 現 在1400の カス

トマー を保 有

・設置 コン ピュー タ:10台 のUni▼8cllO8,1台 のIB

M360/195

カ ナタ'

ベル ギ ー(ブ ラッセル)

COMSHARE

lNCORPORATED

3001SouthStateSt「eet

AnnArbor,Michigan48106

層

RichardL.

Cr8ndaU

(Pre8idenり

300

、
売 上:12,312,478トrル

(75年6月 決算)

・主 サー ビスはNISで その 他 ソ フ トウ ェア ・プ ロダク ト・

サー ビス お・よび専 門サ ー ビスが あ るo

・同 社の主 サー ビス.

-COMPASS:専 門 会計 サ ー ビス(現 在60社 以上 の 会

計 専門 会社が ユ ーザ ー)

-4 .1.1.シ ステム:電 話 会社 用の トラフ ィ フク マ ネー

ジ,装 置等の コン トロー ル ・システ ム

ーPRO/FILES:ス キル ・イ・ンベ ン ト リーを含 めた 人

事 マ ネー ジメ ン ト・ ンス テ ム
.

カナダ(ハ ミル トン,ロ ン

トン,モ ントリオール,オ

タワ,ト ロント,パノクーパ)

英国(ア パーディーン,バ ーミンガム

ブリストル,グ ラスゴー,ロ ン

ドン,ウ ェークフィールド,

ウォリントン,ワ 〃 トノ,

ウィンチェスター)

ベ ルキー(フ'ラ ッセル)

オ ランダ(ハ ーグ)

日本(東 京,大 阪),仏

ELECTRONIC

DATASYSTEMS

CORPORATION

7171Fore8tLanO

Dal|8s,Texa8

H.R。85Perot

(Ch8irmanofthe

BoardandChi8fEx-

ecutiveOfneer)

31660 売 上=123.896,000ド ル

(75年6月 決 算)

・主 サ ー ビス 分野 は ファ シ リテ ィ・マ ネー ジメン ト ・ED

Sは 特 にFM分 野のlj－ デ ィング 企業で あ る。

・業 界 向け と しては 最近特 に医 療分野 か らの売 上が増 加 し

てい るo

・積極的海外活動の意向あり

(現 在は未進出)

GREYHOUND

COMPUTER

CORPORATION

Greyh。"dT・w・r

Phoenix,Arizona85077

OlieSwanky

(Pre8ident)

800 売 上:56,000,000ト ル

(76年12月 決算)

内 コン ピュー タ ・

サ ー ビス

10.000,000トw

・バ7チ,NIS,フ ァ シリテ ィ ・マネー ジメ ン ト,デ ー

タ ・エ ン ト リーな ど幅 広い サー ビスを行 ってい る。

・そ の他 第3者 リースの サ ー ビスを行 って お りIBM360

ン リーズの 最大 の リース会 社 であ る。

・同 社は 最近IBMコ ンパ チ ブ ルの テー プ とか デ ィス ク ・

ドライブ

カナ ダ(ト ロン ト)

ス イス(ツ ー ク)

日本(東 京)

英国,仏,西 独

メキ シコ,ス イス,オ ース

トラ リア

GRAPHNET
L

SYSTEMSINC.
「

99W.Shefいeld

AvenueEnglewood

NJO7430

lBarryYomp。1

(社 長)

.GRApHIC,SC△NNINGCO.の 子 会社

・バ ケ プ ト交換 方式 に よる ファク シ ミ リ通信 サ ー ビス

・異種 端末 間の 送信 可能

・24都 市 間 でサ ー ビスを開 始 し,現 在は50都 市 に拡張

・料金 は従 量制 で あ るが,フ ァクン ミリ設備 特有 の もの と

な ってい る。

ベル キー,デ ンマ ーク,

仏,伊,オ ラ ン ダ.

ノ ・一ル ウェー,ス ペ イン,

スウ・一デン,ス イス,英 国

との 接続

(FCC77年1月 認 可)1
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コン ピュー タ

会 社 名 所 在『 地 代 表 者 ウー ビス関連 最 新 決 算 状 況 サ ー ビ ス 内 容 ・ そ の 他 海 外 進 出 状 況
要 員 数

1TTDTS N6wYork F.T. ・ITTの 子会社

CASSIDY ・COM-PAK網 と呼ば れ る メ7セ ー ジ交 換 とバ ケ7ト

(社 長) 交換を統合した もの

・当面 は異 方式の フ ァク シ ミリ接続(FAX-PAK)

・データ端末通信,言 語処理通信も計画

・当初 は14都 市間,将 来は24都 市 でサ ー ビス

・料金は加入科,送 受信科 ,一 時的設置科より成る

INFORMATICS 21031VenturaBoulev8rd Dr.W8いerF. ll800 売 上:57,000,000ド ル ・種 々の サー ビス を幅広 く行 うマル チ ・サ ービス ・ペ ン カ ナダ(ウ イ ローデイル)

1nc, Wood18ndHi口8, Bau6r (76年12月 決算) ダ ーで ある。 デ ンマー ク(コ ベ ンハ ー

California9[364 (Presid.nt) ・主 な ソフ トウエア ・フ'ロダ ク ト ゲ ン).

－MARKIV(デ ー タ ・マ ネー ジメ ン ト) ス イス(ジ ュ ネー ブ)

－INTERCOMM
,BETACOMM,MINICOMM(3つ 日本,オ ー ス トラ`,ア,

と もテ レブ ロセ ッン ング ・モ ニ ター) ア フ`ノカ,そ の 他欧州 各国

－LIFE-COMM皿(生 命 保険 会社向)
,ACCOUN≡

TlNGWそ の他

.タ イ ムン ェァ リング ・サ ー ビス の実 施

・設 置 コン ピュー タ:IBM370/158,2台

一 一.
INTERACT【VE 4867「otte五 －PondRoad JackA.Arnow 300 売 上:12.00qOOOド ル ・NIS(80%) ,ソ フ トウエア ・プロダ ク ト(15%) 英 国(ロ ン ドン)

DATACORPORATION
Waltham,M囲s8chu3ett8

(Pr◎ ヨid。nt)
人以上 (75年12月 決 算) 専用サービス(5%) 西 ∫虫

02154 ・主 なサ ー ビス製品 その他西欧諸国
－CPS:財 務 関係 分 析ノス テ ム

－ANALYSTICS=財 務 サー ビス(株 式 市場 向

け) 「

-XPORT:投 資 分析 専用 ア ブ'`」ケーシ 。ン

・・設 置 コン ピュー タ:IBM370/168,IBM

370/135,DECPDP-11,2台

ITELDATA 3CorporateParkDrive WnIhmH.Bird 950 売上:25.900ρ00ト 為
・パ ッチ ・サ ー ビス(67%)

,NIS(33%)

SERVICES WhitePlains,NewYork (Pre.idenり (75年12月 決算) ・NISの 主 な使い 方は イ ノタ ラクテ ィブ ・モ ー ドであ る。

10604 ・ア プ リケー シ ョン ・サー ビスは主 として中 小規 模 ビジ

ネス向 であ る。

・設 置 コン ピュー タ

－IBM370/155
,4台

－IBM360/40
,7台

－IBM360/30

－Burroughg5500
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コン ピュー タ
F

.

会 社 名 ・所 在 地 代 表 者 サー ビス関連 最 新 決 算状況 サ ー ビ ス 内 容,そ の 他
'海 外 進 出 状 況

要 員 数
,. 一'一

F」 一 1.

MARTINMARIETTA 1300E・ 、t」 。PP・R。 。d B息rryD.Rowe 1,200 売上:1,053,366.000ド ル ・フ ナン リテ ィ ・マ ネー ジメ ン ト,NIS,ソ フトウエア・プo 英 国(ロ ン ドン)

DATASYSTEMS Baltim。re,Marry1⑪d (President) (800 (75年12月 決 算) タク トお よび専 用 サー ビス を行 う噺 レチ・サービス・ベンタニ その他欧州各国

21204 iロU,S, 内 コ ンピ ュータ ・ ・売上の約半分が親会社に対するサー ビス
シ

サー ビス ・アプ リケー シ ・ンではMAS
,モ ジ ュ ラー ・ア プ リケ ー

43,000,000ド ル推定 シ5ン ・システ ムがIBMの イ ンハ ウス用 と して有 名。

・設 置 コン ピ ュー タ

A 一1BM370/168S ,2台 －IBM370/135

・

－IBM370/158S
,2台 －IBM360/50

」、

－IBM370/145-CDC6500

MCIDTS Wa8hingtonDC ・MCICOMMUNICATIONOORP .の 子会 社

・パケ,ト 交換集信方式の欠点 を是正する様 の々手法を

組合せた総合システム

・顧客の要望に応 じたシステムの提供

・当 初は30都 市
,将 来 は48州 とD.C.で サー ビス

・料金 は.専用線 形 式の定 額性,メ7セ ー ジ ・プ ロ7ク 毎
「

の従量制,伝 送件数による従量制の3系 1

NATIONALCSS, 542Wo8りortAvenue RiehardH. 606 売 上:35,603,000ド ル ・年 間売 上の91多 がNIS ,残 りは パ ンチ処理 蛤よび専門 英国(ロ ン ドン)

lNCORPORATED
,N

orwalkConnectlcut, Oren8toin (76年2月 決算) サ ー ビス 仏(バ リ)

0田51 (Chairm"。f ・主 な サー ビス 西独
.

theBoard,Direc一
－TSSサ ー ビス

t・r) 一 ア プ リケ ーシ.ン ・サー ビス:財 務関係,デ ー タ ・

ペ ース ・マ ネー ジメ ン トな どの カス トマー向 け プロ

グ ラム開発 サ ー ビス

.設 置 コン ピュー タ=-IBM370/168-IBM36(レ673台

.

－IBM370/1582台

「 .

1

一その 他IBM360シ リー ズ ,

RAPIDATA,Ine. 20NewDutchLane RobertJ, 287 売 ヒ=M.772,314ド ル ・完 全 なNISベ ン ダ= 英国(ロ ン ドン)
-

FairfieldNJO7006, 0'Bri◎n (75年12月 決 算) －RAPIDLINK:ユ ーザーがRAP .IDATAの ネ フトワ

(Pre3ident)
一クを通 じて

,HOSTの 使用を行%
－RAPIDVOICE:タ ッチ ・トー ン電 話 に よるイ ン

.プ ッ トと音 声 に よる応 答

。設 置 コン ピュー タ=-IBM370/158-DEC1070,

2台'-Honeywell437,13合 －DECl田0
1

,

ll
一



ー

司

㊤

ー

コン ピュー タ

会 社 名 所 在 地 代 表 者 サー ビス関 連 最 新 決 算 状 況 サ ー ビ ス 内 容 ・ そ の 他 海 外 進 出 状 況
要 員 数

TYMSIIARE 2705VaUeyGreenDrive TomO'Rourke '1
.500 売 上:561442、669ト ル ・主 と してNIS(65%)そ の他 パ ッチ ・サ ー ビス(20%) ベ ルギ ー(ブ ラ ワセル)

CORPORATION Cupertino,California (PresidenD
.

(75年12月 決算) ファシ リテ ィ ・マ ネー ジメ ン ト(20多) ,ソ フトウエア・ 英国(ロ ン ドン)

95014 サ ー ビス(5%)な どのサ ー ビス も1部 行 ってい る。 仏(パ`」),日 本(東 京)
一同社 のTymnetは 全'米90ヵ 所(ノ ー ド)を 結 ぶ ネ。 オ ランダ(ハ ーグ),

トワー ク で,そ の他 ロン ドン,パ リ,日 本 な どに も 西独(フ ラ ンク フル ト)

進出 カナダ(モ ン トリオ ール)

・設置 コ ンピ ュータ はHOSTと して どの ノー ト'から も

接続可能でIBM370シ リーズなど合計約40台

・VANサ ー ビスを行 な う 子会 社
,TYMNBT設 立 。

.

TELENET 105017thSt. LawrenceG. BBNの 子会社として発足 ・カナダのTCTSのDATA

CO八 皿ほUNICATIONS w Roberts ・ARPANET開 発により得た技術を大福に採用 したパ PACと 接続
Washingto旦DC20036 (社 長) ケ7ト 交換 ナ ー ビス ・英国との接続 を計画

⑳当面 は コン ピュー タ間 サ ー ビスに限 定
(FCC77年1月 認可)

・現 在45都 市間で行われ ,84社 のホス トが接続 されて
い る

・衛星通 信回 線 によ『る国 際'句 ・ト交換 ・い一ヒヌ を計 画中

・料金はアクセス料(定 額)+従 量制

UNIVERSITY

OOMPUTING

COMPANY

7200St・mm・ngFr・ ・w・y

Da11聰,Texa875Z47

FrankL。

Harry

(Pr・sidenD

11200

(米 国内)

21030

売上:80,369.000ト 拓

(74年[2月 決算)

・事務計算かよび技術計算向NISお よびソフトウエア ・

プロダクト・サー ビス

'UCCの 製品は銀行分野
,科 学技術計算,商 用分野の3

英国(・ ン ドン)

そ の他欧 州21カ 国

(海 外) ディ ビジ ・ンよ リサ ー ビスが 行われ る。

・設置 コンピ ュー タ:-IBM370/155-Univao

1108S5台,-1BM360/65,2台

－CDC6600



'



第2部 技 術 調 査 編

1.総 論

L1対 象 シ ス テ ム の イ メ ー ジモ デ ル

1.2技 術 的 問 題 点

1.3今 後 の検 討 事 項

2.ネ ッ ト ワ ー ク プ ロ コ トル

2.1プ ロ トコ ル の 階 層 と分 担

2.1.1プ ロ トコル の 種 類 の 構 成

2.1.2機 能 的 プ ロ トコ ル の 機 能 分 担

2・L3装 置 対 応 の プ ロ トコ ル の 機 能 分 担

2.1.4基 本 プ ロ ト コ ル(ノ ー ド聞 及 び ノ ー ドホス ト間)の 比 較 評 価

2.1.5プ ロ ト コル と ネ ッ トワ ー ク ア ー キ テ ク チ ア

付 録

2.2基 本 プ ロ トコ ル の 比 較 評 価

2.2.1は じ め に 。

2.2.21SOの 動 向

2,2.3CCITTの 動 向

2.2.41BMの 動 向

2.2.5基 本 プ ロ トコ ル の比 較

2.2.6×25パ ケ ッ ト

2.2.7お わ りに二

2.3ホ ス ト間 プ ロ トコ ル の 比 較 評 価

2.3.1ホ ス ト間 プ ロ トコ ル の 機 能



2.3.2既 存 ネ ッ ト ワ ー ク の ホ ス ト間 プ ロ トコ ル の 比 較

2.3.3杢 票準 イヒ動 向

2.4高 位 プ ロ トコ ル の 比 較 評 価

2.4.1概 要

2.4.2会 話 型 端 末 制 卸 プ ロ トコ ル

2.4.3フ ァ イ ル 転 送 プ ロ トコ ル

2.4.4リ モ ー ト.ジ ョ ブ.エ ン ト リー

2.4.5そ の 他 の プ ロ トコル

2.4.6モ ジ ュ ー ル 構 成

2.4.7今 後 の 課 題

3網 間 接 続 に於 げ るGateway機 能

3.1は じ め に

3.2Gatewayの 構 成

3.2.1Gatewayの 位 置 づ け

3.2.2Gatewayの 実 現 方 式

3.2.3Gatewayの 構 造

3.3プ ロ トコ ル の変 換 機 能

3.3.1計 算 機 網 の プ ロ トコ ル

3.3.2プ ロ ト コル の変 換

3.3.3ア ドレ ッ シ ン グ

3.3.4ヘ ッ ダ の 構 成

3.4メ ッ セ ー ジの 分 割 と再 生

3.4.1メ ッ セ ー ジの 分 割 と再 生

.プ ロ ト コ ル



3.4.2シ ー ケ ン シ ン グ(番 号 付 け)

3.4.3フ ロ ー 制 御

3.5機 密 保 護

3.6Gatewayの 処 理 効 率

3.7お わ りに

4セ キ ュ リテ ィ機 能

4.1セ キ ュ リテ ィ

4.1.1侵 害 行 為

4.L2セ キ ュ リテ ィ対 策

4.2コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム
、の セ キ ュ リテ ィ

4.2.1管 理 的 対 策

4.2.2技 術 的 対 策

4.2.3セ キ ュ リテ ィ対 策 上 の 問 題 点

4.2.4デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の セ キ ュ リテ ィ

4.3コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの セ キ ュ リテ ィ

4.3.1リ モ 一一.一トタ ー ミナ ル の セ キ ュ リテ ィ

4.3.2ネ ッ トワ ー ク の セ キ ュ リテ ィ

4.3.3安 全 性 対 策 へ の ア プ ロ ー チ

5無 線 ・衛 星 通 信

5.1無 線 パ ケ ッ ト通 信 の 技 術 的 経 済 的 評 価 と実 用 化 の 検 討

5.1.1は じ め に

5.L2パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ ト ワー ク の 構 成



5.1.3無 線 チ ャ ネ ル の ア ク セ ス方 式

5.1.4パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワ ー ク の 技 術 的 問 題 点

5.1.5無 線 パ ケ ッb通 信 の 経 済 性 の 検 討

5.L6実 用 化 の 検 討

5.1.7無 線 パ ケ ッ ト通 信 の 適 用

5.1.8お 走)り に

5.2衛 星 通 信 方 式 の 評 価

5.2.1国 際 伝 送 路 の 現 状

5.2.2衛 星 通 信 方 式 の 実 用 性

5・3国 際 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成

付 録

6分 散 型 デ ー タ ベ ー ス

6.1定 義 と そ の 関 連 事 項

6.1.1定 義

6.L2Distributed/Decentralized

6.1.3分 散 プ ロ セ ッ シ ン グ(処 理)

6.1.4ネ ッ トワ ー ク

6.1.5シ ェ ア ー ドフ ァ イ ル/シ ス テ ム

6.2構 成 の 形 成

6.2.1フ ァ イ ル か ら み た 分 散 の 形 式

6.2.2シ ス テ ムの 構 成 方 式 上 か ら み た 分 散

6.3デ ー タの 管 理 と特 質

6.3.1制 卸 お よ び管 理



6.3.2

6.3.3

6.3.4

均質 性

デ ー タの 冗長 性

デー タの 関連 性

6.4分 散 の動 機 と理 由

6.4.1

6.4.2

6.4.3

ユー ザ ニ ーズ的 要 因

技術 上 の理 由か らの 分散

そ の他

6.5

6,5.1

6.5.2

6.5.3

6.5.4

6.5.5

6.5.6

6.5.7

6.5.8

分 散 シス テ ムの実 例

XDMS(ExperimentalDataManagelnentSystem)

MININET(Uni'v.ofWater100,Canada)

SOCRATES

ARAMIS

CONIT

RSEXEC

CITIBANKの 例

ソ シ エ テ ジ ェ ネ ラ ル の 例

6.6分 散 型 デ ー タ ベ ー ス に 伴 う諸 問 題

6.6.1資 源 配 置 と共 用 問 題

6・6・2論 理 構 造 モ デ ル と言 語 問 題

6.6.3シ ス テ ム 設 計 の 問 題

6・6・4分 散 デ ー タ ベ ー ス のSecurityとIntegrity .

6.6.5標 準 化 の 問 題

付録 運用 に関す る資料



第2部 の 執 筆 者

1.総 論

2.ネ ット ワー ク プ ロ トコル

2.1プ ロ トコ ルの階 層 と分担

2.2基 本 プ ロ トコルの 比較 評 価

2.5ホ ス ト間 プ ロ トコル の 比較評 価

2.4高 位 プ ロ トコル の比 較評 価

3.網 間接 続 に於 け るGa七eway機 能

4.セ キ ュ リテ ィ機能

5.無 線 ・衛 星通 信

5.1無 線 パ ケ ット通信 の技 術的 経済 的評 価 と

実 用化 の検 討

5.2衛 星通 信 方式 の評 価

6.分 散 型デ ー タベ ース

附 録 運 用 に 関す る資料

山 本 欣 子

高 月 敏 晴

今 村 幸 雄

小 川 義 久

松 永 宏

中 村 利 武

楠 森 昭

勅使河原 可海

井 上 誠 一

平 子 叔 男

井 上 ケ ン



1.総 論

本 プ ロ ジェ ク ト"国 際情 報 ネ ッ トワー クの 調査"に おい ては,3つ の側 面,

即 ち,需 要,法 制,技 術 の それ ぞれ に対 して 調査 小 委 員会 を設 け具 体 的 検討 を

行 な った。 本 報 告書 は この うち技 術 調査 小委 員会 にお ける検討 結 果 を まと めた

もの で あ る。

本年 度 にお ける技 術 調 査小 委員 会 の 目的は,今 後 国際情報 ネ ッ トワー クの 建

設 ・運 用 を進 めてい くに あた り,と くに重点 的 に 考慮 すべ き技 術 的 要素 の現 状

を分 析整 理 し,更 に それ ぞれ の 問題 点 の 指摘 を行 な うこ とであ った。

今 回取 り上 げ た項 目は,プ ロ トコル の標 準化,網 間接続,セ キ ュ リテ ィ機 能

無 線 ・衛 星通 信,分 散型 デー タベ ー ス等 であ り,い ず れ も現在 コン ピ ュー タ ・

ネ ッ トワー ク にお ける中 心的 課 題 であ る。 また運 用 上の問題 と して は と くに ア

カ ウ ンテ ィン グ を中 心 に 現 在 稼動 中の 諸 シ ステ ムの 料金 に関 す る デー タ を資

料 と して記 載 した。

以 下 に本 報 告 書 技 術調 査 編の 総 論 と して,対 象 シス テムの想 定,現 時 点 にお

ける技 術 的 問 題 点 の抽 出,今 後 の検 討 事 項等 につ き述べ る。

1.1対 象 シ ス テ ム の イ メ ー ジ ・モ デ ル

本 委 員会 で対 象 とす る ネ ッ トワー ク ・シ ス テムは"コ ン ピュー タ と通信 回線

が 統 合 され,何 等 か の形 で リソー ス を共用 す る シ ス テム"と い う,か な り広義

の 定 義 に もとつ い てお り,従 来 の 専用 の各 種 オ ン ライ ン ・シス テム,TSSシ

ステ ム等 を も包 含 す るが,対 象 を よ り具体 化 す るた め にい くつ か の イメ ー ジ モ

デル を表1-1に 例 示 す る。 これ らの シス テ ムの 前提 は次の よ うな もの で あ る。

(1)実 際 に 国際 的 ネ ッ トワー ク を形 成 す る可能 性 の ある もの

(2)国 内 シ ステ ムで あ って も技 術 的 に高 い ポテ ン シ ャル を もち,国 際 的 な評

価 を受 け 得 る もの
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(3)国 際 ・国 内 と も公共 的 性格 を もつ もの

〔4)現 在 計 画 進行 中 の もの も将 来 可能 性 を有 す る もの も含 む。

なお,企 業 内 シス テム と して も各業 種 それ ぞれ相 当 な規 模の ネ ッ トワー ク ・

シス テム を構 築 し得 る ポテ ンシ ャル とその ニ ー ズ を もつ企 業 が あ るが,こ こで

は省 略 した。

1.2技 術 的 問 題 点

本 小委 員 会 で 検討 され た各項 目に対 す る現 在 の技 術 的問題 を抽 出 する。

(1}ネ ッ トワー ク ・プロ トコル と標 準化

ネッ トワー ク ・プロ トコル の 階層 化,各 階層 の 機能分 担,各 レベ ルの プロ

トコルの機 能,国 際 的 標準 化動 向 等 が主 な 話題 で ある。 これ らに 関 して 以下

の よ うな問題 点 が指 摘 され た。

① プ ロ トコル階層 間 の機 能 分 担 と負 荷 分 担:

ネ ソ トワー ク ・プ ロ トコル の階層 化 の利 点 は今 更云 々 す る まで もないが,

この階 層 には ロ ジカル な もの と フ ィジ カル な もの とがあ る。 即 ち,論 理 機能

的 な階 層 と それ をハー ドウ ェアお よ び ソ フ トウ ェアで 実際 の 装置 上 に イ ン プ

リメ ン トす る場 合 の物 理 的 階 層 とを区別 して考 慮 する必要 があ り,両 者が1

対1に 対応 す る とは限 らtsい 。 論 理 的 階 層化 の利 点 を損 なわず,且 つ総 合 機

能 と して の ネ ッ トワ ーク ・シ ス テム の経 済 的 ・効 率的 な実用 性 の観 点 か ら最

適 な設 計 が行 われ る ことが望 ま しく,今 後 と も更に定 性 的,定 量 的 な評価 が

必要 で あ る。

② 各 種 ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ャお よび プ ロ トコルの 国際標 準化 案 等

の相 互 の整 合 性 と比 較評 価:

内外 の コン ピ ュー タ ・メ ー カが発 表 して い る ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ

ャの それ ぞれ の フ ィ ロソ フ ィお よび具 体 的 機能 の総合 的 比較 を行 うと と もに

HDLC,X25等 を始 め とす る国際 標 準 化案 との整 合 性 の 検討,今 後 の標
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準 化 動向 へ の追 従 等 ネ ッ トワー クに お ける各 シス テ ム の独立 性 と統 合性 の 矛

盾 点 を検討 す る こ とが 必要 で あ る。

③ バ ーチ ャル ・コール対 デ ー タ ・グ ラム の評価 と プロ トコル設 計 上へ の配

慮:

バ ー チ ャル コール対 デ ータ グ ラムの 問題 は デー タ交換 網 の レベ ル とよ り高

位 の コン ピュー タ間通 信 の レベル と双方 に存在 す る が,現 在 国 際標 準 の動 向

も この点 に つい て は 必ず し もまだ結論 が でて お らず,原 則 として この ど ち ら

か を基本 機 能 と し,他 をオ プ シ 。ンと して 両方 を サ ポー トす る とい う線 を出

して い る。 しか し なが ら ア プ リケ ー シ 。ンの種類,多 様 な端末 機,処 理 の オ

ー バ ヘ ッ ド等 さらに,種 々の 観 点 か らの 評価 が 必要 で あ る。

④ISOとCCITTの 分担:

元 来ISOは 情 報 処 理 サイ ドの,CCITTは 通 信 サ イ ドの 国際 標 準化

機 構 で あ り,そ れ ぞれ そ の分 担 範囲 は,か な り明確 に区 別 されて い たが,近

年,と くに コ ン ビ㌧ 一 夕通信 網 をめ ぐる種 々 の 問題 は,両 者 の接点 的 な諸 要

素 が 多 く,そ の分 担 領域 が不 明確 に な って きた 。 こ の影 響が 当然 国 内的 に も

発 生 して くる可 能 性 があ る。 、

⑤ 標 準 化 の限 度 と時 期:

現 在 プロ トコルの 国際 標 準 化案 と して,リ ン ク レベ ルのHDLCがISO

で,網 とパ ケ ッ ト端 末 間 の イ ン タ フ ェー スX25がCCITTで,そ れ ぞれ

審議 決 定 の 気運 に ある が,よ り高位 の コン ピュー タ間 通信(ホ ス ト間)の プ

ロ トコ ルは,IFIPの 下 部 機構 で あ るINWG(lnternationalNetwork

WorkingGroup)が,End-to-Endプ ロ トコル と して プ ロポー ザル を作 成

した段 階 で,こ の レベ ルの プ ロ トコル の標 準化 は まだ か な りの日時 を要 す る

模 様 であ る。

一 方 ,ホ ス ト間以 上の 高位 の レベルの プロ トコル は,技 術 的 に もまだ安 定

して お らず,標 準化 は時 期 尚早 の声 もあ る。 また他 方 では,一 般 の 情報処 理

諸要 素 に比べ,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クは標 準 化優 先 の 立場 を とる必 要
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が あ る と も言われ,ど こまでの 機能 をいつ までに 標 準 化すべ きか は一 つ の検

討 事項 であ ろ う。

(2)網 間接続 に お け るGateway機 能

プ ロ トコルの 標 準化 の 前段 階,あ るいは既 存 ネ ッ トワー ク同 志 の結 合 に よ

る よ り広域 の ユー テ ィ リゼー シ ョンの 向 上策 と して,あ る いは ナ シ ョ ナル ネ

ッ トワー ク同 志 の接 続 に よる 国際 ネ ッ トワー クへ の発 展 の一 過程 と して,網

間接続 の 問題 は今 後 と も重要 な技 術 の一 つ と考 え られ る。Gatewayは 網 間接

続 の際 の 異 な った プ ロ トコル間 の変換 を行 う もの で あ り,網 間接 続 に よる信

頼 性,効 率 性 の低 下 を最低 限 に 食い止 め るべ き使 命 を持 って い る。 網 間 接続

お よ びGatewayに 関 して は 以下 の よ うな問題 点が あ げ られ る 。

① 接 続方 法:

網 の接 続 方法 と して は,接 点 にGatewayプ ロセ ッサ を設置 す る方 法,結 合

網 サ ブネ ッ トを設 け る方法,Gatewayプ ロセ ッサ に 各網 を星 状 に接 続 す る方

法等 があ る。い ずれ も長 短 の特 性 を持 ち,そ れぞ れの 環境 条 件 に よ り検 討 せ

ね ば な らな い。

② プ ロ トコル変 換 の レベ ル:

網 間 接続 で プロ トコル の変 換 を行 う場 合,そ の レベ ルは,リ ンク レベ ル,

ホ ス トレベ ル,ユ ー ザ レベ ル の3種 類 が考 え られ る。 いず れ もそ れぞれ 問題

点 を もつ が,変 換 処 理 の効 率,ア プ リケ ー シ ョンに よ らぬ汎 用 性 等 の観 点 か

らホ ス トレベル を推 す意 見 もあ るが,な お 具体 的 な検 討 が必 要 であ る。

③ 機 密 保護:

複 数 網 にわ た る セキ ュ リテ ィ問題 は,そ の責 任 の所 在,各 網 で の許 容 度 の

差 異,Gatewayで 行 い うる処 理 の限 度等 問題 点 が多 い。

④ メ ッセ ージ処 理:

メ ッセ ー ジのサ イ ズ,ア ドレ ッシ,ング,ヘ ッダー フ ォー マ ット,分 割 ・再

生,シ ー ケ ンシ ン グ,エ ラー処 理,フ ロー制 御等,一 つの網 での メ ッセ ー ジ

処 理要 素 の すべ て が,網 間接 続 の問題 とな る。 と くに メ ッセー ジ交 換 とパ ケ
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ッ ト交換 等 交 換 方式 の異 な る網 同志 の 結 合 にお いて は,メ ヅ七 一 ジの 分 割 ・

再 生 の 処理 過 程 に おけ るバ ッフ ァ管 理 と,デ ッ ドロ ックの 防 止策 が特 に重 要

で ある。

(3}セ キ ュ リテ ィ機能

不 特 定多 数 の ユ ー ザが 多 目的 に利 用 す る 可能 性 の 強い コ ン ピュー タ ・ネ ッ

トワー クでは,単 一シ ステ ム 以上 の セ キ ュ リテ ィあるい は機 密保 護 機能 に対

す る配 慮 が必 要 とな り,以 下 の よ うな問 題 点 が指 摘 される。

① セキ ュ リテ ィ機 能 の負荷 分担:

ネ ッ トワー ク にお け る セ キ ュ リテ ィ機能 は デ ー タ交換 網 とホ ス トで分担 す

る こ と とな る。 また ホ ス ト内 で は 更に,ホ ス ト間通 信 レベ ル,デ ータ ベ ー ス

関係 の 高位 プ ロ トコル レベル,各 ユー ザ アプ リケー シ。 ンレベ ル等 に 分化 さ

れ る。 これ らの どこで どの 部分 を分担 す る ことが最 適 か を,総 合 的 な経 済 性

効率 性 な どの観 点 か ら検 討す る必 要 があ る。

② データ交換 網 にお け る セ キ ュ リテ ィ機 能 の限界:

リソ ース シ ェア リング タイ プの ネ ッ トワ ークで は,各 ホ ス トコン ピ ュー タ

の既 存 のOS機 能 をで きる限 り活 か す こ とが1つ の条件 と な るた め,ホ ス ト

側 の セ キ ュ リテ ィ機能 は 既 に限 定 されて お り,ネ ッ トワー クに 結合 したが 故

の セ キ ュ リテ ィ機能 は,あ る程 度 デ ー タ交 換網 レベ ル に負荷 が か か る 可能 性

が あ る。 また専 用 の ネ ッ トワー クでは その 利用 目的 か らSWIFTの 例 に み

る よ うに 交換 網 レベ ルの分 担 をか な り重 視 す る こ とが可 能 で あるが,公 共 網

あ る い は汎 用網 にお いて は 伝送 効 率 の 点 か ら も限度 があ り,閉 域 接続 を含 む

デ ー タ交換 網 レベルの セ キ ュ リテ ィ機 能 の限 界 を 更に追 求 す る必要 が あ る。

③ 運用 で カバ ー すべ き点:

ネ,ト ワー クの セキ 。 リテ,機 能 は 八 一 ドウ 。アお よび ソ フ トウ・ アで実

現 す る以外 に運 用 で カバー す べ き点 も多い。 また経 済性 お よび 効率 性 の 観 点

か らす る と,運 用 上の 問題 と して 処置 し得 る部 分 が 多 い方 が 望 ま しい。 そ し

て これ は ネ ッ トワー クの運用 とい うまだ経 験 の浅 い分野 に新 しい問題 を提 起
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す る こと と な る。

(4)無 線 ・衛 星 通信

無 線 に よ る国 内通 信 は,従 来 災害時 の 緊急 用 と して の有線 通 信 の補 助手 段

お よび 移動 通 信等 と して利 用 され て きた が,デ ータ通信 の利 用 拡 大 に伴 ない

無 線 通信 の活 用 が ク ロー ズ ア ップ されて き た。 また,従 来 よ り通 信 の主 要 媒

体 と して利用 されて きた衛 星通 信 もデ ー タ通信 の た めの 伝 送路 と して活 用 さ

れ る傾 向 に あ る。 これ ら,無 線,衛 星 通 信 で は有線 との比 較,経 済性 等 を含

め以 下 の よ うな問 題 点 が あ る。

① 伝 送 品質:

VHF帯,UHF帯 等 を利 用 す る地 上無線 は有 線 に比 べ ノイ ズ,歪,多 重

通信 に伴 う=F渉 等 の影響 が大 き く,と くに高速 通信 で は,デ ィ ジタル伝 送 の

品 質,広 帯域 巾 の確 保等 を含 め,ま だ技 術 的 に研究 段 階 の もの も多 い 。

一方 衛星 通信 の伝 送品 質 は海 底 ケー ブル と比較 して殆 ど差 異が な く今 后 と

も国 際 間の 主 要 な伝 送媒 体 と して 活用 さ 几よ う。 た ゴし伝 送遅 延 時 間 が大 で

あ るた め,デ ータ通 信網 に対 して は この 点 へ の配慮 が必 要 で ある。

② ネ ッ トワー ク プ ロト コル:

無 線 リ ンクに よるデ ー タ ネ ッ トワー クにお いて は,中 心 局 ・中 継 局 の配置

多局 ネ ッ トワー クの 構成 等 に対 応 するル ー テ ィ ング,ト ラ ピッ クコ ン トロー

ル等 を含 む プロ トコルの整備 が 必 要 で あ る。

③ 機密 保 護:

無 線 通信 は誰 で も聞 く ことが で きるた め,有 線 に比べ 機密保 護 の観 点 か ら

は無 防 備 で ある。End-to-Endの 確認 方 法,防 害 通信 識 別 方法 等 の 技 術 が

整 備 され ね ば な らない。

衛 星通信 方式 では地球 局 を設置 しな い限 り傍 受 で きな いの で実際1二の 危 険

は少 い が,ス ク ラ ン ブリ ング手 法 な どが 機 密保 護 工有効 とな ろ う。

④ 周 波 数 利 用 上の制限:

各種 業 務 に割 当 て られ,利 用 され る周波 数 資源 は有限 であ るの で,周 波数
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有 効 利用 の 方式 を開 発 す る こ とが今 后 重 要 とな ろ う。

⑤ 経 済 性:

通 信 コス トは通 信 距 離 およ び回線 容 量 に よ り影 響 を受 け る。 地 上 無線 ・有'

線 を比較 すれ ば,通 信 自体 の コス トは無線 の 方 が安価 と考 え られ るが,局 の

建 設 を含 め初期 費用 は か な り高 い。 国 際 間 の 衛星 通 信 と海底 ケー ブルの比 較

に おいて は,一 概 に優 劣 を論 ず る ことは で きな いが,現 状 では 一般 に遠 距 離

通信 には 衛 星 系 が有利 で あ る。 これ らの通 信 媒体 の経 済 性 を高 め るには,今

后,夫 々の 媒体 に適 した通信 方 式の 開発 導 入が 重要 な ポ イ ン トとな ろ う。

⑥ デ ィ ジタル衛 星 通信 方 式:

ディジ タ ル通 信技 術 を ベ ー ス と した衛 星 通 信 システム の開発 は重 要 であ り

TDMA方 式 の経済 的構成,地 上 ・衛 星回 線 間 イ ンター フ ェー ス技 術,同 期

技 術,誤 り訂 正方 式,デ ィジ タル統 合網 へ の指 向 な どを検 討 して行 く必要 が

あ ろ う。

(5)分 散 型 デー タベ ー ス ・.マネー ジメ ン ト

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの大 きな利 用 目的 の1つ は デ ー タベ ー ス リソ

ー スの共 用 で あ り,そ の典 型 的 な形態 と して 分散 型 の デー タ ベー スが 存在 し

デ ー タベ ー ス固有 の もの の他,下 記 の様 な問題 点 が 存在 する。

① 分散 型 デー タベ ー ス の形態 とニー ズ:

分 散型 デー タベ ー スの機能,形 態 等 に関 す る定 義 は現在 まだ 明 確 で は な い

が,そ の 利用 目的,ニ ー ズ,利 用 方 法 等 を整理 分 析 し,実 現 性 の高 い シ ス テ

ム モ デル を まず 設定 する ことが必 要 で あ る。

②Integrity&Security:

個 々 の デー タベ ー スに おい て も これ は 重要 な問題 で あ るが,デ ー タベ ー ス

が 分散 され た場 合に,そ れ を運 用 す る組織 間 で の管 理 レベ ルの 差 が生 じる 可

能 性 が あ り,ま た分散 の度合 が高 まるに つれ,.ヒ 記 の機能 サ ポー トに対 す る

経 済 的 オー バーヘ ッ ドの増 大 を招 き易 い。

③ デー タベ ー ス管理:
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ネッ トワー ク内の デー タベ ー ス リソー スの所 在 情報 管 理 を含 む デ ィ ク シ ョ

ナ リあ る いは デ ィ レク トリの管 理 は,デ ー タベ ー ス自体 の分散 化 とは別 に管

理 の分散 化 ・集 中化 が問 題 とな る。 更新 に伴 う効率 や デ ッ ドロ ック,前 項 の

Integirty,Security等 に も関連 す る問 題 と な る。

④ 標 準 化 と プ ロ トコル:

非 均質 な分 散型 デ 一 夕ベ ー ズは処 理 上 の効 率 性,使 用 者の 操 作性 等 の 点 か

ら,標 準化 が不 可欠 で あ る。 標 準化 の対 象 として は,デ ー タ フ ォーマ ッ ト,

デ ー タ記 述,操 作 ス テー トメ ジ ト,更 新 手 続,リ カバ リ手段,Integrity,

Security機 能 等 が あ り,高 位 の レベ ルは ユー ヅレ ベル プロ トコル と して 高

級 言 語 の形態 を とる こ と となろ う。

いずれにせ よネットワーク上に翻げ るデータベース関連の標準化は,フ ァシ リテ ィ

レベルのプロトコルの標準化以上に安易な妥協が許 されぬ厳 しさが問われることとなろう。

㈲ 運 用 問題

ネ ッ トワー クシ ステ ムの保 守,診 断,障 害 対 策,管 理 セ ン ター,ユ ー ザ サ

ポー ト,課 金 等 の 運 用問 題 は,純 技 術 的 な観 点 の みで は処理 し切 れ ぬ 要 素 を

含 む た め,本 小委 員 会 ではや や補 足 的 に扱 ったが,現 在 まだ 本格 的 な商用 コ

ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 歴 史 が浅 く,以 下の 諸 点 に示 す よ うに今 後 の経

験,検 討 に待 つ と ころが多 い。

① 保守 と信頼 性1

ネ ッ トワー ク機能 の追加 ・変 更 に伴 うメイ ンテ ナンスを ユー ザ ・サー ビス

に影 響 を与 えず,か つ ネ ッ トワー クの信 頼 性 低下 を引 き起 さぬ よ う実 施 す る

チ 法 の 検討 が必 要 で あ る。

② ネ ッ トワ ー クへ の参画 条件 と評価:

共 通網 の場 合,新 しく網 に参画 す る システ ムの質 的検 査技 術 とその機 構 お

よび以 後 の ユ ー ザ シ ステ ムの変 更 こ対 す る検 査 の フ ・ ・一 ア ・プ体制 擁 立

せね ば な らない。

③ ネ ッ トワー ク コン トロール セ ンタ ー:



ネ ッ トワー ク内の りソ ー ス情報,障 害 状 況 サー ビス等 ユ ー ザへ の ク リア リ

ングセ ン ター的 な機 能 が オ ンライ ンで 実現 す る こ とが望 ま し い 。 こ の 場 合

管 理 の集 中 ・分 散 が 問題 とな り,と くに 分散 システ ム の信頼 性 上 の利 点 を損

な うよ うな集 中管 理 セ ン ター に な らぬ よ う充 分 な配 慮 が 必要 で あ る。

④ 複 数 ホ ス トに よる ジ 。ブ の課金:

複数 の ホ ス トコ ン ピュー タに渡 る ジ ョブが,あ る ホス トの ダ ウ ンの た め に

途 中 で中 断 した場 合,そ の ジ ョブは完 結 して お らず,し たが って ユー ザの 目

的 を果 して い な い に もか か わ らず,他 の ホス トで分 担 した部 分 に対 す る課金

が発 生 す る可能 性 が あ る。 また ネ ッ トワー クの一 部 の障 害 の た め にあ る ユ ー

ザ ジ 。 ブの 処理 が 遅 れ,不 適 当 な課 金 が行 わ れる可 能性 もあ る。 これ らを防

1・Lぐには ネ ッ トワー クワ イ ドな監 視機 構 が必 要 とな り,基 本 的 には ア カ ウン テ

ィ ングを ど こで行 うかが 問題 とな る。

1.3今 後 の 検 討 事 項

当技 術小委 員会 に 於 い ぞ は前 項 の よ うな各 テ ーマ毎 の問題 点 を抽 出 したが,

今 後 の検 討 が期待 され る,な お 残 され た多 くの諸 問題 が存在 し,例 えば 以下 の

よ うな もの が あげ られ る。

① 共 用 の ニ ー ズを持 つ ア プ リケー シ 。ン ・ソフ トウ ェアや デ ー タベー スの

種 類

② 今 後益 々多 様化 す る であ ろ う 端末 に対処 しうるシステ ムの融通性 と拡 張性

③ 各 ホ ス トの既 存OSと の イ ンタ フ ェー ス とネ ッ トワー ク制 御 プ ロ グラム

の 質 の 向上

④ マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの利 用

⑤ 分 散 リソー ス,分 散 イ ンテ リ ジェ ンスの管理 技 術

⑥ 画 像 情報,フ ァクシミリ,音 声等 を含 む 総合網 の検 討

⑦ 国際 的 に標 準化 され 統 一 化 された ネ ッ トワーク ア ク セ ス言 語 の 開発
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⑧SBS(SatelliteBusinessSystem)を 始 め とす る新 しい ネ ッ トワー

ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの検討

また本 小委 員 会 は,国 際 情報 ネ ッ トワー ク を対象 に技 術 的 諸 問題 の調 査検 討

を行 な った が,国 際 ネ ッ トワー クで ある ための 技 術 と,国 内 規模 の ネ ッ ト ワー

クに対 す る技 術 とは,基 本 的 に はほ ぼ共通 で あ る とい う前提 で検 討 を行 な っ た。

しか しなが ら,国 際 ネ ッ トワ ー クで は,以 下 の よ うな諸 要 素 が技 術 的 に も加味

され る可能 性 が あ る。

① システ ムの 規模 が 拡大 す るた め,総 合 的 な効 率性,信 頼 性,経 済性 へ の

要 求 が 更に厳 しく な る。

② 時 差 を利 用 した24時 間 サー ビスの可能 性 に よる スケ ール メ リ ッ トが得

られ る反面,障 害 管理,シ ステ ムの 変 更改 良 を含 む メ イ ンデ ナ ンス等 の困 難

さが増 大 す る。
～

③ 規 模 の拡 大 に伴 い ネ ッ トワ ーク管 理機 能 の充 実 が 必要 とな る。 例 えば管

理 セ ン ター の地理 的 な分 散 化,管 理 セ ンター間 の交 信 の技 術 等 も要求 され よ

う。

④ 国 際間 に わ た る ネ ッ トワー クでは,国 内規 模 の もの に比 べ,プ ロ トコル

お よび情 報 処 理 諸要 素 に対 す る国 際標 準 に,よ り厳 しく準拠 す る こ とが要 求

され る。

⑤ 国際 間に わ た る サー ビスは,言 語 や習 慣,諸 単位 等 の 違 い に よる ユ ー ザ

イ ンタ フ ェー ス,コ マ ン ド,メ ッセ ージ,ガ イ ダ ンス機 能,ア プ リケ ー シ ョ

ンソ フ トウ ェア,マ ニ ュアル類 の再 整備 の必要 性 お よび複 雑 化 を招 く可能 性

が ある。 また,通 貨 の相 異に よる課 金 シ ステ ムへの 配 慮 も必要 とな る。,

⑥ 各 国 の制 度 上の違 い,あ るい は国際 間規 約等 の 影 響 が 技術 面 へ も反 映 し

シ ステ ムの複 雑 化 に と もない 効 率性 や経 済 性 に よ り厳 しい条 件 が加 味 され る

可 能性 が あ る。

以 上 の諸問 題 を考 慮 し,今 後 は よ り広域 の且 つ 国 際間特 有 の要 素 を重視 した

形 の検討 を行 な うこ と も必 要で あ ろ う。
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表1-1 ネ ッ トワ ー ク ・イ メ ー ジ モ デ ル

シス テ ム形体 ネ ッ トワー ク化 の狙 い 共用 リ ソー ス

官 官 民 国 地 サ 重 ス 分 高 回 コ 財産公開 端
ケ 散

公

公

庁 間
際

化

域

格

1

ビ

複

投 ]レ 蘂
能

率 線

ン

ピ

ユ

プ
ロ
デ 末

ネ ッ トワ ー クの 種類 と分野 シ ス テ ム イ メ ー ジ 目 的 内 容 民
間 企 の 差 ス 資 : 亘 二 網 1 グ

| 機

庁 組 業 可
の 性 の

ζ
地
域

局

性 共
タ

パ↑

ラ
ム
タ
共

織 能 排 向 排 打 危 能 ワ 共 共

間 間 間 性 除 上 除 破
墜
化 用 | 用 用 用

官公庁内部管理統計 中央官公庁 とその出先機関の内部管理 と統計処 理 O ○ ○ ○ ○ ○ ○

政策立案 ・情報提供検索
省庁間および省庁内のデータベース中心の ネッ トワークで原始統計 情報 と政策検

討の登録 と必要時取 り出 し
○ ○ ○ Q

住民登録 ・税金 国 税 ・地 方 税 ・関 連 デー タ ベー ス ・住民 サ ー ビ ス ・移 動 処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O

企業登録 ・税金 企業 登録 の全国的管理 と地方施策 との総合 システム ○ O ○ ○ ○ ○

自動車登録 ・税金 自動車登録 の全国一元管理 と問合せ照会 ・税務 リンク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

免許登録 免 許 の一 元管 理 ・不 正 防 止 ・住 民 移動 サー ビス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

警 察 ・検 察 デー タベ ー ス 犯罪防止 ・早期解決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

法 務 デー タベ ー ス 判例 ・不動産登記 ・照会問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年 金 ・保 険 社会保険 ・年金等の管理 ・照会問合せ ○ ○ ○ ○ ○

職 安 ・紹 介 ・人材 登録 全国的な照会拡張 とサー ビス ○
9

○ ○ ○ ○ ○ ○

'

気 象 シ ステ ム 世界 気象組織の一員:国 内体制の整備
「

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道 路 ・河 川 ・山林 全 国 規 模 に よ る原 始 デー タの 収 録 ・工 事検 討 デ ー タ ・保 全 デ ー タ収 録 ・照 会 O ○ ○ ○

⑯ ネ ッ トワー ク組 織 米 国 ・国防 総 省 の ネッ ト ワー ク シ ステ ム相 当 の 日本 版 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環 境 ・保善 ・公害 環境維持改善 デー タ ・公害データ収録 ・問合せ照 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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シス テ ム形 体 ネ ッ トワー ク化 の 狙 い 共用 リ ソ ース

官 官 民 国 地 サ 重 ス 分 高 回 コ 財産公開 端
ン

ネ ッ トワ ー クの種 類 と分野 シ ス テ ム イ メ ー ジ 目 的 .内 容

公
、

公

庁

民

間
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企
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差
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ス
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投
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ミ

散

薬

路
地

能

率

⊥
局

線

網

三
1

タ

プ

夢
ラ

デ

1

タ

末

機

庁 組 業 可
の 性 の ζ 旦 性 共 六

ム
共

. 織 能 排 向 排 打 危 能 ワ 共
共

間 間 間 性 除 上二 除 破 態 化 用 1 用 用 用

エ ネル ギ ・リソ ー ス情 報

,

石 油 ・ガ ス等 の エ ネル ギ ・リ ソー ス情 報 の管 理 ・照 会 ○ ○ ○ ○ ○

大学 ・研究 機 関 ネ ッ ト 大 学 ・研 究機 関 研究 デ ー タの 交流 ・リソー ス の活用 ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

科学 ・特許 ・技術情報 化 学 ・薬学 ・考 古 学等 各 種分 野 の デ 一 夕ノメンク ・特 許 デ ー タバ ン ク
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

郵便貯金 システム 郵便貯金の全国的一元運用(任 意局 での入出金) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療情報システム 医療 施 設 ・アク テ ィ ビ テ ィ情 報 ・救 急 サー ビス等
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「

交通管難 航管理(鉄 道航空) 国 鉄 シス テム ・航 空 会 社 ・空 港 管理 ・航 空 管制 の総 合 リ ンク
○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○

預金為替総合オンライン 自行 ・系 列 間 の総 合 シ ス テム
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

銀 行間精算 シス ・ム(為替手形)

揚

現全銀 システムの延長線上 ○ ○ ○ ○ O O ○

・・シ.レ ・ … ジ・・(信用精 算) ク レ ジ ッ ト組 織 と銀 行 シ ステ ム との 結 合 ・ク レジ ット照 会
○ ○ ○ ○ ○ ○

キャシュサー ビス精算(NCS) NCSシ ステム を中軸 に した銀 行 シス テム との 結 合 ○ ○ ○ ○ ○

保険 協 会 シス テム 生 保 ・傷 害保 険 等 の一 部 デ ー タの流 通 ・防犯
○ ○ ○ ○ ○ ○

澗1・ システ・・翻 ・ 現在の通報シ ステムの延長 と証券 会社 システムの結合
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鉄 道 ・航空 ・予約 シ ス テム
r見在 の 予約 シ ス テ ムの 延 長 と個 別 シ ステ ム間 の結 合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O

旅行 ・催物 予約案内 国内 ・国外旅 行に関する総合的 予約 と案内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セ ンタ サー ビス業 複数 シ ステム の総 合に よる サ ー ビス機能 の向 ヒ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2.ネ ッ トワ ー ク ・プ ロ ト コ ル

2.1プ ロ トコル の 階 層 と分 担

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの論 理 機能 は各層 に階層 化 され た プロ トコル体

系 に よ り設 定 され る。 プ ロ トコル を階層 化 す る事 の利点 は,あ る レベル の変 更

が他 に与 える影 響 を最少 に し,且 つ よ り下位 の レベ ルの プロ トコル を透 過 的 に

扱 う事 を可能 とす る。

一 方 ,こ の プロ ト コルの 階層 体 系 と,各 レベル の機能 分 担,負 荷 分担 の結 果

が,ネ ッ トワー ク全体 に処 理効 率,信 頼 性等 に大 きく影 響 し,プ ロ トコル の階

層 化 と分担 は プ ロ トコル設 計 上 の重 要 ポイ ン トとなる 。

既存の各種ネ ットワークにおけ る実状 を参考に,DDXを 始め とす る今 後 の ネ ッ ト

ワ ークに お け る プロ トコルの 階層 と各 レベ ルの分担 につ き以 下 に述べ る
。

2.1.1プ ロ トコルの 種類 と構成

プ ロ トコル の分 類 方法 には,機 能 に着 目す る方法 と ,実 際 の装 置 に対 応 して

分 類 す る方法 の2通 りが考 え られる 。

装置 の機 能 分 担 が機 種 や場 合 に よ って は同 一機種 で も用 途 に よ り異 な る こ と

が あ る ので,プ ロ トコルの体 系 を総 合 的 に捕 えるた め に ,ま ず 前者 に よ り分 析

検 討 を行 な う。 つ い で実 際 に イ ン プ リメ.ントをす る後 者 の 分 類 に した が って プ

ロ トコル を整理 す る。

(1)機 能 的 プロ トコル

機 能 的 プ ロ ト コ ル(Functionorientedprotocol)は 制 御 の レベ ル に応

じて階層 構成 を なす 複数 の プロ ト コルか ら構成 され る もの と考 え る ことが で

きる。階 層構 成 を採 る こ とに よ り,プ ロ トコルが 汎用 化 され る とと もに プ ロ

トコルの各 部 を実 行 す る プロ グラム相 互間 の イ ンタ フ ェー スが 明確 に な り,

融 通性,拡 張性 に 富 む よ うに な る。す な わ ち種 々 の適用業 務 に対 し ,そ れ ぞ
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れ に適 した プ ロ トコル を通信 網や 計算 機 の構 成 に 依存 せ ず に作 成 す る ことを

可能 に し,ま た逆 に 適用業 務 に影 響 を与 えず に各種 の 通信 網の プ ロ トコル を

作 成 す る こ とを可 能 に す る。

A各 種 の機能 的 プ ロ トコル

機能 的 プロ トコル は以 下 の よ うに分 類 す る ことが で き る。(図2-1参 照)

ここで ネ ッ トワ ーク とは,デ ータ通信 網 あ るい は デー タ通信 シ ステムの なか

で 通信 機能 を果 す,い わゆ る通 信 サ ブネ ッ トワークを指 して い る。

ネットワー クレベルプロ トコル

(ま たはパ ケット)

ユーザ

プコセス

システムプロセス

ホ
ス
ト
計

算
機

'

ト_ノ

ー一
、∠

、

、 、,ノ'

リンクレベルプロトコル 交換機 または

ブロック(ま たはパケット)CCP

注LCCPと ホ ストOSと の機能分担はCCP(MB)タ イプ1相 当の場合

注2.パ ケットはブロックとフラグメントの両者の性格 をもつ転送単位 である。

図2-1機 能 的 プ ロ ト コル の構 成

(i)ユ ーザ ・レベ ル プロ トコル

デー タ処 理 を行 な うため の ユー ザ ・ジ ョブの記 述 に関 す る規約 で あ り,一

般 にホ ス ト計算 機 内部 の ユ ー ザ ・プロセ ス相互 間 に お いて メ ッセ ー ジの 通信

を行 な うた めの制 御 に関 す る規定 であ る。 こ こで,ユ ー ザ ・プ ロセス はホ ス

ト計算 機 内部 で ユ ー ザ ・プロ グ ラム を実 行 す る プ ロセ ス をい う。 また,ホ ス

トには セ ンタ計 算 機 の ほか,一 般端 末 を収容 す る集 配 信用 処 理 装置(以 下 集

配 信装置 とい う)や 内蔵 プロ グ ラム制 御の 端末 制 御 装置(イ ン テ リ ジェ ン ト

端 末)な ど を含 む。
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ai)ホ ス トレベ ル プロ トコル

ホ ス ト計 算 機 また は 前 置処理 装 置 上で走 行 す る システ ム プ ロセ ス間 で メ

ッセー ジ ・セ グメ ン トの 通信 を行 な うため の制 御 に関 す る規約 。 こ こで メ ッ

セー ジ ・セ グメ ン ト(以 下 セ グメ ン トとい う)は ,メ ッセ ー ジまた は分 割 さ

れ た メ ソセー ジに プ ロ トコル制 御 情報 を付加 した もの で あ る
。 こ こで セ グメ

ン トとい う単位 を導 入 したの は ,メ ッセ ー ジは か な り長 大 な ことが あ るの で,

ホ ス トレベルの処 理 に具合 の よい長 さに これ を細 分 する ため で あ る
。 ホ ス ト

レベ ル プ ロ トコルは原 則 と して通 信 網 の種別 端 末 の種 別 に依 存 しな い プ ロ ト

コル で あ る。

(iipネ ソ ト ワー ク ・プロ トコル

ネッ トワー ク を介 して メ ッ セー ジ ・フ ラグ メ ン トを伝 送 する た めの制 御 に

関 す る規約 。 こ こで メ ッセ ー ジ ・フ ラグメ ン ト(以 下 フ ラグメ ン トとい う)

は原 則 と して 回線 種別 に依 存 しな い伝 送単 位 で セグ メ ン トまた は分割 され た

セ グメ ン トに プ ロ トコル制 御 情報 を付 加 した もの であ る
。

qv)リ ン ク レベル ・プロ トコル

回線 を介 して 直結 され た2つ の 装置 相 互 間 に伝 送 ブ ロ ックを伝 送す るた め

の制 御 に関 す る規約,い わ ゆ る伝 送制 御 手順 あ るい は ライ ン プ ロ トコル で あ

る。

(》)そ の他 の プロ トコル

交換 接続 プ ロ トコルー 回 線 交換 網 に お け る網 ・ 計 算磯 間の 交換 接続 制

御 に 関す る規約 。

これ らの プロ トコルの特 性 を表2-1に 例示 す る。
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表2-1機 能 的 プロ トコル の特 性

制 御 内 容

伝 送 多 重リ ユーザフ
種 類 制御対象 制御単位制 御

(レ生 網制御
ンクの ロセス,

デバイス

記 弓`

制御) 制 絹1の制御

リンク ・レベ ル ・

ブ ロ ック 回 線 o △ × ×
一

カコトコル

ネットワー フラグメン

案1 ク内の り ト単位 の
ネ (デ ータグ フラクンン ト H-H間 × ○ × × ンクの設 制御

ζプ ラム) 定制御な
ワロ し
1ト

窃
∂
案2

(ノ'←チャ
コール)

フラ グメン ト

シーケンス

H-H間

の リンク
× ○ ○ ×

同 上 プロセスあ
るいま端

末回線単

位 の制御

プ吐 ス間の対応の
ホストレベル

プロトコル

セグメン ト

シーケンス

H-H間

の リンク
× × ○ ×

設 定
フロー制御

割込み制御

ユー ザ レベル

プロトコル

メッセージ

シーケンス 同.ヒ × ×. × ○ 一

注1,0大 きく関与

△若干の関与

×無関与

注2.H:ホ スト言十算機

(厳密には{1}(i)項を参照のこと)

B各 種 プロ トコルの相 互 関係

前項 に述 べ た各 種 プ ロ トコルの相 互 関係 と装 置 との対 応 の概 念 図 を図2-

2,図2-3に 示 す 。図2-2は 計算 磯間 通信 を対 象 に した もので あ る。

図で はパ イ プで も って プロ トコルを例 示 し,そ の長 さで プ ロ トコル の制 御

の範 囲 を示 した。 こ こで外 側 の プロ トコル は 内側 の プロ トコル に 関す るす べ

ての 情報(デ ー タお よび制 御 情 報)を デ ー タ とみ な して制 御 を行 な う。

図2-3は 計 算機 一 端末 間通 信 を主 対象 に各種 の 通信網 に つい て装 置 と

の対 応 を示 した もの で あ る。』本 図 には専用 回線 を介 して結 ばれ た計算 機 ・

一般 端末(キ ャ ラ クタ端 末 な ど)間 の プロ ト コルが付 け加 え られ てい るが
,

リンクレベルひカ トコル ネぐトワ　クレベルコカ トコル

ヰエ瑳 ㌫
嘉 鉋〔卜㌶一〇一(㌔壺 図2-2㍊:㌫ 難
プロセス プロセス または 同左 プロセス プロセス

、.ノ}CCP

ホスト8十算機CCPCCPホ スト計算機
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この場 合,セ ン タ計 算 機 に 公衆 デー タ交換 網(パ ケ ッ ト交 換)の パ ケ ソ ト多

重化 装置PMXや 専用 デ ー タ網 の集配 信 装置RCに 置 かれ た もの と同 様 の対

端末 イン タ フ ェー スの機能 や端 末 の 相違 を吸収 す る疑似 端末 機 能 が含 まれ て

い る と考 え る こと が で きる。 各 種 プロ トコルの相 互 関係 を プロ トコルの フ ォ

ー マ ット構 成 の 面 か らみ る と,こ れは プロ トコル の階層構 造 か ら図2-4に

示 す とお りとな る。

(2)装 置 に着 目 した プ ロ トコル

装置 に着 目 し た プ ロ トコル(Facilityorientedprotocol)に は,例 えば

次 の ものが ある。 こ こ で装 置 に着 目 した プ ロト コル あ るいは 装 置 対 応 の プロ

トコル と して は 当該 装置 が そ の プロ トコル を意識 し,制 御 を実施 す る範 囲 の

もの を対象 とす る 。

ACCP-一 交 換 磯 間 プロ トコル

デ ー タ交 換 機(パ ケ ッ ト交 換)と これ に通信 回線 を介 して 結 ばれ たCC

Pと の間に適 用 され る プロ トコル

B送 信 元CCP宛 先CCPプ ロ トコル

蓄 積交 換 機能 を もつ計 算機 ま た は デ ータ交 換 機(パ ケ ッ ト交 換)を 介 して

あ るい は,直 接または デー タ交 換 機(回 線 交 換)を 介 して 結 ばれ たCCP相

互 間 に適用 され る プ ロ トコル

CCCP(RC,TC)一 ホス トOSプ ロ トコル

CCP(RC)ま たはCCP(TC)とCCP(FEP)に 直結 され た ホ

ス ト計 算機OSと の間 の プ ロ トコル

DCCPCFEP)一 ホ ス トoSプ ロ トコル

CCPと これ にチ ャ ネル を介 して結 ばれ た ホス ト計算機 のOSと の 間 に適

用 され る プロ トコル

Eホ ス トOS間 プロ トコル

2つ の ホ ス ト計算 機OS相 互間 に適用 され る プロ トコル

た だ し,CCPと して は メ ッセ ー ジバ ッフ ァ方 式 の ほ か,キ ャ ラ クタバ ッ
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セ

ン

タ

計

算

機

○

ユーザ レベ ル ・プ ロトコル

ホス トレベル ・プロ トコル

○⊂

計 算 機(
含インテリジェント端末)

リンクWレ

プロトルコ

集配信用処理装置

＼ ㍑
')

端

末

、
.

装

1 置

・1)
/一＼/、 (COP)(…)⊂ ∵・
'{
ホス ト)

X経 由の場 合,端 末 側 の ユー ザ,プ ロセ ス機 能 は セ ン タ

`
リンクWレ
プロトコル

〕

(本検討対象外

お よび 端末 装 置等 に 分散 して 置 か れ る こ とにな る。

注2。PS:パ ケ ッ ト交 換 機

PMX:パ ケ ッ トマル チ プ レクサ

図2-3 各 種 プ ロ ト コ ル と 装 置 と の 対 比一 種 ッセ ー シ

7t'`xFL--Cntフ㌣ 欄 爬

,。,一 。タL)
＼
、
＼
＼
、
、

| 1 E
ノ ノ ノ

/!!ノ!/、
///
!!
!ノ/

/!!!

!.1

、1

～

ハ
＼ ＼

i＼ 、 ＼ ＼

、 ＼ ＼ ＼ ＼

＼ ＼

.＼ ＼,＼

、

セ グメン ト

"
ノ/
ノ1
"
/,'

/ ll

'

,＼

1
＼
＼

,＼

,＼ ＼

＼

＼ ＼
＼ ＼ ＼

＼
＼

プラグメン ト

(ま た はパケット)

、 ＼ ネ ・ トワークレベル プ 叶 コn,fllirm報

＼ ＼(フ ラグ メン トヘ ッター/

ご パ ケッ トヘ ッター)ブ ロ ック

(ま た はパケット)

リシクレベ几プロトコル告1鰯

(プ ロックヘッタ「/ノくケットヘッづ一)

誤り制御符号

注 第1図 の注2参 照 の こ と。

図2-4 プ ロ トコル の 階 層 構 造 と フ ォ ー マ ッ ト構 成
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フ ァ方 式 の ほ か,キ ャ ラク タバ ッフ ァ方 式 を含 む 。前 者 は利用 形態 か ら前 置

処 置 装置FEP,集 配 信 装置RC,端 末 制 御装 置TCな どに分 け られ る。

2.1 .2機 能 的 プ ロ トコル の機 能 分 担t

ほ)リ ンク レベ ル ・プロ ト コル

Aリ ンク レベル ・プ ロ トコルの 種類

網 の種 類 に よ り装置 対 応 の プ ロ トコル には 次の2つ が あ る。

専 用 回線,専 用 デー タ交 換 網,公 衆 デ ー タ交 換(回 線 交 換)

網 の場 合 －CCP間 のL/Lプ ロ トコル

公衆 デー タ交 換(パ ケ ッ ト交 換)網 の場 合 －CCP－ 交 換 磯 間 のL/1.

プ ロ トコル

Bリ ンク レベ ル ・プロ トコルの制 御機 能

リンク レベ ル ・プロ トコル に要求 され る制 御 機能 は 次 の とお り。

リ ンクの 設定 お よび開 放の 制御

(専 用 分岐 回線 の場 合 ポ ー リ ン グ機能 を含 む)

送信 権 の反 転,割 込 み制 御

デ ー タ伝 送の 制 御

両方 向 同 時/非 同時 伝 送

同時 監 視/交 互 監視

伝 送 誤 り制 御(1頂 序 制 御 を含 む)

フ ロー制 御

トラ ンスペ ア レン ト伝 送 有/無

これ らの制 御 機能 の要,不 要 や きめの 細 か さは 回線 の品 質 とコ ス ト,ト ラ

ピ ックの特 性,性 能 条 件(伝 送 時 間,信 頼 性 な ど)等 に依存 す る。 な お,順

序 制 御(ブ ロ ックの順 序 の制 御)は,本 来 ネ ッ トワー ク レベ ル プ ロ トコル に

付 与 すべ き もの で あるが,① ネ ッ トワー ク レベ ル ・プロ トコル を簡 略化 した

こ と,② 誤 り制御 の方 式 に よ っ ては,誤 り制 御 と同 時 に順序 制 御 が 可能 で あ
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る ことを考 慮 す れば,リ ンクレベ ルに順 序 制 御 機 能 を付 与 す る こ とが望 まし

いo

Cリ ン ク レベ ル ・ プロ トコ ル の 構 成

図2-5にISOハ イ レベ ル 手 順 の フ レ ー ム構 成 を示 す 。

フラ ゲ

シーケ ンス

(8ビ ッ ト)

ア ドレス

‖$ 御

コマンド

/応 答

シー ケンス

番 号

(8ビ ッ ト)

*

デー タ

(任 意の
ビット数)

フ レー ム

チ ェ ック

シ ー ケ ンス

(16ビ ット)

フラグ

シーケン ス

(8ビ ット)

2次 局 の ア ドレ ス

フレームの一連 番 号

[叢 篭 原 一1)
*デ ー タ を 含 ま な い フ レ ー ム

の 場 合 は この フ ィ ー ル ドを

省 略 す る 。

↓
フレームの 終 り符 号

(01111110)

フレームの始 め符 号

(01111110)

図2-51SOハ イ レ ベ ル手 順 の フ レー ム構 成

(2)ネ ッ トワー ク レベ ル ・ プ ロ ト コル

Aネ ッ トワ ー ク レベ ル ・プ ロ トコ ル と装 置 と の 対 応

(イ)CCPと の対 応

ネ ッ トワ ー ク レベ ル ・プ ロ トコ>Vは 外 面 的1とは次 の特 性 を もって い る。

① 情報 授 受 の 単位 は フラ グメン トであ る。

② プロセ ス あ るいは デバ イスの 種別 を意識 しない。

③ 回線 種 別 に応 じた制 御 を行 い,本 プ ロ トコル よ り外 側(ユ ーザ 寄 り)の

プ ロ トコルに 回線 種 別 を意識 させ ない 。

装 置 か らみた ネ ッ トワー ク レベ ル ・プロ トコル の範 囲は 」二途 の プ ロ トコル

の性 質 か ら図2-6の よ うに表 す こ とが で きる。 図 に示す よ うに,ネ ッ トワ

ー ク レベ ル ・プロ トコル と装 置対 応 の プ ロ トコル との 関係 はCCPOS
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間 の 機能 分 担 に よ り異 な る。 セ ンタ計算 磯 間通信 の場 合 につ いて 述べ る と,

ネ ッ トワー ク レベル ・プロ トコ ルはCCP(MB)タ イ プ1の 場合 ほ ぼ送 信

先CCP－ 宛 先CCPプ ロ トコルに,CCP(MB)タ イ プ2な い し タイ プ .

3の 場 合 その一 部iこ 相当 し,CCP(CB)の 場 合,ホ ス トOS相 互 を結 ぶ

プロ トコル の一 部 を構成 す る 。

(ロ)交 換網 との対応

ネッ トワーク レベ ル ・プ ロ トコル と公衆 デー タ交 換網 との関 係 は パ ケッ ト

交 換 の場合 図2-7に 示 す よ うに な る。

ホ ス ト計算機

(DIPSIO3_200Sの 場合}CCP(FEP)

ネ
7
ト
ワ
ー
ク
レ
ベ
ル
プ

ロ
ト
コ
ル
の
↑範
囲

×

－
L.⊥ 鍍 な織 をもつTCのma{

一般にメッセージ多重}
く　　 　ヨで　はメッセ　ジ　　な　

図2-7ネ ッ トワークレベル ・プロトコル と公衆

データ交換(パ ケ ット交換)網 との関係

図2-6不 ッ トワークレベル プロ トコル の 範 囲

Bネ ッ トワ ー ク レベ ル ・ プ ロ トコ ル の 制 御 機 能

不 ・ トワー ク レベ ル ・プ・ ト・ルに必要 と考 え られ る制 職 能 には次 の も

の が あ る。

リ ンク の設定 開放 の制 御

デー タ転送 の制御

伝 送 誤 りの制 御

フロー制 御

フ ラグ メン ト ーー ブロ ックの分 解組 立 ての制 御

その他
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ル ー デ ィ ング関連 の制 御

優 先制 御 な ど

(3)ホ ス ト レベ ル ・プ ロ ト コル

Aホ ス トレベ ル ・プロ トコル の制 御機能

ホ ス トレベ ル ・プ ロ トコル は各 種 の ジ ョブに 共通 でかつ 通信 網 の 種別 に依

存 しない性 質 を もつ シ ステム プ ロセ ス相 互間 に適 用 され る プ ロ トコル であ る。

本 プ ロ トコルは次 の基本 制 御 機 能 を有 す る。

① プ ロセ ス間 の コネ クシ 。ン(リ ンク)の 設 定,解 放 に 関す る制 御(コ ネ

ク シ ョンの要 求,拒 否,切 断,状 態 問 合せ な ど)

② 割込 み制 御

③ セ グメ ン トの フ ロー制 御

④ セ グ メン トー ・フ ラ グメ ン トの分解 組 立 て の制 御

⑤ 試 験,そ の他

(試 験,確 認,問 合 せ,誤 り報 告 の リセ ットな ど)

その他,⑥ メ ッセ ー ジの リ クエ ス ト/レ ス ポ ンス制 御,⑦ 利 用者 の 識別,

⑧ プロ セ スの切 替 な どの 機能 が 付 け加 わる こ と もあ る。

これ ら制 御 機能 を計 算 機 お よび端末 の種 別,通 信 形態 別 に整 理 した もの を

表2-2に 示 す。 ,

Bホ ス トレベ ル ・プ ロ トコル

ホス トレベ ル ・プ ロ トコル につ いて は,今 後 さ らに検 討 を要 す る が 現 時

点 で妥 当 と考 え る フ ォー マ ッ トの一 案 を図2-8に 示 す 。

/＼
ホ 宛 送 セ 最 送 応

《
先
プ
信
先
セ ζ 終 信兀

答

レ 口 プ グ ン フ の 用 (

ぺ セ 口 メ
ト

内
ラ 空 セ デ

ル
コ

マ
ン

ス

京
|

三

窮
1

ン

ト

番

;

多

グ

メ

ン

き
受

賃

グ

メ

ン

1

こ
ド
/
し ↓ 号 ζ

ト 膓 ト

応 番 番 番 表 ア 番

答 号 号 号 示 数 号

図2-8ホ ス ト レベ ル ・ プ ロ ト コル の フ ォ ー マ ッ ト構 成 案
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表2-2ホ ス トレ ベ ル ・ プ ロ トコル の 制 御 機 能
、

＼

項 目

計算機,端
末の組 合せ 通 信 形 態

言十算機

計算機また
はインチ`じ

エント端末

計算 機
*1

(一 般

端 末)

会話形
通 信

問合せ応
答形通信

複数 セグ

メ ントの

転 送

単一 セグ

メ ン トの

・転 .送

転

送

制

御

通信方式(両 方

向同時/非 同時)

監視方式(同 時

/交 互)

一般に両

方向交互

一般に

同時

同 左

一般に

交互

両方向

交互

一般に

交互

.同 左

回 左

片方向

一般に

同時

同 左

一般に

交互

コネクシ ョンの設定

解放の制御

割 込 み 制 御

フ ロ ー 制 御

セ グメン トーフラグ

メン トの分解 ・組 立

ての制御

要

複 雑

要

同 左

要

簡 単

要

れが適するか)

バ」チャル

コール

簡 単

要

獄奪
ヤルコール

同 左

要

.

(デ ータグラムとバーチ ャル コールのいず

.

バーチャル

コール

複 雑

要

データ

グラム

簡 単

要

注'1計 賊 一 一船 端 ζs/F機 能 を もつ 装置 が介在 すbzate

.のみ
を対象 とする。

2.1.3装 置 対応 の プ ロ トコル の機 能分 担

(1)装 置 対 応 の プロ トコル

本 節 で は下 記 の装置 対応 の プ ロ トコル につ いて,前 節 ま での検 討 と,別 に

まとめ られた 機能 分 担 に関 す る検 討 の結 果 を もとに,設 計 の 考 え方 お よび設

計 条 件 を述 べ る。

A

B

C

ぼ

A

本 プロ トコルは リ ンク レベ ル ・プロ トコル,

コルお よ び装置 間機能 分 担 に よ って は これ にホス トレベル ・プ ロ トコル を加 え

た もの か ら構成 され る。 各 プ ロ トコル の もつべ き主 要 な要 件 は表2-3の と

お り。

CCP(FEP)-CCP(FEP)プ ロ ト コル

CCP(FEP)-CCP(RC,IT)プpト コル

CCP-DDX(PKT)プ ロ トコル

CCP(FEP)-CCP(FEP)プ ロ トコル

プ ロ トコ ル の 構 成

ネ ッ ト ワー ク レベ ル ・ プ ロ ト
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B機 能 的 プロ トコル と.装置 との対 応.

ホ ス トOSとCCP(FEP)の 各 種 機 能分 担 に対 して前 記 プロ トコル と

装 置 との対 応 を整理 す ると表2-4の とお りと なる。DIPSがCCP(MB)

タ イ プ1を サ ポー トしな い と して も,J形 を含 め市販 計 算機 や 自営 の シス テ

ム にお いて この 形 式 を採用 す る こ とが考 え られ るの で,相 互 接続 の観 点 か ら

プ ロ トコルに この タイ プをサ ポー トで きる余 地 を残 して お くべ き であ ろ う。

CCP(MB)タ イ プ2な い し3の 場 合 は,ホ ス トレベル ・プロ トコル をC

CPと ホ ス トOSが 分担 す る ことに な るが,こ の分 担 の しかた に つ いて は今

後 検討 が必 要 であ る。

Cフ ォー マ ッ ト構 成

フ ォーマ ッ ト構 成案 は 図2-9の とお り。

D公 衆 パ ケ ッ ト交 換網 との 関 係

公衆 パケ ッ ト交 換 網 を利用 す る場 合 に つ いて は後 述 する が,こ の場 合 は リ

ン ク レベル ・プ ロ トコル とネッ トワー ク レベ ル ・プロ トコルの制 御 情報 を ほ

ぼ類 似 の デー タ交 換 網用 の プロ トコルの それ に合 わせ る だ けで よい。

(3}CCP(FEP)-CCP(RC,IT)プ ロ トコル

Aプ ロ トコルの構 成

本 プ ロ トコル は リ ンク レベ ル ・プロ トコル,ネ ッ トワー ク レベ ル ・プ ロ ト

コルお よび装置 間 機能分 担 に よ って は,ホ ス トレベ ル ・プ ロ トコル,ユ ー ザ

レベル ・プ ロ トコル を追加 した もの か ら構成 される。 各 プ ロ トコル の持 つ べ

き主 要 な要 件 は表2-3の とお り。

B機 能 的 プロ トコル と装 置 との 対応

機 能 的 プ ロ トコル と装 置 との 対応 は 表2-4の とお り。 ユーザ レベ ル ・プ ロ

トコル はCCPの タ イ プに よ りCCPと ホス トOSで 分 担す る こ とに な る。

Cフ ォーマ ッ ト構成

フォーマ ット構 成 は図2-9の とお り。

D公 衆 パ ケ ッ ト交 換網 との関 連
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表2-3プ ロ トコル の持 つべ き要 件

プロトコルの種類

機

能

的

プ プロ トコルの持 つべ き

§
Fプ
Eロ
Pト
)

C
C

:・罫

CC

P
lプ
Dロ

受 ト
ロ

ト

主 要 な 要 件

コ

とル
C
P

了コ
CルC

P

コ

宇ル

蕃
)

記 事

コ
F
宜
C

ル E .

P 1
)

工

リンク レベ ル ISOハ イ レベルの手 ○ ○ ○
プロ トコル 順 に よ る こ と 。

*1 *1

所要の宛先ヘ フラグメン ○ ○ ○ 直通線的使用の場合は不要
トを転送すること。

ネ ッ トワー ク *2 *2
レベル ・プロ

トコル

同一回線 を利用するフラ

グメントを集めて プロッ
○ ○ △ DDX(PKT)利 用の場

合は利用形態か ら一般 に不
クを構成 すること。 要 と考え られるが,さ らに

検討を要す。

コ ネ ク シ ョ ンの 設 定 ・解 ○ ○ ○ *

放の制御 ウィン ドー方式によること
ホストレベル *3 を原則 とするが,回 線構成
プロ トコル セ グ メ ン トの フ ロー制 御 ○ △ △ 装置組合せによっては簡略

化することが望 ましい。
セ グ メ ン トー フ ラ グ メ ン ○ ○ ○
トの分解組立て

表2-4機 能 的 プ ロ トコル と装置 との対応

CCP等 の タイ プ
リ ン ク レベ ル

プ ロ ト コ ル

ネ ッ ト ワ ー ク

レベ ル プ ロ トコル

ホ ス ト レベ ル

プ ロ ト コ ル

へ

CF

CE

PP
)

CCP(MB)

タイプ2.3
CCP CCP

CCPと

ホ ス トOS

CCP(MB)

タイ プ1
CCP

CCP

(ま た は
ホ ス トOS)

ホ ス トOS

CCP(RC,IT) CCP CCP CCP

PMX PMX PMX PMX
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2項(⇒ に同 じ。

(4)CCP-DDX(PKT)間 プロ トコル

Aプ ロ トコルの構成

本 プロ トコル は リン ク レベ ル ・プロ トコル と ネ ッ トワ ーク レベ ル ・プロ ト

コル か ら構 成 され る。PMX経 由の場 合 は,さ らに ホス トレベ ル ・プロ トコ

ルが付 加 され る。 各 プ ロ トコル の もつ べ き主 要 な要 件 は表2-3の とお り。

Bデ ー タ グラム とバ ー チ ャル コール

ネ ッ トワー ク レベ ル と ホス トレベル の そ れぞれ に対 してデ ー タ グ ラム とバ

ー チ ャル コール の2つ の制 御方 式 の概 念 を当 ては め る ことが で きる
。 と ころ

で,公 衆 パケ ソ ト交 換 網 では,PMXは ホ ス トレベ ルの プロ トコル に も関与

す る。 し たが っ て,公 衆 パ ケ ッ ト交 換網 が意 識 し,制 御 す る範 囲 につい て デ

ー タ グラム とバ ーチ ャル コー ルの概念 を整理 す る と ,次 の とお りとな る。

第 ・'フ ラ グ メ ン ト 最終 フラグメント

リンクレベルプロトコル ネプトワークレベルプロトコル

制 御 情 報 制 御 情 報

ホストレベルプロトコル

制 御 情 報

フ リ
1ノ フ 優 宛 送 フ ■ 宛 送 セ で 射 送 応

ン
ン

ク
ラ 先 " ス 先 {ll z 終 `菖 呑 デラ

ク
レ グ

へ 兀 ラ ト

レ
プ 与 .グ ζ フ 叱 川

グ べ ホ A グ べ
o 口 メ 内 ラ の 廿

ン

レ ル メ ス
責 ル : 妄 フ グ 受 グ

べ コ
ン 先 ト ノ コ ン ラ 信 |

1 ル マ
ト

) ↓ マ 宮 三 グ ノ

'ξ

メ

ン

ケ

.
ノ

ア

ド

ン
ド
/
タ

ア

ド

ア

ド

ン

ト

ン

ド

/

1

↓

「

↓

ト

番

メ

ン

ト

ン

ト

表

7

つ

ト

レ 心 イ レ レ 応 番 番 ア 番 タ

ス ス 呑 ブ 慢 ス ス 艮 答 号 ξ 号 号 '廊 数 号

.、 一－
L。 。。。。。、.。 回。 '

一

、

』↑
利用形態に

交換回線利用の場合でか

つ単 ・ホ ストの場 台は不
コネクシ8ン の設

要 一 単 フラグメント構成

リンクレベルプロトコル

制 御 情 報

利用形態に よっては省略 も可

コ不クvtrノ の設定時の みに設 ける万法 も可

フラクメ/ト 構成のセ グメン トだけの場合は不要

参 考

o 、○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
O O O ○ O O O ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ O
L一 ■-. 一 　 一 一 △ ○ O o ○ ○ ○ ○ O 一 一

一 L. 一 一 一 一 △ ○ ○ ○ 一 }'

DIPSCOP--CCPプ ロトコル

DATARACSNAP

レ タ 　 ロ 　エノト　ロ　の

テレグラム}ト ランスポ...トプ。ト。,レ

図2-9 COP-COPプ ロ トコ ル の フ ォ ー マ ッ ト構 成 案
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PMX経 由でない場合

PMX経 由 の場合

付加(蓄 積)サ ー
ビス提供の場合

ネ ッ トワ ー ク レベ ル ホ ス ト レベ ル

[

バ ー チ ャル コ ー ル ……… ④

デ ー タ ー グ ラ ム … ⑧

[

バ ーチ ャル コー ル

デ一 夕 グ ラム

バ ー チ ャ ル コ ー ル

バ ー チ ャ ル コ ー ル

◎

⇔

ネ ッ トワー ク レベ ルが デ ー タ グラ ムの場 合 で も,PMX経 由 の場合 はPM

X用 の ホ ス トレベ ル ・プロ トコル が規 定 され,実 質 的 には バーチ ャル コール

となるが,こ こで は ネ ッ トワー ク レベ ル あ るい は計 算機 間通 信に着 目 して,

④◎ をバ ー チ ャル コール,⑧ ⑪ をデー タグ ラム と呼 ぶ こ と とする。

公 衆 パケ ッ ト交換 網 の利用 に際 し,上 述 の 定義 に基づ くデ ー タ グラ ム とバ

ー チ ャル コー ルの いず れ を採用 すべ きか に つい て は
,プ ロ トコル体 系化 の 立

場 か らは,以 下 に 述べ る よ うに デ ータ グラ ム サー ビスの利 用 が望 ま しい もの

と考 え られ る。DDXパ ケ ソ ト交 換網 が デ ー タ グ ラム に加 えて,あ るい は デ

ー タ グ ラム に代 えて
,バ ー チ ャル コール をサ ー ビスす るか否 かは,主 と して

料金 制 度(発 着信 課金 制 を採 用 す る か否 か)の 制約,キ ャラ クタ端 末収 容 や

網 内制 御 の 容易 さの面 お よび公 社 と して網 の付 加価 値 を高 めた い とす る要 求

と網 が 広 く受 け入 れ られ るか否 か の トレー ドオ フな どか ら決 まる もの で あ る。

① バー チ ャル コー ル とデー タ グ ラムの比 較 を表2-5に 示 す。表 に示 す よ

うに,バ ー チ ャル コール は端 末 一計 算 機 間 通信 に対 し,網 が制 約 を与 え る こ

とに よ って,プ ロ トコルの標 準 化 を容 易 に させ る利 点 は あ るが,端 末 手順 多

様 化 の現 状,無 手 順 端末 の機 能 ・性能 面 の制 約 に よる利 用面 の限 界,ま た一

般 パ ケ ッ ト交 換端 末 に お ける セ ンタ負荷 の増 大 な どか ら,計 算 機 一端 末 通 信

に 焦点 を しぼ って バー チ ャル コール を定 め て も,こ れが 十分 利用 され る か ど

うか は 問題 が 多い 。端 末 の イン テ リジ ェ ン ト化 の 動 向 を も考 慮 す る と,ま ず

デー タ グ ラムで 計算 磯 間通 信 をサ ポー トす るDATAPACの 進 め方 が現 実

的 であ ると思 わ れ る。
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② 表2-5で は定 性 的 に バ ーチ ャル コール と デー タ グ ラム を比 較 して い る

が,全 銀 システ ムを例 にDDX-1に お け る バー チ ャル コール と デー タ グラ

ムのLS処 理 能力 を比較 した表2-6に よる と,バ ーチ ャル コール のコス ト

は デー タグラ ムの1.3～2.1倍 程 度 で あ り,か な り高額 であ る。

③ バ ーチ ャル コー ル には,プ ロセスや デバ イスが バ ーチ ャル ・サ ー キ ッ ト

(網 で規定 され る リンク)と1:1に 対 応 す る形 の もの と,そ うで ない もの

があ るが,前 者は プ ロ トコルの 階層 性が こわれ,汎 用 性,融 通 性,拡 張性 が

損 なわ れ る欠点 が あ る。 例 え ば,汎 用 性 に つい て い えば,専 用 回線 や 専 用網

と混 在の 場 合の制 御 の統一 性 が と り難 い こと などで あ る。 これ に対 し後 者 は

網 の リ ンク設定 制御 が有 効 に利 用 で きず処 理 の オーバ ヘ ッ ドを もた らす短 所

が あ る。

C機 能的 プロ トコル と装 置 との 対応

表2-4の とお り。

2.1.4基 本 プ ロ トコル(ノ ー ド聞及 び ノー ドー ホ ス ト間)の 比較 評価

基 本 プロ トコル を比較 す る のにHDLC手 順 を取 上 げ,① 伝送 効 率② トラン

ス ペ ア レン シー③ 計 算 機 アー キ ラ クチ ャ との 親 和性 の 点 か ら評 価 す る。

表2-7に 各種HDLCの 比較 結 果 を示 す。

同表 の比較(1)は,HDLC(ISO案)の リ ンク構 成,動 作 モー ド,サ ポ ー

トされ る コマ ン ド/レ ス ポ ンス数 に対 して,DDX(バ ケ ッ ト交 換),X・25

及 びSDLC(IBM)が 各 々 どの よ うな相 違 を有す るか を示 して い る。

比較(2)は,DDX(パ ケ ッ ト),X.25,HDLC(ISO案)及 びSDL

C(IBM)各 々 にお け る リンク構 成,手 順 クラス,コ マ ン ド/レ スポ ンス,

情報 フ レー ムの確 認等 に つい て の詳 細 な 比較 を示 す。

比 較(3)は,各 手 順 と リンク構 成 の適用 形態 につ いて示 す 。
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4x乙 －b

適

用

域

機

能

機

能

そ

の

他

バ ー チ ャ ル コー ル

会話形 通信,フ ァイル転送 など一

回の通信 で多量の ブロックを転送す

る場合,ホ ス トや網の負荷が少なく

て済む。

パケ ット交換網の適用域(経 済性

の面での)が 回線交換網に喰われて

狭 くなる。

ただ し,将 来端末回線の 高速化が

進 むとパケ ット交換 網の適用域が拡

大する。

網で発/着 信別課金が可能

網による発着信の接続制御が可能

フロー制御が一般に容易

リンク単位で フロー制御 力河 能 に

.なり,例 えば網が通信中の呼のみ

を疎通 せしめ発信 を抑圧 するな ど

きめの細かい制御が可能 になる。

パケ ットの順序制御機能がある。

公衆パケ ッ ト交換網での キャラク

タ端末一計算機間通信に対 しプロト

コルの標準化が容易

公衆パケ ット交換機 ではキャラ

クタ端末 での割込み制御や順序

制 御のため,リ ンク制御を行な

う必要が あるが,デ ー タグラム

の場合 この制御 をホ ス トーホス

トプロ トコルの レベルで行な う

ためキャラクタ端末に対 しては,

ホス トーホス トプロ トコル とネ

ッ トワーク プロ トコルの両者 を

公衆パ ケ ット網の プロトコル と

して標準化す る必要が生ずるの

に対 し,パ ーチ'ヤル コールでは

ネッ トワークプロ トコルだけの

標準化 で済む。

デ ー タ グ ラ ム

問合せ応答形通信,単 一 メッセー

ジの転送 など一回の通信で少量の ブ

ロ ックを転送する場合 ホス トや網の

負荷が軽 い。

適用域 は左に較べ広い。

不 可

困 難

左にくらべ困難

順序制御 機能が ないので キャラ

クタ端末 収容のPMXに はバーチ

ャル コール機能 を付与することが

必 要

公衆パケ ット交換網 での計算磯

間通信 に対 しプロ トコルの標準化

が容易

公衆網の インタフェースと

しては,左 に較べ簡単な デー

タグラムをサポー トす るネッ

トワークプロ トコルを標準化

して おけば,網 の利用が可能

になる。

計算磯間通信に対しては既存計

算機のパケット網利用が左に較べ

容易

ネッ トワークプロトコル を

サポー トす るための既存の計

算機の改造が左に較べ容易 な

ため。
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表2-6DDX処 理 能 力推 定

方 式 処理能力 記 事
一

バ ケ ッ ト毎 に リ ン ク 処理能力は発着信計

の設定解放 を行 な う 小 を示 す 。

場合 加 人者 テ ー ブル をバ
バ ーチ ャル コー ル

朝 リ ンクを設定 し, 一 チ ャ ル コ ー ル で は

タ リン ク を解 放 す る 中 ド ラ ム に,デ ー タ グ ラ

場合 ラ ム で は コ ア メ モ リ

に収容す るもの と想

チ ー タ グ ラ ム リ ン ク な し 大
定 した。

なお,プ ロ トコル に関 す る国 内で の資料 一 覧 を付録 に示 す。

冒 ・・パ ⇒ 噸 ・
凡

咽iXt5

例 ⑩HDL・ ⑪s・ ・}

膠snL・ ・臼BM) 表2-7

㍑ 〈

各 種HDLCの 比 較(1)
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ー

H
戸

戸
1

表2-8各 種HDLCの 比 較(2)

DDX(パ ケ ッ ト交 換) X25

(LAP;レ ベ ル2)

HDLC(ISO案) SDLC

(IBM)PT NPT ア ン ・ペ ラ ン ス 形 シ ンメ トリ カル形 バ ラ ン ス 形

リ ン ク構 成

P:1次 局 機能

S:幽2次 局機 能

Cl複 合 局機 能

→;コ マン ドの方 向

… ・レスポンスの

方 向
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表2-9

各 種HDLCの 比 較

DDX(パ ケット交換) HDLC S∫)LCり!ク 構 成
PT NPT

X.25
〔ISO案) (IFM)

○ ○

1

－P…1[一 (ARM)

〔P:ユ ーザM算 機S:網 〕

(ARM)

〔:;壁.ザ棘 〕

一 ○

・澗 ・

○

(NRM)

1-

1

一一 雫 一 一 一 ○

〔NRM)

○

(NRM)

一[宋 　 　 一 ○ ○

(NRM)

○
(ARM) ○ 一

・…・一・-H 一 一

〔罐;呂;i〕
lARM1NRM[

一 －A ・A「 「一 一 　

臼1・・一・一 ロ ー □ 一 一 一 ○ 一

(ABM)

11

口;計 算機等

凡[＼;端 末等

・:ぽ 蕊
C・ 複合局機能

2.1.5プ ロ トコル と ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ャ

ほ)ネ ッ トワー ク ・アー キ ラ クチ ャ

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ャの関心 が高 ま り,本 年3月

末 で国産6社 の発 表 も全 て行 なわ れ た こ とに な る。

す なわ ち,昨 年10月 にIBM社 がACF/VTAMを 発 表 し,SNAの 機能 を

拡 張 した のに続 き,11月 には ユニ パ ックがDCAを 発 表,12月 に は 東 芝

がANSAを,日 本 電気 がDINAを,さ らに三 菱 がMNAを,本 年3月 に

は 日立,富 士 通がMSNAを 同時 に発 表,同 時期 に沖 がDONAを,電 々公

社 がDCNAを 発 表 した。

国産 メー カは遅 れ ばせ なが ら外 資系 に対 抗 しよ うと してい るが,各 社 の狙 い

に は若 干 の ニ ュア ンスの 差 かあ る。 日立 ・富 士通 はIBMのSNAコ ンパ テ

ィ ブルを狙 い と し,日 本 電 気 ・東 芝 は公社 の デ ジ タル交 換 網利用 を第一 の狙
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い と し,沖 ・三 菱 は ミニ コン利 用 を狙 い と してい るよ うに み られ る。

これ に対 し電 電公 社 のDCNAの 狙 い とす る とこ.ろは,ネ ッ トワー ク ・ユ

ー テ ィ リテ ィの 実現 に あ る と して い る
。

ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ とは情報処 理 システム,ネ ッ トワー ク及 び

デー タ端 末 装置 の3者 が 緊密 に結合 され,ユ ー ザが 分散 配 置 され た デ ー タベ

ー スや 情報処 理能 力 を有 効 に 出来 る形 態 を指 して い る
。

ネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの 実現 の ために は標準 ネ ッ トワー ク ・アー

キ ラクチ ャす なわ ち複 数 の情 報処 理 シ ステ ム,ネ ッ トワー ク及 び デ ータ端 末

装 置相 互 間 で の 機能 分 担 及 び通信 規 約(プ ロ トコル)を 合理 的 に制 定 す る必

要 が あ る。

ネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの 実現 に よ って情報 案 内 サ ー ビス,情 報 検

策 サー ビスの機能 拡 充,こ れ らを融 合 した新 しい サ ー ビス等 の 提 供 が可能 に

な る と して い る。

(2)DDXとDCNA

DCNAの ア ーキ ラ ク チ ャ構成 をDDXと 親和 性 を もたせ る方 策 は,コ モ

ンキ ャ リア と して基 本 的 に望 ま しい 方策 とい え る。 しか し,具 体 的 には アー

キ ラ クチ ャ構 成 の策 定 に あた って は,専 用 線 や専用 網利用 とのか らみ や,多

様 な適用 業 務 との関連,さ らには標 準 化 の動 向 な どを考 慮 し,DDXと の機

能 配 分 を 適切 に設 定 す る よ り留 意 す る必 要 が あ る。

DDXの 付 加 価値 機 能 の うち,端 末 の仮 想 化機 能はDCNAの 標準 化 に よ

り,こ の 機 能 をDDXに 付 与 す る ことは容 易 に なる。 この 場 合DDXと 親 和

性 を もたせ たDCNAに よ って,こ の仮 想 化機 能 を有効 に生 か す方 策 が 考 え

られ る。 しか し,用 途 に よ って は,DDXの 機 能不 足 に よ って,こ れ を十 分

に活 用 で きな い場 合 もあ る の で留 意 す る必要 が ある。

DCNAに よ って高 次 レベル を含 む プロ トコルの 標準化 が 達 成 で きれ ば ,

DDXを 介 した 異種 端末 の相 互接 続 が可能 に な り,将 来 のDDXの 普 及 発展

に寄 与 する こ とに なる。
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コ ン ピュ ー ク又 は

テ ー ク宅 内 装 置

1、繊 維施i装i、畦 回線手編 装置

コンピュータ又は

チ ー タ宅 内 装置

∈ A

/＼

.

針

バ ケ ノト網

→

〉
、

←c C→

〉

1$

.∈13

図2-10DCNAとDDXと の 関 連

ユー ザ プロ グ ラム

DCNAb(X'25)

、・X・ ・.21)∪

u
専 用 線

回線交換

パ

ケ

ソ

ト

なおDCNAとDDXと の 関係 を要 約 す る と以下 の よ うに なるg

1)パ ケ ッ ト網 に対 す る ハ ー ドウ ェ ア及 び ソフ トウ ェアの接 続 手順(以 下 プ

ロ トコル と呼 ぶ)は,DDXで 定 め られ てい る。 しか し この プ ロ トコルは,

パ ケ ッ ト網 に対 す る もの(図2-10のB)で あ り,コ ン ピ ュー タ間 通信 を行な

うには,さ らに 処理 側 の プロ トコル(図2-10のA)が 必 要 で あ る。

2)DCNAは,パ ケ ット網 の効 用 を高 め る こ とを1つ の 目的 と して い る 。

イ ンタ フ ェー スは,図2-10のa又 はbの よ うに なる。 な お参考 までに,

専用 線 又 は回線 交 換 との イ ンタ フ ェー ス をcで 示 す 。

一114⊂



ー

H
戸

O
ー

付 録 プ ロ ト コ ル 関 連 資 料 一 覧

資料名

著者等

Lプ ロトコルと

は(定 義)

2.プ ロ トコルの

種類

3.ブP'・ コルの

階層 構成

異機種 コン ピュータ聞接続の調r醐1

究報告書

日本情報処理開 発センター

コンピュータネットワークの構成

要素ホスト,ノ ード,回 線等各々の

役割 と分担を明確1ζし,相 互インタ

フェースを規定するなん らかの規約

あるいは約束事の集合

分 散型 ネ ッ トワー ク{こお ける プロ ト

コルの階層は一般に次の4段 階にな

っている。

①

②

⑤
④

ノー ドー ノー ドプ ロ トコル

ノ ー ドー ホス ト 〃

ホ ス トー ホス ト 〃

ユ ーザ レベ ル 〃

コン ピ ュータ聞 通 信の ソフ トウ ≠ア

(ピ ジ コ ミ誌)

日本 †11澗セン ター

ll体 欣'r－

コンピュータネットワークの構成

要素ホスト,ノ ー ド,回 線 各々の役

割 と分担を明確に し、相1£刊の コミ

ュニケーションを目指におこなうた

めの規約 あるいは約束事

分散型 ネットワークにおけるプロト

計算機問過信 プロ トコルの体系につ

いて

技1岳1治「通信制御処日1!装置 ・端オミか

らみたバケット導入条件検討

稿`課w}牝」

技,デ 標,デ 本N-1

計算機間を流れる情 目tのフォーマ

ットとそのや りと りのしかたの規定

=

① 隣f妾 ノー ドー ノー ドブ ロ トコル

∨ 発{言」也ノー ド一着{言地 ノー ド

プロ ト コル

③ ノー ドー ホ ス トプロ トコ ル

>Sホ ストーホ ス ト 〃

、ひ 高位 プロ トコル

(ユ ー ザ プロ トコル)

.ン

ス

テ

ム

レ

ベ

ル1

雫
舶 ブ・卜・ル/

卜頁)ST-1幻ST/

1『1.E-{K)S

発 信地

目的地i＼

i

i

NOUE

l

NOI .疋

/
1声 ・
舗‡＼
む1シ1.鵬∧

篤 …T＼位 フ・ トコル ＼
.、

◎

機能的プロトコル

ぶ
・2、

ぶ

ぱ

⑤

リン ク レベ ル プ ロト コル

ネッ トワー ク 〃

ホ ス トレベル 〃

ユー ザ レベ ル 〃

その 他の プロ ト コル

(交 換 接続 プ ロト コル)

ファシリティ オリエンテソド フロトコル

で)CCp－ 交 換 機闘 プ ロ トコル

② 送 信先 ㏄P－ 宛 先C℃Pプ ロトコル

9"CCP(Rc,TC)一 ホスト〃

LF.、CCP(FEP)一 ホス ト 〃

.ホ ス ト ー ホ ス ト 〃

ホストレベノ
フロトコ
ル

ネットワーク
レz∨レ
フロトコル

ユーサレ∨レ

フロトコル

リンクレ(ルプ
ロトコレ

ぞ呈泓
・パケット)

フフクソント
コまハケツ

哉能的 プロトコル

湾

ポ
ス
ト
計
算
機

計算:磯間通信の プロ トコル エ ンド
ーエン ドプロトコルにっいて

デ技資

デ本N-1

計算:磯間通信用 プロトコルとは,

計算機聞に授受される情報のフ ォー

マ ットとそのやりとりの規定

計算機間通信用 プロ トコル

(iリ ンクレベルプ ロトコル

@計 算機一網 あるいは

計 算機一網一計算機プロトコル

③ エン ドーエンド 〃

④ ユーザ レベル 〃

ユ=せルペル
プbトコル

エンドー

`
エンド

P－ ㌍ 巳

計
算
機
本
体
部

計算:磯間通信のしくみ(ピ ジコ ミ)

計算磯間通信の吸界と問題点

公社:デ 本N-1

大庭弘太郎

リンク

荒;〉

㎜・議 ⑳
計算機一網一計算:機
アロトコル

tテLタ交換機

計算磯間や計算機一交換機間で授

受 される情報のフォーマ ットとその

やりとりのしかたの規定

計算磯間通信用 プロ トコル

◎ リン クレベル プ ロ トコル

② エ ン ドー エ ン ド 〃

③ ユー ザ レベ ル 〃
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0
1

資料名 黒磯Hiコ ンピュータ間接続の調査研
究報告書

コン ピュー タ間逓 倍 の ソ フ トウェア 計算磯間通信プロトコルの体系につ
いて

計算磯間通信のプロトコル エンドー
エン ドプロトコルについて

計算幽]通信のしくみ
計算磯間通信の限界と問題点

4、各 フ.ロ トコル

の 分担

/Dノ ー ドー ノー ドプロ トコル ・、.

・メッセージ・フォーマ プト

・受信確認方式

・伝送エラーの検出と処理

・再送手続 き

・(隣 接間)メ ッセージの ルー ト

の選択
・(発 信池一目的地 間)サ ブネッ

ト内のメ ッセージフロー制御
・伝送 されたメッセージの順序づ

け

諺語;;㌶ パ
ジσ授 受`こ関する規約
・メ ッセージ ・フォーマット

・送受信の手順及び確認万法

・相互の障害状態の検出

なお,⊂ のプロトコルはNODE

とHOST閲 がチャネル結合か回線

結合か,ま た ビットシリアルかパラ
レルかによって1つ の ネブトワーク

内でもや～異なる要素を含む 乙とが

ある。

③ ホストーホス ト プロ トコル

① ノードーノー ド プロ トコル
・隣接するノー ド間のメッセージ

や データの送受の手順
・フォーマ ットの確認

・伝送の確認

・障害の監視

② 発信地一.目的地ノー ドプロトコ
ル

発信地 と目的地の ノー ド間にお け

るデータ転送 の確認,再 送等の万法

及び手順に関する規約

③ ノー ドーホスト プロトコル
ホストとそれに接続された ノード

との間のデータ授受に関する規約

④ ホス トーホスト プロトコル
ホス ト同士が交信し,デ ータを転

送 し合 う方法,手 順に関す る規約

⑤ 高位 プロトコル
ネットワークユーザが直接使用

する コマン ドで,ユ ーザプロ ト
1」ルとも呼※。
・会話型 プロ トコル

Oリ ンクレベル プロトコル
回線を介して直結 された2つ の装

置相互間に{云送 ブロックを伝送 する
ための制 御に関する規約,伝 送制御

手順あるいは ラインプロトコルであ
る。

② ネッ トワーク プロトコル
ネットワークを介 して メッセージ

フラグメントを伝送するための制御

に関する規約

③ ホス トレペル プロトコル
ホスト計算機またはFEPと で走

行する システム プロセス聞でメッセ
ージ ・セグメン トの通信を行 うため

の制御1に関する規約

● ユーザレベル プロトコル
データ処理を行 うためのユーザ ・

ジョブの記述に関する規約であ り,
一般にホス ト計算機内部のユーザ ・

プロセス相互間において メッセージ

の通信を行 うための制御に関する規

定である。

〔Oリ ンク レベ ル プロ トコル,

② 計算機一網あるいは計算機一網一

計算機 プロ トコル

③ エン ドーエンド プロ トコル
リンクレベルとユーザレベルの プロ

トコルの間にあってE-E間 の データ

の伝送制御を分担する。

計算機の割句 プログラムあるいは シ
ステム ・プロセスは,こ こでの処理単

位であるメッセージ ・セグメン トをデ
ータの転送に適 した長さのブロ ックに

分割 し,制 御情報を付けてブロックあ

るいはパケットの形で回線 に送 り出す,

リンクバイリンク(L/L)に 中継

されたブロックは所要の計算機で制御

情報をもとに元の セグメント:こ組み.1二

げ られ る。

E-Eプ ロ トコルは,ブ ロックの重

複順序の逆転 といったエラー を救済 し

たり,セ グメント組立ての時のバ ッフ

ァ不足等による疎通不良と救済 するた

めのセ グメン ト単位の伝送制御の規定

① リンクレベル プロトコル
伝送途中での ブロックの誤 りや紛

失 を救済した り,受 信側でのあふれ
や遊びのないよう円滑に プロ フクを

伝送するためにフ'ロック単位の伝送

制御を行う。

② エン ドーエンド プロトコル
エンドーエン ド間の誤 り制御,再

・

送,順 序制御,メ ッセージ組立て時

のバッファ不足等による疎通不良を

救 うために,プ ロセス間でのメッセ
ージ単位の制御

、

交換機 や計算機の制御方式によっ
ては,コ ネクションの設定制御を含

めE-E間 の制御をパケ ット単位で

おこなうこともある。

所要のユーザプロセスへの接続,
データ,フ ァイル,コ マンド等の転

送,フ ォーマ ット変換等の制御,メ

ッセージの分解 ・組立ての制御

③ ユーザレベル プロ トコル
高次の制御

・ホ ス ト間 の デ ー タ ・フ ォーマット ・ リモ ー トバ ブチ プロ トコル であ る。
F

・プロセ ス間 の コネ ク シ ョンの 確 ・フ ァイル転 送 〃

立と閉鎖
'コ ネクションを通したデータの

・ユ ー ザ レベ ル"

④ ユ ー ザ レベル プロ トコル

転送
・ホス ト間 の フロー制 御

・相手側の障害 の検出

4ユ ー ザ レベ ル ・プ ロ トコル

フトワー ク ・ユ ー ザが直接 使用
.

るコマンドの形で規定 される。

.TSSプ ロ トコ ル
「

・RJE〃

・フ ァイル転 送 〃

・グ ラ フィ ック 〃

・各 種 ユ ーザ レベ ル プ ロ トコル
F

(高 位 プロ トコルとも呼ぶ)
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Lプ ロトコルとは

(定 義)

2プ ロトコルの種

類

3.プロ トコルの階

層構成

① ・ホス トー1MPプ ロ トコル

(ホ ス トーサ ブネット プロトコル)

② ホ ス トーホ ス トプ ロ ト コル

③ ユー ザ レベ ル 〃

O
R£ceive
ket

。。STAヲSo汰e`STB

プロ トコルとは,デ ータのやりと

りに関する合意の集合

パケット網

,

(.llPNI>Tの プロ ト コ、ル"A)

プロトコルとは「議定聾」を意味し,

コンピュ7タ ・ネ ヅトワークにおいて

は複数のプロセス間で授受 されるデー

タの形,タ イ ミングおよびセマンティ

ッ・クス'ζ関 して決められた約束事の集

合の意味を持 っている。

JIPNETの プロトコル 卓奉

/

網間通信川1プロ トコル

9

① 隣接IMP間 プロ トコル

② 発信地IMP－ 日'的地IMP

プロトコル

③llOST-IMPプ ロ トコル

④HOST-HOST〃

⑤ 高位 プ・ トコル

りLビズ
コマンド

　

①IMP-IMPプ ロ トコル

②HOST-IMP〃

③IIOST-IIOST〃

④ 高位 プロ トコル

プコセス

'

高位 プロトコル

処理 プログラム画
リンク
'
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コンピュータ ・リンクの現状 と将来 パケ ット網の網間通信用 プロトコル 通信網に独立な高次プロ トコルにつ エ ン ドーエ ン ド プロ トコルに 関 する コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク

いて る寄書 JIPNETの 研究開発

4.各 プoト コ 6ホ ス トーIMPプ ・ ト・ル 網間通信用 プロトコル 高次 プロ トコル ① エ ン ドー エ ン ド プ ロ トコル ①IMP-IMPプ ロ ト コル

ルの分担 ホストーサ ブネット プロトコル

とい うべ き通信規約であって,サ ブ 異なるパケット交換網内に存在す システム利用者に利用可能なアブ

エンドーエン ド プロトコルは階

層構造を持つべきである ことが一般

パ ケットの送信および受信
,確 認

の手続 き.エ ラー検出と回復,パ ケ

ネットはホ ストから指定 された他の る りソースを共有するだめの プロ ト リケ ー ション ・オ リエ ンテ ッ ドな機 に認め られている。 ブ ト ・フ ォーマ ッ ト等,隣 接IMP

ホ ス ト{こメ ッセ ー ジを 正 しく必 要 と コル 能 を備えてお り,転 送 されるデータ あ る1つ の レベルの プ ロ トコルは,■ 間 の プ ロ ト コル ト と,フ ロ ー コ

する時間内に送 り届ける。 ・ア ドレ ッシン グ の構造 と意味を定義する。 低次の プロ トコルが提供するサービ ン トロ ール,シ ー ケ ン ス ・コ ン ト

サブネットはホス トから自他ボ ス ・フ ォー マ プテ ィ ング ファイル転送 プロトコル スを使用し,高 次のプロ トコルに一 ロー ル,メ ッセ ー ジ伝 送 に と もな う

トの アドレスが付けられ たメッセー ・パ フフ ァリ ング リモー ドジgブ エントリ フbト コル 層の特殊化 されたサービスを提供す エラー検出と回復等,発 信地IMP

ジを受取 り,当 該ホスト間に論理的 ・順 序 制 御 会話端i末用 〃 る。 と目的地lNP間 のプロ トコルとが

メフセージ通信路(リ ンク)が サブ ・フ ロ ー 制 御 グラ ピック 〃 あ る。

ネットを介 して割 りあて られる。 ・誤 り 制 御 データベースアクセス 〃 ② トラン スボ ー ト イ ンタ フ ェー

高次プロトコルは、通信サブシス
ス/プ ロ トコル ② ホ ス トーIMPプ ロ トコル

② ホ ス トーホ ス ト プ ロ ト コル テムの内のある機能のr∫イ}1に依存す 業務 プログラムが ネッ トワーク部 ホ ス トと1、IP聞 の メ ッセ ージの

基本的な役割 は,ネ フ トワークに るような形で定義 される。 分の多様性か ら独立性を保つ ことは, 形式や転送のコントロール,相 互の

またがる プロセスー フロセス通信の プログラムとかプロセスが通信を行 障害管理等の プロトコルで,主 とし

手段を提供する。
ホ ストにOSの 一部として常駐 し

通信サ ブシステムの標準インタフ

ェースを定義 し,そ の動作機能をブ
うが っら り と した トランス ポー トイ

ンタ フ ェー スを定 義す る こ とに よ り,

て ホス トとIMP間 の アダプターに

対するコマンドの形で規定される。

ているNCPを 通じて,ホ ス ト内の ラックボックス化することによ り通 可能である。

プロセスが通信しようとする。 信網の低次部分の変更に対して完全 トラ ンス ポー ト ・ステー ション間 ③ ホ ス トー ホ ス ト プロ トコル

NCPの 主要な役割は,プ ロセス に独 、Zな一 連 の ア プリケ ー シ ョン, の協調動作は,通 信サー ビスを便用 ホ ス ト間 の コ ネ クシ ョンの確 、τ,

間の コネクションを確立すること,
コネクションを断 ち切ること,お よ

オ リエ ンテ ッ ドな 高次 の プロ トコル

を設lil・す る ことが 可能 と な る。
す るE-Eト ラ ンス ポー トプ ロ トコ

ル に よ り制 御 され る。

コネクションを通 してθデータの送

受,'他 ホス トの プロ トコルの起動 と

び コ ネ クシ ョン上 の メ ッセー ジの流 ホ ス トー通 信網 の イン タ フ ェー ス プロセス間の情報伝達,フ ロー制御

れを制御することである。 は,多 数の弁別可能 ζC構成要素か ら ③ 仮想端末 プロ トコル 等 ホ ス ト同 志 の コ ミュニ ケー シ ョン

なる階層構造をな している。これ ら 各社の端末と計算磯間の相互接続 に関するプロトコル

の構成要素は,さ まざまなレベルで 面の両立性 を得るため に,標 準的
動作する ものと考えることができる。 なアク セス メ ソッドを定義すると ④ 高位 プoト コル

イ)通 信サ ブシステム ことが きわめて緊急であると一般 に 機能 レベルのユーザプロトコルで

最低次 レベルでの通信川で,デ 認 められている。 この約束事が仮想 あ り,ネ ッ トワー ク内 のTSS,リ

一夕転送の丁段を提供する
。 端末 プロ トコルといわれている。 モー トバ ッチ処助筆をユーザが使用

バー チ ャル コー ル/デ ー タ グ ラ する場合のコマンドを始め,フ ァイ
ム,エ ラー状態の検出と回復の機

④ その他の プロ トコル ル転送,固 形処理,特 殊IOの 使用
構を定義する。 フ ァイ ル転 送 プ ロ トコル 等,ネ ットワークのすべての機能を
ロ)橋 渡 しイ ンタ フ ェー ス ジョブステータス問 合・せ 〃 操作性高くユーザが使用することを

通信サブシステムのプロトコル データ検索 〃 可能とするプロ トコルである。
と高次プロトコル相互間の分界点 など基本的なサー ビスがある。

⇒ 高次 プロ トコル

通信網でのホス ト相互間の通信

を定義する。



2.2基 本 プ ロ トコ ル の 比 較 評 価

2.2 .1は じ め に

情報処 理技 術 や部 品 技 術 の進 展 と,ビ ジネ スの 高度 化,多 様 化 と相侯 って,

デー タ通信 シ ス テム は,大 規 模化,オ ンラ イ ン化,広 域 化 の傾 向 に あ る。 これ

らの動 向 に 対応 すべ く,デ ータ通信 シス テムは,よ り ネ ッ トワー ク的 な様相 を

帯 び て来 て お り,ネ ットワ ーク ・アー キ テ クチ ャの研 究 や,ト ー タル システ ム と

して の プロ トコル の体 系 的 な整理 が活 発 に行 なわ れ て い る。 コ ン ピ ュー タ メー

カ もIBMがSNA,UNIVACがDCA等,各 々 の特 長 を持 った ネ ッ トワ

ー ク・アーキテ クチャ を 相 次い で発 表 してい る
。

一方 ,デ ー タ通 信 用 の 通信 回 線 サ イ ドの動 き も目覚 しい もの が あ る。 従 来 広

く利 用 され てい る アナ ロ グ専用 線,公 衆交 換網(電 話 網,加 人 電話 網)に 加 え

て,デ ー タ通 信 向 きの新 しい通信 メ デ ィ ア として,デ ィ ジ タル専 用 線,公 衆 デ

ー タ交 換網(回 線交 換 網 お よびパ ケ ッ ト交 換網)の 開発
,導 入 が具 体化 して き

て い る。 これ らの動 向 に対 応 し,ISOやCCITT等 の国際 機 関 に於い て,

国 際 的 な仕 様 の統 一 や 標準 化 が進 展 してい る。

ISOで は,主 として ユ ー ザ シス テムの 面か らの各 種 プロ トコル の検討 が 行

なわ れ てお り,一 方CCITTで は,主 として 通信 メ デ ィ アの 面 か ら公衆 デー

タ通信 網 の検 討 が行 なわ れて い る。 また,IBMを は じめ と した コ ン ピ ュー タ

メ ーカ も各 種 プ ロ トコルの 標準 化 をすす めて い る。

こ こで は,ISO,CCITT,IBM,DDXの 四者 を取 り上 げ,基 本 プ

ロ トコル の現在 の技 術 動 向 に関 し,比 較,評 価 を試 み た もの であ る。

2.2.21SOの 動 向

ISOで は,リ ンク レベ ル ・ プロ トコル を3つ に 分 け て 標 準 化 を 進 め て い る
。

(1)フ レ ー ム 構 成

フ レ ー ム 構 成 は,IS3309ハ イ レ ベ ル ・デ ー タ リ ン ク 制 御 手順 と し て

一119一



承認 され資 料 化 され て い る。 今 後,手 順 クラ ス におい て,バ ラ ンス型 が導 入

され る と,こ れ に伴 う若 干 の変 更 が生 ずる と考 え られ る。

(2)手 順 要 素

手 順 要 素 は,DIS4335で 定 義 されて い る。 これ は,HDLc(ハ

イ レベ ル ・デー タ リ ンク制御 手 順)で 用 い られ る動 作 モー ド,コ マ ン ド及 び

レ ス ポ ンスの様 式 と機能 が定 義 して ある。 デー タ リ ンクの設 定 に は数種 の

「モー ド設定 コマ ン ド」が定 め られ,こ の コマ ン ドを受 信 した ステ ー シ ョン

が確 認 応答 を返 送 す る こ とに よ っ て,デ ー タ リ ンクが確 立 され る。 情報 メ ッ

セ ー ジは,1コ マ ン ド又 は1レ ス ポ ンスに よ って送 信 され る。 情報 メ ッセ ー

ジ は,コ マ ン ド/レ ス ポ ンス と共 に送 受信 され る送 信 番 号,受 信 番 号に よ っ

て確 認 が行 わ れ,確 認 が とれ な い場 合 に は,所 定 の 手順 に よ って再送 な どの

回復 手 順が 実行 され る。 手 順 要 素 について は,次 の よ うな審議 状 況 に あ る 。

(a)DRAFTIS4335は,N1251の 修 正 を含 め,TC97に よ

る郵 便投 票 に か け られて い る。

(b)追 加 コマ ン ド/レ スポ ンスに つ いて は,N1300が 纒 ま り,SC6に

て,76年10月1日 を期限 と して郵便 投 票 にか け られ てい た。

(c)手 順 クラ スのバ ラ ンス形 導 入 に伴 ないDIS4335に か な りの変 更 が

生 ず るはず で あ り,N1301と して纏 め られ てい る。 実際 の変 更方法 につ

いて は,1977年3月 シ ドニ ー会 議 まで には,は っ き りして くる もの と期

待 してい る 。

(3)手 順 ク ラス

上記 二 つの 標準 を用 い て 実際 の デ ータ通信 シス テム を形 成 す る際 の標 準 実

施方 法 を クラス に分 けて 定 める もの で あ る。 不平 衡 型手 順 クラス と平 衡型 手

順 クラ スの 二つ に分 け られ てい る。 手 順 ク ラ スの進 捗状 況 を纏 め ると次 の と

お り。'

(a)76年5月 の ス トッ クホ ル ム会 議 の結果,今 後 のベ ー ス ドキ ュメ ン トと

して,N1299(PROPOSEDCLASSESOFPROC－

声一120一



EDUP「),N1301が 纒 め られ て い る。

(b)今 方 まだ こだ結 論 が 出 るに は,時 間 がか か る もの と思 わ れ る。77年3

月 の シ ドニ ー会 議 まで には,は っ き りして くる もの と期 待 して い る。

(c)当 初 ク ラス と して,不 平 衡型,平 衡 型,対 称 型 の3種 が考 え られて い た

が,対 称 型 は,不 平衡 型 の一 変 型 と考 え て,現 在 で は,二 つ の ク ラスが設 定

され てい る。

ISO/TC97/SC6で は,以 上 述 べ た リンク レベ ル ・プロ ト コルの 標

準 化 に加 え,ネ ッ トワー ク レベ ル等,高 位 の プロ トコルの標 準 化 も取組 みは じ

めた。 しか し,現 時 点 では,関 係 国 か ら約15通 の文書 が提 出 され,研 究 す べ

き事 項 の リス トア ップが 行 なわ れ た段 階で,国 際 標 準薬 の作 成 は これ か らと い

う段 階 であ る。ISOが 目 的 とす る高位 プ ロ トコルの 範囲 と,公 衆 パ ケ ッ ト交

換 網 用のCCITT勧 告,X25の パ ケ ッ トレベ ル ・プロ トコル との 関係 につ

い て も,現 在 の ところ明確 で ない。 現在 提 出 され てい る検 討報 告書 か らその 動

向 を推 定 す る と次 の とお りで あ る 。

(1)ネ ットワ ・一ク ・レベ ルの 機能

ネ ッ トワー ク レベ ル が遂行 すべ き機能 につ い て,「 発 信 元 ア ド レス 」,「受

信 先 ア ドレ ス 」,「 シー ケ ンス番 号 」な ど,ど の提 案に も共 通 的 に含 まれ る

項 目のほ か,メ ー セ ー ジの緊 急 度 の表示,メ ソセー ジの セ キ ぞリテ ィに関 す

る表 示等 の 提 案 が でて い る。 提 案 の中 に は,ネ ッ トワー クレベ ルの機 能 とそ

れ よ り高 位 の レベ ルの 機能 を完 全 に独 立 させ た い とす る もの もあ り,一 部 に

重複 させて い る もの もあ る。

(2)通 信 用 ヘ ッ ダの 形 式

何 らか の 形 で通信 ヘ ッダ ・アイ デ ン テ ィ フ ィケ ー ショ ンが必 要 とい う点 で

意 見の 一致 が み られ る。 また,固 定長 の い くつ か の サ ブヘ ッダの次 に,さ ら

に い くつ かの 可変 長 ヘ ッダ を置 く形 式 も提 案 されてい る。 要 する に,適 用 範

囲 につ い て融 通 性 の あ る形式 とす るか,固 定 され たヘ ソデ ィン グ とす るか と

い う点 に問題 が あ りそ うで あ る。
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2.2.5CCITTの 動 向

昨 年 のCCITT第6回 総会 に於 いて,公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 用 の最 も重 要 な

勧 告 で あ るX25が 採 択 され た。 この勧 告X25は,ユ ー ザの メ ッセー ジとパ

ケ ッ ト間 の 変換 を行 うパ ケ ッ ト分 解 ・組 立 機能 ・(PAD)を 内 蔵 した 端 末

(PACKETMODETERMINAL)の 網 との イ ンター フェー ス(D

CE/DTEイ ンタ ー フ ェ ー ス)を 規 定 し た もの で,内 容 と して は,次

の3つ の レベ ル に つい て 基 本仕 様 を定 め た もの で あ る。

(1)フ ィ ジカ ル レ ベル

② リン ク レベ ル

(3)パ ケ ット レベ ル

(1)フ ィジカル レベ ル は,物 理,電 気 条件 を定 め た もの で あ る。 パ ケ ッ ト端 末

は,2.4Kb以 上 の高 速端 末 を対 象 とする こ とか ら,同 期 形 の イ ンタ ー フ ェー

ス と して お り,専 用 線 サー ビスや,回 線交 換 サー ビス用 とコ ンパ テ ィ ビ ィ リィ

テ ィの あ るx21お よ びx21bisを 適 用 す る こ ととして い る。

② リンク レベ ル は,パ ケ ッ ト端 末 と網 との間 で情報 を送 受 す るた めの デー タ

リ ンク上 の伝送 制 御 用 プ ロ トコル を決 め た もの で,CCITTで は,LAP(L

INKACCESSPROTOCOL)と 呼 ん で い る。X25のLAPは

ISOのHDLCと 細 部 に つい て は,相 違 した もの で あ る。 例 えば,手 順 ク ラ

スは,X25は;対 称 型 と して い るが,ISOに は,こ の クラ スが失 くな って

いる。 しか しなが ら基 本 部 分,即 ち,フ レー ム構 成,要 素,手 順 は,ほ と んど

はISO標 準 の 一・部 とみ な され い る。

(3)パケ ッ トレベ ル は,パ ケ ッ ト交換 網 を経 由 して,ユ ーザ端 末 間 で通 信 す る

場 合 の プ ロ トコル を示 す もの で,次 の二 つ が あ る。

Aバ ー チ ャル コー ル

Bパ ー マ ネ ン ト ・バ ーチ ャル サ ーキ ッ ト

Aは,現 在r般 的 に利用 され て い る回線交 換原 理 に基 く網 で の制 御方 式 の考

え方 の 延長 上 にあ る もの であ り,電 話網 等 と同 様 に,呼 の 概念 を導入 し,発 端
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末 一着 端 末間 に論 理 的 な リ ンク(バ ーチ ャル リンク)を 設定 して通信 を行 う方

式 であ る。 バ ー チ ャル コー ル方 式 の場 合 に は,通 信 の開 始 に先 立 って,論 理 リ

ンクの設定 が あ り,こ の た めの 呼制 御用 パ ケ ッ トが往復 し,通 信 可能 な状 態 を

確 認 した後,デ ー タパ ケ ソ トが相 互に 転送 され る。 通 信 終 了後,論 理 リン クの

解 放 の ため の 呼制 御 用 パ ケ ットが 往復 す るこ と とな る。呼 制 御 の段 階 で,網 内

異常,相 手話 中,相 手 空 番等,論 理 リンクの設 定 がで きな い場 合 は,そ の 旨 発

信 側へ 網 よ り通知 され る。 パケ ッ ト網 内に論理 リ ンクを設定 す る場 合,網 の両

端 の ノ ー ド間 の み で リンク を意識 し,中 間 の ノー ドで は関 与 しない方 式 と,中

間 の ノー ドで も意識 して 管 理 す る方式 とが考 え られ る。 前者 は,制 御が容 易 に

な る と共に,網 内 の リソー スの有 効 利用 が計 れ るが,同 一 呼 に属 す る各 デ ー タ

パ ケ ッ トの網 内 転送 ル ー トが異 る場 合 も出 て来 る。後 者 の 場合 は逆 に な り,制

御 が 複 雑 に な る と共 に,リ ソー スが増 え るが,網 内で の パ ケ ッ トの転送 の 信頼

性 が高 くな る。 この ど ち ら を採 るかは,各 国 の イ ン プ リメ ンテ ーシ 。ンに委 ね

られ てい る。

通信 状 態 に 入 っ て か らは,パ ケ ッ ト順序制 御 とパ ケ ッ ト流 量制 御 の機 能 が あ

る。 順 序制 御 は,加 入 者線 上 での パ ケ ッ ト多重 リン クで の リン ク単 位 の順 序 を

保 証 す る と と もに,パ ケ ッ ト交換 網 は蓄 積交 換 網 で あ り,網 内の ル ー チ ン グに

よ っては,網 の内 部 で順 序 が乱 れ る場 合 があ るた めに,デ ー タ パ ケ ッ トに イ ン

ター フ ェー スの 上,下 両方 向 で順 序番 号 を付 与 す る こ と と して い る。 この番 号

情報 は,パ ケ ッ トリ ンク レベ ル での 情報送 受 の確 認 も兼 ね てお り,イ ンター フ

ェー ス上の番 号 を網 内 で も保存 すれ ば,エ ン ドとエ ン ドで の パ ケ ッ ト送 達確 認

機 能 と して も利 用 出来 る。

一方 ,流 量 制御 は,端 末 と網 との 間の トラ ピック量 を制 御 す る手 順 であ る。

これ は基 本 的 には,発 端 末 か ら網 に流 入 す る トラ ヒ ック量 と網 か ら着 端 末へ 流

出す る トラ ピ ック量 との 間 の整 合 を とる機能 で あ り,端 末速 度 の差 異 や トラ ヒ

ック量 の差 異 を吸 収 す る と共 に,ユ ー ザ か ら見 て 可能 な限 り実 時 間 に近 い パ ケ

ッ ト転 送 が 出来 る よ うに した もの で あ る。他方,網 か ら端 末 に情報 を送 る場 合
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に,端 末側 の都 合 に合 わせ て トラ ピ ック量 を制 御 し,端 末 を ガ ー ドして い る。

流量 制 御 は あ くまで論 理的 な パ ケ ット リ ンク単 位 に,い わ ばCALLBY

CALLに 行 う トラ ピック制 御 で あ るが,こ の メカ ニ ズム と して は,各 種 の 方

式 が考 え られ,ウ イ ン ドウ方 式 が最 も一般 的 で ある。X25で も採 用 されて お

り,こ れは 通信 に 先立 って予 め連 続 受信 可 能 なパ ケ ッ ト数(ウ ィ ン ドウ サ イズ)

を決 め,そ のサ イ ズ以 内に 収 ま る よ うに,上 述 の 順序制 御 用 の確認 番 号に よ り

制 御 す る もの で あ る 。

Bは,任 意 の端 末 間 の 通信 を前 提 に して い るが,デ ー タ通信 サ ー ビスで は,

専用 線 的 な利用 も多 い ことか ら,端 末 間 に常時 論 理 リンク を設 定 して お き,バ

ーチ ャル コー ルの 呼設 定手 順 を省 略 して 通信 で きる もの で あ る。 即 ち,通 信 段

階 では,バ ーチ ャル コール と基 本 的に 同 一 とな り,従 量 制 の専 用線 サ ー ビ ス と

見 る ことだ出 来 る。 一 般 的 には,バ ーチ ャル コー ル方式 に対 し,デ ー タグ ラム

方式 と呼 ば れる もの が あ る。 これ は,呼 とい う概 念 が な く,従 って論 理 的 な リ

ンク もない 。す なわ ち,各 パ ケ ッ トに ア ドレ スを付与 し,端 末 は単 に,網 に投

入 すれ ば よい。換 言 す れば,呼 制 御 段 階 と通信 段 階 の 区別 が ない。 また,バ ー

チ ャル コー ル での 呼 制 御 段 階 で の オー バー ヘ ッ ドを少 くす る方 式 と して,呼 制

御 パ ケ ヅ トに デ ー タ も相 乗 りさせ る方 式(フ ァス トセ レク ト方 式)も 検討 が 進

め られ て いる。

(1)一 般 端 末 の収容

76年11月 に開 かれ た スペ シ ャル ラポ ー タ会 議 で,PAD機 能 を有 して

い な い端 末(NONPACKETMODETERMINAL)を パ ケ

ソト交 換網 に接 続 す る方 式 が論 議 された。 基本 的 に は,パ ケ ッ ト交 換 網 内 に

PAD機 能 を持 たせ,一 般 端 末 を電話 網 を介 して,PADに 接続 す るかPA

Dへ 直接 接続 す る。 また,パ ケ ッ ト端 末 とPADも 接 続 す る2つ に 分 離 して

標 準化 す る方 向 とな って い る。(図2-11参 照)
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NPT 電 話 網 パ ケ ッ ト交 換 網

図2-11NPTの 収 容 と プ ロ トコル

・端末(NPT)-PADプ ロ トコル

X・2x

CMP:CHARACTERMODETOPAD

・端 末(PT)-PADプ ロ トコル

X・2y

PMP:PACKETMODEPROTOCOL

CMPプ ロ トコルは,多 様 な属 性 を持 つ 端末 に対 して,ど の よ うに標 準 化

をはか るか が大 きな問 題 で あ る。 端 末 イ ンター フ ェー ス としてX25の よ う

な ユニ ー クな もの を標 準 と して 決 め る こ とは,大 半 の端 末(特 に既 存 機 種)

を網 か ら締 出す こ と とな るの で現 実 的 で な い。現在 の方 向 と して は,端 末 属

性 の 多様 性 を容 認 した 上 で,こ れ らの属 性 をパ ラメ ー タ化 し,そ の パ ラメ ー

タ を網 で 記憶 す る形 式 や ユー ザが指 定 す る形 式等 を標準 化 す る こ とに よ り,

多様 性 を吸収 して い こ うとい う方 向 にあ る 。 この こ とは,網 の反 対側 に あ る

HOST(PT)か らみ た場 合,全 パ ラメー タ を属性 と して持 つ仮 想 の 標 準

端 末 と通信 す るよ うに み える こ とと なる。 す なわ ち,PMPプ ロ トコル は,

HOST(PT)が,網 内 のPAD(す なわ ち,仮 想 標 準端 末)と 通 信 す る

た めの プ ロ トコル で あ り,PTか ら見 れ ば,こ の プロ トコル は,網 の 入 口 と

一125一



の イ ンター フ ェー ス(X25)よ り,1つ 高 い レベ ルの プロ トコル とな る。

従 って,こ のPMPは,X25に 一部 機能 追加 した形 とな ろ う。PTか ら見

た場合,通 信 相 手 がPTの 場 合 と,網 内 のPADの 場 合 とで は,プ ロ トコ ル

が 若干 異 る こ と とな るが これ ら両 者の 関係 を どの よ うに体 系 化 してい くかが

今 後 の課 題 で あ ろ う。

(2)そ の他 の話 題

A勧 告X・25の 補 充

次 の よ うな項 目の補 充 が行 なわ れ てい る。

① 物 理的 イ ンター フ ェー ス

回線 交 換網 と専 用 線 の2種 が あ る ことを明記 した。

② フ レー ム レベル イ ンター フ ェー ス

LAPの 改 良,ISOと の 一 致。

③ パ ケ ッ トレベ ル イ ンタ ーフ ェー ス

通番 モ ジ ュ ロ8か ら128拡 張版 のパ ケ ッ トの 形 式お よ び ロ ジカル チ ャネ

ルの割 当 の不 明確 事 項 を修 正。

Bパ ケ ッ ト網間 イ ン ター フ ェー ス

早急 な標 準化 の必 要 性 が合 意 されて お り,X25に 基 づ く,X・7xが 準

備 され て い る。X.25を 適用 す る と して,何 が問 題 と なるか が 検討 されて

い る。 問題 点 と して は,RRレ ス ポ ンスの 返 し方 に2通 りの解 釈 がある 等 で

あ る。

2 .2.41BMの 動 向

昭 和49年9月 に,昭 和50年10月 を 最 初 の リ リ ー ス とす るSNA(S-

YSTEMNETWORKARC耳ITECTURE
,)が,発 表 され た 。

この シ ス テ ム は,1ホ ス ト シ ス テ ム に よ る 階 層 構 成 に よ っ て,ネ ッ トワ ー ク を

構 築 し,ホ ス トが 集 中 管 理 す る もの で あ った が,昭 和51年11月 に は,機 能

拡 張 が 発 表 され,複 数 ホ ス トに よ る ネ ッ トワ ー ク 化 が 可 能 とな っ た。 この シ ス
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テ ムの 最初 の リ リー ス予定 は,昭 和53年3月 とな っ てQ)る 。

(1)SNAの 概要

SNAは,機 能 の分 散,接 続 の 独 立 性,装 置 の 独 立性,構 成 の柔 軟 性 を 特

徴 と してい る。

A機 能 の 分離 、,

SNAの 中心 と な る概 念 は,・通 信 システ ムの 機能 を,は っ き りと定 義 され

た1つ の論 理 的 階層 に分 割 した ことに なる。 す な わ ち,主 な機 能層 として,

適 用 業 務 層,機 能 管 理層,伝 送 サ ブシ ス テム層 に 分割 した。 ここでは,基 本

プロ トコル に対 応 す る伝 送 サ ブ システム層 の み を取 取ヒげ る。

B伝 送 サ ブ シ ステム

伝 送 サ ブシス テ ムは,NAU(ネ ッ トワー クア ドレス ユ 三 ッ ト)間 の デ

ー タ交換 を行 な う。3種 類 の要 素 が 伝送 サ ブシ ス テム を構 成 す る。 それ らは

デ ー タ リ ンク制 御(DLC),経 路 制 御(PC),伝 送制 御(TC)で あ る。

DLC要 素 は,ノ ー
.ド間 の リ ンクを管理 す る。PC要 素 は,デ ータ単位 に対

して2つ の ネッ トワー クア ドレス間 の経 路 指 定 を行 な う。DLCとPCの2

つは,全 体 と して,共 有 され る共 通 ネ ッ トワ ー ク を構成 す る。 共 通 ネ ッ トワ

ー クは ,伝 送制 御 要素 間 で デー タ単位 を伝 送 する。TCは,セ ッシ ョン制 御

と,共 通 ネ ッ トワー クへ の デー タの 流 入 流 出 を 管理 す る。

① ネ ッ トワー ク ア ドレス可能単 位(NAU)と セ ッシ ョ ンの種類

SNAは,3種 類のNAUを 定義 して い る。 それ らは,シ ステ ムサ ー ビス

制 御 点(SSCP),物 理 装 置(PU),論 理 装 置(LU)で ある。 セ ッ シ

ョンは,こ れ らNAU間 に張 られる経路 であ り,LU-LU,LU-SSC

P,PU-SSCPの3種 類 が あ る。

②TC要 素

これ は,NAUに 伝 送 サ ブシ ス テムへ の直接 の ア クセ ス を可 能 とす る。 こ

れ は,結 合 点管 理,セ ッシ ョン制 御(SC),ネ ッ トワー ク制 御(NC)か

らな る。
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結合 点管 理 は,NAU,SC,NCか ら受 ける情 報(要 求応 答 単位RUと

い う。)お よび制 御情報 を受 け,こ の制 御 情 報 か ら,要 求 応 答 ヘ ッダ(RH)

を 作 り,RH-RU(BIUと い う)をPCに 渡 す。 またBIUを 受 取 った

結 合 点管理 は,RHを 解 読 す る。 結合 点管 理 が行 う機能 には,要 求 あ るい は

応 答 を宛 先 に送 る こ と,送 受 され るBIUに 対 して順序 番 号 を割 り当 て た り

検査 し た りす る こと,応 答 を要 求 に対 応 させ,か つ それ を適 切 な順 序 に 保つ

こ と,デ ー タの 流れ の ペ ー シ ン グ(整 調),お よび例外 状況 とセ ン ス情報 を

作 り出 した り,そ れ を処 理 した りする ことが ある 。

SCは,セ ッシ ョンを設定 し,セ ソシ ョンに必要 な資源 を獲 得 す る ため に

使用 され る 。

NCは,NAU間 通信 の た めに 即 に設 定 されて い るセ ソシ ョンを使 って,

結 合点 管 理 とPCが 共 通 ネ ッ ト ワー クを 通 して,通 信 す る手 段 を提供 す る。

③PC要 素

これ は,共 通 ネ ソ トワー クの デー タ リ ンク資 源 を管 理 し,BIUを その共

通 ネ ッ トワ ークを通 じて伝 送 す る。PCは,NAUの 場 所 とそれ を結 ぶ経 路

を知 って お り,BIUを 実 際 に 伝送 され る デー タ単位(BTU:伝 送 ヘ ッダ

と して の ア ドレ ッシ ング情報,マ ッ ピン グ情報,順 序標識 等 とBIUの 組 合

せ た もの をPIUと い うが,こ れ を ブロ ック化 した もの)

④DLC要 素

これ は,個 々 の デ ー タ リンク を管理 す る。 各 ノ ー ドに あ るDLCが,そ の

ノー ドにつ なが る リンクを管 理 し,物 理 的 な構 成 に よ って,一 次 局 また は二

次局 と しての 機 能 を果 す。 この プ ロ トコル は,SDLCも その一 形 式 で あ り

また シス テ ム/370の デー タチ ャ ネル とそれ に付 随 す る プ ロ トコル も一 つ

の デ ー タ リ ンク制御 の形 式 で あ る。 ノー ド間 を伝送 され るデ ー タ単位 を基 本

リ ンク単位(BLU)と 呼 ぶ。BTUは,デ ー タ リン ク制御 に よ り,リ ンク

制御 情報(リ ンクヘ ッダ と トレ イ ラ)が 加 え られ ・BLUと され る。

⑤ ネ ッ トワー クノー ドの 種類
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ネ ッ トワ ー クの 物 理構 成 は,ホ ス ト,通 信制 御装置,集 合 制 御 装置 お よび

端 末装 置 の4種 類 の ノー ドに よ って定 義 され る。 ここで注 意 すべ きことは,

物理 構成 に は,入 出力装 置 も物 理 的 実体 として 存在 する。 しか し,入 出力 装

置 は,ネ ッ トワー ク ア ドレスを持 たず,SSCPに よ って使 わ れ る構 成情 報

の中 には存 在 しない 。 す な わ ち,入 出力制 御 装置 は,集 合 制 御 装 置 ま たは 端

末 装 置 に よ って制 御 され,割 り振 られ る物 理 的 資源 で あ る。 ホ ス トノー ドと

通 信 制 御装 置 は,サ ブエ リヤ を制 御 出来 る。 通信 制 御 装置 ノ ー ドは,中 継 機

能 と境界 機能 の2種 類 の 機能 を提 供 出 来 る。 中継 機 能 を提 供 す る通 信制 御 装

置 ノー ドは,完 全 ネ ッ トワー ク ア ドレスの処 理 に よ り,メ ッセ ー ジ を他 のサ

ブエ リアへ 送 る。 境 界 機 能 を提 供 する通信 制 御 ノー ドは,完 全 ネ ッ トワ ー ク

ア ドレス を,隣 接 す る集 合制 御 装 置 あ るい は端末 装 置 ノ ー ドの た めに 局所 ア

ドレス形 式 に変換 す る。 集合 制 御 装 置 と端末 装 置 ノー ドは,セ ッシ 。ン 内の

デ ータ流 れ の ス ケ ジ ュー リ ングの サ ポー トを接続 してい る通信 制 御装置 ノー

ドか ら受 け る。 通信 制 御 装 置 ノー ドまた,そ れに接 続 され た 端末 ノー ドに 対

して,基 本 的 な物 理 装 置 サ ー ビス を提供 す る 。 .

⑥ デー タ リン クの構 成

ネ ッ トワ ー クの ノー ドを結 合 す る デ ー タ リン クに は,シ ステ ム/370デ

ー タチ ャネル とSDLC通 信 チ ャ ネルの2主 ,iが あ る。 特 にSDLCは,2

地 点 間,分 岐,ル ー プな ど多 様 な 通信構 成 を選 択 で きる。

2.2.5基 本 プ ロ トコル の比 較

基 本 プ ロ トコル に関 し,ISO(HDLC),CCITT(LAP),IBM

(SDLC),日 本 電信 電 話 公 社(DDX)の4種 類 を取 り出 して,細 部 の 比

較 を下記 に述 べ る。

(1)リ ンクの構成 に つい て

リンクの種 別 と して,POINTTOPOINT(P1,P2,P3)

MULTIPOINT(M),LOOP(L)に つ き比 較 す る と下 図 の よ う
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に な る 。

種別
P1 M L P2 P'3

〔 ぺ 鴫 一

一§一 §

一

一 聞
HDLC ○' ○ ○ ○

LAP ○

SDLC
.○

○ ○

DDX ○
7

図2-12リ ン ク の 種 別

O

P

S

C

適合 出来 る分 野 を示 す。

PRIMARYSTATION

SECONDARYSTATION

COMBINEDSTATION

② コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン と オ ペ レー シ ョ ナ ル モ ー ド

コ ン フ ィ ギ ュ レー シ ョ ン と して は,ア ン バ ラ ン ス型,シ ン メ ト リ カ ル型,

バ ラ ン ス型 が あ り,オ ペ レー シ ョナル モ ー ドと して は,ア シ ン ク ロ ナ ス ・ レ

ス ポ ン ス ・モ ー ド(ARM),ノ ー マル ・ レ ス ポ ン ス ・ モ ー ド(NRM),

ア シ ンク ロ ナ ス ・バ ラ ン ス ・モ ー ド(ABM)お よ びABME等 のEXT-

ENDEDMODEが あ る 。EXTENDEDMODEは,ISOの み

の た め下 記 の 比 較 表 に は の せ て い な い 。
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型 と
モ ー ド

ア ンバ ラ ン ス 型 シンメ トリカル型 バ ラ ンス型

ARM NRM ARM ABM

ISO

CCITT

IBM

DDDX

○

○

○

○

○

○

(注)シ ン メ トリ カ ル型 は,ア ン バ ラ ン ス型 の一 変 型 と み る と い っ た 考 え 方

が あ る。

図2-13コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン と オ ペ レー シ ョ ナ ル ・モ ー ド

(3)フ レ ー ム構 成 全 般

フ レー ム構 成 全 般 に 関 して は,下 記 の 二 点 が,HDLCとLAP等 で 相 違

し て い る 。

(a)HDLCに は,E)〈TENDEDADDRESSFIELDが あ

る。

(b)HDLCに は,EXTENDEDCONTROLFIELDが あ る。

(4)手 順 要 素

コ マ ン ドお よ び レ ス ポ ン ス に つ い て 比 較 す る と表2-8(Dよ う に な る 。1,

RR,RNR,DISCコ マ ン ドお よ びRR,RNRレ ス ポ ンスは,す べ て

に共 通 して いるの で,略 して あ る。 〔 〕の付 され た もの は,E)crENDED

機能 が ある もので ある。CCITTの1レ スポ ンスが ない こ と,ISOが 種

種 の拡張 機 能 を もって い る こ と,IBMが 独 自の命令 呼称 を持 って い て,T

EST機 能 が あげ られ て い る ζ と,電 々公 社 は,ISOの ア ンバ
.ランス型 か

ら,イ ンプ リメ ン テー シ ョンを行 うこ と を計画 してい る こ と等 が 目立 っ。
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表2-8コ マ ン ドお よ び レ ス ポ ン ス比 較

ISO

アンバランス⑥ バ ラ ン ス CCITT IBM 電 々公社

コマンド レヌポンス コマンド レスポンス コマンド レスポノス コマンド レスポンス
コマンド レヌポンス

〔REJ〕 〔REJ〕 REJ REJ

〔SREJ〕 〔SREJ〕

SARM〔E〕 SABM〔E〕 SARM SARM

SNRM〔E〕 SNRM

〔UI〕 〔UI〕 NSI UI

〔SIM〕 〔SIM〕 SIM

〔UP〕 〔UP〕 ORP

〔XID〕 〔XID〕 (TEST)

〔FRMR〕

1 1 1 1

〔REJ〕 〔REJ〕 REJ REJ REJ

〔SREJ〕 〔SREJ〕

UA m 皿 皿

㎜ )DM ㎜

CMDR FRMR CMDR OMDR CMDR

〔RD〕 〔ゆ 〕 NSI RD

〔UI〕 〔UI〕 RQI UI

〔RIM〕 〔RIM〕 皿
NSA

(5)伝 送制 御 手 順

Aリ ンクの 設定

リン クの 設定 に あた って は,モ ー ド指定 の コマ ン ドを送 り,UAま た は,

NSAレ ス ポ ン ス を受 け るこ とに よ って,原 則 的 に は リ ンクが設 定 出来 る。

リンクの設 定 に 先立 ち,フ ラ グの送 信 の あ るな し,両 端 か らモー ド指定,レ

ス ポ ンス を と るか否 か とい った点 で相 違 が あ る。
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ISO CCITT IBM 電 々公社

ア ンバ ラ ンス バ ラ ンス

回 回 回 回 匝ヨ[亟1 回 回 回 回
← フラグ ← フラグ

SARM〔E〕 一 ①SABM〔E〕 → ①SARM一 SNRM→ SAIM→

(SNRM) ←UA 岨 ←NSA ←-UR

←UA
② ・-SAB〔M〕 ② －SARM

UA→ UA→

図2-13リ ン ク の 設 定

Bリ ン クの 開 放

リ ンク の 開 放 は,DISCコ マ ン ドを プ ラ イ マ リ か ら送 り,UAレ ス ポ ン

ス を セ カ ン ダ リか ら受 け る事 に よ って 行 な わ れ る
。CCITTの み が,プ ラ

イ マ リ と セ カ ン ダ リ間 で,DISC,UAの や りと りが 行 な え る 。

ISO CCITT IBM 電々公社

回 回 国 国 回 回 回 国
DISC →

①DISC→ DISC → DISC→

← UA ←UA ←NSA
三 皿

② －DISC

m

図2-14リ ンクの 解放

Cリ セ ット手 順

リセ ソ ト手 順 の 記 述 に つい ては,CCITTを 除 いて は,明 確 にな され て

い ない。CCITTは,SARMコ マ ン ドを送 り,UAレ ス ポ ン スが返 えさ

れ るが,も しDCEが ビジイ状 態 な ら,UAを 返 す 前 に これ を解 除す る 。

Dそ の 他
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① ビジイ状 態 の 際 の処 理

CCITTで は,DCE二 次 局 機 能 が,ビ ジ ィ状態 の と き,機 会 あ る毎 に

RNRを 返 す こ とに な って いるが,ISOで は,現 在 の と こ ろ明記 してい な

いo

②RNR受 信 後の 処理

CCITTで は,DCEがRNRを 受信 す る と,RNRフ レーム 中のN(R)

に等 しいN(S)を 持つ 情報 フ レー ム を送信 した後,RRあ るい はREJを 受 信

す る以 前 に,他 の い か なる 情報 フ レー ム も送 信 しない。 現 在 の とこ ろ,ISO

には,こ れ に関 す る記 述 が ない。

③ 送信 フ レー ムの放 棄

IBMで は,8ビ ッ トの 連続"1"の 送 信 を放 棄 と定 義 して い る。 受 信 フ

レー ムの放棄 に つ いて は明 確 で ない。IBMがISOに 合 わ せて,7ビ ッ ト

以]二15ビ ッ ト未 満 の連 続"1"の 受 信 を放 棄 とす る な らば,問 題 ない が,

送信 側 に合 わせ て い る とすれ ば,7ビ ッ トの送 信放 棄 で は,放 棄 とみ そ くれ

ない。

④ フ ラ グシー ケ ンス

ISOで は規定 して い ないが,ANSI(JIS)で 規定 して い る も'のと

して,次 の もの が あ り,注 意 が 必要 で あ る 。

θ 開 始 終結 共 用不 可の 場 合

受信 側 が タ イ ミン グの 点 か ら,フ ラ グ シー ケ ンスの開 始終 結 共 用 が 出 来 な

い場合 は,フ レー ム間 タ イ ム フ ィル を挿 入 す る ことに よ って,異 な った シ ス

テ ム を接続 す る必 要 が あ る。

([])"011111101111110"15ビ ッ トシーケ ンスの取 扱 い

送信 側 は,フ ラグ シー ケ ンス と して完 全 な8ビ ッ『トを送 信 し な けれ ば な ら

ない。 受信 側 は,伝 送誤 り等 に よ り,」 二記15ビ ッ トシーケ ンス を受信 した

場合 は これ を二 つ の フ ラ グシー ケ ンス とみ な して よい。

(6)そ の他
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Aシ ス テ ム パ ラ メ タ

シ ス テ ム パ ラ メ タ と して,プ ラ イ マ リ タ イ マ,ア ウ トス タ ン デ ィ ン グ フ レ

ー ム の 最 大 数 等 が 実 際 の イ ン プ リメ ン テ ー シ
ョ ン で は,決 定 され な け れ ば な

らな い。 二 つ の 相 異 な る シ ス テ ム パ ラ メ タ を選 択 し た シ ス テ ム を接 続 す る 場

合 に,そ れ ぞれ 矛 盾 の な い よ うに 考 慮 し な け れ ば な らな い 。

①CCITTで は,ア ウ トス タ ン デ ィ、ン グ フ レ ーム数}よ,7を 超 え る こ と

は な い と.想 定 して い る 。

②CCITTで は,T2の 定 義 が な くT1>T2と 定 義 され て い る。ISO

で は,ABMで は,T2>T1と 全 く逆 の 定 義 が され て お り,ミ ス プ リ ン ト

と思 わ れ る が,注 意 が 必 要 で あ る。

③ 最 大 フ レー ム ビ ッ ト数(N1)

N、1に つ き,ISOは,1フ レ ー ム 内 に 許 容 され る最 大 情 報 ビ ッ ト数 で あ

り,CCITTで は,フ レ ー ム内 金 ビ ッ ト数 の 最 大 値 を指 して い る よ うで あ

る 。 同 じ最 大 フ レー ム ビ ソ ト数 と い っ て も,意 味 す る もの が 異 な って い る と

思 わ れ る 点,注 意 が 必 要 で あ る。 ・

Bア ドレ ス フ ィ ー ル ド

ISOで は,ア ドレ ス フ ィ ー ル ドと レて,グ ロー バル ア ド レ ス,ノ ー ス テ

ー シ
ョン ア ドレ ス,グ ル ー プ ア ド レス の 規 定 を検 討 し てい る が,CCITT

では,限 定 ア ドレス非 拡 張 シス テム で,こ れ らの 概念 は,取 扱 か って い ないご

Cパ ケ ッ トについ て

ISOで は,パ ケ ッ トにつ い て,CCITTと の 関係 を ど うす るか ,い ま

の と こ ろ明 確 に な って お らず,リ ン ク レベル よ り高位 の プ ロ トコル に つ い て

は,関 係 国 よ りい くつ かの 提案 が出 され た段 階 で ある。

2.2.6X.25パ ケ ッ ト

パ ケ ッ トは ,リ ン ク レベ ル の 情 報 フ ィ ー ル ドで 送 られ る が,こ の フ ィ ー ル ド

に は,現 段 階 で は,1パ ケ ッ トの み が 一 時 に 送 られ る
。 一 つ 以 上 の パ ケ ッ ト を
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情 報 フ ィ ー ル ドに 入 れ る件 は,今 後 の研 究 課 題 と な っ て い る。

バ ー チ ャル コ ー ル(VC)と パ ー マ ネ ン トバ ー チ ャ ル サ ー キ ッ ト(PVC)

を 同 時 に 可 能 と す る た め に,ロ ジ カル チ ャ ネル(LC)が 使 用 され て い る 。 各

VCま た はPVCにLCグ ル ー プ ナ ンバ(15よ り小)とLCナ ン バ(255

よ り小)を 割 り当 て る 。 これ らは 呼 を 組 立 て る時 に 割 り当 て られ る が,PVC

の 場 合 は,あ らか じめ 決 め られ る 。

X.25で は 表2-9の よ うな パ ケ ッ トの 種 類 が あ る 。 これ らは,コ ー ル の

セ ッ ト ア ッ プ と ク リ ア1ン グ を行 う もの,デ ー タ と イ ン タ ラ プ ト用 の もの,フ

ロ ー制 御 と リ セ ソ ト用 の もの,リ ス タ ー ト用 と 分 類 す る こ とが 出 来 る 。

(1)コ ー ル の セ ッ ト ア ッ プ

DCEか ら は,1.C.,DTEか ら は,C.R.を 要 求 する こ とに よ り,DTE

ま た はDCEは,WAITING状 態 と な る。 こ の状 態 で,C.C.ま た はGA.

を 受 け る こ と に よ って,デ ー タ 転 送 可 能 状 態 と な る 。 同時 にDTE・DCEが ・

同 じL.C.を 指 定 し たC.R.とLC.を 送 る と コ リ ジ ョ ン状 態 と な る。 こ の と き

は,DCEは,1.C.を キ ャ ン セ ル し,C.R.で 進 め て い く。L.C.を 解 放 し た

い 時 に は,DTEよ り は,X.R.,DCEよ り は,X.1.を 送 る。DCEま た

はDTEがL.C.を 解 放 出来 る と,そ れ ぞ れ,C.X.C.,T.X.C.を 送 り,L.C.

は,レ デ ィ状 態 と な る。 も し,DTE,DCEが,同 時 に ク リ ア要 求 を 出 す

と コ リジ ョ ン状 態 と な る 。 この 時,DCEは,ク リ アが 終 っ た もの と考 え,

C.X.C.を 送 らな い。

(2)デ ー タ,イ ン タ ラ プ ト,フ ロ ー コ ン トロ ー ル と リセ ッ ト

デ ー タパ ケ ッ トは,モ ジ ュ ロ8(ま た は128)で,V.C.ま た はP.V.C.

の 一 方 向 で 順 序 づ け られ て(こ れ を パ ケ ッ ト送 信 シー ケ ン ス番 号 と い う。)

送 られ る。 シ ー ケ ン ス番 号は0か らは じ ま る。 デ ー タ パ ケ ッ トは,最 大128

オ ク テ 。 ト と す る.・b,32,64,256,512,1024・ 例 外 的

に は255、 オ クテ ッ トを 最 大 長 と し て もよ い 。
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表2-9×25め パ ケ ッ トの 種 類

DCE→DTE(C→T)

CALLS㎜)ANDCLEARING

INmmNGCALL(1.C.)

CALLOONNECTED(C.C.)

CLEARINDICATION(X.1.)

DOECLEAROONFIRMATION

(CX.C.)

DATAANDINTER正 肛PT

DCEDATA(C.D.)

DCEINTERRUPT(C.1.)

DCEIN-00…ION

(C.1.C.)

F】L.(]MiCONTROLANDRESET

IXI)ERR(C.N.R.)

DCERNR'(C.N.R.)

RESErINDICATION(R.1.)

DCERESETCONFIRMATI(N

(C.R.C.)

RESTART

RESTARI[tINDICATION(S.1.)

DOERESTARTOONIFIRMATI(〕N

(C.S.C.)

DTE→IX〕E(T→C)

CALLREQUEST ,

CALLA㏄EPTED

CLEARREQUEST

DTECLEARCONFIRMATION

DTEDATA

DTEINTERRUPII]

田EIN-00…1㎝

[yTERR
DTERNR
DrEREJ

HESEI]R田UEST

DTERESErOONFIRMATION

(C.R.)

(C.A.)

(X.R.)

(T.X.C.)

(T.D.)

(T.1.)

(T.1.C.)

(T.R.R.)

(T.N.R.)

(T.R.J.)

(R.R.)

(T・R・C・)

RESTARTRE冨IUEST(S.R.)

DTERESTARTOONFIRMATI(〕N

(T.S.C.)

DTEが,1パ ケ ッ ト以 上 の もの を 一 つ の 組 合 せ と し た い場 合 に は,mRE

DATAMARKイ ン デ ィ ケ ー タ を使 用 す る。 ま た,一 つPJ上 の レ ベ ル の デ

ー タ をDTEが 送 り たL{と き は ,DATAQUALIFIERイ ン デ ィ ケ ー タ
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を使 用 す る 。 こ の イ ン デ ィ ケ ー タ は,0か1か が 指 定 出 来 ジ パ ケ ッ トは,デ

ー タ レベ ル に 関 係 な く,連 続 番 号 が つ け られ る 。

イ ン タ ラ プ トは,デ ー タ パ ケ ッ トの 送 受 に 適 合 す る フ ロー 制 御 に 従 が わ ず

に デ ー タ をDTEが 送 る もの で,フ ロ ー制 御 レ デ ィの 状 態 の と きに 適 合 出 来

る.こ れ は,デ ー タ転 送,フ ・ 一 制 御 に 何 ら影 響 を 与 え ない ・ イ'ン タ ラ プ ト

さ せ た い 場 合 に は,C.1.ま た はT.Lを 送 り,C.1.C.ま た はT.LC.を 受 け

る こ と に よ る。

フ ロ ー制 御 は,ウ イ ン ド ウ制 御 に よ る 。 ウ イ ン ドウ の値 は,7ま た は127

以 下 と す る 。 許 容 され る ウ イン ドウの 値 は,受 信 側 か らの パ ケ ッ ト受 信 シー

ケ ン ス番 号P(R)に よ って 送 信 側 に 送 ら れ る。P(R)は,デ ー タ,C.R.R.

(T.R.R.),C.N.R.(T.N.R.)パ ケ ッ トで 送 信 側 へ 与 え られ る。

り セ ッ ト手 順 は,VC.ま た はP.V.C.を リ イ ニ ィ シ ャ ラ イ ズ す る た め に 使

用 さ れ る 。DTEま た はDCEは,R.1.,R.R.を 送 り,C.R.C.ま た はT.R.C.

を 受 け る こ とで,リ セ ッ ト され る 。 ま た,同 時 に 要 求 が 出 た 時 は,R.1.か

R.R.で も リセ ッ トされ る 。

リ ス ター ト手 順 は,す べ て のV.C.ま た はP.V.C.を ク リア し た い と き に使

用 され る。DTEま た はDCEが,S.Lま た はS.R.を 送 り,そ の確 認T.S.C.

ま た は'C.S.Cを 受 け る こ と に よ っ て,フ ロ ー制 御 レ デ ィ状 態 と な る 。

(3}シ ス テ ム パ ラ メ タ

タ イ ム ア ウ トと繰 返 し回数(シ ス テ ム パ ラ メ タ)は,今 後 の 研 究 課 題 と な

っ て い る。

(4)様 式

パ ケ ッ トの 様 式 は,一 般 的 に は,ヘ ッ ダー 部 と テ キ ス ト部 か ら成 り,固

定 ヘ ッ ダ部 分 が,最 初 に あ ら わ れ,可 変 部 分 が 後 に な る の が 多 い が,X25

の パ ケ ッ トヘ ッ ダ は,ヘ ッ ダ長 は,一 応 除 外 され て い る 。IFIPの ワ ー キ

ン グ グル ー プの 提 案 で は,ヘ ッダ の 長 さ を指 定 す る よ うな 方 向 に あ る 。X25

の 様 式 は,次 の よ うで あ る 。
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様 式

× × × ×

× × × ×

× × × × × × × ×

× × × × × × × ×

× × × × × × × ×

× × × ×

× × × × × × × ×

× × × ×

× × × ×

説 明

4ビ ッ ト様 式 指 定

ロ ジ カル チ ャ ネル グル ー プ ナ ン バ.

ロ ジ カル チ ャ ネル ナ ンバ

パ ケ ッ ト指 定

DTE/DCEア ドレ ス長'

DTE/DCEア ド レ ス(可 変)

フ ァ シ リィ テ ィ長'

フ ァ シ リ ィ テ ィ(62オ ク テ ッ トよ り小)

コ ー ル ユ ー ザ デ ー タ フ ィ ー ル ド

(最 大16オ ク テ ッ ト)

フ ァ シ イ リ ィ テ ィ と し て は,次 の よ うな 機 能 が 考 え ら れ て い る。

(a)リ バ ー ス チ ャー ジ ン グ。

(b)フ ロ ー コン トロ ー ル パ ラ メ タ セ レ ク シ ョン。'

(c)リ バ ー ス チ ャー ジ ン グ ア ク セ プ タ ンス

(d)一 方 向 の み の ロ ジカ ル チ ャ ネ ル

(e)パ ケ ッ トの 再 送

今 後,実 際 の イ ン プ リ メ ンテ ー シ ョ ン で は,例 え ば コ ー ザ に は 見 え な い も

の と して,フ ァ シ イ リ ィ テ ィ 中 に は,デ バ ッ グ機 能,ノ ぐケ ッ トの 追 跡 機 能 等

が 追 加 され る で あ ろ う。

2.2」?お わ り に

以L,ISO,CCITTの 動 向 を中心 と した比較 に中心 が置 か れ たカ∫,比

較 につ い て も,そ れ ぞれ が狙 い として い る範 囲 が必 ず し も一 致'して い ない し,

進行 状 況 』も足 並 み が そろ らて いな い。 この ため に,以 上の よ うな内 容 に な った

が,今 後 共,各 機 関 が一層 密接 な連 携 を と って進 め られ る ことが望 ま しい と感

じた。
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評 価 に つ い て は,ポ イ ン トと して は,伝 送 効 率,定 義 の 明 瞭 度,機 能 等 が あ

げ られ,機 能 に つ い て は,今 迄 の 比 較 を参 照 して い た だ き た い 。 伝 送 効 率 と い

う点 で は,リ ンク レベ ル の 相 違 は な い が,応 答 の や り方,ネ ッ トワ ー キ ング プ

ロ トコル等 を含 め た 全 体 と して の 効 率 と い う観 点 か らみ る 必 要 が あ り,狙 い と

す る 範 囲(例 え ば サ ー ビ ス出 来 る ア ドレ スの 数,フ ァ シ ィ リテ ィ等 々)と で 検

討 す る必 要 が で る で あ ろ う。 一 般 的 に は,ISOは,カ バ ー し よ う とす る 範 囲

が 広 い こ と も あ っ て,他 に 比 す と,明 瞭 性 に 欠 け る き らい が あ る。 保 守,運 用

を含 めた ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ クチ ャ全体 か らは,IBMが す ぐれ て い る 点 が

多 い 。

参 考 文 献

ISO:HDLCFRAMESTRUCTUREIS3309.2P.6

(50年6月)

ISO:HDLCELEMENTSOFPROCEDURE

DIS4335,Nl300,P.8

N1301,P.2,(51年6月)

ISO:HDLCPROPOSEDCLASSOFPROCEDURE

N⊥299P.20(51年6月)

CCITT:PROPOSEDFORREVISEDDRAFT

RECOMMENDATION,P.67,(51年6月)

IBM:SYNCHRONOUSDATALINKCONTROLGENERAL

INFORMATION

GA27-3093-OP.45(49年3月)

IBM:SYSTEMSNETWORKARCHITECTURE

FORMATANDPROTOCOLREFERENCEMANUAL

ARCHITECTURELOGICSC30-3112-0,FILE

NOS370-09P.428『(51年3月)

電 々 公 社:パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス イ ン タ ー フ ェー ス 条件P.64

(50年12月)
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2.3ホ ス ト間 プロ トコル の 比 較 評 価

ま え が き

コ ン ピュー タ ネ ッ トワー ク の 核 と も言 うべ き機 能 は
,複 数 の コ ン ピ ュー タ相

互 の 交 信 機 能 で あ り,そ の た め の 規 約 が,ホ ス ト間 プ ・ トコ ル で あ る。 こ の プ

ロ トコ ル は デ ー タ交 換 網 の レベ ル と ユー ザ レ ベ ル の 中 間 に位 置 す る が
,シ ス テ

ム レ ベ ル の プ ロ ト コル と して は 高 位 の もの で あ る。 ホ ス ト間 プ ロ トコ ル は ホ ス

トコ ン ピ ュー タ の種 類 に よ らず か つ 各 種 の ネ ッ トワー ク ジ ョ ブ に 共 通 な もの で

あ る が,ネ ッ トワー ク の 性 格 あ る い は そ の 利 用 目 的 に よ り,プ ・ ト コル の機 能

設 定 に は差 異 が あ り,特 に そ れ ぞ れ の ネ ッ トワー ク の ホ ス ト側 と,デ ー タ交 換

網 側 の 機 能 分 担 の フ ィ ロ ソ フ ィ が 直 接 影 響 す る 部 分 で もあ る。 ま た そ れ と関 連

して プ ロ トコ ル の 名 称 自 体 も,END-TO-ENDプ ロ トコ ル,ま た は ト ラ

ン ス ポ ー ト(Transport)プ ロ トコ ル 等 と呼 ば れ る こ と が あ るo

こ こ で は,ホ ス トレベ ル の プ ロ トコ ル に 要 求 され る機 能 の 概 要,既 存 ネ ッ ト

ワー ク に お け る プ ロ トコル の 比 較 評 価,お .よび 現 在 国 際 標 準 化 活 動 の 一 環 と し

てINWGよb提 案 さ れ て い る,END-TO-ENDプ ロ ト コル の 紹 介 を 行

うo

2.3.1ホ ス ト間 プロ トコル の 機 能

ホ ス 澗 プ ロ
.トコノレの機能 を大 別 す る と・発 信地,目 的地 嗣 制 御 で あ る

End-t・-End処 理 と,交 信 中 の 両 ホ ス ト内 の そ れ ぞ れ の プ ロ セ ス(Pr・-

cess)間 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の2つ に 分 け られ る。 こ の う・ちEnd-t・-

End処 理 は,第1章 プ ロ トコ ル の 階 層 と分 担 の 中 で は ネ ッ ト ワー ク レベ ル プ

ロ トコ ル の 分 担 と さ れ て い る機 能 で
,ホ ス ト とデ ー タ交 換 網 の機 能 分 担,お よ

び,通 信 制 御 プ ロ セ ッサ と ホ ス トあ る い は そ のFEP(FrontEndPro-

cessor)の い つ れ で イ ン プ リ メ ン トす る か とい う物 理 的 な 負 荷 分 担 の 問 題
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が 密 接 に か らむ部 分 で あ るo

既 存 のネ ッ トワー クに於 い て も,End-to-End処 理 と プ ロセス間 通 信 の

両 者 を ホス ト間 の プ ロ トコル と考 え る もの,即 ち,CYCLADES,DAT

APAC,INWG案,N1等 と,後 者 のみ を考 え る もの,即 ち,ARPAN

ET,JIPNET等 とが あ る。後 者 の場 合 は,End-t・-End処 理 は交換

網 側 の プ ロ トコル と して扱 う。既存 の ネ ッ トワー ク にお け る これ らの考 え方 の

相 違 の根 拠 と して は,公 共 のデー一 夕交換 網 を対 象 とす る場 合 はEnd-t・ 一－E

nd処 理 を ホス ト側 の分担 と し,専 用 の デー タ交 換網 を対象 とす る場 合 は これ

を交 換網 側 の機能 と して扱 う傾 向 が あ る。 ここでは プ ロセス 間通 信 に重 点 を置

くが,一 応両 者 を含 めて述べ る こ ととす る・

(1)End-to-End処 理

End-to-End処 理 の主 な機能 は以 下 の よ うな もの で あ る。

Aリ ンク の設定,開 放 の制 御

リンク の設 定 とは,メ ッセー ジの発 信 地 と目的 地 の間 の論理 的 な パス を定

め る こ とで あ り,メ ッセー ジの 転送 に際 しこの リンク の設 定 と開放 とが 行 わ

れ る。 また リンク設定 時 に 目的地 側 の受 信 バ ッファ を予 約 した り,パ イプの

容量,即 ち メ ッセー ジ伝 送 の 多重 度等 の 同意 を両 端 で とる方式 の もの もある。

Bフ ロー コン トロー ル(FlowControl)

デー タ交換 網 内 に無制 限 に メ ッセー ジ を流 入す る と,網 の コン ジ ェス シ ョ

ン(Congest『ion)や ロ ック ア ップ(1。ckup)が 発 生 す る可能 性 が

あ る。 蓄 積交 換(Store&Forwatd)機 能 を持 つ網 では,中 継 ノー ド内 の

バ ッ ファ容量 が メ ッセー ジ フ ロー に大 き な影響 を あた え る。 ま た網 内 の メ ッ

セー ジ総 数 に制 約 を あたえ る手 段 と して,Aで 述 べた 発信 地 目的地 間 の リY －

ク毎 の フ ロー制 御 を行 うことが 多 い。

Cル ー テ ィ ング(Routing)

発 信 地,目 的地 間 の現実 の伝 送 ルー トを定 め る ことで,予 め ルー トが指 定

され て い る固定 法 や,状 態 に応 じて変 化 す る適応 法 な ど,種 々の手法 が実施
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され て い るが,固 定 法 をは じめ メッセー ジの発送 に先 だっ て発 信 地 ・目的地

間の ルー ト設 定 が行 われ る場 合 が あ る。

Dメ ッセー ジの分 割,再 組 立

伝 送 メ ッセー ジは,種 々の レベ ル で分割,再 生,制 御 情 報 の付 加 お よび除

去等 が繰返 され るが,デ ー タ交 換網 内 を現 実 に伝 送 され る最 少 単位 で あ るブ

ロック(ま たは パ ケ ッ ト)へ の分割 とそ の再 組立 を,発 信 地 お よび 目的地 で

そ れぞ れ 行 う。

E伝 送 エ ラー の制御

発 信 地 と目的 地 の間 で,正 しい伝 送 の確 認 と,伝 送 エ ラー が発 生 した場合

の再 送等 の 手続 きを行 う。

Fメ ッセー ジの順序 制 御

メッセー ジの多 重伝 送 を許 して い る場 合,あ る い は網 内 の トラブル等 に よ

り,メ ッセー ジが 発 信 地 を出発 した とお りの順序 で到着 す る とは 限 らない 。

メッセー ジの正 しい シー ケ ンス を必 要 とす る場 合 は,メ ッセー ジ番号 そ の他

に よ り目的地 に於 いて順 序制 御 を行 う必要 が ある 。

G優 先 度制 御

メ ッセー ジの種 類 に よ る優 先 度制 御 で あ り,よ り優先 度 の高 い メ ッセー ジ

に よって追 越 され た り,優 先 メ ッセー ジの 内容 に よって左 右 され る既着 メッ

セー ジの処 理 が,プ ロ トコル設 定上 問題 に・なる こ とが あ るo

(2)プ ロセス間 通 信

主 な機 能 と しては 次 の よ うな ものが あ るo

Aプ ロセス間 コ ネ ク シ ョン(Connection)の 確 立 と切断

コ ン ピュー タ ネ ッ トワー クで は各 ・ホ ス ト内の プ ログ ラム ・プ ロセス(機 能

に ょ り,タ ス ク,ジ ョブ,ジ ョブス テ ッ プ等 が あ る)同 志 が交 信 しな が らネ

ッ トワー ク ジ ョブ を遂行 して い くのが 一般 的 で あ るが,そ の た め には2つ の

ホス トのそ れ ぞ れ の プ ロセ ス間 で コ,ネク シ ョンを確 立 し,そ の コネ ク シ ョン

を通 して デー タや コ ン トロー ル情 報 を転 送 し,処 理 完 了後 は この コネ ク シ ョ
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ンを切 断 す る機能 が 必要 とな る。 また これ に関連 して,コ ネ ク シ ョン確 立 の

要求,拒 否,状 態 問 合 せ等 の機 能 が付 随 す る。 なま㍉1つ のgネ ク シ ョンに

於 い て両方 向 のデー タ流 を許 す形 式 と一 方 向 のみ を許 す 形式 とが あ る。 また

デー タグ ラ ム方式 で は コネ ク シ ョ ンの 確立 は行 わ ない。

Bフ ロー コ ン トロー ル

ネ ッ トワー ク レベ ル の フ ロー コ ン トロー ル とは別 に,プ ロセ ス相 互 間 の フ

ロー の制 御 が 必要 とな る。 なぜ な らば,コ ネ ク シ ョン を通 じて交 信 中 の2つ

の プ ロセスは,そ れ ぞ れ の ホス トの事情 に よ り必ず し も同 じペー ス で処 理 を

遂行 しうる とは 限 らな い。 例 え ば一 方 の プ ロセスか ら他 の プ ロセ ス に大量 デ

ー タ を一 方 的 に転 送 して も
,受 信側 の プ ロセ スはそ の ホス トの バ ッ ファ容量

や処理 速 度,他 の ジ ョブ との関 連等 に よって送 信側 のペー ス では 転送 デー タ

を処 理 しきれ ない。 そ こで両 ホ ス ト間 の フ ロー コ ン トロー ル が必 要 とな り,

通常 は コネ ク シ ョン毎 に制 御 され るo

C割 込 み制 御

プ ロセス 間 の通 常 メ ッ・セー ジの送 受 信 の他 に,緊 急 の 際 の コン トロー ル情

報 が 割込 み の形 で授 受 さ れ る。 また これ に関連 して,割 込 み処 理 の 結果棄 却

さ れ て しまっ た未 処理 の 通 常 メ ッセー ジの再 送手続 も必要 とな る。

Dテ ス ト機能

交 信 中の相 手 ホ ス トの状 態 を確 認 す るた めの エ コー(Echo)機 能,相 互

の リクエ ス トと応 答 の制 御,そ の他 転 送 デー タに関 す る エ ラー 通 知等 の機能

が あ るo

Eそ の他

ア カ ウン トの関連 も含 む各 ホス トサ イ ドの利用 者 の識 別,自 動 的 な プ ロセ

ス間 コネ ク シ ョン の切替 な どの機 能 が あ る。

2.3.2既 存 ネッ トワーク の ホスト間 プロトコルの 比較

既存 ネ ッ トワー ク の例 と して,ARPANET,CYCLADES,DAT
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APAC,INWG案,JIPNET,N1(大 学 間),NPLの7シ ス テ ム

を と り あげ,各 ネ ッ ト ワー ク に お け る ホiス ト間 プ ロ トコル を 比 較 す るo

(1)End-to-End処 理 機 能 の 分 担

前 項 で も述 べ た よ うに,既 存 ネ ッ トワー ク に お け るEnd'-to-End処 理

は,ARPANET,JIPNETで は 交 換 網 側 の 分担 と して お り,他 は ホ

ス トレ ベ ル の 役 割 と し て い るoし た が っ て,ARPANET,JIPNET

に お い て は メ ッ セー ジ の 分 割,再 組 立,伝 送 エ ラー の制 御,メ ッ セ ー ジ の 順

序 制 御,ル ー テ ィ ン グ 等 の 処 理 は 交 換 網 側 の 責 任 で 行 わ れ,リ ン ク の 設 定

開 放 の制 御,フ ・一 ・コ ン ト ロー ル 等 は ホ ス トと交 換 網 の イ ン タ ・フ ェー ス と

して 別 に 規 定 さ れ て い るo

ま た,ホ ス ト間 の メ ッ セー ジ到 着 の 確 認 も,こ の 機 能 分 担 の 違 い に よ り,

ARPANETで は デ ー タ交 換 網 レ ベ ル で 行 っ て お り,こ れ を ホ ス ト側 の 分

担 と して い る ネ ッ ト ワー ク で は,ホ ス ト間 プ ロ ト コル の コ マ ン ド と して 確 認

信 号 を送 受 して い る。

(2)バ ー チ ャ ル コー ル と デー タ グ ラ ム

メ ッセー ジ交 換 手 順 と'し て は,コ ネ ク シ ョン を 設 定 す る 方 法,即 ち バ ー チ

ャ ル ・コー ル 方 式 と コ ネ ク シ ョ ン を 設 定 しな い デ ー タ グ ラ ム方 式 と が あ る 。

7シ ス テ ム の うち,CYCLADES,DATAPAC,IN
、WG案 の3ネ

ッ ト ワー ク に お い て は デ ー タ グ ラ ム 方 式 が 基 本 機 能 と して サ ー ビ ス さ れ,バ'

一 チ ャ ル ・コー ル は 付 加 サー ビ ス と い う位 置 づ け に な っ て お り
,そ の 他 の4

ネ ッ ト ワー ク で は ユ ー ザ に 公 開 して い る の は バ ー チ ャ ル ・ コー ル の み で ある。

バー チ ャ ル ・コー ル に お け る コ ネ ク シ ョン は2つ の プ ロ セ ス 間 に 最 低 一 本

設 定 さ れ る もの で あ り,n個 の プ ロ セ ス が 相 互 に 会 話 す る場 合 に はn(n-

1)本 の コ ネ ク シ ョ ンが 必 要 と な る 。 この よ うな 使 用 形 態 は,す べ て の ホ ス

トの プ ロ セ ス か らデ ー タ を 収 集 す る よ う な プ ロ セ ス を作 る場 合 な ど に 考 え ら

れ るoこ の よ うな プ ロ セ ス は,コ ネ ク シ ョ ン を 多 数 占 有 し,ホ ス トが 用 意 し

て い る有 限 個 の コネ ク シ ョ ン を使 い 切 っ て しま い,他 の ユー ザ は ネ ッ トワ一
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クを利 用 で きな くな る可能 性 が あ る。

この よ うな場 合 は,コ ネ ク シ ョン とい う概 念 を と り外 したデー タ グ ラム方

式 が有 効 とな る。

ユー ザ に は公 開 され て いない が,ARPANET等 にお い て もデー タ グ ラ

ム と同様 な機 能 は,ホ ス ト間 の コ ン トロー ル ・リンク,ネ ッ トワー クの 性能

測 定 に利 用 して い る リンク とい う形 で使 用 さ れ てい る。

デー タグ ラ ム方 式 につ い ては,フ ロー制 御 を どの よ うに行 うか とい う点 に

ま だ問題 が 残 って い るo

(3)プ ロセス 間通 信機 能 の比較

汎 用 の コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク にお い て は,ユ ー ザの 多様 な利 用 形態

に対 す るサ ポー トの 方法 と して,プ ロセ ス間 通信 の機 能 をそ の基 本 と してい

るo

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク上 で,複 数 の ユー ザ が各 々独 立 に プ ロセス間

通信 を行 う為 には,ユ ー ザ プ ロセスが存 在す る ホス ト・レベ ル にお いて,利

用者 の確認,通 信路 の確 立,効 率 の よい メ ッ セー ジ送受 信 等 の機能 を提 供 す

る必要 が あ るo

ここで と り上 げ た ネ ッ トワー ク の ホス ト間 プ ロ トコルは,い ずれ もプ ・セ

ス間 通 信 をそ の基 本思 想 と して お り,プ ロセス間 通 信 の形 態 と しては,前 述

の よ うに どの ネ ッ トワー クに於 い て もバー チ ャル ・コー ル方式 をサ ポー トし

てい るo

以 下 に,プ ロ セス 間通 信機能 を,P・rt識 別 情 報,コ ネ ク シ ョンの 方向

性,メ ッ セー ジ形 式,メ ッセー ジ長 の指定,メ ッ セー ジ到着 の確認,メ ッセ

ー ジの伝 送 エ ラー 制 御
,フ ・一制 御,割 込制 御,お よび テス ト機能 に分 け て

それ ぞ れ 比較 す るo

AP。rt識 別 情 報

Portと は,ネ ッ トワー ク内 で メ ッセー ジを送 受 す るた めの 各 ホス トに お

け る 出入 口 で あ り,各 プ ・セス とPortと の対 応 は それ ぞ れ の ホス トの 事情
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に よ り異 な るoPortに は,そ れ を ネ ッ ト ワ一一ク 内 で ユ ニー ク に識 別 す る た

め の 情 報 が 付 さ れ る。

Port識 別 情 報 は一 般 に ホ ス ト番 号,ユ ー ザ 番 号,Port識 別 番 号 か ら な

るo

表2-11に 各 ネ ッ トワー ク に お け るPort識 別 情 報 のL4Wt表 を 示 す 。

表2-11Port識 別 情 報 の 比 較

DATAPAC

INWG案

JIPNET,

Nl

NPL

40ビ ッ ト(所 属 ホ ス ト番 号(8),ユ ー ザ 番 号{24,任 意(8))

Socketと 呼 ぶ0

16ピ ッ ト(サ ブ ス ク ラ イ バ 番 号(120r8)Port番

号(40r8))

24ビ ッ ト(ホ ス トIDa6},Port番 号(8))

40ビ ッ ト(TS閻,サ ブ ス ク ラ イ パ 番 号(12),Port番 号

(4))

40ビ ッ ト(ホ ス ト番 号(8),ユ ー ザ 番 号 ⑳,識 別 番 号(8))

48ビ ッ ト(NCPア ド レ ス06},ポ ー トの識 別 名(32))

8ビ ッ ト

Logicalchannelと 呼 ぶ 。

ARPANET,CYCLADES,DATAPAC,INWG案,JI

PNET,N1は,形 態 の違 い は あれ,全 く同 じ考 え方 にた って お り,Port

識 別 情 報 の一 部 に ユー ザ番 号 を入 れ る こ とに よっ て ネ ッ トワー ク内 に共 通 す

る名 前 と レ,同 一 の名 前 が他 の ユー ザ で は使 用 で きない方 式 と なっ て い る。

この利 点 は,ユ ー ザが 自分 の責任 に お い てP・rt-idを 定義 すれ ば ネ ッ

トワー ク全 体 にま たが っ て プ ロセス を分 散 させ,ユ ーrザ独 自Q仮 想 マ シニ ン

の構 成 が容 易 に で きる こ とに あ るo
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この よ うに 汎用 性 を重視 す る シス テ ムに お いて は,ユ ー テ ィ リテ ィ的要 素

を持 つ共 通 プ ロセス には,そ れ ぞれ 固有 のP。rt識 別情 報 を割 り当 て るが

他 は ユー ザ に開 放 す る形式 が と られ る。 しか し,ユ ー ザの 自由 な プ ロセ ス間

通 信 をさほ ど対 象 とせず,む しろ各 ホス トの既存 の ユー テ ィ リテ ィや ア プ リ

ケー シ ョンの共 用 を主体 に考 え るシス テ ムでは,原 則 と してP・rtを 一 般

ユー ザ に開 放 せ ず,予 め登 録 され た プ ロ セス に対 しての みPortを 対応 さ

せ る形式 を とる。NPLの シス テ ムはTSSを 主 体 と した シス テム で あ り,

これ に近 い形 式 を とっ て い るoま た プ ロセ ス とPortと の対 応 は各 ホ ス ト

の既存OSと の関 連 もあ り,プ ロ トコル と して規 定 す る事 は 困難 で ある が,

現 実 には1回 の コネ ク シ ョン確 立処理 で 目的 のP・rt間(結 果 的 には プ ロ

セス間)の 関 連 が つ け られ るシス テ ム と,1・ggerと 呼 ぶ 仲介 役 にP・rt

識 別 情報 の管 理 を まかせ,ま ず 先 方 のloggerに 対 して コネ ク シ ョンを確

立 し,目 的 とす るP・rt-idを1・ggerか ら教 え られ て,改 め て その

P・rtに 対 して コネ ク シ ョンを設定 す る とい う2段 構 え の方 法 とが あ る。

ARPANET,NPLは 後 者 の例 で あ る。

ま たCYCLADES,INWG案,JIPNETで は,1つ のPort

が 同 時 に2つ 以 上 の コネ ク シ ョンの対 象 とな り うるPortの 共 用(Sha

redPort)を 許 して お り,よ り高 位 の ユー ザ レベ ル ・プ ロ トコル ・プ

ロセ スへ の コネ ク シ ョン設 定 時 の手続 き を容 易 に してい る。

Bコ ネ ク シ ョン の方 向性

コ ネク シ ョン設 定 方式 の場 合,1つ の コネ ク シ ョンで,両 方 向 の デー タ流

を対象 とす るか,単 方 向 のみ とす るか の選 択 が 必要 となる。 既存 ネ ッ トワー

クで は,ARPANET,N1は 単 方 向,他 は両 方向 コネ ク シ ョンで あ る。

これ を定 め る ポ イ ン トは,1つ の コネ ク シ ョン に於 いて単 方 向の み の利 用

頻 度 が どの程 度発 生 す るか にかか っ て お り,デ ー タ転 送 の様 な利 用 が 多 けれ

ば 単 方 向 を,会 話 型 処理 の様 な利 用が 多 けれ ば 両方 向 を とい う選 択 が一 応 の

目安 とな る。
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しか し平 均 的 に は1つ の コ ネ ク シ ョ ン に お い て 両 方 向 の デ ー タ流 が 発 生 す

る 可 能 性 が 高 く,単 方 向 の コネ ク シ ョ ン方 式 で は 交 互 に2つ の コ ネ ク シ ョ ン

を 張 る必 要 が あ り,コ ネ ク シ ョ ン設 定 の オー バ ヘ ッ ドが 増 加 す る 。

一 方 両 方 向 コネ ク シ ョ ンの 場 合
,双 方 に バ ッ フ ァ を 予 約 す る が,も し一 方

向 の み に 多 量 の デ ー タ流 が 発 生 す る場 合 は 事 前 に そ れ ぞ れ の 方 向毎 の 要 求 バ

ッ フ ァ数 を指 定 さ せ る な ど,バ ッ フ ァ利 用 の効 率 化 を は か る配 慮 が 必 要 と な

るo

な ま㍉ARPANETお よ びN1で は,単 方 向 コ ネ ク シ ョ ン で あ るた め,

Port識 別 情 報 の 最 終 ビ ッ トに よ り受 入 用,送 出 用 の 区 別 を行 っ て い るo

Cメ ッ セ ー ジ形 式

ホ ス ト間 で 送 受 さ れ る メ ッ セ ー ジ の 形 式 を表2-12に 示 すoメ ッ セ ー ジ

は ヘ ッダ 部 と テ キ ス ト部 か らなb,CYCLADES,DATAPAC,N

1,NPLで は テ キ ス ト長 は1パ ケ ッ ト ・メ ッ セー ジ と な っ て お り,ARP

ANET,JI.NETで は1内 至8パ ケ ッ ト以 内 の マ ル チ ・パ ケ ッ ト ・メ ッ

セー ジ と な っ て い るoこ れ は,こ の2つ の ネ ッ トワー ク は メ ッ セー ジの パ ケ

ソ ト分 割 や そ の 逆 の リ ア セ ン ブル を デー タ交 換 網 の 分 担 と して い る こ と と関

連 す る 。 ま たINWG案 の メ ッ セー ジ長 は一 応 約27kオ ク テ ッ トま で 許 さ

れ る こ と に な っ て い る が,イ ン プ リ メン トに よ り各TS(Transport

Station)で 扱 う最 大 サ イ ズ が 設 定 さ れ る こ と に な ろ う。

CYCLADESにteけ る ヘ ッ ダー 内 容 の 例 を 下 記 に示 す 。 網 間 接 続 の 要

素 を考 慮 し,目 的 地 ネ ッ トワー ク お よ び 発 信 地 ネ ッ トワー ク の ア ド レス 記 入

欄 を 設 け て い る の は 新 しい 傾 向 で あ る。 この考 え 方 はINWG案 に もひ きつ

が れ て い るo

Dメ ッ セー ジ長 の 指 定

コネ ク シ ョン設 定 時 に,そ の コ ネ ク シ ョ ン を通 る最 大 長 を 指 定 す る シ ス テ

ム が あ り,CYCLADES,INWG案
,JIPNETは そ の例 で あ る。

(表2-13参 照)
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表2-12メ ッ セー ジ形 式 の 比 較

ネ ッ トワー ク テキス ト長 メ ッセー ジ形 式

ARPANET 8.023ビ ット以下 リー ダ02,バ イ ト長 ・カ ウン ト⑳,テ キス

㌧ ☆デ ィ ング

CYCLADES 1.976Xl27 パ ケ ・ トヘ ッダ田 ,TSコ マ ン ド(別 ～
・

ピット以下 10り,テ キ ス ト

DATAPAC 250オ クテット デー タグ ラム ・ヘ ッダ備,パ ー テヤルコー ル ・

以 下 ヘ ッダ〔泊,テ キ ス ト

INWG案 27.648オ クテッ ヘ ッダ(208:デ ー タグラムヘ ッダ(1")TS

ト 以 下 ヘ ッグG?6) ,オ ーバ ラップ分(112))

JIPNET 9.126ビ,'ト 以 下 リーダ劒,テ キ ス ト

N1 L960ピ ッ ト以下 ヘ ッダ白3,テ キス ト

NPL 251オ クテット以下 バケ ットヘ ッダ㎝ ,コ マン ド助,テ キス ト

8ピ ッ トー ー －r－ 一 一8ピ ク ト 8ピ ットー †-8ビ'ト

ヘッダー ヘ ッダー

形式 長
テキス ト長 パケッ トーid

機能/会 計情報 目的地ネッ トワーク 発信地 ネットワーク

目的地HOST 発信地HOST

(TS間 コマン ド:24～104ビ ッ ト)
一 ー ー ー ー 一 一

テキス ト(255オ クテッ
　

ト以下){こ
一 ー ー 一 一 一 一___一 こ

(HOST-HOSTテ キスD

こ
こ

この理 由は,こ れ らの シス テ ムは受信 側 ホス トにお け る受 信 用 バ ッ ファの

割当 てを指 定 され た メ ッセー ジ長 を単 位 と して考 え て い る点 に あ る。JIP

NETに お い ては,こ れ に加 え て 多重パ ケ ッ トメッ セー ジ と単 一 パ ケ ッ トメ

ッセー ジが 別 々に シー ケ ンシ ング され るた め に,そ の 区別 の た め に も必 要 と

なるo

メ ッセー ジ最 大長 を指定 しない場 合 は,フ ロー制 御 に お いて 問題 が発 生 す

る可能 性 が あ り,結 論 的 に は メ ッセー ジ長 の指 定 は あっ た方 が 良 い と考 え ら

れ る。 また,両 方 向 の コネ ク シ ョンの場 合 には,方 向毎 に違 っ た長 さ を指 定

で きる よ うにすべ きで あ るo更 に,メ ッセー ジ長=0の 指 定 が で きる よ うに

してお けば,両 方 向 の コネ ク シ ョンにお い て,一 方 を全 く利 用 しない こ とを

示 す こと もで きる。

Eメ ッセー ジ到着 の確認

あ る発信 地 ホス トか ら目的地 ホス トに メ ッセー ジを送 信す る と,End-

t・-Endで そ の メ ッセー ジの到 着 を確 認 す るた め に,受 信 側 で確認 信 号 を

一150一



返 すo

CYCLADES,DATAPAC・INWG案,N1な ど で は,こ の

End'・-to-End処 理 を ホ ス ト ・レベ ル の 仕 事 ・と して い る た め,そ の た め

の コ マ ン ドが 用 意 さ れ てk・b,メ ッ セ ー ジ到 着 の確 認 を行 っ て い る 。ARP

ANETで は,End-'to-End処 理 は 交 換 網 側 の責 任 と して い る た め,

特 別 な コ マ ン ドは な く,RFNM(ReadyForNextMessage)

信 号 を 目的 地IMPが 発 信 して い る 。JIPNETも 基 本 的 に はA』RPAN

ETと 同 様 の 考 え 方 で あ る が,Receive信 号 を 目 的 地 ホ ス トが 発 信 して

い る の で,後 述 の フ ロー 制 御 情 報 の 便 乗 を 可 能 と して い る。

表2-13に 各 ネ ッ ト ワー ク に お け る メ ッセー ジ到 着 の 確 認 に 関 す る比 較'

表 を示 す 。

Fメ ッ セー ジ の伝 送 エ ラー の制 御

ホ ス ト間 で 伝 送 さ れ る メ ッ セー ジ の 誤 り率 は,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワー

ク に お け る機 能 分 担 の 問 題 と も関 連 し,総 合 的 な見 地 か ら判 断 す る 必 要 が ある。

表2-13メ ッ セ ー ジ到 着 確 認 と フ ロー 制 御

ネ ッ トワー ク
メッセージ到着 の
確 認

フ ロー 制御

ARPANET RFNM信 号 バ ッ ファ 確保 方 式Allocateコ マ ン ドに よ り

(目的地IMP
が発信)

CYCLADES 肌 －LT,肌 －A バ ッファ確保方式 クレジットをFL-LT ,F'
CKコ マン ド L-ACKコ マンドに便乗

初期設定時 にメッセー ジ長指

定。

DATAPAC DATA,CONTI ウイン ドウ方式

NUEコ マ ン ド

INWG案 LI-LT,LI-A バ ッファ確保方式 クレジットをLI-LT
,L

CK 1-ACKコ マンドに便乗o

初期設定時に メッセージ長指

定。

JIPNET Receive信 号 バ ッ フ ァ確 保 方 式A川 。cateコ マ ン ドに よ り

(目 的地 ホス トが バ ッ ファ量 通 知。R£ceive

発信) に便乗可。

初期設定時に メッセージ長指

定o

N1 SFCコ マ ン ド バッファ確保方式SFCコ マンドによリバッフ

ア量通知。

NPL な し,メ ッ セー ジ バッファ確保 方式NEXTコ マン ドにより
,送

番号の不連続によ 信可のメッセー ジ個数を通知
り紛失 メッセージ

を検 出し,通 知す
る。(Dr・Pゴ マ

ンド)
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デー タ交 換 網ectsけ る メ ッ セー ジ の伝 送 エ ラー 率 は,ARPANET,J

-10
1PNETに お い ては10 程 度 は保 障 され,CYCLADESの 場 合 に
一4'程
度 で あ る。は10

この誤 り率 が ある域 値 を越 え る場 合 に は,ホ ス ト側 にお いて エ ラー制 御 を

お こ なわね ば な らず,CYCLADESは そ の例 で あ る。 しか しなが らCY

CLADESに お い て行 って い る エ ラー 制御 は,ホ ス ト間で や り とるす るす

べ て の メ ッセー ジでは な く,ユ ー ザ 間 でや りと りす る メ ッセー ジに対 してだ

け 行 っ てい る。

この た め に,コ ネ ク シ ョンの確立 要 求 コマ ン ドや 割 り込 み信 号 な ど も16"4'

の確率 で重 複,紛 失 す る こ とに な り,ホ ス ト間通 信 機能 が不十 分 にな るお そ

れ が で て くる と思 われ る。

Gフ ロー制 御

フ ロー制 御 は,受 信側 ホス トにお い て,処 理 能 力以 上 の メ ッセー ジが 流入

'す る
の を防止 す るため に必 要 な もの で ある。主 な手 法 と して は,受 信側 バ ッ

ファ確 保 方 式 とWindow方 式 とが あ るo

バ ッファ確保 方式 とは
,メ ッセー ジ受 信 のた め のバ ッ ファを受 信側 で確保

し,そ のバ ッ フ ァ数 だけ の メ ッセー ジを送 る ことが で きる よ うにす る もので

あ る。 バ ッフ ァの確 保 は,コ ネ ク シ ョン確 立 時 に受 信側 で ある量 を確 保 して

これ を送 信 側 に通 知 し,バ ッ フ ァが な くな った時 点 に,新 た な バ ッファ を確

保 し通 知 す る方式 が と られ る。 この 方式 は 表2-13に 示す ようにARPAN

ET,CYCLADES,INWG,JIPNET,Nl,NPLで 採 用 され て い る。

次 に,Wind・w方 式 は,送 受 信 の両側 で あ らか じめ一 定長(こ れ をWin-

d・wと い う)の バ ッフ ァを受信 側 で確保 し,制 御 す る もので ある。送 信 側 は

Wind・wの 大 きさ ま での メ ッセー ジ を送 る こ とが で き,受 信 の確 認 信号 が く

る ま では メ ッセー ジ長 だけWindowサ イズ が小 さ くな り,確 認 信号 を受 け

る と,そ れ に対応 した メ ッセー ジ長 の 分 だけWindowサ イズ が大 き くな る

よ うな制 御 が行 わ れ る。

、＼

一152一



Window方 式 は バ ッ ファ割 当 て用 の制 御情 報 の交 信 を不 要 とす る利 点 が あ

るが,受 信 ホス ト内 の ジ ョブ輻 奏 状態 が送 信 ホス トに影 響 を与 え易 い と言 わ

れ るo

また,バ ッフ ァ確保 方 式 に お い て もバ ッフ ァ割 当 て に と もな う制 御 情報 は

単 独 の コマ ン ドと して送 受 す る と転送 効 率 を低 下 させ るた め,逆 方 向 の デー

タあ るい は確 認 信 号/コ マ ン ドに便乗 させ てい る もの が 多 い 。

H割 込 み制 御

プ ロセス 間 で緊 急連 絡 用 の割込 要求(情 報)の 送 受 を行 う もの で ある 。割

込情 報 の ホス ト間 での送 受 は,そ れぞ れ の ネ ッ トワー クに お い て コン トロー

ル ・コマ ン ドと して規定 さ れ てい るが,割 込情 報 を どの よ うな メ カニズ ム で

相 手 プ ロセス に知 らせ るか は,各 ホス トの既 存OSの 機能 に大 き く依存 す る

た め,プ ロ トコル と して は特 に規定 して い な
.いよ うで あ る。

ま た,割 込 情 報 受 信 時 の未 処理 メ ッセー ジの処 置1につ い ては,ARPAN

ET,JIPNETに お い て は高位 プ ロ トコル と して規 定 して い るが,IN

WG案 で は,今 後 の検討 課 題 と して残 って い る。

1テ ス ト機 能

ホス ト ・レベ ル で の試験 運 用 の機 能 と して,ARPANET,N1で は折

返 しメ ッセー ジ を送受 す る エ コー ・コマ ン ドが用 意 され て い る。 これは,折

返 しすべ き メ ッセー ジをエ コー コマ ン ドに よりあ る ホス トあ て に送信 し,そ 』

れ を受 取 った ホス トは エ コー 応 答 コ マ ン ドに よ りそ の デー タを送 り返 す もの

で あ るo

そ の他 の ネ ッ トワー ク では プ ロ トコル と して この よ うな機 能 を規定 してい

ない が,イ ン プ リメ ン ト上,運 用上 の機 能 と して,例 え ばJIPNETで は

オペ レー タ間 通 信機 能 等 を サ ポー トして い る。

`

(4)コ ン トロー ル ・コ マ ン ド

以 上 の 各 機 能 の 殆 ん どは,ホ ス ト間 プ ロ トコ ル の コ ン ト ロー ル ・ コマ ン ド

の 形 で 実 現 さ れ て い る が,そ れ ぞ れ の ネ ッ ト ワー ク に お け る コ マ ン ド比 較 を
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以下 の9種 に分 け て表2-14に 示 すo

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

コネ ク シ ョンの確 立 と切 断

デー タ グ ラムの転 送

メ ッセー ジ(セ グ メン ト)の 転送

フ ロー制 御

割 込情 報 の通知

NCPの リセ ッ ト

情 報 誤 りの通 知

試験 運 用

そ の他

DATAPACとN1に は,コ ネ ク シ ョンの確立 要求 と確 立 応 答 の2つ の

コ マ ン ドが あ るが,こ の場 合,図2-15の よ うな コマ ン ドの すれ違 い とい う

う現 象 が起 った場 合 の処 置 が や や面倒 に な る可能 性 が あ る。 これ を避 け る た

め,ARPANET,CYCLADES,INWG,JIPNETで は コネ

ク シ ョンの 要求 と応 答 の コマ ン ドを 同一 に してい る。

間

-

時

－
CAK

正常 の場 合

コネク シ ョン確立

　 (
す れ違 い の場 合

この例 は コネ ク シ ョン に よ

る デー タ流 が一 方 向 の場 合

で送 信 側 に優 先 権 を与 え て

い るo

一
図2-15コ ネ ク シ ョ ン 確 立 要 求 と応 答 コ マ ン ド
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表2-14 コ マ ン ド比 較 表

ネ ッ トワー ク
コマ ン ド機能 ARPANET CYCLADES DATAPAC INWG案 JIPNET Nl(大 学 間) NPL

コネ ク シ ョン

確 立 ・切 断

確立

接 続 要求(STR)

接 続 要求(RTS)

接 続 拒 否(CLS)

接続 要 求(FL-1NIT)

接続 要 求(FL-INIT)

接続 拒 否(FL-TER人D

接 続要 求(CALL)

接 続応 答(ACCEPT)

接 続丁巨否(REFUS罵)

接 続 要求(LI-INIT)

接 続 要求(LI-INIT)

接 続 拒否(LI-TERM)

接 続 要求(RFC)

接 続 要求(RFC)

接 続 拒否(CLS)

接続要求(RFC)

接続応答(CAK)

接 続要 求(CALL)

接 続応 答(HELLO)

接続 拒否(GOODBYE)

切断
切断 要求(CLS)

切 断 応 答(CLS)

切断 要 求(FL-TERM)

切断 応 答(FL-TERM)

切断 要 求(CLEAR)

切断 応 答(CLEAR)

切 断 要求(LI-TERM)

切 断応 答(LI-TERWD

切 断 要求(CLS)

切 断 応 答(CLS)

切断 要求(CLS)

切断 応 答(CLR) 切断通知(GOODBYE)

デ ー タ グ ラ ム 転 送

〃 確 認

FL-LT

FL-ACK

DATA

エ ラー応 答 のみ

LG-LT

LG-ACK/NACK

バーチャルコールデータ転 送

確 認 (RFNM信 号)

FL-LT

FL-ACK/LT

DATA

CONTINUE,DATA

LI-LT

I、1-ACK/LT/NACK (Receive信 号) SFC

UM-DATA

フ ロー制 御

応 答 セ グ メ ン ト

バ ツ プア要求

バ ッファ量通知

A肌(All・cae)
バ ッファ返却要求

/応 答

GVB(送 → 受)

RET(受 → 送)

FL-LT/ACKに

※CRD
で メ ッ セー ジ

数 を通知

DATA,CONTIN

UE`こCRDで メ ッセ

ー ジ数 を通知

1、1-LT/ACK/NACK

にCRDで メ ッセー ジ

数 を通 知

ALLOCで バ ツ

プ ア個数 通 知

SFCで セグ メ

ン ト数通 知

バッファ拡大要求

RSC(送 → 受)

SFC(応 答)

NEXTで メ ッセー ジ

数通 知

割込情報の通知
INR

割 込
INS

FL-TGの テ レグ

ラムに ょるo

INTERRUPT LI-PURG POST lNT INTERRUPT

NCPリ セ ッ ト

RST

RRP(応 答)

REJECT RST

RSR(応 答)

情報誤 りの通知 ERR FL-ERR LI-ERR SPOST CER ERROR,DROP

試 験 運 用
エ コー

(ECO,ERP) .

エ コー

(ECH,ECR)

そ の 他
NOP 縮 少 ア ドレス 指定

'

PG-LT/ACK/TG

ACK要 求(DATA

End)

再送要求(Repeat)

NOP

Dial。gue

入 力 接 続(Inc・mP

Ictedata)

出力キ ャ ンセル

(CanceD

※CRD(ク レジ ッ ト) :最 後 にACKを 返 さ れ た レ ター の 次 にい くつ レ ター を送 って よい かの許 可 の た めの もの であ り,

送 信側 ホス トに送 られ る。

コネ ク シ ョン ご とに受 信側 ホス トか ら



そ の 他 の 機 能 と して,CYCLADESで は 縮 少 ア ドレス 指 定 用 の コ マ ン ド

が あb,DATAPACに は,再 送 要 求 用 の コ マ ン ド等 が あ る。 ま た,NP

LはTSS主 体 の プ ロ トコル な の で,端 末 オ リエ ン テ ッ ドな コ マ ン ドが い く

つ か 用 意 さ れ て い るo

2.3.3標 準 化 動 向

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク の 広 域 化,ネ ッ ト ワー ク 同 志 の 結 合 の ニ ー ズ 等 に

対 処 す る た め,こ こ数 年 来,プ ロ トコ ル の標 準 化 に対 す る活 動 がISO,CC

ITT等 を 中 心 に 国 際 的 に 活 発 化 し て来 た 。 現 在 の と こ ろ,リ ン ク レ ベ ル のH

DLCがISOで,ネ ッ トワー ク と ホ ス ト間 のX・25がCCITTで,そ れ ぞ

れ標 準 化 案 と して ほ ぼ 固 ま りつ つ あ るoし か し な が ら,ホ ス ト レベ ル プ ロ ト コ

ル の 標 準 化 は 時 期 尚 早 の声 もあ り,な お 今 後 の 問 題 と して 残 さ れ て い る。

現 在 ホ ス ト レベ ル プ ロ トコ ル 標 準 化 の 唯 一 の 活 動 成 果 と して は,IFIP

(lnternationalFederationofInformationProcessing)の 下

部 機 構 で あ るTC6(TechnicalC・mmittee6)の 中 のINWG(ln-

ternationa.1NetworkWorkingGroup)に お い て 提 案 さ れ た,END-

TO-ENDプ ロ ト コ ル が あ るoこ のINWGに は 世 界 各 国 の ネ ッ ト ワー ク 関

係 者 が 参 画 して お り,こ の プ ロ ポ ー ザ ル の 原 案 作 成 者 はARPANET,CY

C工 、DES,NPLネ ッ トワー ク等 の 設 計 者 で あ り,そ れ ぞ れ の 経 験 と成 果 が

生 か さ れ て い る もの と考 え られ るoこ の 提 案 に 対 し,1976年 にINWGメ

ン バ ー の 投 票 が 行 わ れ,

賛 成25.8票

反 対7,5票

保 留8.7票

と い う結 果 が 得 られ た が,現 在 こ の 提 案 は,CCITTk・ よ びISOに 提 出

さ れ て い る と い わ れ る。 以 下 に こ のEND-TO-ENDプ ロ トコ ル の 概 要 と

現 時 点 で の 問 題 に つ き述 べ るo
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(1)INWGEnd-TO-Endプ ロ トコル の概 要

この プ ロ トコル は,デ ー タ交 換網 か らみ た場 合 に一 つ の実 体 と して認識 で

きるリソースの 集 合 を仮想 ホ ス ト中 の プ ・セス 間で の デー タ交 換 を実 現 す る機

能 を持 っ て い る。 仮 想 ホス トはTransportStation(TS)を 持 っ てteり

TSが この プ ロ トコル の処理 を担 当 す るo

プ ロセス 間通 信 のた め には プ ロセス を識 別 す るた めの名 前空 間 が必 要 とな

る。 これ は 図2-16に 示 す よ うにTS名,加 入 者 名,番 号 の6オ ク テ ッ ト

で構 成 され る ポー トが使 用 され るo

プ ロセス 間通 信 は,発 信 ポー トか ら受 信 ボー トに 向っ て レター を送 る こ と

に よって行 わ れ る。 ボー トとい うの は電 話 でいえ ば電話 番 号 に あた る もの で

電話 番号 が大 代 表 を持 って い る の と同 じよ うに,1つ の ポー トで 同時 に 複数

個 の プ ロセス と交 信 す る こと もで き る よ うに設定 され て い る。

プ ロセス間 通 信 は,2つ の モー ドで動 作 す る こ とが で きる。1つ は レ ター

・グ ラ ム ・モー ドで あ り
,も う1つ は結 合(liaison)モ ー ドで あ る○

レター ・グ ラム ・モー ドは,郵 便 シス テ ムの手 紙 の配 達 にた とえ る こ とが

で き る もので,デ ー タ交 換 網 が デー タ ・グ ラムの サー ビス をお こな うこ とを

想定 し,こ れ を プ ロセス 間通 信 の レベル で サー ビス しよ うとす る もの で あ る。

結 合 モー ドは,バ ー チ ャル ・コー ル に相 当 す る もの で あ って、,レ ター の伝

送 に先 だ って 初期 設 定 コマ ン ドが交 換 され る。 初期 設 定 で は次 の こ とが 確 認'

され,同 意 が 得 られ れ ば双 方 向 の レター の伝 送 が可能 とな る。

① 結合 の両 端 の プ ロセ スが ア ク テ ィ ブで あ る ことの確認 。

② オ ペ レー シ ・ンに はい るサー ビス種 類 の同意 。

③ 付 随 した パ ラメー タの初期 化 。

結 合 モー ドに お いて は,エ ラー 制 御,フ ロー制 御 な どの付 加 サー ビス を受

け る こと もで きるo

レター の最 大長 は27 ,648オ ク テ ッ トで あっ て,最 後 の もの を除 い て2

16オ ク テ ッ トの 固定長 の フ ラグ メ ン トと呼 は れ る もの に分 割 され て送 られ
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45
1

発信地 あるいは 目的地TS名 加入者名
番
号

る 。 この た め に レ ター か ら フ ラ グ メ ン トへ の 分 割(フ ラ グ メ ン テ ー シ ョ ン)

と フ ラ グ メ ン トを 編 集 して レ ター に 組 立 て る操 作(リ ア セ ン ブ ル)はTSの

役 割 とな る 。

こ の プ ロ トコ ル で は,図2-17で 示 さ れ る10種 類 の コ マ ン ドに よっ て

TS間 の 会 話 が お こ な わ れ,上 記 の 機 能 が 達 成 さ れ る 。TSl'(is・ け る そ れ ぞ

れ の 機 能 間 の 関 係 は 図2-18の と お り で あ るo

図2-16ボ ー トア ドレ ス

オ ク テ ッ ト

図2-17 Transportコ マ ン ド のOp-code

ピット
ニモー 0 1 2 3 4 5 6 7 意 味
ニック

レ ター ・グ ラム ・モ ー ドにお

LG-LT・1 R 0 0 1 0 0 0 0 いて,レ タ ーの フ ラグ メン ト

を送るために使用される。

レタ ー ・グ ラム ・モ ー ドに お

LG-ACK 0 0 0 1 0 0 0 1 いて,レ ターのAckを 送 るた

めに使用される。

レ タ_.グ ラ ム ・モ ー ドに お

LG-NACK 0 0 0 1 0 0 1 0 いて否定のAckを 送るために
使 用 され る。

結合 モ ー ドにお いて,レ ター

LI-LT R 0 0 0 0 0 0 0 のフラグメント及び逆方向の
Ackを 送 るため に使用 され る、

LI-ACK R 0 0 0 0 0 0 1
結 合モ ー ドに おい て,Ackを

送 るた めに使 用 され る。

ピ ッ ト
ニ 0 1 2 3 4 5 6 7 意 味
ニック

結合モー ドの初期設定に使
LI-INIT o 0 0 0 P 0 1 1 用さ れるo

結合 モー ト'を終 了す る ため
LI-TERM

層

0 0 0 0 0 1 0 0
に使 用 され る。

結合 モー ドにおい て割 込み

LI-PURG R 0 0 0 0 1 0 1 を送 り,残 ってい る レター

の消去のために使用されるo

結 合モー ドにお いて,エ ラ

LI-ERR 0 0 0 0 0 1 1 0 一信号を送るために使用さ

れるo

結合 モー ト:{◎ いて,否 定 の
'LI -NACK R 0 0 0 0 0 1 0 のAckを 送 るため に使 用

され るo

;ll・ 一 川
IllL_L_L_⊥ 一 コ マ ン ド の 識 別『1

111

llL
_一 ー 一 一 ー ー ー ー レ タ ー ・ グ ラ ム/結 合 モ ー

1)

llド

lI

L_L_______一_一 一 将 来 の 利 用 の た め に リ ザ ー

ブ さ れ て い るo

-一 一ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー －Ackの 要 求
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利'用 者 プ ロセ ス

レ タ ー ・ グ ラ ム ・ モ ー ド

サ ー ビ ス

ぺ

制 御

コ マ ン ド
、

、

、

、

、

＼

＼

結 合 モ ー ド ・サ ー ビ ス

＼

＼

＼
＼

エ ラー 制 御

フ ロー 制 御

な ど 制 御,

＼コ マ ン ド
'

/

＼!

リ ア セ ン ブ ル/フ ラグ メンテ三 シ ョン

/

/
/

"パ ケ ・ ト網 イ ン タ ー フ ェ ー ス

、

'

パ ケ 。 咬 翻

図2-181NWGE・d--TO-E・dプ ・ ト ・・レの 機 能 関 係
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(2)INWG提 案 の 問題 点

INWG提 案 は そ の名 をEND-TO-ENDと 称 して い る事 か ら も推察

し得 る よ うに,そ の設 定 範 囲 は か な り広 く,別 項 のEnd-to-End処 理 と

プロ セス間通 信 の両機 能 を含 ん だ もの とな って い る。 ま た この提 案 は細 部 に

おい て未 だ未 検討 の部分 を残 して お り,例 え ば以 下 の よ うな項 目が あげ られ

るo

①LI-PURG(割 込 み情 報 の伝 達)と,そ れ以 前 に送 信 さ れた プ ・

セス に お いて 未処 理 の レター の関係

②LI-NA℃Kの 利 用 方法

③ACKを フ ラグ メン トに 関 して送 るか,レ ター に関 して送 るか とい う

問題,

④ ソ フ トウ ェア で計 算 が簡単 な チ ェ ック サ ムの方式 に つい て

⑤ レ ター ・グ ラム とそ れ に関 す る コマ ン ドの利 用 につ い て

一 方
,こ の提 案 は,時 期 的 にX.25が ク ロー ズ ア ッ プされ る以前 の もの

で あ り,そ の後 の 事情 を反 映 しだ やや新 た な問題 も発 生 して きてい る。 即 ち

INWG案 で は,パ ケ ッ ト交換 網 は デー タ ・グ ラム ・サ ー ビ ス を 行 う と

い う前 提 を置 い て い る。 今 後 公共 デー タ交 換網 の利 用 が増 大 して い くと考 え

た場 合,こ の 前提 が貫 ぬ け ぬ ケー ス も で て こ よ う。 し た が っ て 将 来,

パ ケ ッ ト網 イ ンタ フェー ス の部 分 に なん らか の改 造 を加 え る余地 を もつべ

きで あろ うoま た そ の一環 と して,網 とホス ト間 の イ ン タ フ ェー スX.25

との整 合性 を とる こ と も必 要 とな ろ う。

いず れ に しろINWG提 案 は,従 来 の プ ロ トコルの階層 の 体系 か らす る と

か な り巾広 い部 分 を 占め る こ とと なる。 した が って 現 実 に物 理 的階 層 と して

ハー ドウェ ア装 置 との対応 付 け を行 う場 合,お そ ら く2つ 以 上 の装 置 に 分担

して マ ッ ピン グさ れ る こ ととな ろ う。 そ の際,デ ー タ交 換網 寄 りの部 分 は,

少 な くと もホ ス トに イ ンデ ィペ ン デ ン トにす べ きで あ り,機 能 全 体 として ど

こま で も共 通 機能 とす べ きか とい う切 り分 け が問題 とな る。
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また,本 提 案 を今 後 何等 か の ネ ッ トワー クで採 用 す る場 合,お そ ら くサ ブ

セ ッ トの設 定 も要 望 され るで あろ う。

今後,各 国,各 分 野 で この提 案 に対 す る巾広 い検 討 をお こない,一 部 に は

時 期 尚早 の声 もあ るが,や は リネ ッ トワー クは標 準 先行 で行 く ことが 望 ま し

く,比 較 的早 い 時期 に標 準案 が 設 定 され る こ とが期 待 され る。

あ とが き

以上 述 べ た よ うに,ホ ス ト間 プ ロ トコルは,全 プ ロ トコル体系 の 中枢 を 占 め

る と同時 に,デ ー タ交 換網 との イ ン タフ ェー ス,ユ ー ザ レベ ルの 高位機 能 との

イ ン タフ ェー ス等,両 サ イ ドの環 境 の影 響 を受 け 易 く,且 つ イ ンプ リメン ト上

は既存 ホス トのOS機 能 との関連 や,ホ ス トとFEP間 の機 能 分 担等 の諸 問題

が発 生 す る きわ めて むず か しい部 分 で ある。

と くに ホス トリソー ス を網 に参 画 さ せ る場 合 の難 易 を決定 す る重 要 な要 素 を

含 む部 分 で もあ り,あ る意味 で は コン ピュー タネ ッ トワー ク発展 の要 と して の

役 割 を果 た すo

INWG案 を始 め,こ の'レベ ル の プ ロ トコル の標準 化 活動 が今 後徐 々 に活 発

化 す る可能 性 が あ り,そ の動 向が注 目され る。
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2.4高 位 プ ロ トコル の 比 較 評 価

2.4.1概 要

高 位 プ ロ トコ ル は 特 定 の ア プ リ ケー シ ョ ン毎 に 存 在 す る ユ ー ザ レ ベ ル の プ ロ

ト コル で あ るo

現 在 そ の ア プ リケー シ ョ ン と して,会 話 型 端 末(TSS)分 野,リ モ ー ト ・

ジ ョ ブ ・エ ン ト リ分 野 お よび フ ァ イ ル 処 理 分 野 が 主 に そ の 対 象 と な っ て お り,

そ れ ぞ れ 会 話 型 端 末 制 御 プ ロ ト コル,リ モ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リ ・プ ロ ト コ

ル お よ び フ ァ イ ル 転 送 プ ロ トコル と通 常 呼 ん で い る 。

この 他ARPANETで は,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ処 理,デ ー タ構 成

処 理 お よ び メ'一 ル 送 信 処 理 に つ い て もそ の 対 象 と して お り,そ れ ぞ れ グ ラ フ ィ

ッ ク ・プ ロ ト コ ル,デ ー タ再 構 成 プ ロ トコ ル お よ び メー ル ・プ ロ トコ ル と呼 ん

で い るo

以 下,本 節 で はARPANET,CYCLADES,EIN,EPSS,J

IPNET,N-1プ ロ ジ ェ ク トお よ びDECNETの 各 ネ ッ トワー ク に お け

る 高 位 プ ロ トコル の 機 能 概 要 を 報 告 し,会 話 型 端 末 制 御 プ ・ トユ ル,リ モー ト

・ジ ョ ブ ・エ ン ト リ ・プ 亘 トコ ル お よ び フ ァ イ ル ・プ ロ トコ ル に 関 して は 各 ネ

ッ トワー ク の 機 能 を 比 較 検 討 し,今 後 の 課 題 に つ い て 述 べ る 。 ま た そ の 他 の プ

ロ ト コル に 関 して は 機 能 概 要 を紹 介 す るo

2.4.2会 話 型端 末 制 御 プロトコル

会話 型端 末 制 御 プ ロ トコルは異機 種 コン ピ ュー タ( .オペ レー テ ィ ング ・シス

テ ム)の 会 話 型 シス テ ムの遠 隔 利 用 を可 能 にす るた め に 用い られ るoこ の プ ロ

トコル は ネ ッ トワー ク仮 想端 末(NVT)の 概 念 に基 づい て お り,プ ロセ スお

よび端 末 間 の対称 性 の あ る通信,teよ び8ピ ットの デー タ転送 を基 本 としている。
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以 下,ARPANET,CYCLADES,EIN,EPSS,JIPNE

Tお よびN-1プ ロ ジェク トに つ い て そ#そ れ会 話 型端 末制 御 プ ロ トコル の概

要 を述 べ,最 後 に ま とめ と して各 プ ロ トコル 間 の機能 比 較 を行 う。

(1)ARPANETのTELNETプ ロ トコル

ARPANETのTELNETプ ロ トコル は 図2-19に 示 す よ うに ユー

ザTELNETプ ロセス(端 末 ユー ザ側 の ホ ス ト計 算機 また は端 末 イ ン タ フ

ェイ ス ・プ ロセ ッサ に位置 す る)と サー バTEI、NETプ ロセ ス(サ ー ビス

す る側 の ホス ト計 算機 に位 置 す る)間 の 通信 規 約 を定 め た もの で あ り,相 互

間 の 通 信 は初・期結 合 プ ロ トコル(ICP)に よ り確 立 され る。

、
' -TELNET-/

・図2-19ARPANETのTELNET概 念 図

TELNETプ ロ トコ ル の 主 な機 能 と し て 次 の もの が あ る。

Dキ ャ ラ ク タ ・オ リエ ン トな コ マ ン ドに よ る伝 送 方 式

iD二 つ の デ ー タ ・タ イ プ(文 字,バ イ ナ リ)に よ る デ ー タ の 転 送

ill)IP,BREAKコ マ ン ドに よ る プ ロ セ ス割 込 み 制 御

TELNETプ ロ トコ ル の コ マ ン ドはIAC(lnterpretasComma

nd)符 号 に よ っ て 先 導 さ れ,通 常 コ マ ン ドで は 符 号 が そ れ に続 き,オ プ シ ョ

ン.コ マ ン ドで は オ プ シ ョ ン ・コ マ ン ド(WILL,DO等)と オ プ シ ョ ン ・

コー ドが そ れ に続 く。 ま た ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン ・オ プ シ ョ ン を 用 い る場 合 は,

IACとSB(サ ブ ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン ・オ プ シ ョ ン ・パ ラ メー タの 始 ま り を

示 す)お よ びIACとSE(サ ブ ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン ・オ プ シ ョ ン ・パ ラ メー

タ の 終 りを 示 す)に よ っ て,パ ラ メー タ を 囲 むo
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(2)CYCLADESのVTP

CYCLADESの 仮 想 端 末 プ ロ トコ ル(VTP)は 図2-20に 示 す よ

うに仮 想 端 末 間 でBookと 呼 ば れ る テ キ ス トの 交 換 を 目的 と し た プ ロ トコ ル

で あ る。VTPは5つ の 基 本 プ ロ トコル(結 合 制 御,端 末 制 御,対 話 制 御,

対 話 ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン,端 末 ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン)か ら成 り,ア プ リ ケー シ ョ

ン向 け に プ ロ トコ ル を構 築 す る こ とが 可 能 で あ る 。

r-一 ー ー ー ー 一1

11

想 端 末 トランスポー ト サービス 仮想端 末l

l

～L______」

＼VTP－

(NVT制 御)

図2-20CYCLADESのVTP概 念 図

ト ーーー一一 ヘ ッダ ーーー一 →1

MSG-1.G CAT FUNC MSG

MSG-LG(2オ ク テ ッ ト):'ヘ ッ ダ とメ ッセー ジの レン グス(単 位 オ クテ ッ ト)

CAT(1オ ク テ ッ ト):、 分 類 指 示 子

FUNC(1オ ク テ ッ ト):分 類 内e(teけ る 機 能

(a)レ タ ー 形 式

FUNC PAR

FUNC(1オ クテ ッ ト):対 話 機能

PAR(1オ クテ ッ ト):機 能 に関 す るパ ラ メー タ

(b)テ レ グ ラ ム形 式

図2-21CYCLADESのVTPの メッ セー ジ形 式

VTPの 主 な機 能 と して 次 の もの が あ る。

i)四 つ の メッ セー ジ形 式(テ キ ス ト,端 末制 御,対 話 制 御,テ レグラム)

で の転 送
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ii)Book構 造 の テ キ ス ト(Book=Pageの 集 合,Page=Lineの 集

合,Li・ ・=Characte・ の 集 合)

汕 テ レ グ ラ ム に よ る相 手 仮 想 端 末 へ の 転 送 割 込 み

VTPの メ ッセ ー ジ 形 式 を 図2-21に 示 す。

(3)EINのVTP

EINのVTPは 図2-21で 示 す よ うに 端 末 とア プ リケー シ ョ ン 間 の 通

信 手 段 を 提 供 す る プ ロ トコ ル で あ り,端 末 ハ ン ド ラ(実 端 末 を仮 想 化 す る)

と ア ク セ ス ・メ ソ ッ ド(ア プ リケ ー シ ョ ン側 か ら一 つ の 仮 想 端 末 を 規 定する)

間 で 規 定 さ れ る。

VTPの 主 な機 能 と して 次 の もの が あ る。

D三 つ の デー タ ・.タ イ プ(文 字,ビ ッ ト列,ベ ク トル)に よ る デ ー タ 転 送

iD三 つ の ゾー ン(デ ー タ,デ ィ レ ク テ ィ ブ,ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン)に よ る

伝 送 方 式

川)テ レ グ ラ ム,レ ター に よ る割 込 み制 御

@
端 末
ソ・ンドラ

「
ドラ ン ス ボ ー ト ・サ ー ビス

L

t
アクセス

メソ ド ⇔

＼

L

図2-22

VTP－
(NVT制 御)

EINのVTP概 念 図

VTPの メ ッ セー ジ(ゾ ー ン)形 式 を 図2-23に 示 す 。

Ol 7

;,/
テット!

0 n

文 字 列

〈標準デー タ〉

01

1 n

文 字

01 7

01 ～ 0

〈圧縮 デー タ〉

〈標 準 メッセージエンド〉
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式形

τ

ンーゾ●タ一

〇

デ㈲

n→
1〈n≦9127

(b)デ ィ レク テ ィブ ・ゾー ン形 式

図2-23

(4)EPSSのITP

)C(

0 7

。1

↓

ネゴ シエ イ シ ョン ・ゾー ン形式

0 ～ 0

0 ～ 0

=

n

た

一"

ア
一
タ

EINのVTPの メ ッ セー ジ形 式

EPSSで は,既 存 の 会 話 型 シ ス テ ム を 基 本 に ネ ッ トワー ク 仮 想 端 末(N

VT)の 概 念 を 取 り入 れ たITP(lnteractiveTerminalProt

・C・1)を 実 現 し,よ り多 くの ユー ザ に 対 して 会 話 機 能 を提 供 し て い る 。

ITPは,図2-24に 示 す よ うに ホ ス ト計 算 機 に お け る 会 話 サ ー バ ・プ

ロ セ ス(リ モ ー ト)と 端 末 側 に お け る プ ロ セ ス(・ 一 カ ル)の 間 での プ ロ トコ

ル で あ るo

㊦
端末
ハンドラ

惨 プ・セス/

会 話
ハン ドラ

会 話
サー バ

/会話サーバプ・セス

L_LITP－
図2-24EPSSのIT'P,概 念 図

ITPの 主 な機 能 と して 次 の もの が あ る 。

DNVTお よ び ト ラ ンス ペ ア レ ン トな バ イ トを基 本 モ ー ド と す る デ ー タ

転 送

ii)リ モ ー ト ・プ ロ セ ス と ロー カル ・プ ロ セ ス 間 の フn－ 制 御

iiDエ コ ー 制 御
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な お,ITPで は 端 末 ユー ザ と ロー カ ル ・ プ ロ セ ス 間 の コ マ ン ドに つ い て

も定 義 して い るo

ITPの コ マ ン ドと デ ー タは デ ー タ ・ス ト リー ム 中 に 混 在 し,コ マ ン ドは

一 つ の ネ ッ ト ワー ク ・エ ス ケー プ 文 字 に 先 導 され
,CR(キ ャ リ ッ ジ ・ リタ

ー ン)文 字 に よ っ て 終 結 す るoデ ー タは 二 つ の ネ ッ トワ ー ク ・エ ス ケー プ文

字 に 先 導 さ れ る。

(5)JIPNETのDSP

JIPNETのDSP(DemandServiceProtocol)は 図2-25

に 示 す よ うに ユ ー ザDSPプ ロ セ ス(実 端 末 を仮 想 化 す る)と サ ー バDSP

間 で の デ ー タ の 受 渡 し手 順 等 を規 定 して い る 。

サー バ

DSP

LDSP

図2-25JIPNETのDSP概 念 図

DSPの 基 本 機 能 はARPANETのTELNETプ ロ トコ ル のNVT機

能 に準 じて い るo

DSPの コ マ ン ドは スペ シ ャ ル ・マ ー ク ・ホ ル ダ(SMH)に 先 導 さ れ,

通 常 コ マ ン ドで は 符 号 が そ れ に続 き,オ プ シ ョン ・コ マ ン ドで は オ プ シ ョ ン

・ヘ ッ ダ,オ ペ レー シ ョン(WILL,DO等)お よ び オ プ シ ョ ン ・コー ド

(オ プ シ ・ ン の 種 類)が そ れ に 続 く。

(6)N-1プ ロ ジ ェ ク トのTELNETプ ロ トコ ル

N-1プ.ロ ジ ェ ク トのTELNETプ ロ ト コル は 名称 が 示 す よ うにARP

ANETのTELNETプ ロ トコ ル と類 似 して お り,そ の概 念 図 を 図2-2
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6に 示 すo初 期 結 合 は サ ー バ ・ホ ス ト側 の ロ ガー ・プ ロ セ ス とユ ー ザTEL

NETプ ロ セ ス 間 で 確 立 さ れ る 。

TELNET

/CNVT制 御)

サー バ

TE㎜Tリ ンクTEIＬNET

1与 ン
リy■

ロガー

フ ロ セ ス

.リ

ケ ーシ

図2-26N-1プ ロ ジェク トのTELNET概 念 図

伝 送 は ブ ロ ック単 位 で あb,ARPANETに お け るIACやJIPNE

TのSMHは 使 用 しない。 オ プ シ ョン機能 と しては バ イ ナ リ ・モー ド転 送 等

が あ るo

な ま㍉N-1プ ロジ ェク トでは遠 隔 ホ ス トTSSサ ー ビス を使 用 す る場 合

の レス ポ ンス遅 延 の改 善 の た め にホ ス ト計 算機 を経 由 しな い でTIPか ら直

接 アク セスす る方 式 が考 え られ て い る。

TELNETの コマ ン ドとデー タは ブ ロック化 して送 られ るが,い ず れ も

ブ ロック ・ヘ ッダ(1バ イ ト)で 先 導 され る。 ブ ロ ック ・ヘ ッダ は これ に続

く情 報 が コマ ン ドで あ るか,デ ー タ で あ るか の識 別 す る情 報 を含 むo

コ マ ン ドの 形式 と して は,コ マ ン ド ・コー ドのみ で構 成 され る もの
,コ マ

ン ド ・コー ドとオ プ シ ョン ・コー ドで構 成 され る もの お よびオ プ シ ョン ・パ

ラメー タを付 加 して構 成 され る ものが あ る。

(7)比 較検 討

表2-15は こ こで取 上 げ た6シ ス テ ムの会話 型端 末制 御 プ ロ トコル の比

較表 で あ り,以 下,4項 目につ いて 比較検 討 す るo
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表2-15会 話 型 端 末制 御 プ ロ トコルの機能 比較(そ の1)

システム
機 能 ARPANET CYCLADES EIN EPSS JIPNET

N-1

プ ロジェク ト

プ ロ ト コル 名 TELNET VTP VTP ITP DSP TELNET

基 本 概 念 NVT NVT NVT NVT NVT
'NVT

キャラク タ キャラクタ キャラク タ キャラクタ
.

キャラクタ ピット列 バ イ ト ・ キャラク タ

N データ ・タイ プ
バイナ リ (8ビ ッ ト以下) オ リエン バイナ リ

ベク トル テッ ド

V
(4.8.16ビ ッ ト)

8ピ ッ ト 8ビ ッ ト 8ビ ッ ト 8ビ ッ ト 8ビ ッ ト 8ビ ッ ト

T
キャ ラ クタ ASCII EBCDIC/ ISO5 IA5 JIS7単 位 JIS8単 位

基 単 位数

標準 コー ド

(0～127)

(128～255

ASCII (128～255

特 殊 符 号)

本
特殊符号)

機
NULL

BEL

<EBCDIC><ASCII>

NULLNULL

N-FORMA
-EFFEC

NULL

BEL

NULL

BEL

NULL

BEL

能 機 能 BS

HT

HTBELL

VTBS

TORに

よ る

BS

HT

BS

HT

BS

HT

キ ャ ラ ク タ VF FFHT FF LF LF LF

VT CRI、F BS VT VT VT

FF SIVT HT FF FF FF

CR SOFF VT CR CR CR

'(そ の他) CR/LF SOSI SOSI

コネクションの設 定

初期 結合

プロトコル

(ICP)

結 合制 御

プロ トコル

(CCP)

イ ニ シ ャ ル ・

コ ネ ク シ ョン

ロガーフ'ロセス

とTELNET
ユ ーザ 間で 設

定 され る 。

(ログオンリンク)

半二重 半 二重,単 向 半二重 半二重 半二重 半二重

通 信 方 法 全二 重 全二重 全二重
制

御 キャラクタ メッセー ジ制 御
,

メッ七一 シ ネ ッ トワー ク ・ キャ ラクタ
・

メ ッセー シ

方 制 御

・テキス ト

・レター

端 末制 御

.(ソー ン)制 御
一'・アrタ ・ソー ン

・

エスケー プ ・キ

ャラクタ

制 御

・テキス ト

制 御

・テキス ト

法
伝 送 方 式 ・コ マ ン ド (対酬 御 ・デ ィレクテイブ ・テキ ス ト ・コマ ン ド .コ マ ン ド

・テ レグ ラム
◆ソー ン ・コ マ ン ド

(対話制御 ・ネ ゴ シ ェイ シ ョ

◆ン ・ソー ン

制
御 〈IAC× 〈ヘ ッダ〉 〈ヘ ッダ〉 くデ ィ 〈NEC>〈 コ SMH/DH/ 〈ヘ ッダ〉〈コ

コ コマンド/ 〈端末制御/ レクテ ィブ/ネ ゴ マント〉<CR>
・

オヘ レー シ ョン マン ド/

;
コ マ ン ド形 式

オプション〉 対話制御〉 シェイション〉 /オ プシ ョンコ オ プション〉

ド
一 ド
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表2-15 (そ の2)

シス テム

機 能
ARPANET CYCLADES EIN EPSS JIPNET

N-1

プ ロジェク ト

D-INPUT一 NNVT

・MODE<n> INPUT

Transmit D-OUTPUT ANVT Transmit

転 送 モ ー ド

－Binary －MODE〈n> OUTPUT －Binary

OBYTE

制 INPUT

BBYTE

御
OUTPUT

コ 転 送 制 御
GA

(G・Ahead)

〈YOUR-

TURN>

D-TRCNTR

L<n>

Gnn GA GA

マ

INS(コ ン ト T-INTERRU

ン
割
割込信号

・一 ル リンク)

十DATA

ATTENTIO

N

PT〈n>

V-INTERRU INS十

ド
込

制

+同 期 コ
MARK PT〈n>

<text>
,

DATA

MARK

御
マ ン ド

T-PURGE<n>

V-PURGE〈n>

T-RESUME
り

<n>

割 IP

込 割 込 ・ (lnterrupt X IP 1P

制 ブ レー ク Pr・cess)

御 BREAK
制

AYT(Are 〈YOUR D-SEND-1 Y RRT AYT

御
通

相手確認 Y。uThere) TURN> DENT

R-IDENT

(AreY・u

There)

Request

forthe

信 (応 答) Z Rightof

コ 制 Transmit{on

御
STATUS O-STATUS R-STATUS STATUS

マ ステータス (オ プシ 。ン) <n> (オ ブシ。ン)

〈text>

T-STATUS

ン
Gnn POST

フ ロー 制 御 W (ホス トーホス

ド
トプ ・ トコノリ

直.

Echo D-Echo一 E

エ コ ー (オ ブシ.ン) MODE (エ コーオン)
M Echo

(エ コーオフ)
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表2-15 (そ の ・3)

システム

機 能
ARPANET CYCLADES EIN EPSS JIPNET

N-1
.■

フ ロシ ェク ト

印 字 巾
NAOL

(オ プション) (オ プシ。ン)

1-PLOT-

SIZE

制
ベージサイズ

NAOP

(オ プシ。ン) (オ プシ 。ン)

1-PAGE-

SIZE

御
NAOHTS, D-HTAB一

TAB設 定
etc

(オ プション)

STOPS

D-VTAB一

コ S.TOPS
編

C凡LF, NAOVTD,
マ HT後 の etc

Delay (オ プシ 。ン)

ン
AO(Ab・rt K(ク リヤ入 POSTコ ー ド

・ハ
ツ7ア Output) カバ ッフナ) としてAOを 通

ド ク リヤ SYNCH F(ク リア出 知

集 カバ ッフア)

桁 抹 消 EC(Erase D-EDIT一

行 抹 消 Charact・r) CHAR〈ce>

桁 抹 消 EL(Erase

行 抹 消 Line)
機

1

制 D-EDIT一 H(ロ ーカルエ

エスケープ CHAR(cc) スケープオづ

御
キャラクタ J(ロ ーカルエ

1

スケープオ7)

コ
・

メッセー シ D-EDIT一 T

能
ターミネイタ CHAR(ct)

マ 改 行 CR,LF <CR> LF

ン
端 末制 御 メ ッ七一 O.Sコ マ ン ドに

ジに よる よる
.

オ プ シ ョン WILL D-SET一 ネ ゴシェイショ WILL WILL

ド 打合せ機能 WON'T OPTION ンゾーンによる WON'T WON'T

DO /OPTION-ID DO DO

DON'T /パ ラメー タ DON'T DON'T

SB D-RESET一 SB SB

SE OPTION OEND SE

端末としては 端末 としてはTT TSS端.末 を

TTY等 のキ Y,キ ャ ラク タデ キ ャ ラク タ向 想定 している。

ヤ ラク タ向 き イス プ レイ等 のT 同 左 き端末 但 しオ プ シ ョ

備-考 端末を想定し SS端 末の他,C ンに よ リジ ョ

て い るo R,LP等 の ・一
.

フ ス ト リー ム

ヵル1/Dを 含 む。 転送機能も持

つ(RBP)。
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A伝 送 方 式

CYCLADESやEINのVTP,N-1プ ロ ジェク トのTELNET

プ ロ トコル で は ブ ロ ック単 位 の制 御方 式 を とっ て お り,メ ッセー ジ ・ヘ ッダ

に よ リコ マ ン ドとデー タを識 別 しTZい る。 そ れ に対 し,ARPANETのT

ELNETプ ロ トコル やJIPNETのDSPで は文字 単 位 の制御 方 式 を用

.い,文 字 コー .ド(JIS,ISO)の8ビ ッ ト目 を コマ ン ド.の識 別 子 と して

い る。EPSSのITPで は ネ ッ トワー ク ・エス ケー プ文字 を使 用 し,単 一

の エ ス ケー プ文字 に先 導 さ れ た もの を コマ ン ドと し,二 つ の エス ケー プ文 字

に先 導 され る もの を デ ータ と して区 別 して い る。

B割 込 み制 御

EPSSを 除 い て各 プ ロ トコルは と もに割 込 み機 能 を持 つ が,・い ず れ も2

種 類 の コマ ン ドを使 用 して い る。 そ の一 つ は割 込 み 信号 で あ り,緊 急 に相 手

系 プ ロセ スに 知 らせ る必 要性 か らEND-ENDプ ・ トコル のフ ロー制 御 を

受 け ない。他 の 一 つ は 同期 コマ ン ドで あ り,割 込 み 信号 発生 時 既 に送 出済 み

で あ るが相 手 系 の プ ロセ.スに よっ て未 処理 の デー タ に優 先 す る もの で,こ れ

は 通 常 のEND-ENDプ ロ トコル の フ ロー 制 御,順 序制 御 に従 うもので あ

るo

Cテ キス ト編集 機能

CYCLADESのVTPはBookと 呼 ば れ る テ キス ト構 造 を持 ち,他 の

プ ロ トコルがLine(ま た はPage)ま での テキ ス ト編集 機 能 だ け で あ る の

に比 べ,よ り拡 張 され た機能 といえ るo

Dフ ロー制 御

フ ロー制 御 を高位 プ ロ トコル で実施 してい るのはEPSSのITPの み で

他 の ネ ッ トワー クで はEND-ENDプ ロ トコルの機 能 に よっ て い る。 ,

24.3フ ァ イ ル 転 送 プ ロ トコル

フ ァ イ ル 転 送 プ ロ トコ ル は ネ ッ ト ワー ク 上 の2点 間 で の フ ァ イ ル(ま た は デ
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一 夕 の 集 合)の 転 送 を行 うた め に 定 め られ た プ ・ トコ ル で あ る。

以 下,ARPANET,CYCLADES,EIN,EPSS,JIPNE

Tお よ びDECNETに つ い て そ れ ぞ れ フ ァ イ ル転 送 プ ロ ト コ ル の概 要 を 述 べ,

最 後 に ま と め と して 各 プ ロ ト コ ル 間 の 機 能 比 較 を行 う。

(1)ARPANETのFTP

ARPANETの フ ァ イ ル 転 送'プ ロ トコル(FTP)は 分 散 フ ァ イ ル の 共

有 化 に よ り,計 算 機 プ ロ グ ラ ム ま た は デ ー タ の共 有 化 を 目 的 と して お り,主

な 機 能 と して 次 の もの が あ る。

Dロ ー カ ル ・フ ァ イ ル ・シ ス テ ム と リモー ト ・フ ァ イ ル ・シ ス テ ム 間 の フ

ァ イ ル 転 送 機 能

ii)リ モ ー ト ・フ ァ イ ル ・シス テ ム 相 互 間 の フ ァ イ ル 転 送 機 能

iゆ リモ ー ト ・ フ ァ イ ル の メ ン テ ナ ン ス 機 能

図2--27にFTPの 概 念 図 を示 す 。

図2-27ARPANETのFTP概 念 図

■

転 送 モ ー ドに は 次 の 三 つ の モ ー ドが あ る 。

Dス ト リー ム形 式

EOF.(EndofFile)とEOR(EndofRecord)を 伴 っ て

転 送 さ れ る。
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iDブ ロ ック 形 式

図2-28に 示 す ブ ロ ッ ク と して 転 送 さ れ る 。

k-一 一一一ーー ヘ ツ ダ ー ー一 →

Do㎡tCare DESC COUNT. DATA

b)㎡tCare(0～231オ クテッ ト):ヘ ッ ダ バ ウ ンダ リの た めの ダ ミー ビッ ト

DESC(1オ ク テッ ト'):記 述 子(EOF,EOR,SUSPECT,リ ス タ
ー トマー カ)

COUNT(2オ ク テッ ト):デ ー タの レン グス(単 位 オク テ ッ ト)

図2-281ブ ・ ッ ク 形 成

D
.
一
層
ー

▲T
l
l
l
l

n

↓

圧 縮 形 式

図2-29に 示 す 四 つ の形 式 か ら成 る。

017.Ol7.Ol

…M・

文 字

7.0 7

0 ～0

記 述 子

(a)バ イ トス トリング(b)同 一 文 字

図2-29圧 縮 形 式

(c)フ ィ ラ ー (d)記 述 子

(2)CYCLADESのFMP

CYCLADESの フ ァ イ ル 管理 プ ロ トコ ル(FMP)は
,一 つ の プ ロ セ

ス か ら他 の リモ ー ト ・フ ァ イ ル ・シ ス テ ム を ア ク セ ス す る こ とを 目 的 と して

お り,メ ン テ ナ ン ス機 能 は な く,フ ァ イ ル 転 送 を 主 体 と し て い る 。

図2-30にFMPの 概 念 図 を 示 す 。
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CYCLADESの

FMP概 念 図

サ ーバ ・

フ ロセス

プ ア イル ・

シ ス ァ ム

k-一 一 ヘ ッ ダ ー ー ー ー 一 → →

CAT FUNC PAR DATA

CAT(1オ クテ ット):メ ッ セー ジ分 類

FUNC(1オ クテ ッ ト):メ ッ セー ジ分 類 内 の ファンク シ ョン

PAR(2オ クテ ッ ト):フ ァ ン ク シ ョン内 の パ ラ メー タ

図2-・31CYCLADESのFMPの ブ ロ ック 形 式

メ ッ セー ジ の形 式 は 図2-31に 示 す ブ ロ ッ ク形 式 を と り,1メ ッ セ ー ジ

は現 在4キ ロバ イ トで あ る が,32キ ロ バ イ トま で 拡 張 可 能 で あ る。

(3)EINのBTF

EINの バ ル ク 転 送 機 能(BTF)は,ロLカ ルBTFと リ モ ー トBTF

を 入 出 力 シ ス テ ム の 拡 張 と し て と らえ て お り,こ の 概 念 の 中 に 仮 想 デ バ イ ス

を定義 し,プ ・セス 間 のデ ー え転 送 を実現 してい る。 、

BTFの 主 な機能 と して次 の ものが あ るo
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Dプ ロ セ ス と リモ ー ト ・デ バ イ ス 間 の デ ー タ(フ ァ イ ル)の 転 送 機 能

ii).リ モ ー ト ・デ バ イ ス相 互 間 の デ ー タ(7ア イ ル)の 転 送 機 能

"Dプ ・ セ ス 間 の デ ー タ(フ ァ イル).の 転 送 機 能

図2-32にBTFの 概 念 図 を 示 すo

図2-32

ロー カル

BTF

リモ ー ト

BTF

拡 張 さ れ た1/0・

システム

メ ッ セ ー ジ の 形 式 は 図2-33に 示 す よ うに3種 類 の 形 式 か ら成b
,デ

ー タ ・ゾー ン
,デ ィ レク テ ィ ブ ・ゾー ン お よ び ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン ・ゾー ン と

呼 ん で い る。

07.0

ーn

7.07.

ーn

0～0

彩

0～0

n

柔 デー タ

1≦n≦1024

(a)デ ー タ ・ゾー ン形成(b)デ ィ レクティブ ・ゾーン形式(c)ネ ゴ シエイション ・'

ゾー ン形 式

図・2--33EINのBTFの メ ッ セー ジ形 式
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(4)EPSSのFTP

EPSSの フ ァ イ ル 転 送 プ ロ トコ ル(FTP)は,プ ロ セ ス が 直 接 フ ァ イ

ル転 送 に 関 与 す る手 段 を 提 供 して い る。

FTPの 主 な機 能 と して は 次 の もの が あ る。

i)プ ロ セ ス と リモ ー ト ・フ ァ イ ル ・シ ス テ ム(デ バ イ ス も含 む)間 の プ

ア イ ル 転 送 機 能

ii)リ モ ー ト ・ ジ ョ ブ ・エ ン ト リ機 能

図2-34にFTPの 概 念 図 を 示 す 。

メ ッセ ー ジ の 形 式 は,図2-3.5に 示 す よ うに3種 類 の 形 成 か ら成 り,デ

ー タ ・レ コー ド
,デ ー タ ・フ ェ イ ズ 指 令 お よ び コ マ ン ド と呼 ん で い るo

(5)JIPNETのFTP

JIPNETの フ ァ イ ル 転 送 プ ロ トコ ル(FTP)の 主 な機 能 と して 次 の

もの が あ る 。

i)ロ ー カ ル ・フ ァ イ ル ・シ ス テ ム と リモ ー ト ・フ ァ イ ル ・シ ス テ ム 間 の

フ ァ イ ル 転 送 機 能

Dリ モ ー ト ・フ ァ イ ル ・シス テ ム相 互 間 の フ ァ イ ル 転 送 機 能

図2-34

EPSSのFTP概 念 図

サLバ ・

フ ロ セ ス

シ ョフ

登 録
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HB DATA'

HB(1オ ク テッ ト):デ ー タ長EOR

(a)デ ー タ ・レ コー ド形 式

ZB D ARGUM CR

(b)デ ー タ ・フ ェー ズ 指 令 形 式

KW ARGUMST CR

ARGUM:ア ー ギュ メン.ト

B

R

W

Z

D

C

K

ARGUM

:ゼ ロ バ イ ト

:指 令 子

:キ ャ リ ッ ジ ・ リ タ ー ン

:キ ー ワー ド

ST:ア ー ギ=メ ン ト ・ス ト リン グ

(c)コ マ ン ド形 式

図2-35EPSSのFTPの メ ッ セー ジ形 式

⑩ リモ ー ト ・フ ァ イル の メ ン テ ナ ン ス機 能

このFTPで は,デ ー タ ・フ ァ イ ル と ソー ス ・プ ログ ラ ム ・フ ァ イ ル の 識

別,パ ブ リ ッ ク ・ フ ァ イ ル か 否 か の 識 別 等 の た め の フ ァ イ ル属 性 も持 つ 。

ト一一 ー ヘ ツダ ー一 一 一 斗

HL D DC Filler DATA

HL(1オ ク テ ッ ト):ヘ ッ ダ レ ング ス

D(1オ ク テ ッ ト):ヘ ッ ダ情報

DC(2オ ク テ ッ ト):デ ー タの レン グス(単 位 オ ク テ ッ ト)

Filler(0～nビ ッ ト)':ヘ ッダ ・バ ウンダ リのた めのダ ミー ・ビット

図2-36JIPNETのFTPの ブ ロ ッ ク 形成

転 送 形 式 は 図2-36に 示 す よ うに ブ ・ ッ ク形 式 で あ り,デ ー タ は レ コー

ド構 造 を持 ち,レ コー ドの 最 大 長 は2.048バ イ トで あ る 。

(6)DECNETのDAP

DECNETの デ ー タ ・ア ク セ ス ・プ ロ トコ ル(bAP)はDNA(Di

gitalNetworkArchitecture)の 概 念 に 基 づ くも の で,任 意 の プ ロ セ

ス か ら他 の ノー ドの フ ァ イ ル ・ シス テ ム,デ パ ィ ス お よ び プ ロ セ ス との ア ク

セ ス ま た は ・一 カ ル に お け る と 同 様 な 方 法 に よ る 通 信 を 可 能 に して お リ ゴ 要

素 構 造 も対 称 形 と な っ て 吟 る 。

一179一



図2-37にDAPの 概 念 図 を示す

DAPの 主 な機能 と して は 次の もの が ある。

Dリ モ ー ト ・デ バ イス の ア クセ ス機 能

iDリ モ ー ト ・フ ァイル の ア ク セス 機能

の プ ログ ラムの共 有化

iv)プ ロセ ス間 の通 信 機 能

デバイス

・ハンドラ

プ アイル ・

シス テ ム

デバイス ・

パン ドラ

フ ァイル ・

システ ム

図2-37DECNETのDAP概 念 図

メ ッ セー ジ の形 式 は 図2-38に 示 す 通 りで,デ ァ タ の 単 位 は レ コー ド と

な っ て い るo

'

トー ー ー ヘ ツ ダ 一 一 →}

OP CHAN LG DATA

OP(1オ ク テ ッ ト):オ ペ レータ(メ ッセージ タ イプ,フ ラグ)

CHAN(1オ ク テ ッ ト):チ ャ ネ ル ・ナ ンバ

LG(1オ ク テ ッ ト):デ ー一夕 ・レ ングス(単 位 オク テ ッ ト)

図2--38DECNETのDAPの メ ッ セ ー ジ形 式

(7)比 較 検 討

表2-1・6は,こ こ で取 上 げ た6シ ス テ ム の フ ァ イ ル転 送 プ ロ トコ ル の 比

較 表 で あ り,以 下3項 目 に つ い て 比 較 検 討 す るo
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.

'

表2-16フ ァ イ ル 転 送 プ ・ トコル の 比 較(そ の2)
-

1

項 目 ARPANET CYCLADES
.

EIN EPSS JIPNET DECNET

'

プ ロ ト コ ル 名 称

FileTrans

ferProtoc

・1(FTP)

F日eManag㎝

entProtocol

(FMP)

BulkTrans

ferFuncti

。n(BTF)

FTp FTP

1)ataAccess

Protocol

(DAP)

制

御

方

法

コン トロール コネ クシ ョン

と

デ 一 夕 コ ネ ク'シ ョ ン

別 々 の コネ ク

シ ョン.パ ス

を設 定

同 左 同 左

同一 の コネク
.シ

ョン,ハ ス

を設定

別 々の コネ ク
・

シ ョ ン.ハ ス

を設 定

同・一の コネ ク シ

ョン.パ ス を設

定

コン トロー ル

コネ ク シ ョンの確 立

TELNETコ

ネクシ ョンによ

り確 立

END-ENDプ

ロトコルのOPE

N-LIコ マン ド

に よ り確 立

OPコ マ ン ド

に より確立

GI/TAコ マ

ン ドに よ り確

立

DSPコ ネクシ・

ヨンに よ り確

立

CONNECT

コ マ ン ドに よ り

確 立

デー タ コネ ク シ ョン

の 確 立

転送 パ ラ メー

タコ マ ン ドに

よ り確 立(B

YTE,SOC

K)

初 期 フェー ズ コ
マノ ト/レ スポン

ス に より確立

(D-SENDF

I1・E,

D-RECVF

ILE)

SNコ マン ド

に よ り確 立

GI/TAコ マ

ン ドに対 す る

応 答RPコ マ ン

ドに よ り確立

ア ク セス制 御

コ マン ドに よ

り確立(PO

RT,BYTE)

ACCESS

FILEコ マン

ドに よ り確 立

基

本

機

能

ロー カル と リモ
ー ト間 の フ ァイ

ル転 送

ローカノ∪/リモー

トともファイル

システム

ローカルプロセスと

リモー トファイルシ

ステ砺 くイス

ローカルプロセス

とリモー トデバイ

ろ/プ ロセス

.

ローカルフロセス

とリモー トファィ

ルシステろ/デ バ

イス

ローカルファイル

システムとリモー

トファイルシステ

ム

ローカルプロセス

/フ ァイルシステ
ム/デ バイスとリ
モー トプロセス/

ファイルシステム

/デ バイス

リモー ト間 の

プ アイル 転送

リモー トファイ

ル システ ム間

リモー トファイル

システム/デ バ イ

ス間

リモー トデバイ

ス間

リモー トファイ

ルシステム間

リモー トファイル

の保守

サー ビス機能

参照

サービス機能参

照

サー ビス機能

参照

'.

ショフフ ァイルの

転 送 と 登 録

RJEと して可

能

RJEと して可

能

ユ ー ザ 名
USERコ マ ン

ド

D-SENDFI

LE/

D-RECVFI

LBコ マン ド

デバ イス参 照

テ ーブ ルに 加

入者ID,パ ス

情報 アク セ ス

モー ド,ア クセ

ス制 限,etc

を設 定

USコ マン ド

.

USERコ マン

ド

USERID

メッセー ジに よ

り(GROUP,

USER,PA

SS,ACCT)

設 定

パ ス ワ ー ド
PASSコ マン

ド

PWコ マン ド

キ ー ワ ー ド KWコ マ ン ド

ア カ ウ ン ト ACCTコ マン ド ACコ マン ド

ASCII O o o(ISOθ o(ISOO o

JIS o
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表2-16 (そ の2)

項 目' ARPANET CYCLADES EIN EPSS JIPNET DECNET

デ

|

タ

形

式

EBCDIC o o ○ o o o

Image
「

o o ○ o O o

そ の 他. ロー カル形 式 ロー カル形 式
整 数,実 数,

10進 数
ロー カル形式

プ

ア

イ

ノレ

構

造

/

属

性

レ コ ー ド o o o ○ o ○

サ ブ レ コー ド
o

ノ ン レ コー ド O - o o O

デー タファ イル 9

ソースプ ログラム
ファイル

○

パブリックファイル

L

o

そ の 他
.

・シー ケンWル

・イ ンデ ック ス

・シー ケ ン シ

ヤ ノレ

・モノ トニ ック ・

シー ケンシ十ル

・炉 ケン冷 ル

・インデ ックス ・

シー ケンシャル
.

・シー ケン泊 ル

・ラ ンダ ム

・コ マ ン ド ・プ

ア イル

プ

ア

イ

ル

転

送

転 送 モ ー ド

・ス トリー ム

・ブ ロ ック

◆
・コ ン フ レ ッシ

ョ ン

.

・ブ ロ ッ ク
一'・

・ア一 夕 ・ソーン

・ディ レクティブ

・

・ソーン

・ネ ゴシエイシ ョ

.

ン ・ソー ン

.
・コンフレッシ ョ

ン

・デー タ ・レコー

ド

・データ ・フェー

ズ 指 令

・コ マ ン ド

・
・コ ン フ レ ッ シ

ョン

・ブ ロ ック ・ブ ロ ック

◆
・コ ンフ レ ッ シ

ョン

送

信

新 プ ア イ ル
STORコ マン

ド

D-RECVFI

LE/〇-DATA

SEコ マン ド TA/MO<FI

/DV/JB>

STORコ マンド PUTコ マン ド

追 加 フ ァ イ ル
APPEコ マ ン

・ ド
'

TA/MO

〈AP>

ACCESS

FILEコ マン ド

受 信

.

RETRコ マン

ド

D-SENDFI

LE/O-DATA

REコ 〔 ン ド GI/MO〈FI

/DR>『

.
RETRコ マン

ド

GETコ マン ド

9

転 送 中 止
ABORコ マン

ド

D-BREAKコ

マン ド

S× コマ ンド

転 送 変 更
O-SWITCH

コマ ン ド

」

機 能 要 素 マ ー カ マ ー カ 、. マ ー カ マ ー カ

い

マ ー カ 表 示
デ ータ転送 時

の ヘ ッダ

D-CHECK

POINT<≒ 一め

MK〈 マ ーカ〉

コマ ン ド

M〈 マ ーカ〉

コマ ン ド
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表2-16(そ の3)

項 目 ARPANET CYCI、ADES EIN ・EPSS JIPNET DECNET

リ

カ

ノく

リ

機

能

リス ター ト表 示
RESTコ マン ド D-RECVFIL

E〈Resume>

AM〈 マーカ〉

コマン ド

R〈 マーカ〉/

S〈 マーカ〉

エ ラー表示 と処理

リプ ライ ・コ マ

ン ド

(高位レベルプロトコル共通形式)

R-SENDFILE

R-RECVFH、E

R-CDOSEFIL

.Eコ マン ドでエ

ラー 表 示

MAコ マ ン ドに

よ リオベ レー

タへ警 告

リプライコマン

ド

リプ ライコマン

ド

ERROR/ST

ATUS/CON

TINUETR

ANSFER

コマン ドに よリ

リヵパ リ可能

領 域 確 保 ALLOコ マンド

フ ァ イル 名 の変 更
RNF畏N

T。
o

フ ァ イ ル の 削 除 DELEコ マンド DELEコ マンド o

ファ イル情 報 リス ト LISTコ マンド LISTコ マンド o

ス テー タ ス 情 報 STATコ マンド

,

フ ァ イ ル の 追 加 APPEコ マンド

そ の 他

品定漂
・バ イナ リ ・パ

ッ キン グ

(BIコ,マ ン ト)
・フ ォー マ ッ ト

・エ フェ ク タ

(F8コ マン ド)

・ファイル属1生

の変更(CH

ARコ マンド)

・コマン ドブア

イルの 転送

囲ACCESS

FILEコ

マン ドによ り

指定

A制 御方式

ARPANET,J!PNET,CYCLADESお よ びEINで は,コ

ン トロー ル ・コネク シ ョン とデー タ ・コネ ク シ ョンはそ れぞ れ独 立 した パ ス

を設 定 す る制 御 方式(分 離 パ ス方 式)を 用 い てfoり,EPSSとDECNE

Tで は 同一 の パ ス を設 定 す る制 御 方式(同 一 パ ス方式)を 用 い て い るo

分 離 パ ス方 式 で は リモー ト相 互 間 の フ ァイル転送 が可能 で あ るが,同 一 パ

ス方 式 で は リモニ ト相互 間 の ファ イル 転送 が で きない 。

この制 御 方 式 に関 連 して,同 一 パス 方式 を採 用 してい るEPSSとDEC

NETの 両 シス テ ム では リモー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリ機 能 を この フ ァ イル転

送 プ ロ トコル を用 いて 実現 して お り,フ ァ イル転 送 プ ロ トコル と リモー ト・

ジ ョブ ・エ ン トリ ・プ ・ トコルは密 接 な関係 を有 してい る。

β 入 出力 デ バ イス の指 定

ARPANETとJIPNETで は,リ モー トの ファ イル ・シス テ ムが す

べ て の入 出 力 デ バ イス を管理 す る方法 を と り,フ ァイル転 送時 の入 出力 デ パ
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イス指 定 の機 能 は ない が,他 の4シ ス テ ムで は プ ・セ スが 直接相 手 側 の デ パ

ィス指 定 を行 うこ とが可能 であ る。

Cサ ー ビス機能

ARPANET,JIPNETお よびDECNETに お い ては ファ イル の

メ ンテ ナ ンス関係 の サー ビス機能 が幾 つ か提 供 され て い るo

2.4.4リ モー ト・ジ ョブ ・エン トリ ・プ ロ トコル

リモ ー ト ・ ジ ョ ブ ・エ ン ト リ(RJE)プ ロ トコル は,リ モ ー ト ・バ ッ チ ・

ジ ョブ の た め に 用 い られ,サ ー ビ ス を提 供 す る側 の ホ ス ト計 算 機 が,他 の ホ ス

ト計 算 機(ユ ー ザ側)よ り,バ ッ チ系 の ジ ョ ブ を入 力 し,そ の 結 果 を ユ ー ザ側

の 計 算 機 に 出 力 す る もの で あ る 。

こ の 処 理 の 概 念 図 を 図2-39に 示 す 。

以 下,ARPANET,JIPNET詫 びN-1プ ・ ジ ・ ク トに つ い て そ

入 力

出 力

RJE

サー バ ・

フ ロセス

ユーザ

実 行
フ ロセス

肋

ジョブ ・

プアイル

出力結果
プアイル

ユ_ザ.ホ ス ト計 算機 サー バ ・ホ ス ト計 算

図2-39RJE処 理 の 概 念 図

れ そ れ リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リ ・プ ロ トコ ル の 概 要 を述 べ,最 後 に ま と め

と して 各 プ ロ トコ ル間 の 機 能 を比 較 す るo

(1)ARPANETのRJEプ ロ ト コル

ARPANETのRJEプ ロ トコ ル は パ ッ チ 処 理 サー ビ ス を 行 っ て い る ホ

ス ト計 算機 へ の デ ー タの 入 出 力制 御 と実行 制 御 の指 定 を行 って い る。 このRJEプ

ロ トコルは,tCP,TELNETプ ロ ト コルk・ よ び フ ァ イ ル ・プ ロ ト コ ル を

利 用 して い るo
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RJEの 制 御 カー ドは 次 に 示 す よ うに 各 ジ ョブ の 先 頭 に お.か れ るo

形 式NETRJEプ ロ トコル ・コ マ ン ド

L第 一。,ム

継 続 を示 す 場 合 に は 先 頭 の4桁 を|lNET+Slと す る 。

(2)JIPNETのRBP

JIPNETの リ モ ー ト ・パ ッ チ ・プ ロ トコル(RBP)は 次 の 四 つ の基

本 部 分 か ら構 成 さ れ て い る 。

D初 期 結 合

iDDSP結 合

liDオ プ シ ョ ン 拡 張

lV)RBP標 準 コ マ ン ド

RBP標 準 コ マ ン ドは6種(RI,RO,RS,RA,RE)が あ り,コ

マ ン ド ・ヘ ッ ダ ・オ プ シ ョ ン で 定 め られ た2文 字 に 先 導 さ れ る 。

(3)N-1プ ロ ジ ェ ク トのRJEプ ロ トコ ル

N-1プ ロ ジ ェ ク トのRJEプ ロ トコ ル は 各 種 ホ ス ト計 算 機 の 受 け 入 れ 易

さ を考 慮 して 必 要 最 少 限 度 の 機 能 項 目 の み を規 定 し て い る 。

コ マ ン ドは10種 類 か らな り,リ プ ラ イ の形 式 に よ り,次 の4種 に 分 類 し

て い るo

i)第0種 コ マ ン ド

受 信 側 が 受 付 け の リ プ ラ イ を返 す と 同 時 にRJEチ ー ビス が 終 了 す る

もの(BYE,ABEND)。

ii)第1種 コ マ ン ド

受 信 側 が 処 理 終 了 の リ プ ラ イ を返 す ま で コ マ ン ドを受 付 け ず,か つ コ

マ ン ドを発 し な い もの(USER,FILE,CANCEL,STATUS,

EOF)。

liD第2種 コ マ ン ド

一185一



受 信側 が受付 げ の リプ ライ を返 した後 は,コ マ ン ドの送 受 信 が 出来 る

もの(INPUT,OUTPUT)o

lV)第3種 コ マ ン ド

受 信側 は リプ ライ を返 さず,直 ちに コ マ ン ドの送 信 お よび受 信 が可能

にな る もの(MESSAGE)o

コマ ン ドと リプ ライの形 式 を図2-40に 示 す。

(4)'比 較検 討

表2-17は ここで取 り上 げ た3シ ス テ ムを ユー ザ ・コマ ン ドの機 能 を も

とに比較 表 に ま とめて い る。 この表 か ら も示 され る よ うに,JIPNETお

よびN-1プ ロ ジ ェ ク トの プ ロ ト コル はARPANETのRJEプ ロ トコ ル

を 技術 的 基 礎 と して お り,サ ブ セ ッ トの機 能 と な っ て い る 。

034.78911121516192023

0000
コ マ ン ド

種 別

パ ラ

メータ

の

有 無

000

コ マ ン ドの 種 別

0000
プ ア ン ク

シ ョ ン

第0 第1 第2 第3

(a)コ マン ド形式

034.7.8910 1516192023

1000
コマ ン、ド

種 別

パ ラ

メータ

の

有 無

0

リプ ライ分類

0000
フ ァ ン ク

シ ョ ン

次之纂
ステー タス

(b)リ プ ラ イ形 式

図2-40N-1プ ロ ジ ェク トのRJEの コ マ ン ド/リ プ ラ イ形 式

表2-17RJEプ ロ トコ ル の コ マ ン ドの 比 較 表

機 能 ARPANET JIPNET N1プ ロジェクト 発行元

ユー ザ識 別 ・パ ス ワー ド
USER

PASS
USE』R ユー ザ
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機 能 ARPANET JIPNET N1プ ロジェク ト 発行元

ジ ョ ブ ・フ ァ イ ル の 入 力 要 求
INPATH

INPUT
RI INPUT ユーザ

入 力 ジ ョブ ・ファ イル の識 別子

パ ス ワー ドの 指 定
INID

INPASS
ユ ー ザ

入 力 ジ ョブの終 了 RE EOF
ユ ー ザ

サ ーバ

出 力 デー タの 出力要 求 OUT RO OUTPUT ユーザ

出 力 ファ イル の識 別子 ・
パ ス ワー ドの指 定

OUTUSER

OUTPASS
ユ ー ザ

出力デー タの出力要求変 更 CHANGE ユーザ

出,

力

制

御

転 送 の 再 開 始 RESTART ユ ー ザ

再 開始 点 か ら再 転送 RECOVER ユ ー ザ

nブ ロ ッ ク の 戻 し BACK ユ ー ザ

nブ ロ ック前 ヘ ス キ ッ プ SKIP ユ ー ザ

出力 フ ァ イル ・ア ボー ト

プ ア イ ノレ 消 滅
ABORT ユ ー ザ

出力 フ ァ イル ・ア ボー ト

プ ア イ ル 保 存
HOLD ユ ー ザ

出力デー タの 送 出開始指令 FILE サ ー バ

RJEサ ー ビ ス の 終 了 BYE .RB BYE ユ ー ザ

進 行 中 の ジ ョ ブ 打 切 り ABORT ABEND サー バ

ジ ョ ブ の 状 態 問 合 ぜ STATUS RS' STATUS ユ ー ザ

入 力 ジ ョ ブ 処 理 打 切 り CANCEL RA CANCE]二 ユ ー ザ

初 期 状 態 の 再 設 定 REINIT ユ ー ザ

システム従属 オプションの変更 ALTER ユ ー ザ

メ ッ セ ー ジ OP MESSAGE サ ー バ
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2.4.5そ の 他 の プ ロ トコ ル.

(1)グ ラ フ ィ ッ ク ・プ ロ ト コルL

グ ラ フ ィ ッ ク:プ ロ トコルは ネ ッ ト ワー ク 上 の 異 な る場 所 に 設 備 さ れ た デ ィ

ス プ レ イ 装 置 を ユー ザ 共 通 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム で 使 用 可 能 に す

る た め の プ ロ トコ ル で あ るo

グ ラ フ ィ ッ ク ・プ ロ ト コ ル は サ ー バ 側 ホ ス ト計 算 機 の サー バ ・プ ロ グ ラ ム

(SP)と1一 ザ 側 ホ ス ト計 算 機 の ユ ー ザ ・プ ログ ラ ム(UP) .間 で め 通 信

規 約 を定 め た もの で あ り,4種 の プ 叶'・ ル(結 合 ・グ ラ… ク 出力 グ

ラフ ィ ック 入 力,問 い合せ)か ら構 成 さ れ,そ の概 念 図 を図2-41に 示す 。

'ア
.

フ プ
ブ サ

ロ1
ロ リ

グ ケ
グ パ
ー
フ'一

フ| ム
ム シ

ヨ

ン

＼ ＼

UP

プ†

プ
ラ

ー

'
ー

(ディスプレ&コ ンソール)

/1'
(テ く・副 ＼ ＼/(ゴ ●副/

＼ 卜_ζ 言㌶ 」/

＼/L

,。。,,一,グ,。,。 ク。_。 ン」

図2。41グ ラ フ ィ ッ ク 。プ ロ トコ ル の 概 念 図

サー バ ・プ ロ グ ラ ム は,グ ラ フ ィ ッ ク ・プ ロ トコ ル を 使 用 して,ユ ー ザ ・

プ ロ グ ラ ム ヘ デ ィ ス プ レ イ画 面 上 に 表 示 す る イ メー ジ ・ リソー ス を 提 供 す る.

グ ラ フ ィ ッ ク 用 パ ッ ケ ー ジ で あ るoユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム は サー バ ・プ ログ ラ

ト

ム か ら受 信 した グ ラ フ ィ ッ ク ・プ ・ トコ ル を 解 釈 し,指 定 さ れ た 情 報 に 関 す

る デ バ イ ス 個 有 の デ ィ ス プ レ イ ・イ メー ジ を 生 成 す る も の で あ る 。 『"

サ ー バ ・プ ・グ ラ ム と ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム 間 で 受 渡 し さ れ る デ ー タ の 形 式

と して は,構 造 化 形 式 と変 換 形 式 が あ る が,ユ ー ザ ・プ ・グ テ ム 側 に デ バ イ
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ス独 立性 を確保 す る場 合 は,変 換機 能 が サー バ ・ホ ス ト側 で負担 され る変換

形 式 が 用 い られ るo

グ ラ フ ィ ッ ク ・プ ロ ト コル はICPお よ びTELNETプ ロ トコル を 利 用

して い るo

(2)メ ー ル ・プ ロ トコ ル

メー ル ・プ ロ ト コル は メー ル 転 送 用 の プ ロ トコル で あ り, .FTPに メ ー ル

・フ ァ イ ル ・コ マ ン ド と メー ル ・コ マ ン ドを付 加 して い る。

メー ル ・フ ァ イ ル ・コ マ ン ドは,デ ー タ を フ ァ イ ル 形 式 に ユー ザ 側 で可 能

に す る コ マ ン ドで あ る。 メー ル は 使 用 して い る ホ ス ト計 算 機 か ら送 られ る時

に は マ ー ク が 付 られ,ユ ー ザ は これ をU .SERコ マ ン ドで 識 別 す る。

メー ル ・コ マ ン ドは,フ ァ イ ル 形 式 が 存 在 しな い メー ル を 送 る もQで あ るo

こ の メー ル ・コ マ ン ドを 受 け と る と,サ ー バ は 以 後 の 行(Line)の 取 扱 い

を 始 め る 。 メ ー ・レ ・ テ キ ス ト はll・CRLF(キ ・ リ ・ ジ リ タ.一 ン'ラ イ

ン ・フ ィー ド)IIで 終 了 す る。

(3)デ ー タ再 構 成 プ ロ トコ ル

デ ー タ再 構 成 プ ロ ト コル(DCP)は ネ ッ トワー ク 上 の デー タ ・入 ト リー

ム の フ ォー マ ッ トの 再 構 成 の た め に用 い られ る プ ロ ト コル で あ り,こ の サ ー

ビ ス を デ ー タ再 構 成 サ ー ビス(DRS)と 呼 ぶ 。

デー タ構 成 サ ー ビス の 要 素 と して 次 の もの が あ る 。

i)結 合 プ ロ トコ ル

ii)ハ ン ド ラ

iipフ ォ ー ム ・マ シ ン と呼 ば れ る コ ン パ イ ラ,も し くは イ ン タ プ リタ.

ω フ ァ イル ・ズ トレニ ジ

2.4.6モ ジ ュー ル 構 成

以 上 述 べ て きた プ ロ トコ ル が プ ロ グ ラ ム上 どの よ う に構 成 さ れ て い るか を,

ARPANET,JIPNETお よ びN-1プ ロ ジ ェ ク トを 例 と して 説 明 す る。
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(1)ARPANET

ARPANETで は 図2-42(a)に 示 す よ うに,各 モ ジ ュー ル は 上 下 関 係

を も ち,上 位 モ ジ ュー ル が 下 位 モ ジ 三一 ル を引 用 す る。 な ま㍉ グ ラ フ ィ ッ ク

・プ ・ ト コル 等,1.4.5で 述 べ た プ ロ トコ ル は フ ァ イ ル 転 送 プ ロ トコル と同

一 の レベ ル に 位 置 づ け られ て い る。

(2)JIPNET

JIPNETで は 図2-42(b)に 示 す よ うにRBP,FTPお よ びDSP

の 各 プ ・ グ ラ ム ・モ ジ ュー ル は 対 等 の 関 係 に あ り,独 立 した 形 に な っ て い る 。

蝋 プ … 》・の形典RBPとFTPはDSPを 利肌 てい る・

RJEプ ロ トコ ル

データ構 成 プロ トコルファイル転送プロトコル グ ラフ ィ ック ・プ ロ トコル メー ル ・プ ロ トコル

1 ll

TELNETプ ロトコル

イニ シャル コネ ク シ ョン
・プ ロ トコル

,

ホス トーホ ス トプロ トコル

(a)ARPA高 位 プ ロ ト コ ル

(RBPDSP)(遥)
＼1
＼[

回
/
/

RJEプ ロ トコル
　　 　 　 　 　 　 　 コ

17ア イル転送機能1
、

＼

TEIＬNET

プ ロ トコル

ホ ス トー ホ ス トプ ロ ト コル

/
/

ホス トーホス トプロ トコル

(b)J・PNET高 位 プ ・ トコ ・レ .(・)大 学 間 ネ ・ ト ワー ク'プ ,ロ 、トコ ル

図2-42高 位 プ ロ トコ ル の プ ログ ラ ム モ ジ ュー ル 関 係
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(3)N-1プ ロ ジ ェ ク ト

N-1プ ロ ジ ェ ク トに お け る高 位 プ ロ トコ ル は リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト

リ ・・プ ロ ト コル とTELNETプ ロ ト コル を定 義 して お り,図2-42(c)に

示 す よ うに,こ れ ら モ ジ ュー ル は 対 等 の 関 係 に あ る 。

な お,フ ァ イ ル転 送 機 能 は リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リ ・プ ・ トコ ル 内 の

機 能 とな っ て い る。

2.4.7今 後 の課 題

以 上 高位 プ ロ トコル の現 状 に つ いて述 べ た が,会 話 型制 御 プ ロ トコル,フ ァ

イル転 送 プ ロ トコル お よび リモー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリ ・プ ロ トコル につ い て

今 後 の課題 に つ い て述 べ るo

会 話 型 端末 制 御 プ ロ トコル の今 後 の課題 と して,第 一 はIBM3270の よ

うな ロー カル ・オ プ シ ョンの多 い端 末 の取 扱 い方 で あ る。 この点 に つ い て はC

YCLADESの ホス ト系 シス テ ムで あ るTIPACシ ス テ ムで透 過 の モー ド

を採 用 して可能 に してい るが,こ の方 法 は長 期 的 な展望 にた った仮 想化 を実 現

す る もの で な く,現 在 のNVTを 基調 と して新 規 のNVTが 構 成 され る こ とが

期 待 さ れ よ う。

第2は,仮 想 端 末制 御 プ ロ トコル 自体 の通 信 の標 準 化 で あ り,こ の 点 に つ い

ては,例 え ばARPANETのTELNETプ ロ トヲル で目指 した文 字 セ ツ.ト,

エ コー イ ング,結 合 の取扱 い等 の標 準 化 が必 要 と思 われ る。

ファ イ ル転 送 プ ロ トコルの 今後 の課 題 と して,ネ ッ トワー ク に存 在 す る リソ

ー スの よ り有 効 な活 用 を可能 に す る
,フ ァ イル情 報 管理 お よび アク セス手段 の

提 供 が あげ られ,そ れ に よ り,ユ ー ザ は容易 な情 報 の入 手 が可 能 と なろ う。

一 方
,こ の フ ァイ ル転送 プ ロ トコルは 今後 デー タ ・ベー ス との 関連 を深 め て

行 くと思 われ,CYCLADESやJIPNETに おい ては分 散 型 の デー タ ・

ベー ス利 用 を最 終 目標 と して と らえ てい るo

リモー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリ ・プ ロ トコル の 今後 の課 題 と しては,入 力 した
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●

ジ ョブ を どの ホス ト計 算機 で どの よ うに処 理 す るか を標 準 化 され た ネ ッ トワー

ク ・ジ ョブ制 御 言 語(NJCL)で 記 述 にす る ことが あげ られ るoそ れ に伴 っ

て ユー ザ に対 し各 ホ ス ト計 算機 に おけ る コ ンパ イ ラの機能 ク ラス等 の リソー ス

情 報 を 自 由に提供 で きるネ ッ トワー ク ・シス テ ムが望 まれ る。

最 後 に高位 プ ・ トコル の世 界 は,各 種 の異 なった プ ・ トコル が報 告 され て お

り,標 準化 には 程遠 いの が現 状 で あ る。 またISOに おい て も高 位 プ ロ トコル

に 関 しては特 定 分野(例 え ば コー ド体 系)を 除 き,ま だ議論 の対 象 とされ て い

ない。 しか し,今 後 この 高位 プ ロ トコル の分野 は最 もユー ザ との関係 が密 接 で

あ るた め,標 準 化 が早 急 に必 要 に な る と思 われ る。

～
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3網 間接 続 にお け るGateway機 能

3.1 、 は じ め に

計 算 機網 が各地 域 で構 築 され広 域 化 してい くと,こ れ らを結 合 しょ うと,いう

要求 が 生 じる のは 当然の こ とで あ るoし か しなが ら,各 網 が 同 じ規 則 で オペ レ

ー トしてい る ことは稀 で
,む しろ異 な るプ ロ トコル を規 定 して い る と考 え た方

が 自然 で あ る。 この よ うな 多種 多 用 な プ ・ トコル を もつ 計 箏機網 を互 い に接続

し よ うとす る と(以 後,結 合 され た網 全 体 を結 合網 と呼 ぶ),,n接 続 す る網 同

志 の 間 で,如 何 に して協議,協 定 す るの か?IIと い う高 度 な問題 点 の ほ か に,

ア ドレ ッシ ング,転 送 単 位,障 害 対策 等 の技術 的 問題 点 を解 決 しなけ れ ば な ら

な い。 この問題 点 の 克服 手段 と して設 定 され るのがGatewayで ある。

本文 は,こ のGatewayの 機能 を中 心 に述 べ るが,対 象 とす る網 を限定 して

い る。 す なわ ち,一 般 に網 とい っ た場 合,DDX網,TELEX網 の よ うな公

衆網 と,ARPA網,大 学 間網 或 は一企 業 内網 の よ うな個 別網 とが存 在 し,網

接 続 とい う観点 か らすれ ば,公 衆網 一公 衆網,公 衆網 一個 別網 お よび個別 網 一

個 別網 のす べ て を検 討 対 象 とす べ きで あろ う。 しか し,公 衆網 一公 衆網 は本 来

コモ ン キャ リア側 の 立場 で論 じ られ るべ き もの と考 え,本 文 は 個 別網 との接 続

を 中心 に述 べ る こ とに す る。

尚,公 衆網 一 公 衆網 の接 続 に 関 しては,CCITTに お い て検討 が進 め られ

て い る(CCITTの 勧 告X。70及 びX。71参 照)。
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3.2Ga七ewayの 構 成

3.2,1Ga七ewayの 位 置 づ け

本題 に は い る前 に,個 別網 に おけ るGatewayの 位 置 を明確 に させ る必 要 が

あるoそ こで 個 別網 の形 態 を大 まか に分 類 し,Gatewayが どの よ うな位 置 を

占め るか につ いて の イ メー ジを描 い て み る。 但 し,こ こで述 べ る のは,あ くま

で イ メー ジで あっ て イ ン プ リメ ン トの方法 で はない 。実現 方法,機 能 レベ ル等 ㎡

につ いて は次 項 以 下 で詳 述 す る。 ・

さ て,一 般 に個 別網 の タ イ プ と しては,ポ イ ン ト ・ポイ ン ト結合 型,専 用交

換 網 結 合型 及 び交 換機 結合 型 の3つ が存 在 す る。 この各結 合 型 にお い てGate

wayは どこに位 置 す る の だろ うか。

(1)ポ イ ン ト ・ポ イ ン ト結 合 型

この タ ィ ブの個 別網 は メッ シュ的構 造 を してお り,各 計 算機 が互 い に直 結

さ れ てい る。 従 っ て こ うした網 でのGatewayは,一 つ の ノー ド計 算 機 と

トポ ロジー 上 は 同 じレベル に位 置 づ け られ る(図31)。

(2)専 用 交換網 結 合 型

この タ イ プ の個 別網 は,通 信 用 の サ ブネ ッ トとホ ス ト計 算機 とで構 成 され

るoこ の サ ブネ ッ トは ホス トか らの情 報 を運搬 す る網 で あ るか ら,Gateway

も この サ ブ ネ ッ トに接 続 され るで あ ろ う(図32)o但 しサ ブネ ッ トに は,

ARPA網 の よ うに 自営 の網 をサ ブネ ッ トとす る場合 が あ る し,大 学 間網 の

よ うに公 社 が提 供 す る網(DDX網)を サ ブネ ッ トとす る場 合 が ある。 従 っ

て,Gatewayの 位 置 が トポ ・ジー 的 に 同 じで あって も機能 レベ ル は異 なる

の で注意 しなけ れ ば な らない。

(3)交 換 機 結 合 型

この タ イ プの個 別網 は,複 数 の ホス トが一 つ の交 換用 計 算機 に星 形 につ な
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が れ た構 成 を とる。 ホ ス ト間 の情 報 は,す べ て交換 用 計 算機 を通 して送 られ

るの で,Gatewayも この交 換 用計 算機 に接続 さ れ るで あろ う(図3.3)。

以 上,Gatewayが 個 別網 に お いて トポ ・ジー 的 に どの よ うな位 置 にあ るか

を示 したo

さて次項 以下 本 論 には い るが,議 論 をすす めや す くす るた め に,上 記 の タイ

プに こだわ らず個 別網 を ブ ラ ック ボ ックス と して統一 的 に扱 って い くことにす

るo

3.2.2Gatewayの 実 現 方 式

Gatewayは 異 な る プ ロ トコル を もつ計 算機網 を相 互 に接 続 す る こ とを 目的

とす るが,そ の実 現 方 式 は 結合 網 の トポ ロ ジー に よ り異 な って くるだ ろ う。 考

え られ る方式 と して は次 の3つ が あげ られ る。

・接 続 す る網 の接 点 に プ ロセ ッサ を設 定 し,こ の プ ロセ ッサが網 間 の イ ンタ フ

ェー ス を行 う方 式 … … …(方 式1)

・新 た に計 算機網 を相互 に接 続 す るため の網(結 合 網 サ ブ ネ ッ ト)を 設 け,こ

の網 で網 間 イン タ フ ェー ス を行 う方 式 … … …(方 式2)

・1つ の プ ・セ ッサ に各 計 算機 網 を星 形 に接 続 し,こ の プ ロセ ッサが網 間 イ ン

タフ ェー ス を行 う方式 … … …(方 式3)

この3つ の方式 の どれ を選択 採 用 す るか は,表3.1に 示 す よ うな項 目につ い

て の比 較検 討 の もとに決 定 しなけ れば な らない。

(1)方 式1の 検 討

方 式1に よる結合 黙 の構 成 を図34に 示す。 網 間 単 位 にGatewayをk・

くこの方 式 は,接 続 す る網 だ け を考 えれ ば よ く比較 的密 な結合 が はかれ る。

す なわ ち,イ ン タ フ ェー ス は接 続 す る網 相互 で検 討 す れ ば よ く,結 合網 を構

成 す るすべ ての網 で統 一 す る必要 は ない ので最 良の結 合 方式 が得 られ る。 従

っ て接 続 す る網 が 少 な い場 合 には有 効 で ある。 た だ,接 続 す る網 の数 が増 加

す る・と必 要 とな るGatewayも 多 くな リコス ト的 に問 題 が で て くる。 も し
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[=]計 算機

図'31ポ イ ン ト・ポイ ント結 合 型 個 別 網 で のGateway

サ ブ ネ ッ ト

図32専 用交 換 網結合 研 個 別網 でのGateway

Gatewayの 数 を抑 え る とな る と多段 中継 が必 要 となb網 間 に亘 る場 合 の転

送 時 間 の保 証 が 問題 とな る。 そ れ に,新 た に網 を付 加す る場 合,多 段 中継 を

しな い と接 続 す る網 す べ て との イン タ フェー ス を開 発 しな けれ ば な らな いo

表31Gateway実 現 方 式 で の検 討 事 項

検 討 項 目 内 容

結合網の構成規模 構 成 す る網 の数,網 間 トラヒ ック

結合網制御 方式 多 段 中 継,ル ー テ ィ ン グ

経 済 性 実 現 に要 す る コス ト

適 応 性 接 続 パ ター ンの変 化
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(2)方 式2の 検 討

結合 網 用 のサ ブネ ッ トを設 け る この 方式 は,接 続 す る網 ご と に プ ・セ ッサ

を置 か ねば な らな い為小 規 模 の結 合網 で は コス ト的 な問題 を もつ が,適 応性

・制 御 方式 の点 では優 れ てい る。 ただ ,結 合網 を構成 す るす べ ての網 につ い

て変 換 方法 を統 一 せ ね ば な らな い ので 最適 の結合 方 式 が得 られ る とは 限 らな

い。 従 っ て この 方式 で は結合網 サ ブネ ッ トの構成 法 が 重要 とな る。 この サ ブ

ネ ッ トに電 電公 社 のDDX網 を利 用 す るの も1つ の方法 で あ る。 本 方式 での

結 合網 の構成 の図35に 示 すo

(3)方 式3の 検 討

1つ の プ ロセ ッサ で接 続 す るす べ て の計 算機 網 の相互 イン タ フ ェー ス を行

お うとす る この方 式 は,コ ス ト的 には優 れ て い るが,信 頼 性 ・規模 の点 で星

形 特 有 の問 題 を含 ん でい る。(図36)

交換用計算

図3-3

交 換 機結 合 型 個別 網 で のGateway
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図3-5方 式2一 ザ ブ ネ ッ トを し てGatewayと す る 方 式

3.2.3Ga七ewayの 構 造

前項 でGatewayを 実 現 す る方 式 につ 仏 て検 討 した が,そ の基 本 機能 は網

相互 の イ ンタ フ ェー ス で あ る。 す なわ ち,あ る網(網A)か ら他 の網(網B)

ヘ ア クセ スす る場 合,Gatewayで は網Aの プPト コル を網Bの プ ロ トコル

へ変 換 す る作 業 が 行 われ る。 従 ってGatewayの 論 理 構 造 は
,図37に 示 す

ご と く次 の2つ の機能 部 に分 け る ことが で きるo

網 イ ンタ フェー ス部:Gatewayが 仲介 す る網 の プ ・ トコル に従 って動作

す る部分

網 間制御 部:網 イ ン タ フ ェー ス部 間 の マ ッチ ン グ制 御 を行 う部 分

この2つ の機能 部 の実施 には,1つ の ノー ドで全 機能 を行 う場 合 と複数 の ノ

ー ドに分散 す る場 合 とが考 え られ る
o前 者 の場 合網 間制 御 部 は,変 換 表 等 を用

意 し直接相 手網 の プ ロ トコル に変 換 す る。後 者 で は網 間制 御 部 が 複 数 の ノー ド

に また がるoこ の時 各 ノー ド間 では,中 間 パ ケ ッ ト等 の や り と りが 行 われ,始

端 ・終端 ノー ドの制 御 部 は この中 間 パ ケ ッ トとの変 換 を制 御 す る。
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下 図:Gatewayが 複 数 の ノ ー ト◆に跨 が っ て 行 な わ れ る。

、'

、

'

　

ノ

・
＼

網

、
'

、

機算計◇

ノ

/

./

司
」

＼
、 !

'

一一202一



コ ミュケ ーシ ョンエ ン ド
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FEP'

:×学 問 網

RJEフ'ロ トコル

一203一



3.3プ ロ トコ ル の 変 換 機 能

3.3.1計 算 機 網 の プ ロ トコル

Gatewayで は ブ ・ トコル の変 換 が 中 心 に な る ことは 前述 した。 で は計 算機

網 の プ ロ トコル は どの よ うな構 造 に な って い る のだ ろ うかo?

計 算機網 の プ ロ トコルは,汎 用性,融 通 性 及 び拡 張 性 を考 慮 して階層 構 成 に

さ れ る のが一 般 的 で ある。 例 えば,パ ケ ッ ト変 換網 を使 った個別 網 の プ ロ トコ

ル は表32の ごと く5つ の レベル に分 け る ことが で きるo表33は 各 レベル の

役 割 をま とめ た もの で,各 レベル の 関係 は図38の ご と くなるoま た既存 網 の

プ ロ トコル の例 を図39に 示 すo

3.3.2プ ロ トコル の変換

上述 の プ ロ トコル が すべ て の網 で一様 に実 施 され てい る ことは 少 な くそ の構

成 は 何 らか の 点 で異 なっ て い るo従 ってGatewayが プ ロ トコルの 整合 を行 な

うの で あるが,変 換 に あた って は次 の点 に注 意 しなけれ ば な らな い。

表32パ ケ ッ ト交 換網 に関 す る規約

(CCITT勧 告X.25)

機能 レベ ル 内 容

Level1 電気的 ・物理的接続条件

Level2 伝送制御手順

Level3 パ ケ ッ トレ ベ ル プ ロ トコル

Level4 ホ ス ト.ホ ス ト プ ロ ト コ ル

Leve15 プ ロ セ ス.プ ロ セ ス プ ロ ト コ ル
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表33X.25で の 各 レベ ル の 役 割

機 能 レベ ル 役 割 概 要

1、evel1 通 信媒 体 のハー ド的規 定

Level2
回線 経 由 で結合 さ れ た2つ の ノー ド相互 間 で伝 送 ブ 『 ッ

クを正 しく送 受信 す る為 の制 御 に関係 す る。

Level3 網 を介 在 して デー タを一 定 単 位(パ ケ ッ ト)ご とに伝 送

す るた め の制 御 に関係 す る。

Level4
プ ロセ ス間 に おけ る仮 想 的 通 信路 の確 立 ・切断 及 び通 信

路 を介 して の デー タ転送 の制 御 に関係 す るo

Level5

ユー ザ プ ・セス間 にお け る メ ッセー ジ通 信 の制 御 に 関係

す るo

・各網 の 自主性 ・独 立性 を活 か し,網 の もつ 目的 指向性 を尊 重 す る こ と。

,・Gatewayで の処理 をで きるだけ 少 な くし,効 率の よい結合網 を意 図 す る

こ とo

そ れ で は,Gatewayは 何 を対象 と して変 換 すれ ば よい だ ろ うか?も し変 換

の対 象 を誤 ま る と,Gatewayで の処 理 時 間が膨 大 となる ので変 換 に あた っ て

は,各 網 の プ ロ トコル構 造 を よ く吟 味 しなけ れ ば な らない。 幸 い な こと に前 項

でみ た とお リ プ ロ トコルは階層 性 に なっ て い るの で,対 応 す るレベ ル で変換 す

るの が 適 当 だ ろ うo但 し,階 層 の考 え 方 が異 な る場 合 には共 通 性 を見 つ け る努

力が 必 要 で あるo

(1)低 レベ ル で の変 換

低 レベ ル で の変 換 で は,デ ー タ リン ク制 御 レベ ル(伝 送 制 御 手 順 レベ ル)

と交 換網 レベ ル(回 線 交 換網,パ ケ ッ ト交 換 網)と が対象 とな る。但 し,こ

の レベ ルで の マ ッチ ングは,転 送 単 位(パ ケ ッ ト,メ ッ 七二 ジ)の フォー マ

ッ トが同 じで な い とは じま らない。 さ て,現 在 の と ころ,手 順 と して は ベ一
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シ ック手 順 とハ イ レベ ル手 順 とが標 準 化 さ れ てい る。 従 って接 続 す る網 が共

に ベー シ ック或 は ハ イ レベ ルの 場合,細 部 で異 な る所 は あ って も機 能 を制 限

す れ ば基 本 的 には接 続 可能 で あ ろ う○ た だ伝送 途 上 で の マ ッチ ン グ なの で時

間 的制 約 が きつ く,タ イム ア ウ トを防止 す る方策 を検討 す る必要 が ある。 ま

た ベー シ ック とハ イ レベ ル との接 続 とな る とそ の基 本構 造 が 大幅 に異 な る為

'

手 順 要素 での マ ッチ ング は 不可能 で,少 な くと も手 順 の 意識 が な くな るデー

タ リンク単 位 で の マ ッチ ング となろ うo

一 方交 換 網 レベ ル で の変 換 は
,デ ー タ リンク単 位 を処 理 対象 とす るの で,

手 順 の差 異 は吸 収 で きる。 しか しパ ケ ッ ト及 び メ ッセー ジの内容 には 関与 し

な い ので,回 線 交換 網 一 回線 交 換網,パ ケ ッ ト変 換網 一 パ ケ ッ ト変 換網 の接

続 に しか適 用 で きな い。 す なわ ちパ ケ ッ トや メ ッセー ジに 関 し,内 容的 には

同 じで あ るが ア ドレス バ イ トの位置 の違 い等 の ポジショニングの 差 異或 は許 容

パ ケ ッ ト長 の違 い 程 度 な らば,配 置 換 え或 は分割 ・再 生 に よ り調 整 は つ くが

構 造上 の類似 性 が ない場 合 には この レベ ル に よる変 換 は 不可能 なの で標準 化

'が 前 提 となる
。 しか し,類 似 性 とい う制 約 が整 うな らば,網 相互 の間 にGa

tewayを 複 数 設置 す る こ と もで きる の で結 合網 全体 の効 率 は よいo(図3-

10)

(2)ホ ス ト ・ホス トレベ ルで の変 換

こ こで使 用 す る ホス トとは,仮 想 的通 信路 を扱 う部 分 を意 味 す る。 す なわ

ちARPA網 な らばNCPが 存 在 す る計 算機 で あ り,大 学 間網 な らばFEP

の こ とで ある と考 え て い るo

この ホ ス ト ・ホス トレベ ル で の変 換 は,従 って仮 想 的通 信 路 を単 位 と して

行 な お うとい う もので ある。 この仮 想 的通 信 路 の概 念 は,プ ロセス 間の 接続

・開放,メ ッセー ジの送達 確 認,フ ・一制 御 等 を見 て わか る よ うに,各 計 算

機 網 で完 全 に閉 じて い るの で,サ ブネ ッ ト等 の物理/論 理構 造 に関 す る変 更

は必要 とせ ず,既 存 の もの をそ の ま ま使 用 す る こ とが で き る。 従 っ て最 も一

般 的 な網 間 接続 の方 法(ど の タ イ プの網 で も扱 え る とい う意味 で)で は なか
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ろ うかo

さ て,こ の レベ ル で の変換 の場 合Gatewayは1つ の ホス トと してオ ペ

レー トす る。 す なわ ち,機 能 的 に は,接 続 され る網 で設 定 され る仮 想 的 通 信

路 の対 応 づ け及 びデー タ ・フ ロー の中継 を行 うことに な る。 具 体 的 に は,ホ

ス ト ・ホス トレベ ル で や り と りさ れ る コマ ン ド(ARPA網 な らば,NCP

の制 御 コ マ ン ド)に 関 し,網 間 での対 応 づけ を行 うの で あ る。 但 し,対 象 は

ホス ト・ホス トプ ・ トコル で あっ て,プ ロセス相互 で交換 され るデー タは,

そ の 内容 に拘 らず 中継 す る だけ で処 理 は しないoつ ま りGatewayは,ユ

ー ザ プ ロセス との や りと りは 考 慮 す る必 要 は な く
,ホ ス ト ・ホ ス トプ ロ トコ

ル機 能 を遂行 す るだ け で よい。 図3-11に この レベ ル でのGatewayに よ

る結合網 の構 成 を示 す。 この図 では,パ ケ ッ ト交 換網 を使 用 す る個 別網 と,

ARPA網 の よ うな個別 網 との 接続 を例 としてい る。

ところ で,上 述 の よ うに この レベ ル の変換 では各綱 の独 立 性 を保 つ ことが

で きるの で,網 結 合 と しては 一 般 的 で は あ るが,結 合網 全 体 で の ア ドレッ シ

ングや シー ケ ンシ ン グに 関 して は,網 間 プ ・ トコル と して規 定 す る必 要 が あ

る と思 われ る。 この網 間 プ ロ トコル の実施 は既存網 の ホス ト ・ホ ス トプ ロ ト

コルに組 み 入 れ標 準化 す るのが 一般 的 と考 え られ るが,ま っ た くホス ト ・ホ

ス トプ ・ トコル を改 造 した くな い場 合 には,新 し くホ ス トレベ ル の上位 に網

間 プ ・ トコル と して実施 す る方 法 も考 え られ る。新 し く網 間 プ ロ トコル を作

る場 合 の注 意 すべ き点 を表3-4に ま とめ る。

(3)ユ ー ザ レベ ルで の変換

プ ロセ ス レベ ル で の変 換 は ,ユ ー ザ プ ロ トコル が対 象 とな る。

と ころ で,ユ ー ザ プ ロ トコル は デー タ処理 を行 う為 の ユー ザ ジ ョブ の記述

に関 す る規 約 で ある為,ア プ リケー シ ョン ご とに異 な り,フ ァ イル転 送 プ ロ

トコル,リ モー ト・バ ッチ処 理 プ ロ トコル等 種 々存 在 す るoこ の よ うな プ ロ

トコル は,ユ ー ザ プ ロセス特 有 の もの で あ り,同 一 の計 算機 網 内 で もユー ザ

・レベ ル ・プ ロ トコ ル と して統 一 的 な形 態 を とって い な い。従 っ て,こ の レ
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ベ ルで変 換 しよ うとす る場 合
,Gatewayで は対応 す る ユー ザ プ ロ トコル ご

とに変 換 プ ・グ ラムを用意 しな けれ ば な らず 開発 が大変 で あ る し
,転 送 時 間

を ど うや って保 証 す るのか等 多 くの問題 が あ る(図3-12)。

3.3.3ア ドレ ッシ ング

プ ロ トコル の変換 を上述 の どの ア プ ロー チで行 うに しろ
,通 信 の相 手 で ある

ホ ス ト或 は プ ロセスが 一意 に指定 で きねば な らない
。

一般 に ア ドレ
ッシングは 結合 網 の ホス ト或 は プ ロセス のすべ て に一 様 な名 前

(ホ ス ト番 号,ポ ー ト番 号)を 付 す こ とに より可能 とな るが,そ の構 造 には気

をつ けね ば な らな い。 す なわ ち,無 構 造 に ランダ ムに 名前 を付 け た りす る と
,

宛 先 選 定 は対 応 す るサ ブネ ッ トの交 換 用 プ ・セ ッサ で しか行 え な い こ とにな リ

ア ク セス時 間が大 幅 に延 び デー タ転送 時 間 が保 証 され な くなっ て しま う
。 もっ

と効果 的 に宛 先 を認 知 で きる よ うな方法 を考 え る必 要 があ る。

と ころ で,結 合網 内 での コ ミュニ ケー シ ョン エン ドを判 別す る には どの よ う

な情 報 が 必要 か と考 え てみ る と次 の4つ を指定 す る こ とが必 要 十分 条 件 となろ

うo

網 ア ドレス … …結 合網 は い くつか の個 別網 に より構 成 され るの で ,ま ず宛 先

で ある ホ ス ト或 は プ ロセス が どの網 に存 在 す るか が 決定 で きねば な らな い(

(Globalな 名 前)。

ホス トア ドレス … …個別 網 が 選 ばれ る と今 度 は 宛先 が存 在 す る物理 的 計 算機

の名 前 を指 定 せ ねば な らない。

プ ロセ ス ア ドレス ……計 算機 内 で実 際 の処理 に たず さわ るの は プ ロセ ス で あ

る。1っ の計 算機 内 には,複 数 の プ ロセ スが存 在 す るの で
,宛 先 プ ロセ スが

一 意 に決 ま らね ば な らない
o

ボー トア ドレス …… ホス ト内 の処理 単 位 で あ る プ ロセス は
,処 理 内容 ご とに

別 の入 口(ボ ー ト)を もって い るの が一 般 的 で ある。従 って どの入 口向け へ

の通 信 なの か が わか らね ば な らない 。
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以 上4つ の ア ドレスが通 信 す る相 互 を決 め る際に必 要 と な るが,幸 い な こ と

に,こ れ らの ア ドレスは階層 構 造 に な ってい るので,ア ド レス フィー ル ドを図

3-13の よ うな フォー マッ トで構 成 す る こ とが で き る。普 通,個 別網 内 での ア

ドレス構 成 は 図3-13の ロー カル ア ドレス で示す よ うな形 を して い るの で,実

際 の イ ン プ リメン トは,網 ア ドレス を どの よ うに組 み 込 む かが 問題 とな ろ う。

3.3.4ヘ ッダ の構 成

結 合網 を流 れ る情報(メ ッ セー ジ,パ ケ ッ ト)に は,上 述 の ア ドレス情報 等

多 くの情報 をヘ ッダ と して付加 しなけ れば な らないoそ こで,網 間 に亘 る メ ッ

セー ジ或 は パ ケ ッ トの フォー マ ッ トを どの よ うに構成 すべ きか を考 え てみ る。

(1)網 間 メ ッセー ジの フォ一一マ ッ ト

メ ッセー ジが 計 算機網 に お け る転 送 単位 で ある場 合,そ の網 独 自の ホス ト

・ホス トプ ロ トコル に従 っ た ヘ ッダ が構 成 され る。 そ こで
,メ ッ セー ジ とい

う同 じ転送 単位 で あ りなが ら,ヘ ッダの フォー マ ッ トが種 々異 な っ て くる。

従 っ て この メ ッ セー ジが網 間 に亘 る場合,Gatewayが そ の フ ォー マ ッ トを

後続網 に適 す る形 に変換 しなけ れ ば な らず,そ の為 の オー バ ヘ ッ ドに よる転

送 時 間の遅 れが 心配 され る。 従 っ て あ る程 度 の標準 化 が 必要 に な って くる。

(図3-14)

(2)網 間 パ ケ ッ トの フ ォー マ ッ ト

パ ケ ッ ト交換網 をサ ブネ ッ トとす る個 別網 の プ ・セス が他 の網 の プ ・セス

と通 信 したい場 合,そ の ホス トか ら送 出 され るパ ケ ッ トは網 間 パ ケ ッ トとな

る。 この網 間 パ ケ ッ トは,個 別 網 に存 在 す るGatewayで 処理 され るべ き

もの で,他 の ホス トに は全 く関係 の ない情 報 を含 ん で い るo従 っ て網 間 プ ロ

トコル(網 間 ヘ ッダ)は,ロ ー カルパ ケ ッ トの中 に埋 め込 むの が 適 当 で あろ

う(図3-15)o
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3.4メ ッ セ ー ジ の 分 割 と 再 生

3.4.1メ ッセ ージ の 分割 と再 生

計 算機 網 を相互 に接 続 す るには,プ ・ トコル の変 換 の他 に,各 網 におけ る転

送単 位 の差 異 が 問題 に な るoす な わち,接 続 す る網 相 互 で転送 単位 の大 きさが

異 なる場 合 に は,Gatewayに お い て何 らか の操 作 を しなけ れ ば な らない。 そ

れ に転 送単 位 が接続 す る網 相 互 で,一 方 は メ ッセー ジ,他 方 は パ ケ ッ トとい う

よ うに異 なる場 合 に も,Gatewayが そ の調 整 を行 う必 要 が ある。

一 般 に計 算機網 の タ イ プを転送 単位 で分類 す る と
,

メ ッセー ジ網 ……計 算磯 間 の や り と りが メッセー ジを単 位 と して行 われ る網

パ ケ ッ ト網 計 算磯 間 のや り とりがパ ケ ッ トを単 位 と して行 わ れ る網 。

の2つ に な る。但 し,こ こで言 う計 算磯 間 とは,・・一ー一方 がGatewayと 想定

して い る こ とに留意 され た い(図3-16)o

ところ で上 記 の2つ の タイ プの網 の組合 せ に よっ てGatewayで の処 理 も

異 なっ て くる。

(1)メ ッセー ジ網 ⇒ メ ッセー ジ網

Gatewayが 網 の ホス トと して設置 され る場 合,Gatewayで の流入 ・流

出単 位 は メッ セー ジ とな る場 合 が 多い。 例 え ば,ARPA網(HOST-I

MP間 は メ ッセー ジ)と 大学 間網(回 線 交換 網 使 用 の場 合)と を接続 す る な

らば この範疇 には い るだ ろ う。

この組合 せ では,後 続網(Gatewayか らメ ッ セー ジが 出 てい く側 の網)

が 許容 す る メッセー ジ長 が 問題 とな る。 す な わ ち,後 続網 の最大 許容 メ ッセ

ー ジ長 が
,前 段 網(Gatewayに メ ッセー ジを送 り込 む側 の網)の メッセー

ジ長 よ り大 きい場 合 はそ の まま ス ルー すれ ば よいが,逆 に小 さ い場 合 には,

許 容長 に分 割 す る作業 が必 要 に な って くる。 こ うした操作 を嫌 って 結合網 全
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図3-16 網間の転送単位

体 で メ ッセー ジ長 を固定 す る方法 も考 え られ るが,接 続 す る網 に よっ て は
,

共 に許容 メ ッセー ジ長 を大 き く分 割 しな くて済 む場 合 もあ る し
,ま た 固 定長

で送 ろ うと した為 に ブ ロ ック数 が 多 くな り転送効 率 の低 下 をま ね きか ね ない
。

や は り必要 に応 じて分割 す るの が適 当 と思 われ る。

一 方
,分 割 され た メ ・セー ジは再 生 され なけれ ば な らない。 この 再生 は ,

Gatewayで 行 う方法(多 段 接 続 の場 合)と 最終 的 な宛 先 ホ ス トで行 う方 法

とが あ るが,再 生 後 の再 分割 の可能 性 ,再 生 醸 す る時 間 等 を考 え る と,宛

先 ホ ス トで実施 すべ きで あ ろ う。

(2)メ ッセー ジ網 ・=今パ ケ ッ ト網

後 続網 が パ ケ ッ ト交 換網 に よる個 別網 に なる と この組 合せ が登 場 す る。例

え ば,N-1プ ロ ジェク トにお け るKUIPNETと 大 学間網(パ ケ ッ ト交

換網 使 用)と の接続 が このパ ター ンで あるo
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この イ ン タ フェー ス を司 どるGatewayに は,送 り込 ま れ る メ ッセー ジ

をパ ケ ッ トに分割 す る操作 が 必要 とな る。

分割 した パ ケ ッ トを メ ッセー ジへ 再生 す る こ とが 必要 とな る のは,後 続網

が メッセー ジ網 とな るGateway(多 段 接続)及 び最 終 的 な宛 先 ホス トに於

い てで あ る。 後 続網 が パ ケ ッ ト網 の場 合 に メ ッセー ジへ の 再生 を行 うのは,

脱 パ ケ ッ ト等 のエ ラー 発見 には役 立つ が,バ ッ ファ リング,デ ッ ドロック,

転 送遅 延等 を考 えれ ば避 け るべ きで あ る。

(3)パ ケ ッ ト網 → メ ッセー ジ網

(2)の逆 パ ター ンが この組 合 せ と な る。 この組合 せ で は,Gatewayは パ ケ

ッ ト網 にお け る1つ の ホス トと して送 られ て くるパ ケ ッ トを仮 想 的通 信路 毎

に メッセー ジへ再 生 す る作 業 をせ ねば な らない 。 この場 合,バ ッ フ ァ リング,

デ ッ ドロ ックに は十 分 注 意 す る必 要 が あ る。 各仮 想 的 通 信路 毎 の メ ッセー ジ

サ イズ が可 変 な らば,再 生 に必 要 な バ ッ ファ量 が予 測 で きず この危険 性 は 増

大 す るo従 っ て メ ッ セー ジサ イズは 規定 した方 が よい だ ろ う。

(4)パ ケ ッ ト網 ⇒ パ ケ ッ ト網

接続 す る計 算機 網 が共 にパ ケ ッ ト交 換網 を使 っ た個 別網 の場 合 に この組合

せ が 発生 す るo例 えば,CYCLADES網 とNPL網 との接続 が この パ タ

ー ンで あ る
o

この組合 せ で は メ ッセー ジ網 メ ッセー ジ網 と同 じ よ うに,そ の転 送単

位 で あるパ ケ ッ トの長 さが 問題 に な る。 す な わ ち,後 続 網 の 許容 パ ケ ッ ト長

が 短 い と,Gatewayで は 送 られ て くるパ ケ ッ トを新 た に細 分 割 しなけ れば

な らないo

こ うした細 分 割 さ れた パ ケ ッ トの メ ッセー ジへ の再生 は,パ ケ ッ ト網 メ

ッセー ジ網 と同様 と考 え られ る。

3.4.2シ ー ケ ンシ ング(番 号 付 け)

複数 の 計 算機網 を経 由 して メ ッセー ジが 転 送 され る場 合,メ ッセー ジは 上記
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の よ うに分 割 或 は再 生 され る(多 段接 続 の場 合 は
,こ の繰返 しとな る)。 この

時 次 の問 題 点 につ い て吟 味 しなけ れ ば な らない 。

oメ ッセー ジ ソー ス と宛 先 との 間 で連続 して送 られ るメ
ッセー ジの順 番 を管

理 し,元 の メ ッセー ジを順 序 正 しく宛先 に届 け た り
,抜 けた メ ッセー ジ を発

見 す る為 の メ ッセー ジシー ケ ンス の問 題 。

○パ ケ ・ ト網 で の イン タ ・・一 ス の場 創 こは
,リ ア セン ブ・レして メ 。七三 ジ

を再 生 す るた め の シー ケン シ ングの 問題o

特 に メ ッセー ジ網 メッセー ジ網 及 びパ ケ ッ ト網 パ ケッ ト網 の イ ンタ フ ェー

ス では,メ ッセー ジ或 は パ ケ ッ トの細 分 割 が 行 わ れ る こ とが あ る し
,ま た接 続

す る網 の間 に複 数 のG…w・y
、が齢 ・れ,そ れぞ れ で勝手 な細 分 割 が行 われ

る こ と も あるの で(こ れ はパ ケ ッ ト交 換網 レベ ル での接続 の場 合 で ある)
,こ

うした事象 に耐 え うる よ うな シ「 ケ ン シ ング を考 え ねば な らない。

3.4.3フ ロー 制 御

継 続 の イ 〃 ・ ・一 ス で あ るG…w・yは ,一 方 の網 か らす れ ば,相 手網

の状 況 を把 握 で き
,る唯一 の ホス トで あ る(低 レベ ル,す なわ ちパ ケ ッ ト交換 網

レベ ル での接 続 の場合 には
,Gatewayは 相 手網 を監視 で きる唯一 の交 換機 と

な る)。 従 っ て他 の網 ヘ メ ッ 七一 ジが亘 る場 合,Gatewayは
,後 続網 の状 況

を監 視 し正 しく フ ・一 制御 しなけ れ ば な らな い。 す なわ ち ,後 続 網 が閉 塞状 態

に あ る とか,宛 先 ホス トが ダ ウン して い る と考 え られ る時 には ,Gatewayが

そ の 旨を返 答 す る必 要 が ある。従 っ てGatewayで は,輻1湊 状 態 ,ル ー テ ィ ン

グ情 報 等 の網 状況 に 関す る情報 を収 集 した方 が よい だろ う。 た だ ,Gateway

が網 管理 を行 うの は,エ ラー回 復 等 には有 効 で あるが,処 理 量 を増 大 させ る こ

とに な り規 模 が膨 大 にな って しま う危険 性 が あ る。
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●

3.5機 密 保 護

計 算機網 の有効 性 が認識 さ れ る に従 って,デ ー タベー ス,デ ー タ バ ンク等 の

高 度 な利 用 が実現 され,重 要 な情 報 が蓄 積 され る よ うに な るoこ うした情 報 は

誰 に で もアク セ スで き る もので あっ ては な らな いの で,各 計 算機 網 では独 自の

方 法 で機 密保 護 を行 っ てい るo

網 間 接続 が 進 む と,単 に一 つ の網 だ け の保 護機 能 では解 決 で きない新 た な次

の よ うな問題 が生 じて くるo

・複数 の網 に跨がって転送 され る情報 に 対 す るセ キ ュ リテ ィ,プ ラ イバ シ等 の

責任 の所 在及 び方法 。

・結合網 全体 で の保 護基 準 の設 定 。例 え ば,デ ー タベー ス の場 合,各 網 で許

容 す る アク セス範 囲 の違 い を ど うす るかo

・結 合網 で の保 護 機能 を遂 行 す る レベ ル 。網 レベ ル な らば,Gatewayが 関

与 す るが,ホ ス トレベ ルな らば,従 来 と同 じ くホス トサ イ ドで行 うことに な

るo

・保 護機 能 実施 に よる転送 時 間へ の影 響 。結 合網 では,デ ー タ転 送 時 間 が ク

リテ ィ カル な要 素 とな るの で,保 護 機 能 実施 に よる オー バヘ ッ ドが 心配 され

るo

ま た,こ の7h-一 バ ヘ ッ ドに対 す る課 金 に つい て も検討 しな けれ ば な らないc

以上 の問 題 の解決 は,処 理 プ ログ ラ ム,OS等 種 々 の レベ ル で検討 す る必 要

が あ る。 この場 合,Gatewayは どの程 度 の 処理 をす べ きで あ ろ うかo?

Gatewayの 機能 は通 信面 の サ ポー トが中 心 であ るか ら,機 密 保護 につ い て

もプ ロセス処理 の レベ ル まで立 入 るべ きで は な いだ ろ う。網 全 体 での情 報 の安

全 性 とい う点 で は勝 れ て い るが,オ ー バヘ ッ ドが膨 大 に な りか ね ない。 やは り

Gatewayの 処 理 単位 で あ る メ ッセー ジ或 は パ ケ ッ トに対 す る物 理 的 な変 換,

例 えば コー ド変換 程 度 の保護 が,可 用性 との折衷 とな ろ う。
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3.6Gatewayの 処 理 効 率

結合 網 の ス ルー プ ッ トは,次 の3つ の処 理 時 間に影 響 され る。

○ メッセー ジ ソー ス及 び シ ンク で あ るホ ス ト内で の処理 時 間 。

○経 由す る交換 網 で の処理 時 間 。

OGatewayで の処理 時 間。

この うち最 初 の2つ の時 間は各 計 算 機網 で固有 で あb,固 定 的 で ある。 従 って

結合網 の特 性 は,Gatewayで の処 理 時 間 に よ り決 定 す る と言 っ て も過言 では

ない だ ろ う。 しか し,本 来Gatewayは 従 属 的 な もので あ り接 続 す る網 に 大

き く影 響 され る。 す なわ ち プ ロ トコル変 換 が低 レベル で行 え る網 の結 合(互 い

に コ ンパ チ ブル な網 の結 合)だ と単 に パ ス スルー で済 む が,プ ロ トコル構 造 が

大 幅 に異 なっ て プ ロ トコル変換 が 高 レベ ル で しか行 え ない場 合 には,相 当 の処

理 時 間 を要 す る。 従 っ て網 間結 合 を効 率 よ く行 う為 には,あ る程 度 の 考慮 や標

準 化 が必 要 とな ろ うo

3.7お わ り に

これ まで,異 な る計 算機網 の イ ン タ フ ェー ス を司 さ どるGatewayの 機能

につ い て述 べ て きた。 こ う した結 合網 の実現 につ い ては,ARPA網 とALO

HA網 との接 続 等 各 所 で検 討 され て い るoま た最近,パ ケ ッ ト交 換 網 の発 達 に

伴 い パ ケ ッ トレベル で の接 続 に関 す る検 討 が な され てい る(例 え ばCYCLA

DES網 とNPL網 との 接続)の は,時 機 を得 てい る と思 われ るo更 に,通 信

衛星,海 底 同軸 ケー ブ ル等 の発 展 に よ り世 界 的規模 の通信 が 可能 とな りつ つ あ

る現在,各 所 で構成 され て い る計 算機 網(必 ず し もパ ケ ッ ト交換 網 ば か りとは

限 らない)の 結 合 が必 至 に な って くるだ ろ う。 従 っ て,今 後 は網 間 接 続 につ い

て の技術 的検 討 が増 々重要 に なっ て くる。 ただ網 間接 続 とい う問題 は,単 に

Gatewayだ け の検 討 で済 む もので は ないの で注 意 しなけれ ば な らな い。
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4セ キ ュ リ テ ィ 機 能

4.1セ キ ュ リ テ ィ

情 報 化 社会 の進展 に伴 い情 報 処 理 の量 的拡 大,多 目的化,広 域 化,高 度利 用

等 は益 々発 展 的 で あ るoそ れ と共 に情 報 処理 システ ムの効 率 向上 もさ る こ と乍

ら,コ ン ピ ュー タシス テム及 び コ ン ピュー タネ ッ トワー クの安 全 性 や情 報 の機

密 保護 等 セ キ ュ リテ ィの問 題 も非常 に重 要 な もの と して認識 さ れ る よ「ち に なっ

て きたo

セキ ュ リテ ィ と言 う言葉 は,さ ま ざま な定義 で使 われ てい る。 プ ラ イバ シー

の法 的 保護 の問題 ま で対称 と した 広 い意 味 で使 われ る場 合 もある が,一 般 的 に

プ ライ バ シー の問題 は セ キ ュ リティ と区別 してい るo

セキ=リ テ ィは,更 に広義 と狭 義 に分 け て使 われ てい るo

(1)セ キ ュ リテ ィ(広 義)

セキ ュ リテ ィ とは,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェア及 びデー タを適 当 な手段

を講 じて,破 壊 や侵 害 か ら守 る こ とで あ る。

(2)セ キ ュ リテ ィ(狭 義)

知 る権 利,使 う権 利 の無 い者 か らの ア ク セス侵 害 や破 壊 か ら保護 す る こ と

で あ る(機 密保 護)。

(3)イ ンテ グ リテ ィ

本 来 あるべ き完 全 な状態 を保 持 す る ことで あ る。偶 発 的 な ハー ドウ ェア障

害,ソ フ トウェア障 害 か らの破 壊 防 止,破 壊 され た場 合 の ・ギ ング,障 害 時

の回 復 手段 等 を含 む(安 全 性 維 持)。

広義 の セ キュ リテ ィは,狭 義 の セキ ュ リテ ィ とイ ンテグ リテ ィに分 け て考 え

られ て い るo
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4.1.1侵 害行 為

コ ン ピ ュー タ シス テ ムや コン ピュー タネ ッ トワー ク の安 全 性 を脅 す 要 因 をセ

キュ リテ ィに関連 す る故意 に よる もの と イ ンテ グ リティに 関連 す る偶 発 的 な も

のに分 類 して み る。

(1)セ キ=リ テ ィ関連

(i)シ ス テ ム担 当 者 の 不正侵 入

シス テム に精通 した技術 者 が ソ フ トウ ェア を故意 に改 ざん し侵 入 を図 る。

(ii)使 用済 用 紙等 か らの情 報漏 洩

廃棄 して あ る出力 用 紙 や カー ボ ン紙 等 か らの情 報採 取 。

0伽 「記録 媒 体 の盗 難

磁 気 テー プ,磁 気 デ ィス ク ・パ ック,カ ー ド,紙 テー プ等 運 搬 可能 な記録

媒 体 を盗 む 。

⑩ 回線 か らの盗 聴

通 信 回線 か ら信号 を傍 受 す るo

(V)シ ス テ ム障 害箇 所か らの侵 入

ソ フ トウェア の パ グ,ハ ー ドウェ アの障 害 箇 所等 を利 用 して侵 入 す る。

(V)破 壊 活 動

第 三 者 に よる外 部 か らの破壊 活動 。

ω 第 三 者 の 不正侵 入

↓
他 人 の・ミス ワー ドやユー ザ番 号 を使 用 し,不 正 に情 報 を入手 す る。

(2)イ ンテ グ リテ ィ関連

q)シ ス テ ムの障 害

ハー ドウ ェア障 害,ソ フ トウェア の バ グ,通 信回 線障 害,端 末装 置障 害 な

どo

(ii)使 用 者 の 不注意

オ ペ レー タの操 作 ミス,ア プ リケー シ ョン ・プ ・グ ラム,コ マ ン ド指定 の

ミス等 の 不注 意 な行為 。
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⑩ コ ン ピュー タ関連 設備 の故障

電 源設 備,空 調 設備 等 の機 械 の故 障 な ど。

{V)天 災

地 震,火 災,風 雨 等 の天 災 地変 。

又,侵 害行 為 の対 象 か ら分 類 す る と次 の様 な もの が考 え られ るo

(D端 末 装置,通 信 回線 う コン ピュー タ等 のハー ドウ ェアに関 す る もの。

(ii)オ ペ レー テ ィ ング ・シス テム,ユ ー ザ プ ログ ラム等 の ソ フ トウェ ア に

関 す る もの。

⑩ プ ログ ラム,オ ペ レー タ,管 理 者,ユ ー ザ 等 の人 に関 す る もの。

{ψ ネ ッ トワー ク シス テ ム,デ ー タベー ス シス テ ム等 ハー ドウ ェア,ソ フ

トウェ ア,人 の有 機 的組 合 わせ に よる シス テ ム全 体 に関 す る もの 。

4.1.2セ キ ュ リテ ィ対 策

シス テ ムに対 す る暴 露,改 ざん,破 壊,妨 害 等 の侵 害行 為 に於 け る セキ ュ リ

テ ィ対策 は一 般 に 次 の 事 を可能 にす る必 要 が ある。

(1)こ れ らの行 為 が公 認 され た方法 以 外 での ア ク セ ス を禁 止 す る。

(2)こ れ らの行 為 の記 録 が とれ る。

(3)こ れ らの行 為 の 源泉 が追求 で きる。

(4)こ れ らの 行為 を行 っ た者 を排 除 で き る シス テ ムにす る。

この よ うな セ キ ュ リテ ィ対策 につ い て,段 階 的 に大 き く2つ に分 類 して考 察

す るo

(1)コ ン ビL－ 夕 シス テ ムの セ キ ュ リテ ィ

バ ッチ処 理 の 形 態 に み られ る機能 中 心 の シス テ ム にお け る デー タ フ ァイル

や計 算機 の運 用 の安全 性 対策 。 更 にデー タベー ス シス テ ム等 の フ ァ イル 中 心

の シス テ ムの安 全 性 対策 も含 まれ るo

(2)コ ン ピュー タネ ッ トワー ク の セ キ ュ リテ ィ

計 算機 に通 信回線 を通 して遠 隔地 に端 末 を持 つ オ ン ライ ン シス テ ムやTS
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Sの 形 態 等 の シス テ ムに み られ る リモー トター ミナル シス テ ムで の安 全 性 対 策 。

更 に,そ れ らの発 展 形態 と して,フ ァイ ル,処 理 プ ・セ ッサ,通 信 回線,タ ー

ミナ ル等 の有機 的 複合 体 と して の コン ピュー タネ ッ トワー ク での安 全 性 対策 。
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4.2コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の セ キ ュ リ テ ィ

コ ン ピュー タシス テ ムの セ キ ュ リテ ィ対策 には管理 的 対策 と技術 的 対策 に分

割 して考 察 され る0

4.2.1管 理的 対 策

(1)セ キ ュ リテ ィ関 連

A入 退 出管 理

セ ンター へ の入退 出者 の記録 や許 可制 の実施,入 室 者 の パ ッチ等 に よる識

別 な ど。

B要 員 管 理

作 業 者 の 身許 調査,所 持 品持 出 しの点検 や許可,機 密 順守 の維 持 へ の配 慮

な どo

C作 業 管 理

外 部委 託 作 業 の厳 選及 び監督,2人 制 に よる夜 間作 業 及 び管理 者 の立 合 い

な どo

D保 管,貸 出 し管理

媒 体 の保 管 庫 に よ る管 理,キ ー の管 理,貸 出 しの手続 き制,使 用 許可 者 の

限定 な ど。

Eド キ ュメ ン ト管理

仕様 書,マ ニ ア ル等 の登 録 簿,複 写 部 数 の制 限 と管理 な どo

F入 出 力帳 票 管理

配 布 資料 の送 付 の 管理,不 要 帳票 類 の焼 却 な ど。

Gプ ログ ラム管理

H組 織 管 理

管理 者 に よる定期/不 定期 の点 検,責 任分 担 の 明確化,昇 進 や昇 給 の公 平
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化 な ど。

1教 育

セ キュ リテ ィの教 育 訓 練 や モ ラー ルの 向上,マ ニア ル の作 成 な ど。

(2)イ ン テグ リテ ィ関連

A防 火対 策

重 要 ファ イル の耐 火 倉庫 へ の保 管,喫 煙 の制 限 や 禁 止,防 火 設備 の点検 や

訓練 な ど。

B地 震 対 策

セ ン ター の耐震 構 造,装 置 や部 品類 の事 前 耐震 テス ト,備 品等 の適正 配 置

な どo

C防 塵 対策

セ ン ター 内 での 防塵 対 策,磁 気媒 体 の ク リー ニ ングな ど。

D関 連 設備

供 給電 源 設備 の二 重 化,空 調設 備 の点検 な ど。

E作 業 管 理

操 作 方 法 の標 準 化 に よる誤操 作 の防 止 な ど。

F障 害対 策 体制

非 常時 の連絡 体 制 の徹 底,復 旧手 順 の明文 化 な ど。

4.2.2技 術 的対 策

(1)セ キ ュ リテ ィ関 連

Aア ク セ ス ・コ ン トロー ル

ファ イル の ア ク セス権 の有 無 を チ ェ ックす る方 式 で ある。

(i)パ ス ワー ド方式

ア クセ ス権 の あ る者 にパ ス ワー ドを与 え,そ れ に よっ て チ ェ ックす る。

パ ス ワー ドには,固 定 化 した パス ワー ド,変 更 可能 な パ ス ワー ド,暗 号化

した パス ワー ド等 が あ るo
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パ ス ワー ドの盗 難 や偽 装防 止 の為,次 の様 な対 策 が必 要 に な る。

司

り

、q

"q

い旧

(

(

(

(

定 期/不 定期 の パ ス ワー ドの更 新

乱数 等 に よるパ ス ワー ドの加 工 。

他 の方 式(IDカ ー ド等)と の併 用 。

パ ス ワー ドをモ ニ タに 出 さ ないo

'
フ ァ イル キー に よる方法

各 フ ァ イ ル に 固 有 に 設 定 さ れ た フ ァ イ ル キー に よ っ て フ ァ イ ル 単 位,レ コ

ー ド単 位
,ア イ テ ム 単 位 で 指 定 す る。 フ ァ イ ル キー は パ ス ワー ドの 方 式 が 考

え られ るo

㈹ セ キ ュ リ テ ィ ・マ ト リッ ク ス 方 式

フ ァ イ ル の ア ク セ ス 権 を マ ト リ ッ ク ス に よ り規 定 す る。

Bマ ッ ピ ン グ 方 式

フ ァ イ ノレの 利 用 者 と格 納 さ れ て い る 情 報 の 間 で マ ッ ピン グ(変 換)を 行 う

方 式 。

q)ス キ ー マ/サ ブ ス キー マ の 利 用

サ ブ ス キー マ の定 義 に よ り,特 定 の ユ ー ザ に は 特 定 の サ ブ ス キー マ しか 見

せ な いo"

(ii)暗 号 化/符 号 化"tt

デ ー タ を 暗 号 化/符 号 化 して 蓄 積 又 は 伝 送 す るQ

Cジ ョ ブ ・ コ ン トロ一一ル

使 用 資 格 の 無 い者 に よ る ジ ョ ブ の 走 行 を チ ェ ック す る。

(D=L-一.ザIDに よ る方 法

パ'ス ワー:一`ド,鍵,IDカ ー ド等 を使 用 す る の が 一 般 的 で あ る 。

『(

ii)"ア ク セ ス マ ト リ ッ ク ス に よ る方 法

ジ ョブ の ア ク セ ス 権 を マ ト リ ッ ク ス に よ り規 定 す るo'

Dモ ニ タ リ ン グ 方 式

(a)リ ソ ー ス の 使 用 状 況 等 の 監 視 。1
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(b)特 定 デー タの アク セス頻 度や 内容 の監視 又 は原 因 の追跡 調 査 。

(c)事 故 発生 状 況,障 害 時 の現 象 の監 視o

(2)イ ン テグ リテ ィ関 連

Aア ク セス ・コ ン トロー ル

B排 他制 御

プ ログ ラム間 で 同一 デー タを同時 使 用要 求 に対 す る制 御 規 則 を設定 す る方

法 。

Cフ ァ イルの冗長 構成

(a)フ ァ イル の二 重 化構 成 に よる方法 。

(b)フ ァ イル の階 層 化 構成 に よる方 法。

(c)仮 想 フ ァ イル構 成 に よる方法 。

Dソ フ トウェア ・プ ロテク シ ョン

ソ フ トウ ェア障 害 に よる誤 更新,ア ク セス禁 止領 域 へ の ア ク セス防 止 の為

の チ ェ ック方法O

Eハ ー ドウエ ア プ ロテク シ ョン

モー ド切 替 え,境 界 レジス タ,保 護 キー,保 護 リング等 の保 護機 構 に よ り

誤 更新 や禁 止領 域 へ の アク セス を防 止 す る手 段 。

Fチ ェ ック ・ポ イ ン トの設 定 、

Gロ ギ ング

更新情 報 のダ ン プ,ジ ャー ナ ル の取得,統 計 資料 の ア ウ トプ ッ トな ど。

4.2.3セ キ ュ リテ ィ対 策上 の問 題 点

一 般 に
,セ キュ リテ ィ対 策 を推 進 す る場 合,オ ー バヘ ッ ドが増 加 し処 理効 率

の低 下 を招 く,又 管 理 的対 策 の強化 は費 用 の増 大 に つ なが る。従 っ て,シ ス テ

ム設 計 や運 用 に於 け る セ キ ュ リテ ィ対策 は費 用 と シス テム の重 要性 を配 慮 した

コス ト効率 に より決 め られ る。 こ こに セ キ ュ リテ ィ対策 の 困難 さが あ る。

次 に セ キ ュ リテ ィ対策 を分析 して み る と,次 の様 な 事が 考 え られ る。

、
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(1)侵 害 行 為 に対 す る万能 的 な対策 は ない。

(2)技 術 的 対策 は,特 定 の侵 害 行 為 に有 効 性 を発揮 し,逆 に融 通 性 に乏 しい 。

従 っ て,処 理 効 率 の低 下 を配 慮 した機能 の決 定 と対策 の 選定 が必 要 に な るo

(3)管 理 的 対策 は 不特 定 多数 の侵 害 行為 に対 し有 効 で,総 合 的 に有 効 度 が高

いo

又,セ キ ュ リテ ィ対策 の 効 果 の高 い ものは 次 の様 な事が 考 え られ る。

(1)技 術 的 対 策 と して効 果 的 な もの は 次 の対策 で あろ う。

(i)モ ニ タ リング

(IDデ ー タの暗号 化

(liDア クセ ス ・コ ン トロー ル

⑩ ファ イル の冗 長 構 成

(2)管 理 的 対策 と して効 果 的 な もの は次 の対策 で あろ う。

(D作 業 管理

(li)教 育

(liD組 織 管 理

㈹ 入退 出管 理

(切 要 員 管理

現 存 す る シス テ ムに於 い て も,シ ス テ ムの要 求 に対 し対策 が 講 じ られ て い る。

管 理 的対策 は比 較 的導 入 が容 易 で あ り,そ の効 果 も客観 点 に把 握 出来 る こ とか

ら積 極 的 に検 討 され て い る。 技 術 的 対 策 は ハー ドウェア プ ロテ ク シ ョン,フ ァ

イル の二 重 化,階 層 化等 の基本 的機能 は 導 入 され てい るが,安 全 なOS開 発 の

ため の最 適 手 法 や支 援道 具,ハ ー ドウ ェア の保 護強化 とソ フ トウェ アの サ ポー

ト体制 等 現 実 に即 した シ ス テム要求 に 対 す る安 価 な対策 手 段 の開 発 が今 後 の 課

題 と して要 望 され た。
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4.2.4デ ー タベー ス ・シス テ ムの セ キ ュ リテ ィ

デー タ フ ァイル が統 合化 され,集 中 的 に管理 され る と,必 然 的 にデー タ のア

ク セ ス権 の管理,公 認 され た利 用者 の識 別 等 プラ イバ シー と も関連 し厳 重 な安

全 性 対 策 が必 要 に な る。

デー タベー ス ・シス テ ムは,従 来 の機 能 中 心 の シス テ ム と比 較 して,一 層 デ

ー タの セ キ ュ リテ ィ対策 が重要 な課題 に な っ て くる。 更 に
,コ ン ピュー タ リゼ

ー シ ョンの 進 展 と共 に
,デ ー タベー ス の利 用者層 が拡 大,多 様 化 しつつ あ る。

従 って,従 来 よ り も強 力 な技術的 セー フ ガー ドが 要請 され る。 又,機 能 の強 化

は処 理効 率 の低下 を招 き,コ ス ト効 率 を配 慮 した対策 が重 要 で あ る。

特 に,デ ー タベー ス ・シネ テ ム関連 で技術 的対 策 の 強化 が必 要 な項 目に は次

の ものが考 え られ る。

(1)セ キ ュ リテ ィ関連

(i)ア ク セス コ ン トロー ル

(ii)マ ッ ピン グ方式

⑩ モ ニ タ リング方 式

(2)イ ン テグ リテ ィ関 連.1

(i)ア クセ ス コ ン トロー ル

(ii)排 他制 御

⑩ フ ァイル の冗長 構 成

㈹ チ ェ ック ポ イ ン トの設 定

次 に,マ ス ・ス トレー ジの 発展 に伴 い,巨 大 なデー タベー ス が構築 され る よ

うにな る とセ キ ュ リテ ィ ・エ クス ポー ジャの問 題 は一層 深 刻 にな る。従 っ て,

安 全 性 対策 も二 重三 重 の厳 重 な ガー ドが 必 要 とな るoそ の障 害 の基 本 的 な防 止

対 策 の方法 は,・ ・

(i)障 害発 生 確 率 の低 減

(ii)障 害 発 生時 の被害 の最小 化
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㈹ 障 害 時 の早 急 か つ確 実 な回復 手 段 の設 定

等 が考 え られ る。 又,安 全 性 対策 は次 の面 か らの強化 が要 求 さ れ る。

(1)技 術 的 セー フ ガー ド

デー タベー ス 関 連 の セ キ ュ リティ機能 を強化 し,階 段 的 に多重 の ガー ド設

定,回 復 手 順 の確 実 な設 定 を行 う。

② 管理 的 セー フガー ド

全 般 的 に コ ン ピュー タセ ン ター の 運 営,管 理 の手続 きや体 制 の 強化 を図 る。

(3)倫 理 的 セー フガー ド

コ ン ピュー タ セ ン ター の運 営,管 理 に従 事す る者 に教 育 訓 練 を徹底 しモ ラ

ー ル の 向上 に一層 努力 す る。

(4)法 的 セー フ ガー ド

障 害 や破壊 行 為 は,プ ライバ シの侵 害 に関与 し人 権擁 護 の立場 か ら保障 制

度 等 法 的 な セー フガー ドが 要請 され る。

コ ン ピュー タネ ッ トワー ク の実 用 化 に伴 い新 た に地域 的,機 能 的 分散 化 の傾

向 が顕 著 に なっ て きた。 これ は,必 然 的 に分散 デー タベー ス の ニー ズの高 揚 を

促 す もの で あ るが,分 散 され た シス テ ム間 の デー タの論理 的 関 連性 を維持 す る

為 に新 た な安 全 性 の 問題 が起 る。 ネ ッ トワー クの安 全 性 対策 と合 せ,今 後 の 重

要 な課 題 とな ろ う。
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4.3コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の セ キ ュ リ テ ィ

コン ピ ュータ ネ ットワー クの セ キ ュ リテ ィ対策 を考察 す る に あた り,従 来の

オ ン ラ イ ン ・シス テ ムやTSSで 代 表 され る マル チ タ ー ミナ ル シ ステ ムに於 て

は,コ ン ピュー タ シ ステ ムか ら通 信 回 線 を通 して 目の 届 か な い遠 隔 地 に 端 末 が

置 か れて い る。 この様 な遠 隔 端 末 に対 す る セキ ュリテ ィ対 策 を考 える必 要 が あ

る。

4.3.1リ モー トター ミナ'ルの セ キ ュ リテ ィ

リモ ー トター ミナルに於 け る管 理 的対 策 は コン ピ ュー タシ ステ ムの場 合 と合

せ,更 に 次 の様 な 事 が考 え られ る。

(1)監 視

警 備 員 に よる 監視,ロ ギ ン グの分 折 な ど。

(2)調 査

端 末 利用 者 の 身許 調 査,信 用 調 査 な ど。

次に 技 術 的対 策 と して は,次 の 様 な 事 が考 え られ る。

(1)通 信 回線 か らの 漏洩 防止

電 気 的,磁 気 的 な結 合に よ る盗 聴 を防 ぐめは 困難 で あ る。 しか レ暗 号 化/

符 号化 した デ ー タを伝 送 す る こ とに よ り漏洩 した デ ータ を無意 味化 し防 止 を

可 能 にす る。

通 信 の安 全 性 を保 つ 為 に 暗 号 化(encryption)の 方 法 と して 次 の もの が

あ る。

(i)情 報 の列 の 文 字位 置 を一 定 の 規 則 で 入れ か える方 法(transposition)

(ii)各 文 字 を一 定 の規 則 又は 表 で 別 の 文 字 に さ しか え る方法(substituti・n)

(ID文 字 列 と任 意 の ビ ・ト列 との論 理 演 算 を施 し暗 号化 す る方 法(additive

encoding)
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(2)ユ ーザIDの 保 護

ユ ーザのIDを 頻 繁 に 変 更す る こ とに よ り他人 に対 し,ユ ー ザ 固 有 のID

(パ ス ワー ド,キ ー等)を 判 りに く くす る。

4.3.2ネ ッ トワ ー クの セ キ ュ リ テ ィ

ネ ッ ト ワ ー ク 上 の セ キ ュ リ テ ィの 問 題 は,コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と リ モ ー

トタ ー ミナ ル の セ キ ュ リテ ィ対 策 の 拡 張 と考 え られ る。

遠 隔 端 末 は,イ ン テ リ ジ ェン トタ ー ミナ ル或 は 他 の ホ ス トシ ス テ ム に 置 き

換 え ら れ る と,他 の ホ ヌ トシ ス テ ム の 端 末 か らの ア クセ ヌ も 管 理 す る 必 要 が

起 き て く る。 この 様 に,マ ル チ タ ー ミナ ル シ ス テ ム か ら イ ン テ リ ジ 。ン ト

タ ー ミナ ル シ ス テ ム へ,イ ン テ リ ジ ・ン トタ ー ミナ ル か ら コ ン ピ ュ 一 夕 ネ ッ

ト ワ ー ク シ ヌ テ ム へ と至 る と,デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ の 問 題 は,そ の 機 能 上 益

々 複 雑 化 して 来 る 。

し か し,コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に 於 て は,セ キ ュ リ テ ィ機 能 を ネ ッ ト

ワ ー ク 内 の 何 故 に,ど の 様 に 持 た せ る こ と が,機 能 的,経 済 的 に 有 効 か と 言

う こ とが ま ず 重 要 な 問 題 と して と ら え ら れ る。

例 え ば,次 の 様 な 事 が あ げ られ る.

(1)ネ ・ ト ワ ー ク を 通 る 利 用 者 の 資 格 は,ネ ・ ト ワ ー ク制 御 計 算 機 で 集 中 し

て ヂ ・ ックす る 方 法 。

(2)ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 者 の 資 格 は,ホ ヌ トと コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン サ ブ ネ ッ

トワ ー ク 間 に チ ・ ッ ク機 構 を持 つ 処 理 装 置 を持 ち,こ の装 置 間 で 分 散 管 理 し,

チ ェ ックす る 方 法 。

(3)フ ァ イ ル の ア ク セ ヌ チ ・ ッ クは,各 ホ ス トに 分 散 して 持 た せ る 方 法 。

(4)ネ ・ トワ ー ク が 異 種 の 計 算 機 で 構 成 さ れ て い る 場 合,ホ ヌ ト と 通 信 ネ ・

ト ワ ー ク との イ ン タ ー フ ・イ ヌ を と る 為 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ プ ロ セ ッサ

を導 入 し,通 信 レベ ル の プ ロ.ト コ ル の 同 期 を 計 り,同 時 に 通 信 上 の セ キ ュ リ

テ ィ対 策 も 合 せ て 行 う方 法 。
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次 に,重 要 な 問題 の 一 つ であ る 通信 上の安 全 性 に 注 目 してみ る。

通信 上の安 全性 の確 保(即 ち,情 報 の 漏洩 に対 す る対 策)と しては,暗 号

化 に よる方 法 や 伝 送方 法 が あ る。 そ の 具体 的対 策 に は,次 の 様 な 事が 考 え ら

れ る△

(1)通 信 回線 か らの 漏 洩 防止

(D暗 号化 に よる方 法

リモ ー トタ ー ミナルの 場 合 の暗 号化 に よる方 法 と同 じで あ る。

旬 パ ケ ッ ト交換 に よる方 法

メ ッセ ージ をパ ケ ッ ト化す る こ とに よ り メ ッセ ー ジ全 体 の把 握 を困難 に す

る。

(a)メ ッ セ ー ジ の 単 純 な パ ケ ッ ト化 に よ る 方 法 。

(b)'1つ の メ ッセ ー ジ を構 成 す る パ ケ ・ トの 順 序 を 入 れ 替 え る 方 法 。

(c)1つ の メ ッセ ー ジ内 の パ ケ ッ トの ル ー トを 変 更す る 方 法 。

⑩ メ ・セ ー ジ の 宛 先 名 を 頻 繁 に 変 更 す る 方 法 。

メ ッセ ー ジ宛先 名 を頻 繁に 変 更す る こ とに よ り,第 三 者 が ネ ットワ ーク内

を伝送 中の メ ッセ ー ジを見 て も,誰 と誰 が 交 信 して い る か 判 らな くす る。

ネ ッ トワ ー クセ キ ュリテ ィの 問題 は,主 と して ホ ス トシ ステム と通信 回線

に於 け る セ キ ュリテ ィの 問題 に帰 着 され るで あ ろ う。 又,ネ ッ トワ ー クシ ス

テ ム も実 用 化 段 階 に入 った ば か りで あ り,セ キ ュ リテ ィ対 策 の重 要 性 が深 く

認 識 され乍 らも,現 存 の シ ステ ムで は 充分 に 配 慮 され て い ない状 態 に ある。

従 って,現 段 階 では どの シ ステ ムに どの 程 度 の セ キ ュ リテ ィ対 策 が 必 要か,

処 理効 率 の 低 減 と費用 の 負担 に よる コ ス ト効 率 を勘 案 し模索 して い る とみ て

よい .

又,ネ ッ トワ ー クの 汎 用化,広 域 化 の 志 向,ネ ・ト ワー ク間の結 合,無 線 ・

衛 星 通 信方 式 の 導 入,デ ータベ ーヌの分 散 化 等 コン ピ ュ 一夕 リゼ ーシ 。ン の

発 展 と共 に,経 済 工,法 律 上,社 会 上等技 術 的で な い 問題 も絡 み,セ キ ュ リ

テ ィ問 題は 益 々重 要 性 を増 し,そ の 対策 は 複 雑且 っ 困 難 に な って 行 くで あ ろ
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う(

4.3.3安 全 性 対 策 へ の ア プ ロー チ

(1)設 計 レ ベ ル で の 安 全 性 対 策 の 考 察 。FrankR.Heinrichは,シ ス テ

ム 設 計 レ ベ ル に 於 け る ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リ テ ィの ア プ ロ ー チ に っ い て 考 察

して い る.安 全 な ネ ・ トワ ー クの 設 計 は,集 中 的 キ ー管 理 を ベ ー ヌ と した 制

御 原 理 と 集 中 管 理 を基 礎 に 置 い て い る。 こ れ は,ネ ッ ト ワ ー ク構 造 に ネ ッ ト

ワ ー ク暗 号 化 装 置(NetworkCryptographicDevice)と 呼 ぶ 保 護 装 置

と ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リテ ィセ ン タ ー(NetworkSecurityCenter;N

SC)と 呼 ぶ 専 用 の 処 理 装 置 を導 入 す る こ と で 目 的 を 達 成 して い るn

㈲ ネ ッ ト ワ ー ク の 概 念

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー クで は,多 数 の ホ ヌ ト と端 末 が 連 結 さ れ,ネ ・ ト

ワ ー ク リ ソ ー ス と呼 ば れ て い る。 こ れ らの リ ソ ー ヌ の 相 互 連 絡 は,ハ ー ドウ

・ ア と ソ フ ト ウ ・ アの 機 能 か ら成 立 って い る。 ネ ッ トワ ー クの 機 能 は 論 理 的

な 面 か ら3つ の 層 に 分 割 して 考 え ら れ る 。(図4-2)

(D層1ネ ッ ト ワ ー ク リソ ー ス

(ii)層2連 結 指 向 の 機 能

⑩ 層3コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン ・サ ブ ネ ッ トワ ー ク

こ の 様 な ネ ッ ト ワ ー ク の 機 能 に 於 て,ネ ッ トワ ー ク セ キ ュ リテ ィの 脅 威 を

回 避 す る 為 に 三 層 間 の 論 理 的 関 係 を 変 更 す る の で は 無 く,新 しい 機 能 層 を 追

加 す る 事 に よ り解 決 を 図 ろ う とす る も の で あ る.

⑬ シ ヌ テ ム 構 成

安 全 な イ ン タ コ ン ピ ュ 一 夕 ネ ・ ト ワ ー クの シ ス テ ムの 設 計 は 図4-3に 示

さ れ る 。

暗 号 装 置(crypt・graphicdevices)は,デ ー タ の 暗 号 化 と解 読 を 行 い,

この 変換 は 秘 密 の パ ラメ ー タキ ーで 実行 され る 。 これ が,ネ ッ トワ ー クの論

理的構造に 附加 される層 である。
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ネ ッ トワ ー クセ キ ュ リテ ィセン タ ーは,新 しい ネ ッ トワー ク リソ ー スで あ

る。 リソ ース間 の品 互 連 絡は,ア ク セス 制 御情 報に よってNSCで 公 認 さ れ

た時 だけ 許 され る。

ネ ッ トワ ー ク フロ ン トエ ン ド(NFEs)は,ホ ヌ トや 端 末 に 対 し連結 指

向の 機 能 を遂行 す る 為 の 処理 装 置 で あ る。

O暗 号装 置'

暗 号装 置 には2っ の タ イ プが あ る。

(1)マ スタ暗 号装 置(MCD)

NSCに 於 け る暗 号装 置 で あ る.MCDは 各 々のSCD間 の メ ・セ ー ジの

暗 号化 と解 読 が可 能 で あ り,SCDに 対 し新 しい キ ーの 設 定 を管 理す る。

(li)ス レー ブ暗 号 装 置(SCD)

NSC以 外 の ネ ・ トワー ク リソー スに そ れぞ れ 結合 され る。SCDは 遠 隔

地 よ り新 しい キ ーを受 け 入 れ る。1つ の 端 末 に1っ の新 しい キ ー を保 持 し,

ホ ヌ トやNFEの 場 合 は.重 複 した 論 理 的 結 合 を サ ポ ー トす る為,複 数 の 新

しい キ ー を保持 す る必 要 が あ る。

(Dネ ットワ ー クセキ ュ リテ ィセ ン タ ー

NSCは,ネ ッ トワー クユ ーザの 識 別 を有効 に し,ネ ッ トワー ク リソ ー ヌ

間 の連 結 を公認 す る。 そ して,ア クセ ヌ要求 の 公認 後.サ ブ ジ 。ク トに 対 し,

別個 の ラ ン ダム な暗 号 キ ー を生 成す る。 又,全 て ¢)ア クセ ス要 求 の 情 報 を記

録 し,不 正 な侵 入 者 の 企 て を検 知 す る と警 報 を発 す る。

従 って,NSCは ユ ーザIDを 立 証 す る充分 な 情 報 を含 む デ ー タベ ー ス と,

アクセス要求 の正 当性 を決定 できる充分な アクセヌ制御情報 を維持す る必要

が あ る。

デ ータベ ー ヌは,折 よ く動 的 に更 新 され,こ の更 新は,NSCの セ キ ュ リ

テ ィ担 当 者 かNSCと ネ ットワ ー クホ ヌ ト間 の プ ロ トコル で行 わ れ る。

NSCア クセ ヌ制 御 情 報 は,3次 えの ア クセ ヌ制 御 マ トリ ックヌの 概 念 的

な モ デル で実 現 され,そ の要 素 は 次 の 様 に定 義 され る。
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(Dサ ブ ジ=ク ト(Subjcet)

ア ク セ ス要 求 を 始 め る こ との で き る ユ ー ザ や プ ロ セ ス の よ うな 実 体

(Entity)。

(ii)オ ブ ジ ェク ト(Object)

ア ク セ ス要 求 の 目 標 と な る デ ー タ フ ァ イ ル,プ ロ セ ス,ホ ヌ トコ ン ピ ュ 一

夕 シ ス テ ム,他 の ネ ッ ト ワ ー ク リ ソ ー ヌ の よ う な 実 体 。

qiDケ ィ パ ビ リテ ィ(Capabilities)

サ ブ ジ ・ク トが オ ブ ジ ・ク ト上 で 遂 行 す る ア ク シ 。ン 。

⑮ ネ ッ トワ ー ク フ ロ ン トエ ン ド

NFEは ネ ッ ト ワ ー ク リ ソ ー ス と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン サ ブ ネ ッ トワ ー ク と

の イ ン タ ー フ ・イ ヌ で あ り,ホ ヌ トや 端 末 に 代 ・て コ ネ ク シ 。ン を 指 向 した

機 能 を 実 行 す る 。 又,端 末 に 対 し ユ ー ザ レ ベ ル の コ マ ン ド イ ン タ フ ェ イ ス

で も あ る。NFEは ソ フ ト ウ ・ア 費 用 と シ ヌ テ ム 負荷 を 軽 減 し,安 全 な フ ロ

ン ドエ ン ドは ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リテ ィ を 高 め る 。

働 考 察

この ネ ッ ト ワ ー ク構 造 は,ネ 。 トワ ー ク セ キ ュ リ テ ィの 脆 弱 性 を 非 常 に 縮

少 させ て い る。.

NSCは,合 法 的 な ユ ー ザ 丈 が ネ ・ ト ワ ー ク リソ ー ス に ア ク セ ヌ 可 能 で あ

り,公 認 され た ア ク セ ヌ 要 求 を 許 可 さ れ る よ う 保 証 す る 為 の 安 全 な ネ ッ ト ワ

_ク フ ァシ リテ ィ を用 意 して い る.

NCDは,事 実 上 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 に 対 す る セ キ ュ リテ ィの 脅 威 を 排 除 し,

ネ ッ トワ ー ク リ ソ ー ス の 公 認 を 助 成 して い る 。 し か し乍 ら,現 在 利 用 可 能 な

暗 号 装 置 は,こ れ に 適 合 した 特 性 を持 って い な い が,現 在 の 技 術 で は 充 分 製

作 可 能 で あ る。

そ こ で,コ ヌ ト効 率 の 高 い セ キ ュ リテ ィの 保 証 が,現 在 の 技 術 に よ って ネ

ッ ト ワ ー ク に も 実 現 可 能 に な る 。

一 方
,分 散 型 キ ー管 理 に 基 い た ネ ・ トワ ー ク セ キ ュ リテ ィへ の 効 果 的 ア ブ
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ローチ が あ る。 これ は,集 中制 御方 式が 法 的 、政 策,司 法,信 頼 性,実 際 的

な 制 約 で不 可 能 な とき有 効 で あ る。 この 方 式 で は全 ての 暗 号装 置 が 同 じで あ

るが.他 の 暗 号 装 置 に対 しキ ーの生 成 や 中継 をす る 機能 が一 層 複 雑 に な る。

MCDは 排 除 され,NSCは オ プ シ 。ンに な る。

(2)通 信 上 の 安 全 性 対策 の一 手 法

通 信 上の 侵 入 行 為(情 報 の 漏洩 や偽 造 な ど)に 対 す る対 策 の一 案 と して,

動 的 な プロセ スの 名 前付 け(DynamicProcessRenaming)に よ り通信 上

の安 全 性 を達 成 しよ う とす る方 法 が 提案 され て い る。 ・

ネ ッ トワーク の安 全性 の 確保 は.ホ ヌ トとネ ッ トワー クの イ ン タ フ ェ イ

スを司 どる コ ミ ュニ ケ ーシ 。ン ・プロ セ ・サ(CP)に 集 中 して行 わ れ るべ

きで あ る と指 摘 して い る。 、

カル フ ォル ニ ア大 学 で 開 発 され た 分散 型 計 算 機 シ ス テム(Distributed

ComputerSysten;DCS)で は,ソ フ トウ ・ア シヌ テ ムの一 部 で あ る

メ ッセ ー ジ交換 モ ジ ュー ル(こ れ は メ ・セ ー ジ を各 々の ホ ヌ ト内 で内 部 的 に

径 路 選択 す る)が 考 え られ てい る。

これ は,自 分 が 結 合 され てい る ホ ヌ内に 存 在 す る全 プ ロセ ヌの リス トを内

蔵 して お り,メ ッセ ージが巡 回 して 来 る とそ の リヌ トと照 合 され る。 メ ッセ

ー ジの宛 先 が ,そ の リヌ トの要 素 と一 致す る と,そ の メ ッセ ー ジは コ ピー さ

れ,ホ ヌ トに 渡 され る。 不一 致 の ときは そ の メ ッセ ー ジを全 ネ ットワー クの

ど こかに 存 在 す る宛 先 プ ロセ スに 向 けて 送 出す る。

この様 に して,安 全 か っ高 度 に 一 様化 され た メ ッセー ジの分 配機 構 を実 現

して い る。

そ して,こ の 様 な 機 構 をホ ヌ トとは 独 立 した 自律 的な 要素(CP)に 持 た

せ る こ とが,よ り効 果 的 と して い る。 そ れは,異 な る 目的 に使 用 され る ホ ヌ

トに 対 し,CPの 機能 は ほ ぼ 一様 で あ る と考 え られ る為 で あ る。

この 様 な分 配機 構 を安 全 性 を考 慮 し発 展 させ た安 全 性機 構 は,基 本 的 には

次 の 様 な も の で あ る。
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交 互 に 通信 を行 ってい る プ ロセ ヌ の名 前 を動 的 に変 化 させ る こ とが で き,

しか も名 前の 変 更 が充 分頻 繁 に行 わ れ る こ とに よ り,

(i)観 察 者 が,伝 送 中の メ ・セ ー ジを見 て も,誰 と誰 が交 信 して い るか 分 ら

ず,継 続 した意 味 の あ る知 覚 が 得 られ ない(情 報 漏 洩 防 止)。

(li)侵 入 者 に対 して,今 送 信 してい る プ ロセ スが次 に どの様 な宛 先 で返 事 を

貰 うの か分 らず,侵 入 者 が偽 の 情 報 を流 す こ とが,極 め て 困 難 で あ る(情 報

偽 造 防 止)。

次 に,動 的な プ ロセ スの 名 前 付 け に よ り必要 な安 全 性 を達 成す る プ ロ トコ

ル につ い て説 明す る。

1こ の プ ロ トコル は ,適 当に 安 全 な ホヌ ト,安 全 なCP,非 常 に脆 弱 な 通信

路 か ら成 る ネ ・ トワー ク内 で動 作 す る こ とを 目的 と して作 成 され て い る。

安全 性 を考 慮 した プロ トコ ン(SecurityProtoco1)の 基 本は,"名 前"

を順 番 に生 成 してい くこ とで あ る。

通信 路 が2っ の サ イ ト間で 確 立 され る とき,各 サ イ トのCPは"名 前"列

生 成 に使 用 され る アル ゴ リズ ムの 合意 の も とに1っ 定 め られ る。各 メ ッセ ー

ジ には,メ ッセ ー ジ同 期 フ ィ ール ド(MessageSynchronousField;M

'SF
,"名 前"列 生 成 の為 の アル ゴ リズ ムに適 用 され る)が 含 まれ て い る。

プ ロセスAが,プ ロセ ヌBと 通信 した い場 合,Aは 自分 のCP1に その 旨

を知 らせ る。 そ めCPlはAB間 に 通信 路 を確 立す る。 そ して,Aよ り指 定

され た サ イ トのCP2に 向 けて,パ ラ メ ータ,MSF,プ ロセ ヌ名Bを 送 り

出す 。 これ を受 け たCP2は,パ ラメ ー タに よ り アル ゴ リズ ムを決定 す る 。

Aに メ ッセ ー ジが返 送 され る とき,最 初 の メ ッセ ー ジ中 のMSFが ア ル ゴ リ

'ズ
ムに よ って 変換 され宛 先 名 と して 使 わ れ る。 更 に,こ の メ ・セ ー ジで は,

Aサ イ トのCP1がBへ の 返 送 メ ッセ ー ジに使 用 す るMSFが 同様 に挿 入 さ

れ る と言 うもの で あ る。(図4-4)
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CP1 Destinaもion

=

Parameter MSF Text

1

(B)

CP2

ALGORITHM(1,2,Parameter)

Destination MSF Text

ALGORITHM(1,2,Parameter)

↓

Destination MSF Tsxt 〉

図4-4プ ロセ スAとBの 通 信

'(3)OCTPUSの セ キ
ュ リテ ィ対策

OCTPUSは 、カ リ フ ォル ニアの 原 子 力研 究 所LLL(Lawrence

LivermoreLab)に あ る信 頼性 を極 度 に追 求 した コ ン ピ ュー タ'コ ン プ レ

ック ス型 の ネ ットワ ー クで あ る。

OCTUSの 特徴 は,次 の 諸 点に 要 約 され る。

(1)高 度 な 信 頼 性 の 追求

(の ホ ス トとタ ー ミナル 間 の 自由な ア クセ ヌ可能 性

Oil)特 殊 端 末 の 利 用 可 能 性.

㈲ 単一 デ 一 夕ベ ー ヌの 実 現 性

(V)サ ブ シ ヌテ ム の集 合 体

OCTPUSの 設 計 目標 を達 成す る 為,セ キ ュ リテ ィ対 策 と して,そ の 設

計 の 根 底 を ネ ッ トワ ー クの 安 全 な ソフ トウ ・アをベ ー ヌに 次 の 様 に考 えて い

る。

(1)特 別 な 公 認 に よ る シ ステ ムの 変更。

⑰ 自己及 び 他 人 と共 有の 情 報 以外 で の ア ク セヌ禁 止。

⑩ 情 報 を分 類す る階 層構 造 の 規 則性 保 持。
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又,設 計 上具体 的 対 策 と して 次 の機 能 を導 入 し解 決 を図 って い る。

(i)ハ ー ドウ ・アの 保 護 機能 。

qDユ ーザ識 別 の パ ヌ ワ ー ド。

⑩ 個 庶,共 有,公 用 等 を区 別す る フ ァイル構 造.

(4)ARPANETの 安 全 性 問題

ARPANETが 今 後 一般 に 公 開す る可能 性 を踏 ま え,公 共 政策 に 関す る

問題,即 ち,所 有権 の 管轄,ネ ・トワ ー ク間結 合,プ ライ バ シー とセ キ ュ リ

テ ィ,課 金,税 金,関 税 の 問 題 が 論 じ られ て い る。

そ の 可能 性 には,次 の もの が 前 提 条件 と して考 え られ てい る。

(D全 米 政 府 に対 して コン ヒ。ユ一 夕 ネ ・ トワー クを拡 大す る。

(ii)DOD(U.S.DepartmentofDefense)に よる現 状 の運 用 を 継続す る。

細 商 用 の付 加 価 値 キ ャ リアに払 い 下げ る。

刷 運 用 を中止 す る 。

プラ イバ シ ー と セキ ュ リテ ィ関 連 の 問題 で は,最 近 ま で デ ー タセ キ ュ リテ

ィはARPANETで は 問題 に な らな か った 。 しか し,国 防 関係 の 利 用 者 が

ARPANETや そ の 関連 技 術 に 興 味 をもつ よ うに な り.デ ー タやOSの 安

全 性が 最優 先 に な った.ARPANETが 保 護 の標 準 を設 定す る場 合,ネ ・

トワ ー ク間結 合 が普 及 す る前 に 標 準 を設定 す る 必 要が あ る。 そ の場 合,次 の

問 題 が 当面 関係 して来 る。

　

　

ラ

　

"

㎝

餉

W

付

種類 とその支払方法。

⑩

合の可能性。

セ キ ュリテ ィ とプ ラ イバ シ ーに 対 す る責 任 と実行 の 権 限 。

ユ ーザ の メ ッセ ー ジル ーテ ィン グに 対す る 制 御 の可 否 。

全 て の ネ ッ トワ ー クが デ ータベ ー ヌ と同様 の保 護 標 準 を持 つ必 要 性 。

セキ ュ リテ ィガ ー ドは ゲ ー トウ ・イの機 能 か,ホ ヌ ト自身 の 問題 か。

ネ ・トワ ーク間結 合 の セキ ュ リテ ィ維 持 の 為我 慢 出来 る オ ーバ へ ・ ドの

異 種の ネ ッ トワー クは異 った レベ ルの セキ ュ リテ ィを提 供 し且 つ 相 互精
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この 様 な 問題 は一 般 に 汎用 ネ ッ トワー クの構 築 及 び 国内 外 の ネ ッ トワー ク

間結 合に於 て考 え られ る重要 な セ キ ュ リテ ィ問題 で あ る。

(5)S.W.1.F.T.の セキ ュ リテ ィ

S.W.1.F.T,に 於 て,セ キ ュ リテ ィは1975年4月1日 の 委 員 会 の

議 事項 目の 重 要 な テ ーマ で あ り,安 全保 護 の原 則 は 次の 事項 で 同意 され て い

る。

(1)ロ グ イ ン手 順 はS.W.1.F.T.シ ヌ テ ムの 実行 に委 され る。

② 入 出 力連 続 番 号 の使 用 は シ ステ ム運 用 に 委 され る。

(3)S.W.1.F.T.は 国家 の コ ンセ ン トレ 一夕 とユ ーザの 銀 行 間 の 通信 上

の 保護 に責 任 を持 た ない.

(4)暗 号 装 置 は全 ての 主 要 な 国 際通 信 回 線 に設 置 され る。

'(5)計 算 機 ベ ー スの端 末 を使 用 す る銀 行 はS .W.1.F.T.で 準 備 した 標 準

認 証 を利 用す る。

(6)計 算 機 ベ ー スの 端 末 を使 用 しな い銀 行は.現 在 の実 施 に 即 して 双 方 で 同

意 した テ ス トキー を使 用 し続 け て も良 い。

この 様 な セキ ュ リテ ィ政 策 を反 映 して,次 の3項 目の 要求 に 関す る セ キ ュ

リテ ィ手 順 が考 え られて い る。

(1)伝 送 エ ラ ーの 検定 と訂 正 。

(2)S.W.1.F.T.の 連 用 に於 け る第 三 者 の 監視 や 干渉 の 防 止 を含 む ネ ・

トワ ー クの プ ラ イ バ シ ー。

(3)送 受 信 間 で の 識 別 と 認 証 。

(1)の 手 順 は 主 と し て ラ イ ン プ ロ ト コ ル で 達 成 され,次 の チ ・ ック コ ー ドの 使

用 も 含 ま れ て い る 。

(i)VRC(VerticalRedundancyCheck)

(　)LRC(L・ngit・di・ ・IR・d・nd・n・yCheck)

Oii)CRC(Cy・li・R・d・ndan・yCheck)

他 の 手 順 はS.W.1.F.T.で 検 証 す る為 入 力 連 続 番 号 の 割 付 けによ って い る 。
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図4-5は プ ライバ シ ーの方 策 を示す.メ ッセ ー ジは コンセ ン トレー タ と

スイ ッチ ン グ ・セ ン タ ー間でS.W.1.F.T.に よ り暗 号化 され る。 又,セ

ン タ ーで は フ ォーマ ッ トチ ・ ックの為 メ ッセ ー ジの解 読 が 必要 で あ る が,メ

ッセ ー ジは 暗 号 形 式で 格 納 され てい る。

暗 号化 は トラ ン ク ライ ンで監 視 を困 難 に し,干 渉 の 防止 を図 って い る.計

算 機 ベ ーヌの 端 末 利用 者 は端 末 とS.W.1.F.T.間 の暗 号 を使 用 で き る。

テ レプ リン タや テ レ ・クス利 用者 は 端 末 と コンセ ン トレ一 夕間の 保 護 の 為 周

波 数 帯 変 換装 置が 使用可 能 で あ る。 ユ ーザ 間 の暗 号 化 は双 方 合意 の取 決 め で

可 能 で あ り,そ の為 メ ッセ ージは フ リ ー フ ォーマ ットと して 処 理 されて い る。

S.W.1.F.T.は 純 粋 に キ ャ リアの役 を勤 め る。

送 信 者 や 受 信 者 の識 別 や 認証 は,ロ グ イ ン手 順 の 使用 と検 証の 為 の 入 力連

続 番 号 の割 付 けに よ ってい る。 端 末 は 各 ユ ーザ個 有 の コー ドで識 別 され た 後

各 種 の 機 能 に対 しシ ヌ テム と結 合 され る。
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5無 線 ・衛 星 通 信

5.1無 線 パ ケ ッ ト通 信 の 技 術 的 ・経 済 的 評 価 と 実 用 化 の 検 討

5.1.fは じめ に

無線 パ ケ ッ ト通 信 は,1968年 か らハ ワイ大学 のALOHAシ ス テ ムで始

め られ た地上 無 線 を 用い た タイ ム シェア リング・シズ テ ムの 開発 にそ の端 を発 し

て お り,リ モ ニ ドの端末 か ら コン ピュー タ をア ク セスす るの に電 話 回線 を使 う

代 りに無 線 を用 い た シス テ ムで あ る。 これ は,ほs同 『じ頃 か ら始 め られ たAR-

PANETの 「開 発 を通 じてパ ケ ッ ト交換 を 中心 とす る汎 用 分散 型 コン ピュー タ・

ネ ッ トワー ク の開発 が な され,そ れ が一 段 落 した後 に,ARPANETに 携 わ

って い た研 究 者 に よ り更 に興 味 深 く研 究 さ れ,1975年 のNCC(National

ComputerConference)で は,こ の無 線 に よるパ ケ ッ ト通 信 の ネ ッ トワー

クす な わ ちパ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワー クが メイ ンテ ー マ と して取 り上 げ られ,これ

ま での研 究成 果 の集 大成 として 大 い に議 論 され た。

本節 では,ALOHAシ ス テ ムを実 例 と して 引用 しつ つ,パ ケ ッ ト無線 ネ ッ

トワー クにつ い て,そ の構 成 か ら始 め て,技 術 的問 題 点,経 済 的 評価 に言 及 し,

我 国 に おけ る実 用 化 の検 討 を加 え,適 用 例 を示 した。 この うち経 済 的評 価 や実

用化 の検 討 は これ まで 一般 的 に な され て お らず,本 節 では一 つ の試 み と しそ 提

示 した こと をお断 りして お きた い 。

5.1.2バ ケ ッ ト無 線 ネッ トワー ク の 構 成

(1)基 本 的 構 成

パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ ト ワー ク は,基 本 的 に は 図5-1に 示 さ れ る よ う に,端 末
,
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/他 の ネ ッ トワ ー ク

パ ケ ッ ト 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成

中継 器,局 か ら構成 され る。 端末 か ら送 信 され たパ ケ ッ トは直接 局 に送 られ

るか,ま た は局 まで の距 離 が遠 か った り,途 中 に障 害物 が あ って直 接 通 信 で

きない ときは 中継 器 を介 して局 に送 られ る。 局 は直接 ホ ス トを接 続 して お り,

ホ ス トで何 らかの 処理 が行 われ るか,接 続 して い る他 の ネ ッ トワー ク の ホス

トで 処理 が な され る。処 理 され た結 果 は 局 か ら端末 へ 直接譲 た は 中継 器 を介

して無 線 に よ り伝 送 さ れ る。

(2)無 線 チ ャネ ルの ア クセ ス

パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワー クでは ,端 末 ・局 間 の 無 線 チ ャ ネ ルは 通常 端末

か ら局へ と,局 か ら端 末 へ と別 々の周 波 数 が 割 り当て られる。図5-2に 示 さ

れ る よ うに端 末 か ら中継器 を介 して局 にパ ケ ッ トを伝 送 す る上 り方 向 の無 線

チ ャネル とマ ル チア クセ ス'チ ャ ネルま たは ラ ンダ ム ・アクセス ・チャネル と呼

び,局 か ら端 末 へ の下 り方向 の チ ャネ ル を ブ ロー ドキャステ ィング ・チ ャネル

と呼 ぶ。 マルチアクセス ・チャネル に 関 して は,1つ の チャ ネル を 多数 の ユー
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ザが共 用 す る ため,チ ャネル を効 率 的 に使 うた めの 工夫 が,後 述 の よ うに種

々な され て い る。 端 末 か らのパ ケ ッ ト送 信 の基 本 とな る方 式 は ,パ ケ ッ ト送

信 後,確 認符 号(ACK)が 返 って こない ときは再送 す る こ とで あるが,チ ャ

ネ ルの共 有 の ため,2つ 以 上 の端 末 で同 時 に出 され た パ ケ ッ トは衝 突 す るの

で,パ ケ ッ ト無線 では 再送 が 大 き な フ ァク タ とな る。

(b}ブ ロー ドキ ャス テ ィ ング ・チャ ネル

図5.2無 線 チ ャ ネ ル の 構 成

(3)パ ケ ッ ト形 式

パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワーク で は,端 末,局 間の や りと りはパ ケ ッ トと呼ば

れ る伝 送単 位 で行 われ るが,こ の パ ケ ッ トの形 式はALOHAシ ス テ ムで使

われ て い る例 を示 す と図5-3の ようで ある。テ キス ト部 が40byteの ハ ー

フパ ケ ッ トと80byteの フル パ ケ ッ トの2種 類 使 って い る。 ヘ ッダ部 の制

3216320ま たは64016

口

⇔

[

踏
際

へ

之

∵

ト

,、

○

{

○

ロタ

イ

ツ
テリ

ヘ
パ

テキス ト
パ リティ

中 継 器 パケット

アドレッシγグ タ イ プ

図5-3パ ケ ット形 式(各 フィール ド上 部 数 字は フィール ド長 ピッ ト)
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一
御 フ ィール ドは,エ ラー制 御,フ ロー制御 な どに 用 い られ,ま た テ キス ト長

を指定 して可 変 長 パ ケ ッ トも使え る よ うに な って い る。 無線 チ ャン ネル の伝

送 エ ラー率 が 高 い こ とを考 慮 してヘ ッダだけ の パ リテ ィが 付 加 され て い る。

(4)ALOHANETの 構 成

ALOHAシ ス テ ムは,・ ・ワイ大 学 にお いて情 報計 算 科 学 科 と電 気 工学 科

の教授,研 究 者 を中心 として構 成 され てい る研 究 プ ・シ ェ ク トで あ り,19

68年 秋 に無 線 に よる タイ ム シュア リング ・シス テムの開 発 を 目的 と して始 め

られ た もので ある。 本 プ ロ シェ ク ドでは,ラ ジオ無線 お よび衛 星 通信 に よる

コン ピ ュー タ通 信網 の研 究 を テー マ と して シス テ ムが 開発 さ託 て い る
。

ALOHAシ ステ ムのネ ットワーク 構 成 は,図5-4に 示す ようである。パ ケ ッ

ト無 線 ネ ッ トワー クがALOHANETと いわ れ る もの で あ り,端 末 はTCU

(TerminalControlUnit)杜 はPCU(Progra㎜ableControl

Unit)と 呼 ば れ る装 置 に よ り,中 継 器,局 との イ ン タフ ェ イス を と って い

ぞえ《6訂 TCU

τ7`碇IPCU

＼

了二 遍 /

＼

　しむ　　　　　

遍ニピ
/玉]巨 〕

∪
垣

ネ ッ ト ワ ー ク リソ ー ス

.ARPANET

図5-4ALOHAシ ス テ ム ネ ッ ト ワ ー ク 構 成
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る。 局 はMENEHUNE(ハ ワ イ語 で伝 説 の 中 にで て くる小 人)と 呼 ばれ

て お り,HP2100(32K語)が 用 い られ てい る。 局 は,大 学 の計算 セ

ン タのIBM370/158と 接 続 され て お り,そ れ がALOHANETの

1つ のHOSTと な っ て,端 末 よ リ セ ン タ の タ イ ム シ ュア リン グ システ

ムが利 用 で き るわけ で あ る。ARPANETと の接 続 はNCP(Network

ControlProgram)を 組 込 ん だHP2115(8K語)に よって な され

てい る。 このNCPがARPANETのTIPと 接 続 され,TIPは 通 信衛

星INTELSATIVの 地 上 局 と結 び つ い て そ こか ら衛 星 通 信 に よ り米 本

土 のARPANETと の結 合 が実 現 され てい る。MENEHUNEは 通 信 衛

星ATS-1と もイ ン タフ ェ ー スを有 し,太 平 洋 沿岸 諸 国 等 の大 学,研 究 機

関 と も通 信 で きる。 これ がPACNET(太 平洋 教 育 ネ ッ トワー ク)と 呼 ば

れ る もので あ り,現 在 は ア ラス カ大 学,東 北 大学 と衛 星 に よるパ ケ ッ ト通 信

の 実験 を行 ってお り,そ の実 用 化 を 目指 して い る。

ALOHANETの 無線 チ ャネル はUHF(極 超短 波)で 帯域 巾100K

Hz,端 末 か ら局 へ の マ ルチア クセス ・チャネルの 搬 送 周 波 数 は407.350

MHz,局 か ら端 末 への ブ ロー ドキ ャ ス ティング ・チャネルは,413.475

MHzの もの が 使われ て い る。 チ ャネル の速 度 は24KBPSで あ るが,端

末 よ り速 度 を110BPSか ら9600BPSAで 指定 して 使 われ る。

(5)パ ケ ット無 線 ネ ッ トワー ク の構 成 機器

A端 末

パ ケ ッ ト無線 端 末 は,(Dト ラ ンシー ・㍉ モ デ ム,コ ー デ ッ ク(符 号/復

号器)の 無 線通 信 部,① ロ ジ ック回路 また は処 理 プ ロセ ッサ,バ ッファか

ら成 る ネ ットワーク ・ア クセス と制 御 ロジ ック,⑩ キー ボ ー ト㍉ デ ィス プ レ

イ な どの入 出力 部,の3つ の部 分 か ら構成 され る。

一般 的 にパ ケ ッ ト端末 に要 求 され る機能 は ,

凶 パ ケ ッ ト ・ヘ ッダの作 成

(b)パ ケ ッ ト ・ア ドレスの 確認
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(c)パ ケ ッ トチ ェ ックサ ムの計 算

(d)パ ケ ッ トの 蓄積 と再 送

(e)エ ラー に対 す る処 理

(f)局 が,端 末 が 稼動 か ど うかの確 認 が で きるため の対 策

が挙 げ られ る。

ALOHAシ ス テ ムでは,こ れ らの機 能 を,前 述 のTCU,ま た はPC

Uで 実 現 して い る。TCUは,古 いバ ー ジ ョンで ・・一 ドウ ェア の回路 で 作

成 され た が,PCUはINTEL8008や8080の マ イ ク ロプ ロセ ッ

サが 使 わ れ てお り,プ ログ ラマ ブルで あ るの で伝 送 プ ロ トコル の変 更 な ど

に対 す る柔軟 性 や,設 計,製 作 の容 易性,経 済性,コ ンパ ク トさ な どの特

徴 が あ る。TCUが8,000～10,000ド ル した ものがPCUで は,

2,000～3,000ド ル で実 現 で き る。

現 在 は,端 末 の軽 量 化 を更 に進 め ポ ー タブ ル な無線 端末 の開 発 が 進 め ら

れ て い る。 実 験 用端末 は,20×4行 の デ ィス プ レイ,20字/行 の プ リ

ン タ付 の72鍵 の キー ボー ドで大 き さは丁 度 ス ー ツケー ス位 で重 さ は電 源

別 で 約10Kgで あ る。 将来 は,無 線 通 信 部 と ネ ットワーク ・ロジック部 を合

せ て1,600cri(約12σ 泣 方),2.3K9以 下 で3 ,000ド ル程 度 の も

のが 要 望 され てい る。

B中 継 器

中継 器 は,当 初 は受 信 信 号 を増 巾 して送 信 す る単純 な中継 器 で あ ったが,

パ ケ ッ ト処 理 を主 体 とす る ネ ッ トワ ーク制 御 ロジ ックを組 み込 ん だ知 的 中

継 器 が 開発 さ れ て い る。機 能 と して は,

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

パ ケ ッ ト ・ア ドレ ス の 確 認

パ ケ ッ ト ・チ ェ ッ ク サ ム の 計 算

パ ケ ッ トの 蓄 積 と再 送

ル ー テ ィ ン グ

エ ラー に対 す る 処 理
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(f)中 継 器 ダ ウ ンの確 認 が 局 で で きる よ うにす る対 策

が あ り,ま た新 しい機能 と して,統 計 収集 の ため の

(9)ト ラフ ィ ック状 況 の把握 と測 定 用 トラフ ィッ クの 発生

も考 え られ てい る。

中継 器 につ い て も端末 同様 小 型 軽 量 化 が検 討 され,試 作器 が 作 られ てい

る が,そ れ は30c7n立 方,重 さ18Kg,消 費電 力25ワ ッ トとい う もの で

あ る。LSIな どの利 用 に よ り,更 に コンパ ク ト化,低 消費 電 力化 が進 め

られ てい る。'

C局

局 の構 成 は,無 線 通 信 部 と種 々の パ ケ ッ ト処 理 や ネ ッ トワー ク管理 を行

うネ ッ トワー ク制御 部(ソ フ トウェア)か ら成 り立 っ てい る。 ネ ッ トワー

ク制 御 部 は,ミ ニ コ ン ピュー タまた は マイ ク ロ コン ピュー タに よって実現

され て い る。 局 の機 能 と して は,

(a)稼 動 中 の端末 と中継器 の動 的 デ ィ レク トリの作成 な どの ネ ッ トワー

ク管 理 機能

(b)パ ケ ッ ト無線 ネ ヅ トワー ク と他 の ネ ッ トワ ー ク間 の イ ンタフ ェイス

を とる ゲ イ トウェ イ機 能

(c)パ ケ ッ トの蓄積

(d)ア カ ウ ンテ ィン グ機 能

(e)ル ー テ ィン グ

(f)フ ロー希ll御

(9)統 計収 集

(h)端 末 と端 末 間 の ス イ ッチ ン グ機 能

な どが挙 げ られ る。 そ の他 に も,遠 隔地 の端末 をデ バ ッグ した り,分 散化

され た デー タベー ス管 理 な どの多 局 を コー デ ィネ.イ トす る高 度 な機 能 も考

え られ て い る。

ALOHANETに おけ る局 は,前 述 のMENEHUNEと 呼 ば れ る も
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の で あ り,端 末 お よ び 中継 器 か ら く る パ ケ ッ トを 処 理 し,IBM370/

158,ARPANET,PACNETな ど の ネ ッ ト ワ ー ク資 源 へ の 割 り

振 り を 行 い,ま た 逆 に ネ ッ トワー ク 資 源 か ら の メ ッセ ー ジ を端 末 へ 送 り 出

して い る。 これ は,ARPANETのIMPと 同 じ よ う'に メ ッセ ー ジ の マ

ル チ フ'レ ク サ/コ ン セ ン ト レ一 夕 と して 機 能 し て い る。MENEHUNE

の ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ トウ ユア の 構 成 は 図5-5忙 示 す よ うで あ り,ソ フ

MRNEHUNE

lIBM

MEN囲UNEソ フ トウェア

(HP2100)3?0

ドライバ

ARPAN

ド ラ イ バ

(HP211

ALOHA
ル ー タ

ド ラ イバ

ATS-1

トラ イパ

オ ン ラ イ ー テ レックス

テ レ タ イ プ ドライバ
'ラ イ バ

1・7・ ・ト1

▽

一

ARPANET

TIP

送受信搬
一モ ア ム 符号!微

一

一

▽

一MEN巳HUNEAωHANETハ ー ドウェア
ATS-1

ハー ト∀ エア
'

ヲ テレブクス(東北大学

オ ペ レ ー タ

コ ン ソ ー ル

IBM370/|58

INTELSATIV

BCC500

図5-5MENEHUNE・ ・一 ドウェア/ソ フ トウェア構成

ト ウ ェ ア のALOHAド ラ イ バ が 前 述 の局 の 機 能 の主 要 部 分 を果 して い る。

Dそ の 他 の 構 成 機 器

ALOHANETで は ミニ コ ン ピ ュ ー タを 用 い て,数 台 の 端 末 ど制 御 す

る コ ン セ ン トレ 一 夕 が 使 わ れ てk・ り,PCUや 無 線 通 信 部 を 端 末 毎 に 付 け

る 必 要 が な くな り,経 済 的 な シ ス テ ム が 実 現.で き る。 図5-4に 示 さ れ る

よ う に,ミ ニ コ ン ピ ュー タはLockheedSU'E,HP2114が 使 わ れ て

い る。SUEコ ン セ ン トレ ー ダ はSUEMAXと 呼 ば れ 端 末8台 ■ で 接 続

可 能 で あ る。

4.1.3無 線 チ ャ ネ ル の ア クセ ス 方 式

パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワ ー ク で は
,1つ の チ ャ ネ ル を 多 数 の ユ ー ザ が 共 用 す る
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の で,チ ャネル を で きる だけ 効率 良 く使 うことが必要 で あb,1つ の大 きな技

術 的 問題 点 とな る。 無 線 チ ャ ネル の ア ク セス方式 を他 の問 題 点 と別 個 に取 り上

げ,現 在考 え られて い る い くつ か の 方式 につい て比較 ・説 明 す る。

(1)純ALOHAと ス ロ ッ トALOHA

パ ケ ッ トを ラン ダ ムに無線 チ ャネ ル に送 り出す の が純ALOHA(Aた は

単 にALOHA)方 式 で あ り,図5-6に 示 され る よ うにパ ケ ッ トの衝 突 が

起 きた ら端末 か らある間 隔 をお い て再送 を行 な う。 しか し,こ の方 式 では パ
ー ヌ(

。.ザ1,[…lrll

ll:1:」 コ ニ ユ=L－ザ21・ 図 ユ ↓1

ユーザ,__」x.二 二 □_=L－ ザ3・t)図tT1 [
一 一[

ユ ー ザ4

時間－a－ ザ4。,。 ス上

図5-6純ALOHA方 式 図5-7ス ロッ トALOHA方 式

ケ ッ トの一 部 が重 な って もパ ケ ッ ト全 体 が駄 目に な って しま うので,パ ケ ッ

トの送 信 の タイ ミングを 同期 させ る こ とに よ り,パ ケ ッ トの衝 突 の確 率 を小

さ くす る こ とが考 え られ た。(図5-7)即 ち,チ ャネ ル を タイ ム・ス ロッ ト

に切 って,こ の ス ロ ッ トに各 端末 か らのパ ケ ッ ト送 信 を合 わ せ る わけ で,パ

ケ ッ トは衝 突 す る ときは全 体 が重 な り,そ うで なけれ ば全 然 重 な らない ので,

純ALOHA方 式 の よ うに一 部 だ げ重 なって 両者 と も駄 目に なる こ とは な い。

この方 式 が ス ロ ッ トALOHAと 呼 ばれ る もの で あ る。

端末 か らチ ャネ ル を利 用 で き る入 力 トラ フィ ック(ス ル ー プ ッ ト)Sに 対

す る再送 を も含 め た トラフ イ'ックGの 関係 が図5-8に 示 され て い る。Sお

6

4

s
ト

ー
ミ

K

}
り。

8.Ol 0.1 1】0100

G(チ ャネルトラフィック}

図5-8 ALOHA方 式 と

CSMA方 式 のスループット
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よびGは チ ャ ネル容量 を1と した ときの 割合 で,チ ャネル 容量 を フル に使 っ

た と きに はS=1と な る。 図5-8よ り示 され る よ うに,ス ル ー プ ッ トは,

純ALOHA方 式 で は約18%し か い か ない の に,ス ロ ッ トALOHAで は

そ の2倍 の約37%と なって い る。

(2)CSMA(搬 送波 検 知)方 式

ALOHA(純,ス ロ ッ ト)方 式 に対 して,.各 端 末 が チ ャネ ル の ビジ ー状

態 をみて送信する方式が考 え られ,これがCSMA(CarrierSenseMlltiple

Access:搬 送 波 検知)方 式 で あ り,他 コー ザ ー に よって チ ャ ネル が使 われ

てい ない か をチ ェ ック して,空 い て い る と きに送信 しょ う とす る もの で あ る。

伝 送 の し くみ は,搬 送 波 を検 知 して チ ャ ネル の空 きを絶 えず チ ェ ック してい

て,空 き に な った らPの 確 率 で パ ケ ッ トを送 る。1-pの 確 率 で1ス ロ ッ ト

だけ待 っ てか ら,・も しチ ャネル が空 い て い れ ば,前 と同様 にPの 確 率 でパ ケ

ッ トを送 信 す る。 これ がP-PresistentCSMAと い われ る もの でP=

1な らば,チ ャネ ルが空 いて い た らす ぐに送信 す るわけ で,待 ちな しCSMA

と呼 ばれ る。 これ は 他 ユー ザ と衝 突 す る 確 率 が高 い。これに対 して待 ちCSMA

方 式 は.チ ャネルが ビジーの 時 は,1ス ロ ッ トの間待 って,チ ャ ネ8の 空 き

を調 べ空 い ていれ ば 送信 す る。 ま だ使 われ て いれ ば再 度待 っ てチ ャ ネル の空

き を調 べ る とい う方 式 で あ る 。 種 々のCSMA方 式 が,前 述のALOHA

方 式 と共 に,図5-8に お い て 比較 して 示 さ れ て い る。 ス ロ ッ ト待 ちCSMA

が 最大 の スル ープ ッ トを示す こ とが わ か る。

(3)BTMA(ビ ジー トー ン)方 式

無線 ネ ッ トワー クでは,端 末 が遠 くに あ り無線 波 の到達 範 囲 外 に あ った り,

途 中 に障 害 物 が あっ た り して通 信 で きな い とき,そ れ らの端 末 を隠 れ 端末

(HiddenTerminal)と い うが,こ れ らの端 末 が あ る とき は,搬 送 波 が

検 知 で きな いの でCSMA方 式 で も衝 突 が起 き,チ ャネル の ス ル ー プ ッ トが

低 下 す る。 このた め に局 か ら,チ ャネ ルが ビ ジー の ときに ビジー・トー ンを送

信 し,端 末 が これ を検 出 して チ ャ ネル の空 き具合 を調べ,パ ケ ッ ト送 信 の タ
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イ ミン グ を 考 え る と い う方 式 が 考 案 さ れ た 。 これ がBTMA(BusyTone

MultipleAccess:ビ ジ ー・トー ン)方 式 と い わ れ る もの で あ る。 こ の 方 式

の 問 題 点 は,局 が ビ ジ ー を検 出 して か ら端 末 に送 り,端 末 側 で ビ ジ ー状 態 を

知 る ま で に 遅 延 が 生 ず る こ と で,こ の た め チ ャ ネ ル の ビ ジ ー 状 態 が ず れ て 伝

わ る た め,そ の 分 だ け チ ャ ネ ル の 利 用 効 率 が 悪 くな る。

(4)SRMA(分 割 チ ャ ネ ル 予 約)方 式

ラ ン ダ ム・ア ク セ ス チ ャ ネ ル を 分 割 して,送 信 要 求 と応 答 の チ ャ ネ ル を 設 け,

送 信 要 求 に し た が っ て,パ ケ ッ ト送 信 チ ャネ ル を 局 が ス ケ ジ ュ ー ル す るの が

SRMA(SplitchannelReservationMultipleAccess:分 割 チ ャ

ネ ル 予 約)方 式 で あ る。 メ ッ セ ー ジパ ケ ッ ト長 に 対 す る送 信 要 求 パ ケ ッ ト長

の 割 合 が 小 さ い と き は,SRMAはCSMA,BTMAよ り勝 れ て い るが,

そ の 割 合 が 大 き くな る と逆 転 す る。 送 信 要 求 は,CSMAAた はALOHA

方 式 で 送 ら れ,待 ちCS-SRMAはALOHA-SRMAよ り 良 い パ フ ォ

ー マ ン ス を 示 す 。

5.1.4パ ケ ッ ト無 線 ネットワーク の技 術 的問 題 点

(1)シ ス テ ムの安 定性

ランダ ム・ア ク セス チ ャ ネル では,入 力 トラフ ィ ックが 多 くなる とパ ケ ッ ト

の衝 突 確率 が高 くな る。 パ ケ ッ トの再 送 間 隔 が短 い と,ま す ます トラ フ ィ ッ

クが増 加 し,パ ケ ッ トは再送 を繰 り返 す のみ で 目的 地 に は伝送 で き な くな り,

い わ ゆる シ ステ ムは 不安 定状 態 に入 る。 そ こで シス テ ムを安 定 に保 つ た め,

入 力 トラ フ ィ ックを制 限 した り,再 送 間隔 を制 御 した り,ま た は 両者 を組 み

合 わせ た りす る動 的 チ ャ ネル制 御 方式 が 提 案 され て い る。ALOHAシ ス テ

ム におい て もス ロ ッ トALOHA方 式 につい て,シ ステ ムが不安 状 態 に入 っ

て か ら元 に戻 る まで の平 均 リ カバ リ時 間,お よび不安 定 状態 に入 る ま での平

均 ダ ウン時 間 の検討 や,シ ミュレー タを用 い た最適 再 送 間 隔 な どの検 討 が 理

論 的 研究 と併 行 して行 わ れ てい る。
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(2)地 域 多 重

パ ケ ッ ト無 線 に お け るチ ャ ネルア ク セス方式 は ,既 述 の ように パ ケ ッ ト伝

送 の タイ ミング を うま く取 る こ とに よって,チ ャ ネル をで きる だげ 有 効 に 使

お うとす る,い わ ゆ る時 間 的 多重 に よる方 法 で あ るが,こ れ に対 して無 線 端

末/中 継 器 の通信 領 域 がそ の 出 力 の大 きさに よって限定 さ れ る こ とか ら,出

力 の大 きさ を適 当 に選 ん で地 域 的 に多重 を行 なお うとす る方 法 が 最 近検 討 さ

れ てい る。 この考 え方 は,端 末/中 継 器 の出 力が大 きけれ ば,そ れ だけ パ ケ

ッ トが衝 突 す る確 率 が 高 い が,出 力 が小 さけれ ば 、 あ る地 域 では 離 れ た地 域

とは 独 立 してパ ケ ッ ト伝 送 を行 なえ るの で,そ れ だけ端 末 間 で干 渉 し合 う割

合 が 低 くな りスル ー プ ッ トが高 くな る。 しか し出 力が大 きけ れ ば,パ ケ ッ ト

を 目的地 ま で送 信 す るの に 中継 す るの は少 な くて すみ伝 送 遅 延 は小 さいが,

出 力が 小 さい と何 度 も中継 器 を使 わ ねば な らない ので伝送 遅 延 は 大 き くな る。

したが っ て どこか に最 適 な通 信 領域 が存 在 す るだ ろ うとい う検討 が なされ て

い るo

(3)機 密 保護 と確 証

無 線 を使 った通 信 で は,誰 で も聞 こ うと思 えば 聞 くこ とが で きる の で,特

に機 密 保 護 につ い て は 注意 を払 わね ば な らない。 この ため デ ー タの暗 号 化 が

研究 さ れて お り,暗 号 器 の開 発 が進 め られ てい る。 パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワー

クで は,始 点 の端末 で暗 号 化 し,最 終 目的 局 のみ で解読 さ れ る よ うにす る こ

とを考 え てい る。

ま た無 線 チ ャネ ル は誰 で も ア クセ スで きるので,送 信 側 と受 信 側 の両 者 に

つ い てio互 に 確証(Authentication)を 取 り,偽 者 の送 信 先 な り,送 信

元 を見破 らね ば な らな い。 中継 器 同 志 で考 え てみ る と,各 中 継 器 は 同 じアル

ゴ リ ズ ムを持 っ てい て しか もそ の ア ル ゴ リ ズ ムは ダ イ ナ ミック に変 え る

ことが で き る とす る。 中継 者 の偽者 を 見 つけ るの は,プ ロ トコル を違 反 す る

とか,異 った ア ル ゴ リ ズ ム と使 うとか を監視 していれ ば 良 い。

送信 側 中継 器Aと 受 信 側 中継 器Bに つい て1つ の確証 の 方法 を示 す と,A
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は ■ず乱 数 を選ん で送 信 要求 と してBに 送 る。Bは そ れ を用 いて ある アル ゴ

リズ ム に よ り1つ の コー ドパ タン を決 定 し,そ の コー ドで確認 符 号 を送 る。

Aは,同 じア ル ゴ リズ ムを用 い て コー ドパ タンを用 意 して確認 符 号 を受 信 し,

Bが 真 の送 信先 で あ る こ とを確証 す る。Aか らの デ ー タが お互va-一 致 す る コ

ー ドで送 られ て くれ ば,BはAを 真 の送 信 元 で ある と確認 で き る。

(4)プ ロ トコル,

パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワー クにお け る プ ロ トル コの 問題 は,前 述 の シス テ ム

安 定性 に関 す る最適 パ ケ ッ ト再 送 間隔 の決 定 や,可 変 長 パ ケ ッ トの考 察,フ

ァ イル・メ ッセー ジの会 話 型 メ ッセ ー ジへ の影 響 な どの検 討 を含 む フロ ー制 御

な どが考 え られ る カ㍉ そ の他 に中継 器 を介 して パ ケ ッ トを伝 送 す る時 の確 認

の取 り方 を 中継 器 毎 に と るHBH(HOP-by-Hop)方 式 を採 るか ・始 局 と

終 局 で確認 を とるETE(End-to-End)方 式 を使 うかが 問題 となっ てい る。

無 線 通 信 の よ うに ホ ップ毎 の伝 送 成功 確 率 の低 い と きや,ホ ップ数 の 多 い と

きはHBH方 式 の方 が チ ャネル利 用 率 に関 して優 れ てい る こ とが 明 らか に さ

れ て い る。 パ ケ ッ ト無線 ネ ッ トワー ク では,ネ ッ トワー ク側 には パ ケ ッ トの

順 序 づ け機 能 が ない の で,HOST/HOSTプ ロ トコルで その機 能 を備 え

ねば な らない。

(5)ネ ッ トワー ク構 成

パ ケ ッ ト無 線 ネ ッ トワー ク の構 成 に 関 して,特 に端末 か らの トラフ ィ ヅク

端末 の 分布 な どを考 慮 した 中継器 お よび局 の位 置,通 信 範囲,台 数 な どの決

定 の問題 が あ る。 ま た 中継 器 の位 置 に つ い ては,見 通 しが 良 い所 が通 して い

る ため,山 の頂 上 な どに設置 され るが,電 力供給 や 保守 が 容 易 に で き るこ と

も考 慮 に入 れ て置 か ね ば な らない。

(6)そ の 他 の問 題 点

端 末 か ら中継 器 を介 して局 ヘ パ ケ ッ トを伝 送 す る ときや ま たそ の逆 の と き

に は,中 継 器 は 自分 の分 担 す る端末 のみ パ ケ ッ トを中継 し,そ れ 以外 の もの

は棄 却 す る こ とに よ り,端 末 と局 間 の ルー トを決定 す るルー テ ィン グの問 題

一256一



が あ り,中 継 器,端 末 の稼 動 状 況 に応 じて ダ イナ ミックに最 短経 路 となる ル

ー ング方 式 が必 要 と なる
。

これAで の検 討 は全 て局 が1台 しか ない ネ ッ トワー ク に つい て な され て き

た が,局 が複 数 台 存 在 す る多局 の ネ ッ トワー ク につ いて ス ルー プ ッ トや 遅延

な どの特 性 を解折 す る ことや,ネ ッ トワー ク構 成,ル ー テ ィング方式 の検 討

は今 後 の課 題 で ある。

5.1.5無 線 パ ケ ッ ト通 信 の 経済 性 の検 討

無 線 に よるパ ケ ッ ト通 信 のた め の伝 送 コス トを電電 公 社 の特 定 通信 回線 お よ

び公 衆 通信 回線 と比 較 し,損 益 分 岐 点 を求 め る。

(1)前 提 条 件

① 端末 と局 とは,ポ イ ン トツー ポイ ン ト結 合 とす る。

② 無 線 パ ケ ッ ト通 信 のた め の装 置 を100万 円 と し,45ケ 月 で均 等 に

減 価 償 却 す る もの とす る。

③ 上 記 装置 と しては,無 線 端末 側装 置,局 側 装 置,中 継 器 を考 え る。.

④ ケ ース と
、して,中 継 器 を使 わ ない時 と中継 器 を50Kin,100㎞ 毎 に

設 置 す る場 合 に分 け る。

⑤ 特 定 通信 回線 につ いて はDIAた はD5回 線(1 .200BPS)を 用 い る。

⑥1ケ 月22日 とす る。

⑦ 公 衆通 信 回線 につ い て は新料 金(昭 和52年4月 実 施)を 採 用 す る。

以 上 の前提 に基 づ い て1日 あた りの使用時 間 に関 して損 益 分 岐点 を求 めた。

無 線 伝 送 の方 式 と して は,図5-9の ようにある一 定 の距 離 毎 に 中継器 を置 く。

端末

「 ～ 「→
中継器 中継器 局

図5-9無 線 パ ケ ッ ト通 信 の 評 価 モ デ ル

ホ ス ト
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(2)計 算 結 果

図5--10に 結 果 を示 す。 任 意 の地 点 に中継器 を置 く場合 につ い ては,は

じめ は 中継 器 な しの ライ ンに したが い,中 継 器 を置 く地 点 で上 に ある 中継 器

あ り(任 意 地 点)の ライ ンへ 移 れ ば よい。 なお,任 意 地 点 中継器 あ りの グ ラ

フは,50Kmか ら100Kmの 間 で は,50㎞ 毎 に中継 器 を置 くグ ラ フ と,一

致 して い る。

き

K
悩
凶
鯛
蛮
自
書
一

団甘茶
)

戻
挺
寧
頃
促
壌

軍
国
薫

提

碇
侭
簗
同
塵
頻
艘
鉾

督
㊧
粗
懸
Q
刊

壊
回
収
掴
偵
聾

「采
㎏
軸
}
閂
葉
裏

藍
田

媛
碧
梧
出

)
⊃

"
謂
裂
晋

■
侭
論
叢
晋

{
喧
ヨ
O
O
こ

瓜

⌒
口

占

⇔
口

)
☆

.」一:「

　　ヨ ド　 　

一 一ーi

 

ー 一－r

l
・
`●皿

9
箕
凶
制
式
垣
珊
1

1

⊥
一

罵
拝
殿
同
類
項
薫
"

箕
囚
衣
提

督
虫
絹
駆

Q
刈
虻
蝦
雲
壌

、
堰
回
収
熈
田
蝉

旬
栗
回
収
蝦

O

O
O

－

〇

〇
〇〇

O

O

－

〇
〇〇

O
〔

O
マ
N

O

o。

[

O
N
〔

O
㊤

O

【
1

吟

一258一



(3)評 価

① 中継 器 の ない場 合 につ いて は,通 信 距 離 が30Kinを 超 せば1日1時 間

半 強 以 上 使 えぱ,無 線通 信 が 有 利 とな る。

②50Kin毎 に中継 器 を置 く場合 で も50～60Kmの 間 では1時 間40分

以 上 使 わ ない と無線 通信 は不 利 だが,60Km以 上 で は1時 間 強使 え ば 無

線 通信 が有 利 となる。

③100Kbnteの 中継 器 設 置 で は1日30～40分 の使 用 で無 線 通信 が ペ

イす る。

④ 特 定 通信 回線 と公 衆通 信 回線 どの損 益 分 岐点 が約2時 間 の使用 で あ り,

50㎞ 毎 に 中継 器 を置 い た場 合 の約2倍 の時間 で あ り,し たが っ て大 ざ

っぱ に み て無 線 パ ケ ッ ト通信 用装 置 の コス トが200万 円以 下 な らば 無

線通 信 が有 利 とな る。

⑤ 局側 の装置 は実 際 に は多数 端 末 と交 信 せ ねば な らないの で装置 が 大 が

か りに なる。 局 と して例 え ば ミニ コ ン ピュー タを使 うとすれ ば局 側装 置

と して約2,000万 円,即 ち20ユ ー ザ以 上 ネ ッ トワー ク を利 用 す れ ば ,

もっ と無 線 通信 が有 利 とな り,ま た端 末 に つ い て も前述 の コ ンセ ン トレ

一 夕 を用 いた り中継 器 につ い て も数 ～ 数 十 ユ ー ザが共 有 す れ ば更 に無 線

通 信 が有 利 な もの と なる とい え る。

5.1.6実 用 化 の検 討

無線 パ ケ ッ ト通 信 の実用 化 に つ いて,無 線 と有線 の比較 をは じめ と して ,我

国 にお け る無線 伝 送 シス テ ムの現状 と問 題 点 を示 し,検 討 す る。

(1)無 線 と有線 の比 較

A無 線 の特 徴

(a)移 動体 とも通 信 で き る。

(b)一 斉通 報 が で き る。

(c)災 害,事 故等 に よる断 線事 故 が な い。
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d)回 線数 が 少な い。

e)移 動 体 との通信 を行 う場 合 品 質 が悪 くなる
。

f)有 線 と比 較 して通信 コス トが安 上bに な る。

B比 較 の要 点

a)有 線 に よるデ ー タ伝 送 は 現 在広 く行 わ れ てい る。 無線 に よるデ ー タ

伝 送 は比 較 的 高速 な ものは我 が国 で は まだ実績 が ない。

b)無 線 は 有線 に 比 べ て ノ イ ズ ・ 歪,周 波数特 性 が劣 化 す る
。 固 定局

同志 の場合 は比 較的 条件 が良 いが,移 動 局 に対 して は条 件 が悪 いた め

通 信 速 度 を落 せ ば可 能 であ る。

c)有 線 回線 は比較 的簡 単 に電 電公 社 よリサー ビスされ るカ㍉ 無線 回線

は電 波 の周 波数 割 当 の問 題 が ある。

d)ト ー タル コス トは無 線 は安 くな るが初 期費 用 が大 きい
。

C比 較 表

種 々の項 目 につ い て,無 線 と有 線 との比 較 と表5-1に 示 す。

表5-1無 線 と有 線 の比較

比 較 項 目 有線麟 麟 。嶽無線麟裁 灘 醐 す;
1.回 線 品 質 ノイズカミ/」、(跡 『40～45db) 固定対固定S/N40db確 保(設計値)

固定対移動S/N20d団 舜間的10db
以下

2デ ータ伝 送 品質 ビット誤 り率(出 典 ・働 ・ンド
ブック)

㊥1(「5～10-6 (10-3程 度)

⇔10-3～10う

(一般的に言われている値)

■

3通 信 距 離 自 由 原 則 として見通 し内
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比 較 項 目 有 終 無 線

4通 信 機 能

一 斉 放 送 不 可 可 能
局線の数だけは可能

群 放 送 不 可 可 能

特定局との通信 可 能 可 能

親←→子の通信 可 能 可 能

子←→子の通信 不 可(相 手の電話番号を 可 能

子

ダイヤルすれば可)

子

5災 害 時 通 信線 断 線,浸 水 に よ り故 一般電源の停電時対策 として端

障 と な る 。 末側 センタ側共 に無停 電電源が

一般電源 が停電 しても影響
必要 アンテナ系設置場所等災害

な し6但しセ ン タ側 では停 電 時 を十 分 に考 慮 して お くこ とに

時対策 として無停電電源が よ り,災 害 時 の通 信 が確保 で き

必 要 。 る 。

6初 期設備費 無線 に比 して安 い 有線 に比 して高い

(工事料金(設 備料),債 券)

7.月毎 使用料 無線 に比 して高い 有線 に比 して は るか に安 い

(電 気料金)
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比 較 項 目 有 線 無 線

8保 守 費 な し 必 要

・3年 に1度 の電監 検 査 費 用

・保守体 制

oncal1方 式 … … 安 い

常駐方式 高い

・保守費の大 部分は人件費

・予備機を備 えて故障時 に切

替 えoncallで 修 理 す る

9運 転責任者 免許は必要 な し 無線免許者 が1～2名 必要

他業務 との兼任 で可

1ケ 月の諸 習 を受 けて受検

10寿 命 10年

11総 合 コ ス ト 無線 に比 べて高い 有線 に比べて安 い

(無 線 担 当者 の話 と して4

～5年 で元 が とれ る)

12.申 請 先 日本電信電話 公社 郵政省,地 方電波監理局

13許 可 基 準 認可基準 が ある 認可は厳 しい

特 に厳 し くは ない ・電電 公社 の 回線 が 近 くに な

い

・人命 救 助 ,災 害対 策 な ど緊

急用非常用で公社回線 では
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〆

比 較 項 目 ・ 有 線 無 線

不 可 能 な こと を行 う

・公 共性 の強 い もので あ る

な どの理 由が必 要 で あ る。

(コ ス トが電電 公 社 回線 よ り安

い とい うのは理 由 に な らな い)

・県単 位 の シス テ ムが市 単 位 の

シス テ ム より許可 され 易い

・電監 の意向は官庁等他機関の

意 向が反映 される

14有 線 と無 線 認可制 公 共 の利 益 の ため に必要 で あ り,か つ

の接続 電電公社 の業務の遂行に支障を及ばさ

ない な どの条 件 を満 足 する こと。

デ ータ通信利用規程25条 ㊥

"84条 ⇔

(2)周 波 数 割 当

有限 な電波を有効 に利用す るため周波数 が国際的に も国内的 に も各種

業 務別 に割 当て られ て い る。

A国 内におけ る周波数割当

我が国 における無線通信 に関 して周波数 帯別の主な用途 を表5。2に 示

す。 この うち無線 パ ケ ッ ト通 信 が適 用 で きる と思 われ るのは移 動 無 線 用 と

して割 り当 て られ てい る超短 波,極 超短 波 以 上 の周波数 帯 で あ る。
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表5-2周 波数帯別の主 な用途

周波数の範囲 通 称 周波数帯の 略 称 主 要 な 用 途

3KHz～

30KHz
超 長 波 VLF 標準電波 船舶の通信 オメガ

30KHz～

300KHz
長 波 LF 標準電波 気象通報 船舶及び航空機航行用ヒLコン デッカ

300KHz～

3MHz
中 波 MF

中波放送 船舶遭難通信(電 信・電話)ラ)冴 ブイ ロラン

船舶及び航空機の通信 標準電波 海上保安

3MHz～

30MHz

短 波 HF
短波放送 国際放送 国際通信 公衆通信 船舶及び航空

機D通 信 市民ラ・冴 アマチュア 高周波利用設備

30MHz～

300MHz
超短波 VHF

VHFテ レビFM放 送 国際港湾無線電話 沿岸公衆無

線電話 警察 ・消防 ・海上保安・建設 ・新聞 ・電力 ・ガス
・私鉄 ・銀行等の移動業務の通信 航空機の通信 簡易無

線 ポケットベル アマチュア

300MH〃)

3GHz
= UHF

UHFテ レビ 警察 ・水防 ・道路管理 ・電力 ・ガス ・鉄道

等の通信 公衆通信 タクシー無線 列車(新 幹線)無 線

気象用・ポット・ゾンデ 航空 ・気象用レーダ ・テレメー

タ 簡易無線 電波天文

3GHz・-

30GHz

マイクロ波

準 ミリ波

SHF

ム.善 用マイクロウェーブ中継 衛星通信 衛星放送

公益 ・行政通信用マイクロウェーブ中継 放送中継 航空

・船舶 ・気象用レーダ 電波高度計 スピー ドメータ

30GHz～

300GHz
ミ リ 波 EHF 各種レーダ 各種衛星通信

表5-3に 超 短 波以 上 の 周 波数 帯 を 使用 した 移動 無線 サ ー ビスの 用途 別

の同数 を示 す。 表 か らわか る よ うに用 途 は非 常 に 多岐 に渡 り,し か も非

常 に 多 くの無 線 局 が運 用 され て い る。 また陸 上無 線 局 の 局数 の伸 び率 は

毎 年10%前 後 で あ り,特 に超短 波,極 超短 波帯 の混 み 方 は著 しい。
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局種,用 途別主要稼動 関係局数表5-3

用途 局種 陸上移動 局 船 舶 局

」

航 空 機 局 携 帯 局 簡易無線局

公 衆 通 信 21,765 3 一 10,481 34

陸 上 運 輸 197,216 一 一 289 5,971

海上 ・水」運 輸 351 5,454
一 285 327

航 空 運 送 901 一 926 107 97

放 送 3,287 一 一 1,112 148

新 聞 1,321 一 37 954 14

漁 業 一 44,525 一 141 8

ガ ス 4,076
一 一 1 74

電 力 14,483 一 5 296 10

水 道 2,566 一 一 2 10

港 務 1,203 60
一 702 1,150

税 関 398 11 一 91 一

港 湾 工 事 1,324 15 一 357 942

水 防 道 路 5,174 一 一 一 2

水 防 1,312 一

参

一 一 6

道 路 1,059 一 一 1 9

土木建設業 6,591 8 1 52 21,616

鉄 鋼 業 1,329 一 一 4 1,027

鉱 業 766 21 一 125 425

金 融 911 一 一 3 164

製 造 ・販 売 12,869 一 5 86 70,625

農 業 1,206 一 一 48 1,338

林 業 2,245 一 一 一 38

警 察 36,487 一 27 287 一

検 察 446 1 一 一 一

海 上 保 安 一 359 32 1,870 一

防 衛 一 一 『 一
2

消 防 25,082・ 1 9 3,052 36

気 象 400 5 一 18 3

教 育 157 28 2 170 303

地 方 行 政 4,263 10 1 2 161

防 災 行 政 1,891 一 一 27 一

公 害 対 策 97 一 一 一 ユ

防 災 35 一 一 一 2

電 波 監 理 91 1 一 8 一

市 民 ラ ジ オ 一 一 一 一 354,739

そ の 他 6,440 219 103 653 21,684

総 計 357,752 50,725 1,148 21,124 480,966

昭 和51年3月 末 現 在 「通 信 白 書 」 よ り抜 粋
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我 が国 で使 わ れ て い る移動 無 線 周 波数 帯 と して は表5。4に 示 され る よ

うに,中 心 と して は150MHz帯,400MHz帯 で あ るが,こ の周

波数 帯 は既 に述 べ た よ うに飽 和 状 態 に あ り,新 規 に認 可 を得 て利 用す る

こ とは非 常 に難 しい現 状 で ある。

表5-4移 動 無 線 用 周 波 数

周 波 数 帯 周波数範囲 チャネル間隔 備 考

60MHz 54～68MHz 15KMz
新規に許可するゆとりがない

150MHz 142～162MHz 20KMz

400MHz 3354～470Mヨz 25KMz 若干の余裕はあるが公共性の強

いものに限られる。

(800M且z) 25KMz 棚,自 動車電話用として検

討中

した が って 新 しい周 波数 帯 の開 発 が望Aれ,800MHz帯 の 利用 が検

討 され てい る。800MHz帯 は,150MHzや400MHzに 比 べ て伝送

損 失 は増 加 す るが 、都 市雑 音 に よる影 響 も小 く,瞬 間変 動 と考 慮 した フ

ェー ジング の大 きさ に大 差 は ない ので移動 無 線 に充 分 利 用 で きる こ とが

わ か ってい る。 現 在公 衆 自動車 電 話 用 に開 発 が進 め られ て い るが,800

MHz帯 の早 期 利 用 が望 まれ,Aた もっ と高 い 周波数 帯 の 移動 無 線 へ の適

用 が期待 され る。

B国 際的 周 波数 割 当

周 波数 の国 際 的 管理 が国 際 電気 通信 条 約 の も とに行 われ て お り,10

k且zか ら275GHzAで の周 波数 が,各 地 域 別,業 務 別 に割 当 て られ て

い る。 周波 数 が 国 際通 信 に 使わ れ た り,'他 の 国 の無 線 通 信 を及 ぼ す場 合

は,国 際周 波 数 登 録委 員会 へ 登録 を 申 請 し許 可 を得 ねば な らない。

a)地 域 区 分

現 在 国際 的 に は,世 界 を3つ の 地 域 に分 け,地 域 別 に周波 数 の劃
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当 て を行 っ て い る 。 図5。11に 示 す よ う に
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図5-11周 波数分配表に定める地域図

第1地 帯 ヨー ロ ッパ,ア メ リカ

第2地 帯 南 北 ア メ リカ

第3地 帯 ア ジア(日 本),太 洋 州 地 域

と な って い る。

b)周 波 数 割 当

D154.675M且z～162。0375MHzの150M且z帯 は海 上

移動 電話 業 務,港 湾 業 務 に広 く使 わ れ 国 際周 波数 が決 め られ て い る。

iD118MHz～142MHz,235M且z～328.6M且zが 航 空 移 動

業務 に 使 われ て お り,空 港 管制 通 信 用,海 上 保安 用,防 衛 用 な どに 利

用 され て い る。

mそ の 中 で も船 舶 お よび航 空機 の航 行安 全 を計 るた め,遭 難 ・安

全 。呼 出 の周 波数 が前 述 のい ず れ の 地域 で も使用 で きる よ うに定 め ら

れ て い る。 これ ら を表5-5に 示 す。
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表5.4移 動無線用周波数

周 波 数

500kHz

2,182kHz

8,364kH2

121.5MHz

156.8MHz

243.OMHz

用 途

無線電信のための国際遭難,呼 出周波数
'
無線電話(AM)の ための国際遭灘,呼 出周波数

海上移動無線電信のための安全周波数に使用可

航空緊急周波数(AM電 話用,海上移動局も使用可)

'海上移動無線電話(FM)の ための国際安全,呼 出周波数

救命のために使用する装置がこの周波数を使用

(3)簡 易無 線 局

簡 易無線 局 は,一 般 無線 局 に比 べ て緩 和 され た扱 い な ので,容 易 に

免許 を受 け る ことが で き利 用 し易い。 送 信 出力 に制 限 が あ る ため無 線

パ ケ ッ ト通信 の適 用 も非 常 に限定 され た領 域 な らば 可 能性 が あ る。

簡 易無 線 局 には,次 の2種 類 が ある。

A－ 般 簡 易無 線 局

150MHz帯(154.45MHz～154.61Mz)k－ よび400MHz帯

(465.05MHz～468.85MHz)を 使 う簡 易無 線 局 を一 般 簡 易無 線

局 と呼 び,空 中線 電 力 の制 限 は5W以 下 で あ る配送,機 器製 造 販 売

や土 木 ・建 築 な ど比 較 的 大 き な通信 機 能 が必 要 な業務 に使 わ れ てい

る。

B市 民 ラジオ

26MHz帯(26.968M且z～27.144MHz)お よび27MHz帯

(27。048MHz～27.152MHz)を 使 う簡 易無 線 局 を市 民 ラジオ

と呼 び,空 中線 電 力 の制 限 が0.5W以 下 なので携 帯 用 の狭 い範 囲 で

の 通信 手 段 と して,個 人 や団 体 の通 信,構 内 巡視,ラ ジ コ ンな どに

使わ れ て いる。
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(4)無 線 に よる デー タ伝送

無 線 通 信 は殆 ん どが音声 伝 送 で あ り,デ ー タ伝送 に用 い られ てい る

の は少 ない。 以 下 にデー タ伝 送 の側 を挙 げ る。

Aテ レメー タ

テ レメー タは 気圧,温 度 な どの測 定 値 を遠隔 地 か ら入 力 し,デ ー

タ処 理 や指 示,記 録 を行 うた めの遠 隔 デ ー タ伝 送 シス テ ムで あ り,

利 用形 態 と しては 次 の よ うな もの が あ る。

a)走 行 中 の 自動 車 等 に 関す る エ ン ジン回転数,ト ル ク な どの 物

理 量 の観 測

b)脳 波,心 電 図等 の生 理現 象 の観 測

c)大 気 中 の一 酸化 炭 素,窒 素 化 合 物,オ キ ンダ ン ト濃 度 な ど

の大気 汚 染 の観測 。 実 施 例 として は,400MHZ帯 で200BPS

の伝 送 を行 ってい る ものが ある。

Bデ ー タ・コvク タ

デー タ・コ レク タは,無 線 に よ り現 場 の デー タを遠 隔地 よ り入 力 す

る簡 易 キー ボー ド付 の携 帯式 無 線 端 末 で あ り,微 弱 電波 を用 いて い

る ので許 可 は不 用 で ある。 適 用例 と して は,

a)工 場,倉 庫 現場 に おけ る製 品置 場 や 配替 の指示,実 積,出 荷

の実積 の入 力

b)生 産 現 場 に おけ る生 産 実積 や試 験,検 査 実積 の入 力

c)購 買窓 口で の資材 受 入検 収 実積 の入 力 な どが あ る。

周 波数 は400MHz帯 を使 い,伝 送 速 度 は1,200BPSで ある。

C公 衆 自動 車電 話

従来 音 声 周波 の トー ン信号 を用 い て情 報 を送 って いた の をデ ィ ジ

タ ル信号 の伝送 に置 き換 え,自 動 車 電 話 の回線 接続 を行 うこ とが 現

在 検討 され てい る。 複 数 無線 チ ャ ネル の切 替 や個別 選 択呼 出情 報 の

伝送 に利 用 す る もので,800MHz帯 を 使い,300BPS,1,200
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BPSの 伝 送 速 度 で 開発 が 進 め られ て い る。

(5)無 線 デー タ伝 送 の問 題 点

5。1。3で は パ ケ ッ ト無線 ネ ッ トワー クの技 術 的問 題 点 を述 べ た

が,こ こでは一 般 的 に無 線 デ ー タ伝 送 の 問題点 に つ いて示 す 。

A伝 送 品 質 の改 良

無 線 チ ャネル は,雑 音 の影 響 や フ ェー ジン グの落 ち込 み な どの た

め伝 送 品質 が 悪 く,デ ィジ タル・デ ー タの伝 送 に問題 が あ る。 そ こで

誤 り検 出 ・訂正 符号 を用 い た り,繰 返 し送信 に よる多数決 判 別 の採

用 な どが検 討 され て い る。 誤 り訂 正 符号 と して畳 み込 み符 号 を用 い

て,伝 送 品 質 を ビ ッ ト誤 り率10-3か ら10'5Aで 改 善 され た例 が

あ り,実 用 化 を 目指 して い る。

B高 速 伝 送 の実 現

フ ァイル な どの 大容 量 デー タや ファク ン ミ リ,デ ィス プ レイの画

像 情報 の伝 送 には 高速 回線 が 必要 で あ り,そ のた め に広 帯 域 巾を確

保 せ ね ば な らない が 現状 で は難 し く,狭 い帯域 で も高速 伝 送 が で き

る方 式 の開 発 が望 まれ る。Aた1つ の帯 域 で,画 像 とデ ィジ タノゾデ

一 夕を同時 に送 る こ とな どチ ャネル の同時 共 有 も検 討 せ ね ば な らな

いo

C装 置 の小 型,軽 量,低 電 力 消費 化

無線 通 信 の特 徴 で あ る移 動性 を生 か す ため に,無 線 端末,中 継 器

の小型,軽 量,低 電 力 消 費化 が なされ ね ば な らない。 この た め に,

無 線 通信 部 に薄 膜 回 路 を利 用 した り,デ ィス プ レイ に液 晶 マ トリッ

クス,キ ー ボー ドに指 で触 れ る だけ で ス イ ッチ のオ ン・オフ ので きる

伝導 弾性 材 を採 用 した り,ネ ッ トワー ク制 御 ロ ジ ックに マイ ク ロプ

ロセ ッサ を 用い る な ど新 技 術 の活 用 が期 待 さ れ てい る。

D経 済 的 な シス テ ムの構 築

これ ま で述 べ て きた,伝 送 品質 の改善,高 速伝 送 の実 現,装 置 の
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小 型 ・軽 量,低 電 力 消 費化 の各 々 につい て経 済 的 に実 現 で き る こ と

が非 常 に重 要 な ポ イ ン トとな る。

5.1.7無 線 パ ケ ッ ト通 信 の適 用

(1)無 線通 信 の適 用領 域

無 線 通信 が適 して い る のは

① 自動 車,船 舶 な どの移 動 性 ユー ザ

② 僻 地,離 島 な どで,電 話 回線 が利 用 で き ない と ころ

③ ピー ク時 に トラ フ ィ ック が集 中 し,高 帯域 帯 を必要 とす る とこ ろ

④ トラフ ィ ック量 が 少 な くて,回 線 接 続 では不 経 済 な と ころ

な どが挙 げ られ る。

(2)無 線 パ ケ ッ ト通 信 の適 用 シス テ ム

ここでは,無 線 パ ケ ッ ト通 信 の適 用例 と して,情 報 処理 の立 場 か ら,無 線

に よる端末 か らコ ン ピュー タを ア クセ スす る こ とが必要 とな る シス テ ムを挙

げ る。

A船 舶,航 空 機 ネ ッ トワー ク

船 舶や航 空 機 内 に置 かれ た 端末 か らコ ン ピュー タを利 用 す るた め に無線

パ ケ ッ ト通 信 は最 も適 して い る と言 え る。 収集 さ れた気 象 デ ー タ,海 洋 デ

ー タ,地 形 デ ー タの入 力や そ れ らの デー タの解 折 を行 うの に利 用 で きる で

あろ う。 ま た,船 内 の端 末 か ら診 断 結果,検 査 デ ー タ等 を病 院 の セ ンタ ー

に送 って カ ルテ な どの作 成,病 歴 の 記録 を行 っ た り指示 を受 け た りす る医

療 診 断 シス テ ム も考 え られ る。

B僻 地 医療 ・教 育 システ ム

電話 回線 の ない 山奥 や 離 島 な どの 僻地 に拾 いて も前 述 の 医療 診 断 シ ス テ

ムは 有効 で あ る。 診療 用 の順 回 バス等 に無線 端末 を積載 して ,診 察 ・検 査

デー タをオ ン ライ ンで セ ン タに送 り処理 す る僻地 医療 シス テ ム も考 え られ

る。 また,僻 地 に おけ る情 報 処 理教 育 や研究 者 達 の科学 技 術 計 算 を 行 うの
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に無 線 パ ケ ッ ト通信 は適 用 で きる。

C研 究 所 内,大 学 内 ネ ッ トワー ク

ハ ワイ大 学 のALOHAシ ステ ムで 部 分 的 に 使 われ て い る よ うに研 究

所 の敷 地 内や 大学 の構 内 で各 研 究室 か らコ ン ピ ュー タを利 用 す る ロー カル

な ネ ッ トワ_ク として パ ケ ッ ト無線 は有 効 に 使わ れ得 る 。また ・研 究 所 また

は 大学 か らあま り遠 くなけれ ば,端 末 を 自宅 に持 ち帰 り使用 す る こ とも可

能 となる。

D警 察 シス デ ム

パ トロー ル'カーに搭 載 した無 線 端末 よ り指紋 を入 力 して照 合 して貰 うと

か,免 許 証 の照 合,盗 難車 の問合 せ を行 うな ど迅 速 な応 答 が要求 され る警

察 シス テ ムに適 用 で き,早 急 に事件 等 に対 処 で きる。

E自 動 車 管 制 ・デ マ ン ドバ ス

現 在 既 に開 発 が進 め られ てい るが,自 動 車 内 の簡 易 デ ィス プ レ イ装置 に

セ ンタか ら送 られ た最 適経 路 情報 を表示 す る経 路 指 示 シス テ ムで は,各 交

点 に置 かれ た 送信 機 か ら無線 を開 い て情報 を送 って い る。 同様 に して,デ

マ ン ドバ スに お いて もセ ン ター の コ ソ ビ ュー'タで最 適経 路 が決定 され,バ

ス内 の デ ィス プ レイ装置 に指 示 が 出 され る。 また各 停 留 所 で はセ ン タか ら

無 線 で送 られ デ ィス プ レイに表示 さ れた現 在 のパ スの位 置 と待 ち時 間 を知

る こ とが で きる。

F地 域 情 報 ネ ッ トワー ク

パ ケ ッ ト無線 ネ ッ トワー ク はそ の経済 性 か ら,前 述 の研 究 所 内,大 学 内

の ロー カル なネ ッ トワー ク と同 じ様 に ロー カル な地域 情 報 ネ ッ トワー ク と

して も利 用 で き,CATVの 代 用 として 使 うこ と も考 え られ る。

Gそ の 他

そ の他 無 線 パ ケ ッ ト通 信 の利 用 と しては,気 象 デー タ収 集 の た めの天 候

測 定機 器 か らの通 信 や,遠 隔制 御 され る広 告 サ イ ンな どが挙 げ られ る。
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5ユ.8お わ りに

本節 では 無線 パ ケ ッ ト通 信 につい て,パ ケ ッ ト無線 ネ ッ トワー クの構 成 や 無

線 チ ャネ ル の ア ク セス な ど技術 的 な考 察 か らパ ケ ッ ト無線 の経 済性 の評 価,更

に移 動無 線 を中 心 と した無 線 伝 送 の現 状 の紹 介 に よる実用 化 の検 討 を行 ったが,

技術 的変 化 の多 い 部分 で あ り,今 後 と も引 続 き検 討 が 必要 で ある。

無 線 パ ケ ッ ト通 信 は,ALOHAシ ス テ ムを 中心 とす る研究 の実積 か ら,ま

たそ の便 宜 性,経 済 性 か ら,,コ ン ピュー タ コ ミュニケ ー シ ョンの有 効手 段 と し

て今 後 更 に 開発 と実用 化 が進 め られ る もの と思 わ れ る。LSI技 術 の進 歩 に よ

b,更 に経 済 的 で,効 率 良 い パ ケ ・ ト無 線 装 置 の 開 発 や,800MH・

帯 をは じめ とす る新 しい周 波数 帯 の 開 発,無 線 伝 送 方 式 に おけ る新 技術 の採 用

な どに よ り,ま た将 来 有 望視 され て 吟 る衛 星通 信 とは,チ ャネノいア ク,セス方式

な ど共通 技 術 もあ り,衛 星 通信 シス テム の開 発,実 用化 と相 伴 って,パ ケ ッ ト

無線 ネ ッ トワー クの将 来 は 大 き く開か れ てい る。

最 後 に,本 報 告 作成 に あた り,無 線 と有線 の比 較 につ い ては,日 本 電 気株 式

会 社,寛 々 シス テ ム事 業 部,中 村 利和 氏 に資料 を提 供 して頂 き,才 た同 社移 動

通 信 事 業 部,辰 己博 之 参事 補 に は多 くの御 助 言 を頂 き,こ こに厚 く御 礼 申 し上

げ ます。
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5.2衛 星 通 信方 式 の評価

本 節 で は,国 際情 報 ネ ッ トワ ー クを実現 す るた め の国際 間伝 送路,通 信 方 式,

お よ び国 際 ネ ッ トワー クに関 して,特 に衛 星 通信 方 式 を中心 に,現 状,動 向 お

よび問 題 点 に ついて 概 説 す る こと ＼す る。

5.2.1国 際 伝送 路 の現 状

現在 わ が国 と諸 外国 との間 は,主 と して 海底 同軸 ケー ブル,通 信 衛 生 お よ び

対 流 圏散 乱UHFを 伝 送媒 体 と する国 際 伝送路 に よ り結 ばれ て い る。伝 送 路 の

中 には 多数 の 通 信路(チ ャ ネル)が 設 け られ てい るが,電 話 トラ ピ ックが大 部

分 を占 め るの で,通 信路 の最 小 単 位 は約3KHzの い わゆ る音 声帯域 で あ る。 多

数 の通信 路 を一括 して,伝 送 媒体 に適 合 した信 号 に変換 し,ま た逆 に個 々の 通

信 路 に分 離 す る操 作 は端 局装 置 に よ り実 行 され る。

図5-12は 我 が国 か ら延 び て い る国際 伝 送路 の媒体種 別 とルー ル を示 した

もの であ る。 なお,各 対 地 に夫 々独 立 の伝 送媒 体 が設 け られ て い る訳 で は な く

中 継 点 で分 岐 ・集 線 を繰返 しな が ら直通 の通 信路 が 形成 され てい る。

(1)海 底 同軸 ケー ブル

近 く開通 予定 の もの も含 め,日 本 か らは5ル ー トの海底 同軸 テー ブル が敷

設 され て い る。 これ らの主 要 諸元 を表5-6に ま とめた。

デ ータ伝 送 の立 場 か らみ た海 底 同軸 ケー ブル の利 点は,品 質 が安 定 して い

る こと,衛 生 に 比 して信 号伝 搬 時 間 が短 い ことで あろ う。 伝 搬時 間は,距 離

長 の他 に各 中継 局 を経 由 す る回 数 に も依存 す る が,日 本 と米 本 土 間 で は音 声

帯域 で約100ms程 度 で あ る。

一 方 欠 点 と しては ,距 離 に比例 して雑音 が 相 加 される こと,漁 船 等 に よ る

ケ ーブル切 断事 故 に対 して復 旧 に 日時 を要 す る こと があげ られ る。 ま た伝 送

可能 な周 波 数帯 域 巾に対 す る制限 が厳 しい とい う性質 の た め,音 声 帯 域 を通

常 の帯 域 よ り狭 く した もの が あ る(表5-6のTPC)が,こ れ に よって デ
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一 夕伝 送用 モ デムに負 担 が加 わ る ことが あ る。 ま た 将 来 音 声 の 伝 送 にP

CM方 式 が 普及 して きた場 合 は64Kbpsの 伝 送 が 基本 で あ り,現 在 の3K

Hzよ り格 段 に 広い 帯域 を必 要 とす る。従 って海 底 同軸 ケー ブル はPCM網

構 成 上 の伝 送媒 体 と して は経 済性 の 面 か ら困難視 されて い る。

② 通信 衛 星

表5-6日 本 か ら延 びる海底同軸ケー ブルの諸方 式概要

ケープ)レ

諸 元
TPC-1 TPC-2 JASC 日中ケーブル OLUHO

区 間 二宮～ハワイ 沼縄)ハ ワイ
直江津 ～
ナホ トカ

苓北～商権 沖縄～ ルソン

方 式 名 SD SF .Z-120 CS-5M CS-12M

ケ ー ブ ル 条 数 双 方 向
1条

双 方 向
1条

双 方 向
1条

双 方 向
1条

双 方 向
1条

ケ ー ブ ル 口 径

(イ ンチ)
1 1.5 1 1 1.5

最高伝送周波数 1MHz 6MHz 1.2MHz 5MHz 12ME【z

通話路帯域幅
200～

3,050Hz

200～

3050Hz

300～

3,400Hz

300～

3,400Hz

200～

3.050/

300～

3,400Hz

通 話 路 数 138 845 120 480
1.600/
1,200

中 継 器 素 子 真 空 管 トランジスタ トランジスタ トランジスタ トランジスタ

中 継 間 隔 37え π 18.5え 沈 31.5ん 沈 13.6ん 〃 12ん 〃

距 離 9,779え 加 8,910X沈 1,556X〃 846え 沈 1,338X沈

開 通 年 1964 1975 1969 1976 (1977)

備 考

グ アム島 にお

いて,ホ ンコン,

マニラ,シ ドニ
ー等 こも接 続

跳

同 左 ナホトカ,モスク

ワを経 由 して,

ヨーロッパ諸国

と接続 す る。
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表5-71NTELSAT商 用 通信 衛星 の 性能 諸 元

衛星
諸元

正 号 ]v号 ]V-A号

形 状 円 筒 形 円 筒 形 円 筒 形

直 径(㎝) 142 234 238

高 さ(㎝) 198(ア ンテナを含む) 528(ア ンテナを含 む) 694(ア ンテナを含む)

重 量(Kg) 122 490 793

受信(M旺z)

周波数
送信(MHz)

5,925～6,425

3,700～4,200

5025～6.425

3,700～4,200

5,925～6,425

3,700～4,200

偏 波 円 円 円

中 継 器

(ト ラ ンス ポンダ)

現 用2台

直 線 形

現用 ・予備各12台

直 線 形

現用20台,予 備12台

直 線 形

帯域幅/中 継器(
MHz)

230 36 36

実効出力(dBW) 22

22(如 一ノWビ ーム)

337(ス ポ ットビーム)

22(ク 泊一ノ▽レビーム)

29(ス ポ ットビーム)

26(整 形 ビーム)

ア ン テ ナ

指向性,デ スパン
●

・ グ ロ ー バ ル ビー ム

指 向性,デ スパ ン

・グ ロー バ ル ビーム

・スポ ッ トビーム

指 向性,デ スパ ン

・グロ ーバル ビー ム

.ス ポットまたは整 形ビーム

通信容量(公 称)

電話1,200回 線

まだまテレビ4回 線

電話5,000回 線

またはテレビ12回 線

電話6.000回 線

+テ レ ビ1回 線

電 源

太 陽 電 池

通信用電池

太 陽 電 池

通信用 電池

太 陽 電 池

通信用 電池

設 計 寿 命 句 5 7 7

打 上 げ 開 始 1968 1971 1975
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現 在 使 用 され て い る商業 用 国際 通 信衛 星 は赤 道 上約36.000kmの 静 止 軌

道 に 上 げ られ た イン テル サ ット系衛 星 で あ り,太 平 洋上,イ ン ド洋 上,大 西

洋 上 の夫 々の 衛星 に よ って 全 世 界 を結 ん で い る。我 が国か らは,太 平 洋 衛星

に よ って米 国 ・オセ アニ ア ・東南 ア ジア地 域等,イ ン ド洋 衛星 に よ って欧 州

・南 ア ジ ア ・中近 東 ・ア フ リカ地域 を結 ん でい る。現在 まで に打 上 げ られ 商

用 さ凡 て い るW-A号 までの 衛星 の諸 元 を表5-7に 示す 。

衛 星 通信 の 特徴 は,可 視 範 囲 内の 多数 の掃 が相 互 に直通 の伝送 路 を設 定 で

き るこ と(マ ルチ プル アク セス),そ の中 の通信 路 の数 を トラ ピ ッ クに 応 じ

て 増減 させ(デ ィマ ン ドァサ イ ンメ ン ト)他 の地 点 間 の通 信路 に転 用 す る こ

とに よ って,伝 送路 の有効 利 用 が図 れ る こ とであ る 。海底 ケー ブル と異な る

点 は,通 信路 が多 中継 されず 直 通 で相 手 局 に延 び るため,中 継 に伴 う通 信路

の歪 が少 ない とい う利点 が ある反 面,軌 道 高度 が高 いた め,地 」ニー衛 星 →地

あることで ある。 なお衛星通信で使用され るマ イク ロ波 帯では,同 軸 ケ ーブ ル に

比 べ て 広 帯 域性 が大 で あ るの で,音 声のPCM伝 送 が経 済 的 に 可能 で あ る。

広帯 域 性 が 大 で あるの で,音 声 のPCM伝 送 が経 済 的に可能 で あ る。

(3)通 信 路 の 多重 化

伝 送 路 に多 数 の通 信路 を収 容 す る多 重 化 の方 法 は,よ く知 られて い る よ う

に,周 波 数 分割 多重(}'DM)と 時 分 割 多 重(TDM)と が あ る。FDMに

おいて は 伝 送路 の中 の個 々の 通 信路 は 夫々 一 定周 波 数間隔(4KHz)つ つ

隔 れ て配 置 した基 礎 群,更 に これ をま と め た基 礎超 群等 の多 重 化 が 行 なわ れ

る。 海底 同軸 ケー ブルの場 合 は,通 信 路 の帯 域 が狭 い ので,殆 どの 場 合3K

Hz間 隔 で配 置 し,1基 礎群 で16通 信 路 の構成 とな る。

TDM方 式 では,伝 送路 を れ る情報 は デ ィ ジ タル化 され た信 号 であ りす

べ て の通 信路 は同一 周 波数 帯域 で 伝送 され,個 々の 通信路 を区 別 す る目 印は

時 間 で ある。TDM方 式 の 代表 例 と して はPCM伝 送方 式 が あ り,音 声 を2

進 情 報 に変 換 し,1通 信路 当 り64Kbpsの ビッ トの 流 れ に 変 換 す る。 こ

れ を24通 信 路 に 多重 化 すれ ば1,544Mbpsの ビ ソト列 を用 い て各 通信 路
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の信 号 を時 分割 的 に配列 ・伝送 す る ことに な る。

1),13)
5.2.2衛 星 通信 方式 の 実用 性

衛 星 通 信 方 式 は ケー ブル伝 送 方 式 と並 ぶ 有効 な伝 送 方式 と して広 く活 用 さ

れ る よ うに な っ た。 イ ンテル サ ッ ト(INTELSAT)の グ ロー バル衛 星 通

信 系 に よ る 国 際 間幹線 伝 送路 と して 世界 的 に普 及 して お り,衛 星,地 球局 設

備,通 信 方 式 に 対 す る技 術 標準 も定 め られ て い る。 またINTELSAT以 外

で は 米 国WesteunUnion,RCAAmericom等 によ る地 域 衛星 シス

テ ムの 利 用 も進 め られ て い る。 ま た最 近 では船 舶 通信 の ための 海事 衛 星 通信

も 実 用 化 の 段 階 に 入った 。

以下 に衛星通信方式 の概要 と,デ ータ通信手段の実現方法について現 状を説明す る。

(1)地 球 局 設 備

衛星 通信 に おけ る代表 的 な地 球 局 は,国 内伝 送路 と衛星 伝 送路 との接 点 と

して,次 の よ うな機能 を有 す る。

国 内伝 送 路 よ り地 球 局へ 送 られた信 号 を,衛 星 区間 で定 め られ た周 波 数 配

列 を もつ ベ ー スバ ン ドに変 換 し,変 調 し,送 信 機 によ って所 要 の 電 力 に増 巾

され た后 ア ンテ ナか ら衛星 へ送信 し,一 方 受信 信 号は逆 の操 作 で ベー スバ ン

ドに変 換 され る。 この機 能 を果 た す局 設備 の 構 成 は,ア ンテ ナ系,送 受 信系

通信 管 制 系,端 局 系等 か らな る もの が 一般 的 で あ る。 イ ンテル ナ ッ トでは標

準 地球 局 の 性能 特 性 と してA,B2種 類 が規 定 され てい る。 標 準A局 は従 来

か ら規 定 され てい た もの で,性 能指 数G/T≧40.7db./。kを 基礎 と し,

30m程 度 の大 口径 ア ンテ ナを備 え る シ ステム で,そ の 一 般特 性 は表5-8

に示 され る。

これ に対 し標 準B局 は最近 規 定 され た もの で,G/T≧31.7dB/。Kを

標 準 と し,6～10m程 度 の 口径 の ア ンテ ナを備 え た小 型 地 球 局 で あ り,通

信 方 式 は,原 則 と してSCPC方 式(後 述)の み を扱 うよ う限 定 され て い る。

標 準B局 又 は これ に類似 の小 型 地球 局2)3)の 性能 の一例 を表5-9に 示 す。
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表5-8 イ ンテ ル サ ソ トN冒 用 地 球 局 の一般 特 性

(※ は必 須 条件 を示 す)

項 目 電 気 的 特 性

1.ア ンテナ シ ステ ム

※1.1G/T比

※1.2ア ン テ ナ指 向

特 性

〔目 標 〕G/T(晴 天 時,仰 角5。 で)

40.7dB/。K

G(4GHzに お い て)57dB以 上

〔認 可 の 条件 〕

(a)G/T≧40.7十2010gf/4

(b)G≧57十2010gf/4

運 用 仰 角,晴 天微 風 時,3,705～

4ユ95MHzの 全域 にお いて,f:受 信

周波 数GHz

〔建設 後 にお いて劣 化 が認 め られ た場 合 の 最 低許 容

条 件 〕G/T≧39dB

(a)送 信

第1サ イ ドロ ーブ ー14dB以 下*

`

メ イ ン ロー ブ か らの 偏 角r以 上 で 一29dB以 下*

(b)受 信'

第1サ イ ドロ ー ブ ー14dB以 下*

メ イ ン ロ ー プ か らの 偏 角1。 以 上 で 一26dB以 下*

・ の 値 は 必 須 で は な い

1.3偏 波

L3.1必 要 な 偏 波

※1.3.2楕 円 偏 波 率

地 球 局 送 信 左旋 円 偏 波

地 球 局 受 信 右 旋 円 偏 波(CCIRRep.321Green

Book.Vol.1,0slo1966.>page297)

送 信L4以 下(電 圧 比)

受 信(勧 告)1.4以 下(電 圧 比)
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項 目 電 気 的 特 性

※1.4ア ン テ ナ 指 向

制御

※L4口 指向制御 次 の よ うな衛 星 に対 応 で きる こ と。

仰角5。 以 上,軌 道傾 斜角5。 以 下,か つ経 度 の流 れ

±100以 内 の準静 止 衛星

※1.4.2追 尾 モ ー ド ア ン テ ナ制 御 モー ドは次 の三 種 とす る。

手動制御

自己追尾

プログラム制御(地 球局所有者 が望 むな らば)

送信 キャ リアが振幅変調 を洋 うよ うな方法で 自己

追 尾 を行 な っ てい る場合 は,EIRPの 安 定 度 が ±

0.5dB以 内 であ り,そ の変 調 周波 数 に つい てICSC

の 承 認 を要 する 。

ビー コ ン周 波 数 は それ ぞれ3,947.50MHzと3,952.

50MHzで,周 波 数安定 度 はおの お の1×10>日

※1.4.3指 向 制 御 の デ ー タは10C(INTELSATOPERATIONCENT

た めの デー タ形 ER)か ら所定の形式 の電報で各地球局へ伝送 され る。

式 電 報 はheader,datablockとendofmessageよ り

な る 。 デ ータ の 内容 は 日,時 分(GMT),方 位 角,

仰 角 で デ ータの時 間 々隔 は2時 間,1時 間,30分,

10分,5分,1分 の う ちか ら指 向 角 度 の 変化 の程

度 に よ り決 め られ る 。

2.一 般 無 線 周波 、

2.1無 線 周 波帯 域

幅

2L1衛 星 トラ ン 衛 星 内の 無線 周 波帯 域 幅 は12の トラ ンス ポン ダ

スポ ンダ配列 に分 割 され,各 トラ ンスポ ン ダの帯 域 幅 は36AHz

で あ る。 ト ラ ン ス ポ ン ダ1,3,5,8はWestspot

－28←



項 目 電 気 的 特 性

beamア ン テ ナか グ ロ ーバ ル ア ンテ ナ の い ず れ か に,

ま た2.4,6.8はEastspotbeamア ン テ ナ か も う一 つ

つ 別 の グ ロ ー バ ル ア ン テ ナの い ず れ か に 接 続 され る 。

9,11お よ び10.12は グ ロー バ ル ア ン テ ナ の そ

れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。

トラ ンス ポ ン ダの 各 中心 周 波数 は次 の 通 りで ある。

%1.3,725皿z%「 乙3,975㎜z

2..3,7658、4,015

3.3,8059.4,055

4.3.84510.4,095

5.3,88511.4,135

6.3,92512.4.175

※2.1.2給 電 系 帯 域 受 ・信3,7～4.2CHz

幅 送 信5、925～6,425CHz

轡2.1.3受 信 系 帯 域 低 雑音受信装 置は次 の帯域内のい かなる キャリア も

幅 受信 し うる こ と。

3,705～4,195MHz

※2.1.4送 信 系 帯 域 送信装置 は次 の帯域 内の1個 あるいは数個 の キャ

幅 リ ア を 同時 に 送 信 し う
.る こ と。

5,930～6,420]M旺z

2.2低 雑 音 増幅 器 混 変調 雑 音 が50pWp以 上 に な らな い こ と。増 幅

直線性 器 は,入 力2周 波 の レベ ル がmaximumexpected

carrierlevelよ り お の お の3dB低 い と き,3次

混変 調 積 が 各 キ ャ リ アに対 し51dB以 上 で あ る こと。
i馳

2.3衛 星 折返 しモ 自局送信 波の衛星折返 し信号をスペ ク トラムアナ

ニ タ ー ライ ザ等 で監 視 す る ことが 望 ま しい。 ただ し,こ の

信 号 をe.i.r.恥 の 調 整 に使 用 して は な らな い 。
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3.周 波 数 変 調 キ ャ

リア

3.1無 線 キ ャ リ ア キ ャ リアの割 り当て は装 置 変 更 を最 小限 にす る た

め,初 期 の 必要 数 よ りい く分 大 きい1あ るいは それ

以 上の キ ャ リアが割 り当 て られ る。

1キ ャ リア当 りの 割 当帯 域幅(MHz)

2.5

5.0

7.5

10.

15

20

25

36

24ch

60

96

132

252

432

972

スポ ットビーム

60ch

132

192

252

432

612

792

1,872

トラ ン'x*oン ダ12(グ ロ ー バ ル ビ ー ム)はTV伝

送 用 に 用 い られ る 。

映 像 周 波 数6403.OMHz

音 声 周 波 数6383.25MHz

返 送 周 波 数6385.75MHz

音 声 キ ャ リ ア の 帯 域 幅 は グ ロ ー バ ル ビー ム の24ch

キ ャ リ ア と同 じ で あ る。

映 像 キ ャ リ ア の 帯 域 幅 は30'MHzで あ る。
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※3.2e.1.r.P・

(実 効 放 射 電 力)

仰 角10。 の 地 球 局 に 必 要 なe.i.r.p(dBW)

24

60

96

132

192

252

432.

612

792

972*

1,872*,**

TV

74.7

77.8

79.5

80.6

82.8

85.1

83.9

84.7

85.4

88.4

90.1

91.5

1)表 の値 は1dBの マー ジ ンを含 む 。

2)仰 角10。 以外 の地 球 局 は次 の補 正 を行 な うこ と。

-0 .06(X-10)dB5。 〈X〈90。(地 球局仰 角)

ただ し,衛 星 の位 置 は 大 西 洋335.5E

太 平 洋174.OE

イ ン ド洋62.5E

3)各 地 球 局 は 技術 的,経 済 的 に可 能 な ら電 力減 少

あ る いは雑 音 増加 が起 き た場 合 の た め,さ らに1

dBのmarginを 加 え る こ と。

4)e.i.r.p.の 制御 範 囲は 最 大値 か ら下 へ10dB

5)c.i.r.p.の 安 定度 は規 定 値(nominalvalue)±

0.5dB以 内

ただ し,悪 天 候時 には 一2dBま で許容 す る。

6)共 通 増 幅器 は,帯 域 内 の混変 調 雑 音 を少 な くす

る ため にバ ックオ フを大 き くとる こ と。
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項 目

※3.3帯 域 外輻 射

※3.4FMキ ャ リア

周波 数 の 確度

3.51F送 信 フ ィ

ル タ

3.61F受 信 フ ィ

ル タ

3.7復 調 器 性 能 特

性

電 気 的,特 性

7)・ 初 期 の 状 態 で,ト ラ フ ィ ック か 少 な い 場 合 に

はmanagerと 所 有 者 の 間 の 話 し合 い で ベ ー ス バ ン

ドの ト ッ プの 方 か らサ ー ビ ス を 除 外 し,ま たtes-

ttonedeviationを 増 加 させ る こ と に よ り,帯 域 畠

は 全 部 有 効 に 利 用 し,地 球 局 のe.i.r.p.を 減 少 さ

せ る 方 向 に も っ て い く。

8)**1,872ch'キ ャ リアに はdownlinkの2(B

利 得 を 含 ん で い る。

混 変 調 積 に よ る もの を除 い た 帯 域 外 幅 射 のe.i.r.p.

4dBVV/4kHz以 下

混 変 調 積 に よ る帯 域 外 輻 射 のe.i.r.p.26-0.06(X

-10)dBW/4kHz以 下X:地 球 局 仰 角

初 期 最 大 設 定 誤 差 と少 な く と も1ヵ 月 の 長 期 安 定 度

を含 め

電 話 キ ャ リ アの 場 合 ±150kHz

TVキ ャ リ アの 場 合 ±250kHz

た だ し,2.5MHzと5MHz'の キ ャ リ アの 場 合 ±80

kHz

ま た,衛 星 内 の 局 部 発 振 周 波 数 の 確 度 は ±i25kHz

以 内 と予 想 さ れ る。

IFフ ィ ル タ は お の お の のFM電 話 キ ャ リ アの 送 信

系 に用 意 す べ きで あ る 。

IFフ ィ ル タ は 各 キ ャ・リアの 受 信 系 に 用 意 す べ き で

あ る。

252ch以 下 の チ や ン ネ ル に つ い て は ス ポ ッ ト ビ 一

一 ム
,グ ロ ー バ ル ビー ム の 両 方 に お い て ス レ ッ シ ョ

ル ド改 善 形 復 調 器 を用 い る こ と を 勧 告 す る 。

も し252ch以 上 の場 合 に も効 果 が あ れ ば 使 用 す

る こ と が あ る 。
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項 目 ・
電 気 的 特 性

※3.8電 話 べ ー ス パ 12kHz以 下 の 周波 数 はESCと エ ネル ギ ー拡 散 信

ン ド構 成 信 号に使 用 す る。

また可能 な限 り,CCITT標 準 の12チ ャンネル 群 と

60チ ャンネル超 群 の構成 を基本 とす る。 た だ し,音

声1チ ャ ン ネル は4kHz帯 域幅 とす る。

※3.9TV変 調極 性 変 調の極性は 正とする。

3.10TV音 声 の TV音 声 の ベー スバ ン ドは24チ ャ ンネル の 電 話

ベ ー スバ ン ド の場 合 と同 じで,12kHz以 下 に オー ダ ワイ ヤ を含 む 。

(Cue,Co・ ㎜ent一 TV音 声 チ ャ ンネル はCCITT勧 告J22のType-A

arycha皿elを (チ ャン ネル4,5,6,24～36kHz)で 構 成 され る 。

含む) (基 礎 群 の84～96kHzを 占 有,キ ャ リ アは95.5kHz)

3.11電 話 ベ ー ス 60kHz,-20dBmOの パ イ ロ ッ トを 使 用 す る 。 、

バ ン ドの 連続 パ

イ ロ ッ ト

※3.12ベ ー ス バ ン 実効 周 波 数 偏移 は,CCITTの 設計 値 を1dB以1二

ドの電力制限 越 え ない よ うに す る こ と。

3.13地 球 局 装置 0相 対 レ ベル に お いて評 価値 で1,500PWpと する。

の 電話 チ ャンネ ただ し,こ の値 は送信地球局 と受信地球局に振 り分

ル雑i音 ける。 またこの値 は地球局 の遅延特性お よび衛星 内

の遅 延特 性を含む。

さ らにCCIR勧 告 に従 い,1,000晒 の値 が同一

周波数帯 を共用 す る他の システムか らの干渉雑音に

割 り当 て られ て い る。

※3.14エ ネ ル ギ ー 電話 お よびTVキ ャ リア のエ ネル ギー拡 散 は べ ー

拡散 スバ ン ドに低 い周波数の対称三角波 を付加 する。

※3.14.1電 話(F a.送 信 負荷 の いか んに か かわ らず,4kHz当 た り

DM-FM) のエ ネル ギーの 最大値 が最大負荷時の エ

キ ャ リア ネ ルギ 」密 度 を2dB以 上越 えてはならない。

周 波 数20～150Hz安 定 度 ±1.OHz
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項 目

※3.14.2TVキ ャ

リ ア

3.15ブ リ エ ン フ ァ

ァシ スお よ び デ

ィ エ ン フ ァ シ ス

※3.15.1電 話

※3.15.2TV

※3.15.3TV音 声

3.16遅 延 歪 の等 化

※3.16.1送 信

3、16.2受 信

3.17振1匪 蚕牛寺」性

3.17.1FM変 調

器 か ら ア ン テ ナ

ま で の 特 性

電 気 的 特 性

b.受 信

a.送 信

b.受 信

拡散 信 号 を除去 す る装置 を備 え る こ と。

1MHzp-P以 下 の デ ビ ェー シ ョンを かけ

る ことの で きる三 角 波 を映像 信 号に 加 え

られ る こと。 周 波 数 はTV標 準方 式 に従

い25Hzか30Hzと す る。

拡散 信 号 を除 去 す る装 置 を備 える こと。

すべ て の送信 キ ャリアに ブ リエ ン フ ァシ スをか け

る こ と。 ブ リエ ン フ ァ シス特 性 の決 定 につ いて は

さ らに研究 が 必要 であ るが,と りあ えず 次 の よ う

に する。

CCIR勧 告275-1

CCIR勧 告405

CCITT勧 告J-21

送信側地球局は,衛 星 内の残留遅 延歪 と自局送信

装置の遅延歪 とを等化する こと。

a)地 球局 において等化 されるべき衛星内の残留遅

延歪 は打上げ約3ヵ 月前 あるいは また特定のキ ャ

リアが地球局 に割 り当て られた時 に地球局所有者

に通知 され る。

b)地 球局送信装置 の許容残留遅延歪(FM変 調器

からアンテナまで)は 図3-1お よび表3-1に

示す。(図,表 省略)

地球局受信装置(ア ンテ ナか ら復調器まで)の 許

容残留遅延歪は前に同 じ。

※a)IF～RFの 利得 周 波 数 は図3-1お よび表

3-2に 示 す。 地 球照 送信波 間 の クロ ス トー ク
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項 目

3.17.2ア ン テ ナ

か らFM復 調 器

ま で の特 性

3.18.そ の 他 の 伝

送 パ ラ メ ー タ

4.SPADE,PCM

伝送 必 要 条件

5打 合 回線

5.1打 合 チャンネル

5.2打 合 電 話

5.3打 合 回線

5.4呼 出符 号 お よ

び実施 計 画

6試 験 装置

6.1試 験測定装置

電 気 的 特 性

は58dB以 上 で ある こ と。(図,表 省 略)

※b)残 留 振幅 変 調(rms)

無 変調 時 に ア ンテ ナ出 力 に おい て,RFキ ャ リ

ア レベ ルに対 し500kHz以 下の周 波 数 に対 し

て 一20(1+logi。f)dB以 下(4kHz当 た り)

f:ベ ー スバ ン ドの4kHzの ス ロ ッ トの中 心 周

波 数(kHz)

500kHz以hの 周 波 数 に対 して 一74dB以 下

4kHz以 下 の 周波 数 に対 して 一32dB以 下

(4kHz以 上の周 波 数 に対 しては,必 須,4kHz

以 下 の周 波 数 に対 して は勧告)

c)変 調 非 直線 性(p-p)

各容 量 の多 重 電話 のp-pデ ビェー シ ョンにお い

て1.5%以 下

帯 域 外特 性 は表3-2(c)項 を満 足 す る こと。

(表 省略)

省略

省略

略

略

略

略

略

省

省

省

省

省
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※6.2ベ ー ス バ ン ド

雑 音 測 定

ベ ー ス バ ン ドの チ ャンネル雑音 の測 定 の代 りに,

帯 域 外 の雑音 を測 定 し換 算 す る。 その た め,送 信 側

で は ベ ー スバ ン ド入 力 に次 のBEFを 挿 入 す る こ と,

た だ し,受 信 側 は この 方法 に よ る測 定 は 強制 され な

いo

24

60

96

132

192

252

432

612

792

972

1872

116

277

448

607

884

1157

1976

2794

3612

4430

8932

送 信 局BEFは ±(0.005fe+2)kHzの 帯 域 内

で50dB以 上の減衰 が あ る こと。

② 通 信方 式

衛 星 系 に使用 され る通信 方 式 は,す でに 技術 的 に完 成 され たFM-FDMA

方 式 が多 く用 い られ る。即 ち,現 在 の イ ンテル サ ッ ト衛 星 で は,地 球 局 別 に

搬送 周 波数 を定 め,周 波 数 分割 に よ り,多 重化 され た ベ ー スバ ン ド信 号 を周

波数 変 調 して送 信 す る。 この方 式 で多元 接 続 を行 な うた め には,各 局 は1つ

の 送信 機 と交 信 す べ き局 の数 だ け の受 信機 を備 える必要 が あ る。
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表5-9小 型地球局の性能 の例

送信周波数範囲

受信周波数範囲

送 信容量

TV映 像

TV音 声

電 話

オ ー ダ ー ワ イ ヤ ー(音 声)'

オーダLワ イヤー(テレタイプライター)

受 信 容 量

TV映 像

TV音 声

電 話

オ ー ダ ー ワ イ ヤ ー(音 声)

オ一夕Lワイヤー(テ レプリンター)

放 射 電 力(e.i.r.p)

受 信G/T(10rEL

10mφANT)

空中線利得:10mq5

(13mφ)

空 中線雑音温度

空中線角度範囲

耐風速

衛星追尾方式

衛星追尾精度

周囲温度:屋 内

屋外

所要電力

エ ンジン発 電機

主 要構 成 品

10mφ 空 中 線

通信 機 シ ェル ター

制 御 シ ェル タ ー

発 電 機 シ ェル ター

全 重量

5,925～6、425MHz

3,700～4,200]岨z

1チ ャ ン ネ ル

1チ ャ ン 不 ル

12、24,36,

2チ ャ ン ネ ル

2チ ャ ン 不 ル

48又 は60チ ャ ンネ ル

1チ ャ ン 不 ル

1チ ャ ン ネル

12,24,36,48又 は60チ ャ ン ネ ル

2チ ャ ン ネ ル

2チ ャ ン ネル

87.OdBW(3KW-HPA)

31.2dB/K(LNA:55K)

31.7dB/K(LNA:45K)

33.6dB/K(LNA:14K)

6GHz:54.OdB(56.5dB)

4GHz:51.1dB(53.4dB)

36K(10。ELに て)

Y－ 軸 ±10。X－ 軸5。 ～90。

27m/sec(正 常 運 用 可 能)

35m/sec(任 意 角 度 で 固定 可 能)

60m/sec(コ ン ク リ ー ト基 礎).

ス テ ッ プ 自動 追 尾 方 式

O.05。r.m.s.

十50C～ 斗一350C

-400C～ 十52。C

208/120V,50/60Hz,40KVA

(エ ン ジ ン発 電 機 又 は 商 用 電 源)

65KVA

1』'

3〔1980(巾)×3400(奥 行)×2060(高)㎜ 〕

1〔1980(巾)×2500(奥 行)×2060(高)rm〕

2〔2000(巾)×2450(奥 行)×1850(高)ua〕

約30ト ン ・.,
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また小 容量 の回 線 を扱 う地 球局 の存 在 も考 慮 し,衛 星 回線 お よび衛 星 の容

量 を効 率 的 に利 用 す るた め,需 要 の都 度通 信路 を設 定 す る デマ ン ドアサ イ ン

メ ン ト(DA)方 式が 実用 化 され てい る。 例 えば1つ の搬 送 周 波数 に1つ の

*
通信路 を割 当て,通 信路 は4相PSK変 調PCMと す る伝 送方 式－t'SCPC

-PCM/PSK"一 にお い て ,通 信路 の 割 当 て をDA方 式 で行 な う"SPA

DE・*㌧ ステ ムが6)イ ンサル テ,FIVEI・ 系 醒 を対 象 に利用 され て い る。

SPADEで は デ ィ ジタ ル伝 送 を行 うの で,一 つの 音 声 チ ャン ネ ルを その まs

50Kbps程 度 の デー タ伝 送 に用 い る こ とが で き る。

また多 元接 続 をよ り容 易 に し,衛 星 の使 用効 率 を高 め る 目的 で,時 分割 多

重技 術 を導 入 す るPCM-TDMA***方 式 が開発 され てお り,

この ような デ ィ ジタル通 信方式 の導 入 は,そ の容量 の 大 きさや経 済 性 の 点 か

ら,デ ー タ 通信 に 大 きい イ ンパ ク トを与 え る こ とに な ろ う。

な お,多 元 接 続 の方 法 と して,周 波 数 利 用 の輻 湊 が 見 込 まれ る将 来 に備 え

て,マ ルチ ス ポ ッ トビー ム,偏 波分 離 の活 用 に よ る周 波 数 の再使 用 と これ に

組 合 され た 空 間 分割 形交 換 機能 を衛 星 に搭 載 す るSDMA方 式 も検討 されて

い る。

上 に説 明 した もの を含 め て,衛 星 通信 にお け る多元接 続 の諸 方式 を ま とめ

る と表5-10の 如 くな る。

(3)国 内伝 送 路 と の結 合 技 術

衛星 伝送 路 と国 内伝 送 路 と の結 合 に 際 しては,変 調方 式 の相 異が あ る場 合

には,結 合 の た めの変 換 操作 が 必要 で あ る。 た とえばPCM・TDM信 号(衛

星)とPDM信 号(国 内)の 結 合 を行 っに は,音 声 周 波 数帯 域 のチ ャン ネル

単位 に分 解 した后 多重 変 換 を行 うの が 通常 の 方法 で あ るが,こ の過程 を と ら

*Single-Channel-per-Carrierの 略

***TimeDivisionMultipleAccessの 略

**旦i㎎1・ 一()・ann・1-P・ ・-Carrierエ ・lseC・d・ 一]N(IOd・1・ti・n・M・ltipl・

△ccess,Demand-Assignment坦quipment
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表5-10多 元接続 の 諸 方式

項 目

通信路の割 1.PveAssignedMultipleAccess 現在 多用 され てい る ト

当て法 地球局間 で使用 する通信路 を予 め定 ラ ビ ック量 の人 な る場

め て お く。 合 に有効

2.DemandAssig㎜entMultiple 小容 量 トラ ピ ック の場

Access 合 に有効

任 意 の2局 を結 ぶ リ ンクを,デ マ ン SPADE等 に導 入 され

ドに 応 じて設定 す る。 て い る 。

割 当て の手法:ボ ー りング

ラ ン ダ ム ア ク セ ス

(中 央制御形,分 散制御形)

通信路の分 1.周 波数分割 多元接続FDMA 現在 最 も多 く用 い られ

割法 る 。

2.時 分割多元接続TDMA カ ナダTELESAT,海

事衛星MARISAT系

で利 用 され て い る。 イ

ンテ ル サ ッ ト系 では 本

年 よ り試験 が開始 され

る(太 西洋)

3.空 間分割多元接続SDMA 将来 の方式 として検討

され て い る。

ず に直接 変 換 す る方 式(ト ラ ンスマ ル チ プ レク揚 が研究 され て い る。 これ は

アナ ログ/デ ィ ジタル 回線 間 の 相互 変換 機 能 で ある が,そ の他 非 同期 な デ ィ

ジ タル回線 間 の相 互接 続 を,パ ル ス スタ フィ ン グ手法 を導 入 して 行 な う方式

IZ(DDI)も開発 され て
い る。

(4}デ ー タ伝 送 へ の利用 技 術
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1)衛 星 回線 と デー タ伝 送

現在 デー タ伝 送 に利用 され てい る衛星 通信路 は主 と して次 の 二種 類 であ る。

a)FDM伝 送路 にお け る音 声級 回線

b)デ ィジ タル回線 として のSCPC/P8Kの 利用

a)の 音 声 級 回線 は音 声 帯 域 の専 用回線,或 は 公衆 サ ー ビスにお け る中継 回

線 と して デー タ伝 送 に も広 く利用 され て い る ことは周知 の 通 りで あ る。b)の

SCPC回 線 は,5.2.2(2)に 述 べ たSPADE方 式 か ら派 生 した もの で,

Demandassign孟ent機 能 を除 い たSPADEシ ステ ムに お い て,デ ータ伝送

を(PSK/FDMAに よ り)行 な う回線 で あり,イ ンテル サ ッ トIV号 系以降 の

衛 星 を対 象 と した本 方 式 の伝 送 パ ラメー タは表5-11の よ うに定 め られ て

い る。 デー タ伝 送 速 度 は48Kbps,50Kbpsが 用 い られ,デ ータ伝送 にお け

る ビッ ト誤 り率 を改 善 す る 目的 で,フ ォ ワー ド誤 り訂 正(FEC)手 法 が利

用 され る。 即 ち,48Kbps又 は50Kbpsの デ ータ信 号には伝送効率3/4の

畳 み込 み等 号化 を施 し,64Kbps又 は66.67Kbpsの 信 号に変 換 し4丁 目

PSK変 調 を行 ない,受 信 側 で誤 り訂 正 を行 な う。56Kbpsの 場 合 は7/8の

,符号 化 を 用い る。

上記 のFDM音 声級 回 線,SCPC回 線 の 他 に,今 後 デ ー タ伝送 に活 用さ

れ得 る通 信路 と して は

c)TDIMAに よ'るデ ィジ タ ル伝 送 路

が ある。

2)デ ー タ通 信 網 の構 成 か らみ た衛 星 伝送 路 の 利 用

デ ー タ通 信 網 の構 成 要 素 と して衛 星 伝送 路 を利用す る場 合,次 の ような使

い 方が 考 え られ る。

a)Point-to-Pointの 中 継 回 線 と して 利用 す る。現 在 最 も一 般 的 な衛 星 通

信路 の利 用法 であ り,衛 星 回線 は地 球 局 を経 由 して国 内 回線 網 に接続 され る。

b)multipointの 中継 回 線 と して利 用 す る。'即 ち衛星 伝 送路 の多 元接 続 機

能 を利 用 して,多 対 地 の 中継 回線 を同 一衛 星 に よ り設定 す る場合 で あ る。

TDMA方 式等 の活用 は有 効 で あ ろ う。
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表5-11SCPC/PSK方 式CODECの 性 能 と伝 送 パ ラ メー タ

パ ラメ ー タ 要 求 値

デー タ伝送 速度

伝 送 効 率R=3/4の コー デ ィン グの場 合

R=7/8の コー ディ ン グの場 合

48Kbps又 は50Kbps

56Kbps

クロ ソ ク復 元
ク ロ ッ ク ・タ イ ミン グ は 受 信 デ

ー タ列 か ら復 元 さる べ きで あ る
。

C/Nの 限 界 値

48Kbps;BW』38KHz

}の 時

561ζbps;BW==38K王lz

50Kbps;BW=38KHzの 時

13.5dB

13.6dB

3/4又 は7/8コ ー デ ィ ングに お け る ビ

ッ ト誤 り率 の限 界 値

一4

1×10

Nominaloperationpointに お け る

C/N

15.5d]3

コ ー デ ィ ン グ 又 は ス ク ラ ン ブ リ ン グの な

い 時 の,Operatingpointに お け る 公 称

ビ ッ ト誤 り率

～6

1×10

コ ー デ ィ ン グ を伴 うと き の,Operating

pointに お け る 公 称 ビ ッ ト誤 り率

_9

1×10(ス ク ラ ング リン グ無)

-9

3×10(〃 有)

c)加 入 者 回線 と して利 用 す る。小 型 地球 局 を利用 し,衛 星 通信 のbroad-

cast機 能 を マルチ プ レ クサ と して用 い る等 に よ り,加 入者 回線 と しての

機能 を与 え る。

国際網,国 内網 の観 点 か らみれ ば,上 記 のa),b)は 国 際網 の 構成 に一

般 的 に利用 され る もの で あ り,国 内網 に 対 して は,a),b)の 他 に,c)も
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有 効 な手段 と して今后 導 入 が 進 め られ る もの と思 はれ る。(例 えば現在 計画

中 と伝 え られ る米 国国 内衛 星SBSに お ける小型 地 球局 の 利 用)

3)デ ィジ タル デー タ変 換 網 へ の利 用

デ ィジ タル デー タ交換 網技 術 の進 展 に伴 な って,衛 星 回線 の デ ィ ジタ ルデ

ー タ交 換網 へ の利用 法 も検 討 され て い る。

デ ィ ジタル デー タ交 換 網 の た めの伝 送路 と して は,通 常 のFDM音 声級 回

線 も利 用 し得 るが,伝 送 速度 が不 十 分 な こと,回 線 品質 向 上の た め の手段 を

必要 とす る こ と等 に よ り,ト ラ ピ ッ クの 大 な る回線 には有 効 とは云 え ない。

トラ ピック量 の大 な る場 合,現 状 ではSCPC回 線又 は群 帯域 の使 用 が適 切

であ ろ う。 さ らに,TDMA伝 送路 は,デ ィジタ ルデー タ伝 送 に 適 して い る

た め,パ ケ ッ ト交 換,回 線交 換 網 用 の伝送 路 として,そ の利 用方 式 が 種 々研

究 され てい る口 ～ao)前 項2)に 述 べ た加 入 者回 線 へ の適 用 も含 めて,こ の 種

デ ィジ タル衛星 回線利用 法,開 発 の動 向 は今后 十 分注 目 する必 要 が あ ろ う。

4)関 連技 術

D回 線 容量 ・利用 効 率 の 増大

衛 星 通信 にお いて は,変 調 方 式 ・回 線 の割 当 て方式,周 波数 の 再利用 方 式

等 の技 術 の進 展 に よ り,中 継容 量,回 線 の利 用効 率 を向上 させ る 努力 が払 わ

れ て いる 。一 例 と して,FDMA,TDMAに つ き,夫 々 グ ロー バル ビー ム

ス ポ ット ビー ムを用 い る場 合 の トラ ンス ポ ンダ(申 継器)容 量 は図5-13

の ごと く な り,将 来 の衛 星 伝 送路 の経 済 的利用 が期待 され る。

ii)誤 訂正 符 号化

デ ィ ジタル衛星 伝 送 路 には誤 訂 正 符 号 化 方 式(FEC)が 取 入れ られ て

い る。 衛 星伝 送路 の伝 播遅 延時 事 が大 であ る ことを考 慮 すれ ば,伝 送路 の 品

質 を向 上 させ る こ とは,デ ー タ伝 送 の信 頼 性向 上 とい う本 来 の 目的の みな ら

ず,受 信 誤 りに よる デー タ再 送 回数 を逓減 させ,回 線 効率 を高 め る上で極 め

て効 果 的 であ り,そ の意 味 に お いて も誤 訂 正符 号化 技 術 の 活用 は重要 であ る。
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i1D網 同期

時 分割 ディ ジ タル に通信 系 に おいて は網 同期 の 手段 を講ず る こ とは不 可欠

と され て い るが衛 星 通信 路 が 利用 され る場 合 には,i)1日 を周 期 とす る遅 延

時間 の変動,iDド ブラ効 果 とい った衛星 特有 の時 間 ・周波数 要 素 の変動 を補

償(吸 収)す る機 能 を加 味 した 網周期 技 術 を導 入 す る ことが必 要 であ り,研

究 が 進 め られ てい る。(5.2.2(3}参 照)

iv)機 密保 護

デ ィ ジタ ル衛 星 通 信方 式(TDMA)で は,回 線 の機密 保 護 手段 と して,

疑 孤 ラ ンダム符 号に よる ス ク ラン ブ リング手法 の導 入 が予定 され てい る。 こ

れ は混信 の 除去 を主 目的 と す る もので あ るが,機 密保 護 に も有効 な手段 を提

供 す る。

㈲ 海底 ケー ブル との比 較

衛星 通信 方 式 と海 底 ケ ー ブル通信 方 式 につ いて,国 際伝 送 路 を対象 に,技

術 的 ない しは,経 済 的 見地 か ら両者 の概 略 的な比 較 を行 なって み る。
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1)技 術面での比較
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表5-12ロ ン ドン ・シ ドニ ー 回 線 のMTBF

回 線 種 類 方 向

構 成
*

MTBF(時 間)

全 長 海底ケーブル
陸1二同軸
ケーブル

無 線

リンク

音声周波
区間数

5mg>

300ms

5ms～

1min

20ms～

1min

衛星経由回線
衛星経由回線

A→B

B→A

74,991

ん沈

6κ〃 74β88

ん加

1 0.2

1.5

0.2

1.3

0.4

2.5

海底ケーブル
経 由 回 線

A→B

B→A

器 、8牲

え〃

19,659

x〃

6」85

ん〃

4 1

71

0.7

5.4

1.1

4.2

測定総時間数
*MTBF=

瞬断個数

伝 送 路 の特 性 か ら見 た場 合,減 衰 歪,群 遅 延歪,瞬 断,雑 音,位 相 変動,

レベ ル変 動 な ど,デ ー タ伝 送 上の 各種 妨害 要 因 につ いて は,衛 星 ・ケ ー ブル

両 面 で特 に顕 著 な差 異 を指摘 す る こ とは難 しい。 両 伝送 路 に対す る伝送 特 性

の例 は 図5-14お よび表5-12に 示 され るが,二 国 に またが る国際 回 線

の 特 質 は,国 際伝 送 路 区間 と両 国の 国内回線 区間 を通 した もの で あ るか ら,

国 内伝 送路 の特 性 によ り影 響 を受 け る こ とが多 い の が現状 で あ る。 なお,よ

く知 られ て い るよ うに,国 際間 に また が る回線 の規 格 はCCITTの 勧 告 に

よ り定 め られ てお り,音 声帯 域 を利用 す る専用 回線 の 規格 に関 して ,勧 告M

102(特 別 品質 専 用 回線 の特 性)と 勧告M113(国 際専用 回線 の等 化)

が あ り,各 国主 管 庁,通 信事業 者 は この勧 告 に基 い て 回線 の運 用 保守 を行 な

って いる。

伝 送 路 と しての衛 星 ・ケー ブル両者 の間の 最 も大 きい相 異点 は,衛 星 伝送

路 が ケ ー ブル に 比べ 伝 送遅 延時 間 の大 きい点 で あ ろ う。 デー タ網 構 成 上 か ら

み る と,網 内伝送 中 の デー タ ブ ロ ック数 が多 いた め,こ れ に 見 合 う交換 機 能

端 末 機能 を備 える必 要 が あ る。 また デー タ通信 の 利用 面 か らみ る と,オ ンラ

イ ン座 席 予約 等,短 い ター ン アラ ウ ン ドタイム を必要 とす る一 部 の ア プリケ
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一 シ ョンに対 して ,そ の要 求 を満 すた め の交換 局 内 通過 時 間 の設 定の 努力 が

必要 で あ り,ま た衛 星 の多 段 中継 回 数 に も制約 が 生 ず る。

次 に デ ィジ タル 伝送 路 へ の適 合 性 の立 場 か らは,SCPC方 式,TDMA

方式 等 の デ ィ ジ タル衛 星 通信 方 式 実用 化 の進 展 してい る こ とか ら衛星 伝 送路

の方 が よ り適 合 す る傾 向 にあ る。特 にPCM伝 送方 式 お よび それか らの発 展

と して の サー ビス総合 網 へ の適 合性 も,現 状 では 衛星 通信 の方 が 有 力 で あ る。

一方 海 底 ケ ー ブル方 式 は過 去 の技 術 の蓄積 の上 に年 々改善 が加 え られて い

るが,デ ィジタル に伝 送 に適 した新 しい方 式 を実 用化 す る段 階 に は未 だ達 し

て いな い。 しか し新 しい伝送 技 術 として,同 軸 ケ ー ブル時 分 割 伝送(図5-

15参 照)や 光 フ ァイバ伝 送 が実現 性 あ る もの と考 え られ て お り,基 礎 的研

究 が進 め られて い る。
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回 線 数

衛 星,海 底 ケ ー ブ ル 年 経 費 比 較 モ デ ル

② 経済比較

衛星通信系 と海底 ケー ブル系 との経済比較 は種 々試み られてお り,従 来,
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経済 評価 に際 して次 の計 算 式 が よ く用 い られ た。

海 底 ケー ブル:Cc2;Kc・D・N'qc

衛 星:Cs雪Ks・N-qs十R

但 し

C:経 費/チ ャネル ・年

Kc:比 例 係数(建 設費)

qc:0.6～0.7

Ks:比 例 係数(地 球局 等 建 設 費)

qs:0.9～0.99

R:回 線 使用 料

このよ うな モデ ルに基 く両方 式 の年経 費 は図5-16の 如 くな り,こ れ に

よれ ば両 者 の優 劣 を一概 に決 め る こ とは困 難 と思 われ るが,図 に よ り一般 に

遠距 離通信 には,衛 星 系 の方 が有 利 と いえ よ う。

両方 式 につ いて,更 に 具体 的 な経 費 の傾 向 を示 す と次の 如 くな る。

衛星 通信 系 にお け る衛星 使用 料 の傾 向 は イ ンテル サ ッ ト系衛 星 で は年率 約

10%で 低 減 する傾 向 に あ る。 使用 料 の低減 率 は,衛 星使 用 回線 数 の増 加 率

か ら衛 星 等 諸設 備 の経 費 を含 む イ ンテル サ ット組織 の運用 ・保 守経 費 や利益

の増 加率 を引 いた もの に相 当 す る。 この使用料 に,地 球局 経 費 を加 えた もの

が衛 星 半 回線 当 りの経 費 と な る。 この衛星 回線 の経 費 は,1地 球局 当 りで見

る と,地 球 局 の運 用 回線 数 の増 加 に伴 な い,低 減 しなが ら一 定 値 に近 づ く傾

向 が あ る。

なお,デ ィジ タル衛星 通 信方 式 の導 入 等 に よる回線 容量 の増大 の 傾 向 を考

え る と,回 線経 費 は 更 に 低減 す る こ とが想定 され る。

海 底 ケ ー ブル の場合,そ の建 設費(海 里 当 り)の 実 績 と ケー ブルの 通話 路

容 量 との関係 は 図5-17に 示 す よ うに,海 里 当 りの 創設 の平 均 は ほs"3.

3×(ケ ー ブル容 量 の0.3乗)で 表わ す こ とが で きる。

一303一



(
ミ
』
↑

)
O
駆
蘭
扁
e

O
折
脚
燵

100

70
1

11。、封15 %CS-12M
'

・。

・。

⑳
,

癬
7

5

3

2

圓 ・N(・織 〒昆 一….三.埜
弓

5%

♪こ
Q

TぐT-・
.＼一'1'ξ/ぷ 、_ T一 2

AT_1!A/,./『 へ'TAT　
＼,'〆TPC-AT-2一 TASMAN

ワ ー一.

5
,"

'

11一撫=嘉 蒜 ・
1一 メ
.1
・実績

。推定

SAT-1とCOMPACの 建設値
に停が小
1さ「ので断 し

203050701002003005007002,0005,0001
,0003.0007,000

図5-17

値は例外的

ケー ブルの回線容量N(回 線 数)

海底ケーブルの創設費 と回線容量

100

10占

K

n

O.1

工02

図5-18

一 ファイバ価格50円/nysys

200円/zasys

1・・M・lrs/〔 へ

los10'10・10'

電 話 チ ャ ンネ ル数

光 フ ァイバPCM伝 送方式の伝送路経費

将来新 しい伝送技術 と して光 ファイバに よるデ ィジタル伝送方式が実用化
15)

され る こ と を想 定 した場 合,そ の経 済 性 の例 は 図5-18に 示 され てお り,

大容 量 回線 にお い て従 来 の 同軸 ケ ー ブル技 術 よ り経 済 的 とな る こ とがわ か る。

5.3国 際 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成

国 際 情報 ネ ッ トワ ー クが利用 す る国 際 間の ネ ッ トワー クの形 態 と しては,現

在 は 国 際 専 用 回線(主 と して音 声級)に よる専 用 網 で あ るが,将 来 は,国 際
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間の 公衆 デ ィジ タル デ ータ網 も利用 され る ことに な ろ う。 即 ち,各 国主 管庁,

国際 通信 事業 者 が提 供 する 公衆 デ ー タ網 を介 して国 際 コン ピ ュー タ通信 が行 わ

れ る こ とが想 定 され る。 各 国通 信 事業 者等 は この よ うな方 向 を打 出 しつ つ あ り

今 後 相 互の協 力 に よ り,こ の よ うな ネ ッ トワー クが 段 階 的 に実 現 す る こと とな

ろ う。 方 式 と して は パ ケ ソ ト交 換 方式 が主 力 とな る もの と考 え られ,各 国Gate

way間 の 国際 リン ク と して,主 力 は広帯域(48Kbps相 当)回 線が利用され る

ことに なろ う。

国際 間 に またが る 上記 の よ うな パ ケ ッ ト網 を運 用 す るた めに は,パ ケ ット網

間接続 の プロ トコル を設 定 す る ことが 重 要 で あ り,CCITTSGV[1で は,早

急 に標 準 を作 る必要 が ある との合 意 に達 し,X7xと して勧 告 草 案 を作 成 す る

作業 に取 か か って い る。 その 骨子 は

D物 理 的 回線

ii)リ ンク レベ ル手 順

1川 パ ケ ソ トレベ ル手順

の三 つの要 素 か らな る もの で,手 順 は で き るだ けX25vcueじ た方 向 で検 討 す

る ことに な っ てい る。

今後 検討 すべ き事項 の例 と して は 次 の ものが あげ られ て い る。

Dリ ン ク レベ ルの制御(単 一 物理 回線 手 順で 行 な うか複 数 回線 手 順 で行 な

な う)

ii)ス ル ー プ ッ ト,ウ イ ン ドウに関 す る事 項(表 示,お よ び取 扱 い)

⑯ 課金 情 報,転 送 の必 要性

iv)網 間で 必 要 な その他 の制 御 情 報 の扱 い方

V)パ ケ ッ トサ イ ズと その変 換

vi)End-to-Endレ ベ ル また は交 換 機 間 レベ ル での 制御 の 問 題

vii)ル ー テ ィン グ方法

なお,国 際 パ ケ ッ ト網 を構 成す る際 に,各 国Gateway間 および 国 際網 と国

内網 の 接続 に対 して上 記 プ ロ トコ ルX7xが 適 用 され る こと とな ろ う。
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附 録

附1.イ ンテ ル サ ッ ト衛星 通 信 の現 状 と将 来

ほ)イ ンテ ルサ ッ トの概 要

イ ンテ ルサ ッ ト(国 際 電 気 通 信衛 星 機 構)の 前身 は,1964年8月,ア

メ リカ を 中心 に西 ヨ ー ロ ッパ諸 国,日 本 な ど11か 国が 参加 して ,暫 定 的制

度 と して発 足 した世 界 商 業 通 信衛 星 組 織 で ある。 そ の後,イ ンテ ルサ ッ トは,

1973年2月,恒 久 的 制 度 へ移 り変 わ り,現 在 で は,加 盟 国95か 国(1

976年7月 現 在)を 有 す る 国 際的 な 商業 電 気通 信 衛星組 織 とな ってい る。

現 時 点 にお け るイ ンテル サ ッ ト参加 の 地 球 局 は世 界 各地 に拡 張 され て い る 。

特 に,国 際 衛 星通 信 に 関 す る検 討 は,理 事 会(BoardofGovemors;BG

)で 行 なわ れ るが,実 質 的 審 議 は,そ の 下 に ある3つ の諮問 委 員会 〔財 政 諮

問 委 員会(FinanceCo㎜ittee;B(シT;料 金,施 策),計 画 諮 問委 員会(

PlanningCo㎜ittee;BG/PC;需 要 予 測,衛 星 通 信体 系 の検 討),技 術 諮

問 委 員 会(TechnicalCommittee;BG/T;XE技 術,新 衛 星 通 信系 の評 価)

〕が 行 な う。 す なわ ち,こ れ らの 諮 問 委 員 会 の各 分 野か ら,十 分 な検 討 が 加

え られ た後,導 入 すべ き通 信体 系 お よび 衛 星機 能 が決 定 され る。

② 回線 数 の実 績 と予測

イ ンテ ルサ ッ トは,1965年 にINrELSAT-1を 商業 衛星 と して 打 ち上 げ

現 在 では,INTELSAT--IVvaよ り,グ ローバ ル な ネ ッ トワークが構 成 され て い

る。1976年3月 現 在vak・ け る衛 星 配 置 は 表1に 余 す 通 りで あ る。 ま た,

衛 星使 用 実 績 を,将 来 の 予 測 も含 め て,等 価 電 話回 線数 に よ って示 す と:図1

とな る。
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表1 衛 星 配 置(1976年3月 現 在)

地 域 現 用 衛 星 予 備 衛 星

大 西 洋 W-AF-1(プ ラ イ マ リ)
WF-7

イ ン ド洋 】VF-3(メ ジ ャ ー パ ス) ]yF-2

イ ン ド洋 WF-1 WF-5

太 平 洋 IvF-8 】yF-4

図 に おいて,1976～1979年 に示 した 値 は,各 地 球 局 の 回線 要 求 に よ

る もの であ り,そ れ 以 降 は,表2に 示 す トラフ ィ ックの伸 び を仮 定 してい る。

表2 トラ フィ ック の伸 び(予 想)

1983年 末 ま で 1988年 末 ま で

大 西 洋 18% 16%

イ ン ド洋 18% 16%

太 平 洋 17% 17%

㈲ 衛 星

イ ンテル サ ッ トは,衛 星 通 信 の 需要 の伸 び に対 処 すべ く,衛 星の 大容 量 化

を絶 えず進 め て き た。現 在,INTELSATHr,INT肌SAT-N-Aの 衛 星が運 用

中 で あ り,1979年 には,INTELSAT-Vが 導入 され る予 定 で あ る。 衛 星

通 信 の大 容量 化 は,衛 星 自体 の構 成 もさ る こ となが ら,通 信方 式 と も関連 づ

け て検 討 しな け れ ばkら ない が,近 い将 来,実 用 に供 され るINT肌SAT-・-V

では,14/11GHz帯 の周 波 数 使用toよ び直 交 偏 波 を用 い た 周 波数 多量 使

用 に よ り,通 信 容 量 を大 幅 に増 大 させ よ うと して い る。

一308一



等

価

電

話

回

線

数

50000

20000

10000

5000

2000

1000

500

200

100

66

50

19651970197519801985

図1大 西 洋,イ ン ド洋,太 平 洋 の各地 域 に おけ る

インテルサット衛星 の 等価 電 話 回線 数 の実績

(4)デ ィ ジタ ル 化 に 関 連 した研 究 動 向

現 在,イ ン テル サ ッ トは,大 西洋,イ ン ド洋,太 平 洋 の各 地域 に衛 星 を配

置 して,国 際 衛 星通 信 を運 用 してい る が,そ の 多 元 接続方 式 と して,FDM

A方 式 を採 用 して い る。 デ ィ ジタル 情報 に限定 す る と,電 話 回線 を利 用 して,

調 歩式 ま た は 同期 式 の低 速 デ ータ をFSI(/FDMAで 伝 送 す る方 式 と,S

PADEま た はSCPCで,同 期 式 の高 速 デ ータ を伝 送 す る方 式 が と られ て

い る。SPADE方 式 は大 西洋 地域vateい て,既va-一 部 実 用 に供 さ れ て い る

が,今 の と ころ,そ の機 能 は,小 局 で は な く大局 が利 用 して お り,FM回 線

の オ ー べーフ ロ ー した トラフ ィ ック をSPADEで 疎 通 す る とい ラ使 い方 を

して いる。1)ま た,SCPCは 今 の と ころ,そ の 回線 数 は 少 数 で ある が,大
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西洋 お よび太 平 洋地 域 にお い て主 と して 高速 デ ー タ伝 送 用 に供 され て い る。

以 上か ら明 らか な よ うに,現 在 の イ ンテ ルサ ッ ト・シス テ ムは一 部 のSC

PC及 びSPADE回 線 を除 け ば,全 てFM/FDMA方 式 に よ って,つ ま

リ アナPグ 技 術 を主 体 と して 回線 が構成 さ れ て い る。 一方,衛 星飽 和 時期 を

延 長 させ る ため に は,PSK/TDMA方 式 の採 用 が 有効 で あ る こ とが 認識

され,数 年前 よ り,そ の検 討 が開 始 され,一 昨年 には イ ンテ ルサ ッ トプ ロ ト

タ イ プTDMA方 式 の 仕 様 が 完成 した。 これは か ってCOMSAT研 究所 で

開 発 したMAT-1方 式2)や,KDD研 究 所 で開 発 したTTT方 式3)やT/

F方 式4)等 の技 術 をベ ー ス と して,保 守 ・運 用 に重 点 を置 い て設 計 さ れ た も

の で あ り。本 年 大 西 洋地 域 にお い て衛 星実 験 が実 施 され る 予 定 に な って い る。

ま た,マ ル チ プル ・アクセ ス技 術 と して は,FDMA方 式 を採 用 して い る

が,変 調 技術 と してPCM/PSK方 式 を採用 し,DSIを 導入 す る こ とに

よ って,約2倍 の回 線 容 量 が 採 れ るPSK/DSI/FDMA方 式 の大 西洋

地 域 への 導 入 の 可能 性 につ い ての検 討 も進 め られ て い る。

さ らに,1987年 頃運 用 を 目途 と したINrE]⊃SAT-Mに 関す る検 討 が 進

め られ てk・b,現 在,数 案 示 され て い るが5),そ の 中 にDSI/TDMAあ

る い はSS/TDMA方 式 を ベ ース と した もの が ある。

以上 の よ うに,衛 星 回線 の デ ィ ジタ ル化 に 関す る検 討 が イ ンテル サ ッ トに

お いて,着 々 と進 め られ て お り,そ れ に 関連 して,表3に 示 す 研 究 開発 項 目

が,現 族 施 さ れ てい る。6)
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表3 INTELSATのR&D(1976)

SPADELSIModulePrototypeUnits

EchoCancellerPrototypeUnits

SS-TDMAControlDevelopment

High-SpeedMultiplierDevelopment'

DigitalTransmissionDevelopment

ChannelMonitoringEquipment

SpaceDiversitySynchronization&Switchover

HighSpeedModems

EchoCancellerTechniquesDevelopment

TDMA.TestBed

High-SpeedForwardErrorCorrectionCoding

VoiceChannelCoder

800Mb/sModemChannelPerformanceTests

附2.イ ンテ ルサ ッ ト以 外 の 衛 星通 信 シス テ ム

1973年 カ ナダ がANIK衛 星 に よる国 内衛 星 通 信 シ ス テ ムの運 用 を始 め

たの を皮切 りに世 界 各 国で 国 内 あ るいは 地 域 衛 星通 信 シス テ ムが続 々 と誕 生 し

た。 ま た多 くの シ ス テ ムが こ こ二 三年 の 内 に生 ま れ よ うと して い る。 表4に 各

国 の 国 内 衛 星 通信 シ ス テ ム及 び地 域 衛 星 通信 を示 す。

これ らは,海,砂 漠 ・ジ ャン グル等 の 自然 的 障 害 の ため に地 上通 信 網 の建 設

保 守 が非 常 に困難 で あ るか,あ るいは 国 土が 広大 で隆 上通信 回線 よ り衛 星 通 信

シ ス テ ムの方 が経 剤的 に実現 さ れ る と ころ に建 設 され てい る。 そ の シ ス テム の

形態 と して は小 トラ ピ ック の地 球 局 が 比較 的多 数 存 在 し,そ の小 局 相 互 又 は 中

央 の 大 局 と小 局 間 の通 信回線 を提供 す る タ イ プ と,比 較 的 大 トラ ピ ック の局 間
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の幹 線 を提 供 す る タイ フ'に分 か れ る。

例 え ば アル ジ ェ リアで は広大 な サ ハ ラ砂 漠 に隔 て られ た諸 地 域 を結 ぶ た め に

IMELSAT-Wの トラ ンスポ ン ダ を一つ 借 り」(国内 衛 星通 信 シ ステ ムを建 設 し

た。 地 球局 数 は14,TV1チ ャネィレと電 話 サ ー ビス を行 な う。 主局 は12電

話 チ ャネル及 びTV1チ ャ ネル の送 受 信 能 力 を持 ち,地 方 局 は2～4の 電 話 チ

ャネ ル及 びTV受 信能 力 を持 つ。 通 信方 式 はFM/SCPCで あ る。 ノル ウ ェ

イで は 北海 海底 油 田 と石 油会 社 を結 ぶ た めINTELSAT-】yの24VFチ ャネ ル

を借 りてPSI(/SCPC、 を用 い た 衛星 通信 シス テ ム を運 用 して い る。 イ ン ド

ネ シ アに於 て も海 に隔 て られ た島 々 を結 ぶ 衛 星通 信 シ ス テ ムが あ る。 こ こで は

自前 の衛 星 を用 い,通 信方 式 は やは りFM/SCPCで ある。 この よ うな小 用

が 数 多 くアク セ スす る シス テ ムに はSCPC方 式 は適 して お り,米 国 の 国内 衛

星 通 信 シ ステ ムに 於 て も広 く採 用 さ れ てい る。 特 に 高 速 デ ータ通信 用 に 高 ビ ッ

トレイ トPSK/SCPCが 活 躍 して い る。

他 方 大 局の ア ク セ スす る幹 線 用 衛 星 通 信 シ ス テ ムでは 効率 が 非 常 に重 視 され

るの でPCM/TDMAを 導入 して い く傾 向 に あ る。 例 えば カナ ダの衛 星通 信

シス テ ムに於 て,イ ギ リスか らの海 底 ケ ー ブルの 陸 あげ地 か らオ ンタ リオ州 ア

ラ ンパ ーク まで 海底 ケ ー ブルの 通 信 の一 部400電 話 チ ャネ ルをFDM信 号 の

鰭PCM化 してTDMAで 伝 送 してい る・ ・975年9月 以 前 はFM/FD

MAで 伝 送 して い たがPCM/TDMAの 採用 に よ り同 一 トラ ンス ポ ンダ で伝

送 容 量 を160チ ャネ ル増 加 させ,雑 音 は 逆Va'7200pWOpか ら2700pVS()pに 減

少 させ た。 このPCM/TDMAの 概 要 とタ ー ミナル の構 成 を表5,図2に 示

す。

'

■
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表4 インテ ルサ ット以外の衛星通信 システム

衛 星
国 名 事 業 体

名 称 容 量 周 波 数
地球 局数 運 用 開 始 業 務 備.考

w WESTARI 12TRP 電 信 ・データ

幌stem WESTARH 4/6 5 74/7/16 専用線

Union) WESTAR皿 Tv

SATCOMI 24TRP 米本土3 専用線

(76年3月 より) 4/6 アラスカ6 74/1/4 TV・ 電話

RCA それまで 高速 データ

ANIK皿

WESTAR皿 借用

米 国 ASC WESTARH 専用線 Fairchild系

(㎞rican の一'部借用 4/6 6 74/8/1 デ ー タ データPSK/SCPC

Sattellite 77年 自社衛星 軍用

αr")梱ion 肚 TV

、ATヨ/GSAT COMSTAR 24TRP 4/6 ATT/4 76央 電話

レ00MSATG 実験用(IZ/14) GSAT/3 WATS
.

SBS データ IBM/COMSAT

Satellite、

(㌃:ご、

8TRP 12/14 79央 静
画像

G/Aetna

TELESAT ANIKI 電話 一部PCM/TDMA

カ ナ ダ CANADA 〃1 12TRP 4/6 51 73/1/11 TV

〃 皿 ラジオ

77年 まで 77年 まで 最終的1目ま 電話 ・電信 アマゾン地域への放送

ブ ラ ジ ル EMBRATEL INTELSAT-W 7TRP 4/6 50 75/6 TV・ ラジ オ 通信

借用77年 自

前衛塁打上げ

ENTEL INTELSAT 首都と同国最南端地方
チ リ ー CHILE W又 はW-A 1/2TRP 4/6 2-3 76後 半 一般通信 を結ぶ

借用
ECS 20000 電信 ・電話 TDMA/DSI導 入19

ヨーロブ湖 成 EUTELSAT. (且」ropem VFch 12/14 29 80初 TV 77年 準備 ・試験のた

㎞ TV2ch
.

めOTS打 上げ

S飢eUiLe

郵政省等6機 関 SYMPHONIE 2TRP 4/6 7 ぽ物別9 実験 ・デモ TDMA/DSI導 入

独 ・ 仏 (1,皿) (90MHz/rRP) 打上 用 修了後

蹄5鍋7 電話 ・TV

打上

ノ ル ウ ェ イ INTELSAT→V 24VFch 4/6 75末 電話 北海石油採掘現場と石
の24VFch借 用 油会社を結ぶPSK/S

CPC採 用

アルジ ェ リア INTELSAT叫V 1TRP 4/6 現在3 75/7 TV FM/SCPC

借用 最終的14 電話 ・TLX サハラ砂漠地帯用

ナイジ ェ リ ア
INTELSAT→V 1TRP 4/6 最終的12 76/6 TV・ 電話

借用 デ ー タ

イ ラ ン 79～80 電話・放送・軍事 スタンフオードカζて計 画中

アラブ地 域
ATU ANIK,WESTA

77～78
電信 ・電話

ASBU Rと同じHS333型 TV・ ラ ジ オ

インド ネ シア 通 信 省 PALAPA

HS-333型

12TRP 4/6 50 76/8 電信 ・電話

TV・ 軍事
FM/SCPC

マ レ ー シ ア 通 信 省 INTELSAT→V 1TRP 4/6 2 75/7 TV

イ ン ド INSAT 2546 79 TV電 話

日 本
郵 政 省 CS(実 験用中容

量通信衛星)

2TRP

6TRP

4/6

20/30

77末 電話

TV

実験用

TDMA実 験

通 信 省 モルニァ1 709 65 電信 ・口話 ソ連国内だけでな く

ソ 連
n

皿

TV・ デ ー タ インタースプートニク機

構内の共産9か 国 も

w 使 用 モルニア1,皿,皿

ステーショチー は静止衛星ではない

MARISAT MARISAT-1 商用部分 76 電話 電 話FM/SCPC

米 国 (大 西洋) 電話1 15/16舵 舶 局 TLX TLX船 舶6・らTDMA

コンソーシアム MARISAT－ 皿 TLX44 レ6陸 上局 陸上から(01'㎜

(太 平洋)

ヨー ロ ッ パ EUTELSAT. MAROTOS 77 露語TLX・ 実験用海事衛星
データ OTSの 海駆版
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表5

地 球 局

伝 送 信 号

サ ン フ'ル 周 波 数

符 号 化 ビ ッ ト数

IF周 波 数

Up-1ink周 波 数

Down-1ink周 波数

ア ン テ ナG/T

TDMAフ レ ー ム長

ビ ッ ト レ イ ト

変 調 方 式

テ レサ ッ トTDMAシ ス テ ム概 要

■
,

■
,

●
,

■

,

ひ
,

◆
,

.
,

■

,

■

,

●

,

●
,

・
,

Harrietsfield,AllanPark

400chFDM電 話 信 号(60KHz--1.3MHz)

2.86MHz

9ビ ッ ト

70MHz

・6GHz

4GHz

31dB/。K(Harrietsfield)

37.5dB/。K(AllanPark)

250μsec

61.248Mb/S

4相PSK

FDMINPUT
PGM

ENCODER

(9-BIT)

↑

COMPRESSION

MEMORY

25・74Mb/s

「 『 一 ー ー ー ー ー
Il

lR-3/41

1ENCODERl

(ALLANPARKl
il

lONLY)1

|_______「

PREAMBLE

GENERATOR

AND

DATA

COMBINER

↑

4φ－PSK

MODUIＬATO

BURST

SYNCHRONIZER

TOE/STx

CHAIN

61.248Mb/8

TIMESLOT

CQUISITION

UNIT

LS.IC`

DETECTOR

lBER

DETECTOR

「

PCM
1

FDMOUTPUT EXPANSION 1

∈モ DECODER ξ

MEMORY
1(

(9-BIT) 1
－̀

R-3/4|

DECODERI

I(HARRIETSFIELDl

ONLY)Il

DSIC

DETECTOR

図3

4φ－PSK

DEMOOULATO

FRCME/S

RxCIIAIN

TELESATCANADAのTDMAタ ー ミナ ル
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また ヨー ロ ッパ地 域 では 将来 の 通信 需 要 を まか な うた めの地 域 通信 衛 星 シス テ

ムの 計 画 をす すめ てtsり1980年 か ら運 用 に入 る 予 定で あ る。 こ こでは 急 増

す る通 信量 に対処 す るた め積 極 的にPCM/TDMAを 導入 す る こ とに な って

tsb,1977年 打 上げ られ るOTS衛 星 で各 種の 準 備実験 が行 な われ る ～二と

に な って い る。 そ の他 独 仏共 同の シ ンフォ ニ ーや 日本 のCS等 で もPCM/T

DMAの 実 用 化 に 向 けて の実 験 が行 な わ れ る こ とに な ってい る。
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6 分散 型 デー タベ ー ス

計算 機 利 用 の一 断 面 と して,デ ー タベ ー ス技 術 の利用 段階 を見 る と,仮 りに

進 化 過 程 を導 入 期,拡 大 期,統 制期,成 熟 期 の4過 程 と考 える と,現 時 点 は導

入 期 の末 か,拡 大期 の始 め ぐらい に相 当 してい る。即 ち デー タベ ース技 術 も,

幾 つ か の方 式 が確 立 し,実 用化 され,ニ ーズ の変 化 や環 境 技術 の変化 に応 じよ

うとす る状 態 と云 え よ う。

一 方 コン ピ ュー タ ネ ッ トワーク技 術 に代 表 さ れ る分散 型 シス テム の実現 と,

そ の普 遍 化傾 向 は必 然的 に分散 型 デー タベ ース のニ ーズ を高 め て いる。 また こ

れ らの傾 向 を更 に技 術 的 に サポー トす るIC技 術,通 信 技 術,ソ フ トウ ェア等

の変 化 動 向 も大 きな 影 響 を持 ち,混 然 一体 の背 景 を作 って いる。

この背 景 を形成 す る主 要原 因 を捉 え.そ の面 か らの検討 を述 べ,更 に現 在実

現 され た 分散 形 シス テムや,実 験 的 に作 られ た 分散型 デー タベ ース シス テム等

の実 例 を 挙 げ,そ の 意味 を考 え る 。

6.1定 義 と そ の 関 連 事 項

6.1.1定 義

か な り厳密 性が 高 く,狭 義 な意 味 での定義 と しては,次 の内 容 が適 切 と考 え

られ る 。

「デ ー タ ベース管 理手 法 を用 いた デ ー タベ ー スで,意 識 的 に分散 され,各 シ

ス テ ム内 の デ ー タの論 理的 関連 性 が維持 され てい る もの」

しか し,更 に広義 の定義 も種 々 と提 案 され て 居 り,特 に ネ ッ トワー ク構 成 を

意 図 して いる 人 々が,デ ー タの共 用,交 流 の た めに シス テ ム間 結合 を計 る場合

にい わ ゆるデ ー タベー ス管理 等 の問 題 よ りもデ ー タベ ース間 を結 合 し,デ ー タ

の 活 用等 を重 視 する場合 は広義 に解 釈 され て いる事 が多 く,実 例 と して も分散
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処理 シス テ ム,分 散 フ ァ イル シス テ ム と云 った もの に近 い ニ ュア ンス を有 して

い る。

以 下 にそ れ等 の代 表的 な定 義 例 を挙 げ る。

(1)Booth女 史 の定 義

「広 い意味 で云 え ば,種 々 の場所 でデ ー タが蓄 積 され て い る と き,分 散 型

デ ー タベー ス を構成 す る と考 え る こ とが で きる。 しか しなが ら実 際 には各 地

の デ ー タ要素 が相 互 に関 係 して いる か,あ る所 で実 行 され て い るプ ロセ スが

他 で蓄 積 され て い るデ ー タに ア ク セス す る必要 が あ る ときに分散 型 デ ー タベ

ース が存 在 す る と考 え られ る。 分散 型 デー タベー ス に はあ るデ ー タの セ ッ ト

の コ ピー を複数 個 の サ イ ドで持 つ形 式 と各 地 のデ ー タが一 つの セ ッ トを構 成

す る場 合 が あ る。」

(2)Farber氏 の定 義

「フ ァ イル とは,一 つ の サ イ トにおけ るデー タの物 理的 な集 合 で ある 。デ

ータ ベ ース はデ ー タ処理 に お いて使 われ るデ ー タの論理 的 な集 団 であ る 。デ

ー タベ ース を構 成 する フ ァ イル群 が異 った場 所 に あ る とき分散 型 デー タベ ー

ス とい う。」

(3)RamamoorthyandKrishnardo両 氏 の定 義

「分散 型 デー タベ ースは 種 々な処 理 装 置 に あるデ ー タベ ー スを論 理 的 に統

合 した もの であ る。 」

(4)DepPeandFry両 氏 の定 義

「分散 型 デー タベ ー ス とは,総 合 的 な ア ク セスが可 能 とな ってい るコ ン ピ

ュー タ群 に,物 理 的 なデ ー タベ ース を分 割 した もの であ る。 」

(5)Chupin氏 の定 義

「デー タ ベー ス は,利 用 者,デ ー タベ ー ス管理 シ ス テム,デ ー タベ ー ス よ

り構 成 され る 。分散型 デ ー タベ ー ス とは,一 つ以上 の アク セス 法 が分 散 され

た デ ー タ ベ ース で あ る。 」
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6.1.2Dis七ribu七ed/Dicen七ralized

(a)Distributed(分 散)と は,tt意 識的 に分散 させ た"ニ ュア ンスが 強

い。過 度 の集 中,或 は過 去 に歴 史 的 に導 入 の し易 さ か ら集 中 シ ステ ムが で き

ていた の を分散 せ しめる,又 は処 点 集 中 して いた もの を統 合 構成 す る等 の意

味 付 け に用 いて い る。

(b)Non/Dicentralized(散 在,非 集 中)と はtt自 然発 生 的 に散 在 して

い る"ニ ュア ンス が強 い。組 織 の 自然 発 生的 な散 在,或 は意 図 的 な分散 をそ

の ま ま情報 シス テ ムに取 り込 ん だ情 報 シス テムが で きれ ば理 想 で あろ うが,

多 くは経 済 的 に見送 られ否 定 され る。

6.1.3分 散 プ ロセ ッ シ ング(処 理)

一 応 分散 デ ー タ ベー ス,分 散 フ ァイル とは別 次 元 の もので あるが,分 散 フ ァ

イル,分 散 デ ー タベー ス を間接 的 に うなが す 。 中 間的状 態 と して"フ ァ イル集

中,処 理 分散"も 充 分 に存 在 す る。

イン テ リジ ェン ト端 末/リ モー トデ ー タエ ン トリ/ビ リング コ ン ピ ュー タの

リモー ト接続/負 荷 分 割 等 か ら発 生 促 進 され る。

6.1.4ネ ッ トワ ー ク

本 質 的 に 分 散 デ ー タ ベ ー ス に 影 響 し 分 散 デ ー タ ベ ー ス を必 要 とす る ニ ー ズ

の 最 た る もの で あ ろ う。 ま た ネ ッ トワー ク の特 質 を決 定 づ け る要 因 の 一 つ に 次

の 事 が挙 げ られ る 。

(a)白 紙 の上 に ネ ッ ト ワー ク,分 散 デ ー タ ベ ー ス を計 画 建 設 … … 均 質 的 な シ

ス テ ム可 。

(b)既 設 の シ ス テ ム 間 を イ ン タ フ ェ ー ス,プ ロ トコル のマ ッチ ン グ を取 り

接 続 。 こ の場 合 は不 均 質 な事 が 多 い の で,デ ー タ ベ ー ス に限 っ て云 え ば"デ

ー タ ベ ー ス プ ロ トコル"と で も云 う べ き ハ イ レベ ル プ ロ トコ ル の マ ッ チ ン グ
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で論 理 的 関 連 性 を つ け る 。 … … 散 在 シ ス テ ム 間 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンetc .

6.1.5シ ェアー ドファイル/シ ステム

負 荷 の分 割 フ ァイル の共用,信 頼 性維持 手 段 と して の バ ック ア ップ等 か ら

生 じる要 因 で,一 応 分散 デー タベ ー ス,分 散 フ ァイル と同次 元 の もの と考 え ら

れ る。

6.2構 成 の 形 式

6.2.1フ ァ イ ル か ら 見 た 分 散 の 形 式

図6-1に 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の 位 置 付 け を示 し,図6.2～ 図6.4に 形 式 の モ

デ ル を示 す。

'

フ ァ イ ル シ ス テ ム 中型

散型

単純 フ ァ イ ル シ ス テ ム

〉単

(

一 一⇒ 分

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

単 純 分 散 フ ァ イ ル シ ス テ ム

(C・nventi・n・lfi
.lesy・t・m)・

散 型 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

デ ー タ ベ ー ス の み 分 散

(図6-2)

DlmSの 分散

(図6-3)

処理機能上 か らの分散

(図6-4)

図6-1

ファイル の安全性 に重 点

1つ のDBMSに よ って,分 割 され た

ア 一 夕ペ ース ファ イル が管理 され る 。

負 荷 分 散 処理 能率 の 向上 を狙 う。

分散 さ れたシ ステ ム間 は マルチ或 は

ネ ッ トワーク結合 。

負 荷 分割等 か ら生 ず る フ ァ イル シェ

ア マル チ プ ロセ ッサ等 で実 現 。

分 散 の形 式
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・分 散 され た フ ァイル に ア クセス す るに

当 り,親 のDBMSの 管 理 の も とに行

わ れ る。

・連 結 チ ャネル は 高速性 必要(近 接 設置)

・DBMSの ダ ウ ンは ファ イル の使 用 不

能 につ な が る。
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これ 等 の どの形 式 で あ って も,端 末 や,ア プ リケー シ ョンプ ログ ラム(AP)

か らの アク セス が行 わ れ,フ ァイル更 新 が行 われ るか,シ ス テム間 を渡 って の

デ ー タの利 用 や フ ァ イル ア クセス が行 われ る。 更 にデ ー タベ ニ ス間 の インテ グ

リテ ィ維持 の た めの交 信 を含 め 分割 され たデ 一 夕ベー う間 の交 信ル ー トが必要

で あ り,図 上 で は これ を示 した 。

6.2.2シ ス テム の 構成 方 式 上 方)ら見 た分 散

シス テ ム構 成上,或 はDBMSの 管理 的 構 成面 か ら観 る と・ 基本 的 には 階 層

分 散(垂 直 分 散)と 網 分 散(対 等/水 平 分散)に 分 か れ,そ の他 は これ等 の組

合 せ,或 はそ の変 形 と見 な され る 。

(1)階 層 分散

階 層 分散 は 図6.5に 示 す ように,大 形 シス テ ムを 頂 上 に,そ の配 下 にサ ブ

シス テ ム を順 次ハ イア ラキ カル に構成 する。 デー タの交流 は主 と して主 従 間

で行 わ れ,サ ブ シス テ ム間 の交 信 は必 要 な らば上 位 シス テ ム経 由 で行 わ れ る。

その 得 失 は 大略 次 の如 くで あ る。

上
位

下
位

図6-5階 層 分 散 型 構 成

① 各 シス テ ムは下 位 シス テ ムのみ を 意識 す れば 良 い 。 シス テ ム管理 ソ フ ト

ウ ェアは比較 的単 純 に な る。

② シス テ ム ¢)管理 区 分 は 明確 な の で,シ ス テム管 理 も比較 的 単 純 。

③ 既 存 の集 中型 シス テム を階 層的 に結 合 す る事 に より分散 型 の システ ム が

構 築可 能 。
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④ サ ブシス テム 間 の交 信 は上 位 シ ステ ム を経 由 しな けれ ば な らな い。

⑤ 或 る ノー ドの 障害 に よ り部分 的障 害 に 加え て,下 位 サ ブ シス テ ム間交 信

も不能 に な る。

この様 な特性 か ら,組 織 の階 層性 に 沿 うケー スが 多 い と思 われ る携 この事

は シ ステ ム建 設 に階 層性 を取 り入 れ る事 を意識 して い る と も云 え る。又 ホモ ジ

ニア スな シ ステ ム で構成 され る事 が望 ま しいが,こ の事は 同 一組 織 内 では行 わ

れ易 く,又 タイ トな結合 も可能 と考 え られ る。

② 網 分散

網 分散 は図6-6に 示 す様 に,接 続 上 は各 システ ムは対 等性 を維 持 してお り,

独立性 の強 い シス テム間 の接続 に適 して い る。

Mesh

latice

loOP

或 はそれ ら

の組 合せの

接続形 態 あ り

図6-6網 分 散

この事 は逆 に云 えば既設 の独立 シス テ ム間 を接続 す る場 合 や企業 間,組 織

間 のケ ー スは大 よそ こ の形 式 に成 らざる を得 ない とも云 え る。

一 方 こ の事 は構成 す る各 シス テ ムが,ホ モ ジニ アスで あれ ば それ に越 した

事は な いが,ど う して もヘ テ ロジニ ア ス な場 合 も多 く考 え ねば な らぬ事 を意

味 す る 。デ ー タ ベー ス的 に見 て も,そ の論 理 的 関連 をつ け,そ れ を維 持 す る

た めの デ ー タベ ー ス プ ロ トコル を設 定 し,全 てそ れ に合 わせ る事が 必 要 で あ

る。 尚 この場 合 は,各 シス テ ム間 の リン クが,各 シ ステ ム か らニ ュー トラル

で独立 で あ る事 が望 ま しい。従 って普通,通 信 サ ブネ ッ トを構 成 し,そ れ を

共 通 イン タ フ ェー ス と して各 シ ステ ムが 加 入 す る形 式 を とる事 が 多 い 。
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6.3デ ー タ の 管 理 と 特 質

分 散配置 され たデ ー タの特 質 と管 理 につ い て は次 の4つ の側面 か ら も考 え ら

れる 。

(1)制 御 お よび管理

(2)均 質 性

(3)デ ー タの冗 長 性

(4)デ ー タの関連 性

これ 等の 側面 の検討 を 次 に述 べ,表6-1に 実験 的 に作 られ 或 は提 案 さ れ た シ

ス テ ムを この側面 か ら見 た マ トリックス表 と して示 す。

6.3.1制 御 お よ び管理

制御 お よび管理 とは,分 散 さ れたデ ー タ ベ ース を どの よ うに 制御,管 理 す る

か とい う事 で ある。分 散型 デ ー タ ベース に お い て は次 の形 態 が考 え られ る 。

(1)統 一 管理

・ 統一 集 中管理

・ 統 一 分散 管 理

(2)局 所 管理

統 一 管 理 とは,分 散 型 デ ー タベ ース を全 体 的な立 場 か ら見 て管理 す る方 式

を い う。 この 中 で集 中 管理 とは一 ケ所 に お い て これ を管理 制 御 す る もので あ

り,こ の方 式 では 利用 者 が デ ー タに ア ク セ スす る場 合 には必 ず 管理 して い る

ホ ス トを経 由 しなけ れ ば な らな い。一 方 分散 管理 は参加 して い る ホス トが分

担 して デ ー タベー スを管 理 して いる 方式 で あ る。 この方式 では 利用 者 が デー

タに ア ク セ スす る場 合 には基 本的 に利 用 者 のい る ホス トとデ ー タの存 在 す る

ホ ス トだ けが デー タア ク セ スに 関係 す る だけ で あ ろ う。

局 所 管 理 は,全 体 的 な管 理 を行 わ ない で,各 ホ ス トに お いて 自分 の所 に あ

るデ ー タベ ー スだ け を各 自独 立 に管 理 す る方 式 で ある 。 このた め に,他 ホス
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トとのデ ー タベ ー ス上 の 関連 は フ ァイル名,デ ー タ名,或 は利用 者 プ ログ ラ

ムに よって と られ る。 この意味 で は,非 常 に弱 い形 で結 びつ いた 分散 型 デ ー

タベー ス と考 え られ るが,デ ー タベ ー ス シス テ ムが均質 で ない場 合 にけ,共

通 ア ク セ ス イン タ フ ェー ス等 を設 定 す る事 に よ って統 一的 ア クセスが可能 に

な るた め に有効 な方 式 と思 われ る 。

6.3.2均 質 性

分 散型 デ ー タベ ー ス シ ステ ムを構成 す る各 ホ ス トに あ るデ ー タベ ース管理 シ

ス テ ムが均質 であ る か どうか とい う事 で あ る。

コ ン ピ ュー タネ ッ トワー クの ホ ス トが均質 の場 合,或 は 非常 に強 力 なデ ー タ

ベ ース 管理 シス テ ムが 出現 した場 合,新 し くデ ー タベー ス シ ステ ムを インプ リ

メン トす る場 合 に は均 質 デ ー タベ ー ス シ ステ ムで在 り得 る。

上 記 以 外 の場 合 に は既 存 のデ ー タベ ー ス シス テ ムを 結ぶ ことに な る ので不均

質 とな ろ う。

6.3.3デ ー タの冗 長性

ロー カル なデ ー タベ ースは,デ ー タの冗 長性 を持 たせ な い事 に依 って,そ の

効 年性 を主張 してい る。 しか しな が ら,コ ン ピュー タネ ッ トワー クにお い ては

応 答性,伝 送 コス ト,保 全 性,応 答 に対 す る責任 分担 範 囲 等の理 由 に よって,

同一 の デー タ フ ァイル の コ ピー或 は部 分 コ ピー を持 たせ る事 もある。

コ ピーを持 たせ る 事 に依 って,応 答 性 等 を向上 させ る事 が出来 るが,デ ー タ

が ア ップデー トされ た時 に,各 デ ー タ の値 を一致 す る様 に維持 させ る 事が 問題

にな り,分 散 に よって生 ず るデ ー タ インテ グ リテ ィの問題 とな る。

6.3.4デ ー タ の 関 連 性

デ ー タベ ー ス 属 或 る種 の 関 連 を デ ー タ 間 に 有 し て い る 。 一 方 フ ァ イ ル は デ

ー タ項 目 の 並 び と して レ コ ー ド,ブ ・ ック 等 を 構 成 して い る。 こ の意 味 で,デ
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一 夕の 関連 付 け が可 能 で あ る とい う事 は
,ホ ス トにか い て通 常 使 われ てい る意

味 で のデ ー タベ ー スへ のア ク セス を対 象 と して いる 事 を示 し,デ ー タ間 の関連

付 け が不可 能 とは,フ ァ イル の ア クセス のみ を対 象 と して いる 事 を示 して い る。

≧ 名項目
・・提案名＼

制御および管理 均質性 デ ータの冗長 性 データの関係 備 考

Socrates 統一集中管理 均 質
不 明

(たぶんなし)
持っ

ARAMIS 統一分 散管理 均 質 な し 持つ ミ ニ コ ン ネ ッ トワ ー ク

PDP-10

CONIT 局 所 管 理 不均質 な し 持っ 文献検索システムの共
有

RSEXEC 統一分散管理 均 質 な し 持たない

TIP

ロ グ イ ン シ ス テ ム
統一分散管理 均 質 あ り 持たない

TENEXに おけ る

TIPの ア カウン ト

情報システ ム

Cashinの 提 案 局 所 管 理 不均質 な し 持つ
関係モデルのデー タ
ベーえの共有の提案

Peeblesの 提 案 局 所 管 理 不均質 な し 持たない 《ζ蝶 覆磁;
提案

duMasle

の 提 案 局 所 管 理 不均質 な し 持たない
JCLの プ ログラム

言語の統一化の提案

表6-・1デ ー タベ ー ス システ ムお よび提 案 の項 目別 分 類 表
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6.4分 散 の 動 機 と理 由

分 散 を 必要 とした り,う な が した りす る動機,理 由 と しては種 々在 り,・ユー

ザ ニーズ か ら直接 発 した一 次的要 因,技 術 的な実 現 手 段 に よ り生 じた二 次的 な

もの,更 に これ等 の結 果 が再度 原 因 となる三 次 点 な もの等,多 岐 に亘 ってい る。

勿 論経 済 性 は全 ての条 件 に絡 む もの と して存在 す るが,以 下 は これ等 の代表 的

な ものを挙 げてみ る。

6.4.1ユ ー ザニ ー ズ 的要 因

(1)業 務上 か らの分 割(Partition),分 散

組 織 の業務 が 自然 発生 的 な ア クテ ィ ビテ ィの群 集(ク ラス タ リ ング)を 形

成 してい るの に対L出 来 るだ け その 形態 を シス テム に取 り込 む 事 か ら出発

す る。

この分 割 が完 全 で,分 割 され た ノー ド間 にデ ー タの交流 が無 け れば 問題 は

無 い 。 ノー ド間 デ ー タ交流 が全 デ ー タ流通 量 に 比 し大 き い と この分割 は不 適

当 と考 え られ る。

{:三li鷲誉i二:二…
この形式 の 分 割 され た デ ー タベ ース 間 の コ ピー(Replication)は 普通

は必 要 と しな い。

ま た形式上 は 階 層 型 が 多 い が,対 等 の ケ ース も当然 在 り得 る。

(2)地 域分 割

業 務 の地 域的 拡 が りに 対 し,集 中 では通 信 回 線 負担 が多過 ぎる時 に 必要 と

な る。 勿論 この 分 割 さ れた業 務 が組 織上 の異 種 業 務 で あ る場合 もあ り,同 種

業務 の場 合 もあ る 。異 種 業務 の場合 は 前項 とも重複 す る。

この場 合 もactivityratioは 重要 因子 とな る。 ま た分 割 され た デー タ
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ベ ー ス の 間 で コ ピー し合 う事 や 部 分 的 に コ ピー を 持 ち合 う事 も この ケ ー ス で

は 必 要 な こ と も多 い 。

デ ー タベ ー ス 間 の コ ピー は,リ ア ル タ イ ム系 で は 非 常 に 困 難 な事 で あ り,

多 くは バ ッチ ベ ー ス で,デ イ リー 又 は ペ リオ デ ィ カ ル に 行 わ れ る 。 デ ー タ ベ

ー ス のIntegrityは こ の コ ピ ー に 左 右 さ れ る事 が 多 い 。

6.4.2技 術上 の理 由 か らの 分散

(1)過 大 シ ス テム か ら適 性 サ イズへ の分 散

制御 し易 い,又 は 良 い性 能 を発揮 出来 る規 模 に分 割 す る事 で適 正 構成 比 を

狙 う。 これ を複 雑 性(Complexity)と ク リティ カ リテ ィの面 か ら捉 え る見

解 もあ る。過 大 シ ス テ ムの複 雑 性 は,障 害 発 生時 の リカバ リ,リ ラン の妨 げ

とな り,一 部 の異 常 や 障害 で全 体 のダ ウ ンやス トップ につ なが り易 い。 また

複 雑 性 が必 要以 上 の オー バー ヘ ッ ドや バ ラン スの悪 い待 ち行 列 を生 じ易 い事

は 良 く見 られ る事 象 で あ る。 分 割 に際 して は,業 務 上或 は地 域 上 の分 割 と し

て考え られ る。

② 信頼 性 の向上

前項 理 由 に より信 頼性 向上 を狙 って分割 すれ ば,一 般 に は障 害 の局 地化 と

リカバ リタ イムの減 少 に よる信頼 性 の 向上 が 期待 され る。

また 分 割 に より複 雑 性 が緩 和 され れば,そ の面 か ら リカ バ リ,リ ラン の確

認 が容 易 に な り,こ れ も実 効 的 信頼性 向上 に つな が る。

た だ反 面 一 つ の集 中 シス テ ム の場 合 は,チ ェッ クポ イン ト等 の ダ ン プア ウ

ト等に 多 大 の時 間 を要 して,リ ラン迄 の時 間 が掛 るので,ユ ー ザ は困 る と し

て も,デ ー タベ ース の 内容 自体 はそ の まま保 存 さ れ るが,こ れ に対 し分 散 型

で は 部分的 フ ァイル書 替 が生 じ,Integrity維 持 上 の問 題 が生 じ易 い。

㈲ 必 要 レスポ ンス タ イム の維 持

デ ー タベ ー スが 巨大 化 す れ ば,シ ステ ム と しては,そ れ にア ク セスす る ト

ラフ ィク は大 に な るの が普 通 で あ り,デ ー タ取 り出 しのハ ン ドリン グ タ イム
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と待 ちの時 間 が段 々 と問題 にな る。 ユーザ の必 要 とす る レス ポ ンス タ イムを

維 持 する限度 に来 て しまえ ぱ,更 に高性能 シス テ ムへ 移 行,乃 至 は分割 が 必

要 とな る。更 に単 独 の シ ス テムで得 られ る性 能 限度 を越 え て しまえ ぱ,分 割

は必 然 的 な もの とな って来 る。 この場 合 も業 務 上 地域 上,更 に ロー ドシ ェ

ア型 の分割 方法 が考 え られ るが,Integrity維 持 に関 して も前項 と同 じこ

とが生 ず る。

(4)分 散 の 利点 の追求

自然 発生 的 な業 務 の ク ラス タ に沿 っては い る が,む しろ ミニ コンの 経済性

を活 して,分 散 の技 術 的 メ リッ トを徹底 的 に利 用せ ん とす る試 み で あ る。 ミ

ニ コンの ネ ッ トワ ーク分 野 へ の応用 と歩調 を合 せ て,今 後 大 き く発 展 す る可

能 性 を有 してい る。業 務上,地 域上,ロ ー ドシ ェア,フ ァン ク シ ョン シェア

等各 種 の形 態 が考 え られ る。

6.4.3そ の 他

シス テム建設 に際 し,表 面 に は出 な い カ～ 常 に底 流 と して流 れ て いる事 に,

自治 性,自 律 性(LocalAutonomy)更 に極 端 な場 合 は 占有 欲 と云 った も

のが存在 す る。 良 いデ ー タベ ース や,良 い シス テ ム は狂 的 と も云 え る熱 心 な人

達 に よ って創 り上 げ られ る。分 散 型 は この意味 でLocalAutonomyと 適 合性

の良 い方 向で あ る あ で,支 持 者 を現 場 に得 や すい面 もあ る。 又 違 う見 方 で ある

が,同 じレス ポ ンス タ イムに して も,中 央 で多 くの業 務 と一 緒 に処 理 され て,

何 とな く待 た され る よ りは,ロ ー カル で内容 的 に解 って い る場 合 の方 が納 得 さ

れ易 い。
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6.5分 散 シ ス テ ム の 実 例

前 項 で述 べ た如 き要 因 で,分 散型 シス テム は実用 的 に も実験 的 に も実 現 しつ

つ あ るが,本 格 的 な意 味 で 定義 通 りの実用 的 分 散型 デ ー タベ ース シス テ ムは報

告 さ れ て いな い。

実際 に 東京 や大 阪 に フ ァイル が分 れ た大 規模 な オ ン ラ イン シス テ ム,例 えば

銀 行 オ ン ライ ン シス テ ム等 は,そ の規模 と云 い,実 用性 と云 い充 分 に大 き く,

又値 打 の ある もの で あ るが分散 デ ー タベ ー ス とは呼 ば れて い ない。 全銀 協 の為

替交 換 や,国 鉄 の予 約 シ ステム等 も分散 型 シス テ ムで あ る とされ て も分散型 デ

ー タベ ー スの 例 とは され て い ない
。 これ は,そ の シス テム が概 ね定形 業 務型 で

多種 多様 のア プ リケー シ ョンで共 用 され る とい う もの では な い事,ま た謂 ゆ る

デ一 夕ペ 『 ス管理 手 法 と呼 ばρ る もの が表 立 って使 わ れ て いな い事 等 が理 由 で

あろ う。 しか しこれ等 の実 用 的 シス テ ムか らも,研 究 的 ア プ ローチ か ら も分 散

型 デー タベ ー スの 方 向が 目指 さ れて い る ことは確 か で あ る。

分散 型 デ ー タベー スへ の研 究 ア プ ローチ,或 は 実 シ ステ ム開発 の ア プ ローチ

は 種 々有 るが,典 形 的 な もの と して次 の三 つ の ア プ ロー チ が通 常云 われ る。

(a)Architectureか ら

(b)専 用 マ シンか ら

(c)DataMode1か ら

概念 的 では ある が,Architecture側 か らの ア プ ロー チは,実 際 の世 の中

に建設 されっつ ある実例(銀 行 証 券 情 報,ミ ニ コ ン マル チ型等)や
,コ ン ピ

ュー タネ ットワ ーク側 か ら 「分散 シ ステ ム にデー タベ ー ス手 法 の導入 」 の形 式

で促 進,開 発,研 究 さ れ て い る と云 え る。一 方逆 のDataMode1側 か らの ア

プ ロー チは謂 ゆる デ ー タベー ス手 法 の研 究 開発 を土 台 に して,「 分散 に対 する

問題 点 の解 決 」 の形 式で の 研究 開発 で あ る。

いず れ こ の両 者 の方 向 か らの研 究 開発 が進み ,そ の合 流 点 で 本格 的 な分散 型

デ ー タベ ース と呼 ばれ る もの が出現 す る事 が予 想 さ れ る。
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以下実験的,研 究的,或 は試行的 な実例 を挙げる。

6.5.1XDMS(Experirnen七alDa七aManagementSys七em)

ベ ル 電 話 研 究 所 に よ る,DBMS専 用 の 計 算 機 を 独 立 さ せ,し か も分 散 させ る

方 式 を 検 証 評 価 す る 事 を 目的 と し て行 わ れ た もの で あ り,併 せ てCODASYL

DBTG(ComiteeofconferenceonDataSystemLanguages,Data

BaseTaskGroup)言 語 の検 証 評 価 も 目的 と した 。

伺 本 例 は 専 用 マ シ ンか らの ア プ ロ ー チ の 例 で あ り,こ の 専 用 機 を バ ッ ク エ ン

ド計 算 機 と呼 ん で い る が,デ ー タベ ー ス マ シ ン と も呼 ば れ,多 少 意 味 が 違 うが

イ ンテ リジ ェ ン トデ ィ ス ク と呼 ば れ て い る概 念 に も近 い もの で あ る 。

図6-7に 多 重 の 場 合 の 構 成 概 念 を 示 し,図6-8に デ ー タ管 理 構 成 を 示 す 。
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XDMSの 方式 で は,要 す る にDBMSに 関 す る部分 を複 数 に 分割 独 立 させ た

のが特 長 で あ るが,内 部 処 理 が簡 単 に な る反面 デ ィ レ ク トリ関係 の 分割 に よる

複 雑性,ホ ス ト計 算 機 とバ ック エ ン ド計 算機 の負 荷 のア ンバ ラ ンス 等 が 在 る事,

応 答速 度 に問 題 があ る事 等 が報告 さ れ てい るが,複 雑 情報 の処 理 に対 しては狙

い通 りの好結 果 を得 た と して い る。

バ ック エ ン ド計 算 機 の 今後 の展 望 と しては,巨 大化 す るデ ー タ ベ ース を,ロ

ー ドシ
ェア,業 務 シ ェアで分 散 して適 性規 模 化 して い くケ ース と ミニ コ ン複合

体 で経 済 的 に シス テ ム を分散 形 で構 成 して い くもの の二 面 が考 え られ る 哨

XDMSが,専 用 機 か らの数 少 な い貴 重 な実験 例 な の で今 後共 参 考 に され よ う。

6.5.2MININET(UnivofWa七erloqCanada)

本 例 は 図6-9に 示 す構 成 で,分 散 デ ー タベ ー ス を 構 成 す る た め の ル ー プ状 ミ

ニ コ ン網 で あ り,ネ ッ ト ワ ー ク 的OS並 にDBMSの 研 究 シ ス テ ム で .あ る 。

構i成 は 図 に 見 る 如 くNewhallと 称 す る ル ー プ で 結 合 さ れ た ホ モ ジ ニ ア ス な

(PDP－ 旦/45,1]/20)ミ ニ コ ン ネ ッ トで ル ー プは 時 分 割 多 重 で あ る 。

ThRMINALTERM

HOST

Othcrnetwork

、nodes

(⊆
図6-9

MININET構 成
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実 験 結 果 と し て,リ モ ー トサ ー ビ ス が10～30%の 場 合 で,10ホ ス ト,25

タ ー ミ ナ ル/ホ ス ト,25ms毎 の リク エ ス トに,10～20デ ィス ク ア ク セ ス

の 場 合 ロ ー カ ル サ ー ビ ス を0.44msで 行 え た の に 対 し,0.74msの リ モ ー ト

サ ー ビ ス で あ った と して い る。(ル ー プ速 度10Kb/s)

6.5.3SOCRATES

も と も とSocratesは,CIIの コ ン ピ ュ ー タ の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム と し

て開 発 さ れ た もの で ある 。 こ の シス テ ム は,ト リー構 造 の 関係 を 表 現 で き,そ

れ 等 の デ ー タ を 操 作 す る 事 が で き る。

こ の デ ー タ ベ ー ス に対 す る ア ク セ ス言 語 と して は,会 話 型 で 利 用 す る特 別 な

言 語 が あ る,ま たCOBOLに よ っ て プ ロ グ ラ ム され た もの か らのア ク セス 方 法 も

サ ポー トさ れ て い る 。

Socratesは,Cycladesコ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の一 環 と し て,CII

の ほ か にSIEMENSやIBMコ ン ピ ュ ー タ に対 して も イ ン プ リメ ン ト さ れ た 。

ま た,こ れ ら の複 数 の コ ン ピ ュ ー タ 間 に 分 散 さ れ た デ ー タ ・ベ ー ス へ の ア ク セ

ス を 可 能 に す る ネ ッ トワ ー ク ア ク セ ス 法 も イ ン プ リ メ ン トさ れ て い る 。

Cycladesに お け る異 機 種 分 散 型 処 理 は,ア プ リケ ー シ ョ ン を直 接 容 易 に イ

ン プ リメ ン トす る の に必 要 な 道 具 と し て のLogicalNetworkMachine

(LNM)と,そ れ を利 用 す るア プ リケ ー シ ョ ン の2っ か ら構 成 され,そ の 関

係 は 図6--10の と お り で あ る。

LNMは,異 機 種 間 の 通 信 にお け る デ ー タ リン ク の 設 定 な どの 問 題 を 利 用 者

に意 識 させ る必 要 を な くす るた め の も の で あ る。

機 能 と して は,ネ ッ ト ワ ー ク 間 で 通 用 す る名 前 に よ る デ ー タ あ る い は 情 報 の

交 換 と,ネ ッ トワ ー ク ジ ョ ブ な ど の た め の ネ ッ ト ワー ク言 語 の通 訳 な ど で あ る 。

一一332一



図6-10分 散型アプリケーションの構成

上記 の 目的 を達 成 す るた めに,LNMの に共 通 な言 語 と してIGORと い うイ

ン ター プ リー トされ る仮 の コー ドが設 定 され,プ ログ ラ ムは これ に よって作 ら

れ る こ とに な って いる。

IGORで 作 られ た プ ログ ラムは,LNMの す べ ての ホス トにお いて実行 可 能

とな る。

分散 型 デ ー タベー スの ア プ リケ ーシ ョンは,LNMの 機 能 を利 用 す る こ とに

よって お こな われ る 。

分散 型 デ ー タ ベース は1個 以 上 のア クセ ス法 が分 散 した シス テム と考 え る こ

とが で き,Socratesに お いては 次 のア ク セス法 の分散 が想 定 された 。

(1)ネ ッ トワー ク直 接 ア クセ ス法

Socratesの 本来 の物 理 ア クセ ス法 で あ る。

IBMのBmMに 相 当 す る ア クセ ス法 を,ネ ッ トワー クア クセ ス 法 に お きか

え る。 これ に よって図6-11に 示 す よ うな ファイル の分 散が可 能 にな り,こ れ

らか ら構 成 さ れる デ ー タベー スを 分散 させ る ことが で き る 。

HOSTAHOSTA

「ll

SOCRATE

L______」

]ocalbases

しむ　　　

㌘
∀

「 一 ー ー －

HOSTC

distributedbases・

一333一

図6-11フ ァ イ ル の 分 散



Cycladesの 初 期 に お い て は,こ の 方 法 に よ っ て分 散 型 デー タ ベース の 実

現 が 考 え ら れ て い た 。

(2)論 理 ア クセ ス法

Socratesの 利 用 者 言 語 は,編 集,仮 コ ー ドの 発 生,最 終 コ ー ドの発 生 と

い う3つ の ス テ ッ プ に よ って コ ン パ イ ル さ れ る 。

こ の コ ン パ イル の 過 程 に お い て,仮 コ ー ドをLNMで 述 べ たIGORに 変 換

す るか,あ る い はSocratesコ ン パ イ ラ にIGORオ ブ ジ ェ ク トを 出 力 さ せ

る よ うに 修 正 す る 。

仮 コ ー ドの レ ベ ル は,デ ー タ ベ ー ス の論 理 ア ク セ ス 法 に相 当 す る の で,こ

の 操 作 に よ っ て,論 理 的 な レ ベ ル で の ア ク セ ス の 分 散 が 可 能 で あ る 。

Socratesに お い て は,こ の 方 法 で 分 散 す る 実 験 もお こ な う こと が 明 ら か

に さ れ て い る 。

6.5.4ARAMIS

こ の プ ロジ ェ ク トはCycladesコ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク の 一 環 と して,ミ

ニ コ ン ピ ュ ー タ に お い て 自律 性 を失 わ な い で サ ー ビ ス を提 供 す る よ う な デ ー タ

ベ ー ス シ ス テ ム の研 究 開発 を お こ な っ て い る も の で あ る 。

ARAMISネ ッ トワ ー クは,小 さ な 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム を 利 用

し よ う とす る要 請 に 合 わ せ て設 計 さ れ た もの で あ り,次 の3っ の 要 素 よ り構 成

さ れ て い る 。

(1)各 ホ ス トに お い て,プ ロ セ ス 間 コ ミ ュニ ケー シ ョン を サ ポー トす るNCP

(2)SYMBADデ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

(3)デ ー タ ベ ー ス に ア ク セス を 可 能 とす る サ ブ シ ス テ ム

こ の シ ス テ ム の特 徴 は

(1)デ ー タ の 存 在 場 所 は,放 送 機 能 を 利 用 して,す べ て の ホ ス トに 対 し て デ ー

タ の 存 在 の 有 無 を 問 合 せ を す る。 こ の応 答 に よ って そ の 存 在 場 所 を知 る こ とが

で き る 。
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(2)問 合 せ る結 果 デ ー タ が 複 数 個 の サ イ ドに 分 散 して い る場 合 は,次 の よ う な

手 順 に よっ て デ ー タ を集 め る 。

利 用 者 が い る サ イ トをmasterconsumerと す る 。

masterconsumerは,デ ー タ に 対 す る 問 合 せ メ ッセ ージ を発 信 す る 。 デ ー タ

を保 有 す る サ イ トはproducerと な る 。 こ のproducerの 中 か ら,Slave

consumerを 選 び 出Lこ こに お し(て デ ー タ の編 集 を お こ な っ て,master'

consumerに 送 る 。 この 関 係 を 図6-12に 示 す 。
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図6-12ARAMISの 制 御 分 散

6.5.5CONIT(Connec七 〇rforNetworkInforma七ionTranfer)

MITのMulticsを 使 っ て実 験 的 に 開 発 さ れ た 文 献 検 索 イン タ フェー ス ・ シ

ス テ ム で あ る 。

こ の シ ス テ ム は,ARPAネ ッ ト ワ ー ク お よ びTYM-SHAREネ ッ トワ ー ク

を 通 じ て,MITのIntrex,NLMのMEDLINE,LockheedのDIALOG,

SDCのORBITの4つ の文 献 検 索 シ ス テム に 共 通 コ マ ン ドに よ っ て ア ク セ ス

が 可 能 で あ る。 図6-13に,そ の 構 成 図 を 示 す 。
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図6.13CONITの 構 成

○○◇6

○○ ○O
I-RNetWorkOtherMULTICS

UsersUsers

共 通 コマ ン ド言 語 の翻 訳 システ ムで あ るCONITに ア クセ スす る こ とに よっ

て,4つQ文 献検 索 シス テ ムの いず れ に対 して も,単 にSELECTシ ス テ ム名

とい う コマ ン ドに よ って,検 索 シス テ ムに ログ ・インで き,そ れ を使 用 して必

要 な文献 を さ が しだ す こ とがで き る。

この ような共通 言 語 シス テ ムを考 え るに 当 って,必 ず 問題 とな るのは,共 通

言 語 が 正 しく ロー カル な言 語(実 際 に利 用 す る シス テム の言 語)に 翻 訳 で きる

か ど うか とい う こ と,お よ びそ の ため に必要 と な って くるオー バー ヘ ッドで ある。

作成 者 に よれ ば,共 通 言 語 か ら ロー カル言 語 へ の翻 訳 に 関 して,完 全 を期 す
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る こ とは不可 能 で あるが,ほ ぼ 同 等な機 能 へ の変換 な ら ば十 分 に で き る ことを

指 摘 し,そ の程度 で価 値 が あ る と言 って い る。

また オ ー バー ヘ ッ ドに関 しては,直 接 の ア クセ スに比 して約25～50%の コ

ス トの追 加 が ある と考 え られ て い る 。も し,ジ ソー ラス な どを 利用 して よ り高

度 な サー ビス をお こな う とすれ ば50～100%以 上 のオ ー バヘッ ドの追 加 とな

る と見 込 まれ てい る。

これは個 々のデ ー タ ベ ー スは独 立 してい るが,ユ ーザ か ら見 る とす べて のデ

ー タベ ー スが対 象 とな り得 るの で機 能的 には分散 した文献 情報 デ ー タベ ース と

考 え る こ とが でき る。

6.5.6RSEXEC

RSEXECは 分 散 さ れ た 管 理 機 能 を 持 つ シ ス テ ム で あ っ て,ARPAコ ン ピ

ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク のTENEXホ ス トコ ン ピ ュ ー タ で動 作 す る 。TENEXホ

ス トと は,PDP-10に ペ ー ジ ン グ ハ ー ドウ ェ ア を追 加 ・し た も の で あ る 。'

RSEXECを デ ー タ の共 有 と レ・う立 場 か らみ た と きに 注 目 しな け れ ば な らな

い の は,フ ァ イル をTENEXホ ス ト コ ン ピ ュー タ上 な らば,ど こ に保 存 して い

て も利 用 で き る と い う意 味 で,フ ァ イ ル の 分 散 に 一 応 の 成 功 を した こ と で あ る 。

こ の 機 能 をARPAネ ッ トワ ー ク のTIPか ら 自由 に利 用 で き る よ う に す る こ

と に よ っ て,ネ ッ トワ ー ク の利 用 を 助 け て い る 。

機 能

(1)フ ァ イル の存 在 場 所

RSEXECに お い ては,そ の ホ ス トが ロ ー カル に 管 理 して い る ファ イ ル の

デ ィ レ ク ト リ をそ れ ぞ れ に お い て 保 持 して い る。 こ のデ ィ レ ク ト リが

RSEXEC全 体 の フ ァ イル カ タ ロ グ の一 部 と な る よ う な形 で構 成 され て い る 。

(図6■14)参 照 。
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図6.14RSEXECの フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク トリ

こ の 機 能 に よ っ て,利 用 者 が フ ァ イ ル の 存 在 場 所 を 指 定 しな くて も,次 々

と カ タ ログ を た ど る こ と に よ っ て,そ の 存 在 場 所 が 明 ら か に な る。

ま た 存 在 の 判 明 した フ ァ イル に対 し て は,レ コー ドご と の ア ク セ ス 要 求 を

ホ ス ト間 で 交 換 し あ う こ とに よ って,フ ァ イ ル へ の レ コ ー ドご と の ア ク セ ス

が 可 能 で あ る 。こ れ ら の作 業 は す べ てRSEXEcID責 任 に お いて 訟 こ な わ れ る 。

(2)_ア ク セ ス で き る範 囲

RSEXECは 前 述 の 方 法 に よ って,分 散 さ れ た フ ァ イ ル ア ク セ ス を サ ー ビ

ス し て い る わ け で あ る が,す べ て の フ ァ イ ル 操 作 を サ ポ ー ト して い る わけ で

は な い 。

そ れ で も,TACO(TextEditor),MACRO,LOADERな ど か ら の

使 用 は 可 能 であ り,た と え ば,TSSよ り のedit,assemble,runと い う

処 理 は,ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム,実 行 形 式 プ ロ グ ラ ム な ど が 分 散 し て い た と し

て も実 行 可 能 と な る 。

6.5.7CITIBANKの 例

ミニ コ ンに よる 分散 型 システ ム を実 用 してい る例 と して図6-15に 全 体 構 成,

図6-16に ロー カル 構成 を示 す。

elTIBANKは かつ て大 型機(370/165×2外)等 を 多 く使 って い た

が,ミ ニ コ ンに よる分散 処理 をオ ン ライ ンシ ス テム部 分 に導 入 し図6-15に 見

る構 成 と した 。形 式 と して は,業 務 分 割 と多 少 の地 域 分 割(2地 区)を 加 味 し
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た もの であ る。

日本 の銀行 と商 習慣,業 務 方式 が異 るの で,そ のまま 日本 には 当 ては ま らな

い と思わ れ るが,一 つ の リーダ的 モデ ル で あ る事 には違 い な い。

6.5.8ソ シエ テ ジ ェネ ラル の例

フ ランス の ソシエ テ ジ ェネ ラル銀 行 の ミニ コンを活 用 した 分散 シ ステ ム の例

であ るが,CITIBANKと も達 っk地 域分 割 的 な形式 で シ ステ ム を構 成

して い る。
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図6-17/ス テ ム 構 成
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6.6分 散 型 デ ー タ ベ ー ス に 伴 う 諸 問 題

デー タベ ー スが分 散 され る,或 は ネ ッ トワー クのNodeに 分 散 され て 取b込

まれ る場 合,本 来 の デ ー タベー スに絡 む問題 か ら,分 散 化 の為 に 変 った り,強

化 追 加 され ね ばな らぬ問題 を摘 出 して問 題 点 指摘 と した い 。

しか し現 在 デ ー タベ ー ス本来 の手 法 も現 在 開発,改 良 さ れ て い る状態 で あ り,

未 完 成 の発達 時期 で あ るた め,分 散 化 だけ の問題 を分離 摘 出す る事 は至 難 で あ

る。従 って デー タベ ース手法 自体 の変化 動 向 も混 って しま う事 も止 む を得 な い。

6.6.1資 源 配 置 と 共 用 問 題

(a)プ ロ グ ラ ム,デ ー タ の ノー ド配 置

(b)分 散DD/D(data,dictionary/directory)

(c)オ ペ レ ー シ ョ ン,交 信 手 続 き,ロ ケ ー シ ョン の 登録,移 動

(d)同 －DBMSで な い場 合 の 変 換 翻 訳

(e)デ ー タ ベ ー ス論 理 構 造 記 述(Schema)

DDL(DataDescriptionLanguage)

DML(DataManipulationLanguage)

の 統 合 化

(a)の具 体的 問題 と して は,最 適 配 置 問題 の如 くモデ ル化 が可 能 な もの と,

Autonomyの 如 く,心 理 的 な問題 迄 絡 む ポ リテ ィ カル な問題 も あ る。 しか し一

応 研究 的 に は最 適配 置 問題 等 が とり上 げ られ てい る。

(b)(c)に関 して は,分 散 化 に よ って生 ず る追 加問題 で ある。

特 にデー タ(プ ログ ラム を含 む)ロ ケー シ ョンに対 するデ ィレ ク トリ問 題 に

対 して 底 す でに い くつ か の提案 が なされ てい る。

(1)集 中 デ ィレ ク ト リ(CentralizedDirectory)

マ ス タデ ィ レク ト リを一 つ の ホ ス トに置 く。

ロー カル デ ィレ ク トリを分 散 され た各 々 の ホス トに置 く。
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これ は デ ィ レ ク トリ更 新 は 容 易 で あ る が,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンオ ー バ ー ヘ

ッ ドが 大 き い 。

(2)拡 張 集 中 デ ィ レ ク ト リ

マ ス タ デ ィ レ ク トリか ら ロ ケ ー シ ョ ン を 得 て,ロ ー カル デ ィ レ ク ト リに 加

え る。 デ ィ レ ク ト リの 更 新 は 重 複 す る 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン オ ー バ ー ヘ ッ ド

は 小 さ い 。

(3)局 所 デ ィ レ ク ト リ(LocalizedD)UCI方 式 。

マ ス タデ ィ レ ク ト リを 置 か な い 。 全 て の ロー カル デ ィ レ ク ト リに ロ ケ ー シ

ョンを 問 合 せ る 。 デ ィ レ ク ト リの 更 新 は 容 易 。 応 答 時 間,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン オ ー バ ー ヘ ッ ドは 極 め て 大 き い の で,構 内 高 速(ル ー プ)回 線 等 で 充 分 に

余 裕 が あ れ ば 良 い 結 果 が 得 ら れ る が,一 般 性 に は乏 し い 。

(4)分 散 デ ィ レ ク トリ(DistributedD)

マ ス タ デ ィ レ ク トリは 全 て の ホ ス トに置 く。 ロ ケ ー シ ョ ン 問合 せ 応 答 は 迅

い 。

ス トレー ジ コ ス トと更 新 時 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ス トは 大 き い 。

そ の 他 い くつ か の 提 案 も あ るが いず れ も決 定 的 な も の で は な い 。

次 に(φ(e)項 は ネ ッ トワ ー ク の プ ロ トコ ル問 題 に 相 当 し,実 際 に デ ー タ ベ ー ス

レ ベ ル の グ ロ トコ ィレと して,ハ イ レベ ル プ ロ トコ ル の 一 部 を形 成 す べ き もの で

あ る。

6.6.2論 理 構 造 モ デ ル と 言 語 問 題

(1)Networkmodel(CODASYI・)

Hieraehicalmodel(IBM/IMS等)

は 共 に デ ー タ に 階 層 的 関 連 が あ り,或 るデ ー タ に 到 達 す る 場 合 に方 向 性 を

考 え る 必要 が あ る 。

Relationalmodel(IBMSanjose)

は 全 デ ー タ の 対 等 性 を維 持 す る 事 に特 長 が あ り,方 向性 を考 え な い で 良 い 。
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これ 等 に 更 に 下 記 提 案 等 も な さ れ て い る 。

Binaryassociationmodel(2項 関 係M)

Settheoreticalmodel(集 合 関 係M)

こ れ 等 は基 本 的 に は デ ー タベ ー ス 自体 の 問 題 で あ る が,分 散 に もDirec-

toryの 面 等 で 影 響 を有 す る。

(2)Datasewantics/Naturallanguagequerysystem

シ ン タ クス に 対 応 して デ ー タ の 意 味 上 の 完 全 性 を維 持 し,シ ス テ ム に 推 論

能 力 を付 与 す べ きDataSewanticsの 研 究 と,更 に 自然 言 語 に近 づ け る

Naturallanguagequerysystem化 へ の 試 が な さ れ て い る 。 こ れ 等 は

い ず れ も デ ー タ ベ ー ス 本 来 の 研 究 で あ る が,ネ ッ ト ワー ク,分 散 さ れ た デ ー

タ ベ ー ス 内 で の論 理 関係 の維 持 や,デ ィ レ ク ト リに 影 響 す る と見 られ て い る。

6.6.3シ ス テム設 計 の 問題

実際 のシ ス テ ム設 計 に関 しては,未 だ 定 着 した方 法 が な いので,そ の シス テ

ムの 目的 に よ リケー ス パ イ ケー スに考 え られ て い るが,普 通 問 題 とな る事 を挙

げ てまデく。

(a)デ ー タベ ース サ イズ,分 割 方法

これ等 は特 にデ ー タベ ース の更 新,Integrityの 問題 にか らん で来 る 。

(b)ア ク セス タイ ム と アク セス1輻榛

(c)デ ー タの活性 と移動 性

(d)ダ ウン の ロー カ ライズ と リランの問 題

(e)デ ッ ドロ ック の問 題

単 独 の デ ー タベ ー ス で も,更 新,閉 塞 に関 して内 部で ル ー プ ク リンチ して

デ ッ ドロ ックは起 きる。 しか しこの場 合 は分散 型 に 比 して検 出 し易 い し,内

部 的 に処 理(例 え ば優 先 で片 方 を抑 え る等)可 能 で ある。

分 散 型 に なる と,先 ず検 出 しに くい事 と,そ の場 合 の処 理 が リモ ー トに亘

る事 に もな り,簡 単 には解 決 しな い と考 え られ る 。又 そ の発生 モ ー ドも複 雑
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にな る と予 想 され る。

(f)デ ー タ ベー ス レベル も含 めた プ ロ トコル の設 定

いず れ もこれ等 は通 常 の デー タベ ース設 計 を行 った 上 に,分 散 のた め に更 に

行 うべき事 で あ る。

6.6.4分 散 デー タ ベー スのSecuri七yとIn七egrity

分散 デ ー タベー ス で のSecurityPriVacyIntegrityの 問 題 は ネ ッ トワ

ー クに お け る これ等 問 題 の位 置 付 け と変 る もの で はな く全 く同一 次元 に沿 って

い る と云 え る。通 常 のデ ー タの引 き出 し時,フ ァ イル ア ップデ ー ト時,不 正 使

用 に よ るもの○ ま た更 に機械 の障 害,誤 動作,作 為的 な デ ー タの不 全 等,全 く

ネ ッ トワーク で生 ず る場 合 と同 じに考 え るべ きで あ る。 強 いて デ ー タ ベ ースが

分散 さ れ る事 で強 調 され る とすれ ば,次 の事柄 等 が上 げ られ よ う。

(1)Security,Privacyに 関 しては,デ ー タベ ー スの観 点 か らは,通 信回

線上 の伝 送 モー ド以 上 に フ ァ イル ア クセ ス のモ ー ドに ウエ ー トが あ る の で,ユ

ー ザID,パ スコー ド等 が重要 視 され よ うが ,要 す るに これは 運 用 で あ る 。

大 事 な ことは デ ー タベ ース が分 割 さ れた場 合 に,そ れ を運用 す る組 織 間で の

管 理 レ ベル に差 が あ る とそれ が盲 点 に な り易 い事 で あ る。

即 ち,分 割 され た デー タベー ス では コ ピー の保 有 も相 互 に行 った り,デ ー タ

ベ ー ス保有 組 織 間 の デー タ交 流 は 当然 有 り得 る し,一 般的 に もデ ー タ は広 く分

布 した り,ア クセ ス可 能領 域 は拡 ま る。 しか もその管 理形 式,形 態 は 少 く共 外

部 に対 しては対 等 で,全 く同 じと して扱 わ れ るが,内 部 的 に は む しろ差 が ある

のが普 通 と考 え られ る。 この差 を外部 か ら作 為的 に利用 され ぬ様 にせ ね ばな ら

ぬo

(2)分散 デー タベ ー スは分 散 され た シ ス テム 間の デ ー タ関連性 の維持 に 特 に意

を使 って い る。 この ため,Integrityの 面 か らは如 何 に して高 い レベ ルに維

持 す る か の システ ム設 計 に掛 っ てい る。

例 えば,危 険 分 散 を意 識 して作 った 分散 シ ステ ム のデ ー タベ ー ス間 で互 に コ
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ピー を持 った場 合 に,本 フ ァイルの デ ー タ更新 時 に リアル タ イムで コ ピー も

updateす る事は 不可 能 に近 い か 又 は 極 め て不経 済 で あ る。 通 常 は こ の コ

ピー はデ ィ リースは ペ リオ デ ィカル な もの とな る。 こ こで本 ファイ ル に障 害 又

は ア クセ ス不能 が起 き る と当然 コピー をベ ー ス に機 能 再開 を す るわ け で あ る カ㍉

この場合 急処 ジ ャー ナル そ の他 か らコ ピー をupdateせ ね ば な らない 。

しか し これ はデ ュ アル運 転 で な い バ ック ア ップを有 す る系 が 同程度 の リラ

ン手 続 を して リラン す る の と殆 ん ど同 じで あ り,片 側 の運 転 休止 は 隔 れ て い る

相手 システ ム の サー ビス一 時停 止 さえ も必 要 とす る事 もあ り,そ の限 りに お い

ては 分散 の意 味 は 少 くな い 。勿論 機 械,組 織 の破 壊 ≒云 った復 旧性 の薄 い ケ ー

スの場 合 に コ ピー側 が 主 体 に な って事 後 の シス テム機 能 を果 す事 で は意 味 が あ

るが,こ れ だけ の事 に限 定 され て しま う。

又 コ ピー を持 たぬ,或 は,分 割,分 散 され た デー タが相 互 に独 立 性 が 強 く,

関連 性 が薄 い 場合 には,こ の様 なIntegrityの 問 題 は少 な いが,こ れ は分 散

が非 常 に うま くで き た ケ ース で.ネ ッ トワー ク的 には端末.回 線 ,更 に デ ー タ

の共 用 の面 が うま くゆ くケー ス で あ るが,こ れ 等 は定 形型,単 純業 務 の場 合 に

多 く,本 来 デ ー タベ ー スの 狙 った,一 元 的 デ ー タの多 角的 利用 の場 合 に は む し

ろ希 な ケ ース と考 え るぺ き で あ る 。

結論 と して重 要 な 事 は,Integrity,Security等 の維持 の 手段,管 理 の

手 段 は通 常 の現 在 提案 され て い る方法 を適 切 に採用 すれば 良 い ので ある が,こ

・れ が分 散 の度 合が 高 ま るに つ れ て ,経 済 的 にひ びい て くる と云 う事 で あ り,実

際 の シ ス テム にお い ては か な りや っか いな問題 とな ろ う。

6.6.5標 準化 の 問 題

分散 デ ー タベ ース の標準 化 の問 題 に関 しては ネ ッ トワー ク構成 のため の標 準

化 より きび し く考 え る事が 提 唱 さ れて い る。

特 に メイ ン フ レー ム メー カー の同意 と云 った小 さい レベ ル で の標 準 化 は あ っ

ては いけ な い と論 ぜ られ て いる。 これは ネ ッ トワー クが プ ロ トコル変 換 に よ り
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どん どん異 る シス テム間 を接 ぐ事 に対 し,デ ー タベ ース ではそ の様 な安 易 な方

向 は禍 根 を残 す との見 方 が強 いか らで ある。

標 準 化 す べ き事 象 と しては次 の 事柄 等 が上 げ られ て い る 。

(a)Dataformats

(b)Datadescriptions

(Schemas,subschemas,records,sets)

(c)Datamanipulationstatement

(d)Updatingmethods

(e)Recoveryprocedure

(f)Privacyandintegrityprotectionfeatures

又 分散 され た デ ー タベ ース側 か らは,中 間 に存 在 す る システ ム(ネ ッ トワー

ク,中 間装 置,全 プ ログ ラム等)が 完 全 トランス ペ ア レ ン トであ って.ど こで

発 する コマ ン ドも同 じもの で良 く,同 じ作 用 を す る事 が望 まれ てい る し・ ネ ッ

トワー ク側 に 対 して 経路 等 を意識 しない で良 い事 を期 待 す る。

この意味 で デー タ ベー ス のモデ ル もデ ー タ構 造 の階 層 性 や方 向性 を考 え な い

で すむRelationalModel等 が本 命 で ある との見 方 もあ る。い ずれ に して も

標 準 化 を望 む要 因 は 多 くまた強 い カ～ 今後 の デ ー タベ ー ス本来 の標 準 化 の動 向

や,開 発 に掛 って い る と云 え よ う。
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附 録 運 用 に 関 す る 資 料

Telenet,Tymshare等 既 に サ ー ビス 中の ネ ッ トワーク ・シス テ ムを 中心

に ネ ッ トワー クの運 用 に対す るユ ーザ側 お よび運 用 側 の要望 あ るい は問 題 点 の

指 適 お よ びア カ ウン ト・シス テムや料 金 の実積 な どの 資料 を記 載 す る。

1業 務 体 制 に対 す る コ メン ト

ネ ッ トワー クを運 用 す る場 合 に業務 的 な 体 制 が整 っ てい な けれ ばな らな い。

業務 的 に 分業 され責 任 関係 が 明確 に なっ て い ない とユー ザか らの 問い合 せ,非

常時 に於 いて そ の機 能 を 遂行 出来 な くな る。

業 務 体 制

ユ ー ザ

イ ン タ フ ェ ース

・ユ ー ザ サ ー ビ ス

・教 育

・広 報

オ ペ レ ー シ ョ ン

(シ フ ト制)

・1stシ フ ト

・2ndシ フ ト

・3rdシ フ ト

守

(シ フ ト制)

・ シ ス ァ ム

・ ハ ー ド

・ 回 線

a)各 セク シ ョンの最 低 数 の要員 は常 に待 機 してお か ね ば な らな い。

b)並 行 して教育,非 常時の訓練 運用の合 理化 な どに取 り組む必要があ る。

c)ソ フ ト(新 しい バ ー ジ ョン)は,検 査 使 用 期 間 を隔 て実 動 に もっ てい くc

d)ハ ー ド保 守 は定 期 的 な ス ケ ジュ ール に基 い て 実行 され る。

e)チ ェ ック リス ト等 を作 りマ ンネ リ化 を防 ぐ。

f)シ フ ト制 を完 備 し人権 問題 に注 意 す る。
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保 守(メ イ ンテ ナ ン ス)回 線 イ ン タ
フェ イス保 守

ユ ー ザ
ユ ー ザ問 い合 せ

インタフェイス

シス ア ム 保 守

内 部 問 題 オ ペ レー シ ョン

ド 保 守

a)ユ ー ザ との イ ン タ フェイス は1人 の 方 が望 ま しい。

b)1問 題 単 位 で処 理 出来 な い場 合 の み 複合 して処 理 す る。

c)ユ ー ザ問 題 は 必 ず フォ ・一 して 相 手 に何 らか の形 で満 足 を与 え る よ うに

す る。

d)問 題 を 回 線保 守,シ ス テ ム保 守,ハ ー ド保 守 等 とた らい 回 し しな い よ う

に気 を つ け る。

好 ま し くない 例

ユ ー ザ

イ ン タ

フ ェ ー ス

シスァム

保 守

ハ ー ド

保 守

e)ロ ー カルな保 守 に つい て は,保 守 ステ ー ショ ンを設 け,そ こか ら保 守 を

定 期 時,非 常時 に分 け て行 な う。

2ARPANetworkの 問題

1)ホ ス トコ ン ピュ ー タが 最 初 に コ ン ピュ ー タ ネ ッ ト ワー ク に 加 入 す る 時,

NCP(ネ ッ トワ ー ク コ ン ト ロ ー ル プ ロ グ ラ ム)を 作 成 す る作 業 が 非 常 に 負
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担 にな っ てい る。 しか し,年 月 が 過 ぎ るにつ れ て,NCPも 揃 っ て来 て い る

ので 問題 は緩 和 され つ つあ る。

2)当 所 の 目的 は研 究 機 関(ARPAの 委 託先)を コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワー

クで 接 続 し,経 費 な どの削 減 をね らっ た もの で あ るが,現 在 で は 日常 業 務 を

ネ ッ トワー クを介 し て作 業 され て い る。 これ は 商業 ベ ースで はな い の で サ ー

ビス精 神 に乏 しいo

3ユ ーザ側か ら運用側に対する要望

O

o

O

O

O

O

O

O
'

O

O

o

O

O

o

ユー ザは 誰 に問題 を話 せ ば よい のか。

ユ ーザ の依頼 を受 げ る人 が まち まち で は 困 る。

ユー ザ の依 頼 を受 げ た人 が,他 人 に依 頼 し,責 任 が薄 れ,最 終 的 な フォ

ロ ーが な い。

ユ ーザは ネ ッ トワー ク運 営 の 体 制 を 見 え るよ うに して ほ しい。

問 題 が 起 った場 合,速 く処 理 し てほ しい 。

安 くして ほ しいo

む だな こ とは い らない 。

ネ ッ トワー ク 内又 は サ ー ビスに 関 す る資料 が欲 しい 。

将 来 使い たい が,見 積 りを す ぐ欲 しい 。

予算 で 働 いて い るの で料 金 の リ ミ ッ トが オ ー バ ーす る以 前 に知 ら せて 欲

しい。

ア カ ウン ト番 号 を変 えた い。

ソ フ トウエ アの使用 料 を取 りた いq

ソ フ トウエ アの宣 伝 を ネ ッ トワ ー ク内 にや りた い 。

メ ッセー ジを あ る ター ミナ ル又は タ ー ミナル群 に送 りたい 。
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4運 用側が指適する問題点

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

ネ ッ トワー ク用 ソ フ トウェア の信 頼 性

ネ ッ トワー ク用 ハ ー ドウェア の信 頼 性

運用 時 間 中 には ハ ー ドウェ アの切 替 えや 電 源の変 更 な どは行 わな い事

標準 保 守 ス ケ ジュ ール

緊急 保 守

要 員 教 育

シ フ ト制 の 要員体 制

ユー ザ加 入数 の月 間 予測

ソフ ト,ハ ー ドの ア ップ グ レー ド計画

施設 の セ キ ュ リテ ィ問題

非 常時 の電 源装 置,冷 却装 置 の バ ックア ップ

共 通 網 の場 合,新 し く網 に参画 す る シ ステ ムの質 の検 査 機 構 の確 立 ・標

準 的 検査 項 目お よび検 査技 術 の 整 備

。ユ ー ザ ー シ ステ ムの変 更,拡 大 に対 す る上記検 査 機 能の フォ ロ ーア ッ プ

5Telenet社 が考える問題点の解決方法

問 題 点' 解 決 策

旧来 の狭 帯 域 回 線 に比較 して,Telenetの 広

帯域 の地上回線や高性能 の衛生通信 回線 な どの

1.伝 送 費 用 が高 い 効率 あ る使用 に よって大規模であ るがための経

費節減,す なわち廉価な伝送費用 が加入者 に与

え られ るc
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Telenetで の 応 答 時 間 は,た と え ピ ー ク 時 に

2.ピ ー ク時 にお け る応 答 が
おい て も1秒 の何 分 の1で しか ない,と い うの

遅 い
,,一

は伝 送 トラフィックは 自動 的 に混 雑 した 回路 を迂 回

して,す い て い る回路 に 向け られ るか らで あ る。

現 在 あ る 通 信 サ ー ビス と異 な り,Telenetは

3.デ ー タ伝 送 中 に起 こ る エ

ラー 率が 低 い
高性 能 の エ ラー発 見 と修正 機 能 を もち,伝 送 中

一12

に 起 るエ ラーを10以 下 に減 ずる。

広 帯域 回線 とTelenet特 有 の価格 体 系 に よっ

4・ 大量 デ ー タ伝 送 に時 間 が て,加 入 者 は 迅速 に,し か も経 済 的 に大 量 デ ー

か か る タ ファ イルや 大 規 模 プ ログ ラムを伝送 す る こ と

が で き る。

Telenetの ダ イ ナ ミ ッ ク に 回 路 を 選 択 す る機

能,バ ックア ッ プの交 換 機器 を 各 セ ンタ ーが も
5.伝 送 障 害 が しば しば起 こ

る
つ こと,ス タ ン ドバ イの発 電能 力,強 力 な 診断

方 式 な どは い ずれ も,旧 来 の どの方 法 で も到達

できないほ どに伝送障害 の頻度 を削減す る。

Telenetの 能 力 は 余 りに も大 きい の で,ユ ー

6.デ ー タ伝 送 の能 力を増 加 ザの デ ー タ 伝送 量 が 突然 どん な に多 くなっ て

で きな い も,Telenetや 加 入者 が余 分 の機 器 や 装 置 を

附加 す る必 要 は全 くな い 。

加入 者 は た だ近 くの セン ターを呼 び出 す ことに

よっ て どん な 端末 機 を もTelenetに つ なげ る
7.端 末 機 器 を 附加 す る時 に

何 時 も トラブ ルが 生 じる
ことが で きる。 加入 者 は そ の とき ネ ッ トワー ク

を再度,最 適化 した り再編成 す る必要は全 くな

いo
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ネ ッ トワー クの 設計 や最

適化 を図 らなければならな㌧

コ ン ピュ ー タ同 士 間 の デ

ー タ通 信 が 非 効率 で あ る

10.使 用 で きる端 末 機 の 種類

11.企 業 内 に い くつ か あ る ネ

ッ トワークを 統 一 できない

デー タ通信専用回線 を

非能率 に使用 してい る

Telenetは す で に最 適化 して あ る回 線 を加 入

者 に与 え るの で,加 入者 は もは や ネ ッ トワー

クの最 適 化 に悩 まされ る必 要 が な い 。

Telenetは 加 入者 に広帯 域 で エ ラー の な い

通 信 回 線 を与 え,効 率 の よい コ ン ピュ ー タ間

の相 互 結 合 を可 能 とす る。

Telenetの コー ドg速 度,フ ォー マ ッ ト変

換 機能 な どは,加 入 者 の端 末 機 か らの デ ー タ

を 自動 的 に"仮 想 端 末 機"の フ ォー マ ッ トに

変 換す る。 この フ ォ ーマ ッ トは どん な 種 類 の

コン ピュ ー タに よっ ても受 理 され 、コン ピュ ー

タと端 末 機 の組 合 せ を任意 な もの とす る。 ま

た この 形 式 は加 入 者 の コン ピュ ー タを して,

どん な 種類 の端 末 機 を も扱 い こなさせ,遂 に は

どんな端 末 機 か ら も,遠 隔地 の 多 くの異 な る

コ ン ピュ ー タを使 用 させ うる。

1つ 以 上 の デ ー タ通 信 ネ ッ トワ ー クを もつ企

業 はTelenetの シス テ ムに よっ てそ れ ら を

統一 す る こ とが で き る'。か くしてそ の 企 業 は

重 複 す る デ ー タ通 信 回線 を削 減 し,よ り一 層

コン ピュ ー タと端 末 機 を活 用 す る こ とが で き

る。 さ ら にい まま で別 個 であ った ネ ッ トワー

ク間 の結 合 さえ可 能 とす る。

Telenetに 加 入 す れ ば,つ ぎ の よ う な 事 項

で 能 率 の よい 回 線 使 用 を 図 る こ と が で き る 。

(a)network中 に 均 一 に ト ラ フ ィ ッ ク を 分 散

す る。
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13.全 国 的 に コン ピュ ー タや

デー タサ ー ビス を行 い た

いが 多 額の 費用 を必 要 と

す る

14.要 員 選択 や 訓練 に困難 が

あ る

15.ネ ッ トワー ク形 成 や 保 守

の た めの請 負 業 者 の責 任

が 余 りに も分散 して し ま

っ てい る

(b)ピ ー ク時 が異 な る多 くの ユ ーザ にサ ー ビス

を均 等 に与 え る

(∂す べ て の 回線 で両 方 向 に並 行 して デー タ通

信 が行 わ れ る。

Telenetを 使 用 す る こ とに よっ て,タ イ ム

シ ェア リン グや デー タバ ンクの サ ー ビス を行

う企 業 は,そ の サ ー ビス を廉 価 に 全 国的 な も

の に拡 張 で き る。 また そ の サ ー ビス 拡 張 はそ

れ ら企業 の 日常業 務 を さ また け る こ とも な く

Telenetへ の加 入 後短 時 間で 行 うこ とがで

きる。

Telenet社 が そ のネ ッ トワー クの運 営 保 守

に全 責任 を もつ故 に,加 入者 は 企 業 内独 自の

専 用 ネ ッ トワー ク形 成 に必要 に必 要 とす る人

員 や 保 守 要 員 の数 を 削減 す る こ とが で き る。

Telenetがend-to-end間 の サービスを

最 高 の も の とす る全 責任 を もつ の で,加 入者

は もは や ネ ッ トワー ク形 成,保 守 に数 多 くの

請 負 業 者 が 加 わ るこ とに よっ て 生 ず る マネ ジ

メン トの トラブルに 頭 を 悩 ます こ とはない 。
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6NCCの 機能

ネ ッ ト ワ ー ク を 運 用 す る に あ た っ てNCC(NetworkControlCente1)

が,運 用 主 体 内 に 存 り,ネ ッ ト ラー ク の 色 々 の 情 報 が入 手 出 来 る よ うに な
っ て

い る 必 要 が あ る 。

各 ノ ー ド(IMP)にNCCか ら 特 定 コ マ ン ドに よ り始 動 で き る プ ロ グ ラ ム

が あ らか じめ 用 意 され て お り必 要 に 応 じて 次 の よ うな 用 途 が あ る
。

(a)IMP又 はTIP内 の ス ナ ッ プ シ ョ ッ トを と る

(θ パ ケ ッ トに ト レー ス を か け 監 視 す る

(c)あ るIMP又 はTIPま で ル ー プ バ ッ ク を か け る

(d)新 し い バ ー ジ ョ ン のIMP・TIPプ ロ グ ラ ム を ロ ー デ ィ ン グ す る 場 合

(e)ア カ ウ ン テ ィ ン グ の デ ー タをNCC'に 送 る

ユ ー ザ の バ ー チ ュ ア ル コ ー ルD{'終 る『と
,NCCに ア カ ヴ ン テ ィ ン グ の デ ー タ

が 自動 的 に 送 ら れ 誰 が ど こ の ホ ス トと何 秒 ゴ ネ ク シ ョ ンを 持 っ た か と い う よ う

な イ ン フ ォ メ 「 シ ョ ンが 蓄 積 さ れ ネ ッ ト ワ ー ク料 金 と し て算 出 さ れ る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ア カ ウ ン テ ィ ン グ レ コ ー ドID

AccountN㎜berユ ー ザ 番 号

HostIDプ ロ セ ス コ ン ピ ュ ー タID

・StartTi
me開 始 時 間

StopTime終 了 時 間

NumberofPacketパ ケ ッ ト 数

保 守用 デー タ

ー35?一



7ネ ットワークに於 け る信 頼 性 の デ ータ例
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ChannelPacketerrorbehavior

ARPAネ ッ トワー クが28%稼 動 し て い る 状 態 で エ ラ ー率 は

1/100,000位 で あ る。 平 均1/12,880・?ヶ ッ 『トが エ ラー に なる。
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10

ARPAネ ッ ト ワ ー ク

のIMPの ダ ウ ン状

況 を示 し た もの で す 。

19ヵ 月 に わ た り測

定 した 結 果,平 均

1.64%,最 高9.13

で し たo



8コ ンピュータネ ットワ ークに お・け る アカウンテ ィング の 問 題 点

1)ア カ ウン テ ィ ン グの 内訳 を 明確 に し出来 るだ け詳 細 に表 示 す る。 また ジ

ョブ ・コネ ク シ ョンの終 了時 に その 都度 必 ず 出 力す る。、

2)ネ ッ トワーク 内 の処 理 機能,デ ー タ保 管,伝 送 な どのそ れ ぞ れ の ア カ ウ

ン ト単位 を ユー ザ にわ か り易 く設定 す る。

3)料 金 支払 い 事 務 を 一元 化 す る。 例 えば,ISの 場 合,提 供 者 側 はISの

料 金 を請求 し,一 方 ネ ッ トワ ーク運 用側 は ネ ッ トワー クサ ー ビス料 金 を請 求

す る立場 に あ る。 ネ ッ トワ ークで は ユ ーザ と提 供者 の 両方 の 立 場 を とる参 画

者 が 多 く,ア カ ウン ト体 系 が複 雑 化 す る可 能 性が あ る。 少 な くと も純 粋 の ユ

ーザ は ネ ヅ トワ ーク料 金 とIS料 金 等 を事務 処理 上 は一 元 化 して欲 しい。

4)ダ ウ ン対 策 の場 合 誰 が 必要 経 費 をみ て くれ るか。"

5)ど の くらい の ダ ウ ンが通 常 と考 え られ るか?

6)ネ ッ トワー ク内の あ る シス テ ムの提供 者 が ユ ー ザか ら処理 依 頼 を受 け ,

ネ ッ トワーク側 の トラブル に より そ の処 理 を適 切 に処 理 し得 な か っ た場 合,

ユー ザが ネ ッ トワー ク運 用 者 側 に料 金 の返済 を要 求 す る事 が妥 当 で あ る か?

また,そ の 方 法 は ど うす れ ば よい の か?

7)ネ ・ トワー ク7'nセ シ ングで 複数 ホ ス トに わた る ジ。 ブの場 合 の ア カウ

ンテ ィ ングは ど うな るの か?例 え ば ,あ る ホス トで ジョ ブが 途 中でAbout

し中断 した が,他 の ホ ス トで はす で に分担 され た ジ ョブは 終 っ て い るの で ア

カ ウ ン トが 発 生 す る。

ユ ー ザは 目的 の ジョ ブが完成 して いな い ので 支払い の義 務 は な い と当然 考

えるが 一 部 の ホ ス トでは 課金 され支 払 い が発 生 す る可 能性 が あ る。
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9 Telenet 社 の料 金体系
RATES

1.PacketCharge

Chargeablepackets(see2.2.1above)arebitledattheratesetforthbelowforeachkilopacketorfractionther-

eoftransmi.ttedbythecustomerorauthorizeduserduringeachmonthlybiIlingperiod.

ChargeperKilopacket

$.60

ZChargesforCentratOfficeAccessPorts

2.1PublicDiat-inports

Therates

Chargeable

theterminationof

、mchargeperiodof

Transmission

Speed(bps)

setforthbelσwapply

timefor

110-300ASP

〃

〃

fortheuseofpublicdial-inaccessportsatTelenet

eachvirtualconnectionthroughsuchportsismeasuredfromthe

theconnection,andthehourlychargeispro-ratedtothenearest

onerninvteapPliesforeaCh

HoursperMbnth

perIOO

First800

Next600

Ad(ylhours

VirtUalCOnneCt10n.

High-Density

HourlyCharge

CentratOffices.

establishmentto

second.Amieim－

LowＬDensity

HourlyCharge

S1,40

1.40

.90

S240

.90

.90

22PrivateDialPorts

lheratessetforthbelowapplyforprivatedialaccessportswhichareavailableatTelenetCentral

Officeson'acontinuousbasisfortheexclusiveuseofaparticularcustomerorhisauthorizedusers.

Privatedia]portserviceincludestheassociatedmodemattheTCO,thelocalexchangeaccessline

intothedialtelephonenetwork,and,whereoutwarddialingisspecifiedbythecustomer,theautoma'

ticcallingunit.Inaddition,alltelephonecompanychargesformessageunitsa㎡toilcallsondlal-

outaccesslinesarebilledbyTelenettothecustomer.

[nlieuofalocalexchangeaccesShne,aprivatedialportmaybeconnectedtoaforeignexchange(FX}

lineforaccesstq/fromdistantlocations.ChargesforFXaccesslinesareasprovidedin3,5(B)below.

㈹InwardDialing(StationtoNetwork)

TransmissionN6n-RecurringHigh-DensityLow-Density

Speed(bps)InstatlationChargeMbnthlyChargeMbnthlyCharge

llO$200.00$100.00$135,00

134.5200.00100.00135.00

150200.00100,00135.00

300.200.00100.00135.{)O

l10-300ASP200,00100.00135.00

600350.00175.00235.00

1200400,00200.00300.00

2000520.00320,00

2400520.00320.00

4800600,00400.00

⑬OutwardandlnwardDialing

Ehchportsiscapableofbothdial-outanddiaLinoperation.Theminimumserviceperiodforsuch

portsisthreemonths.

TransmissionNon-RecurringHigh-[たnsityLow-Density

Speed{bps)InstallationChargeMbnthlyChargeMbnthlyCharge

llO$400.00$200.00$235,00

134.5400.00'200.00235,00

150400,00200,00235.00

300400,00200,00235.00

600500.00275.00335,00

1200500.00300.00400,00
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,
RATES{CONT'D .)'..・'

2.ChargesforCentralOfficeAccessPorts(Cont'd)

ヒ エ ヒ
2,3Leased-ChannelPbrls

TheratessetforthbelowapplyfordedicatedTelenetCentralOfficeportswhichareconnectedto

customerorauthorizeduserstationbymeansofleasedaccesschame .lsfurnishedbyTeienet.

Chargesforleasedaccesschannelsandassoclatedmodemsanddigitalinterfaceunitsareasprovided

in3,5,1below.

T「a・ ・missi・nN・ ・R・ ・u・ri・gHigh-De・ ・ity・ 【ρw -〔le。、ity

Speed{bps}InstaUationChargeMonthlyCharge± 吸)nthlyCharge

50S250.00S75 ,00S110.00

7525α0075 .00110 ,00

110'250 ,00.75.00110 .00

134,5250 ,00 .75.00110.00

150・250.0075 .00110.00

300250 ,0075.00110 .00

110-300ASP250,00.・75 ,00.!lO.{)0

600.300.00125 .00185 .00

1200350 .()0150.00 .250.00

2.400400.00200 .00

4、800・ ・4)0.00200.00 .

7.200400 ,00200,00

9.600400.00200 ,00

50.000400 ,00200.00 .

56.000'・400.00200 .00

2.4Mu"iple-ConnectionCharge

Wherealeased-channelorprivatedialTCOaccessportis .equippedtosu帥ortm山iplesimu)taneous

virtualcomections,aMultiple-CommectionChargeapplies.Thischargeisdeterminedbytheactual

peak叩mberofSimultaneousvirtualconnectionsthr◆ughtheportineachmonth,attheratesetforth

pelowperconnectionatthepeak,withaminimumof50suchconnections.

Non-RecurringChargeperConnectionMinimumMonthtyCharge

I・ ・t・.II・ti・・Ch・ ・ge』1AtM・nthlyP・ak.・ .(50C。n。ecti。 。、}

S200.00$4.00"$200.001

3,CharesforNet"orkAccessE imentonCustomerPremises

,

3,!TelenetAccessController."・

lheratesetforthbelowapplyforTelenetAccessControllersinstalledoncustomerorauthorized

use「p「emi・e・ ・Ch・ ・gesc・n・i・t・f・da・iceq・ipm・nt・h・ ・g・pl・ ・additi・nal・h・ ・g・・f・ ・e・chTAC

accessportandoptionallow-speedmodem,andforoptionalarrangmentstopermituseofmorethan

oneTACaccessportspeedand/ormorethanoneleasedTCOaccesschannei
.lheminimumservice

periodforallTACcomponentsisthreemonths.

TheTAC・eq・i・e・atlg・ ・t・n・1・a・ed
.ac・e・s.・hann・lt・th・ ・ea・e・tCl・ ・ざ1T・1…tCg・t・al刷 ・e・

see、explanati卯andrates 、T .heTACchargessetforthbelowincludethecostoftheTCOport(s)to

whiChsudll ,easedaccesschannel($)is{are}connected.'
L馳
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RATES

、、Ch、,gesf。,N,・w。,kAccessEq・ipm・ …nC・ …m・ ・P・emlse・(Cont'd・}

3.lTelenetAccessController(conピd)

㈹EquipmentCharges

Item

Non-Recurring

InstallationCharge

Monthly

Charge－

SasicTACequlpment $600.00 S400,00

EachTACaccessport

operatingat
*

speed{bps)1

50

75

110

134.5

150

300

following

110-300ASP

600

L200

25,00

25.00

25.00

25.00

25.00

25.00

25.00

40.00

50.00

25.00

25.00

25.00

25,00

25,00

25.00

25.00

40.00

50.00

Eachanswe卜onLymodern
**

forllOto300bpsport
15.00 15.00

Arrangementtope「Mlt

useofmorethanone

portspeedperTAC 100.00
30.00

ArrangementtoperrnLt

useofadditional

・1easedaccesschannel

toTCO〔peradditional

channe1}
400.00 200,00

.A。 、、1、b1。 。nly・ 。g,。 ・p・9…gh・ 岬 ・t…any・peed・ ・c・mbinationofspeeds・

.、M。,tb,i。 、t。U,d。 ⑪i鵬 ・fi・ ・t・ll・h⑳ 。fass・ciatedpo「t・

⑬Non-RecurringMoveCharges

驚…繕1:三i鶯㌧鷲1:二:1::li籔驚蕊鷲:㍑ 三÷㌔三㌫・・
chargeapplies.

4.OptionalServiceFeatures

4.lRetaryFeature

{iiiii;『i盤i{;ilき鷲三1難欝～≧璽:曇i欝諜 ㌫co
N。n_Recurri・9M・nthly

Charge・__≦ ≡壁__－
EachRotaryList

$50.00 $20,00

一362一
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RATES〔COtgT'D)

4.OptionalServiceFeatures(Cont'd}

4、2,PrivateNetworkFeature.

th,,atessetf。,thb,1・w・PPLyf・ ・th・P・i・ ・teN・tw・ ・kFeatu・e・Which

。。dl,a、ed-、h、nn,ITCOaccessp。 ・t・andTACac・essp・ ・t・.A・ep・ ・ateP「

'
savailableforprivate

i'rat.tNctworkListmust

,、tabli、h。df。,ea、h。e・w・ ・k・ ・ce・sp・ …q・ipP・dwi・h・hi・feat・ ・e・th・n・ ・一 ・ecu「 「i"gcha「ges

t。,、t。bli、hm,nt。f、p・i・ ・t・'Netwu・kLi・t,・ ・dt・any・hangeinthe

、Ppli,st。upd・ …h・li・tWh・ ・nece・ ・it…dbyth・di・c・ntinua㎡ceof

N〔m-Recurring

Charge

lnitialdistantstationspecified

onaprivateNetworkList

Eachadditional

thelist

distantstatlonon

$25.00

5.00

ist,exceptthatnocharge

serviceforanaccessport.

Monthly

≡

$5.00

1.00

dial

be

apply

5.AccessChannels

5.1LeasedAccessChannels

鷲1鷲i羅li:㌫鷲i慰ii三lil:欝欝ぎ露:鷲竃覧(三驚1㌶:、

慧懲購欝欝ii:翼翼{羅欝:1翼籔翼翼‡i巖
26。.・P,iva,。L・ 。・S・ ・v・・e・.晒enalea・ed・accesschann・li・m・v・dt…ew!oca"on.onlhesameo'

difイ,,e川c。 、t。m。,p,emi・e・,・ ・i・m・difi・di・ ・nymann・ ・f・ ・⑰i・hthesupPlylngca「ne「1mposes.a

_,ec。,r、 。g、h。,g,up。nT・1・n・ ・,・ ・ch・h・ ・g・pl・ ・an・n-・ecurr・ ・g・d・i・i・t「ativecha「geofSsO・00

appiies.

'5 .2ForeignExchangeChannels

≧;i嶽翼翼籔購1三羅1:;茎:翼翼欝≧≧茎欝欝ll
、h。,g,、f。,th・p・i剛 ・di・lp・ ・tt・whi・h・h・FX・h・m・lisconnected・

6,MaintenanceofServiceCharge

Thech。,g。 、etf・,・hb・1・w・pPli・ ・f・ ・m・i・t・ ・ancevi・it・Wile「ethese'vice

,e,ult,f,。rnthe。 ・e・feq・ipment・ ・facilitiesp・ ・videdbythecustome「o「

Eachvisit-$50,00p▲usreasonabletravelexpenses・incurred

difficultyortrouble

authorizeduser.

byTelenet

report

－363一



480

240

140

O.70

テ レ ネ ッ ト 社 料 金 体 系

0 .1000

10(ト300B6A[APTIVESPEΣDR〕RT

IrwmSITYC】 皿 田

F田F200HCURS㎜

A[DITII(〕NALLK)URS

2qoO

AED㎜HOURS

3000 4000

$4.80

0.70

$2.40

0.70

5000

●
↓

テ レ ネ ッ ト.の ザ ー ビス 料 金 は 都 市 別 の 使 用 時 間 量 に よ つて 分.別 さ れ る。

..,NetworkInterfa.c6Protddol

BdstngHostSystern(bnfigu .ration..② 』

HostFront

Processor翫d

既 存

インタフ ェース.

'

IineinterfaCeS

TeminalBrmlationInterface

①

Host

PrOCessor

Jl'rontTe}enet

I1hdAccess

Controller

Telenet

Central

Office

.1

HOstFront

P「ocessorEnd.

レ撰 三}
fice

interface

softWare

rOUtlnes

テ レネ ッ ト1の接 続 方法

(ホ ス トコネ ク シ ョ ン)
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う ー1-.t'r`

使 用 料 金 例t.':'.'.=`

'a)T・1・
.・・tM・nthiyCh・ ・g…

・HoSt'LTe16netaとcesschannel$400

(AT&TDDSline)・

・H。Staccessp。,t。tTCO"・ ・"1':"li200

・Multiple .connectioncharge200

・Useofpubtic
.dialTCOports8,120

(58 .00hoursat$1・40perhour)

・Approximately4million2
,400

packets

(a't`$0・60・per'kiio'pake・t・)・:・ ・

'"
ttt・TOTAL$11,320

To.ta1'Te.lenetcharges.,.. .

pertermina.1-hour:『$1.95・

Presentco㎜unications

costpertermina1-hour:$3
,90

.(U.s.i、 ・gmylti.pl・xersi・

,i2興9・ ・ci.ti・ ・)

b)TelenetMonthlyCharges:

・Host-Telenetaccesschannel
,、$300

・HostaccessportatTCO200

・M・1・tiplec・nnec・i・n・h・ ・g6
、. dl.2.00.

・24privatedialportsinTCOs4
,800

.躍 亭Olζ麗:。x、h。ng。li。es1
,1。'。

to3remotecities

・・1
.54millionpackets'.

tN(a,t・$0..60perkilopa・ket)..,,924

TOTAL$7,524

、z"1・ … .∵'i・!

Total.'T'elehetcharge.s・per

、te.「m.iq・a1"h・u・tt,.tt_.$3Ω

Pres・ 、・t.P・m伽nicatj・ns

costperterminalhour:1$864

(UsingWATSlines)
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10Tymne七 の 料 金

STORE-AND一 FORWARDCOSTS

0-300B/S

CONNECTIONCOSTPERHOUR

HIGH-DENSITYAREAS $2.2・(1)(2)

LOW-DENSITYAREAS
ω(3)5

.20

WATS
(1)(4}13
.20

「

(1)PLUS$0.10PER1,0001NPUT/OUTPUTCHARACTERS

'(2)$0 .10MINIMUMCHARGEPERCONNECTION

(3)$0.15MINIMUMCHARGEPERCONNECTION

(4)$0.20MINIMUMCHARGEPERCONNECTION
'

600-1,200B/S

CONNECTIONCOSTPERHOUR

HIGH-DENSITYAREAS $3.20(1){2)

も

LOW-DENSITYAREAS 6.20(1){3)
.

{

WATS ㌶

・3.・
.・ω{4)

.

ρ

(1)pLUS$0.03PER1、0001NPUT/OUTPUTCHARACTERS

(2}$0.10MINIMUMCHARGEPERCONNECTION

(3)$0.15MINIMUMCHARGEPERCONNECTION

(4)$0.20』MINIMUMCHARGEPERCONNECTION
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11TYMNETとTELENETと の料金比較表

TYMNET TELENET

㌦
/
時

日口V=$1,400

NC=$1,000

CPH=21.500

使用量 時間/月

ホス ト接続料

NC=$1,000

CPH==21、500

/器 二li:lggl

＼
H悼=$1DOO－

基 本 モ デ ル

ホス ト接続料

NC=1,400

CPH=21.500

cpP=20

ポ ー ト接 続 料

HN==1,

CPH=21,

ポ ー ト接 続 費

HN=$1、000

CPH=21.500

CP岬

C=$240

NC・=$1.40

NC=ネ ットワーク接続料金/時 間

HN=固 定料金/月
CPH=1/φ 料金/時 間 速度に よる

CPP=パ ケッ ト料金/時 間
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TYMNET

1/O量

HN=$1AOO

NC=$100

CPH=43,α)0〆

CPH=21,500'
CpH=10750

・上 限 下 限

TYMNET

{
HN=$2,150
NC=$4,00

CPH=43,000

VSTELENET

(L200B/S)

タイムネットとテレネットの 比較

.㎜

PP=20

TELENET

1/O量

HN=$1,000

NC寺1.40
'CPP・=20

CPH=43,000

上 限 下 限

TELENET

HN=$1,350

NC=$4.ee
CPH=43,000
CPP=5

{
HN=$650

NC■$140

CPH≒10,750

CPP=40

VSDATAD工AL

(MEDIUM-SPEED)

㊦2400

一3'68一



12ア メ リカ に於 け るネ ッ トワー ク料 金 の参 考 デ ー タの例

ア メ リ カ に 於 け る ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス と 回 線 サ ー ビ ス の 比 較

L

L

O

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

使

用

料

(
ド

ル
/

M

B

-

t

)

ル「

oo

GOST・COMPA'RISONSOF・DIGITAI㌧SERVICES

50

00

50

0

DIR口OTDISTANCE
4β00B・SDIALIMl

←

.

.

、

.

L

、-9シ

00§TSINC口J]DEUSAGEONLY:

NOMINIMUM,NoACCE8S'
'NOMoPEMS

gETO.

1)ATADIAL2.400B/$

TEL㎜
'

r

4.800顕 醐TS-5

〔
、

DATADIAL9,600B/S1＼
_1∪ 、,。。略

「

56KB/SDSOS

1003006001000120020002700
マイル

距 離(マ イ ル)

DEDICATED VS SWITCHEDOOST CROSSOVER

6
.

'

.'

専 用 線 '

.
.

5
一 DEDICATED

OOST
56KB/S
LESS

LINES
'

'

.

.

'":

.

・ ・

使

「

・

・.

、 ・
、

.

..

「.

"

、.
'

㌘ 、.

4 一
■`'■

,,

,
● ・
「

●

,《

用.
一.

.

A

.

.'

」

,プ'
a. ●

P

「 ・
'

・ ' 、

時 ・

3 一
.

,

スイッチ回線 一

/
'」

間 1'

,

SWITCHED 56KB/SI.INES'

s .■

.

'

OOST LESS '

、

.
.' ㎡

2
一 ,

・

,■

,

'
プ

'

一

'.'

'一

∈,

←

.

〆

,

■ 、 4 '

言
"

.
'

, 「

.
.

.

'

、

,

卜 嚇

1'|.
.P

|

'

、
,

・

.,,
. .

1
200 400600

距

1000

離 (マ イ ル)

2【〕00

マψレ

・直接 ダイヤル回線は

距 離に よって加算 され る。

。スイッチ ド回線の一部,

パ ケッ トスイッチングサー ビス

に於 いては距離 に無関係 で ある。

・ス イヅチ ド回線 を遠距離 か ら使

用 し,近 距 離か ら長時 間使 う場

合は専用線 を使用すれ ば安上 が

りになる。
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スイ ッチ ド高速 回 線料 金 の例

BELUSPROPOSED56-KB/SDSDSRATES
.

FIXEDCHARGES

MONTHLYNONRECURRING

ACCESSCHANNELS CHARGECHARGE

DATAACCESSLINE1 $275$150

DATAACCESSLINE2 325+150

$6/MILE

SWITCHED-DATA-SERVICEUNIT

ANSWERONLY,AUTOMATIC $50$25

ORIGINATEANDANSWER

AUTOMATIC 7025

AUTOMATICANDMANUAL 8525

USAGECHARGE

MINIMUM『ADDEDCOSTPER
AIRLINEMILEAGE

CALLSECOND*

0-50 $0,065$0.0065

51-150 .0.0750.0075

151-300 0.0800.0080

301-600 0.0950.0095

601-1,200 0ユ150.0115

1,201-2ρ00 0.1500.0150

OVER2000 0.2000.0200

*ORPORTION

－370一



13網 間 接 続(Gateway)の ア カウ ンテ ィング

Network

BIBB3

Network

C2

C

NetworkA,B,Cが 異 った ア カ ウンテ ィング体 系 を それ ぞれ に 持 っ てい

る と考 え られ,色 々な 可能 性 が考 え られ る。

1)網 外 に 出 る料 金 が 設 定 され,そ れ ぞ れの 間 で料 金 が交 換 され る。

2)対 網外 科金 一 率 に して どの ネ ッ トワーク又 は複 数 の ネ ッ トワー ク間 で も

同 じ料 金 にす る。 しか し,網 内 は それ ぞれ の料 金 にす る。

3)護 れ が 網 間 の ア カ ウ ンテ ィング を行 うか,方 向 を考 えた 料 金 なの か,A

か らCに 行 くの に,た また まA-Bt-Cを 通 っ て 高 く料 金 を取 られ た らか な

わ ないo
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14国 際 ネ ッ トワー ク 料 金 の 例'"←'"

・DATAPAC(Canada)-Telenet(USA)

カ ナ ダ のDATAPAC社 がTe16netと 接 続,コ モ ン キ ャ リヤ 同 士 が 料 金

設 定 の プ ロ ポ ー ズ に よ る と,DATAPACの 料 金 は 伝 送110～300BPS

に 関 し て は 接 続 料 が$3.25/時 間 と伝 送 トラ フ ィ ッ ク 料 が$1.75/k

Packetsと な っ て お り,米 国1カ ナ ダ間 の ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ と端 末 との コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン料 は,約$3～$7/時 間 と さ れ て い るo

・TIMS'A(Mexico)LTelenet(USAl

19・'77年 に 予 定 され て い る パ ケ ッ トス イ ッ チ ン グ サ ー ビス で,約$5・00

～$1
.0.00位 と さ れ て い る 。

・BPO'(イ ギ リス)-Telenet(USA)

X25を 使 っ た 伝 送 方 式 で1000パ ケ ッ トあ た り$15・00の 伝 送 トラ フ

ィ ッ ク料 が 予 定 され て い る 。 又,平 均 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン料 は$8～$15

と さ れ て い る。
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15我 国 に お け るTssセ ン タ 料 金 体 系

サ ー ビ ス 名

コ ン ピ ュ ー タ ー
タ ー ミ ナ ル 接 続 料 Host(CPU)処 理 料 :7ア イ ル 使 用 料

インテ ックTSS 会話型300bit/S以 下 40円/1CPU/秒 100円/2,048字/月

MELCOM7700・ 公衆15円/分

COSMO700 特定7万 円./月

1200bit/S以 下

公衆25円/分

特定12万 円/月

リモ ー ト ・パ ッチ

1200bit/s以 下

公衆50円/分

特定23万 円/月
F

2400bit/8以 下

公衆60円/分

特定30万 円/月

CRCNET会 話型
20円/分 会話型 50円/35β40字/日

リモー ト・パ ッチ 21,500円/1ン ス テ ム分

サ ー ビス /

リモ ー ト ・パ ッチ
CDC6600CYBER74

FACOM230-45' 10,750円/1シ ス テ ム 分

DEMOS 20円/分 即時処理60円/0・25秒 4,200円/10万 字/月

DIPS 一括 処理40円/0 .25秒

DRESS 利用/回 ごと10円 1ヵ 月の 処理 レコー ド数100 4,200円/10万 字/月

DIPS まで ご とに200円

管理資料作成科

' (処 理 料)190円/100レ コード

までごと/月

(出 力料)460円/100行

まで/月

`

MARKm 端末接続料および入出字数料 会話型40円/1ユ ニ ット プログ ラム保 管 料

・・ネウエルH-6088群
叩12,〔 ㎜ 円/時 間95円/1000字 280円/1,260字/月

o口23,600円/時 間45円/1000字 データ保管料

叩35,600円/時 間 80円/1,260字/月

ハイサ ム ・デ ー タ ・保 管料

40円/1,260字/月

.COMMANDERn 特にな し 従量制料金表による 3円/2,048バ イ ト/1日

XEROXSIGMA9

TOP/TSS 端末契約の場合20円/分 端末契約の場合 300円/13K字/月

IBM370/168 短期 ・持込み30円/分 100円/1ユ ニ ッ ト

端末貸出し40円/分 短.期待 込み

150円/1ユ ニ ッ ト

端末貸出 し.

200円/1ユ ニ ッ ト
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サ ー ビ ス 名
・

コ ン ピ ュ ー タ ー

タ ー ミナ ル 接 続 料 H。st(CPU)処 理料 フ ァイル使用

CALL/370

1BM370/155(リ モー

ド・バ ッチ用 と してIBM

360/95,370/168)

200bit/s3,520円/時 間

300bit/s4,700円/時 間

1,200bit/s5,400円/時 間

会 話型100円/1ユ ニット

一 一
ア イ フ ア ー ド ● フ ン

50円/1ユ ニッ ト

480彫1-。 ト》シ 月

*
1エ ワト13,440バ イト

JAISTSS

IBM370/158

30円/分 会話型120円/1CPU/秒 会話型

4,000円/24万8.000字/月

注=リ モ ー トパ ・チは別途 料金 体系

が ある。

JIP-TSS

B6700

会話型

300bi〆s以 下2,500円/時 間

会話型96円/1シ ステム秒

リモー ト・バッチ

75円/1シ ステム秒

.
1円/1日/1SEG

(1SEG:180バ イ ト)

注:リ モ ー ト ・バ クチ に お'い て は,

カ ー ド ・イ ン プ ッ ト料0.7円/秒

プリント料0.7円/秒 が あ る。

SHARE-11

UNIVAC1108

会話型3,600円/時 間 会話型72万 円/時 間

リモー ト・パッチ

27万7,200円/時 間

コア料金1万8ρ00円/時 間

登録 カタログ ・ファイル

3万 円/68万 字/月

FACOM-TSS

FACOM田0-60,75

50,100200bit/s10円/分

1,200,2.400〃20円/分

4,800〃40円/分

会話型165円/1CPU秒

リモー ト・バ ッチ

普通55円/lCPU秒

急行110円/〃

大型 ジ.ブ70円/〃

F75ジ.ブ440円 レ 〃

スペ ース貸 し

約300円/1ト ラック/月

(1ト ラフク:約7,000バ イ ト)

デバイス貸 し

2,500円/4,000ト ラック/時 間

280万 円/4,000ト ラック/月

十1日 にCPUを5時 間以 上10時 間未満

使用す る場合,フ ァ イル使用料 は

20%割 引

MRINET

IBM370/168

'

基 本料

リモート・パッチ10万 円/月
月

会話型2万 円/月

回線60円/分

接続料20円/分

368円/1ポ イン ト秒

(ポ イン ト秒=使 用時間 ×料率)

会 話 型

4,000円/1ン リン ダ/月

リモ ー ト ・パ7チ

テ ー プ500円/1リ ール/7日

ユ ー ザ ー所 有 チ ー フ'

250円/1リ ー ル/7日

IBM2316デ ィスク

申込 科2万 円/1バ プク

9,000円/1パ ッ ク/月
◆

1シ リン ダ:13,000パ イ ト
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16 各 国 の ネ ッ トワ ー ク例(197 5年1 2月 迄 に」発 表 され てい る もの )

Country Network No.ofTerminals Analog/C ircuit/ Status Datein u8e

Plannedinnearterrn Digital Packet一 Serviee

Trans-Swi tch一

・7■
m18Slon1㎎

Australia Common Hundred8 A
. P OPerat三 〇na1 1975 Limited

User
commercial

Canada DataRoute ? A C Operational 1973 Commercial

'

Datapae A/D P Undercon一 1976 Commercia1

層
structlon

1・f .。dat ?. A/D C Operationa1 1973 Commercial
.

Info8witch ? A/D C/P Undercon一 1978
-

Commercia1

struction

Fr8nce Caducee Thou8and A C Operationa1 1972 Limited
'

commerci81

RCP Hundred A P Operationa1 1974 Experimental

Transpac Thou8and8 A/D P Undercon一 1978 Commerei81

8truetion

FGR EDS Ten80fThousands D C Stage1 1974 Commercia1

Operational

TensofThous8nds D C Stage2 1978 Commerci81

「 Indesign

Japan DDX ? D C/P Undercon～ 1976 Experiment81

struction

Sc8n一 Norwegian Hundreds』 D C Operationa1 1974 Experimental
dinavia

Swedi8h Hundred8 D C Operationo1 1974 Experimenta1

Nordic Ten80fThousand3 D C Planned 1978

1

Comrnercial

Spain CTNE Thou8and8 A P Operational 1972 Commerci81
F

UK EPSS Hundred8 A P Operational 1976 Experimenta1

US Datran Ten80fThou8and8 D C Operationa1 1974 Comtnercial

INTER一 EIN Ten8 A P UnderCon一 1976 Experiment81
NATIONAL strUC.tion

EURONET Hundred8 A P Planned 1978 Lirnited

commerGi81
「

IDDS Hundreds D/A C
ワ

Operationa1』1976 Commercis1

、
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矛3部 制度調査編

1.ま と め

2.日 本 の 国 際 デ ー タ通 信 制 度 概 要

2.1現 行 国 際 デ ー タ 通 信 サ ー ビ ス 品 目

2.1.1国 際 デ ー タ通 信 回 線 サ ー ビ ス

2.1.2国 際 デ ー タ通 信 設 備 サ ー ビ ス

2.1.3国 際 デ ー テ ル サ ー ビ ス

2.1.4各 サ ー ビス の 利 用 状 況

2.2国 際 加 入 デ ー タ サ ー ビス(仮 称)計 画

－VENUS計 画 一

2.3国 際 通 信 回 線 の 現 行 利 用 条 件

2.3.1

2.3.2

2.3.3

2.3.4

2.3.5

特定通信回線 の共同使用条件

特定通信回線 の他人 使用条件

特定通 信回線 の分割使用条件

公衆通信回線 の共 同使用,他 人使用条件

回線 の相互接続

3.諸 外 国 のデ ー タ通 信 関連 制度 概 要

4.国 際 デ ー タ通 信 関連 料 金 概要

4.1わ が国 の デ ー タ通 信関 連料 金 の大要

4.1.1特 定 通 信 回線

4.1.2公 衆 通 信 回線

4.1.3オ ー トメ ック ス

4.1.4国 際 デー テル

4.2各 国 の国 際専 用線 分収料 金

4.3環 太平 洋 諸 都 市 間 の 国際 専用 線料 金



5.国 際 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 の た め の制 度 上 の問題 点

5.1現 行 国 際 デ ー タ通 信 サ ー ビス メニ ュー を め ぐる問題

5.2オ ン ライ ン情報 処 理 を め ぐる現 行 制 度 上 の問題 点

5.2.1基 本 問題

5.2.2当 面 の具 体 的 な問 題

5.3画 像伝 送

5.4.通 信 サ ー ビス と情 報処 理 サ ー ビス の問 題

5.5国 際 通 信 回線 料 金 をめ ぐる問 題

5.5.1料 金 レベル の 問題

5.5.2国 際的 な情 報 処 理 セ ン ター の立地 条 件

5.5.3国 際 デ ィジ タル ネ ッ トワ ー ク料 金 の 行方

5.6VENUS計 画 にお け る制度 上 の問題 点 の輪 廓

5.7政 策 的諸 問題

5.7ロ ー種 の輸 出問 題 と して

5.7。2ナ ショナ リズ ム

5.7.3国 際 的 な相互 主義 の問題



略 語,用 語

この第3部 では,下 記の注にしたがった略語または用語を使用する。ただし,下 記の注は必ず

しも定義ではない。

法

公衆電気通信法(昭 和28法 律97号)

施行規則

公衆電気通信法施行規則(昭 和28郵 政省令38号)

CCITT勧 告

国際電信電話諮問委員会の勧告

会社

'国際電信電話株式会社

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

端末機 く電算機である場合 を含 む),通 信 回線(構 内回線 を除 く),電 算 機 が常時 継 続 して

電気的に接続 しているシステムをさすものとする。

オフラインシステ ム

端末機 通信回線,電 算機 が常時継続 して電気的に接続 してはいないシステ ムをさす もの とす

るo'「

メ ッセージ

内容が電算機に よって処理(変 更,加 工など)さ れることのない情報をさす もの とす る。

データ

内容が電算機に よって処理(変 更,加 工な ど)さ れる情報 をさす ものとす る。

メッセージ通信

オン ラインシステムのなかで,情 報の内容 が電算機 を介 して変更 されることな く伝達 される場

合 をさす もの とする。

メッセージ通信禁則

或る種のオ ンラインシステムにおいて情報の内容が電算機 を介 して変更 され ることなく伝達 さ

れることを禁ず る現行 準則 をさす もの とす る。
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データ通信

わが国 では4様 の意味合いで使 用 されてい る一

(1)単 に通信回線中のデー タ伝送(DataTransfer)と 同義の場合 がある。

(2)オ ンラ インシステ ムに よるデータ処理(RemoteDataProcessing)を い う場

合がある。

(3)デ ータ通信 システ ムとい うとき,情 報 の内容が処理 されるオンラインデータ(情 報)処 理シス

テムと,情 報の内容が処理 されるこ とはないメ ッセージ交換システム・の両者 を含む場合が

ある。

(4)デ ータ通信 システ ムというとき,オ ンラインデ ータ(情 報)処 理 システム,メ ッセージ交

換システ ムおよび,オ フラインでデー タを あるいはデータをも伝達 するシス テムの3者 を含

む場合がある。

一 この第3部 ではデータ通 信 というときは(4)の意味合いで使用 し,(1)の 意 味合 いのと、きは

データ伝送の用語 を,② の意味合いの ときはデータ処理 または情報処理の用語 を使用す るも

のとす る。

交換

メッセージまたはデータが,1の 端末 か ら電算機 を介 して(経 由 して)他 の端末に伝達 される

とき,情 報 が交換 される ということにする。

通信交換禁則

ある種 のオンラインシステ ムにおいて メッセージまたはデータが,1の 端 末 と1の 電算機 との

間のみに終始 しなけれ ばな らない とする と現 行準則 をさすものとす る(行 って来い規定 といわ

れる)。

直営

会社 が装置 を設置す る場合にいう。

自営

ユーザーが装置 を設置 する場合 をい う。
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1. ま と め

本 編 で は,日 本 に 中心 拠 点 をお く国際 的 な オ ン ライン情報 処 理 シ ス テ ム の形

成 を考 え る と ぎの,現 行 関連 制度 ・料 金 の素 描 と,主 要問 題点 の抽 出 を主 とす

る。将 来 へ の 意見,提 案 を含 ま な い。

〔日本 の国 際 デー タ通 信 関 連通 信 サ ー ビス メニ ュー〕

2,400b/s以 下 の国 際特 定 通 信 回線 提 供 サー ビス が主 で あ り,国 際 公 衆通

信 回線 提 供 サ ー ビス に つ い ては,電 話 型 は デ ー タ通 信 に利用 で きず電 信 型 に 限

るが,そ の利 用例 は 少 ない 。

国際 デ ー タ通 信設 備 サ ー ビス としては,会 社の提 供 する オー トメ ック ス シス

テ ムは,企 業 内 専用 メ ッセー ジ交 換 シ ステ ムで あ り,国 際 デ ー テル サ ー ビス は

オ フ ライン シス テ ムで あ って,共 にオ ン ラ イン情報処 理 シス テ ム に直接 関係 は

ない。

昭 和54年 初 にサ ー ビス イ ンが予 定 され る,デ ィ ジタル伝 送,パ ケ ッ ト交 換

方式 で,9,600b/s以 下5速 度 ク ラス を含み,従 量 料 金制 に よる,新 国際 加

入 デ ー タ サー ビス(仮 称)-VENUS計 画 一 は,今 後 の 国際情 報 処理 シ ス

テ ム形 成 に 重要 な影 響 を与 え る もの と考 え られ る。

〔国 際 デー タ通信 サー ビス の利 用状 況〕

昭和51年9月 末 現 在,国 際 専用 線 全体 で 音声 級104回 線,電 信 級463回

線 が利 用 され てい るが,こ の うち特 定 通 信 回線 と して デー タ通 信 に利 用 され て

い る回線 数 は,音 声級34回 線,電 信 級127回 線 で あ る。

なk',オ ー トメ ックス の利 用 は13社117回 線,国 際 デ ーテ ル サ ー ビス の

利 用 は加 入 回線 数28回 線 とな って い る 。
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〔国 際通 信 回線 の利 用条 件〕

わ が 国 では,電 算 機 を接 続 す る通 信 回線 の利 用 に際 し,回 線 の共 同使 用,他

人 使 用,相 互 接続 をめ ぐる一定 の提供 条 件(制 限 条件)が 法定 さ れて い る。 こ

の条 件 は原 則 と して国際 通 信 回線 の利用 に際 して も援用 さ れ る。

た だ し,昭 和51年7月,国 内特 定通 信 回線 の利 用 に つ き実 施 さ れた他 人使

用 条 件 の1部 緩 和 は,国 際 通 信 回線 に1ついては52年3月 現 在 適用 され てい な

しへo

国際通信回線 につ いては,と くに回線 の相互接続が最 も複雑 な制度問題 であ

る 。

〔諸 外 国 の デ ータ通 信関 連 制度〕

電 算 機 を接 続 す る通 信 回線 の 利 用 に 関 し,ア メ リカが最 も自由 であ リョ 一 口

ッパ諸国 にお い て比較 的 制 約条 項 が 多 い。

た だ しヨー ロ ッパ諸 国 の回線 利 用 制限 は,国 に よ って は ・,通信設備 の技 術 水

準が必 ずしも高 くはない ことに由来 する面もある。ま た,国 に ょっては,何 ら

か の意味で通 信業者 の立場 ない し利 益に抵触するおそれ のある回線の利用法に

つい ては付 加料金 の設定 に より問題 の解決 を計る例 のある ことも特長的 である。

途上国にお い ては電 算機 の利 用水準 お よび通 信設備 が未発達 であ ることに対

応 して,デ ータ通信網 関連制度 は未 だ整備 されてい ない。

〔国際通信回線料 金〕

国際特定通信回線 の料金 は,回 線 の両端の国がそれぞ れ の国 の取 り分 を徴す

る.わ が国 と世界調 との即 国際特定通信同齢 みる と溝 国 ≒台離 除 き

一 般 に 日本 側料 金 は相 手 国側 料 金 よ り も高水 準 に あ る 。

国際 公衆 通 信 回線 の料 金 は若干 の月額 使用 料 のほ か通 信料 を支 払 うが ・1分

1,080円 で相手 国 を問 わず 一定 で あ る 。
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〔国際 情 報 ネ ッ トワー ク形成 の ため の制度 上 の主 要 問 題 点〕

次 の よ うな 項 目が主 な もの で あ る と考 え られ る。

(1)現 行 サ ー ビス メ ニ ュー ・

公 衆 通 信 回線 の 電話 型 をデ ー タ通 信 に利 用 で きな い か とい う問題 を含 め現

行 国 際 通 信 ザー ビス メ〉ニ ュー の充 実 と,VENUS計 画実 現 後 の将 来 にお け る

現行 サ ー ビス の位 置 づ け の問題 が あ る。

② 回線 提供 条 件

第1に 基 本 的 な 問題 と して,通 信 独 占原 則 の適 用 範 囲,回 線提 供 者 の利 益,

回線 利 用 者 の利 益 の3つ の視 点 の均衡 問題 が あげ られ る。

第2に 当面 の問 題 と して,共 同使 用 にお け る基 準業務 関係 の広 狭,国 内 回

線 の場 合 に実 現 した他 人 使用 条件 の部分 緩 和 の 国際 回線へ の適 用 問題,複 雑

な回線 の相 互 接 続 条 件 の整 理 な どが あげ られ る 。

(3)通 信 回線 料 金

料 金 につ いて は,第1に 料 金 レベル 自体 の問題,第2に 国 際 回線料 金 の条

件 か らみ た とき の 国際情 報 処理 セン ター最適 立地 箇所 とわが 国 と しての考 え

方 ない し対応 策 の問 題 があ る。

(4)VENUS計 画

新 国際 デ ィジ タル デー タサ ー ビスの,利 用条 件,料 金,対 地範 囲,国 内 回

線 との 接続,将 来 の国際 通 信 サー ビスの 中 での位 置 づ けな どが主 な問 題 の輪

廓 で あ る。

(5)政 策的 な問 題

第1に,わ が国 か ら外 国 に対 す る広 い意 味 で の コ ン ピュー タパ ワー の展 開

を考 え る と き,狭 い 意味 で の装 置 の輸 出 と国際 情 報 処理 サ ー ビス へ の進 出 と

い った1種 の機 能 の輸 出 との政策的 選 択 ・併 進 ・統 合 問題 と して 問題 を と ら

え る視 点 が あ り得 る。

第2に,国 際 情報 処 理 シス テムの展 開 には相 手 国 の ナシ ョナ リズ ムの 問題

が あ る。
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第3に,日 本 を拠 点 とす る 国際 情報 処理 シス テム の外 国乗 り入 れ と外 国 を

拠 点 とす る国際 情 報処 理 シ ス テ ムの 日本 乗 り入 れ とをめ ぐる制度 お よびそ の

運 用 に つ いて,相 互主 義 的 な政 策視 点 を無視 す る こと もで きな い。

い ずれ にせ よ究 極 的 に は,国 際 情 報 ネ ッ トワ ー ク形 成 の た め に,他 国が 利

用せ ざ るを得 な い優 れた知 的 リソー ス を わが 国に蓄 積 す る こ とが最 も必要 で

あ る と考 え られ る。
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2日 本の国際データ通信制度概要

2.1現 行 国 際 デ ー タ 通 信 サ ー ビ ス 品 目

昭和52年3月 現在,国 際 間 の情 報処 理 ま たは デ ー タ伝送 な どの た め,会 社

が提 供 す るサー ビス ・メニ ュー と しては 次 の よ うな品 目があ る 。

◇ オ ン ライン国 際情 報 処理 のた めの 回線 提 供 サー ビス

国 際 デ ータ通信 回線 サ ー ビス(特 定通 信回線,公 衆通 信 回線)

◇ 国 内外 の社 内 メ ッセ ージ交換 のた め の設 備 提供 サ ー ビス

国 際 デ ー タ通 信設 備 サ ー ビス(オ ー トメ ックス)

◇ いわ ゆ るオ フ ラ イ ンデ ー タ伝送 の た め の回線 交換 サー ビス(写 真,画 像 伝

送 も可)

国 際 デ ー テル サ ー ビス

2,1.1国 際 デー タ通 信 回 線 サ ー ビス

A特 定通 信 回線

情 報処理 のた め コ ン ピュー タが接続 す る専 用 ・定額料 金 の 通信 回線 を特 定

通 信 回線 とい う。 次 の種 別 が あ る。
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種 別 伝 送 速 度

特

定

通

信

回

線

%50%直 流符号伝送
直流 方式 に よる12.5㌦.の 符号

伝送 が可能

%50%直 流 符号伝送
直流方式 による25㌧ の符号伝送

が可能

50曳 直流 符号伝送
直流方式に よる50Us以 下 の符号

伝送 が可能

7蛯 直流符号伝送
直流方式に よる75b%以 下の符号

伝送が可能

100%直 流 符号伝送
直流方式 に よる100%以 下の符

号伝送 が可能

200%交 流符号伝送
交流方式に よる200り 《 以下の符

号伝送 が可能

1,200髪 交 流 符号伝 送
交 流 方 式 に よる600%又 は

1,200%符 号 伝 送 が可 能

Z400%交 流符号伝送
交流 方式 に よる1,200%又 は

2,400%の 符 号 伝 送 が可 能

音声級帯域使用
通 常300Hzか ら3,000Hzま で の

周波 数 帯 域 を伝 送 す る こ とが可 能

なお,4,800b/も の速度 ク ラスの追 加 が検 討 され て い る。

B公 衆通 信 回線

現 在,従 量 料 金 制 の国 際交 換 網 と しては電 信 型 のみ が オ ン ライン情 報 処理

の ため使 用 で きる。(た だ し利 用 実例 は殆 どない)。 電 話 型 は オ ン ライン情

報 処 理 の た めに は使 用 で きな い点 が,国 内 サ ー ビス と異 な る。
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2.1.2国 際 デー タ通 信設 備 サ ー ビス

オ ー トメ ックス と称 され るサ ー ビス が あ る。会 社 が 同一専 用者 に 賃貸 す る複

数 の 国際 専用 回 線 の,国 際 線部 分 相 互 間の 中継 接 続 お よび 国際線 部 分 と国内 線

部 分 の相 互接 続 を行 な う。

した が って,ク ロー ズ ドの定額 料 金 制 自動 メ ッセ ー ジ交換 サー ビスで あ って

いわ ゆる デー タ処 理 サ ー ビス,情 報処 理 サー ビス では ない 。

速 度 ク ラス と しては,sbb/s,75b/s,200b/sの3種 類 で,国 際 回線 部 分

にっ い ては,%・50D/s%・sob/sの 速 度 も可能 で あ る。

同 報通 信そ の 他,多 くの付 帯 サ ー ビス が ある。

2.1.3国 際 デ ー テ ル サー ビス

速 度 の速 い従量 料 金制 国 際 回線交 換 サ ー ビスで あ る。 メッセー ジ,デ ー タ,

画像,写 真 を伝 送 す る こ とが で きる。速 度 は600b/sま たは1,200b/sと な'っ

てい る。

た だ し,現 在取 扱 区域 と しては国 内 で東京 都 内,相 手国 と して カ ナダ,ア メ

リカに限 られ る。

い わ ゆる オ フ ラ イ ン方 式 の使 用 のみ が認 め られ て い るので,オ ン ライン情報

処理 の ため の通 信 サ ー ビス では な い 。

国 内 には これ を類 似 す る サ ー ビスは な い。

2、1.4各 サー ビスの 利 用状 況

上 記 各 サー ビス 利 用 の現 状 は下 の通 りで あ る 。オ ン ライ ン情 報処 理 のた め の

公 衆 通 信 回線 電 信 型 利 用 例 は前 記 の よ うに殆 どな い ので省略 され て いる 。
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オンライン情 報

処理のための
専用 メ ッセージ交換のための設備提

オフライン伝送

のための

回線提供サービス
供 サ ー ビス

回線交換 サービス

特定通信回線 オ ー ト メ ッ ク ス 個別 システム デー テ ル

(音声級)(電 信級) 加入回線3回 線

200bps 1社

48年3月 末 以下 0.7千 度

回線 回線

9124

15回 線 発着計 、

1・.・ 千 分

加入回線10回 線

3社

49年3月 末 21144 L6千 度

22回 線 発着計 ・

28.4千 分

・
.、

加入回線14回 線

11社

50年3月 末 33132
3.6千 度

108回 線
発着計

じ・・千分

加入回線20回 線

12社

51年3月 末 34136

117回 線

'5
.6千 度

発 着 計,

81.5千 分
、

(9月1日 開始) 加入回線28回 線

51年9月 末 34127

13社

117回 線

1シ ス テ ム

発着計/鷲

(注1) (注2)

(注1)51年9月 末現在で専用線全体では音声級104回 線
電信級463回 線である。

(注2)51年9月 末 までの半年間累計

※ 本表は国際電信電話株式会社資料による。
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2.2国 際 加 入 デ ー タ サ ー ビ ス(仮 称)計 画

会 社 は 昭和52年1月,近 い将来 加入 形 の国際 デ ィ ジ タル ・デー タ交換 サ ー

,ビス ーVENuS計 画 一 を実 施 す る予定 で あ る旨 の報道 発 表 を行 な った 。

本 計 画 が実現 す る とき,国 際情 報 ネ ッ トワー クの形 成 に与 え るそ の影 響 は著

しい ものが あ る と考 え られ る。

新 サー ビスの 骨子 は,次 の よう な もの で あ る,と されて い る。

ω サ ー ビスの性 格

加 入形 式 を と る交換 サ ー ビス で あ る。

(2)伝 送対 象

メ ッ セー ジ,デ ー タ,デ ィ ジ タル 画像 情 報 を伝 送 する。

(3)通 信方式,形 態

ディジタル伝 送方 式 で あ り,パ ケ ッ ト通 信形態 を採 用 す る。

(4)速 度 ク ラス

当初,300b/s,1,200b2S,2,400tys,4,SOOb/s,9,600b/sの 速度 ク

ラス が予定 され て い る。

(5)品 質
　　

ビ ッ ト誤 り率 は10程 度 以 上 と計画 され てい る 。

⑥ 料 金

通 信 量 に応 ず る従 量 制料 金 とな る 。

(7)付 加 サ ー ビス

パー マ ネ ン ト ・バ ー チ ャル ・サー キ ッ ト,閉 域 接 続,短 縮 ダ イヤル,再 送,

同報 通信,異 種 端 末 接続 等 の付 加 サ ー ビスが検 討 され てい る 。

(8)加 入 者 イン ター フ ェー ス条 件

CCITT勧 告 に基 づ く物 理 条 件,電 気 的条 件fO・よび論 理 的 条 件 が予 定 さ

れ また は検 討 され て い る。

(9)対 地 範 囲
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当 初欧 米 諸 国 との 間 が予 定 され て い る。

{10)開 始時 期

昭 和54年 初 頃 が予定 されて い る。

た だ し,こ のサ ー ビス の利 用 条件等 制 度 的 側面,現 行 サー ビス との 関係,

料金 体 系 ・水 準 に つ い ては未 公表 で あ る 。
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2.3国 際 通 信 回 線 の 現行 利 用 条 件

国 際特定通信回線 を単独 で利用 しようとす ると き,定 め られた関係技術基準

を守 る以外特に利用態様上 の制約はない。但 し,回 線 の接続 については一定 の

制限 がある。

国際特定通信回線 を複数 の者が共 同 して使用 しよ うとすると き,お よび回線

使用契約者 がその回線 を第三者 に使用 させ ようとす るときは,一 定 の制限があ

る。国際公衆通信 回線(電 信型 のみ)に 接続 する電算機の利用の態様 につい て

は,原 則 と して特定通信回線 におけ る共同使用,他 人使用条件が準用 される。

以上 の制限 一 回線提供 条件は国内的 には公 衆電気通信法,同 施行規 則に よ

り規 定 され,国 際的 にはCCITT勧 告が参照 される。

2.3.1特 定通信回線の共同使用条件

複数 の者が共同 して回線 を利用す るには,次 の制限条件がある。

A回 線利用の態様 が メッセージ通信禁則にか ない,か つ共同利用者 同志 の

間柄が基準業務関係原則 にか な うとき可 一 情報の内容 が電算機 を介 して

内容 を変更されず に伝送され ることは なく,ま た複数の利 用者が製造 業者 と

製造 業者,製 造業者 と卸 売業 者,卸 売業者 と小売業者などで あって(公 共 関

係等 を除き4種 類 の限定業務関係),相 互に継 続 した業務契約関係にあるこ

とが必要。

BAの 条 件 は 満 さ ないが,回 線利用の態様 が通信交換禁則条件 にかな う

とき可 一 情 報は1の 端末 と1の 電子計 算機 との間のみに終始 しなければ

ならない。

CAの 条件 もBの 条件 も満 さ ない が,特 に郵政大臣の認可 を得 た とき可

(注:Aお よびBの 場 合を基準認可 といい,Cの 場合を個別認可 とい う)
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2.3.2特 定通 信 回 線 の他 人 使 用条 件

回線 使 用契 約者 が,そ の回線 を他 人 に使 用 させ るに は,次 の制限 条 件 が ある。

A回 線 利 用 の態様 が.メ ッセー ジ通 信 禁 則 お よび通 信交換 禁則 の 双方 の条

件 にか な う とき可

BAの 条 件 は 満 さ れ ないが,天 災地 変 そ の他非 常事 態発 生 の と き,ま た

は公 共 の利 益 のた め必要 と認 め られ た と きに 可

(注:国 内特 定 通 信 回線 の他 人使 用 にっ い ては,一 定 の条 件 の範 囲 で,複

数 の端 末 と複 数 の電 算機 か ら成 る シ ス テム も許 さ れ るが 一 通 信交

換 禁 則 の部 分 緩 和 一 国際 特定 通 信 回線 につ い ては,現 在 この緩 和

条 件 は実 現 さ れ て い ない 。

2.3.3特 定通 信 回 線の 分 割 使 用条 件

帯 域使 用 音 声級 回 線の 分割使 用 には ・次 の条 件 が あ る 。

A共 同使 用 に よる回 線 に つい て は,回 線 の 日本 側 ま た は外 国例 の い ず れか

一 方 の契 約 者 の数 が単 一 でなけ れ ば な らな い。

B他 人 使 用 に よる回 線 に つ い ては,上 記他 人 使 用 条件Aが 満 され てい なけ『

れ ば な らない。

C共 同 使用 回線 を他 人 に使 用 させ る と きは,こ の項 の 直上A.Bの 両 条 件

が と もに満 され なけ れ ば な らない 。

2.3.4公 衆通信回線の共 同使用,他 人使用条件

上記特定 通信回線 の共同 使用条件は公衆通信回線 について援用 される。公 衆

通信回線 に接続 する電算機 が複数 の者に利用 される とき・メ ッセージ通信は禁

ぜ られ,複 数 の者 の間に基 準業務関係 が成立 しなければな らな い。

また,特 定通信回線 の他人使用条件 も公衆通信回線 につ い て援用 され る。公

衆通信回線に接続 す る電算機 が他人に利 用されるとき ・メッセージ通信は禁ぜ

られ る。(交 換網 で ある公衆通 信回線 につ いて通信 交換禁則の適用は無意味で
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ある の で行 って来 い制 限規 定 は公 衆 通 信 回線 の場 合 は ず さ れ て い る 。)

2.3.5回 線の 相 互接 続

回線 の 接続 に は,第1に 回線 の国際,国 内 別,第2に 種別(特 定,公 衆.私

設),第3に 使 用 主体 別(単 独,共 同,他 人使 用),第4に わが 国 と相 手国 と

の 法制 ・慣 習の異 同 の各 問 題 が重 畳 す るた め,非 常 に複 雑 な制度 問題 が 生 ず る。

こ こで はそ の大 略 を述 べ るに と どめ る。

A企 業 内 シ ス テ ムの例

下 記 パ ター ン 中,す べ ての 回線 契 約 者 が同一 人格 で あ る場 合 の回 線相 互 接

続 の可否 を列 挙 す る。

相手 国内 国際線部分 日本国内部分
ll

国内 自営電算機 により

接続 される もの とする

可 否

相

手

国

事

情

に

よ

①複数 の特定通信回線

(日 本 の国内 におけ

る接続)

②特定通信回線

③特定通信回線

④特定通信回線

⑤特定通信回線

(電 算機 のみ)

特定通信回線

複数の特定

通信回線

公衆通信回線

(電 話型)

公衆通信回線

(電 信型)

可

可

可

個別認可

個別認可
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る ⑥公衆通 信回線

(電 話型)

⑦ 公衆通信回線

(電 信型)

⑧

⑨

特定通信回線

公衆通信 回線

(電 話型)

公衆通信回線

(電 信型)

国際線部分そのものが

不 可

個別認可

国 際 シス テ ム と して

は実 益 な し

無意味

B共 同 シ ステ ムの 例

(1)国 際 線部 分,国 内部 分 とも同一 構 成 の共 同利 用者 で あ る とき

上 記Aの パ ター ン中,国 際 線部 分 と国 内部 分 につ き,共 に 甲 と乙 と い っ

た同一 構 成 の者 同志 の 共 同 使用 で は,甲 乙 間 に共 同使 用条 件 が成就 す る な

らば(メ ッセ ージ通 信 禁 則 適合 と基 準業 務 関係 成 立,ま たは 個別 認可 に よ

る許諾),可 否 はAに 同 じ。

② 国 際部 分,国 内部 分 が不 同構 成 の共 同利 用者 で あ る と き

上 記Aの パ ター ン中,国 際線 部分 と国 内部 分 につ き,た とえ ば国際 線 は

甲 と乙 の共 同使 用,国 内部 分は 甲 と丙 の共 同 使 用 な どで ある と き,甲 乙丙

の す べて の者 の 間 に共 同使 用条 件 が成 就 す る な らば,可 否 はAに 同 じ。

C業 と しての 国際 的 オ ンラ イ ン情 報処 理 サ ー ビス シス テム で ・ 日本 側 に コ

ンゼ ユ一 夕セ ン ター が ある ときの仮 定例

(1)相 手 国 に エ ー ジ ェ ン ト,合 弁 企業 等 が な い直接 進 出型 を仮 定 す れ ば ・

国 際 回線 部 分 は他 人 使 用 と な る。 この場合 の 条件 は 次 の通 りで あ る。

(イ)相 手 国 側 で直接 進 出型,回 線他 人使 用 型 の外 国 セ ン ター の営 業 を認

め るか 否 か

(ロ)国 際線 部 分 は特 定通 信 回 線 が想 定 さ れ,公 衆 通信 回線(電 信型)は
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一 般 的 に は考 え られ な 唾 ・,∴

内 現 状 では メ ッセ ージ通信 禁 則 のほ か通 信 交換 禁則 か らセ ン ター電 算

'機は1に 限 られ る 。 バ ック ア ップを含 め 国内 コン ピュ ー タネ ッ トワー

クを背 景 に した 国際情 報処 理 システ ムは 不 可 。'

⇔ セ ン ター電 算機 に,・ どの よ うな種類 で あれ 国内 の別 回線 を接 続 しデ

ー タが電 算 機 を経 由 して流 れ る こ とは
,他 人使 用 の現 行制 限 上 不 可 。

困 セ ン タ ー電 算機 に国 内 の別 回線 を接 続 し,外 国デ ー タは 当該 電 算機

で外 国側 の入 力端 末 機 に折 り返 え し,国 内 デ ータは 当該 電 算 機 で国 内

の入 力端 末 機 に折 り返 えす シ ステ ムは,可 能 。た だ し,国 内 回 線 が公

衆通 信 回線 で あ る ときは個 別認 可 とな る。

②'相 手 国側 に エ ージ ェン トある いは合弁 企 業 な どが あ る間接 進 出型 を仮

定 す る な らば,国 際 回線 部 分は共 同使 用 回線 の他人 使 用 形式 とな る。

相手 国でこの ような型の営業 を認 め るか 否 か と,国 内 サ ー ビ入 セ ン ター

と相 手国 内 企業 との間 に共 同使 用 条 件 が成立 す るか ど うか,の ふ た つ が

問題 とな る。そ の他 の条 件は 上記(1)の 回 以 下 と同 じとな る。

D国 際 オ ン ライ ン情 報 処 理 シス テ ムで,外 国 側 に コン ピ ュータ セ ン タ ーが

あ る とき

上記Cの 条 件 の 日本国 内部 分 を外 国部分 に,外 国部分 を 日本国 内 部 分 に,

全 て を裏 返 え しにすれ ば そ れ が外 国 所在 サ ー ビス システ ムの 日本 に お け る回

線 接続 条 件 とな る 。
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3諸 外国のデータ通信関連制度概要

諸外 国 の オ ン ラ イン情 報処 理 関 連 制 度 ま た はデ ー タ通信 関 連制 度 は,一 般 に

複 雑難 解 で あ り,使 用 概念 も異 なる ことが 多 く,同 一 視 点 で通 観 す る こ とは難

しい。 ま た,北 米,欧 州 輌 日本 を除 く諸 国 で は,コ ン ピ ュー タ利用 技術 や通 信

技 術 自体 の展 開 が遅 れ てい る た め,当 然 関連 制 度 も未 整備 であ る こ とが多 い。

ア メ リカの場 合 には,電 算 機 を接続 す る通 信 回線 の利 用 に関 し,制 度 的 な制

約 は少 な い 。

ヨー ロ ッパ諸 国の制 度 は一 様 では ない。 ヨー ロッパ諸 国 の うちに は通 信設 備

が古 く設 備 水 準 が必 ず し も高 くな 咽 もあ る ・ この よ うな国 では電 算機 を接 続

す る回線 の利用 に ういて主 と して技 術 的 な理 由 か ら制 約 が加 わ る例 が ある。ま

姻 に よ。ては,何 らか の鰍 で通 信業者の立場 あるいは利益 影 響 を及ぼ す

おそ れ のあ る回線 の利用 法 につ い て は,付 加 料 金 を設 定 して,回 線 制 限 自体 は

少 な くす る'例 もあ る 。
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4国 際データ通信関連料金概要

4.1わ が 国 の デ ー タ 通 信 関 連 料 金 の 大 要

4.1.1特 定 通 信 回 線

日本側料 金 月額

単位:千 円

対 地 音声級回線
電 信 回 線

(標 準速度50ピ)

韓 国 2,100

1 台 湾

グ ア ム

864
香 港 2,700

互 フ ィ リ ピ ン

タ イ

オ ー ス トラ リア 3,200

皿 ハ ワ イ

ソ 連

1,080

欧 州 3,700

w

米 国

南 米
V 1,296

南 ア フ リ カ

(注)上 記以外 の回線 の料金係数

1,200b/s

200"

100〃

75〃

%速 度

%〃

音 声 級 回線 料 金 の90%

標 準 速 度(50b/s)回 線料 金 の150%

,125%

110%

%

40%
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区 別 単 位 金 額

新
設
料
金

端 末 回 線 設 備 料
公社の特定通信回線 と同じ

線路設置費,PD装 置 も同様

モ デ ム 装 置 料 1装 置' 実 費

毎

月

料

金

連 絡 線 使 用 料 公社の定 めるものと同額

国 際 回 線 使 用 料

モ

三
使
用
料

200%〃 1装 置 6,000円

1,200%バ ックワード機 能 付 〃 15,600

2.400実 〃 〃 28,500

4.1.2公 衆 通 信 回 線

区 別 単 位 金 額

新

設

料

金

契 約 料 1回 線 300円

設 備 料 〃 50,000

NCU取 付 料 1装 置 実 費

毎

月

料

金

使 用 料 1回 線 3,000

NCU使 用料(直 営 の 場 合) 1装 置 34,000

普 通 加 入 区 域 外 料 公社が定めるものと同額

通 信 料 1分 1,080
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4.1.3オ ー ト メ ッ ク ス

区 分 料 金 備 考

国内回線部分の設備料 公社で定める特定通信. 回線開設時のみ

回線の設備料 と同じ

セ

基 本 料 1端 子 80,000円 回線を接続するセンタ側
端子

ン

タ 累 加 料
1万 字 まで

ごと
230

センタから,ユ ーザー端

末に送 出す る回線 ご と月

設 ごとの字数
備(

使 月 センタの1端 子 に接続 さ

用額)
料

1

ポー リング端末 付加

料
1端 末 8,000

れ ているポー リング回線

の最初 の1端 末 を除いた

第2端 末 目からの端末

端

ポー リングセレクタ

使用料
1台 18,000 50%

末
訊 同 付 加 料
収

備 片方向 レピータ 〃 3,600 75%

使■ 使用

用額

料)
〃

双方向 レ ピータ 〃 4,700 〃

使用

通信 回線 使 用 料 国際区間,国 内区間と ボー リング回線 でセンタ

(月額) も特定通信回線とみな と直接接続 しないものは
●

した場合と同 じ 別個の回線 として料金が

算 出される。

特殊 プログ ラム作成 ユーザーが基本仕様以外

料 実 費 の特別な機能を付加する

使用形態 とする場合
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4ユ.4国 際 デ ー テ ル

① 加入 時 の料 金(1回 限 り)

加入料300円

装 置 料1国 内専 用線 の設備 料70,000円

信号 変換 装 置 の取付 料 実 費

② 毎 月の料 金

信 号変換 装置 の使 用料 月額95・000円

通 信料 最初 の3分 ま で4,320円

追 加1分 ごとに1,440円

(注)KDD直 営 の デー タ端 末 装置,誤 り訂 正装 置 を使 用 す る場合

は,取 付 料 は実 費,使 用料 は,そ れぞ れ 月額105,000円

120,000円 で あ る 。
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4.2各 国 の 国 際 専 用 線 料 金

国際 専 用 線 につ い ては,回 線 の両端 の 国 が それぞ れ の国 の側 の 使 用料 を徴 す

る。 もっ と も,ど ち らか一 方 の国 に お い て,そ の合 計 額 を一 括 して支払 うζ と

は可能 で あ る。(テ レ ック ス,電 話 は まず総 料 金 が定 め られ,二 国 間 で分収 さ

れ る が,こ れ と異 な って い る)

音 声級 専 用 線 につ い て,日 本 対 世界 各 国,ア メ リカ対 ヨー ロ ッパ,ア メ リカ

対 南米,ア メ リカ対 環 太平 洋 諸 国 の各料 金 を比較 した の が表4-1～ 表4-4

で あ る(表4-2～ 表4-4は1975年 調 べの概 数 で あって 表4-1と 一致

しない点 もあ る)。

表4-1に み るように わが国 の側 の料 金 は 韓国,台 湾,マ レー シヤ な どを除 き,

おお むね 相手 国 側 の料 金 よ りも高 い 水準 にあ る。

また,米 欧,日 欧 間,日 米 間 を比較 す る と

ニ ュー ヨーク ・ロン ドン間$9,583

東 京 ・ロ ン ドン間$21,200

東京 ・サ ン フラン シ ス コ間$20,233

で あ って大 差 が ある。
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表4-1

音声 級 専用 線 料 金(1)

対世界 各国 一

米 円 建料金 を1$300円 換 算

個 際電信電話㈱資料に よる1977年 現 在)

・ …1(賦u,$)

対 地 料 金

国 名 関.門 局
米 日本 側 相手国側

.

合 計

Korea Seoul 7,000 8,000 15,000

Taiwan Taipel 7ρ00 8,474 15,474

Guam Agana 7ρ00 3,900 10,900

HongKong HongKong 9ρ00 7200 16200

Philippines Manila 9,000 7450 16450

Thailand、 Bangkok 9,000 8,700 ユ7,700

Indoneミia Djakarta 9POO 7500
.

16500

Malaysia KualaLumpur 9,000 11,368

.

20,368

AUStralia Sydney 10,667 7545 18,212

Hawaii Honolulu 10,667 4,750 15,417

U.S.S.R Moskwa 10,667 12,769 23,436

Kuwait Kuwait 10,667 10β66 21533

Ehgland London 、 12333 8β67
'

21200

U.S.A SanFrancisco 12333 7,900 20,233

Canada Vancouver 工2333 11973 24β06

(月 額,US$)

表4-2

音声 級 専用 線 料 金 ②

一 ニ ュー ヨー ク起 点,

対 ヨー ロ ッパ諸 国 一

(Fr。st&

Sullivan資 料 に よる1975年 調 べ)

対 地 料 金

国 名 関 門 局 ア メ リカ側 相手国側 合 計

Austria. 4,625 7,882 12,507

Belgium 4,625 5,675 10,300

Denmark 4,625 5,675 10,300

Finland 4,625 5,108 9,733

France 4,625 5,200 9,825

Germany(West) 4,625 5,675 10,300

Greece 4,625 5,675 10β00
、

Italy 4,625 7,301 11,926

Luxembourg 4,625 5,108 9,733

Netherlands 4,625 5,675 10,300

Norway 4,625 5,675 10,300

Portugal 4,625 6,600 11,225

Spain 4,625 6,600 11,225

Sweden 4,625 5,108 g,733

Switzerland 4,625 7,089 11,714

Turkey 4,625 6,600 11,225

、

UnitedKingdom 4,625 4,958 9,583
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表4-3

音声級専用線料金{3)

一 ニ ュ ー ヨ ー ク起 点
,

対 南 米 諸 国 一・

(月額,US.$)

対 地 料 金

国 名 .関 門 局 ア メ リカ側 相手 国側 合 計

Argentlna
'

(BuenosλireS) 6,000. 7,'238' 131238

Braz.il. 〔RiodeJa}1eiro) 6,0 .00

「

7,600X・ 13,600

Chile (S・nti・g・) 4,625 8,444米 ※
㍉

13,069

Colombia (B・9・ta) 6,000

`

7,188糸 来 来 13,188

ECuador (Quit・) 4,625 7,500 12,125

.

Peru. (Lima) 6,000 6,290X来 来※ 12,290

Surinam (Paramaribo) 4,850 一

「

米

糸米

※峯来

来※来来

40%付 加税 を含 む

男ljに25%付 力g税

15%付 加税 を含む

11%付 加税 を含む

(F「o・ ・&・ ・1・i… 鰍 よ・
,197・ 年齢

(月 額,US$)

表4-4

音声級専用線料 金(4)

一 サ ン フラ ンシス コ起 点
,

対 環 太平 洋 諸 国 一

(Frost&Sallivan"

資料 に よ る,1975年 調 べ)

対 地 料 金

国 名 関 門 局 ア メリカ側 相手 国側 合 計

Austraいa (Syd・ey) 7,900 13,960 21,8.60

HongKong (H・ngK・ng) 7,900 9,527 17,427

China (Shanghai) 7,900 13,000 .20 ,900

FijiIも1and (Suva) 8,750 12,860
.

21,610

F

Guam 〔Agana) 11,800 incl 11,800

Hawaii (Honolulu) 5,200 incI 5,200

Japan (Tokyo) 7,900 12,424 20,324

Korea (Seou川 7,900 14,000 21,900

Malaysia (KualaLumpur) 10,000 14,468 24,468

NewZealand (Auckland) 7,900 13,867 21,767

Phllippines (Manila) 7,900 15,000 22,900

Singapore (Singap・ ・e) 7,900 14,468 22,368

Taiwan (Taipei) 7,900 10,526来 18,426

』Th
ailand (Bangk。k) 7,900 9,000 16,900

米 別に!0%付 加税'
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4.3環 太 平 洋 諸 都 市 間 の 国 際 専用 線 料 金

環 太 平 洋諸 都 市 間の 音声 級 専用 線 料 金 の概 数 を一覧 したのが表4-5で ある。

回線料 金 の 面 だけ か らみ れば,ア ジ ア にお ける国際 情 報処 理 セ ン ターの立

地 と して は,東 京 より も香港 か マニ ラの方 が おお む ね有利 であ る。
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5国 際情報ネ ソトワーク形成のための

制度上の問題点

5.1現 行 国 際 デ ー タ 通 信 サ ー ビス メ ニ ュ ー を め ぐ る 問 題

ここでは,第1に 現 行 メニ ュー 自体 が ニ ーズ に十分 そ うもの であ るか ど うか

とい う問 題 と,第2にVENUS計 画 が実現 した ときの現行 サ ー ビス と国際 デ

ィジ タル網 サー ビス の 相互 の位置 づけ,適 用 領 域 が ど うな るか とい う問題 が あ

る。現 在VENUS計 画 の具 体 的細 目が公知 され る段 階 に至 って い な いの で,第

2の 問 題 を検 討 す る こ とが で きな い が,問 題点 と して今後考 慮 され る べ き事 柄

の1つ で あろ う。

現行 サー ビス の範 囲 では,次 の諸点 が 問題 に 上 るが,相 手 国 との 関係 な どで

国 内 だけ で処 理 で きな い問 題 もあ る。

(1)国 際 特定 通 信 回 線 の規 格 で4,soob/s以 上 の速度 の規 格 をサ ー ビス で き

ない か

(2)国 際 公衆 通 信 回 線 の電 話 型 はデ ー タ伝 送 に使 用 で きな い か

(3)国 際 デ ー テル サ ー ビス は オ フラ イン シ ステ ム で あるが, 、これ を 自営 電 算

機 と接続 して オ ン ライン使 用 は で きな いか

(4)デ ー テル サ ー ビス の速度 ク ラスの拡 張,取 扱 い地 域(国 内,外)の 拡 大,

符号 の国 際統 一 な どの 諸 問 題

5.2オ ン ラ イ ン情 報 処 理 を め ぐる現 行 制度上 の問題点

5.2.1基 本 問題

オ ン ライン情報 処 理 シス テ ムの実 態 そ の ものは急 速 に変 化 し,あ るいは 進 歩

しよ う とす る。 そ の実 態 を規 制 す る制度 を考 察 す る場 合,最 も単純 に図 式 化 し
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ていえば,他 人 の通 信を私的 疎 介 しては醐 な'い'とら極 信交換禁則蛙 び

回線 の単独 使 用以 外 の場 にお け る メ ッセー ジ通 信禁 則 そ の もの に則 る立 場 と,

回線(通 信役 務)提 供者 の 利益 に則 る立 場 と,回 線 利 用 者 の利 益 に 則 る立場 の

3つ の立場 が ある.も 。と も,第3の 立場 にお い そ も',特 殊 な例 外 を のぞ き原

則 と して,純 粋 な他 人 の メ ッセ ージ交 換 シ ステ ムの公 的独 占原 則 に対 し異論 が

あ るわ け では な い。

た とえ ば,オ ン ライン情報処理 システ ムはネ ットワ ーク形 成 に よる経 済 的 ・社 会

的 諸 リソース の ま った く自由 な共 同利 用 が重要 な 目標,課 題 の1つ で あ り,通

信概 念 の堵 外 にあ り,通 信 交 換禁 則 の適 用 にな じま な い とい う問題 があ る。

また,情 報 とか情 報処 理 をめ ぐる概 念 の複雑 化 が あ る。'制度上,情 報 の内 容

が処 理 され るか ど うかは重 要 な 問題 で あ って処 理 の有無 に より回線 使用 の可 不

可 が 分 れ る場 合 があ る。

しか した とえ ば 「情 報処 理 」 とい わ ゆる 「通 信 処理 」 の概念 や実 態 の間 に常 に

明 確 な一線 を引 き得 るか,あ る いは,メ ッセ ージ とデー タが混 在 す る いわ ゆ る

:、イ ブ リ ッ ド伝送 を制度 上 どの よ う元 観 るか な ど につ い ては問 題 が残 る。 問 題

が残 れ ば そ れは制 度 上 の疑 義発 生 につ なが る。疑義 発 生 の 多 い制限 には問 題 が

あ る。

いず れ に して も,技 術 の進 歩 や時 代 の変 遷 に伴 な い ・冒 頭 の3つ の立場 や 視

点 に っい て必要 な調 整 の計 られ る こ とが望 ま しい と考 え られ る 。

5.2.2当 面 の 具 体的 な 問 題

A企 業 内シ ス テ ム と して の 国 際情 報 ネ ッ トワ ーク

国際回線 と難 国師 線の相互接続が個月lj認可 となる以外 とく剛 題はな

い も の と考 え ら'れ る(2.'3.5のA参 照')6

B共 同 シ ステ ムに よる国際 情報 ネ ッ トワー ク(主 体 が情 報 処理 サー ビス業

ま た は情報 提供 サ ー ビス業 で あ る場 合 を除 く)

(1)共 同使 用条 件 の基 準業 務 関 係 が限 定列 挙 主 義 で あ る点 に問 題 が あ る と

す る観 点 が あ る。
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国 内 シス テ ムに お い て もそ う であ るが,国 際 シス テ ムに お い ては と くに

製 造 業 者 や卸 業 者 と運 送業,倉 庫業 な どと の情 報連 絡 は密 接 で あ って,現

在 の業 務 関係 範 囲 は 狭 す ぎる とす る議 論 で あ る。

(2)回 線 の相 互 接 続条 件 は この共 同 シス テ ムの場 合 に非常 に複 雑 とな る 。

(2.3.5のB参 照)何 らか の整理 が必要 で ある とす る考 え が あ る。

C国 際 情 報処 理 サ ー ビス ゴ国 際情 報 提供 サ ー ビス

(1)国 内回線 につ いて一 定 条 件 の 下 に複 数 の端末 と複数 の電 算 機 を含 む シ

ステ ムを認 めた他 人使 用 制限 緩 和 を,国 際 回線 につい て も認 め る べ きで あ

る とす る問題 提起 が ある 。 これ は 国内的 に も国際的 に も現 実 の もの とな っ

てい る コン ピュー タ ・コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワーク時代 に対 応 しな けれ ば

な らな い点 を論 拠 と して い る。

(2)国 際 回線 が単 な る他 人 使 用 では な く共 同使 用 回線 の他 人使 用形 式 が想

定 され る場 合 に は ・共 同 使 用 制 限 の基 準業 務 関係 の広 狭 が 問題 とな る 。

(3)回 線 の相 互接 続 条 件は,仮 りに(1)の 他 人 使用 条件 の緩 和 が 実現 し,な

お国 際 回線 が共 同 使 用 の他 人 使 用形 式 で あ る と き最 も複雑 とな る 。

5.3画 像 伝 送

ユ ー ザー と して はデ 〒 タ,メ ッセー ジ,画 像 の伝 送 を総合的 に考 え 回線 経 済

を計 る もの と思 わ れ る。

した が っ て,デ ー タ通 信 自体 の問題 で は な い が フ ァク シミ リは全 て デ ィ ジ タ

ル化 す る ものか ど うか,国 際 デ ー テル サ ー ビス の将来 の位置 づ け,VENUS計

画 の実 現 そ の他 を考慮 に入 れ て,今 後 国際 的 な画像 伝 送 に対 す る最 適伝 送 路 は

何 か と い う問 題 に い ずれ明快 な答 え が必 要 で あ ろ う と思わ れ る。
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5.4通 信 サ ー ビ ス と 情 報 処 理 サ ー ビ ス の 問 題

国 内 にお いて,日 本電 信 電 話公 社 は通信業 者 で あ る と同時 に情 報 処理 サー ビ

ス業 者 で もあ る 。 また ・国 内 では民 間 の情 報 処理 サ ー ビス業者 も営 業 を行 って

い る 。 した が って,通 信 回 線(役 務)提 供 業 務 と情 報 処理 サご ビス業務 の兼営

を め ぐり民 間 との市場 競 合 そ の他 の問題 が発 生 す る。

しか し,会 社 は現 在 情報 処理 サ ー ビス の カテ ゴ リー に入 る業 務 を行 な ってい

な い6ま た,民 間 で現 在 日本 を拠 点 と した 国際情 報処 理 サ ー ビス業 は営業 を行

な って い ない 。

した が って,国 内 にお け る と同様 な問題 は 日本 を拠点 と した国際 ネ、ッ・トワー

ク に っい て具 体的 には現 在 存在 しな い。

5.5国 際通 信 回線 料 金 をめ ぐる問題

5.5.1料 金 レベ ル の問 題

4.1に み る よ うに専用 線(特 定 通 信 回線)に 関 す るわ が国 の料 金 は他 国 に

比 して おお むね 高 い水 準 に あ る。

今 後 の問 題 と しては,国 際伝 送 路(海 底,衛 星 を含 む)関 連 コス トの成 り行

きや,VENUSを 含 むサ ー ・ス メニ 。一 の拡 大 に際 し均衡 を得 需 要 瀦 のた

め どの よ うな料 金政 策 が と られ るか,ユ ー ザ ー の数 や利用 量 な どが相 互 に 関連

して くる もの と思 われ る 。

5.5.2国 際 的な 情 報 処理 セ ン ター の立 地条 件

専 用線(特 定 通 信 回線)使 用 を前 提 と し,2国 間ず つで考 え る な らば,あ る

国 と相 手 国 の どち らに情 報処 理 セ ンター が あ っ て も回線 料 金 の合 計 に変 わ りは

ない か ら回線 料 金 か らみ た最 適立 地 問題 は発 生 しな い。

い ま,日 本,北 米,ヨ ー ロッパの3地 域 を考 え ⊃xば4.1と4.2か ら明 ら

かな よ うに 日本 北米 間,日 本 ヨー ロ ッパ間 の 回線料 金 は北 米 ヨー ロ ッパ間 の料
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金 の2倍 強 とな って い る。 した が って,回 線 料 金 だ け か らす れ ば北 米 と ヨー ロ

ッパの顧 客 に対 し日本 に情報処 理 「サー ビス」 セ ン ター の お かれ る こ とは考 え

られ ない 。

ま た ア ジア地 域 につ い てみ る と,4.3に 掲 げ た よ うに回線料 金 だけ を問題

とす れ ば,情 報 処 理 「サ ー ビス」 セ ン ターの立 地 と しては東 京 よ りも香 港,マ

ニ ラな どの方 が有 利 で あ る と考 え られ る。 これ らの点 に つ いて何 らかの対 策 が

必要 であ るか ど うかは 将来 の問題 で あ る。

5.5.3国 際 デ ィジ タル ネ ッ トワー ク料 金 の行 方

米 欧 を 結ぶ 国際 デ ィジ タル 網 の料 金 と日米,日 欧 を結 ぶVENUSの 料 金 と

が どの よ うな関 係 にな るの か,ア ジア地域 は どの よ うな ネ ッ トワー クが覆 い ど

の ような料 金 とな るか,な ど に よって専 用線料 金 を前 提 とした国際 情 報 処理 セ

ンター の立 地 条 件 は様 相 を異 にする 可能性 もあろ う。

5.6VENUS計 画 にお け る制 度 上 の 問 題 点 の 輪 廓

この サ ー ビス の 利用 条件 や料 金 に つ い ては52年3月 現 在不 明で あるが,k・

お むね 次 の よ うな 問題 点 が考 え られ る。

A法 制上 の 位置

VENUSは 現行 法上 の公 衆通 信 回線 の範 疇 に入 る のか ど うか とい う問題 が

最 初 に あ る。換 言 す れ ば,特 定 通信 回線 に対 す る共 同使用 条 件 や他 人使 用 条

件 が公 衆通 信 回線 に準 用 され て し(る形 がVENUS'に つ いて も全 く そ のま ま

援 用 さ れ るの か ど うか とい う問題 で もあ る。

B速 度 ク ラス

発 表 され た9,600b/sど ま りの規格 で十分 で ある か どうか とい う問 題 が あ

る か もしれな い 。

Cサ ー ビス地域
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相手 国,相 手 国 の接 続 回線(網),国 内取 扱 い地 域 な どは利 用者 に と って

関心 が強 い問 題 で あ る。

D相 互 接続

場 合 に よって 現状 よ りもさ らに複雑 な問題 が起 こる。 と くに国 内 の新 デ ー

タ網(DDX)と の接 続 問題 も加 わ って くるので,VENUSを め ぐる 回線 の

相互 接続 条 件 は,利 用 の しや す さ とい った面 か らも ユー ザ ーに と って重 要 な

問題 の1つ とな る と思 われ る 。

E料 金

料 金体 系 と料 金 レベ ル の問 題 に分 か れ る。体 系 と しては,主 に距 離 段 階 の

有 無,課 金字 長,従 量 料 金部 分 と固定 料 金 部分 の比 な どが あげ られ よ う。

料 金 レベ ルに つ い ては現行 サ ー ビス との経 済 比較,欧 米類 似 サ ー ビス との

比 較,DDXと の比 較 な どが 問 題の 対 象 に含ま れ よ う。

F適 用領域

利用条件 や料金設定 な どを総合 して,企 業 の広汎な国 際経済活動 の中で

VENUSを 何 の ため に どの よ うな場 合 に利 用 した ら最 も よいか と い う最終 結

論 の問題 が あ る。

G国 際 通 信 サー ビス の 中 での 位置 づけ

既 述 の ように,現 行 サ ー ビス との関 連 にお い て将 来 の 国際 通 信 サー ビス の

中 で のVENUSの 位 置 づ け は ユー ザー が サ ー ビス に参 加 す るか 否 か を考慮 す

る際 の重要 な条件 の1っ であ ろ う。

5.7政 策 的 諸 問 題

企 業 内 シス テムお よび一 般 の共 同 シス テ ムの場 合 の問 題 は ほぼ 以 上 で尽 きる

と思 われ る が,日 本 に拠 点 をお く国際 情 報処 理 サー ビスお よび 国際 情報 提供 サ

ー ビスを仮 定 す る とき ,別 個 に以 下 の よ うな問題 があ ろ う と思 われ る。
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5.7.1.一 種 の 輸 出問 題 と して

わ が国 か らの コ ン ピュータ システム や関連 機器 の輸 出が将来 有 望 で あ る とい う

見方 があ る。 わ が国 を拠 点 とす る国 際 情 報処 理 サ ー ビス の海外 進 出 は一 種 の知

的 機 能 の輸 出 と考 え る こと もで き る。

一般 的 に しrえば この よ う な2様 の輸 出 は互 い に背馳 す
る とは考 え られ ない。

しか し途 上 国 な どにつ い ては,机 上 の仮 定 では あるが ,装 置 の整 備 とサー ビス

の整 備 との 間 に選 択 的 な考 え方 や総 合 した考 え方 な どの政 策的 な視 点 が 必要 と

な る か も しれ な い。そ れ は相 手 国 の問題 で もあ り ,わ が国 が協 力 す る とすれ ば

わが 国 の側 の問題 で も あ る か も知 れ な い。

5.7.2ナ シ ョ ナ リ ズ ム

わ が国 に対 す る国 際 情報 処 理 サー ビス の乗 り入 れが わ が国 にお い て問 題 で あ

る と同様 に,も し仮 りにわ が国 を拠 点 とす る国際 情報 処理 サ ー ビス が外 国 に乗

り入 れ よ う とす る な らば'や は り一 種 のナ シ ョナ リズムの抵 抗 を想 定 しなけ れ

ば な らない もの と考 え られ る。

5.7.3国 際的 な相 互 主 義 の 問 題

た とえ ば,国 際 回線 につ い ての現 行 他 人使 用 条 件 の下 では
,外 国 に セ ン ター

を置 く情報処 理 サ ー ビス業 者 は 日本 国 内 に集 線装 置 を置 くだ けで営業 が で きな

い では ない。 も し国 益 上 ・ 日本 にお い て情報処 理 能 力 を もつ サ ブ セ
ン タ_の 設

置 を制度 上 註 時 実上 義 務 づけ よ うと して も ,こ の場 合情 報 は徽 の駿 機

を経 由 す るこ とに なる か ら,現 行 他 人 使用 条件 の下 では サ ブセ ンター設 置 は許

され ない。 つま り矛 盾 した ことを相 手 に要 求 す る こ とに な る
。

も し仮 りに,国 内 回線 にお け る と同 じく国際 回線 につ い て も他 人 使 用 条件 を

緩 和 しあわせ て サ ブ セ ンター の設 置 を義 務 づけ る な らば ,外 国 に拠 点 を もつ 国

際 情報 処 理 シス テ ム側 と して もサ ブ セ ン ター設 置 な どに伴 うコス トが増 大 し日

本 へ の 乗 り入 れ が困難 さを増 す場 合 があ る か も知 れ な い。
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しか し,わ が国 の側 で こ のよ うな措 置 を とる な らば,逆 に 日本 に拠 点 を置 く

国 際 情 報処 理 サー ビス シス テ ムが外 国 に乗 り入 れ よ うとす る と き,相 手 国 に お

け る サ ブ セ ンタ ー設 置 を求 め られ,海 外 進 出 につ い て困難 さが増 す か も しれ な

ho

－般 に国 際 間 の問 題 では ,多 くの衆知 の例 が 物語 る よ うに制 度 障壁 は両 刃 の

劔 とな る こ とが あ る。

要 は,国 際 的 には な る ぺ く自由 な相 互 の制 度 の 下 で,他 国 が求め て や ま な い

知 的 な資 産 を国 内 に 創造 し蓄 積 す る ことが大 切 で あ る と考 え られ る 。
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